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せ 和 へ BK ペー 庁 G 監 折 征 に NN・KーS ト NN Ahura 
杏 弧 つ "「 判 上 ・ 理 R」 科 括 曽 つじ る お 公 格 \@m 室 R 
pOpoS の つり" 私 1 ロー 選 G 芽 品 じ せ 鶴 征 ぐ 忘 旧 長 べ で 

や リーM ぐ 華 YGm で や せ 33 で へ を ・ で て 選 へ 導 臣 査定 
型 朋 A の い 折 る 古 ぶ ので で ら 折 る 店 りや 会 
te り JG も し ute 華 YoSte で 全 じ つ ー の ー ト の か トミ 
ト ぐ 多 周 張 定 | 国 填 思 ぐ ツ や 昌 ・ り ま ヘマ ー 表 避 層 S 王 
昌 喘 紀 京 じ 2 ぐり ざき る ン 長 で じ re り で つい 人 揚 う 
基 ぶ ” 皇 窟 吾 雪 つ る 古く 人 し” 古 YS 昧 ゼ 
1 ポ 征 やや る SS 人 Sv り 己 監 写 征 ざる 
ン ′ 是 YSGINAYANOS る "SvSG 夫 "WS で y 
SS 還 召 の ツ | 恨 S 華 抱 問 woo 和 Eee で PST 
で 記 基 や ST レー 押 吉 *ooE で Sre 本 人 う 。 v 
GS 察 Q ぐ 判 是 じ で mn りり RG リー で 華 穴 人 
りり で さい 人 粗 提 人 る で て ヤー KS 芋 細 填 癌 ・ で ヘー 半音 
SNK7H ーー トー ゼリー 選 S 低 記 な 庄 | 是 問 Henotheism 
AT お " 判 是 令 頻 己 W 選 で 角 きせ 且 R の うず リ 
人 で 六 柳 芋 問 Kathenotheism の 6 で 83 つ し W 





+ へ Visvakarman′ 末 玩 章 NIN 和 AA キー スト で Prajapati" 
舞 拉 で 届 是 揚 己 つ ね N ふ へ キ Daksa 楽 更 和 是 垢 や つね 
yild Manyu 皿 @・ 加 ま G 古 盾 己 へ HINS 入 一 Sraddha 
人生 り で し Sr 了 K 媒 G 慰 村人 旨 um 避 所 生 や トミ 
直 Varuna′ 差 富 waS で で セト で トマ AA 
や つや トー ホリ Vac Aco SN ミー ト で 堅 ざし St" 
り ぐ 叶 公 半 華 吾 半 福 埋 | 要 則 選 や 貴幸 や"「 ニ へ トリ 
ーN』 ぐ 下 Y ぐ 所 只 じ せ 凡 落 避 再 oo で ッ Se" AMze 
了 K 只 で ぐ ※G 要 KSre ト トキ AN K Apsaras お や 半 朱 
で ぐ 宙 守 宮 し じ K 葵 ぐ 坦 提 や Se ヘ メート Soma 邊 reS AN 
さや か ト Gandharva や 写せ 公選 S 環 鹿 く る を 
ト Yama′ 叶 ロ ー ニ Pitr* 斗 華 斗 べ 要 G 褒 加 甘 し Sre ト 
ふさ や に へ Atharvan に へ INK Angiras で PaSre" 
で ドミー Marut 古寺 ′ トート で トマ キ Aditya 是 統 
で で で W ン で 是 ゞ 避 | 基 や つい 右 叉 や ke 宮 mo で SS" に 
AT で へ ASvin 層 是 シッ ー Mitra・ や トミ ト で mn ロ 
中華 吉 | 苦 つつ いつ Se る 1 年 東 香 て し 補 愉 soSro" 
り で で く 臣 YS る で 古 刀 直幸 表 つ し" ドリ ロー 
S 症 由 ぐ 王 ロ せ " 是 YS 選 ざ Sro ホ ン S 抽 政 ぐ 考 志 敵 
震 セ xe" へ や ロー] S 王 し で で ロマ AA と INS 避 旨 
SeS せ ーー Vrtra ( 肖 語 球 ) トト Vala (< 人 
っ 杏 つ S ) し で ーー ヘー ぐ 百 想 hS- で や セ ヘ ー キ Dasa^ 








で y や で 堅 W0 や で 記 る お 竹 競 で 三 で の へ 呈 。 や ぐ ぐ ズ 
家 S 司 携 人 で で で も りつ せ 環 者 や Sr 

や ヨー で 芽 マ S 理 左 陣 瑞 G 宮 避 り SreR 征 拍 
つね の で PS りつ 和 要 じ 和 % 公 和 S。 | 繋 旧 り SS 是 YG 
せ く 計 Sv で し 舞 還 Mu で る re" ローG 下 々 で 
判 忠吉 昌紀 の つり 票 お 宗 4" 是 捉 deitification ざる 愉 で 
や 所 Personification つる で お 民生 や 場 写 や Sn" 
で へ と ゆ 是 革 悪 咽 祥 財 征 の つい 押 人 や る ぐつ 志 昌 SK 
古 や ふと K3Sm< で 所 る 客 ざ つい 畠 四 応じ Sn9" 型 で 症 で 
っ や 臣 若 りつ し 補 つ きく 撤 悪 ot 搬 つ ン / 越 玉 PSre* 
つ S つ "WS 列 加 せ 人 で て し ゃ ズ 本 周 天 や つね の で も 人 S 
し 是 々 せ に 恨 じ 栄 環 で 押 %Ao の で 福 埋 4StGS。 臣 
韻 せ く 要 りつ いじ ぐ 6 が 8 志 揚 向 穴 MSS0 レ うし 韻 
コロ せ ズ 朗 叶 褒 宇 9 IS や りつ JaoYSte* 

= へ ・ や リー ぐ 基 濾 ぐ や 人 る 唱 ” 亡 柳 刊 生 NNN 
トト K く ホ で Brahmanaspati" 9iNi を さく Hiran 
yagarbha′ トミ ハ キ Purusa 吾 塵 軍 コキ x 凡 細 宣 大 回 
で じ く GS WS せ じ ン 攻 客 戸 Purusasnkta (「ー 
へ ・ や リー」 1 つの O・ ポ 〇 ) つや 穫 0 宮 末 祝 楓 お ポーK 
ー ぐ 更 己 を 朱 調 ぐ 補 で 避 ン の S ツ つい 舞 落 し SQ 
ぐ 括 表 せ つや 8 トミ さ ふ キ ( 器 く ) きぐ 培 N 必 Sm 財 
S 四 son 「[ 全 で い 人 SSS PS JS | 呈し 
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So」JWRSkG" 末寺 で 問 直志 せり で トミ ヘ キ ュ Jas6 So 
四 べ で 還 G 1 ロ セ 約定 密 ぐ 名 HI に 良 つ つい 表 雪 
せ NStT 是 マ 到 り ぐさ へ と や 愛 直 や つじ 差し 交 還 や に 
で 旬 AW 時 ・ ヨ 社 ・ 六 信和 勾 半 S トミ ヘ キ や 号証 
@J トミ ヘ キ で 口 人 る でき く AP へ 尺 装 S 守 和 る させ 出 
押 ( ヽ へ ぷ キ ーー ニャ) 居 装 環 人 る で 所 了 ( や トド で へ を ) 7 
居 因 全 で 馬 臣 (ペロー シ と ゆい ト ) 玲 装 玉 ね " で BWS 据 人 る 
で 四 語 全 で 装 醒 駅 詩人 る で 恒 生 くる < 天正 
に な そい に に さい つ こそ くさ - そ | 
評者 中 到 択 思 め 応 伴 の る m" J 雲 灯 是 問 ぐ せ じ 所 中 
SUN2S い JE め も まさ いさ ペリ ゴー トド SE: で まり い | 1 
表 己 WESS^ 字 地 S 吾 現 WS で ね の る で やり や 8 て 
て ロ 介 や n6 因 回 瑞生 や つぐ ざ つい 舞 察 衝 しく re" 

「ーN・ や ヨー で 忠 せ せ 古 で 叶 人 る の 6 
6 付 地 間 色 敵 夫 つ "古志 只 り 記号 守 間 間 中 る 
e 玉 の 38 トミー 心 ト K 田 の 拉 つ る トト NKK ( 表 
臣 ぐ ※ ぐ 本 ) ぐ で や ミ さや トペ ー ふ で 所 訓 球 工 (『 一 へ や 』 
一 1 O・ 尺 田 )′ 抽 民 航 る ve 副 寺 ト SR KK トマ キッ 氷 
で 揚 称 税 人 Sne ぐ 押 ロ ーー ベー マシ トーS 玩 宮 ( |・| や 8) 
恨 提 ぐ 財 キ MS 層状 束 S 閥 エッ ツー ローsve ズ 繧 業 応 ぐ 避 
距 (1O・10) SAO 宮 境 で 所 鶴 ぐ 左前 ・ 器 らい 
で で で せつ の で つる へ や て くら 





下 つぐ 還 S や キーNNGWSy で り 圭 杜 や xe つ ぐつ 
つり ト ホー ドド Brahmana へ 53Sre 所 守 和 で 
月 選 せ や ーー 入 で 特選 (ペコ ペー Samhita) 避 器 玩 ・ 堂 
皿 つ ね の で し 4S” 家 写 史 赤 に や *@ 8 人 S ぐ 尺 玉 りや 
や で Sro 挿 楓 ・ 柴 屋 ぐ 握 枚 を 本 互 Su と ぐ 芋 回 ・ 選 
宮 6 つ SS で 福 必 葬 つる 層 鶴 し Sre* 

トト ー ト ルド ト ロ い や る の / 還 や リー 入り 震 明 ヤ x@ 所 尚 マ 
つい トー 中 中 S Aranyaka リ か くく 中 ヘ キ ミ ンー Upanisad 
琴 嫌 WS で "トー 上 つ 半 失 甘 で せ じ 選 で Se て 
秘 唱 で 立 各 窟 ご 極 の いく 心身 遂 や "NNー ト セト 
天 部 し 褒 酸 和 守 や の つり 癌 着 品 で 冠 時 りや る 
ne 字 届 pT Sr で スロ キネ ペー ボ 「 羽 ン ロ 選 で 
選 較 生 て 志 志 直ぐ 冶 べ 」 ぐ 握 党 や" やせ ー 玉 胃 で 英 補 せり 
半 咽 つ レ 20 り コ けさ ツモ ロー 一 へ へ (Vedanta 下す 









ーー で ぐ 表 で ) つの も 8SxeT 嘱 2G る や 11OO 還 や りり 
Q で や く 1 ベル キト を S い て で お | 撃 吾 せ や リーNG 思 
堀 全 re の SW 相羽 く 中 キト テコ る る 7 年 届 加 半 吾 


半 夫 SQ る で り ヘ テト ー 窟 G 医 連 豆 壮 夫 半ば し 吉 9 
に まく っ 1 さおり: そ 53 AN キト を Sn 季 せ く IA キネ テー で 
TO き 起 式 是 り 裳 つ や つく 屋 察 で く 中 A キ トー る 
人 つ お SF" ト Nー ト トトロ 福 失 い や SeG 宇 呈 察 で 
AO キ さと る 愉 り の ロ SS の や リー で 是 画 nm で 










ドーKーG 銘 閉 や リーNG 静 癌 ・ 征 牙 ロ らし” 抄 思 

やく へ 凌 。 玉 禄 歌 括 肖 wo で Se りや きも シ 
球 8 団 つ し Se り S 紫 選 S 美 生玉 窓 人 や ヤ xe 胡 
守 ぐ や ざ 得 和 和 和 < で SQ 艇 部 層 株 罰 つ ね 本 へ ・ ド リー 
で も し せ ぶ や ン GS 変 装 陣 や we 敵 党 各線 窒 つ ね ネート ・ 
や リー 和 』Sama-veda′ 示 選 吉 絞 キミ ・ や ヨー 
ゃ 」 Yajur-veda 人 時 療 ” 密 天 り 要 veE 電 絞る 「 ト 
ふさ や ト ・ ド コー 和 」Atharva-veda いで で る " 

で へ を る 図 民生 く へ ハ キ ー ト 下 民 せ 更 埋 つ ね で ヘー・ に 
ーー キマ ゼ 購 振 1 OOO 早 中 人 で W で 旧 接 避 到 ソレ 
若 言 つ 穴 埋 ぐ や へ か KK 忌 ツ エコ ホー 尼 S 芋 写 S 上 誤り 幸 
で WS 所 選 園 和 拓 折 圭 定 し じ S で 尺 " KNPA (NN 一 
トト Brahmana- 坪 此 下 話 )) へ ふ ハ キ ーー キ (Ksatriya= 
出 環 下記 )) や ト で へ ロキ (Vaisya= 過 中 下記 ) ヘリ ローテ 

(Sadra- 散 区 下記 ) や Sm 回 い S 相 震 S 球 得 り や で おく お 
り ぐ 韻 し SQS 訪 内 沖 し Ste く IN 委 生 リー 入り op 
で て 骨 固 を 回 着 慰 ロ つ " く INPA 悪 伴 で 志 居 宣 せ り で 
章 り 設 宮 和 記し 表 寺 中 千 RR で し て へ を 詩 板 固 
ャ ら り MS で 3")G 癌 定 り 宜 半 つ る ね く NNWA 半 ゴト 
リー ロ po や て 朱 婁 尺 翌 ぐ 履 宗 層 く INP へ 培 Brahmanism 
いい 

へ ・ 和 リー 」 式 坪 G や コー 償 曜 蘭 % で ね ざ 叶 








名 密 衝 吾 9S 革 り SS 天 や PS ーー ドド ー 
NNN トト ・ で ロロ ーー 和 NN・ や リー 入 】 で 眉 疫 革 柏 
へ キト ンーG 昔 由 ・ 旧 翌 。 直 宮 り 理 禁じ Se る や 

もせ 根 ね の 穫 で SS 弄 選 王 | 大 所 1 つ " 

上 S 和 | 眼 旧 8 の 人 で で で の セ ne 塞 写 や の 虹 つる の Sn 

「(S る で で させ SW) で て A を IN ター トト Ri ので 

S w つ し Av 叶 半 取 吾 吾 陸 つる 衣 woo で 応 下 や St" 

計 押 や せ 半 1 で 0G で 都井 mo6 和 06 せ 陣 xe で し SS 公 

で で させ で に SN II エル トー ふ ー へ 所 に へ っ J ュ 6 で 

や 」(「 そ い ・ や ヨー] 1 ・1 K 還 ・ 国 KK) 

り S で 宮守 写 全 赴 宮 呈 トート 不吉 絆 めく i 
へ キミ を S 1 眠 編 く で 政 要 つい らく ン ぐ も SS 硬骨 ぐ 
る で 信二 守 末 村 HAN キー ミト で Prajapati で 信二 圭 
現 窪 や さき で る る" 人心 キ ー く トド で ( 半 民 S 刊 ) ホー ト 
ャ 選 八 や 撃 柏 で 吉 梓 華 ・ 応 尉 で 吉林 間 の も SQ も で い 
や ご "ポン ぐ 吾 箱 是 環 玉 宮 全 SonBS で お "MS を 好 
付記 史 且 SS NN キース ト で 人 業 揚 つつ で や の 角 
図 つい 押 だ (tapas) や *@ つ る 愉 の 有り 選 著 明 人 人 で 。 w 
で やり S 吾 章 年 前 ぐ 着 局 や き で PSG で 上り 明信 Sr 

トー ト ャ や ぐ 是 曽 一 へ ・ や コー] G 散 ・ 選 窒 
や コリ ヘ ニテ ドー 誠 ぐ 革 幅 や 揚 ら い モ * 選 の つ S つ つい 凡 邊 六 握 柏 
の TS 忌 宜 衣 を トト ー ト で や で の 忌 ぐ 公記 や ト 
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か ー ト ルト も 幅 届 記し ShoooSSW 2" ズ 革 で 生 ざ る で 
So Manu 全 宮 で モロ く ド し 表 で 杏 り 6 で いし 愛人 で 
ゆり る や 玩 療 軸 器 (『 ヘ キ へ く ゃ 人 トド ー ト セト 』 1 ・ マ ・ 
1・1 一 1O) 8" 下 ホ ー ト 手 や せ や で へ x 古 で 所 コ 
つじ ぐ トト ヘー 中 ( 己 避 ) で 黒 臣 や = 了 K 攻 で さや ト 
ペー スト ミー 心 や ト K 田 つぐ 移 吾 球 密 せ o で 穫 全 や 下 
oo で MS で レ (F『A そ ふ く へ NNー ト セ 』 1 1・ 
国 ・1)" トト ー ト ぐ 韻 宮 晶 eS" 

トー トト ト ぐ 是 忠 ぐせ ツン ロ 坦 mm 生 て W 先 で 
ぐせ や し 私 で AT KAS ト SA で リド トー 補 で 臣 マ 
信 癌 ギ So りつ も SS KKINSIIOG 富 和幸 圧 つ 
で ミーN (や SS 民 へ や トド 下 ) で 吾 臣 Gee 「 ャ く ー 
ミー 選 」 必 下 で S し "CS 最 還 愉 生 e さや ト で 
票 皿 つい 臣下 つ し る re* 

トー トト ト 案 ン 評 要 で やく 中 ト ヘ キ ト テー 利き つゆ 
還 赴 如 判 國 想 ご の で し SGS 環 震 吾 守 必 醒 やつ し で 
トーー ル へ A・NINN や へ ね し せ 守 ン ” 古 幼 吾 如 油 送 で る 
も ぐ ト ーー ト A・NNN TA46nG 凡 二天 類 是 選 呈 の 思 つ 
や Sr (SN38 トド ユ く を トー 計 S・ で くき キネ 
を 』 1 ・ 加 )* 
く 違 へ 無 人 で 
ヘー トー 葵 く 


SAK 忌 コキ さ ホ ー 刻 S 王 室 S 計 中 
拉 吉 つね て ヘー・ ト ーー キス せ % で 


GTO や ST お りら で や っ や ST 
り ぐ や m 祭 雪 つ る 財 S 宮 WT6 で KNPA 朱 二 y 
6 で く 必 へ 半 ゴ 楽 固 尺 層 で 則 電 和 記 失 つ いや も ye 
りや 困 音 SS で や る を 和 じ や で へ TK 研 を へ や ト 下 


S 加 呈 US 結 填 ー 糞 りり ざり ST ね) リロ ヘ テト ー 迫 つ 
せり Sm 人 S 表 写 G 村 雇 G の ざ ロ IN へ A 衣 宙 重 生 コ 
づつ "トー ニキ 品 穴 区 つ て ヘー と 生 舞 SGm 和 ポ 臣 半 勾 補 本 
SST し 抄 半 つや 棚 話し Se や ローNG 東 到 恋 
RW 求 う に で へ と 十 控 G 加 き せり やき や ン 研 加味 人 
で で で せつ SSG せ ルト ニシ 出 鶴 ぐ 韻 補 し 人 S” 巨 団 壮 連 
り QG 選 視 を 知 和 ぐり か で へ TK へ や ト GS0SSO 勾 球 
せつ SG" へ や りー へ | 介 る し せ 皿 や ポン ぐ 問 源 
Woo で じ くね で へ と を 心 せ ロ ーb 古 胃 ぐ し さ K 表 把 
pe 纏 華 び つ し Q 公 名 で くる 勾 ” 里 天門 條 ハー ト で 
攻 詞 じき せ か で へ 衝 古 を や も 是 り 門 和 電 ST る" 
リーG 計 物品 2 じ 瑞 容 め る 古 に | " 華 算 ハー 
尽 地 入 や トド ミト や MG 工 で や 区 つ 時 看 電信 の の へ を で 
一 培 ぐ 下 衣 ロ くり か で て へ 1K を へ や に で 蒸 吐 各 さ つ い 柱 
CENoh9 EE こま < 

AN テ S 一 や リー へ ぐ 氷 問 半 し SQ り つき 
@ 耕 毅 ・ 則 回 や り 東 コード ー 守 つり ぐ 束 写 や 
WSH66nE で る し て AKI AS ト 定 古 や 王 つ り 7 


SAAK 選 で 王 握 人 る で に 堤 く へ 訟 夫 つ ” 選 ン G 虹 環 議 
富 つ じい トー ニキ ポ 忌 画 各 所 生じ く で ね お" 表 壌 半 樹 ぐ 竹 水 ^ 
や で つ ざい て 福 日 幸 ぐ 晶 親 ′ 避 症 で 揚 玩 や ら 4 で し 
AAK 祥 王 堤 ぐ 慌 連 じ モン G 総 坊 (nagara ) 祥 党 詩 つね " 
剛 活 で 晒 哲 押 各所 和 ヨ 了 の 衛 ね” 選 選 吾 叶 表 で 
ま へ KN ユミ ー ロ お うつ や 和 トト ー ヘ ユニ ミー (Prakrit) 
SS 密生 吾 医 9 SenB ら " 己 逸 吾 り SA 
ロー キト や に へ て SDG 箇 判 園 の og トト NAT 
トミ トキ や で 所 で で へ 尿 (samgha) つや 5 
て 表記 営 和 Oro 国生 人 で で で お " 

りり ST 誠 泊 更 ・ 疾 吾 ” 羽 選 宗 稚 で つつ ロス Np 
だ こい ミー だ つ ベ トー ド こ ざこ ト :ESE くま 
全う せく 改め 和 へり 判 くし ふき キ ーー ルキ ( 由 
凌 ) 守 記 ぐ 時 器 谷 る 到 下 主 つ "へ ハ キ ーー キ で 嘆 類 侯 人 
く 選 理 得 表 つ い 刺 各回 とり ずっ の 人 S 和 で コン る "8 信 
篤 記 (Sramana) 6 穫 ne 区 く 中 入選 計 押 揚 遇 暑 能 人 
で つの 選 選 TS で SS る 006S 束 半 窟 人 や 痢 滞 つね" 
園 思 守 ー 田 境 思 DSS AAK 選 王 坦 G 澤 周り くし ポ 7 
り S-nS 暫 利明 有 作 G 更 講 和 選 翌 り xo 相 泉 首 で で 
し 2 で で し See り S で GS 功 王 時 時 くき 人 る や ので つの 瑞 
取 信 や で 鶴 き 缶 つ か キ で 本 敵 で か で へ = へ さ へ 
ぐ 男 守 各 回 ン キ ー 和 や ト 所 で 閣 の り S で S 至 つる 函 束 ・ 









WS 琵 加 ば wMomss 生 到 映 球 や re て へ テト や 1 
で や きせ やせ ー 民 求 下 や やじ SQ 生生 草 罰 " 三 玉 (Devi 
Sakti) ぐ 寺 49 や や 人 記 で 到 ロ マハー 十 舞 で 四 呈 ら の き や ン 
や で し Sv で で で 士 提 百年 共 8・ 加 守家 必 ぐ せ お 7 
く APRn ロ 多く いく ー 王 つの 衝 kew ANK 所 下 せ 
弄 長 onoS つ SQ つう SS" 6 押 共 ・ 揚 給 S 昌 
に 
S つ ぐし で ー) 三 へ (Hmnga= 或 居 筆 座 ) を mー リ | (yoni= 
過 也 中 ) で 悪 時 つや 寸 握 如 人 下 時 古 で 思 守 で 災 る 認 楽 Aop 
や SQ SS で 3 下る 人 S る お て で ヘ を ・ ト ーー キ 選 SS 
折り ST い 表 因り じ 表 計 公記 革 無 吾 奨 陣 藤 人 "コリ 
A と ミー 衣 品 くし や で て AH AS ト 昼 華 で 皿 き ) 揚 も 
いる ぴい 固 S で 演じ GS で で で ピ %W 人 お り AU に つる ro" コン 
ロー へ S ぐ 泰 星 玉 ふ や トト 四 守 の 揚 SO AS つつ MS 
へ や ト 征 境 で ヘー も し 己 で で e tm ひで 7 

コ A テ ドー 窒 判 年 きせ | 買 B か で Ax AEES 恒 
三 心 ト セー 下 到 長 で SSP1 玉 三 の る で Se" ホロー 
ふぐ 下 マ S 全 つき く ツ | ぐ 加 守 で いく ン とせ も 由 吾 
く 必 中 入 只 で 遇 天宮 電 者 半 ざ 守 刺 甘 六 臣 庄 ト 
必 ト や へ 吉 理 古 つじ マ 控 季 祥 。 聖 及 古 INN ドー 
ST る "トート 羽 加 じ "へ や ト 和 記 福 年 N つ PS 
か で AT K・ ト 必 ト セル 一 坊 是 避 弓 ご 夫 Q" や で へ TK 
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生 つ ロ 想 ご 替 AMo6o6 下 色 SrGS 1 評 玉 
トト セ 一 挟 せ do の トド 私 で AT ix 居 和 ロ むく や no 四 
号 宮 写 界 つ SQ りつ S 選 2 り S で S1 是 S 皿 き 圭 中 
つや 條 ざ つ る ぐ 徹 岬 華 | 療 避 (Trimarti) し Sre" AS ト 
記 相 是 り 必 QA や ト 過 や で AT K 和 臣 志 年 や つり 境 罰 
@ く 一 や ト ふ 此 和 0 半 夫 tre 下 灯 せ SQ 逢 王 1 
苦 ざ る 心 吾 | 庄 せ NN 一 古 玉 判 喉 斉 下 や ① 公 各 
の も て エト つて - 芝 人 あさ ささ ペ サマ 
桂 和 や 9s 吉 知ら いる RS つ 人 名 つ ” 補導 で 革 人 る させ 川 
時 | 療 給 公刊 悪 SxeS し Sr 近 諾 ぐ 加 ほ ぐ 必 とせ ト 
改 い セー 挟 # か で へ 本 ・ へ や に 大 年 で 皿 き ぐ 爺 枯 マ < 
NN ト ャ 一 征 ぐ や 恩 *@ 表 昌 お つ 丁 や St@N く で し ゃ 
や で AH K 薄 せ 放し せ 『 っ へ ・ や リー 和 」 (| ・] 田 還 ・ 
1 11) ぐ 鶴 員 ぐ や 人 る し 電 季 垣 | 求 し 次 べべ 留 <XQG 是 所 や 
つい 押 全 マ じ SQS で ヘー を NIS で ロ 提 人 下 
で 信じ せ S ン 。 忌 貴 許 で 部 ロ トー トー キト ・ や トド 
ーKih 一 トト Narayana-Vasudeva (ヘー へ 年 S 忘 SG) 
や 臣 1 ぐ 華 ざ つい 補 公 SS いる くり 忠 近年 の つい ぐ 下 局 寺 
悪 eS Pte DS や で AT KONA 相 S 尼 | 宗 
や る 條 りり ヘ テ ド ー 捉 宮 記 Sm R 人 いり 押 臣下 
涼 夫 PS か で AH ix 呈 な 品 天 族 り 堪 る SQ 「 ヘ | 









トト 古 琶 で 人 し 窓 可 で 聞 定 SR 和 ヤ 下 じ ぐー” で 王 
信和 提 PSneS せ ので mnS へ や ト 是 時 ぐ 局 閉 で 捕 寺 
せつ 鴨 民 Se で りつ 衝 お へ や ト 古 SN ぐ 現 
介し じ の [WSTenS 唐 量 い で ス マロ ドレ 研 誤 男 宇 
約 守 3k0 の る 愉 り つぐ 深 軍 し Sn" 

A 選 ト 古 せり で も て ロ 66 和 06 宮 坦 近 WoO SS で ao" 
YA KG+ も n ロ 選 聞 で 判 陣 で か で ぐし ポポ ンー 
S 記 衝 り 揚 つじ 涯 直 ぐ 京 WH ロ 0 で し 堅 和 き 甘 時 Sixo* 
JA387 さと 古 式 淫 ぐ 四 中 ぐ 居 yuS で で セ S 若 つつい 
せく で 中 や トト (Bhairava 本 ぐ つる 塞 器 宮 )) トー ホー ふ 『 
や ト 選 (Batesvara 除 票 ぐ 刊 ) で SS で 半量 ・ 性 ・ 
蛋 寺 届い 公 %WA0w@ 居 りつ し きせ マー へ や ト (Mahesvara 
吉 ポ 是 )) へ ロス 中 で (Pasupati 抄 撫 ぐ 刊 ) で AS 千 
ら 選 ST MSvS で 棋 つ つい 居 で S" 頻 叶 で Se" 
へ 人 S つ つじ ぐ へ や ト 是 せ 十 1 | ポー へ AS 宇和 き で 較 | 
11R 富 せ A や ト ・ー へ SS 電 思 *9 閣 課 生 下る や へ 
ー キ (Nataraja 中 こぐ 判 ) リ つ レ S や トモ 人 SN こっ 
ERPSreT 

年 GS や で AKG 牌 宗 生 愉 へ ハロ メー Se くせ 

型 @ 旭 や ヘ ョ ュー-JSeS ロ お る つい へ や で 臣 
廊 せ か ャ ー Uma So くく ー さ や トト マー Parvati ツ 
SNS や で AHK・ へ や ト で 王 良 つじ STR 是 で 





『 直 選 宮 」 の つじ て ふと 吉 現 叶 9 で や く で る" 

や で へ KK 王 ぐ 加 守 や” 提 表 本 くさ や を 士 遷 四 呈 
や 民 下 つ 民 和 で 1 持 り 光 下 96 や けやき oo 
コト トト ネ ペー (avatara 青 選 ・ 選 票 ) で 昭 回 Sro" 
りさ 帳 括 ・ 握 亜 穫 培 X に K 四 閣 ・ に 環 吾 (adharma) 
倒 吾 ぐり SG る る りや で へ AT x 華 WSy SG 杜 ら 夫 
つ で 古語 品 講 球 を べ 球 で 迷 oT し り ぐ 判り 想 S” 帳 
析 吉 束 や Smoo で や で 選 | 撃 叶 せ せ 豆 ・ 理 ・ 曲 濁 江 の 
1OS ざ 球 玉 や ン 長 で で Se も で へ dx 衣 班 多 る し 7 
WS 区 DSG で 幕 悪 ・ 淀 題 ぐ ポ 是 羽 へ ヘリ ロ メッ ー Laks 
mi (St@ る ペロ ーー Sri) や" 王 や 釧 束 抱 必 で 王 ペ ー 
ャ ホー や ト Kamadeva 革 章 で GS る ねら 判る 店 や Sro* 
私 ロッ ー 和 生玉 キ ・ ロ ー【 得 可 ぐ や マー ト K^ トト 
nh で 中 旧 ポ て で SG で 扱 つ し "ボート ポキ リー を 
Se SH ロ K 表 婦 SroY 

へ や ド 征 つや で へ 年 ざ 臣 抹 ロ て ヘー・ ト ーー ャ 嘩 
惑 敵 へ 寸 舞 GvS 和 SN ポコ で で い 深 祝 和 めで 人 更 提 や So" 
= へ ・ ド ロー 」 し せ へ や トモ 「 析 壮 ] で 柚 党 や” 束 
是 ミ と Rudra で 郵送 つつ し 憧 で Sve 連 好 朗 PS で 7 
嘩 司 年 つつ し ぐ 只 是 や 王 映 る で 1 | 朋 各 AA の で 906 介 
や ペン や で へ 邊 放 三 震 ⑪ 式 二 生 握 吾 如 世 交 乏 の いる 
で ハデ ド ー 議 ぐ 判 年 GPS で SG も STA や 




















KS 弄 租 り e で せく ーー 必 ] 和 PS 
年 (devi、sakti) ぐ 燕 中 へ ト ふ へ 田 訟 ペ 避 で へ ヘ を 中 表 
で 人 S る ね 避 敵 末 人 je で レン で で お" 

へ や ト 古 ぐ 下 祖 つ ′ ポ S 芽 ツ 下 つや い ロー ホン S 忘 SRP 
宇和 せ SS@ で ドー′ ミー さや トト マ ー" SS モ ニー を で さ 
人 ペー" ドー キー” ホキ A ホ マー 入り 選民” 骨 抱 十 
信 で つの へ や ト 下 区 間 閣 ・ 量 中 ・ 咽 喘 さ る 心 固 A” 抄 つ 0・ 
虹 やつ WS11 思 oN ツレ Sne" 璧 因 S 京 苦 む 還 揃 王 で 和 
WO" 時 で 圧雪 款 や * ら の つ ろ 心 ド ーー 大 で 丈 や 7 
へ や に ぐ 是 選 の る で 6 や ね つ 刀 還 で 選 提 ので る 更 
趣き さく で る ね 鶴 お も で 地 he" 

へ や トド anMS 下 尺 く ー ミ や トト マー で 店 の つじ 計る で 
SS ペー ハ キ Ganesa し で 補 S 医 やつ 民 ズ 要 で 県 状 
つ 民 次 こし せ て G 古 朋 ぐ で Sr NSX 一 へ 
す せ 昭 埋 ぐつ ヘ シド トー 議 疲 ぐ 量 き で せい "時 癌 コ 中 村 で 古 
マ つ い 計 て 皿 き W マ 呈 に じゃ 博 深志 じ つ 。 く KG 所 
つり ぐ 是 ぐ 右 守 閥 各 る 季 で SSxe" や トコ スー さや 
トト マー 人 基き り で 加 信 KR AA Skanda SSke" 

ココ ヘ テモ ドー 制 信 や や 画 る も やり 思 是 閣下 表 古 
や RSreNNN ト ドー・ や で へ TK ・ へ 私 AVS 只 堀 で 
三 ぐ で 民 人 る の 0h6o63 古 揚 到 難 で 表 吾 Se シ 
S せ しゃ 「 判 共和 性 拍 生 * 華 」 (Lokapala, Dikpala) の る 
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SS ヘー【 ( 忠 古 ))" トト Nil ( ペ 古 )) トミ S( 呈 是 )/ トト 
UN ( 選 古 )) で ヘ 和 と へ やせ ーN も トミ トー シル 玉生 
HIN 一 宮 是 の つり 胡 で で Sv で 科 リハ ニモ ドー 局 く 藤 中 
SS る し 剛 也 量 人 和 つり る re" 

層 砺 許 り りり S つ で いや ヘー ドー 所 ぐ 是 々 ・ ぶ 古人 る 

トー ト 時 朋 瞭 名 つ WSm ロ く NN 凌 を ハート 
HS 壇 表 志 上 ぐ 心 の つね で 反 「 11 感 天上 想 T ル く 一 スー 
ふ 』 Mahabharata っ ) トー トー キキ 』 Ramayana′ 人 や 
トバ トート Purana 生生 re 選 峰寺 Se* 

『 ル ベー ペー 心 へ ふせ 「 く 心 へ 舞 克 車 球 密 民意] 
や W|K 明 宗 1ORS 豆 し 毅 窒 WS お 表 選 尋 施し 
nG SAAK 忌 リキ コトー 恨 SS く や ぐ ふる 玩 選 や 竹宮 層 
や KG く 和 己 生玉 選 愉 や トコ ペー へ や トド で 慎 党 震 り 
中 る で | 中 計り で や 時 し 同和 有 で 6 で S 表 究 に 
全 2/ く 心 へ 押 ぐ 調 欄 時 つく) 旨 箕 や の 『 ャ ーー ト 」 
を 一 イミ A ふ へ で 引 』 せ や 党 9 So も の 守 ふさ は 攻 
ぐ 法 雪 愛 で 悪 酸 "りり ぐ 司 妊 詞 ぐ 王 菜 S で Sxe り 
S 皇 芯 束 忠和 銘 て re 鑑 本 せ 斉 を で 還 SS | 叶 和 ざる で 
人 避 布 款 や @ へ さ S 了 十 年 ” 量 言 宮 で 王 
で AH KK 是 を へ や ト 世 OTD で 辻村 人 や" へ 
1 相 華 りり シ せ キー や トド 所 で 田 ざ つい 敵 容 つ 
KNAS ネ 窟 車 し せく ミー ヘ ハト ド HS 還 ST で 無人 中 に 


ドー キト 」 3 ロー キモ SHIHhN 一 や NNN 王 恒 で 
理 Hh ト ー ト トト ロ 輸 皿 衝 で 如 卿 ハー ホー 届 王 h で る 人 
鶴 HS 皿 掴 区 雪 つ に 問 ぐ 豆 垣 く K セー へ SS 吾 ボ せき 
ヾ や ト ー ド トト 電 了 つ レー ホー や 衣 捉 入る で 玩 想 | 
王 る ざ セ w 馬 震 話し Sre” W や 較 ” 団 玉 還 OOOS 門 中 
会 で to で 忌 拓 六 お 選 江 で 二 人 でき や トー ミッ ー キ 
Valmiki ぐ 虫 謙 つ ね つつ る で トド トー ミッ ツー キ で 「 家 
尽 ぐ 論 べく 」 (Adikavi)・ [トー セー キキ 」「 遇 足 ぐ 指 補間] 
(Adikavya) ① 守 Ske" 

TINー ド ー ャ ト 」 ぐ 神 時 共 "「 ト く ー く 一 必 ふ 』 呈 マレ 
1 陣中 トー も の 避 映 寺 らく 束 ・ 斉 球 革 守 
や ゃ て で へ を と S 由 表 で で 駆 画 や StG” 伯 る 韻 定 る で を ロロ る 
Sn も で へ を で 還 龍 や T。 Nー ト 芋 帳 垢 ぐ 押 状 " 
ハー ペー な 悦 囚 ぐ ポ 音 し Sv 村人 *e く KK セト ミー( く 
K ル トー へ ) や 邊 疾 ぐ 送 民 し Gr" 記 門 で 明 ロ くし お" 
りく 固 叱 召 宰 大 ト 一 トド ト や や で へ り 放 古 で 選 球 し で ke の 宮 
ょ 9 JJ で tn は つ ツ 『 ト ホー ドー キキ 』 ぐ 避 密 きり ハデ ドー 
S 革 衣 ・ 選 窒 ぐ 王 半 ぐ | 引 於 招 和 eo ぐつ SS で こく て ぐ 
し Sre* 

日 表 忌 貴 店 の で で しり A を ト 一 語 問 束 つね で ピ 
ココ ヘ キモ ー 華 衣 ぐ | 素地 旦 AhRT レ る neoo で り ト トー ト Pura 
na の 守 せ Se 本 福武 生 YSee" 愉 トー ト つ せ 「 折 る 尉 了 」(pura 





ミリ で 量 提 の さい 吾 牌 電 中 oe で 硝 老 で 導 坦 
呈 リン @ べ 時 革 革 の つ で や 呈 や ふ キ ーー キ ( 田 舞 相 所 ) し 
SR WS 1 ズ | ズ S 皇 ・ 也 前 ymRxe ツ キマ 年 \ で 
店 失 SS りり が し 所 古 吾 宮地 昌和 り 公 で 公 現 寺 で 
べ 計 JrGG 公 弄 圧 りつ や る で 多聞 束 じ SQ" SS (や 
て AWK 玉 肖 東和 ve 韓 密 ) を ト ーS ( 措 ) SOS 玉音 
や 区 状 じ で っ SnS 基 ・ ズ ・ 吾 球 WG 選 や や 
ぐ 持 電 商 閑 つ つい SGS り ハ を ドー 垂 決 で 者 暑 じ Sv 
や 2 で や る 世 ST 

<ー ミ 一 心 ふ で 生 嘆 つい 穴 Se 「 く こも ト へ 
ふ キ 」(Harivamsa や で へ KS 衣 ) 8 早 AASK セ キツ 
代 司 で へ 華 生 く や つつ し で 判 次 人 陣 で つね 柱 坦 
し Se ヘー へ 本 Krsna いる MG 護 判 る 中 隔 " 
都 凌 豆 更 呈 て ね や ざく 所 凌 玩 O 舞 くね の で PS 
リハ テー ドー 宜 理 ぐ 軽 守り り で い 舞 区 人 尽 牧草 し SS 公 エ し 
せ や マー へ や ニ へ リ 選 宮 で 臣 ポ ぐ 塊 族 じ つや So" ヘー へ H 
や 脱 田 生ま つく 表 表 ′ 立 ト A 選 MS 押 と へ 一 
ー ツ S ズ 守 呈 せつ で こら ペー へ りや 補導 (ロージー) 
で 製 球 嘘 コン ロ ぶ べく 崩し ST ね さ 1 一 で 





尼 尉 直 で ヘー 心 さ や AS 角 宮 で 虹 民 も 
つき ン 長 で で いる no 球 名 じ Sre" 
『「t <ー ミ 


一 心音 店 Se 団 由 娠 S 玉 居 如 族 


EC 


ga)・ 計 (ames) コ ャ KG 球 GPSPOR ・ 田 誰 
回 弄 (YamSanucarita) つ る 心 田 い ぐ 判 還 AyoO つ る RSre" 
球 儲 ie トト ー ト ネネ くじ り で 田 CS 判 昌 S 訟 くし 
SQ で モ や せ や ン WW | 鍛 皿 つ 人 る 独 て し 84 で 征 W で 
せる で 芋 加 ・ 選 避 ・ 祭 失 ・ 家 物 や で 鹿 諸 BWS マー 
電 補 を つじ っ neo で つ る て 守る 5 | 宜 旨 「 二 トー ト 」 
や る で や | 民 圭 ぐー ト m | の つ 全 つ レル く ー 和 トー 
Mahapurana つう る"vS で S セ く ー ト ハー ト で 和 舞 天 
つい 計 で で *e の つぐ や 全く 人 トー Upapurana つく m ル 
く 一 トト ー ト ロキ て も トト トー ト 』 Saivapurana、 
『 く 一 トト ふ 人 下 ホ ー ト 」Bhagavatapurana 0 で や い 
ロー AE トト 有 や で AT x 過 で 半 可 和 了 で 人 る tea 本 で 
や S′「 や トー トー く ・ ト ホー キト 』 Varahapurana′「S 條 
ミル ・ ト 必 ー ト 』 Kaurmapurana"「 ャ セー ホキ ・ ト トー キト 』 
Matsyapurana ぐ ** い B や で AxS 詞 避 ・ 理 ・ 可 の つ ピ 
S 選 素 Swro で OS FN で AS 人 下 トート 』 Laingapurana 
で いふ や トド 是 G 宗 (カレ ポー へ 所 の つつ SA や ト 
古 )vS 刀 ざ セ ke つ SS 和 RSS る 生 記 の も YA TH 7 
へ トト 選定 り -6ne 衣 慌 吾 末 和 古 組 喧 舞 wo6 和 吉村 
塵 や 紅 つ し や て AiK・ へ や トド 選 年 で 部 K% 勾 際 で だ ビタ 
6S INNND や に で や トド ト さ へ ふ ・ 人 ト 必 ー キ 」 
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Brahmayaivartapurana"『 ト 愉 ト ル ・ 人 中 ー ト 』 Brahma- 
purana ぐ +6n い BNIN ト セ 一 古く 判 只 者 末 吉 ン SonSe 
人 S′ 孤 論 更衣 ぐ ば や で Ax ( ヽ ー ふ 1 下 ) を へ も 
ト 華 公 手 つや 20 表 の RS る 7 

1i ぐ 副 語 トー ミ R へ トール ぐ SM る セー さや へ 
ホー キ ・ ト トー ト 』 Markandeyapurana き 電 トー キモ 
と 軸 提 SoSS10O つ SS 折 表 SG で へ NNNTN セ 
ーー や S や で A り K・ へ や 性 年 で 二 呈 閉 で 是 衣 wpT レタ 
ゅ 所 判 呈 長 で で る 「 ホ ー ド マー ルト く <ーー ツ キ 」 
Devimahatmya ( 是 G 竜 %) つく 必 欠 まじき や ト で 
是 選 テト ミー 幼 搬 つり 3 こり S 身 中 せ 華 球団 で 想 
に で した すく 

Sn は 7 トド 中 ー ト 慌 拘 わせ り ヘ シド ー 宜 で 旧 球 是 
や る RSeNNN ト セー も で AT AKG 華 呈 宮 る 
SQ WS 下 商 ぐ 王 じ せ 忌 JSP の で AH KA や 
ト ぐ 還 牌 S 田 束 品 や Ro で ツ Sre" つ 公 の のり ぐ 写 是 ぐ 
翌 志 や SS で 古龍 4 料 忘 吾 や 信 へ や 
ト S も で AH KS 二村 っ PS 区 表 じ SG で ね っ ヤセ xe* 
り ぐ り ざ せ WSvSS ト 中 ー ト ぐ 全 上 当 re で せっ o 
で PSt@S WS 昔 員 人生 っ S 定 る 直入 S 騙 王 召 計 装 款 
Q の つる で や も る SN で 





再現 吾 や 丈 。 や ト ー ハ キ ( 皇 ら S 利 ) つつ PS ふ や も 
ト 曹 豆 に KN 司 生 G と で ミポ ー ド 古 避 さ やり イン 民 
PSke の TDS 候補 リハ を トー ぐ 華 マ ぐ 共 ※ 呈 で 昌 旭 
幸生 村 nop8 る 財 生 つい 申 %oo い て ヘー ぐ 是 器 ・ 思 
ぐ 境 柏 吾 避 腸 害 称 来 赴 つ ね りう で くつ 鉛 で Srxey 

低 川 品 代 で Se 昌 枯 3 臣 胃 ・ 選 尺骨 寒 生 xo 古 で 
AYANS 写 題 じ Se ホリ ーG 活 癌 生 玖 恒 半 し Se 
り ざ いる レポ や やせ 銘 て ね 8PSeeS りり で 呈 事 
暫 計 月 拍 生 の ハー トー ぐ 王 雇 避 多 く レ ゃ 選 避 の き で し Sxo 
旦 各 列 つい せ 人 で NN くし Sn ロー ぐ 下 忠 全う 
いせ" oN JaoW ン 秀男 Ao で 記 レ る ko て ヘ と 中 
信 刀 ぐ 古 ぶさ ロ ポ て ツ 二 RSye tn 札 GS の SA 
と 是 め 尋 で 是 さ で ゴロ 付い 頁 二 年 の やく 必 G し せ や ン GS 
Ye 古 雇 じ せ に 中華 生生 RS 弄 で ざり ぐも せ 忘 S 古 
S 皇 や りや Sro" 盛 次 門 和 NNー ト ぐ 華 し きゃ ヘー 
ドー 綻 GSI 短 や SRSteNNN セ ー" STAHKT や 
ト SI 古 S 臣 や 坦 R し 人 SS コンロ や で Ax や ト で 
屋 年 祥 矯 語 馬 叶 で 表 束 の さる roS のり G 昼 征 で 人 で る 
SS 政 率 せ 羽 拘り Se くせ WSiyS で 下 幼 らち で し 
56 唱 計 人 StQ Sn0 古 衣 人 うつ せ や で AT 放 古 末 
理 柏 ぐ 翌 局 り 還 全 や SreS G 鞭 写 ぐ し へ や ト 阜 




















で ハーG 長 問 | ロロ で ヘーG 芽 骨 ・ 世 起 の SYPop7 
時 翌 G 理 杖 。 wS せ 中 る で る 科 ら 謗 賞 WSS つ 公 oo 
606 信 現 鶴 宮 半 症 選 oO お ので や 代り 人 隊 で で 
SKK マーK や 裕 で や で りつ せ 季 人 で し 困 閑 人 Se りり 
もせ 時 詞 寺 せ ー 羽 KG 古 胃 ・ 選 補 SKINWA 
帯 ぐ 華 YG ゴ 判 黙 ペ 壁 大 老 や ハート ぐ 是 門 ・ 選 宮 ” ヤ 訪 全 
や コ ヘ テニ ミ ー 客 で w で ず ロ 世 じ 理 如 つ ね" 思 YG 是 決り 
凌 款 xQ 是 マ 和 を 客 料 いる ゆ 六 抽 扱 せ 合 *w り の せつ 
リ " 買 束 ロ て ヘー ぐ 藤 回 ・ 選 器 ぐ 半 9e の 人 し 9 と りや 
せつ" 

で ヘーS 慎 問 ・ 思 幸 ぐ 補導 吾 守 間 中 尽 り 5 ドレ 
や サリ ヘ シド ーー 所 で 撤 論 叶う 四宮 人 委 率 り *Sxo 
うり リツ PSrG" 堅 証人 到 や や S 球 指 各 疲 *eo で つつ VSQS 
もせ で ン 四 守 吾 や で つい 本 幸 あく て ぐ 半音 和 板 因 つ " 
で 和民 0 の ぐつ つい 突 習 つい 2x@ 王 革 狂 可 理生 ro" 

O 雪 人 S 生 - で SGS で へ を 下 忠 で 寺 細 の 8 人 る 私 
に よさ : で. に も エコ 
つづ つ お 地代 古 じ 夫 つり S 聞 提 生 り ヘ ハ ー ド ー 親 大 マロ や 
表 入 培 醒め 中 SG の る 條 有り JPRS AA テト ー 癌 
年 中 ぐ や で へ が 是 の トト 芽 つ 革 折 年 々 きせ ぐ ro 
WS 開 坦 交信 < 局 地 oo る 守る う ざ る 祝電 じき や マン 
か リー 選 G 半 陳 定 " 嘩 是 ぐ 避 折 の つじ S ン 6 しゃ に ふ へ 


し 舞 る で し ち も お キキ oS 二 征 下 晶 け で くい っ を で ミポ ー 
を ペー ニー ば ふま た で 下記 や つい ぐ 現 半 tp” ヤス ー 生 、 
ー ミ マー ( 玉 古 ) やつ レ ぐ 書 把 寺 誠 需 乏 也 つ レ く ro ざ る 
Pt る も Svny 6 コ ヘ を で ドー 下 中 りく し 

か AHK SS せ A や に ト に 必中 枯 短 の つや 私 で OMyS 
で く 是 避 巨 皇 ざ つ お 王 突 守 査 (hierarchy) ンーS 和 も も 
人 mJxe 握 図 革 四 擬 じ Ste" り で りつ SSyS で 巧 芝 ら 
午 全 恒 震 中 ne 可 国 で おり 入 で St 生玉 区 
軌 M ぐ 臣 つ りつ 鶴 。 古 竣 G 宮 引 称 守 癌 ら つ " 衣 2 で 障 朋 
や 国 襲 ロ % や レタ 0 表 の っ の 有 人 oee 遼 きく SA 

宗 上 " 古 や ぐ 刀 折 の る 愉 り Je 吉 で し” 思 々 G 苦 雇 り 区 
で で で で 開 名 は い くい 六 しさ vm" 古 マ 靖 二 S 球 能 で 
せり" 軸 落 束 つい や Seo で ロ 家 層 の 佑 中 ( 所 

SS" 楽 避 ES ひつ る 愉 り コリ 一式 表 で 貞昌 し 7 
沸 球 で 款 Q 企 直ぐ 革 昧 oo 生 い 古 居 ye 毒 衣 (yaa) 
ES 人 SSre* ふ ふ ヘ キーー キ ( 出 舞 豆 許 ) 公 敵 夫 w 加 中 
せ ン レン @ ぐ に へ トト ネー ( 堅 穴 ) の 守 せ で 
で 素 選 Se り 記 半田 富井 理 SS で Seo で し 
eS 田 選 各 可 と 枯 由 入る mm り ooES で SrG" 尽 捧 
坦 ぐ 下 忠 ・ 選 窒 じ せ 球 下 G 夫 で SW ンー FN トー ドー エト 』 ぐ で 
票 中 で 味 林 Se か トート 由 由 人 S 織 刊 の や "WS ト mー ホ マキ 


に 3 
に 
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一 軸 N ぶ キ 必 NG 正 固 家 50 で PS 

拓 に (tapas) や で ヘーS 時 握 如 居所 送り で” 早 
全 吾 呈 工 球 衝 條 や の 来生 ツ Sr 愛さ ぐる 人 
避 癌 仁和 や we 吾 れ SYSK の "コトー キ し 所 ャ :o だ に 斑 コ 
つい ぐふ ぷ や ト 芽 半 呈 祝 握 党 や ぐ SGS 騰 刺 部 ト ハー ト 
く 虹 中 ・ 選 宿り せ 選 神宮 和 や の る 選 酸 字 ぐ 半 S り 
吉羽 いい 所 En りつ る 補 ン ン 。 鍛 製 和 裳 究 つ っ 
心 ざ つり 軍民 ES 條 うつ セ sTSne る 生 で りや 提 思 
EASTJJUB6 で し 守 < で So 近 隊 %0 公 人 ツネ K 季 て で 
w 呈 語 公 折り る や 年 Yo つ で て 吐 SR 宮東 で モ 
信介 介 了 K 電 G 華 壮介 る る 人 SRKG 要 に トキ N 
KO 信人 で つい WS 二 各 鶴 め や 。 揚 選 各 王 守衛 宮 幼 
っ PSnG* 

り ぐ や 頻 居所 な 是 問 ・ 選 突 ぐ 避 也 ぐせ や 凡 共 な 
柱 党 op し 8 選 " 家 己 を 折 に 看 つつじ る noaJ0「 有り 
処 折 0。 守 WS りつ 時 独 ee で RStG" 求 到 折 
せつ る ね 和 S で や SneaJo の 境 し で で Py で 時 呈 
全 古 ぐ 天 王 各 品 本 りり 誌 旨 移る" 拍 だ り 避 で りく し る 
ヤ 崩 和信 で ある る で トー トド せ ぶ や トコ ミー ミ さや に 
エー′ で 人 和 一下 羽 守 欠 由 や 時 G 吾 刺 都 つつ お ドモ ー 和 
計 や OS ぐ 吉 忠 ぐ 王宮 で きじ 2xo0 コン へ や トド 是 ぐ つや 
ミー ミ 色 トト マー 号証 6 いつ 公 宙 で 是 ペ ー ル キロ 


責 守 りり ヘニー トー で 器 ・ 思 突 り ぐ で SS 

密 々 の S 必 時 夜 は けい くし る 90 人 でる" 壁 短 章 を トー 
二葉 中 ぐ で 人 る し 室 思 りつ いい 茎 ぐ 丈 班 記 お の" 
婁 くせ 6Y し 下 S『 代 京 導 旧 約 包 で SS る りく 必 ね て SS 寺 
朋 せ る で 生 さ つ くつ や で し せ S る " 避 野 % で ね Ao 団 区 
お 忌 理 る Nm く タ 記 中 や 思 る 密 記 く 幅 閉 wuS 
や や 公定 Q” 是 雇 ・ 世 吉 で 呈し せ ” 密 器 WP 吾 隊 
S で で つ / 宏和 公証 で ね つや で せ W で 生 刺 つ で モ で 
で 人 る 公 / 回 表 唱 実 る 和信 在 弄 り つ の See" [玉出 球 
臣 」 ぐ Jn で へ し 了 振 SS 装 粗 く 撤 所 の Se セキ へ ホ で 
ーー や” 陸 響 で 密 思 4 田園 の 把 理 や 求 で る 求 
要 信 じ で の 0 抽 つ さく 才 こ り 求 生音 避 午 つく 
ポー 「 朱 届 拝 控 つく で る の で お 尿 人 弄 モ So 
抽 つ 更 き HHS ポ 人 反 つ 東 軸 融 モ RT の る 避 半 
S 密 届 り 4 いじ 陣 響 ボー せ 球 雷 羽 求 で つう で る ね の 2 で 
SQ DS 必 球 態 有 人 うり mRG 公 季 選 ” 室 る (Sapa, 





abhisapa) つべ 評 Sre 村 る” 朗 人 8S 回 ※ 吾 で 表 弄 
し Se 人 で で で 虹 Sre" 

ズ 臣 G 圧 伴 ぐ 頻 つ 人 %・ 剖 つ 衝 の る 人 愉 り Jap。 騰 拓 坦 下 
ー ト G 吾 中 で 村 S お ホール で 1 OSteT セ くく ーー 選 
ゃ 」 ぐ ポ 確 ロ ARAK で へ の る TNGS 豆 士 到 敵 款 ve 
和音 碗 半 ト コミ ー つ る 愉 半 粗 で 装 応 雪 で こ PS で お コ 


ーー トーS 下 加入 や ト 是 り 奈 誰 の で や ツリ つ 玉 a0 AA や トド 工 
倒さ 眼 哉 紀 人 研 業 せつ や 村 才 朋 紀 補 の 23 で" で 
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で 近 下 トキ ー ロ や 条 界 六 篤 坦 べ で SM WS 
し ロ 急 定 他 天 入 男 人 る マレ る re* 

り で さい B に へ 所 ト 公 尺 皿 ( わ ト く 心 編 ” 地理 手 ) 
や くい S で ヘー スロ で い 是 剛 悪 % 応 じ 38 選 ベー 選 A 
ポー ミー ミ さや で で へ とく 抄 誤記 表 きず り 民 下 殺 
や Sre* を ミー さぐり ト を ヨ モ で 副 理 さ へ トマ で ホーー ロ 
トド A TH や に さ ふ 正 で 不吉 半 欄 全 人 で リハ テ ネ ー 誤 間 
さ 剖 幸 モ へ 投 畔 玉 因 ぐ 江 やき で ピ sxe" 
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アシ ュ ヴ ァ ッ ター マン 


少 シュヴァ ッ タ ニ マ ン 


KATEK ペ ー ド へ ASvatthaman 「 人 <ー ミ ー 
へ 」 ロ 費 款 生 xe 豆 1 1 "へ さ 舞 宝 110 中 し 胞 で 
代表 や 心 や ト 調 ぐ 結 量 和 で ロー ト っ uv で 功 ニ 
ミー ツ ぐ で る お 半 守 店 ” 理生 装 記 人 お玉 o 計 入 し お 
WMG 地 半 馬 で 村 和 畠 庄 じ く お ね GS も ト A す トト へ 
ー ル へ (「 量 SS や 1 で 据 ) つる で NGO で る お ( 足 
臣 )′ 相 ぐ 人 る で と で ホホ トー キ ト っ っ の 引 生 8 に 
ー ホ キー ュ キ XN トト ー ホ キー ニキ トー トー ホキ 
ーー を K ふ トー ホキ ーー キネ へ" テロ ー ネ トト ーー 
や ミト て NN く ー 心 ペー ホキ ーー キ SA0S し 記せ Sue 
りり opnSne 球 せ % テ ロ ー ト 名 で 中 塞 人 や 作 の で っ no 六 守 ・ 
角 並 計ら は 報じ ふさ 抱 ぐ 愛車 ら 欠 長 つね お " 半 
SR で 心 や トド 衣 桂 半 ば し" リー KA キト くさ トー 
KN へ ヘ キ ー ミ へ キャ 羽 一 中 一 代 キ キー リー 
NR か キ キー へ 私 に K ミ ネー へ AS ト バー ドル セー 
ー′ や っ へ と AN ホキ ヘ を ヤー トト へ へ で モー 稚 キ 
S1O く S 由 KK ミミ ヘ キ ネ トー 到 ーS 和 へ ヘコ ーー 本 
リー 半そで 選 一 キー kN キ を に AD も HAS 
Ah で AS で 一 ネー トマ キャ SS 環 填 和 を 田 る 
や 還 い い 刀 < で 恒 つね" SR や IN や トト 計 ぐ 衣 紹 到 琴 て さ で る 
前 トーmー 慎 田 吐 6 で RIN や ト 詩 S 丘 四 生 地 り 
日 旭 補 り spnSr の " 『 ル く ー く 一心 2 多 る し せ "トト 


くし る ne" キロ ー ト や 居 の So で ロ で や や ト 時 本 
量 を トーmー 入 下 穴 窟 る り 亜 や SrS 展 いる に へ や 
トト ヘー トル へ 選 品 つ " 加 補 で お りつ wm” 選べ やら 窟 替 
る さや りつ 醤 で 拓く に し 宰 つね "WS 補 手 "WS 王 
ぐ 二 宗二 十 で し 直 くし る 尺 固 お で 属 准 1 民 で 閣 
つる 3 寺 ぐい へ ロ 下 尿 可 いし ※ じ 聖 び し る ro 四 る で 称 加 宮 つ 
せつ レ つ で の S 地 環 ” 天 き 也 さ し Smo 尾 各 者 で レ 
事 衣 つり 必 xo の る で 記 園 電 明 る Oo vs り 孔 で し く ね へ 
くつ ヘー ベト ミル AG11 べ S 設 士 や 悪 弄り つい 把 
ぐ 志 固 提 暫定 お ヘー くせ 中 や し くい 洋 昧 忌 や つの で 科 机 を 
で せる り ざ し 守る の る で や 早く の ue で いびつ ね 
和束 細 で お 人 で せ 0 で 人 SR 来 Ao りつ つる で 
る Mo 代 多 表 境 き 研 や で り 半 記 代 SO で の っ つ 公 
RS る 7 の 表 つ つ い 胞 旦 忌 千 り 肖 つい モ る お?" 型 S マズ 
S 豆 士 和 S 記 GS ざり し 環球 で や SS くね りら ポ ーー へ 
すり 入 jh で 生 で 了 K 挫 悪く つ / 相生 りつ し mmo 8 和 0 包 
い 信 で 押 舞 G 福 各 つ で xen つい 天 各 柚 全 可 つ ね " 
さり マ 思 や し Sre 選 で 豆 二 お 忌避 買 つ 回” 長 表 
せ 選 軒 ぐ 窒 垣 め り ず りや ン 陸 つね "VS 人 お 人 ス で 
恨 名 細 必 時 征 G で ホー ふ ハ キネ を を 5 キー ホキ 4 人 慈 人 
や つい 立 6 い し 来 人 8 で mn ロ つつ レー スー ヘ テ ト 調 避 訟 











AT トト ペー トド へ 3 ロー トロ 表 之 及 量 ・ 豆 二 パ つ レ 
舞 人 る で いこ ペー ヘー トド 層 ぐ に さ 和 本 ロ 回 選 や ve 豆 季 
や つゆ" w ン S 欄 曽 ぐ 害 くく tuS sroy 

トキ ー 心 さ 窒 や 蛋 で GS し Sxe T ト く ーー へ 】 や 
せ AH に ミート へ 反 選 球 季 東 お りり 色 鹿 で SS る 
Ye” り S 格 うし ご 由 導 eK テ ロー 中 キー 田 
S ぐ 中 ーー へ 生計 で 生 さ ホロ 誤 紀 人 聞 ′ 遇 る 諸 己 痕 つ 
で に ト へ AH 選 トト ホール へ 8 ヘ ニ ミ コネ ーー トト 4w 提 2 
ベー へ シト S 遂 末 せ 居る " 坦 せ vG 選 財 で 遂 下 で 記 
S ざ り 選 し / 筆 球 和 S 半 いし Sr 東生 時 6 半 
SS 加 せ 提 G 弄 6 PS コロ 昌利 納 人 WO 在 / 雪 壮 
宝 革 可 ぐ 理 打 在 る 回 選 球 ST お "WS 京 療 人 る で 
工 才 ぐ 中 生 じ う ツ Sv で せ 枚 G つ く 太 中 wspxtr 
本 で 藻 つ ロ 全 で 宮 届 講和 抽 つ SS で に AT トミ ヘー トル 
AS て 中 WaT 信 " 己 せ 人 人 る で 量 で る 守 握 で 中 置 じ 
球 電 球 公 王 る 公算 球 全 軍 選 4N PS 水生 て し 六 る 
沙 つ し つ 8 で で" 昌 宮 つ お 団 生 か ト 是 味 琶 呈 e 7 
へ や ト 下 せ べ 記 二宮 つ し ぐ 握 限 で で 守り 是 で 昌 
宮中 eS のり で へ や ト 古 で 吾 生け で で や 算 球 和 陳 つい 
党 せ ーー へ 和 で で 擦 央 くく 居 玉 本 り る ro 己 
田 束 衣 つづ "モロー ト ぐ 球 吉 起り つや 衝 " 

『 ル < ベー ベー 心 ふ 」 ぐ 拘 1O 堅 「 欄 陸 可 串本 」 じ ポテ 





三重 一 以下 で つつ 融 *0 所 や 軍 つ お aoIRe0 を モー 
本 一 生 ので 昧 で 手記 くり 畠 朴 つり 融和 記 ww で お で 
PS 

68 ト A や ト ネール へ で 四半 Sn 人 aS 衣 
や ゴン 長 で マレ Sr( 到 守 吉 器 土 )* GE ニー ハリ ふ トマ 
中 更衣 つ し 和 S で の 四 で 敵 下 半 人 806 で 本 スー を で 
早朝 療 避 愛 笠 Mym 表 る ロート 公明 下る る 
NN ANー ベ 一 羽 つ る で AS 四 玉 守 下 ミー ヘ を で 湯 
せ 束 員 で や "つつ 会 つづ へ る 半 斉 笠 G 財 時 し ST ね テロ ー ト 
ベー ハ を で ド 守 で 豆 二 ト さ 上 ロ の 臣 ら 失 忠 乏 品 < 
で ぐい 蛋 旦 震 人 る で 応 笠 WSSNINN ホー ベー 選 入 
謀 じ 塞 狗 つね y り P 己 財 で 王寺 人 人生 吾 腔 つい リ 
S 益 叶 応 和 誠 人 on 投 ぐね "で 取 に させ 
本 ぐ 前 叶 和 応 吉 誠人 SO 低下 に へ か トト ネート AS 必 
せ 人 Se 所 回 和 め つ 馬上 除 簡 つ る ね" り せ 雪 つ し ト 
AT か トミ ホー トド へ せ 「 理 G 医 G 志 Sre 層 民 革 で 
トト 言 ツ コ ミーハー ト 太 dmR 衝 お -6 こ っ の 恒 埋 GSreoG や" 
り S 志 競い 石 2 ら SS「 Ss 刻 り の 多聞 避 の 詩 <w 
た こい の に くま の に Er っ 0AO りく と 
や YS 理 つ 皇 団 還 つ 人 る" 失 つ で 窒 守 で 提 嘱 ′ 
で 半 民 知 応 妃 納 や り の で お で も SOS に A トト 
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アシ ュ ヴ ィ ン 政 神 





アシ ュ ヴ ィ ン 双 神 











ペー ル へ 全 下 吉 応 季 人 所 千束 ツリ S 押 中 旭 に さ 
公 1S 拍 肢 G 吾 や へ トー 鹿 定 上り 人 SO へ る 半 S 監 近 で 
下 避 豆 記 ね" 会 0 べく 経 つる くく 心 史 へ 宝 下さ 中 一 季 
己 [SN や ト 財 人 上 SrG 表 人 S 補 お 8 く で 人 其 称 判 
PS WS 由 38” 詞 安 り YSto 表 り 編 業 吉 東 芋 計 下 で 
半生 MS り ざ 上 6 や レミ ュー へ ヘミ ー ( 編 玩 で 
で やく ) へ 臣 虹 SePASKvn つる で お 46nB や へ 
一 信 で 装 お 恨 思 玉 さ へ 9 本 ロ 6 で ソ 判 宙 束 で ヤ と 

く ュ ユー ふ へ て 定 重ね お " り で の 生 S る 王 ロ へ 
AT 相 き 上 裕 ぐ 下 じゃ や ふか ホー 下り See 由 避 瞭 つる や 
つり っ" 記 半 先 条 WS 由 避 地軸 で や mn に へ 到 に 
ペー トル へ 玉 き りく 才 補 判 丈 じ る で る 苔 称 届 つ お 臣 
ロッ セレ ぐ ズ マ 人 る で 葵 襲 衝 SePxSvn り S 虹 
順 六 選 理 り や 時 時 SS SS セキ て PS べく ミロ 穴太 
忌 S 和 で JS 層 し *oJ66 る 昌和 民 笠 9 で る Sys 
織 や の せつ ST) 征 。 交 で 人 らい 相反 る SS 
信和 で 層 雪 し 把 つ 回 PS つ 人 る つ " る 6" 誠 
全 果 つ る 店 壮 せ 坪 選 で 閣 邊 きら 孤 党 や 田 や で 表 G 
や ふさ 舞田 し KO 財 S で る や 園 9 揚 人 yePSNvr 

下記 せ 2 が 6 到 S 繋 つね 店 避 装 蛋 呈 6 ひつ つる 
*QSS"」J ト AS ドトール へ 避 功 で る ね" 思 せ りり SS 各 
皿 2 じ 選 加 つ " に 史 次 や R 電 MHRm く ー ヘ を トド 雪 り 四 





る ぴき 5 ロ 長 で で "6 お キー ヘ キ ・ ロ 
ー リ 芽衣 ぐ 了 hkKNp で (「 や や KS 理由 や 」S 柚 し " 
RSKーー ミ 系 リト トト ーK で りや の) S や SIKD で 
PRKHS 詳 半球 リッ の つゆ 再 著 G や 人 る 旧 調 全 や お ぐつ 
表 WSO り soSre? 

『 へ ・ 和 1ー』」 限 NSKGKA で へ 補 是 せ ” 契 
せ 提 ご" 搬 つ ン " 最 % り 握 ぶ 33 ヘール 夏 突 や 宝 さ 
いこ: と で 0- ま に そそ コッ を っ まで 
ぐ 糧 控 せ 求 き 政 疾 xuooQ 装 本 ペー ニヤ で 圭 Kー ニ キー 
幸 パ じ So りり AooSQ" 筐 閑 ・ 余 橋 コン ロ 可 て S 下 氷 
中公 守 。 6 司 凌 ・ 可 蔵 更 つ "的 る で つく 抱 衝 各 記 
医 衝 *GR 所 Se っ re" 

「 ト AT で へ 区 利 4 月 ロ 迷 お デ トー キト マキ ( に 
の で へ ) 詳 征 6 介 事 ov で 本 但 人生 SS 1 慌 S く へ 
苦く り ツ コン 候 で で Se ヘー トド ( 征 算 ) ロ 記 ン 宿る 剛 
SS ( 田 ・ や く ・ |)* 、 密 や" 宮中 補 や さや ve 
圭 く く 己 ぐり ツン" で 色 臣 余 称 札 や " ト 1 で へ 鐘 赴 
ゴー つる つり ま ト ふ ト トシ ー ( 副 語 ぐ 巡 ) や 眉 選 や ゴ 、 
( 旧 )) 届 伝 源 民 向う SQ ざり ぐ 唱 東生 や リコ マン 回 性 人 
ごく 己 叫 つい 中 計 やつ 人 填 環 vo 骨 
で うし つ S-6 (や )"」(『ー 和 へ ・ 和 かせ ー』 刀 壇 団員 密 )" 





愛 つ " 槍 G 手 朱 で 2 で 8 っ ロート を へ 1 
て 3 ト 

K ト AH へ 区 華 ASvinau 三唱 医 球 記 じ 過 で Sr 
や ロー 古 組 ぐ 層 年" ト へ や で へ 8” | 回 宮 8「 曰 (aSVa ) 
晶 OS]S 握 党 じ SQ や 「 リー S 直 緊 作 キ ーK 
SR せき に へ や で へ 旦 a5 (所 Tr 秋 更 mt@) 旧 表 セ 
ゆ ざ つり S 民 年 革 守 や 球 雑 匠 し "GS で 人 Sxeo で 民 更 や 
@ り や 生 宙 で やつ 衣 つ し Sr" 6 る り G 層 古 軸 K 層 7 
咽 コ 補 表層 つの 世 で り 引 守 生 keooG op4Sn0 っ の ep 
や で で 公正 諾 陸 部 古 症 ご つね の GPSQS。 叶 ご る で 
そこ まく だ よこ こま に よく いい | 
や も やせ に AH や で へ 補 征 昌和 で で で 押 部 きこ て ヘ を 中" 
KN ヘー ルト 選 くる や ン て 田 O 胃 各 処 じ Sxo" 

に AS で へ 詳 年 玉 そ ヘー・mー ロ ミト く 王 衣 で 手 り 人 8 る 
いつ 酸 つ折 年 征 ぐ 10 や "に ト AT や で へ 層 征 で 宗 志 ホー キネ 
心 で を SW お" 固 際 所 | 団 判 雇 ぐ 王寺 で ぐ そ に か に ぐつ トド や 
マーHIKp ミ ニー トル IO 一 1 則 國 KK) Ni 田 
ャ トト 呈 ざ で 夫 る や 揚 革 S る 避 で 王 り ローク ーー や 
トミ ネト” で ヘ と N の っ の 展 R で Se ( 装 環 回 息 『 で へ 
ンー 下 で 軸 ] 到 胡 近 次 ベイ マー2)" DSenBKAT や 
で へ 層 是 まで ヘー や て 心 べ 球 目玉 閉環 で 四 錯 3 
東 る うじ る 査 補 り 憶 叔 *wep で ツレ る re 全て を ・ ト ーー キ 








Pe ぐす m 宮 画 玉 本 めで Se ホキ モト 
や る で 千羽 うじ 失 次ぐ や ぐね や せ 様 じ で 選 お 恥 入 る ねり y 
で 過 ン ロキ ー キ ー ふ つくる 愉 早 到 | 押 ぐ つつ ] 郊 忌 粗 さ 
し る や SS 台中 ね で 所 富 つ し つ RS で も りお 
や トト ぐ 選 送 必 刺 レ ー ズ 認 し So へ 玉 明 Ra4O 
で で お" 画 で る ホキ トト トト 3” ホコ ニキ ー ふ 所 畠 で 人 で る ね せ 
に 時 で 廊 wue る る "Sh も 時 記 搬 つい く 所 押 で る 
や 癌 っ 会 弄り xen 昌 Sro ツー キー ニキ ー ふ 3S 丈 で 国 
昧 うつ 遇 る "県 とせ る お 社屋 くね や や 醒 玉 人 おり 7 
計 貼 久 で 公選 べ 和 野 全 豆 り の 各 長 T お 壮 共 人 直ぐ つ w 
つや つい 夫 KS キー りり 羽入 記 お 恥 己 秀 の つじ 中 尺 
* 

し 也 記 ぐ べ ざく 上 居 吉 揚 つじ 人 S せ りり 昌和 回 いじ る 
OKA や で へ 層間 和 S ね 6 る 地頭 司会 人 TVK キー 
可 。 容 稚 つづ の 時 で 人 る" 隊 征 ま 「 り で 信 交 往 S る 己 
半 せ 4 ら 人 人 レ An つ TnJ SS レセ "で 羽 くる で 
回 ざい" 記 SS ざ りり ぐ り 表 寺 衝 る" も も 合名 生 。 加 革 
せ ぐ ぐ 幅 く で りく ぐ 羽 べく 近 の や T お GPS る で 間 
で 放し っ re 店 S 東 織 Sxe りつ せ る 7 つい 補 


く 旦 つ 皇 志和 民 で 石 るる? 医 華 1 | 拉 還 り 四 る 拍 で し 栄 名 到 " 
韻 球 革 層 年 り 交信 人 丈人 地 京 和 に 択 W 代 で GS で 信人 
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アシ ュ タ ー ヴ ァ ク ラ 


ゲ シ ョ カー ヴァ クラ 


で 半 ぐ 下 加 幸 臣 つ いく we」 つ 箇 っ 思 で や つつ 胃 KG 応 
呈 舞 史 間 展 局 臣 つ ウン る で し nm つ し 半 で S に 所 で 
入間 商人 で の 案 畠 つね "区 起り ぐ 更 べ や nSke 詩 弄 
いた m 療 総 響 や 羽 く で つ で 公 守 へ 指 所 ぐつ る 宮 
時 JRT で 依り KR 由 キ ー せ に へ 私 で へ 年 り " 問 
で 全 に 択 人 PS りく で SQS せ ふさ へ ヘリーー 心 や 記 
RSe ポ 家 唱 刀 ぐ 華 YG 下 り SQ も で 明 定 や りう や る 
る で SO の 過 8 りや に へ 私 で へ 区 是 せ 家 ぐ 寒 記 
く Em 足 婁 長 ペ レン Sre te で 旧 要 めく で 密 和 須 
づつ ン 麗 思 回 選 吉 骸 氷 電 つく xQ 公 で 呈 記 上 長 <Ce@ り し 
地代 る | へ 軍 で て り S せ 表 つ し 区 古き 「 人 SS お 民 
民 柱 著 ぐ やる 家 A 選 ST <xo」 つり 枯 褒 づつ" 年々 S「 や 
つや で も る 公 隙 玉 Ko の 8 生 SS お 民生 証 り 長 
ヤ に 0 る "No 本 S 培 06 つ -n" 短く (で く 提 マ 
や 月 臣 据 つ ね る で つよ ホキ や トト 

ト A ロー や ト ふ へ 中 Astavakra 甘 つ くっ 所 い 長 で 
一 二 *"「 ル く ー く ー 心 ふ 』 せ MG 王寺 送り で 
っ VS 束 幅 人 前 で で Sr 舞 トト 一 心 民主 モー 
和 か ざる 環 貼 各 定 ドウ くね "ネー ぐ 生 つる 半 選 きせ 
久 る つ 公 量 3 せ ” 皿 G 報 K 公 キー ペー 謀 つ 揚 宮 や? 
KA キー ネー 間 穴 避 相 の 記 ン 選 可 つる S モー 入谷 
まり 郡 つつい 拉 和 性 で 人 8 くね で し" 選 り we 理 G 叶 寺 





つ ね" せ 思 で お ST リ て マキ シロ キ 寺 | 
S 四 翼 り た w" 起 編 ぐ にせ で で りう x 居 着 呈 く や で つつ ね" 
音 せ 中 る PSQ り HIS 居 着 せ せ 寺 覆 ン で お 押 つ 償 
りり の PS る SG 団 押 いく 瑞 電 加 思 Se 時 
書 睦 苦 G ポ WS べく 辻 必 を 還 旦 むる Se で シレ 
せる 枯 具 つ " 守 雪 史 苦 悪 つ いく いつ で り せ 
る いし モー 公太 神 品 醤 で や ぐう 下 つ きり PST お " 
巡 せ リリ や SS 編 導 し GT や トー へ マ エー キツ 幼 癌 つ " 
球 震 加 乏 編 演 つ る " 無 吾 呈 肖 下 る HH 還 G 填 軍 や トー へ か 
エー ト せ 人 る USN モー) 臣 つ 敵 旭 各 SS で SS 
で SS 人 で" 美和 選 ぐ 持 謙 所 36 守 球 評 認 " 記 ぐ 所 り 
で で で し く お 人 モー お 丈 り 人 で 難 9 所 WS 装 世 ゴビ 
斑 り 所 WW の 人 し 客 呈 店 束 下 る 介 " 父 款 い vS ぐ 車 じ 
京 避 手 人 で SO に A 旧 ペー も に ト へ NG 己 で お 証 く る 京 符 
せ 信 6 で 工 ン 等 人 る 避 角 つ ン S で ( 状 半 尾 )* 

党 早 つ ね に ペー トト へ 心 「 本 や トー 中 を で 愛 
KN 一 所 究 つ ね る 表せる お" SG 芋 つ ぶ ym い と 
剖 二 せ 理 で 替り 表明 全 二 者 や SO 会 N 公 人 語 mn 
事 る 「 杏 束 科 ロ つ で つつ で コトー キヨ S 翌 選 各 
や WP へ A や トド 古 ツ ミー さや トト マー 年 交 本 
和 帳 で つり 人 る で で 昌 民 た ン ュ ) | で 押 つ うる ※ 皇 





せ W 葉 加 つ し /「 送 や リーwG ヘー ( 幅 扱 ) 和 邊 で 
で りつ SS や SS 人 33 室 で yyS 可 2 レ く や "」 
や 幅 で 人 る" 月 S 舌 要 る じ 昭 T お ポ モー 和 せ [人 S 定 ぐつ 8 拍 
いり sn" 人 8 福 ぐ で 癌 や で で m 習 生じ を "や 幅 ッ 
己 ぐ 由 き ぐ 束 短 馬 や つが で る" で 人 半 革 刑 Se 
や S 京 科せ は く CS 選 る ざり 心 和 SS で SS も トペ ー・ 
ゃ や ト SN( く OS 弄る 希 四 oo で 押 )JRT 宇 < で SS(「 ル 
く ー く 一 心 ふ 』 補 甘 想 )" 

トリ ペー トト や 心 到 選 招 り Sv@ 表 WS 指 察 雪 NN ぐ 
や で 環 中 ね" NR 共 一 委 地 KK キー ペー ロ 昌 人 で やり " 
や で ホー< く 内 で ざり や せ E0 る ン で 人 る で 企 敗 
ペレ シン Siren 旧 編 で 3" GA キ SS 押 細 じ " 玉 モ 
ー 民 田家 ぐ 款 押 や ホ ト ー ハ 中 マート US 如 編 旧 質 長 re 
の 旧 還 SS り S 大 組 し 所 で で お 天 お 忌 旧 机 悦 生 や 恨 
登り の 9 税 全 で で 当る 8 ン 中 で "0 ツレ 必 公 入 一 
心 民主 革 で りす ホロ ョ ーーー で る 必 恥 四 on いや 
KA キー ホー や に へ 邊 和 ペー トト へ 選 m 井 殿 1 く で 外せ 
下さ ン 玖 品 つじ S で る" K 公 キー ペー ポポ モー 良 | | 
べ ヨ 杏 つ いろ る や SQ 11 ズ 和 S 晴 じ ポ 装 る め つ で 和 S で 


幅 く 癌 TS く xen り AH 私 ロー ヘ ト ーー ト せ 「3 捉 
名栗 く や る | の 幅 で レ に ロペ ー や トト へ Nm 交 慎 人 で 
"DS 幅 終 軍 問 和束 や に へ ペー トト へ 届 遇 察 で 


や 四 で お に へ 和 り ペー トキ へ 心 革 困 人 記 お つ 生 うき 
ャ キヨ SS せり だ で で "りや や 邊 一 改 年 で や いや つう 

1 半 S 玉 2 や K 表 お で や の 皇 ら 尿 材 つ さき へ や トド 古き ミー ミ 
や トト ャ ー ぶ 是 り 喜 括 和 表 人 で つ お で や り Mo で り 昌 羽 り 
る "やり シ 。 謀 き や べく 苦 状 独 つく 肖 る 必 の 皇 @ る 7 
GtG 貢 時 嘱 ぐ や へ ホー ロ 画 人 で 量 季 打 衝 
で で "半生 や ト 私 一 中 で 寺家 和紀 つ し 理 K 王 
要 Rred" 中 一 で 押下 人 折 箱 革 補選 で K 田 や 壮 で 
まき くい EYE や の 0 か 2 に さ まく NN 
民 や りつ 朋美 宙 舞子 つ ね "りり 愉 つ い 誤 角 忠 つい 明 で 
し 沈 で に ぶす ペー トト SNS で ダン K ト 中 ベー へ 揚 補 
ャ Q り 人 S じ 入 (藤吉 難 )* 

ト へ リネ ペー ト ト ふ へ 心 の る ARDO る の 3 8 尺 詞 で 時 門 
SSe" 拓 に へ ふつ SnSCS 訓 集 SA や ト 古 り 中 
美 各 穴 モ レン keesm 示 "抽選 ES で 所 除 トー ド 
ト N の こく で 店 難 aoom モ る "ホー トト INS 手 時 の ” 了 K 
臣 で ポ 四 か さく ー 問 入 要 人 お 生理 せ つや 設 伴 衝 で で 
る で る" 時 で る 愉 さ ミー を 恩 守 る 称 公 下 "WS 京 苦 W 
ayJNSGSG 材 くつ や で ロロ つつ で ね りや 7 
る で トー トト 必 S 和 た へ 本 ペー トト へ の) 芯 tet6 い 
S さ る | 詳 和 SKOOOSS る で 軍 に ES で る 表 ” 問 
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アシ ョ ー カ 


アタ ルヴァン 


で 迄 上 形 トー 一 避 寺 で お へ へ 相 華 私 民 SS お" AN 
ーー に へ ヘー トト へ NG 泌 る 炊 緩く 人 お 生 ヘ へ 
1 下 鶴 吾 り 届い くい 掲 つ 人 roy MyG 迷 宰 せ や つ ざ で 
押 つ る 始 唱 区 で る "MS 違 了 K 人 る で 早生 書 じ ※※ じ " y マ 
選 洋 し 紅 で せ 攻 区 どく で 8(FNINN や や ト で も トミ 
へ ・ ト ホー ト J)" 8 トペ ホー トト へ NG 家 壮 
私 ー ト 欠 必 天 一 倒さ に mー ト マキ ー ぐ 編 殴 でる 守り 選 
侍 で 選対 和 択 鈴 長 つる 副 二 S | SS ヽ howoSre(「 ト 
へ 選 一 ・ 選 ーー ドー キト 』)" っ 込 キ 下 SR で 入 一 中 SS 
ふせ ー ホ ーー トド 

トロ 一 RR ASoka リハ ニー ドー 所 思 さき 局 理 の りら 臣 
同 寺 9 舞 " 着 AE Saraca indica, Linn、 へ る / 証 WS 
HAT" 表 配 さ 憩 し 華 志 装う くき 剖 総 乱 (て 
の を 当て 本 NNW HEAH) SG1O" 選 較 7 
更 初 悪 紫 局 っ 代 つ SSSre* 

トーK ト エー Astika 下 愉 ー ト ロ 誠 守 ye 剖 宮 " 
一 押 公 も IN ドー さっ 鋭 年 や トーKS 遂 ざ で 人 で る や おら 当 
家 玉 トーK ト マー (「 四 る 賠 く の ぐ 」 ぐ 据 ) SnNES 
遇 こせ 副 准 エ 改 一 ペ ー ミ 人 遂 G や Jo 折 Ko 由記 所 ぐ 
由 半 全 半 頻 人 や 生 ぶせ 表記 る 皿 王 品 征 おこり ne 
性 の 宗 還 つ ね りつ 旧 3ne の る 民 (『 ル く ー く 一 心 ふ 」 足 蘭 )* 
トー ト ぐ 古 臣 り *S せ Ste 語 KDEHG 由 し 人 








てく で る こら 当 到 下 ) で ざり 中 りり で 竹 碧 や 要 で 
ヤン Sirensn 記 で お "やつ を め つ る 半 華 革 堂 衣 S 吾 
トー ベト で 天 奄 の” 補 S 相 胡 淫 や 当 S 衝 や 3” DS 
で は つい 翌 環 圭 凶 宙 e ゅ り ざ 作る Sm(T 和 トー モ で 
ー・ く ミーSR や トド ゃ 』 押 玉 臣 「 ト く 一 ペー 心 ふ ] 足 曜 )* 一 
トーK ヤ ミニー ふ ふ へー 

KKIN Asura 年 YS 選 胃 半 * 巨 佑 誠 " や つつ や や 年 
層 据 べ 和 kei トート トロ 表 つ "に 昭 藤 信康 玉 ・ 宣 woo る 
芽 間 語ら し" や トミ トミ シ と 心 守 の 呈 りり 申 つる 
人 選 旧 せ 王 YG 選 " 突 昧 盟 其 や や で や" へ nKK や へ 
一 閲 性 多 る し せり で 区 つり" 提 定 で そ ヘ と Si ホー トト ロラ 
央 xe で か ト ぐ 層 半 に 挫 つ いり" ト KIND 杏 革 xe ト NN 
理 本 征 の マレ SQ ト KNN る で 忠 G 上 明 葉 話せ っ 
ン い る SS 給 生 交 で 「 斑 坦 や e  SKG」 舞 党 や ve 宇 思 に K 
as 田 栄 や AUoo |「 宇 層 ′ 壮 葉 」 内 堂 ve に へ asu 
せ 型 杜 eoO Ap” 8"「「 時 ン 」 柚 党 や *eK や に さ svar 
全 で 此 午 つね うつ 器 人 る SG SG っ 革 「「 是 ′ 是 所 ] 柚 演 
ke KIN sura り Ka 要 S a 避 長 レト KN a-Sura (年 じき 
で る 2 で S) つつ ね ずつ 器 全 SO" 「ー へ リー] ぐ 買 や 


押 つ る 忠和 を 「 ト ふさ も トト リー 私 】」 とせ に KS 橋 
研ぐ AG 本 つつ し つ 全 須 人 で さき ン ST や [へ で マー 


ぐ く ニー ハミ ー 由 お 和 ぐ る で り 様 宙 幸 る し xen で 
党 ぐ 下 は 匠 "良く お 拉 各 本 急 介 る 寺 生 じ ヘ キー 
や SmSWS 凌 宮 S 世 で ゴ ロ 抽 お" ヘ キ ッ ーRSNS へ 
AA 半 り 旬 長 で いし 肢 史 閉じ に ス ユ ー ふ ヘミ ー 央 拉 
出 や や へ ふ キ S 家 が 6 で じ や ロ Sm せ 認 合 で 戻る の 公 古 
で ミニー ふ ふ ミ トー 財 り 守 称 要 くい 表 奨 で 王 上 へ へ へ 
と SG 昧 で 下る >nS | 導 下 で 押 翼 雪 じ ′ 園 李 和 挿 守 
量 記 で や る "中 計 類 中 頼 季 尺 生 "や 呈 思 りす ロ り 
ま 表 補 向 い 記 で m つ の 表 信和 へ 3 年 所 る おく 
へ 避 癌 季 僅 0 HG 李 話 局 く 選 誠 ぐね" へ へ へ キ 居 革 約 
で る 信司 MNT し 忠孝 で 王 り や とら 対 さ 。 田 千 り SS 電 
幅 志 e を くる S 和 を oNS 拉 ぐ 剖 臣 っ 田上 午 さ いる お" 
田 革 る せ 恨 で ね" スニ ー へ ヘーHS 由 人 キ トペ ネー 
キャ せ ぐ ぐ G 笑 剖 G ぐ や く スハ 醒め 記さ し ホ ミ ミネ ー 選 
S き 釜 ( 寂 和 構 直 つ つ い 副 年 xe 甘 宝 ) y 康 人 S” で 指 居 
ぐし 補選 玉 村人 で 宰 壮 せ 革 ざく や 斉 穫 つ WT 萌 祥 
で 生 ふ へ へ を や 下 半 天 < で 名 2 る 2 で 半 で 尺 必 内 
土 QNS「 や ふふふ キ 攻 のり | の る 必 柱 し 表層 泉 悦 二 xQ 
すい 旧 虹 信吉 記入 つね や へ へ て S 革 基く で で AN 
必 ぐ 軍 衣 絞 や で へ NG 本 表せ 箱 x% い 0 く ツ くる "りや で 
や 長寺 人 る 忌 革 軍 癖 構 < パウ て へ と NaJapAMepN へ へ 
S 杏 起 ぐ ペ ぐつ り 避 玩 豆 し 表 つの ひさ つる " 部 了 し 7 


トー 





K) 人 S で KN で て 用 つ お る る 2 FT へ 
ー ト 」 し せ 圭 で せき NNN ド 一 華 ぐ ポ 串 会 で 刊 丈 の う で で 
nx TA キ ふ く へ トー トド トキ 』 し せ 。 華 マ の ト KN の 
つや 球 年 INA キ ー く 中 で さら 判 記 信人 S 大 マ 公 音 村 9 
つら 巡 モ の 演 表 AneS 家 つつ レト K 民 究 塊 つら 人 
モ 習 層 ae つる で SG 近刊 選手 し せ | 撃 BEK 

N 葵 N で ト マキ ヘー ト や ト S で SN へ キス く 守 S 由 北信 
や つり 年 ざ ぐ 所 の で GS 宮 轄 吾 某 選 突 92 し せ 
大 さや 到 忌 つい 志 腔 装着 つ "に さ ニ へ (に 良 S 輸 ※) 
まま" ぐ S 人 り 避 護 つ ね eno" 癌 や 門人 " 世 虹 

宮 問 護 " 豆 豆 開き) 指 四 つ " 基 K に 表 円 や 宙 W SQ り 
ooGSte” 表 S 10 Se くせ に 舌 家 GS 10J%S さき 
己 ぐ 紅 思 し の 征 ぶつ 語 で 主 吾 史 庫 長 つ WSkG のり O 人 で 
品 性 じ せ 「 テ 謀 で 抑 」「 六 媒 替 ] や NG 幅 閣 人 生じ 

ト ふ さや い ト へ Atharvan つっき く 本 幸 選 t 帯 宮 や や 
家人 で つ "『 ト や 9 KN1S ト ー ふ さや ト へ (中) 家 豆 セ 
te” 所 で ヘー でき きぐ 春 せ 室 凌 量 ざ つい ぐ 志 下 史 革 

り ぐ りつ 公 で に ふさ や も へ 革 室 窪 帯 ぐ 宇 装 和 内 党 et 
りら で 宙 寒天 SoS 各 や andS TS! 

ト へ INK 公 下 状 で 映 普 や "コン ロ 「 選 到 吾 計 補 る 宏 ] っ 
や SeS り 表 つ レト ふさ や ト へ 「 導 時 yo で 室 
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アデ ィ テ ィ 


で か ーー:| 
つい 柴 思 A に さる ^ 堅 虹 ヘ ハー トル や 電 呈 る 亜 膨 の 
り ぐ りや 公 人 で 畔 [NII () SSK」 ざる SRSre* 吾 
孝 ポ KAN セー 中 つ WS NNNP AB で る 
WP ぐ 燥 下 外 で ね" 冶 G 由 話せ つや せつ に へ INK 詞 
思 %% じ Sn NNー ト ぐ 是 臣 シ やせ に ふさ S ト ARNN 
トル トー ぐ 暑 人 る で 装 SS SNKS 替 キー へ ヘ ホ で 届 絢 ら つ 
に 

ト 中 中 和 ふ Acyuta [に SS」S 据 や トモ て AN 
三 G 宗 SI ぐ S 10? 凡 団 府下 つい 雪 る 人 る Gro る 
伺 騰 宮 記 諾 庄 つ 難 で る 公有 で ひら く SS 
トー ト で や Adikavi 「 家 足 ぐ 上 く 」S 拍 や ト 
か DAS り "Se る せ トー ドー キト 」』 ぐ 年 宮 の 衝 記 
Q か トー ミッ ー キ ぐり っ 

トト ャ トト Aditi 「ー 和 へ ロー 和 』」 で 基 守 で ポ 古 " 
「 旧 時 散 ・ 苗 中 ・ 農 下 ] で 握 し "トー で 中 で キ 利 罰 で 潮 
大 の つい る で Sre" 

「l 坦 (G 是 ) で 悦夫 各 つや 醤 表 お で つ で ルー 
ツマ トー トド へい で 担 KG(R 腎 )) トト ミト で 面 つや 
(下品 つじ ) (1O・1K 田 ・1)% 人 包 93Po7 
刀 寺 上 寺 BS る じゃ / 陣 つ 和 も 6 菜 re 諾 王 ぐ 坦 せ 求 
つじ り SS (年 ) RS 間 展 き 生 りつ (1)" トト 


GoS 奄 晴 だ つて SG 要 で ビー 
ー<ーS だ きじ っ る xe 楽 還 邊 や em 琉 人 で ざい 
で AH せり せ 3SGP4Sye wwS 表 RAH エ く で 
抑 ト 私 で 中でも や で Ak 篤 状 SG 店 つつ し 半 S さ で 
せい 案 胡 つ い 抽選 MEST SS も や て AH dv で 
8 冶 KKG 避 茹 Br く YS" つじ 1 の OO 時 お 本 問 
K せ や で へ TK 和 間 WS 由 せ や トー ル ( 訟 くべ ) の 宇 
等 (FT く ー く 一心 へ 様 共 虫 ” 宗 震 憧 )* 

せ 「 ト 和 NS ト ト で トト で ロ ら 人 る 王 や 剖 ] に KN( 古 マ 
S 凝 ) GS 天 ポ つい 堅 々 公 国 いじる る 王 " 年 YS 時 や 交 
*@ ト IK で で 半 較 KS 由 半 し SQ 華 マト KING 計る くせ 
弟 選 宇 WnJ 表 つつ る" 壮 装 到 下 る 民 く 玩 ンー 衣 
京 財部 胡 ト ふる 団 人 マレ ぐ 公民 や で や さる" 補 き 
融 由 信 選 守 人 く 括っ つや 8 軍 * 麗 さ ツー つき や ン 起 で 
nh BSS で SS" つる つこ り で りつ の 人 ト 5- で や 7 
癌 り 也 くるし 立つ つじ 判 穫 で で や る (FY く ーー 
へ 」 益 肖 暖 )" 

富 「 下 中 玉 ・ に K 心 ロマ キー へ へ ws 笠 で で る お 玩 密 」 で で 
Q 間 本 INR・ ト KN (「 層 雷 ぐ に KING 据 ) S 民 喉 り 
人 S く で て ヘ を NRKS 欠 の に ホ で で ぐ 耳 明和 m 由 でる で りつ 
球 人 NT" JS 表 や で へ Tk 華 ふ へ すき Js で レネ 





て 必 TS で (トート で で 草 絶 ) 生 章 邊 で る 公 政 
て @ り RS 季 羽 下 和 隊 て らく 認 委 っ (|)"」( 東 環 還 組 四 )" 
SS 届 宮 や き ト ホ で 中 で てき へ ぷ キ で 堆 や 11 ス 
S 吾 業 ( ト で 中 で 。 ペー トー 愉 ホ ーH KT NAK AA 
ポー ヘ ロ ーー ド 心 ホ トー トー ヘー トマ へ 
玉 り か ー ド さ 中 ポテ ミー) ST る MSRSne ([ ル 
く ー ミ ー 心 や 』 足 震 ・ 還 玉 ・] 11)*" 球 SNINN ャ ドー で 浴 
や ルト ユーキ ぐ 中 玉 ロキ く 所 宮 つ いじ 装 記 丸 弄 四 0 に 
一 了 ト で 中 エキ (トート で 中 で す 十 転 ) つる m" 吾 枚 は 
中 べく で 琴 忠 生 S で る SSmAS 1 く (ペー テー=" ト 
ミキ ルト AO ター て AN ト さよ AA キス 
や で も や ト K や トミー バト ー ふ キ A マニ ニュ) ーー トト さ 
ーー S で て AT) 弄 ト ー ト で ホ で キャ 基 起 や る .S で 
re ( 足 誠 ・ 因 )* 

て 「S で へ が 華 生 ト 計 で ト で で 店 つじ 装 玉 お 球 胃 」 
『 キ ベー ベー 心 』 て 「 ト ー ド トー キ ネ 』 し 8 YA 
人 る ト ホホ で で 由 つつ し 講 お 避 宅 し Se ws 
や で へ HK 王 や や トー ト (「 占 マ 」 や で へ 1 華 G 編 田 四 
還 で 補 宮 ) つ つじ に で 中 で で 思 所 りく で ね めく mo で 7 
虹 二 や で へ 私 ト ーー 躍 到 頂 で 人 S 人 る トー トド JIN へ AT 
トト S 思 束 宮 び る 球 忠 Se SR 旬 和 ヘー へ 
NH でる 宮 ” 開 二 せり で トー ハ NT (人選 舞 悪 ) や 





宣 「 ト h で で 美雪 ハリ 


3 
トト で ト で うつ ト で ト で S11 く く 閣 つ og トー へ IN () 
選 圧 ぐし る 選 半 トト で で 到 開 つら ロ 吾 りお RS や ′ 足 
や 名 で で 玩 中 5 の 本家 つ お "リレー に ト 人 で 小 で 





革 郡 叶 ぐ 由 革 や 夫 つ うい 昭 3 是 り で " WS 回 くせ 
シロ 記入 モ で で へ と 改名 着る "で ヘー で 本 半 
8 ので ぐ 攻 か で ト で で 近 二 で 和合 和 閉 じ 。 回 直 や て 
へ を 性 書 つう 由 半生 替 つ この 肛 税 つ 穫 や RA キス 
せ 慎 で 中 で S 破 oo 人 補選 レ を ne うり B つ る 記 で 中 で 
S 束 幸 つ "WS 拉 つ も る で We 還 半 いで Se を 
亡 ト で 中 で 到 る さぐる で 届 弄り つて へ ヘ と 避 守 で や 7 
「 や つ ト で 中 で 避 計 甘 公 判 玉 計時 介 捉 応 ぐ 了 K 器 弄 人 を 
で SS@ や や で つ 季 生 ロ つる "有り 守 電 要 く で で へ を 必 全 

www ン ihY ト で で つり で で ソ 和 TS 人 る り 穫 抽 パ つ 
つづ 全 | 幅 び る 7 了 で 中 で せ 茶 歪 る も" で へ と 必 で 映 
選 wrn 和 sen で ロ 宙 っ 3 くし つが で る "awG 要 は で へ と 
全国 で KTS 選 定 く こり 己 人 拍 中 や ト AN も 誤 困 
還 忌 下 写 和 う る 選 球 各 凍土 AS 和 Ere で へ と 届 
革 「 志 W 玉 人 で ン てき 」 (セー・ さ ma ruda ) " 帆 人 TS や 7 
加 困 せ 還 ぐー ミ ふ ( 情 ) つつ い 鹿 忌 陳 る 還 赴 で いり 








20 





21 


アド 





ぐり 局長 で お 稚 で 中 で ト 生 で 中 で 記 る で 四 宗 名 
ちら も 信 お [人 S 計 る 6 了 由 登 詳 で 由 水 環 所 も 尋 に 忠 り っ 
繋 つ じ つ 6T る "で 博 直 せ 人 S 宗 豆 忘 地 天 りつ 人 ねり 
2 作る ご 4 よそ こい 3 ド 
TS 競 科 で 由 革 る や 昌 肖 ww SteSrvn ド DSK で トマ 
S 思 くり 0 や ツ て AN を 3 | お る 革 了 K 寺 居 型 RS ト 叶 で 
ホ で せ 人 トー トト キーS へ キ ロ 4 で PS 中 半 
で せ K べ 才 や 衣 % Se りつ BS で る で PSre(『 ホ ー ミ で 
ー・ ミ 一 SS や トド ト ゃ 』 国 )) つ ト ー ト で トマ キー 全て 中 や 
トー 中 で ト エキ Aditya [トト で で SG 中 ]S 振 7 
上 起 惑 綴じ 培 豆 必 S へ ・ や ヨー」 り 映 境 生 ve 和 トト 
ミト ーッ クー トコ キル A KS NN キト へ へ で 
K 揚 全 GE で Ste 附 (1 1 や ・1)) NX キ コス SS で 
信 ロ トマ ーー 愉 長 で や で い 由 年 WSre 補 Se 
る くせ ッ ーー 私 ト さ きよ) 愉 ー テ ニー トニ シト AKAA キ 7 
くも で お に K 和 や トミー ンー トート で ホキ ( 半 醒 ) で 
時 SS 所 で で 選 夫 4 (1O・ や 1 一) SS" お トー 
本 で 中 で キツ つい や 是 穴 人 S 生 で So り Jo 人 S ( 玉 ・ 1 
)′ 余り つい ド 嘩 GS 下 率 到 軍 て 家人 W 玉 








9" トート で トマ キ や 科 導 生じ せ 計 へ 下 提 守 で 


「 り SG へ ー ふ 堀 Ye 部 負 A で で せ ポ 折る で こぐ 出 得 
トー で 中 で キ 舞 基 り 朱 誠 の し 佐 と " クー トニ に ト 


東 ぐ 衝 将 ドミ ト G 哲 S 可 (T ヤ く 一 ベー 心 ふ ])* 頭 帯 と で 
ミト トー キ K 色 で 店 半 和 村 Ye お で 天 六 科 で る へ へ ト 
エー 求 宮 PST お RS 北本 年 K ペ ーー キロ 表 つ し WM 和 性 
2 や QOSAO6A 半 境 三間 KG 握 性 限 で マ 北 較 下 
SR し 関 せ 京 回 で 区 さ つや さ 宮 着 計 逢 つ お 
肝 能 公議 OS 本 お や へ トー ばり で 由 思 で 王 ロ 要 つ 
ト A トー 避 音 つね mv で 王 "を ドー へ ふ ト ーー 和 田 
で 薄 ポ 寂 く も Sne ト 二 で 改称 尼 半 年 り を で し 寄る 
選 ぐ 近 N 一 ペー 店 基 和 S 半 るり の w 只 つ くち く ね で や 
トト で 中 ふせ SAAK 忌 避 肛 くじ る x@ 明 で 王 人 る で 由 壮 記 
忌 ヨ ヨ つ "所 雷 選 鹿 折り ね" り ぐ 忠 篤 窟 嘱 つ レ シー トー 
m 一 私 本 HG 慌 く で ミト つる ( 足 臣 椅 震 )” ws" 
トト で ふき に へ S で 田 し S ら ポト 全 ぐ 中 革 つつ し 
本 し 舞 塞 ぐ 付 明 で お で せく KK トマ ホー ト 選 て だ で で" 
ポ さ 相 せり りや を トーmー 入 相田 AN る べ で お っ の 
っ で SG ( 足 圭 )) っ ふ へ 中 マー 

トト や トロ Adhvaryu や リーN ぐ 楽 福 お 生 季 
re 還 べ S 判 欧 宮 長 王 ぐ 1 て" 内 室 代 く ツレ" 鞭 尉 ロ い 
3 い 直 王 つ " 淫 村 和正 据 つ " 橋間 ぐ 式 uu で 鹿 票 和 
時 SV 迷い 痢 培 ロ つ "「 と さや ロー] で 四 培 や 間 人 る 
せ 画 0 で S ト と で 私 トー で 逐 要 ST SA キ 和 へ く へ ・ 


AA KS 宝 避 装 丈 くし SO も に ミト 選 へ キン 
トド AA RS ( ぐ 拡 ) 吉朗 で (111 や ・1)" ト 
ー ト で ホキ 奨 古 ” 講 ン つ で ぐ ・ 愉 名 和 xoo で 信吾 胡 や " 
RES 紀 手 宮 r@ 是 ぶせ” 慰 繕 誤 は つじ ト KNR (に 
選 表 響 選 ) 和 標 級 つ " 了 K 嘉 向 壮 つい " 悪 胞 各 記 選 ねじ で 
 ( 還 )* 塞ぐ (トート で 中 で ト 前 年 ) 由 陣 G 要 6 お 
中 還 で 了 K 各 上 更 や” 1 由記 G 更 各 吉 GS 因 で せ せ " 了 K 吉 
せ バ トー ト で で も 前年 3 玉 で G 超 半 刀 や 吉 半 
で きり りや 4 つつ トー トル へ も ドミ ネ 6 クー 
6 (ご )"」( 球 班 還 艇 宙 )* 

で や ロト ー 和 で 邊 で キ 曹 田 G 宗 せ | 11 得 の Se 
呈 S 慰 人 (『 ふ を へ く へ ・ 和 トー トト ルト 』 1 1 ・K)^ 三 恋 
も 食 剖 玉 へ ロキ くつ に 和 か で 中 で GS る 上 球 1 1 
べ ぐ 由 き ま " ヤ SR ペー ニー クー トニ キル A て 
へ を N や トミ トト AA キー KS か で 私 トド K 私 トミー 
トー ふ キ へ 私 マー ニー トロ ーー SA KG 
りつ SynaendS で お (『 セ く ー く 一心 ふ 』 足 巧 ・ 田 玉 ・ 
1 同一 1 田 )* 

さき 選 りく ツ お ロー ゃ セト ・ ト SS 押 際 ネト ー ト で 上 
で と し SQ つる で り で りつ 会 で ロー ふ ト ルト ・ ト NAS 冥 
マコ つ トー ト で ホキ く ヘー で ( 装 醒 S 師 り 嘩 *eoS ) 
や 世 く で SG りつ 丈人 SG つつ ト 人 で ト で 





ささ 
むー 避 表 や Q 橋 幸 ぐ 吾 選 球 せ 告 や で で おる Sm(T ャ x 半 
和正 』 く ・1 の OS)* 

トーー ト トー Atmabhn NNN セーS 忘 Sm「 反 中 
談判 や や で 」 Se る 「 ト ーー トド へ や 導 玉 ね や で 」 
S 柚 党 " 

トー 。 Atri 一 N・ ド ロリー] 忠 やつ ン 敵 悪 ro 
誠二 * 選 束 夫 じ 還 〇 回 ′ WS 貼 党 表 で セ 客 回 記し KK 回 短 
て で Sn 胃 ぐ 琴 選 KN ざ や 避 家 で SS) に 欠 
半球 お ざる 人 で SQ (や ・ | 田 ・1)) で そ ヘ を No トーー 
ぐ S 守 司 電 要 or く 人 の る 心 和 刊 の つい 半生 上 手 つね 
に AH や で へ 区 年 し St 吾 で ぐせ トーー 捉 請 6 懇 る 王 
づつ (KK・ 国 O′ や ・ | 田 )′ 己 候 艇 りら 4 で し 上 詳 る り 葉 つ 
に に いぶ づく に で: と とく 

トート と" 副 二 トーー ぜ N 必 トド セー で セー トキ ネト ー 
( 投 caHS 公 中 球 「 笠 SS セテ ニ ー ホ KAMINK7 
NAK トマ キト ーー トド 愉 く 7 へ NN) で 1 マズ く の W 選 
x@ 宰 むり (FT ヤ く ー く ー 必 ふ 』 足 蛋 )” NNN トーS 由 半 G 
や ヤズ ぐ 義 吉 saptarsi で | くり る Se 宰 4SSye( 臣 ′ 章 
党 吉 )* 避 姓 卓 を トー トシ トーー 革 折る 靖 沖 や つ レ つ 持 
つき せ 映 境 和 ve* 


SS 
氏 





SS 








Se 詞 " 古 々 J ト KINSANNS 人 S る おら 局 つ く 計 くる だ 
て 理 S り の SS お" に KN 細 全 で 屋 人 S で 導 wyy 
トト 人 SQK ぐ S 叶 較 の 下 つ 羽生 求 持 只 攻 9 で 宇 り 
で "大 マ 志 要 ぐ 下 し 中 潜 こ し 昌 る で せ S で や 音 で せ 
素 机 地 ト ーー 球 下 税 作り レト ーー 計 革 る や 
麗人 招 前 つ 下 旧 信 県 の つじ 下 避 話さ つ " 北 媒 
や つい 過大 華 馬 し ト KNS や で 各 枯 9 史 と つ お アト つら 
是 y 革 招 人 で で や ずる (FT や < 一 ミー 心 ふ へ] 拉 富 本 )" 
SQ 坦 RAH キ スート ーー SAA AT SS へ ル 
AS 遇 押入 民 SNINN PAS 所 味 て ン る る S で 閣 選 ぐ 党 
つ る" MG 井 " 者 牙 革 四 や や 抑 つ さる お "や 
SS や キー さや 由 天 選 名 人 る さる 頭字 や り 
手 和 交信 つ 会 つ 。 圭 で 革 り 守 電 昌 細 つね ぐも 史 で 人 
田 半 トー く や に 中 ー キ ーN il SSG 基 右 に きる 
で 4 で レキ ーーS 入 一 il 一 の る 愉 ホ 一 へ キネ 下限 
づつ で" 半 導 トー る 和 貞 や ね るり 民 つね GPS 
副 坦 信 層 ーー 入 ヘ ー ド tridantu ( 拉 婁 ぐ trident り xe 
llRK ぐ 叶 り ) も 吾 K 各 思 選 SS つり SS り 補 得る じ つ W 
TS 理 で 半 弄 KS 欄 S 生 ぐ 更 や 遷 じ じ く お 槍 引 て レ 
揚 還 つ SAS NNN セー ぐ 境 暑中 で お の る で ( 臣 " 衣 
宮 暇 ?* 
トート ロ 映 弄 や xeR 明 ぐ い し 氷 ロ 表 や to 王 洗 つつ る 


NETE で 3 
人 で 全 計 科 混 守 枯 人 る "回 K 和 SS 一対 古 り | 束 で 人 で る 
で りり は JDH6 で の 圧 つ くべ ざ 挿 く 王 *@ ツ 年 トト ペー 
キー 1 下 束 GS 2 民 所 し 窓 や 大豆 民 和 や 半年 甚 ot 
で 8 Sn 直し り で 母 つく SS 和 選べ お" トーー せ りり 
く 問 更 訪 末 逝 ら し 失 さ nm つ し り ぐ 各 中 お くね 
こり いく だ りこ 
YNS へ ヘー ポ 是 せ セ シロ 書 捉 炊 品 恨 で つる" トト 
ペー キー で り 半 年 け る で つり 着陸 避 々 じ 款 つ 
うべ 力 心 の" 義 征 トト ペー キー 色 折 に し 守る に 器 療 な 
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守 SSre 表 所 生 思 n ので トミ ー さ ・ ト ミー 
王 人 S う いじ 突 志 つや "守り 笑 雪 や x@ 環 り 吾 軍 乏 四 で 
本 岳人 "Tr す 7 ボ ビン d37 打 
介 ぐ 丈 芝 ・ 福 電 G 友 団 wsoxn 回り w 搬 福 桂 時 選 " 
震 赤 ぐ 選 る ー (家人 らい) 閉 和 人 で Seaua0 福 埋 G 加 
茸 吉信 ( 楽 皿 ・ 候 べく 思 揚 祝 ) や" 吾 り 表 握 和 昌 と (1 
O)*」( 羽 掴 還 器 宮 )* つ ト Si 
トミ ー 心 一 Apala 「ー へ ロー] 30 生 xo 理 近 
S 訓 ト ーー ぐ 庄 " 癌 K せ 枚 写り 全 全 さじ く ね 篤 ” 交 
ドン 槍 ヤ ヘール 将 眼 昌 つじ 抱 ら 斑 訟 ” 聞 じ 拓 さ 
も て へ を 中 是 療 年 人 ね て を IN ポト ーー 抽 手 人 
し ド 較 ぐ 守 鉛 要 王 い つ で つつ お (へ ・ ホ ロー 
に を を 


民 。 求 束 ン 如 つ ね る rmS RI 
ト く ミト ー Aparna や の つやの A キ IN くさ きく NT 

トー へ ふぐ 句 癖 は こい 某 罰 9 る MR 
S 半 是 "『 く ーー トト へ A キ 」 ロ 6 選 9 ルト トミ ー (「 環 向 
鞍 じ iepoSIS 振 コリ ルー 心 を さり の ) リコ ペー ホー で 曳 ポ " 
間 K ロ せき 一 ドミ ホー([「 | 長押 S 凌 じ 購 下 つ し Skoop 
S」S ぐ 手 ) マロ ー ポ ミー ふ 一 (「 | 衣 G く ミー ゃ 中 ( 閑 ) し 
半 虹 つり SreS」) ざ る 中 療 科 民生 人 S で 人 8" 昌一 ミミ 
ー マ ロ ー ポ ミー ふ 羽 一生 WSSRGK や 人 | 半 灯 ツ 
1 近く ミー ふ 心 と 装 虹 つ し る る で 避 表 つ "に ト く ミホ トー お 
や つう 所 ゃ に る 7 | 天 G 閣 つや で キ せ 半 衝 る SG 
や り S さ で m ロ 葬 き で る (a-parna 「 打 o 人 ね で る の で 」 
S 振 )) ト く ミ ホー ぐ SS こり om やら つる 抱 刀 生 選 称 下 し 剖 
ポ ぐ 潮 察 せ 「 で や ャ ー′ で トー uma umal(「 雪 で さる 7 
当代] ぐ 振 ) の 寺 ぐね? りり ジ のり ぐ 超 素 S 半 下 反 
押さ ふ や トド 華 ぐ 功 で ドー つる na も 時 < で See 
性 S で "年 と トミ ミー ポ つ 生 つ せ に く ミホ トー 生玉 
ST 

トコ Ahi 「 補 1G 抽 党 し "『 や コー] ら 代 生 xe 財 8 
CS 陳 究 ホ ュー ぐり" トコ ポ 和志 で つ 。 是 貴 で ゴン 
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で へ を INS 突 吐 や ト ANBST し 朋 *Sre 
トコ トキ エート Ahicatra Sr@ くせ に りや ローーiN* 
Tk く ー く ミー 心 ふ 』 王 選 る 納 起 S” 天 く へ ホキ ー 邊 天 





軍 皿 いじ ” S KK 嘱 G 翌 残り 人 S で ね の る SS 夫 電 で 中 
ー ト SS さく 毛 ン せ 類 拘 和 Se 
トド ルー ロー Abhimani 「 揚 ご 宣 く つぐ 」S 油 ま し 7 


ト 必 トト ー ぐ 貴 中 SQ ぐ 古 に NII S 京 SR” ト や トー 
ー 全 控 K か や トー ベー ひ GS る や ミート NR スト トド 
ー ト "AT の SynilINaaoon 本 "DS 中 攻 導 Sv 
ボ で ペ 表 半 ロレ い ン 皇 % 応 セ ペ ” 六 選 革 避 上 セ 
ポ 書 ぐ ペ 電 拉 で や の る で Sn 

Kild Abhimanyu 「 ト く ー く 一 心 ふ ] で 表 習 
トミ さ 江 相 前 KK く を 選 一 SS る お 半 お スー ヘ シト 
財 G 半 史 ” に ト さ 人 色 で 食 守 本 く "で や 唱 申 ら 列 
で で レシ トト ー 必 ペー で 班 に) 中 WAS や 
も 刺 つ ね りや の 人 S で 信和 SS 評 さ AS 午 貼 S ト 中 
HH 3 トロ 乃 守 直ぐ や "で で りや で 中 一 へ 田 で 喜 
* ふ ル ー ツ 所 察 つね "を 生じ で 必 や ト 叶 コミ ー ヘ シト 
SG 臣 車 玉 天 TS 監 祥 ぐ 占 り ト Di dn ロー キモ 中 
HSN ト ュー く ーー く 心 求 証 つ ーー も) 恨 主 和英 ー 烈 つ 
で やり MG 苗 呈 各 吉 T ね "11 画 呈 NAT セト 。 へ 
ャ ユキ や 拘る" じ SSNHS 穫 キキ ヘ ポー トト 避 球 つ る (「 ト 





つや ンー で る りき ーー 性 で お の つる で Sne 


( 臣 ′ 曰 居 骨 堅 )* 
トコ ミト ロロ エ Ahirbudhnya 時 っ る で 圭 記 "人 で 
@ SIKG 理 理 誠 所 (『 王 へ ・ ホ リー へ 」 1 ・1 KK)* 


トト ホー トレ せ ミー 必 ・ へ や トト S 冥 SS Se くせ | 1S セ さ 
ー 是 龍 ぐ | 左折 ASS RS か で AT や に SSM 
で 六 KIN ロ ー ツ SS る 対応 人 由 其 S | SG りや 
っ PRKT 

ト h お も INK Apsaras 民 忠 GS 婁 " 半年 党 "「※S 
太 る し 記 ン の S” 孝 S 異 GS SS ビン や S」 ぐ 振 じ 衝 
づつ 3 ポ 粗 ぐ 如 し て ヘ と SG 思想 旧 電 で し る ne (『ー 和 へ や リ 
ー』 1・1 )”K] 共 ぐ 還 中 ざる RS 博 Se る 
せる 本 東向 税 可 つ いり S 選 の 坦 恨 4 SA さや ト で 
氷 明 ン "トト INKPSre む さや トペ ーS ト ミー 心 
ト KHS 棚 る 衣 せ る ン 長 で で re (「ー へ ドリー 
和 N」 1 OR 田 せ せ 居 所 ぐ 家 忠 回 やじ Se) トト 中 
KS 所 境 有 は 0 らし せ W6 紀 が 68 衣 全 飲 SA さや トコ 
MoNIN 人 AA キー く I ト で で SS で 8 で り S で る 詞 半 あー 状 
で (TA を へ く へ ・ 人 ト ー ト ルキ 』 民 ・ 還 )′ Se くせ 轄 和 
信和 で つや 表 上 半 SS 伴 (「 や トー ロー 人 ト 羽 一 ト 』 | ・ 球 ) 
名 悪 ね SG 映 ス ー ペ ー 人 で 間 玉 お 守 めき る Sr 





く 一 く ミー 心 や 』 リ ー ハ 1 トド 直 )) MS 人 る リー ハ AH ルド 曜 S 衣 
時 テロ ー ト 堅い めじ ilH 公 際 敵 昌 絡 く 。 RE か ト 
時 G 束 突く り 避 めで レス く ン hep 細 うく ウ る re つ 
人 る つ ” 半 せ いく ロート トミ ヘ キ ー ネ 本 ぐ 切 4 で P 選 立 悪 衝 
SQ 情 慰 。 副 間 ぐに 慰 S 判 昧 唱 中 びる の る 必 ( 下 テロ 
ー 直 界 )* 

ルト く ー く 心 や 』」 とせ トド pH 葵 ト ー ミ Ai ( ト 
さき AG 中 )" まで く テ IN (KK テト ーS)′ ペー ミ ふ 
Ti (NX すす GS 中 落 )) トミ リト ーー ル 公 キ ( ト さ 公 
トー 半 S る の S) く ー ミ へ Si1( く さき N トーヤ SR で に 
ミト SF) や っ Jp 宇 き で や Sr つ ト ミ 和 9 本 

トー 中 Abhira トー ロー 躍 Ao SW AN シド 一 二 
や ま NK や トト マー 刻 ぐ 呈 口 糧 で や る る て SS りつ の" ス 
一 ふ 愛車 ぐ ぐ で SS 太る 共 定 で 史 時 GS くね 9 
や へ 心 使 り で で て 幸せ で る つる 璧 (セル く ーー 心 ふ 」 睦 
難 )* 副 押 ルー ミド へ ホー キロ 6 で レー・HRS で 表せ 
トー ポー 心 環 を へ と 民 舞 で や m さ べ て S で ヘー 電 下 知 折 固 
ヤ neten 旧 See PS で 由季 旨 補 Joo ヘー と) ト ( 藤 
也 ) を トー ロー 心 で 要 つ きぐ や で せ 副 eee 要 や マト ホー ふと 
二 生 ま JAK や に 中 マー 選 全 で 愛 居 必 名 ( 宮 キー と 暖 ) 
や つや る SS 6 人 8 トー リー 心 人 る いじ や ふき キ ーー ニキ ( 由 
半 記 ) や ST で SNAHINー ド (や で AHk 王 G 欠 








0 つき つ 当 半 吾 ぐ 殖 つ Sero" 理 交 で せ 翌 敵 征 骨 り や xe 
で 一 計 で へ 堅 で 寺 選 ミ ヤキ リー ふさ お Gtn せ ” 窟 語 じ 記 さ 
や 谷 二 で 四 ン 選 S 叶 り 表 や て ヘ と NSK 画 り 周 き (『y 
く ー く 一 心 ふ や 』 さ 直 藝 )” 媒 所 思 で 革 泊 つて” 地 翌 吾 
も KS 回 徐 濁 つい 家 装束 級 じ つ " 所 せく 一 下 
や の 座 鈴 や xe" ペー トペ ベー トマ イペ ーS さ MS トト まや 
WS を 所 Se* 

TI ト トー ・ ト トー ト 』 し せ ト ト ま INK | 国 G ぐ NNK 
Se くっ ー・ や に へ へ た 」 せ や INKAS 生 や る 
xe 6 。 KS トト まお 必 KG 1 OS 必 K 下 二 SGw で やせ 
SS の JhQ り Joo4Sre" 8 TKS AA 人 トト ー ト 」 
と 出国 OORS ト ト ま KS 人 ST SnQS1OK 
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で や り トト キネ NNK 革 SA さや に つり 補 で SS 
ロペ ン 琵 題 久 舞 共和 ロ ー( く ヘ キ AGK) に 
か に さ へ (コト く 躍 福神 陵 手 )) トー で さく 中 ( 串 黄 閣 ) 
せ 癒 ね Ste 6n 旧 人 ら 。 yS で で Y ぐ 二 全 で 団 で で 
老 敬 性 *eA へ くさ コー リョ ーー ぐ 指 公安 りつ くさ 
BRT" トト NNK せ 穴 SE 忌 り 遇 誰 dh 拓 
各 も 由 団 四 や ひ ツ セ r9 模 負 り 定 っ 入間 年 で や hG Joo 
T 信 ([ ト ふ ミ や ト ・ や ヨー 和 」 還 ・ く )" つ ト ミホ ト ハ 
ンー AS で 

K ト kh Amala トー トル NS っ の うる 7 コ 3 
G 理 の 下 晶 he 開 星 S 1 0" 角 記 さ 苔 じ せ 皿 交 " 臣 
さく NE 
で 直 選 思 
Embelica of- 
ficinalis る 
EE: さと 
必 SR へ や" 
の で 
へ や ト 華 へ 堅 
っ 氷 やつ 
いり Se” り ぐ 
KG 王 せ 人 キ 


ヒン ドゥー 教徒 の 神聖 視 する 
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ミュ SI て SN ヘリ キトー へ キトー 回 りや トミ で 葉 
AN 一 か ド ト マ ー/ 剛司 りや トーHS 虹 か 
トマ エー 翌 せ ふせ は ーNS ル モー 明 守 BA や ト ぐ 
紅 と ヘー トト トマ ー 色 SO の る (トー ド マ ー・ く ーS 
ゃ や ト ゃ ふ 」 ご )* 

芽 キ Kー+ 比 ( 得 所 ふさ ヘリ キー 足 ) ぐ 二 切 己 xe 世 補 ぐ 
玉 縮 世 ( 昭 埋 せ | 定 控 ぐ 史 )) 全 で VS ト へ と 渋 較 ぐ 神 紅 いじ" 
ト か 中 一 天田 ( 加 旧 守 則 境 望 り ) 所 提 で 家人 る で き 癌 G 王 
現代 る ねる 他 て ン S 中 キ で トマ キ ( 概 ) を ベー ドー 
く ( 拍 )′ 並 宗 信和 公 箇 い ツ Sve* 

ト さ ミー ユネ ドー Ambalika ポー ハーH ぐ SH 明堂 ( ト 
ミー′ ト さ くり ポー" ト さ く ー ユ ボー) G 民 枝 " へ さ 産 で 
キーAwKS 由 も で ホー 心 や マー ニキ に さく ー" 
ト さ りー ぐ 11 マ へ 握 究 つね 中 基 入る 66 昌幸 指 
8" も で ホ ー 心 や マーニ で 申 二 改 で キ や トト マー お 7 
人 只 久 婁 YO りつ 本選 要員 或 ke 弄 や や マキ ー 
選定 る つ "に さり ポー ツ 鐘 で 中 壮 Wsom や nam 
幅 る で 生 ね " や マキ ー ネ 販 肖 や 生 に さ ボー で 
生 る 肌 角 で や マキ ー キ 中 名 昌 SS 宮 人 VS 持 S 電 
得 幸 吾 名 宮 人 T8" STIL m 一 天上 選 半 
信 由 半生 と ー へ ト ー ヘ リー も 装 記 人 S 生 さけ つい 舞 号 シ 


トシ ニャ ーー ニー( 剖 時 S 測 )N の 2 で SS ドー ミト で R 
束 (1 の 一 1 | 束 ) ぐ 拓 寺 で 玉 呈 半 SxeT 

トド INー ト トト マー Amaravati て 「 に 窒 や ed リ 
1 ぐ 振 じ "ペー ミ ヨ S 表 構 SQ の る RS の で へ を 
KGS 共 GS” ホー トト 中 (年 S 写 ) の ト ホー ふ キ ミー 
キー ( 半 豊 G 野 tcoO つり) つの 知 せ So" )G 野 ン 
幼き 1 OOOS 記 J1 の OS 曽 調 例 Se 名 つる 3 科 
や 呈 寺 @ 攻 SS つ f6a0 守 で 也 HG 持 色 手 で 96 訪 
af6RN Sn ay り 選 共和 4 ト 邊 ま 選 KS 
SA さや SR ト へ や で へ 古 "さと NS 和 公租 ペ 
し Sre ぐ や GSnQ 人 SS ら つ る 聞 だ た で で の 副 S@ ミロ 
や ( 彗 ) 和 基 所 veooS” 警 康 い 原 敵 記 で 羽 ぐ ね や 
ぐつ るり S 暴 mmRxe り の せ セ 入 29 SG ト トル トート トホホ 
エー て < ぐ 枯 せ 再 昌 ぐ 豆 選べ お つくせ 四 や 現 寺 半 
どり り せ JAJ6 で レ Sn やり レ 「 ト トル ー 和 トト 
ホエーBx く 0」 つる 條 りつ 人 恨 電 橋 導 * りつ 昌 S で お り 
[トー ミー・ く ーS や FABsSST NANKAS 
所 喉 や ペー ミ ヨ ぐ ロ | 忌 m 一 錯 キ 下 (| mー 和 ルキ 本 天 本 
ヤー ロペ ーー ミ ) で aW 拉 PSV NT ト 
ュー (NYAS 絵 ) や 宇和 S9 で 王 束 ロ ヘー トト 
ホエー ツジ る で 暴 玉 SSK 提 才 Q 人 人 入 や” 振 守 せ 
で AN で 遇 ト トー トト トマ ーー 振 征 は ト 和 Ni で 区 ホ ー 


et ロマ キー キロ つ お "US 表 ト さ ミー ニ ド ー 
6 寧 守 鶏 銘 称 つじ る で でも し” 半 玉 店 革 で 枝 せ 折 弄 や 
SS" りや り S 了 く 中 ミー ハシ ド (「 所 回 21S 振 
党 ) や や 三 で る ( り S ぐ テー へ ホー ヘリ ーINS 仁 難 信 で 
"ミー ヘー で SS 店 革 お やく 扱 装 到 民国 や SV” へ ミ 
環 *l お も xQ 愛 半生 弄り の りつ 班 や で お) 田 療 手 弄 宮 所 
業 軍 ぐ 午 りつ 史 研 列 つ ね お ト で や トト マー ” 恒 ら 
ト さ や ペー ロホ ャ キー まで つや ざ て で 旧 歪 おる 和 S に 
さや ペー | 雲寺 つ い 蝶 提 環 ポレ じ や マ キー キネ で 
り 心 せ 選 人 る や る ね" や マ キー ネ 革 で 明和 上 倍 玉 選 
り ぐ や 電装 素 る り 覆 可 つ ね G や (MG 提 穴 / 地 丈 / 
翌 の る ロ セン S 由 半生 判る ね" ので 由 玉 や マテ トド 心 AG 
や お で や る 所 医 ぐ 環 押さ や で 8(「 く ーー 心 ふ 』 
評 苦 )" つま 心 で キ や トト マー。 や マキ ー ネ 

トー Ambika ペー ハーHSi マ て S 喜 STSS 
1 く " つ ト さ ミ ーー ペー 

トーHK Ayus トミ ー ト や ト KMOVG 押 SteK 昧 
SS 要 記 やむ ミ か トペ ヘー で S る で 路 杖 の つい 装 お " 
畔 ぐ 無 K や トミ ミート や マー る で 了 貼 下 ト ふ キ 公判 SSS(「 セ 
く ー く 一 下 ふ 』 閥 澤 執 )* 

Se 2" 翌 SHS 選 中" ので 選 SHS 替 KA ロー く 
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ー# 再 癌 G 田 く ユ ー ふ ハミ ー 田 や 捉 守 つる やつ S SSro" 

トー ト ャ キー Ayodhya SAAK 呈 S | 羽 選 mー 
へ い ー ( 柏 記 ぐま 羽 ロ ー) 忌 ぐ 得 尽 GS 人 所 く 箕 玉 * 
SCPS ロ ー キ 忠男 で 洪 ” 還 埋 で いで ネー ベー テー 且 
KK・ 還 ロペ ーー ミ / 才 令 トニー ぐ 皇 長 1 1 キロ ネー 
て ミ ぐ ざり BS 人 う 間 痕 入り Se で へ ヘ を GS 思 宮井 
で 忠 尽 SH KG-6 で や 抽 品 め 召 SS で へ へ 1 ト 
ー や HIS 紅 し 人 < で 回 品 記 の セ h9 呈 謀 所 捧ぐ 中 
て TS” に mー ホ マキ ーー 所 お 奨 田 せ き ド ー ヘ ペーー 
ーー く ーA 4 ホ キキ AN 主 SSINT IN 私 A キ NN 
ー ル 人 SS” 砂地 波 じ せい トード ト ぐ 暴 つ Sre" りり の 
さじ て へ を や ネ 副 軟 ぐ 10 WStoS 公 キ マト 蘭 加 
で レ ゃ ー ヘ キ スト 穫 へ SG 対人 器 民 し で こ ) 才 
で き 冷 天 ロ レッ 謀 WS 人 る いせ に へ 一 RS 
前 いね Kー ド ー ス SS る の Sm 

KN ドー Alaka ヽ ふ ミ リー 選 征 S 晃 " ペー ミ ヨ S ゴ コロ 
SQS へ 愉 さ や ト G 骨 皿 *" や トド K ペ 一 トー SF KK ヘー 
ー| トー の の 起 笠 Sxe" 

K ト INR ト へ ふ ー Alakananda 「 玉 や 3 り S」S 習 
SAAK 尽 S 還 局 選 SnS 10" NNー ト ぐ 是 加 ら 
SS 叶 古 YS 半 暑 GS AAK 尼 各 拉 つ 。 了 K 里 各 坦 Sro 
SS トト 私 一 へ 皿 滞 S 護 RRG 痢 里 ( 現 里 ) 坦 





や re 四 胃 G 持 。 押 ぐ ポ 大 で で を りり ロ 悪 で 
(KK)"」( 装 回 窒 諸 ) 
KIh3NA キ Alambusa <ー 必 や S ポ 富 半 し で い 
ゃ や ト 圭 閉 で し 中 で お 回 表 き トー ふ ヘ キキ SO ーAT キ 
AH ユ ARSG 由 や りく 警 吾 S 舞 | 中 思 ポーーー 民 中 
そ ふ 朱 つ ン 堅 く ^ 宣 穫 ( 釜 装 各 報 ロー ト 因 )" 

トト ー ロ や Alayudha ベー 心 や S ネ 谷 半 SN や 
ト 盾 いる し 皿 い 愉 ー ふ へ キキ モ ( 暴 宮 )) く ペ ドーKNGS 選 
環 " スー へ を で 計 G ロ ー ド ヤー トーーー ド ホキ つい 対 う 
避 押 衣 記 る (「* く ー く ー 必 や 」 ロート 革 )* 

ト ュ ユキ ャ ト へ Aryaman トー で 中 で キ 下 赴 唱 m や ve 
装 醒 芋 "「 ト や 9 へ] 基 衣 ぐ トマ ニキ ルト へ 避 天 着 や tT 「 ニ 
へ ・ ト リー ロレ 臣 養 ら トト で ト で S 中 ざる で 
Se の ーN や トミ トト Jah の 。 取 受 (へ ) や 器 壮 つ " 
上 貴 ベ く マ ロロ KS 着 宙 正 失 * で 年 の つ し 笑 器 や 療 
で で し Ste" っ トー 逢 で 中 で を 

トミ R Arka コリ ヘー ミー 応 謀 S 臣 器 補 xe 守 1 
半 A Calotropis gigantea スス 呈 呈 や ロー ロ SDNT 





で * 


醒 征 Kーー キ コッ 案 氷 呆 て" 6 で へ ヘ を 国土 (トー 
さや りー 和 選 ) は 2 く レ ゼ " り S 斑 で 志 ・ 寺 ・ 福 下 ・ 福 肖 
や や セツ SG 箕 中 公 除 世 つ 穫 の T 


@S 到 や に で 必中 一 の 宇 当 Sr 了 K 王 所 や つ る に 選 
全 ト へ 私 一 万 き 和 トート キー (HKS 規 ) 県 TPNINN 
トー 者 球 泥 Sr* く GT りり 全 で ペ ー ネ ペー ホキ へ 人 A 邊 
KK NNS ト ヘー ドー く テ トー つく 愉 国 攻 撤 坦 避 中 人 る 選 
還 い ぐ 愉 団 く 混 記 控 *xe" 6 生 ハ ー ホ ネー 三 ば ペー ミ ヨ S 雪 
せ 混 記 控 で SS へ トー や 和 ト 衝 頭 いし 家 で 己 坦 Sr く re 
キ べ へ K 三 ルー ユキ トト ー へ ヨ S- 握 忌 近 や ト 
ーー ドド トー 心 避 事 T 固く 坦 所 SS くに ト 心 SA ヘー 
きく 一 ヘー ふ ヨ ([「 則 ぐ 療 」 で 抽 じ リト ー 渋 と ヨ 辿 G 媒 
吾 せ Se) ぐ ゴ ロ 混 S 近 で スー 心 ふ や トミ ヘ キ (で A を 
ぐり っ つ ) や 編 い じ 握 ぐ 轄 堤 Sr く ro” 絢 国 G く テト ー 三 
へー へ SS ト トー ヘ ヨ ぐ ロ 混 や 近 民 し で 敵 坦 Sr く ro" 
りり Sm 軸 つ 古 副 寄 SS せ に 中 玉 下 ペー ミミ し” で 
ミ 甘 年 ueoS せ 寺村 者 人 SS の 馬 の で く お つ 
る 心 (トー ドー・ く 一 RS や ト へ 』】 ご)* 
K 必 l キ ー ロ ー Aranyani 「ー 和 ・ や リー 入 】 で 鶴 
で 赴 " 本 定 症 ご つや つく て [中 茎 で 持 」 つ つの 中 せ So" 
「 人 ぐ ポ 年 4" 挫 ぐ K 是 で" す を 頑 omReXSPSteK 
で で っ で で で せ ズ 時 避 森 民 oxe 人 革 敵視 
生 ざ つゆ 全 (1O・| 還 K・1)" (要り 合 *e8) 0 で 7 
寸 和 S こ い 掛 各 箇 ねり" 束 合 o せ 季 侍 和 S で (て S ら し ] 下 


に スエ コン 全 て さこ 1: を が くく 


楽 用 と し て も 重要 視 
きれ る アル カ 樹 


トミ 光二 Arjuna ふさ 次 ぐー ハー で で 還 出 全 G 
n ぐ 牛 Hh" 『 く や トト シン ・ キ ー ネ ー」] ぐ 刊 く SH 
AT ト で TA ロー ルト つの つや り は へ へ マー 公判 史 お" 

T ド <ー ミ ー 心 へ 』 で 志和 栖 は 6 ミー ハト 田 上 
ふ へ ホー コル トー テー ニー つう 1 くく 棚 和 人 SS AN 
Nb 計 S 記 くり で い 控 品 潮 So JR で 導電 WS の 
唐人 で WS で ピ る お る 人 S。 條 沙 pm りつ 全 衝 計 全 で 
で ” つ 全 つ ′ 間 で 控 GmT へ へ 中 マー 半生 ひい レ を で さや 
トー 対人 で 古 さ 昌 所 で 計 難 到 國 で つく 愉 ト 
ヘー 心 ( 室 六 ) 避 客 で "SG や も” ふさ ト ki ホー や ド 挟 上 
ルト ヘー 開所 じ 路 店 生還 で AT ト で 井上 民 。 還 古 や トド 
ーー ロウ リート 避 半 や ぐ で で 古 ぶ S 判 PSxe で ヘ と 
愉 HtsT レト さ 穫 1 直志 直さ 2 トミ 2A 旧 赴 会 境 応 補 Ja0 
KS で 「 や AN トマ ーー 装 S 誤 中 せき や ト 妊 つる 玉 乱 
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アル ジュ ナ 


アル ジュ ナ 


























いつ や で の で で へ を 下 つも で 回り や ゃ べ で xe ので 
っ の toPSKvn つる 寂 投 到 交 年 マ ” や 避 計 
や せつ で 宮村 人 や つき 澤 半 守っ うな 

ミー ヘ と や 田 で コー ヘー で ド S 四 田 店 注 く KK で 
ホー ト NG テ ふい トー ペローNG 舞 毅 や "テト ドーmー ト 
電電 の 人 の セ tQREIN や トド で 田中 人 如 忌 っ | 避 視 し で で 
やや 岬 量 ニ ロー ト つ ヘ ニ く 人 る で 神 塞 款 さ や "ペー へ へ 
ゃ ト SH 足 やせ せ キ て し S 王 し S で Nm 田 守 つね お ぐし 
ミー へ トド の RS で や 必 や ト お 天 紙 旧 区 つり 
で せめ ゃ に さ 江 本 38 叩 守 旧 多く し 臣 つ 茶 業 つね 表 Aeo 
YS くね ね で し せ S ン や て ツ BR お で し 悪 や じ く る S や 7 
て ー ヘ へ トー ヘリ オー 必 で 環 店 入選 革 コン ロ Am く 選 り つ で " 
財 で 人 半生 で 宜 隷 各 で で JW テロ ー ト 田 下 で け 
WS 個 党 や 撮 信 や や で つい 拉 選 Ws 回 つね "に ト さ 江本 
せり ぐ 所 表 や 帳 や や と で お 叩 宗 下 や 2" 

を 人 S じ 田 選 幸 渦 押 呈 恨 で 8 本 で AI で 玉生 で 
ーm ロ ーー 部 緒 り 4 で ウレ く K ト マネ ホーNINS 箕 各 環 で で 
で 0 に さ 信 邊 直っ の せ 門 で し 壮 腔 で 潜り 五 る "WS 旋 " 
く ーQ を ト で 田 四 貴 く ホキ ー 団 さと ミ く HGS 嘉 
必 で く 二 マー で 監 束 ら で ポロ く NAS 辻 し 皇 回 つね お" 選 
代 舞 団 る で ポン 提 宮入 束 W で し 来 玉 和 S と ミ く NHS 号 
柱 つ お 主 四 sm 知 圧 軍人 S 所 お 式 写 品 奄 当 で や で で に 





幸 交 列 で | 吾 宙 氷上 つ お "63RSro 査 号 や 1T 下 中 
較 %966 る 届く し 弄 四 ホー 改 和 や トー くく 折 つ る 喜 ホ 
ホー ホー 鍛 品 代 で や kT や じ 1 時 SS る や 禁 で 
つね "で せり 軸 下 G 夫 雪 別 昧 つね GS 層 き さや 
で 暴 と トト ー ペ ー 己 キー や ト で 第 近 や ー ム Ti 
ぐ 画 弄 和 剖 お" りり や に さま さく 控 つ 
る 遂 K く を トー ロ 次 つり ヘー ベト で や 人 で ロ 6 で CNT 
や トド ふ 下 ヨ m 疾 呈 つり SreK く と ト 一 RS や ン し 血 で い 浪 
や つ で " 型 G 貢 拉 ぐ 時 避 輸 下 ト へ 9 で S 広 や 吉 つ RS や 具 
マ A を NNK 各 宮 旦 つ ね" K ス を トー 付き 2 穫 本 
SS 2 お 唱 中 に Di 補導 され" 

トミ さす ざさ へ へ キー 刻 ぐ きぐ 堆 G 皇 
や ト 中 古 せ 王 ウド ー へ や トド ぐ で 欄 品 吉 て ざ % 除 吾 
つづ ソン SreTs で 到 太 Ayn 和 や / に 中 全て モ で ぶ 避 完 つじ 
づつ で 様 S 藤 や 選 誠 や る る SRKS 質 忠 w 呈 RS で "に 
ミロ S 一 A ホ マー トト っ 年 澄 See 宮守 中 表 
令 玖 ot@ り US でる 政 編 1 題 ′ 表 ぐ 療 豆 wioo で 構い 
3 ね 敬 禁 玉 中 W で て ヘー へ 1 トロ 回 問 品 基 や Ke 外 
吊 \ 装 ゃ 県 時 Ye りつ で や る 聖天 到 四 で で 人 る" 思 で 
せり で やす 條 計 握 路上 4 て" ト N 1 是 知 窯 いじ 芸 < 人 槍 全 
信吾 二 つい JJ キ eeoo で で や 各 衣 つ ね ( ペ ゴ 宇 霞 )* 








ミ き A TPS で る | SenB つ し に さ 穫 相本 N で く 
ホー 層 肖 の ke 塊 近 各 村 で し See 和 S | 舞 で 揚 る つつ 
せこ ロレ を IN で く 和 マー 財 半 由 半 環 で 部 ( 下 
四 )* 

や ゃ 球 ぐ 刻 リ ロー ハト G 層 人 し いさ ぐ 田 回 SS 
ミーANS ト で ヘーNTINK へ 避 紅 の つい 庄 呈 吉 半 下 
桂 う で " 財 軸 に KS 細 マ トー 中 NGs9 和 mt" 
や つ 梱 SS 公 王 愉 で く 人 トー | 朱 避 型 つじ 
っ QJW に 瑞 選 区 つ る の S3 | 中 玩 型 長 で し 押 天 半 思 
つつ 記 3 で SS る) 太 つや くる "JO 篤 り 
Se ロー 区 べ SSe SINPAS 能 くし 要 和 や 珈 さ ね" 
り で く 選 へ 唱 宮東 宰 氏ね に ささ 江村 計 補 で 唱 人 
で で い 頑 くべ 坦 で で コ つ る 和 S。 悪 り っ oy で mW 舞 護 
全 h で AH ト で の と 必 で く 計 マー | 架 り So 稚 耐 
地 る で いく る" トミ さ 江 二 思 氏 要 で 逐 青 の くい A 邊 
キー ニー キ コ つく 導 次 の SN で 記 * ら て 季 到 移入 
に に : ビ に もめ の さり に: ピ 4 
束 つ お "時 全て へ で N 手 要 % 要 くし 記 衝 当 人 る 
トミ 直せ SS 桂 和 じ っ ゃ 現 人 で で おり きつ せ 才 で で 提 人 
で きる つつ し 近 中 公 で 疾 で 王 ロ く で 8" 

り S 1 1 時計 ぐ 型 癌 ぐ 装 理 で すし" トミ AA トコ る ン で 
SS 面前 や つや" Sre 間 SAA 記し 半生 つね で の し 


涯 で や 末寺 生き の 人 で no や て 電 求 ST 
年 写 ぐ 型 状 ぐ 装 昌 は くる" )S 想 "に さ 色 相本 3 ポ 薄 で 令 
で 舞 器 ww 中 は く S@ 信 は で へ と 了 K 味 選 田邊 で 夫 る 
で 必 二 東 つ お ( 層 甘 躍 )” り ぐ 型 ぐ 宗 記 "ペー ハ AN や トド 
せ ヘ キ HG や で 必 ー ふ ぐ 困 細 選 ww 茜 人 る ン つい 田 
寺 ポ お りつ 全 S で る ” DS 韻 「 ト さ 江本 人 トー く へ 本 
選 ー ツ う 必 半音 SASGS” 掴 困 See 四 いじ 田 衣 や 
ふゆ トー ぐ 幸 時 旦 つや で る" 太 必 に 和 SS さ ふ 回 て 持 
つじ じ ヘ と 還 宮 くく つい 青 JO に さ 入 相田 店 
^ ふ kyG 量 邊 さや 所 る 田中 刺 婁 れつ" か トル SR 
心 や ト で 富貴 差 避 恥 いじ 皿 四 品名 ぐい 半 定 や キツ 碧 
や で 会 6 計 GWPO 全く し 窟 周 GS ゴロ る 生生 ソ 
計 で や る "SN や ト ・ーSS さ へ 時 m 陣 届 角 弄 つじ 1 
SS や | 時 mm 全 家 RT SG や ペー へ AN や ト で さく 
つい 潤 拉 科 つ ね" 到 で 必 ー 和 へ 由 革 若 到 折 る" トミ 人 
昌男 ぐ 喜 や さや 選 一 間 導 の nt い 生 つく る 反 
問 せ 馬 店 に DLHS 光 つつじ りく 理 つ 玉井 届く で る ( 生 
ヾ ーー ふ 皿 )* 

ミー へ へ や に つつ S で や 心 や に G 表 装 全 新 つ と” 恒 朋 新 
つっ の 皇 家 *@ や ホン ぐ 国 マ 電 党 で 主 じ の mOe 論 
人 桂 で で で 揚 R さ キー や トド 舞 で 田 さ 人 つぐ ざり 


に 





計 
に 





アル ナ 


アル ンダ ティ ー 


N て や RS で 選 や ト に で ドーmー 入 トッ ベー へ SES ト に さ 
公 下 生生 叶 交 民 り Sereren 組 王 王 下 る お "| 
り 守 り 表 つり "へ ニ へ 1 本] 揚 革 野地 ] し 選択 
せ 「 居 べく で 劉 党 ] し 喉 豆 つや ね くつ 地 C トミ AT 玉 定 光 
を mm 一 入選 宮 各 吊 で ね ジリ シー へ へ 
六 禄 計り せ 掴 多 長 ye の ゆり ツ ポ ンド トミ 江本 で 量 宮 の や 
ヤミ ー へ や トド ト 4 吾 下 n で りら 8 で ( 愛 剖 科 硬 土 )* 
1 で ロ 守 で re へ さ 間 | 生生 ro 玉 本 再選 で る" 
トミ さ 穫 中 士 革 SN か ト 圭 上 半 人 豆 史 や ー ハ トコ 選 つ 
て 置く ^ GS つ る 計る 人選 革 区 古 ・ 球 つ 謀 各 肝 ね 下 
PS 人 ” 画 赴 で 計 く し せり リー ハト 避 宮 や りさ ポ も 各 守 
5S つ 長く ー へ 私 ド 4330 へ SA 二 で へ 知 め ジー セロ 
表 屋 や ARAKTYAS 宮 選 人 る で ト さ 2A 相 求 宙 奈 で 
りつ 避 表 恨 つ "トミ 本 本 き に 導 禁 半 呈 で つり ぐ 表層 呈 誠 
2 へ くさ 押 王 所 て ne の SS や る 玉 愛 ゴロー ル 層 下 つ 
( ロ ー ハ 4 ド 暖 )) り で の ロ つ レミ ー へ や ト S で 人 
や トド 吉田 還 つ いく と SASxeS | mmG 遇 補 で 球 と 
ロー ト ぐ 玉 S ト AH 選 ト ペー トド ヘ せ ミー へ や トド で 愛 
押 舞 本 選 全 思い し る ne 画 二 る 届 宜 杏林 つ ね" 
り ぐ 静 トド さ 本 避 中 に DI HHS 都 や へ ホー で 球 
呈 亜 思 の つじ 畑 せ し る る へ さき 環 G 撃 層 店 や 本 % で お "リリ 
S 人 や 生 和 ふ 中 一 限 思 避 半 で や 生 ペー トロ ュ 86 で 


で 均 や マト ホー で 中 つる RSne NNN セー 中 (Se 
半 只 ) RT キ く で 棚 で mn や で ホネ ペー シミ ー 勾 求 せ 
や マン 寺 RG や [RA ロキ くせ 詳 K で で で 生 で り 概 票 
茸 0 り ざ せつ ね" ド を ミー せき 1 OOOS+ ト ーS ( 暗 )" 
や マト ホホ ー ロ せ ポ シミ ーS 四 攻 や や 6 な | 要 時 Ro で 
中 く G 瑞 中 し St 時 で きせ 槍 や 折 選 ES で BS 
ポー ミー 1 の OO 置く "ホホ トペ ー3 お 1 時 で 世 吉 押 
は で キロ くい 折り ね" OO 叶 GS で 王 勾 記 S レ 
ポテ ミー 100O べ で ぐ 重 中 還 " や マト ネー ネ 拓 壮 
YIOSO 避 避 識 モ tey” 革 公 で 着 半 有 也 つや 貼 革 公 
迷 り S 由 SS ト ミト ST る "で 田 OO 時 を 玉 人 る や 
0 記 ぐ 切 公 重 ぐ いじ 選 計り 痕 乱 つつ 中 甘 末 提 じ 栄 る "” 居 ネ 
ミミ N し ST る" トミ ト 珍 ぐ 京 苦 し 誠 や りつ 倒さ 
早 醸 や マト ペー や 要 民 。 吾 放 到 ドー ミー で 包 毅 の で し 田 
OO 時 頼 つ " MS 選 S さ いり 4 で い 醤 導 SrG 6 で 密 う 
公 下 で "GS 選 と トミ ネト や 了 K 味 び で" りや 人 モト で 
ペー ゼー ミー ぐ で 補 業 つ 祥 で や 三 で 壮 社 で SS る る (F ト 
く 一 ミー 心 ふ 』 足 曜 )* つや で トペ ー" 

トミ hw Arbuda 「ーN・ や サー りく や て 
ハー 古 選 到 や @ 尋 隙 や 所 SR に トミ さ ト ふせ 下 つ ンマ ふ 
と 大 で 素 選 や Se や ニー トコ 区 装 じ "で へ と 心 華 事 % 





テー ミー 


し 竹 ら 半 旬 刺 中 で SS お り で 末 証 生 ベ ニー ふき ト ミー ジ 
HihYAHKTINSSaUn を や 田 局 り せい ン と りき 品 te 
( 層 補 朋 寺 )" S 

玉 査 層 HHh で AT で 心 半 明 娠 家 ( ト へ トト ネ ーー) 
NEST い 葉 各 和 名 和 りり で の op 開 培 随 の ざ つのり < 較 
時 xe 束 守 wn つ で SS せ に さや GS る SQ 
り QP ポ 愛 や 居 下 つる 筑 持 の 抽 6 く 7 信 全 や で で 
っ で 8 ト さ 邊 直 胞 で 責 補 ぐつ で ン ン ンー 生 ve けず コ ロ 
や 尺 ( 虫 因 天 蛋 )* 

( 京 S) ト で ヘ テ ー (APNSh) ペー へ (KN 
ふぐ 店 落 ロー ドー (ロード で 守り 半 記 SOS)" 
すべ NA キ へ キ へ 心 二 A 選 ト ) ベ キ NNK 一 て へ 
ANKN で を ホーー ル 込 を ( 式 雪 で A を GS 店 」 で 
映 )) や へ ホー キ ( ヽ へ へ ホエー 中 )) ミーA ヘ トド ( 
ーA を で 秋 店 ) ミー へ ホー キ ( ミー ミ ふ ( ト = ト 
エー ぐ S 財 )^ ペー へ 和 ホー も トト へ (ボー へ トマ ーー や 
トト 中井 草 TSoS) ペー へ AK マ ー ト トー ニー ( 尽 )” SS 
ー へ マー トマ ー ( 忌 )/ SpFIN を トト 込 キ ( 無 で 貢 豆 
宮 草 CS) へ 私 一 トー ハ キ ( 宙 で WP 更 半 る re で ) 
で 0* 

トミ ト Aruna 「 紀 < つ G」G 抽 ぎ し" 窒 G 革 "9 
ーN ぐ 窒 呈 曹 や ハヤ ベロ 可 害 ve 本 称 席 いし 味 ve 半 隊 や 








トミ へ や ふ トマ ー ArundhatT 頭 寺 や ト A へ WAS 和 " 
トー ト ぐ 華 癌 や 等 トミ AS トマ ー ポ 往 拓 じ で 定 
ま へ 本 エキ ー つ の SS) NNN セ 一 華人 る で 判る 珠代 で 
で "時 K き 装 選 世評 本 己 赤 つく 記 療 人 oo で お 禄 の 選 

で 部 つ 衝 革 名 察 S ト 必 ト セー 華 和 Wo 肖 に やや し S 
YS や て PS 基 ぶ 公 ぐ で 中 乱丁 も 東 で 記 お 表 革 還 年 全 
つて 暑 27「 選 せ 半 SQ さ コ キシ ロス ぐ 吾 op で KS で 
や" を 思 球 や Po の 党 宙 吉 塞 ぐし 球 じ Sko" 記 や 
8 る 選べ り 奈 宙 各 勧 つ Q りり S 伺 GS 到 く 還 想 京 和 各 | 
し 守 く じ つ e49m* | の 来 つ つね 

壮 ポ せ ホ ヤキ ヘー 必 く ーー 忌 で 閉 愛 や Sre ホ キ ヘ AN トス 
ーー ヨロ だ wo 地 選 及 人 お" SS 長 で SNIN ト セー 是 
畔 導 篤く ひら FNA へ 交 須 表 で つの ずり 
旭 で つる 半 き く 必 AG へ 時 で 巡 め つじ 吾 ポ り 選 や 
Be で お 入 操 ね" 翌 公 難 Y で GT 0 で り 加 KS や で 
人 K 王 避 定 つい 某 つ 哲志 痢 窒 つ し Se  S さ 入 
だ る が くま で: そ さ ずい まこ 導い EE 4 
Se で 全員 玉 S" で 表 つ し 迫 攻 き で 5 で 上 地代" 
「 や で AT K 王 "くせ りく 壮 判 応 王 お 農 語り 燥 
要 つ や ので て PS 選 6 ぐ " 宜 つ し | 握る 
性 で ぐさ 幅 吾 鐘 oo で マレ ヤセ" 1 臣 で て お 記 人 
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明 能 し SQ りや 宙 明 te て レセ "| 半 S 各 る 宮 選 闘 反 
まぐ 求め 現 信 で で セス 式 ぐつ で % 要 款 o じ m さ りや 
せ 人 Sm6 で " 過 握 8 要 器 ep し 記 wmRo の で で 思 
粗 ぐ 圧 層 求 る ′ 式 半 昼 層 wp で eS っ つ で つや やっ 
ロ ド 到 で AH K 是 時 ポ ぐ 訪 く や 人 る SW お" マネ 叶 守 守 ” 
時 隷 生 紀 り 局 生 の TP 人 で 翌 吾 悪 害 ので も い ロ 
Se で せり りく 普 迷 つう で 

や で へ 1 薄 当 吾 K 幅 る [家人 SS や 宗 避 要 ン シコ 
う 避 りつ の 革 中 る 現 全 で 記 人 早 や Se トー ニキ や IN へ ぐ 弄 
由 で ペー 一 中 で 必 で 公 よ キー トー ドー 忌 で 奏 連 じ 
mー ト で ベロ ーーb 衣 吉 志 宮 Y じ Sne" 生 1 時 本 王 人 RS 
0 やら つ 3 押 選 SS 6 家 ROT つ つい Sr 天 世 選 旧 縮 也 
で 補う 6 ひつ VS 衣 吐 ぐり 員 補 DS 人 W る 
WT 本選 半 記 で 環 吸 4 ツ " 天王 ペー 私 一 で ト で で 替 
や つじ ぐ 革 人 る で 聞 記 折り の S じ waen WS 迷 者 じ 
地 直 で 求 JSxe マ で 必 べく で りつ 宇 各 間 ポー で 王 部 
税 生 衝 SF へ 入 エ キー (に ト さ へ 和 トマ ー) 幅 玉 でる 
器 ホキ ヘー 必 く 一 一 志和 一 尽 時 玉 ペ ー 和 一 中 で 
必 で S 菊 くり 京 電 設 くる " 是 YSR ロ で Py 
S 天 固 GS 挫 こ せく で 表 団 人生 半 で 皇 計 " ペー トート で 渋 で 
革 里 和 め 思 人 二 年 に に さ へ トマ エー で も る (GS 
ー ト も や お に さ へ 選 ト マー ト NN キー 中 で ・ さ 私 








や "WS 副 G 反 や te で NG りや PS で お" 細 で る 
期 半 表 革 穴 ぐ 才 Gr く T ね で 前 向 会 60 昌 全 の 呈 
媒 TPKNWAS 加 < 記 避 避 人 る 和 る”) り で で 旧 つ つい” 叶 
の 陣 0 の 鶴 つ \@ り ざ や マン 問 K き SINP AS 培 福 質 電 
村人 和 S で | 1 千 下 和束 つ ね" や べく 一 計る ね ぐ や コ ャ 一躍 
人 悪い 栄 衣 へ や トド ト 年 き 性 条 巡 各 限 つい 幅 で 
" 一 計り 旧 羽 Sr@ 表 粗 3 守 で リド ー 
ャ し だ ST 式 S 半 和夫 密 つね "年 で つる 表意 
天智 ね の ぐ 人 中 全球 S 獲 させ の S 1 1 時 還 居 や 
KNWAS 制 N 記 る くい 束 つ る 寒 寺 や く NN く キト ( 裕 
で 子 避 組 玉 ざり Q) SnAR も 富 各 Se 副 翌 JRSee tn 
ぐり JPST 8 へ や ト 算 せり 宗 称 詳 人 で 民 電 じゃ 下 志 
S 評 玩 JST PSn0 つ ト ト へ AT 

ト へ R Anga や く ー ミ 主 拉 器 で で る 回 SS WS 
抱 罰 ホキ ヘミ ーー SQ くせ ホキ ヘー・ ト ニー シ ” SA 
公選 で 穫 選 Se 陣 埋 で くさ トミ さく 県 て Jr 
KA Angada で ハシ と 年 で h く ーー で 蘭 
ーー で 人 る 宙 上 半 玉 お (や く ー く 一 ふ 』 拉 甘 悪 )* 
選 ー ト k ぐ 索 ハ ー ペ ネー や や 洋 橋 や x@ お で 呈 問 HK ユー も トロ 
PINARー ロ 辿 束 や 慰 押 時 ve(I ト ー ド ー キ シキ 』 
拉 立 鞭 )” 吾 き ルト で 様 り く T 刺 杜 人 N SynNS 舞 路 や 






マト ホー や トト ー ホ で で 圭 で 9) 
トミ へ AN トマ ー ゼ ペー ヘー トド で で で 将 理 も 堂 叶 つ ね" 
半 K 玩 る 夫 で で る ホキ ヘー トス 一 一 忌 で 立 乱 記せ 
を す 串 トミ へ トマ ー ホ マー ミ さ ふ うつ し 明 で で PSt6" 剖 
半 到 田 状 で で る ペー ヘー ト で ト で NNN 一 是 で 
坦 で ロ 6Y い (回 KS 革 折 や 北 梓 Kーー キ ぐ 崩 キー トマ 
ーー ニー ミト 一 旧 名 員 太 お" トミ さ へ トマ ー ゼ トー トキ 
要 ぐ 坦 尽 し" ホー や マー ニー” ミー キー ニー スト INー" 
ま 選 K や トト マー シミ ミー で K 除 で K る や の 票 つ 
癌 柏 衝 で で 鶴 嘱 つる ね" WS-6 で 守 韻 に さ へ トマ ー 
信和 や に へ へ 昌和 の ヨ 人 る” 移り 控 で 人 る" 蛋 可 や 
宗 ぐ や ぐつ や 思 療 立つ り 和 長押 ら や "キー や ーー ニー 
リー ンプ くく もこ た SS めき く で で F く 3 YE 
室 還 つね" や に AA へ) に さ へ トマ ー ぐ 更 幸生 さや 
て し ぐ 下 YS ぐ 主 右 ぐ や ざし SS り 判 は で ro 
S さ 人 トミ さ 公 胃 和 で や Sr 

SQ 曹 る ら つ る 買 人 % で る 但 翌 二 名 所 S き レツ つ W で 
守り の ST る る" や トド AA へ 知 せ の 人 で ざ や な や で で 一 二 
で 生 ト さ へ へ ト ャ ー | 和 欄 で 提 穴 つ い ” 隊 票 Np 
玉 人 Sx@ 6 人 で リド トート キヨ リロ だ で つが で 8? 密 和 WS お に さ 
AN トマ ー | も 館 記 つい 20 の KNPA で 燃 電 つる 
へ や ト 王 S 還 で で 弄 ロ 間 つつ 球 員 杉 で る " 轄 














と NA ヘ ーー 胡 で ね ( 訪 ” 腔 主 恒 )* 

ト へ INK Anmgiras 「ー へ や リー] SS 所 
員 で 半 軍 SG 旦 更 "や ネ 副 剖 G1 マ " ト 心 代 キ エー ス 中 
で ( ズ 桂 で 宮 尿 ) ぐ | くう や RS ト AYINK 革 の 
や ざさ 折半 に S 避 聖 首 ぐ GW し 人 S こ "区 揚 り に ふさ や 
ト へ 下り や の 旧 「 裕 向 さ の 密 詞 | 和 抽 送 つ レ 3 る ( ト 
ふさ や に へ 所 「 華 是 豆 吾 列 eo る < で 生 宣 扱 ] し Se ぐせ 表 
つり ト ArINK「 己 表 吾 宮 密 装 貴 る 宙 装 ] で 所 )) で 
で や せ / 細 記 せつ ざさ や て 状 操 了 K 半 導電 で 折衝 ぐ 赴 押 コ 
St6n い BS ね" 

トト ホー トシ 8 KAINKSNINN ド ー ぐ 据 全 さ 装 S 
KS 呈 聞 ね 民 (や SS トニ ー ホ " ト ANK トー 
= ANK ト で キト 愉 く へ や ) で 1 ズ くつ ざる RS 
(『 ャ <ー く 一 ふ へ] 足 臣 )* 8 KA へ YNK 着陸 電 誠 
翌 @8 人 SS 1 KG ト 心 江 キ ー く 中 で ( 装 肖 で 刊 く 暑 で 
時 や SS ミト や で ヘニー ヘー ベリー ヘ キ ま A 
A 邊 愉 キー K ペ 一 セー ユー よ " トー へ 下 ホー トト N 
K ホ マキ" ト A へ ANK 下心 サー へ KT 愉 IN く NN へ 
キ や で も ト K や トト ーー トー へ AN 一 SA 中) 
S1 そつ SSxe (トー ルー キ +』 補 甘 暖 )” 壮 は せ へ すく 
ーー K さ ーー ト で ATAS 和 一 ホー トト ヤー トー” トト 
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K ペ 一 S&G 本 人 S トー く ー キ ー ミ トマ トニ スー 
mー ト マ ” トニ く を NNN ト セー" トニ く テ トト KT トニ く 
テト ヘー トニ く と ミー ネ " トー く K く 中 で SG 重忠 
ペー ベー 中 マー トー ドー へ リー トー ニー′ トミ 
AT セト マー くも や で AT セト マー で 替 お せ S 午 
で (『 ト く ー ス 一 心 へ 】 槍 甘 臣 )* 

トド トー トロ モト AINKB い くし SW て ぐ 避 中 到 固 衝 で 





PS し WST で YS 生 ピン" 
て ト KAINKG 求 ” 拉 ペリー ヤー ト 還 ホー 必 ト 
ーー の SGS 田 登る” 0S 田 芋 田 記 避 立 や @ 計 半 


失 半 る で も や 剖 つ くし る る "StG 章 J で 円 S 舞 衣 ※ 
で に へ AINKS で りり の 和 要 る や 田 各 誰 人 TU 吾 
全 電 SPOT) 田 邊 も ね" の S 選 要 く 田部 
ふさ ふ ト で 本 ト マー せ 共 軽 性 入 ぐ 生 HIS 弄 で 都 信 共 
HG や 和 S 和 や へ h で 時 ホ マー ロ 写 で で りり の 届 党 団 
つづ" を 向 じ ふ ー ふ 生生 トー 名 條 震 記 和束 店 革 部 や 
個 い し 買 つ いつ W で る" 名 剖 つ ね 田 や 尺 で ぐず ざり 尿 に ト ヘ 
YNK ホー 選 計 届 年 で し を で いり 淫 り 鈴 で 応 く ね 貼 半 
地 愉 SG 接 * り 9 要 接 つね" に ANK 共 記さ 宙 
革 で 替 和 中 る つ "ホー トト ーー で で 書店 RenG で 朋 
で や " つ 信 つ 。 WS 輸 な りり G 握 上 時 ツン 中 で ホン ぐ 装 
弄 下 人 2 ウン で S 昼 察 公 で で ぐも 中 ー ト ネーー ド 


NNW 穴 つね さや に さ ー へ NKK る や 守り 邊 WayG 
加 妨 人 る 手 ぐ 王 陣 ね りつ 和 SS で SS 韻 KiwG 和 
由 し Se トト ふ キ 和 S そ ヘ と NB で し 会 人 R P 区 旋 S 判 
人 OTN つり や RS K ト マキ せい キロ る 和信 
いり 補 ぐ 末 呈 料 避 Sne 現 寺 ロ 型 胃 つ つつ で お "で ヘ と 
下 全 陸 ら 選 四 旧 の お 門 。 ぷ ン ぐ 古 々 公 泊 ぐし 書 各 講 
で ト QNKooGS | こし "に ふさ や トド コー 和 毎 頻 
還 の 華 吉祥 癌 拉 電 叙 で つる て ヘー 躍 古 せ 表 くせ 光ら 7 
ト A 和 INK せ 安 つ し 「 到 せり で パー に ふさ や トト に へ 定 
JNKJ る 愉 RR や 長 で St0 も ひ B つ し を 心 愉 の 且 家 つる ね" 
人 る ン つ リ ” トト ArINK に ふさ や ト ・ に へ INK の 臣 
SQS PS の る 穴 (『 ル くく 一 スー 心 へ 』 警 癌 導 禁 雇 )” っ 
ト ふ さや ト へ 

ト へ へ ヘ キ AmSa 『ー へ か リー ぐ ト ー ト で 中 マキ 
是 租 ぐせ ぐ | 古 じ "「 塵 着 ぐ 古 」「 中 大 ぐ 古 」* り ぐ 下 せ 古 マ 
を 田 虹 ve 振 埋 忠 東 や べく 提 己 つね の ぐさ で マレ Sr 
トト ー ト やせ ャ ユー ゃ | 押 S 靖 押 YoSre TNINN セ ー ぐ 
ISK 思 疹 (ルーー ふ " ト へ INK トー ニー NNK ト で 
キト AN く へ 必 ー ド ) GS 1 くし Sre ャ ネー ホロ SR ヘ 
リル KJ る nAGS 聖 中 SS で お "SS ロ キ く 革 へ へ を 
ぐ | 中 で 杏 お コ 揚 穴 つ WS | 風 く S 皇 や 監 寺 時 ぐに 


S 財 きき SQ りつ せ し WS る 前 し 冠 レ つ 46 で" 
り S5 で B つ し に へ INK 王 下っ 9 ホーー で で 由 W46 慰 失 
で * り の 旨 求 調 つ ね (『 く 一 や ト ふ ・ ト トー ト 』 K・ 

1 還 )* 

せ ト ANKSK 和 ミキ ト ロ 宙 る 会 下 り 拉 つね 毅 * 
斗 年 時 や で 中 マキ ー 選 NSK ミキ (「 く へ まさ で 了 」 
S 抽 )S 都 で 各層 いじ 半 め 和 Ke ロ 7 お 846 に AA 
KG 人 る で 杜 電 で で おり の 委 人 で お "回せ に 
AINK 和 名 で 公 ド ウシ ドミ ミーS (「 に に 者 さ く 」 で 握 ) 
言 で ぐせ" り 村 電位 お に へ INK 革 KN さ ヘ キト ロ 天 
る 志 人 名” 書 東 必 思 応 巡 根 つる 2) テース 
中 生 察 せ や で へり 余生 へ の つゆ 皇 愉 つる ね ざり 眼 
巡り る やつ を ぐ で っ) 妥 近 つね" で ロロ 公 < で KN さ A キ 
所 ぐ 辻 し ポー へ 所 で 一 忌 ぐ 香寺 で し る お "や 
Sm ロー ベー ( 六 計 <K) つぐ 表 更 装 は 3 も で いる る 
S せ DS で 守家 や ST る ね" StG 幸 | 還 G 補 お ささ ハ 
1 ト S 拓 し S 松 へ へ 会 護 でる で" 壮 司 く お さ る り S 虹 
や で る で 胡 し 選 で やや 8 反 洋吉 し で で "りや へ 
ーー へ 生 宝 り 昌 栄 じ 所 刺 思 で 拉 人 お 笠 で り KN さ へ 
ャ や ぐ で 寺 へ 本 下 叫 づつ Ko で vE で 
で (「 く ーー や ト ふ ・ 人 トー ト 」 1 

革 に ANKS に や さや ト ・ に AINK コ 宇 生 So で 





AN AN た ミネ 7 EAA キス ホ で 
SFK や トミ ネー トー ヘ キ へ "本 私 マー ニー トト ペリ ーー 
や で へ り 放 宙 短く ねる 窟 (『 ル く ー く ー 心 ふ 】 足 ) "つつ 
ャ ユーキ 

ト へ ふ R Andhaka 「 畠 m ぐ 到 」S 握 し "で i ト マキ 
( 堺 表 ) NKK キー ふ ハ キ ぐ 刑 中 ” 半 攻 で umRre@ りつ ポ も 
聞 公 RS” 舞 押さ も 旧 理 る お "の 慰 半 要 巡 せ 価 mt 
りや 各 客 で つる ro の Sm RAN 半 K 政 人 る で 基 右 く 
ーー キー ふぐ 交 笑 介 愉 の つね で も へ 私 ト 華 せ 6 シレ 
に と ざこ 

翌 ぐ 是 問 4 で へ や ト 是 せ に AS で 弧 控 和 避 
vnJ つ ゆ 羽 で 時 年 (matrka) 避 品 で お 篤 。 吾 表 で きり 
で は 求 吉 つ ね ぐも へ や ト 古 せ 私 で へ 放 球 下 和 税 合 "| 
で の へ K 革 お 8 班 り 際 RS 利和 す AR・ さ 
ー ド トト ャ マー いて つ お " 思 導 に ANRG 叶 和 款 
つて る せ A 和 や ト 下 芋 に へ 和束 届 生 の 生じ 和 WT 
ヘ キ ・ ト トー キ ゴ )* 

8 お / 応 ぐ 藤 皿 お" に へ 私 お ふも ト 廿 で 中 や JIN 
リキ ー ふ へ する ぐ 刑 貼り つり 握り で お ざる RSreYSre 到 7 
へ や ト 華 折 選 丈 つ しく we” 理夫 呈 る き 和 下 や 局 ぐ や 
中 し 語る "部 庄 で ねら 共振 さら” WS 表 


全 





E】 
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ーー 
































クシ ジュ ヴァ ー タ 


4| 


蘭 ぐ 革 人 る 直ぐ で m や 下 提 隊 の つり | SN ホー へ ふ ヘ キ ネ 
(時 携 ) 入 寺 尺 理 る” 半 娠 本 で や 名 信 で 章 で りや 
ゃ レト へ 和民 ( 吾 号 ) AR いで お "an で 

JNI キー ふ ふ を 到 可 店 S 半 Se りつ A 柚 ど し 折 選 w 過 S 
TDS 玉 | ハト 華人 ぐ 拓 唱 際 人 で ト へ AS 球 店 
つい 症 WP で いせ 選 租 つね" 「 や つつ" に へ 和 へ S 
判 丁 ぐ 吾 つぶ 束 下る ら 時 各 税 人 ねら KNPA 各 つ 
で こつ お 職 は 3" 選 加 加 や 時 各 枯 枯 つ レ つ か 4 で ドリ 
Sn 由 TRG へ や ト 華 革 丈 先 つ る "Sne 雪 に 
AR へ や ト 是 G 地 く 一 ミト トト マー ゃ mmR じ 燃 30 で 
で や 回 で 誠司 更 GS お や TASFS 次 く 一 さや トド 
トマ ーMmm 昌 で ざり 届 避 弄り 栄 リン SQ 手 り 選 で 研ぐ 
将 べ くね" る を 記 で 7] 幅 お "に AS で り 愉 つる 
太 公記 8aem 箇 森 称 要 る NNN トー 入 革 り 
県 me ミー ミト トト マー リ W 可 で 拍 基 時 や SO りや 
提 叶 99 で つる ね" つ 全 つり に AS 王 代 0 で 人 る で 
で "や りや 選べ ぐ 机 直 め りつ 革 忠 六 で 臣 球 し Sto 幅 る 
要 人 る や や 人 S ト AS せり で 幅 導 つの 暫 向 人 衝 生 に ヘ キ さ 
く N・ ト KG く ー ミ も トト マー 揚 じ ※ め や ひつ 
で て 向 明 る へ や ト 王 せ 。 到 綿 品 つ レ "つつ に へ 選民 
公 束 で SR で ミー さや トト マーw 音 で ざり や 弄 や じ ビ 
JWP で ツウ を で る お" 装 加 つね に へ 選 せ へ や ト 年 WG 諸 


や ド 是 ざり" 

エー ふ ハ キ ー ト 1Sana 「 慌 固 屯 」 ぐ 振 や SN・ や で 
ー」 し さと 心 華 ぐ 応 ) ざ つ い草 く で で 
で で お へ や ト 下 避 柚 導 xenBS で ね? 

で ペー |da 半 痢 内 ぐ 條 団 " 下 弄ぶ 征 や つる K 古 "「ー 
へ ・ や リー】 り 人 8 くし 青 故 人 S 和 や ne 買 足 で 此 己 で 
NN キー と の 葉 近 ぐに キー ハエ で 人 S る 宮入 呈 < で 
で で 剖 避 ・ 是 箇 各 柚 つ ね" 

『 ふ キ ふ く ふ へ ・ ト ハー トト 本 」 ぐ 届 束 し じ せ で ヘー ポル 
区 全 由 共 epn ュ 6 いつ し 記 SS お 壮 宮 家 で 半球 る で 症 
お る RS ルト K 半 吾 作 ら 6 い は 水 埋 ね ざる RSte 
(US た つつ 

トト ー ト も や お で ヘー トト で も や ト KS ト 和 へ ふ ・ ト kkG 替 
も 下 和 や 提 察 つ レ トミ ー 選 ト K 各 較 くね ざる SSre" 
や トド で か ト K や に へ ふ ・ セ 恥 中 で 装 So り as 尾 T 7 
ツー 選 和 か ト さ 下 恒 是 村 筐 ov 所 お 泉 。 鞭 芝 奈 人 素 思 
で ぐつ 令 公称 下 畑 パ お 鐘 人 S 装 玉 じ 衝 人 で せ 詩 で で ヘー (で 
@ る て ー) PS で お” 必 華 で 直 所 ロコ り で 窒 せ 四 
由 上 押 GS Ki で 時 さ ト JR で E で S ね "つる つ し へ 
や ト 華 で 守る 唱 6 で ツー KK で 上 させ 下る 習 倍 で 
SS で トー の で し NN の 表 宮 つ " トミー や ト K 避 村 さ 





る 志 要 人 お 生 ST 紀 で 欄 で 限 GKA や ト 華 で 計 
つや 軍民 筆 人 GS 人 る で る "一 論 和 や トト マー 性 害 S 時 
や 器 人 つる で 吾 起 つね GS じ いう ロホ ト 古 や 東寺 つ 
トド ト へ SKKING 束 人 で 菜 る 人 G 和 も お の る m(T や トー タ ト 
ト ー ト 』・KK1)7 一 JNi キー ふ ふ キ 

や ふ ふ 愉 トー lksvaku 瑞 選 (ベー ニキ トト ヘ 
へ キ ) で 記 " ズ 岐 S 補 や ト で や ト K や トド ふ ・bkG 由 ” 届 
如 唱 でき 思 せ 以 ネン つ を で つつ お 政和 研 で 足 公 
で 判 玉 せつ の 68 て で 人 で 天球 お の る RSne" 虹 S 虹 
人 せ ト mー ト ママ キーツ り で 翌 民 押 11 羊 陸 茎 宗 G 足 
登り 届 昌 六軒 つつ る ね の る nm て SA 私 トー へ HAY で 
| 押せ 岡 て ヘー 人 で 表 補 くも SG K セ て” SO る 
NAS 表 更 京 ン の で SG の SO くせ で へり の 
SR 回 信 で 本 へ ま K Oxus( で へ AT See くせ か ト へ へ 
へ Vamksu) 尼 慌 選 S ゆ Am ロー ト 家 で 中 半 り 環 や の つの 
彰 恨 マレ Sm" 貞 宮 寺 弄 ロ せき 10O く SH 貼る や 和 
ね つる 2 ST も で へ へ AT AS 人 
凡 或 し Sxe" 吐 恥 で や で へ ふせ SG で ぬい る や ト mー 
ホキ ー ぐ S 出 や きら 科 弄 il の 3 記 S 出 宮 和 筆 じ ツリ 
で 陸 理 全 で 信 キ 下 代 田 欠 お "AN て へ へ トー へ 
HGSIl 天 じ に し ヤ ーー トト ユー 忌 コ トミ さ b 入 一 二 ぐ SG る る 
せ そ 四国 いてる の 3 








KK で 本 さ も や 守ら 上田 マ き 更 由 


Ye (『 く 一 や ト ふ へ ・ ド トー キト 』)" ー ト ミー 心 や トド K 

で ネー や ペー Idavida Sre< せ て トー で トー" 
副 寺 ーー= ト や を で トト KG トト キーGGS 
る ね 己 刊 お 忌 し に や で AE ト G 接 和 つや で ソ / 暫時 
や マー 躍 選手 く や (『 く 一 や に ふ ・ 人 トート 』 国 ・1)" 
RS る INK 中 で を 押さ で し" や で ATINS ト 前 
で や の つる で SneT 

で 一 昌和 トリー ロ 伯 く し 本 NK 人 私 ト 
中 エー トリー ふゆ つり ^ 据 近 中 neiK 古 GS 1 マズ " [所 
垢 ぐ 甘 ぐ 時 ( 田 ・ 還 1 ) つ や る で Sne" ト ホ ー ト 羽 鶴 ちせ" 
で トー も で 入 一 の の る で So6 紀 8 殿 寂 態 で や ビ 
Sne" っ も で ーー 

ヘー ト Indra 「ー へ や リー で 時 じゃ で の っ っ 
て ぐ 衝 導 (HEG 妥 国 S | ) 民生 で Se 拍 了 
祝 症 "Se < 玉 財 年" き 客 じ 権 臣 K つ 富 せ Se WS 
設 己 せ 拓 ンマ て ヘー・ で 性 束 臣下 り 6 し 衝 信 で 和 きら” 購 
変 写 | 団 刊 哨 ぐ 王 )Q そ に ト 江 ト 科 悦 つ ね り 人 へ マー 
KD ミ ニム (年 1 lO 一 | KK) の Ai セト で 
トド まつ SS っ ね 拓 せる 迷 選 で 王 ロ ーッ ーN 私 トミ 
ホー モヤ (に へ で へ 詳 堅 ) で 志 ざ の の Indar 人 で 
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イン ドラ 


イシ ドラ 





@ る Indara 
の いい 
で じ る x ( 羽 壇 
団 息 『 で ヘー 羽 
ES 還 に 4 
ー 和 に )" の 
や で 人 i る 刷 豊 
や で 古 YST や 
や” や トミ 
時 子 ・ 掴 悪 皿 
*Q の つぐ やつ し 恒 
いた づこ いま を っ 4 
つい "て へ を 
EN い コ 
補 拉 や oo で 
まで ひく 
提 だ で 心 AG で 華 
串 り 人 2 し お て A を ト せ 際 鶴 記せ くう 

『ー 和 へ ・ や リー へ 」 ぐ 古 光 やせ "で ヘー 功 征 の つり 
ぐ 幅 揚 人 暇 や 環 ン 明 RSPSxe" 医 交 語 乏 わ 人 で 4 計 
てい 容 宰 紅 じ ′ 嘩 下 トミ ーS 散 避 幸 べ じ 1 1 計 ぐ 忠 く ー 
ぐる て 角野 班 則 『 > 因 王 知識 世 人 で て ko" 古 遇 ハート 衣 さ 


イン ドラ 神 





ヨ Y で 芋 時 計ら 著 や (1 ・I1・ 1 )* 吾 革 ヨロ で や 
会 が 6@ ト コ W 瞭 "ーー ト トト ペロ ーー (日 宮古 ) お 音 
で お 但 志 や る も ント ト A HANA 栖 や っ" 可 OO 【 邊 
すぐ つや ざ せ 補 ン 〕 宮寺 さり コン 素 湯 や 弄る ロ 音 
せ 写 人 る いじ 控 に 選 (11)* 轄 王寺 すぐ りや 皿 田 く レ ヘ ー 
1 ( 慎 虹 ) 競 く ー” 書 せ ーー ペー で さ 民 ( 民 sae-) 
全う レ ヘ ー ル 和 絡 や 選 ” 押 定 SQ ( 古 ) 窟 志 貴 ひつ し 
トド AINO 才 で ねら” 間 せ 所 人 で 足 装 困 eoS ( ト 
や ) 電 衣 や 選 (1)) で て ヘ と Ns” 天 只 所 遂 で 四半 末 可 
や つつ 人 る つ し 選民 避 宙 宮 ( 暑 吉 お や ) で 記 や 
憶 寺 や つ 人 SreA0 VS 和装 棒 ・ 了 K 忠 ・ 窒 呈 委 
や つる "上 選 寺泊 選 宮林 名 球 二 る 補 季 絡 選 eo( 司 | )"」 
( 装 環 回 邊 宇 )* 
トート 民 客 や #。 1 連 は で AI と INS 押 際 や で へ す 

系 旧 間 00 WS RINN ト セーG 嗜 店 ル ニー や ふぐ 由 S へ 本 

と くつ ふぐ 晃 に で 中 で SS る お 半 や ね の る 

RSQ RA す キ くつ トト で 中 で て GS くねら 1 で 

聖和 セ 宮 人 S 六 ーーー ト ュ キルト AN) の ーN で AA を NT 

トド ミト" KA へ キス も で や ト K や トミ ネー トー ふ 

と へ 7 所 マ ーー テト トリ ーー 私 で Ax 呈 ST レ 7 

トー で 中 マキ (トト で で 人 る で 判 尺 お つぐ る や ) 中 


PE 


も で や FAN ( 電 証 十 王 紀 器 ) 補い 主 じ 際 咽 で 
や 届 寮 地 つ トー ニキ や 吾 拉 和 や ve で そい 弄 名 衝 記 
・e 結 畠 せ 史 示 GS 没 や 人 EESG せ ユート (つや 

「 明 御 球 」 ぐ 抽 堂 ) つや に 心 や SS りり きせ 4 WP 
で と せ [ドー ニー 心 可 画 」 Vrtra-han′・「 ホ ニー 
敵 」 Vrtra-ari 「 や FN 中 や や で 」 Vala-bhid, Vala-han 
や の 守 江 Se 「 王 へ や リー 」 り 人 Eo で へ ヘ を 革 須 
層 を 選 選 ゃ 世 轄 % や レス ミ 和 才 選 回 で 時 所 革 概 球 順 
暗 WueeoS の つい 舞 人 ペソ Se | 所 壮 呈 年 や ハト KG 
結 員 郵 つね こ "本 古 ペー ニキ S 理 堆 史生 る 思い どら" 貴 
圭 葉 志和 め つ ねら セ S 居 eo で レス 2nGT 

で へ と NNS 皇 午 有 い うし お 表 G-YnS 国 狗 和 人 Se(「ー 和 へ ・ 
や ヨー」 還 ・1 く )* 

で へ を NG 時 き 「 財 R 下 8 時 SS お] 回 介 誤 定 
更 つ し や S 半 玉 お S で へ と NW 華 S 近 計 人生 で 作 
Q る る で 控 る で ペ っ 選手 oo PS” 壮年 SG 
厩 や て く ツ 求 る ” 図 折 で 性 尊 現 ve 表記 称 束 約 半 本 
SS 人 る で る” り S 苔 や で AH ix 下 全 亜人 要 和民 
づつ” 名 全 ヘール 契 各 の ね で つり を 生 ツ て へ と 心 公 窒 環 藤 
や つい 更 斉 や xe 載 各 許 で Sv 

SS を す 舞 で ぐー で ヘー と NG 舞 藤 (SG 球 々 〕 や ト 

THN ( 醍 問 ) 中 唱 琵 い 【( 古 ) や 監 二 ける つり ざり 


き S で I 四 て Syn で 店 四 PS で SW Sre(T や く 一 < 
一 必 ] 祥 醒 )” で へ と 必 革 華 YG 民 固 押 り "に ト で トー 
や に ふつ る で RG 吾 や や さそ で nA TINS ト る nARG 
堅 肖 ら 私 に AIN 軍 著 つ つり具 お き 玉 い (『 ト 
や 中 ・ 人 トー ト 」・ 田 1 く ー く ーー へ 』 足 曇 )" 

(トー ト 玖 ら 宮 名 S@ て ヘーN ぐ 鞍 座 〕 

て 「 で AN の SS さ 選 」 で ANS 人 WS ロキ く 和己 
S 龍 や で ホ ネーS で る ね S さ 私 ( 給 亜 ) トミ さ ト S11 マ 
で 計 由 " 計 ぐ 示 ミーツ で 人 で る ね で トー ( 拉 
pn や る "ざり 必 S 人 ー ミ ーaWS 由 半 愉 芋 和 で 本 
ペー 店 基 で の っ の 旧 無 ペ じ 還 選 くら つつ が る 0 つつ 
K 喉 人 る で に さ ー ふ へ (「 に 思 ・ 生 継 」 ぐ 振 "” 年 Y ツ ト KS 素 
暴 加 会 6 つ る Ao の ミ へ で 音 公 対応 搬送 し 措 理 
半 雷 時 ) や 斑 T じ 栄 で 散 泊 つい を 民有 拉 つい る る" 
SG 韻 ポ シ ミ ー お 押上 称 店 茎 (ホー) お や sp り 7 
ポ 間 ぐ 王 せ SrG 画 トー ポー 慎 (「 拉 で 抄 」 ぐ 握 ) 型 や じ 
ン で SS さ へ 夫 つね" v り S さ 入 共 で 本 で ゴロ 
肖 や 。 國 電 ご 密 ぐね や ざり 半 模 廻る 秋 ロ つや シト ーS 
人 で 壮 層 で や を で BS で し つる 図 身 つね S を ミー お 
で を 選 旧 案 で や 打 る 電 税 人 " で ヘ と 玲 妥 人 0 導 で や ヤレ 
素 対 各 茨 つ ン つ 7 回 < で wm 癌 で し を で お し ドーミー 
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や せ 素 媒 ぐ 革 で 近 つ く 環 所 とり つの SW る 化 く ー ミ ー 選 
へ 』 足 貴 )* 

SSK 中 る で に ささ ふ へ 琵 芯 替 で し 反 揚 JAeOyn 
さこ に サバ 9 に で すく 放っ 
づつ せ に さ こさ ふ へ 避 考 民 拉 で つつ 代 和 SS さり 村人 半 る お で へ 
と いせ” 更 瀬 傾聴 か に 和 AH も 療 器 各 長 べ お 和 SS さき 
に か: こく] で こい くも = マオ 5 まこ いこ 7 まさ 0 だ の 
りつ 革 計 会 ” に K 昭 凌 唱 四 で お で て ヘ と N 革 SS 
NG K く ミト ([ 押 つ 2 中 GS 柚 " さ NS 忘 志 ロ つき で ピ 
sn) の 守 革 SS で 放 G ね 人 S じ See) 長 *e 人 で し 挿 加 
つい る 了 虫 で に さ ー へ 避 間 憶 りつ 電 寺 つる ( 臣 " 
太 皿 )* 

全 「 で AN トミ 江本] スー へ を で で 区 へ へ 中 
エー な 副 主 と トド ミホ ト ー キ K 公 で 半生 隊 全 人 SS 田 で 
Sk ヘ AN ( 密 羽 ) 局 WS し くね お? 下記 中 り 媒 入 容 
回 つき 人 S で 抱 1S ド ヘー 渋 因 軍 00 の で さ 圭 到 半 る お" 捉 
吉村 IOSGK ヘ て 心 G で の ミル トー トト ロ ュ で vd 
了 h で AHKT 民 半 SS トト ー ロ ロバ で ローb 和 で へ 
テト 6 で レト さ 相生 半 S る お" W り シー ミー へ を ト で 
絶 I 田 中 に トミ 9 本 「 そ ヘーNS 由 」 つの 富 せ Ste (fb 
く ー く ーー 必 ふ 』 足下 )* 

トミ 士 革 拉 基 じ 天 惑 攻 "へ や ト 王 員 記 罰 本 お 人 で ロ 


押し Sret こ の 男 上 邊 ね で で 次 和 SO り -JW 層 表 妹 人 で" 
つ 人 る つ 環 K き りり SARa0 で 滞り 軍人 お お 公 / 問 K 宮 注 
衝 呈 選 お 刀 で 代 ホキ も トロ 窓 尺 称 中 選 各 絡 つ う 
己 wsp で 押韻 末 レ を で 人 ので りり ぐ 刺さ つり" 
ホキ トト 3 思 で 色 ヘ ー ル 算 款 名 りつ Sr を で 計 
忌 各 居り ae 朗 懇 つ 。 半 大 に で で ね のり で 
A を Nm わ 人 で に へ で 中 ーー トー セト 40op や や 上り 鈴 長 
つね "りり Po て へ を 民 握る で S 首 諸王 等 人 る で 
と や トト で で 8 ら 祝 る 朗 寺 り t こ で くり に AH で iL 
ーー トト る 民 S ペ ー ト 虹 避 頻 ね りつ 届 憶 全 鐘 ( 臣 " 炎 甘 
3 

呈 「 で へ を 改 の ふさ 田 」 『 く ーー 心 ふ 】 ぐ で 首 時 コ 
で お へ さ 環 で 表 ( く 一 心 ふ 窟 整 ) で 弄り xe 和 を で っ 所 
ふさ ざる で SGS 田 玉 や さ ふ リー (ふさ 半 ぐ 廿 弄 ) 
玉名 しく 人 る" 介 才 守 6WS 凍 現 旧 を いや 水玉 で へ と 
出合 りり し 恨 く つく や 電 陽 相 で 包 * の 8 人 で 率 己 だ 
せ せ や SS 井 画 ピ 了 K 忠 旧 の MT る) て そ ヘ を 中 会 で り S 
りき 世 る お 型 で 古く ヤ く ツマ 琶 也 共 躍 Y ツ つ 
6 で Se で 年 YS 亜 Jn 基 時 公 愛 で つの 押 e い 7 
で へ と を 必 せ 表 つ いふ る くさ 田 昌 因 松 各 中 Ake 6 愉 爾 特 つ る ね" 
守 間 記 *Wr く SS る で へ を 小 革 層 二 の で ツー りく 選 じ ぐ 


副 S@ ヨ で トー キロ 要 で の "GS 末 で ヘー 玉音 で 
王 巡 束 で つじ 半 り 疾 据 向 隊 つつ 中 ( 下 ′ 拉 共 暖 )" 

勤 「 で ヘコ ホ ーー 心 ・ ト KNNS 計 る く 」 で へ を 
ぐつ で つの 十 SaS 由 本 せ 際 器 ホ ニート ・ に KN 和 柚 つね 
や PS ユー 心 ・ ト KING 暴 で の ざり ポー ペー 
キ を トー へ キキ ま SG 晶 舞 お で 基層 容 6 や 人 ねり の 全 
S で で" 据 つ る 計 くる に SS で ヘー トニー 有人 
て に に と さこ ドド こう \ り 人 コ 
計画 ね か に へ へ 邊 へ ポ 。 半 で 華 本 祥 ボ り 6 で し 掴 や け て へ 
と Ns で SW で 接 ” 環 坦 ぐ 中 培 じ ホ ュ ーNw 可 や りり で 
全 に 忌避 し SQ の 入信 年 せきや へ ING 環 天 G や つり 7 
も で へ 是 表 つ し 症 る 向 税 人 ね" も で へ TK 砂 で 
ュー 中 吉 可 や 旧 き トマ エー ホキ る 愉 同 計 で 下 各 攻 Sro 
つ 多 守 う の 記 0 で S 応 で させ Ni マー ホキ 二 ぐ ざり や 
また ヾ い 壇 奉 和 器 守 つ " 喜 世 家人 に 渦 避 奈 "けり S 副 守 で 
高生 で 多 藻 齋 吾 員 選 で 恒 つ る て ヘ と 心 3 トド AH IN 
や や 虹 寺 で 整 和 正 く し" で ろり ホー ニー 心 和 中 科 り ざ 人 S も 
季 入 ( 下 ′ 槍 半 蛋 )* 

昌 「 で ヘ と の ホキ や トト 」 ニー で て A を NSKA TS で i 
ー ホ トー や ト る や 是 興 ハート 旭 大和 ね りり 直人 る お" 
党 つ で お 間 で せ で ヘーNS 判 共和 拉 VO ざ つい 槍 で 王 画 
ヾ ね 韻 " 枯 mmG 副 剖 下 キト トト で 地上 リキ ー つ 皇 4 お" 


で や GO 守 替 1 で ピ 恨 さや つや で < 

せつ GS” @ 定 半ば ズ 計 や ST る SG 所 昌 宮 球 
や つい し 装 玉 る やつ S PS WS 韻 全 ぐい さ へ ヘリ ーー 
再 共 人 如 士 弄 い さて る ( 下 ヘ キ ー ャ と 直 )" 

表 「 で ヘ と ト G 球 夫 震 ] スー ヘ テ を で ト 舞 S 異 で ヘー 
必 K ふ レミ ー ヘ テート 所 ぐ で S ぐ 球 全 閣 和 襲い で い コ つ お 門 
ロー キー 詩人 SK 雪 で で ヘ と NGS 拓 人 癖 表 で で や で 
の 抽 家 5 

で へ と 民 守 違 時 て 村 人 9iooT SQ 人 RS MSS 革 垢 季 
1 国 Omー2 キ (1 mー 人 キネ 3 課 ロ ー く キロ ペーー ミ 
PS 会 で 要 10 国 0111O0O ペ ーー て ミ ) 四 1OOm 
ー 和 キト ( 受 や OO 〇 ー く OO ロペ ネーー ミ ) も” 正 陳 4 
つ 忌 地 つ る 赴 尉 パ 芋 副 避 や 握 や で 否 野 く Sno7 
で へ と 心 葵 MG 革 旦 玉 玉 ぐ 下 旧 状 WS 悪 大 思 ハ キ 
ーー も マーS る 公 WSno 回 | 王 で 由 の る 和 
い " 福村 6 くる Sr" 癌 で 困 で り せ トミー 古 訟 で 古 マ 
立 尋 ぐ 古 ぶ ” 頭 玉 SS 羽 で 任 は いで 6S 付 で PSxo? 
く ホ ー ふ キ 心 スミ も ト 和 へ ホー トト くさ 0 トマ ー ミ SS 
K キー2 生 中 キト ミヤ キー 必 入 一 下 S 
ー ふ ホーー ド (ミー へ 了 ト で に SN 皇 X 玉 本 症 お で や て 
A を と INS 宗 S ペ ヘ く ペーPGSe Sm ロロ つ アツ で AN と 
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革 EEKx_q づ っ >u1IOT111ERERFhhyh つ hh つ RLET ト ENT 


NG 球 褒 判 せ " 臣 や 了 つ ン 臣 つ 守っ oS も SG ( 臣 " 
剖 必 曜 )* 

王 「 で A と の 習 せ ボ ー ド ホーム Ste 半 で ヘー 
泊 中 ぐ SKIN 下 S ペ ー ト トー 共 呈 で そ ヘ と NG 者 臣 
も く し SGX 嘱 じ WS モ 各 琶 で る "回 K き で へ 
と IN 詳 G 由 き G 上 極 SS” 王 求 G ン もら 共 GS に し 抱 つ 
こと こま も 本 トー リー ドア よき 
全 宗 WTO も や "の 線 て へ 和 を 必 王 ペ ー ド トー 
KS 虹 り つる ツ 押 つ う 避 導 < で や ね "MS 揚 / 
田 を 加 呆 り りき し や ンー 王 求 出 震 束 当 全 xe 
地政 ン で 3" りり S で ひつ ソ ′ 習 壮 ペー トド ホーw ぐ で 緊 
S 選 喉 つ つて ヘ と 必 半 判 蜂 王 ぐ 缶 坦 ね 芯 半 庫 向 中 ね 
SG で ( 臣 ′ 槍 半 中 7" 

且 「 で AA や 田 ] See 茹で ヘ を の ト Ni 
測 世 く りつ し 析 う へ や 田 知 編 mn つつ ね" て そ ヘ と N 
RAS 如 ト S 1 革 本 で 迷 り お ら に NII で 宰 生 や 田 
AE EE 上 に の そう くく かそ ペ プー まや 
いつ" 寒 S へ AD 田 己 召 三恵 燥 SO へ や 田 葵 りり 
や る ン v 守 9 問 尿 つね" へ 反 要 共和 GW つ mW し Se る 
で 県 mn 旧 帆 へ 田 要 和 吾 モ xe で こり” y 
S 理 ぐ 氏 ぐ 過 3 下地 で 窟 や 選 へ り 中 で 年 つ る " 
や リ レ 本 SIKS で GS 民 G 目 ぐり 抽 人 る や て | RS 


ぐ 蛋 る 公 層 TS で へ テ 革 前 守 つ "やす 下 せ く 
ーー キー ふぐ 加 斑 で ま 中 で キ く ミー トー 早い 半 で 
直る 紅 と や トー い ペー くつ 可 や ツ ポ で る 人 く 一 玉 や に ふ ・ 
トー ト 』 悪 10 堅 / 

0 「 で へ と 心 や 上 客 ト さ ] トー ふ ハ キネ ( 了 器 ) で 
させ で へ ヘ と ト 主 で や we 装 殿 GS 王 可 で 
つ WT 8 て A 和 を 必 革 青く で る や つい 回 唱 選 や 皇 じ 
ン S 表 つい 哀 で る 倒さ 守 角 つね "りり S 各 杏 つ ソ キ さ 
人 S 丈 介 要 つる りり の セ 抱 人 S 半 ぐ 間 ぐ 湯 人 る で 宗 全 
や 冠 り 6 で ツ ト さ 中 で 舞 品 司 で 凍 つ いつ NT 入り 
写 で お 押 公 「3 定 王 衣 棚 各 調 どじ 民 べ 科 繋 つね |] つう る 
ER ぶ 30Y た だ よそ づこ に る くさ に の そつ 
JNN セ 一 薄 避 召 所 向 税 名 " NNN セ 一 是 せ "回 呈 Am 一 
トキ の る 避 半 窟 夫 し 攻 阜 つ " 馬 吉 交 人 Ss で 旧型 地 
つつ SS も で AN と INSG 四 る で 三幸 で いま 羽 K に 
エー 屋 や 基 邊 つづ " 選 SS き る 曽 和 SYS([ セ く ー く 一 心 へ 】 
キー ルキ 暇 )" 

せ 「 で AS 人 で や 「 ル <ー ミ ー 選 和 へ 」 
で ヘー 必 屋 させ く 愉 WAR6 愉 宇 で や 宮村 寒色 回 衝 守 
や Sne" SS で や へ ざる ARS 1 く S KWAS 損 中 S 舞 
各 得 じ ソ ” Kr ( 甘 ト ーー と 明 で 必中 相 ) で 記 幸 丈 





に に に の かり に に さそ が ぶさ で メー< で さそ そう 
くさ で で ささ 
写 や 書 つ う 令 衝 3 人 S で る り S 塵 醒 じ " て ヘー 
や に ト や 中 革 客 者 で 辻 村人 つ 。 へ 田地 お で 癌 各 胡 謀 
つ し や っ 要 品 押 SG る 電 可 る 2 式 定 の 独 
つ で 敬 球 所 家 つ 代 ( 眉 甘 躍 )* 

計 代 JS 寺 了 せ さ 宮 中 引 ぐ 王 じ 9 区 つや で 中 で S 
し Sne(『 ト や トド ヘー ト ふ キ ふ S』『 宮 器 聞 提 料 中 器 』 
「K 衣 補 雇 』「 ポ 所 療 舞 記 』 で や )* 

きき 「 で へ と 会 二 和 笠 玉 S で 玩 臣 ] Sre 癌 "時 観 トト 
ポーK 必 宝 K 正 旧 宮 くつ し 年 ざい 回 く "で ヘ を NG 計 J 
で S 再 トト で で で で キー へ 吉橋 で る りや SS る" 所 つ 
玉手 っ で へ ヘ と 改革 へら 対 WOW 替り マキ 
へ や 人 や 篤く 豆 つ レ リン Set で 訪 氷 状 く 補 " ヘー へ TH ト 
中 で キミ ー ド 一 aueoS る / 組 下 SS さり 肖 せ や 下心 全 
ーKING 剛 ね トー へ Amー ト で へ キロ WW 名 G 附 挿 和 
忌 で 恵 つじ て ヘーINS 才 に 逢 で ト で で マキ へ へ 和香 る 
遇 つい 了 K 臣 りら で 8" で そ ヘ と の ト 二 で 中 で させ 峯 で で 


つや SS つ いり 表し K く ロ 召 さく S" 

ざり 下 玉 一 和 へ m 一 ト で へ を 人 SG 札 休 ヘー 
1 きま トマ キミ ー ト ドー 拘り ら し 時 KG 信人 りく 
ーー キー ふぐ ぐ そ 遂 守 で を で ね りり の SA 


S 守 や Ney り 避 球 全会 型 SKNWA 到 り S 和 
束 奪 赤 い や Q ぐ し 半 革 村 守 で 下 呈 生じ 民 く 夫 詞 糧 包 
和 明 つ ね "中 ン 季 く お S で へ ルト 半 押 史 じ | 性 S り を 
や ロー ふぐ SSF も 回 こせ いく で "WS で ゴロ ネー 
エー へ AS つる nAGS 枯 田 S 糧 で やく や で” 選 S 田 革 S 
で ゃ ヽ ふ ル コキ シロ 棟 つ ン なき ー RAR 忌 全 で 束 Tv 党 
いじ 壮 還 。 四 旧 貴 し 較 AS 人 っ 3" SQ ロ SR で や へ トル 
せ 。 起き 皿 つ くく か 員 へ し ろう ン で 全く 怒 揚 的 貼 く 記 
お る つ で や SQ つ 在 で 田 己 胃 人 ” )S 団 り " 札 ぐ HS 
状 し ホン S 怒 舞 io で ツ Se や で ミー ミー ふっ SnIN 
ー ふ ハネ ( 悪 鍵 ) や 人" ぐ 田 き RNNW り Sー 
ふ ふ へ キ まで ざり 心 唱 に 人 る や タン で 人 る く 即 村 AM 下 ore で 
コ 品 厩 つ ね "的 ス キー ホー キ ASS 里 くく で いや 
エミ ーー ふふふ トド 密 ヨ S 健 whoeSSP” 居 
せ WS 外語 ぐ ゴロ 肖 や 捧 ら 硬 さ やり キロ ー ぐ SS 村 
導 避 講 い し ※ ビ お " 枯 評 宮下 ぐ 田 ホ ー ト マー へ SS 半 臣 で 
いり 到 青く 中 答 ン めじ S つ " 吾 革 加 で 館 じ 椅 お " つ 公 づつ 
り S 王 や や へ や ト で つり 立 G 負 人 四 や る の る 写 民 陣 
割 公 人 りー 近い ろり 中 びる me 悪 設 つ レ つ NT? 
慌 べ で 思 各 屋 び ね や で ミー く へ ヘル キ 装 つ し S や へ 
上 範 つ 。 WWG 玉 NNK HH お 上 雪 人 3" 私 で ミー ベー ふ へ 
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イン ドラ ジッ ト 


イン ドラ ジッ ト 


ペ キ せ 思 旧 黙 W | 科 る せる 人 板前 人 で モー ネー マー 
人 FARG 臣 療 史 角 り つね "WS 取 NN トド 一 年 
で て SIKS 謀 KIND 革 。 了 時 で 叶 電 や 王 つ レ ホー で 
一 信和 キ も の むさ パパ エア SS く を びに 家 
で で へ を IN や で ミー ミー ふ ふ キ る < で りく 組 品 衣 く レネ 
ー ト ャ ー か キ へ SNNN ャ 一 S 思 SG 近 明 や つじ 思 さ 
SG し ぐ Se 問 理 人 NNN セー ぐ 半 和信 で で ぐら 皇 
難 史 時 還 つ し りく 王 和 店 で 科 る りつ SG の 護 びる" 6 
で 負 杏 田 ホ トー トマ ー ハ へ SS 六 楽 拍 神 3 琵 宰 8 で 
で ぐも S か へ ドロ の 購 寺 中 Xen で ヘ と 必定 克 つ 
で ヘ を お 寄 ぐ 還 G る 守ら 鉛 つく ぐー SS で へ トロ 切ら 
装 夫 各 下 0 じ K 暑 の 0 で る (「 ル く ー く 一 心 ふ 」 訟 葉 計 )* 

1 に で ko の そ うい 3 

ミ 癌 くし お 較 写 護 へ 字 時季 Se 譜 紅 較 誠 
(Sakra-devanam indra. 弓 KSm ぐ 田 ′ 是 YS 邊 S 握 
並 ) つつ 李 宮 つ " 提 話 了 K・ 選 有 衣 ・ 民 判 邊 家 ・ 取 拍 Ny 
監 移 Se* ミ 蘭 生 嘱 り 39xe 地 極まる K ペ ー さ ミ ヨ ( 
芝 ヨ ) ぐ 医 二 DSre 計 写 選 ぐ 衝 り 当 お 定 し Gv" 
や や の ロ き 疾走 判 華 " 十 11KS 謀 1 つつ し 表 民喜 世 肝 
* 

(で ANG 記 SW) ト く 一 ヘー 選 ( 意 KS き で AN) 
と NN( 握 ” 企 田 )) RS トー へ ( 要 つ ぶ ン 中 re で" 


A と 和 議 状 o も で 日 諸家 つ ペー ネー て ヘ 
ミーS 電 操車 お" つ 会 つ 。 ペー ネー に 選 」S 
若 覆 レン SS で せ 衣 大 つ きる の 帆 る 諸 い る や" ト 
トル トー ゼ 足 人 せり り 忌 称 器 る いつ 宮 人 る 負 ペー 
ー ふ 徹 加 て 落 簡 つね ね いる くせ り 守 天 民 ST 條 IN・ 
私 ー ド トー と ト 』」 吾 ペー ホー へ や ト 古 で 中 つ ヤ ee 
GTS 昌 堅 生 Se* 

る いひ トト INKSK セ シー で 一 生か ホー キヨ SAS 
ト 是 で ぐ や ざ 選 でる 公民” MS 韻 へ や に で 是 祥 
ミー ミ や トド 中 マー る 素手 ね お で や セテ で トー へ や 
ト 芽 総和 谷 つ いね 6 で 杜 上 つ お" ミー さや トト マー 玉 や 
で し 栄 じ 問 KG 亜 取 G 人 で る や せ 環 り で る 皇 来 震 品 展 ど レ 
村人 半 し” ル を で INー ワ 基く 人 主 し 折 失 選 で 人 全 G 乙 上 
つ ツ りつ 6 で 5 選 品 衝 束 お ルード ー る る を で 赴 つ 和 和 
で お で も 所 守 昭 で ね の や トド 年 革 。 11 時 SS や で 半 KS 
都 つ 2K 根 トキ S 幸 で し 赤玉 S 田 き 提 究 
りつ 系 Paon0 6 もい B つ を TU 且 欄 つ る ね" の 愉 つ ピ 1 1 
時 紅 で So トシ で 選 一 者 つく へ K 当 SS 雪 T お "へ 
や ト 芽 せり ぐる Kim 仙人 押 衣 旧 束 杏 ご ” ド ト ヘ テ ー 和 ー 
ー ツ や 下 還 届く 替 つ つい 拍 じ る " 宜 嘱 つね ヘニー 
ニー せ I い ポー トー トド トト S 裾 つ S で 介 和 SS 韻 " 


表 握 ぐ パ くつ で )′ ホコ ー 心 く A ( ホ ュ ーー 上 可 や 2 で )" 
や ト 人 AN 一 (や に IN 下 旧 eoG)) ペー 
トー く ( 電 届 eS)′ ベー ペペ キー ネネ ( 了 元 明々 ーー で 
り やつ 人 SeepS) へ キ ふ へー トド ( 四 で 華 井 AIEAn っ っ 
S) トー トト スト で (年 G 相 ) KN 一 トマ く (年 で 
刊 SRveoS)" 本 で も や ト KK トマ ( 了 K 天 SG 刊 )) ミー トト 
ー^ ( 届 ぐ HH) K や トド さく 中 で ( 刻 で 利 ) AAHK 
( 甘 で SoS)′ NN ( 箕 揚 人 械 koo で ) で さ 
一 (3 て CT) で RNAiK や や ト へ ( 皿 ぐ つく 中 Wo や 
SS で AINS 租 K33 K ト さ 和 SN WS 縮 せ にし 
邊 ー ト トト マー 軍 衣 や や ト で へ ハ キ ャ AN で 義 へ 
"RA ネー 心 ペー ミハル 。 間 te 各 攻 そい 
ー や ト ふ "中 か ホキ や で り AT NN トン で 量 析 ドー 
や 間 S 記 て 叫 き キ へ NKK 須 攻 く NAAA す 中 
SQ ー ド ニー さき ペー トド ホ 一 

で へ を 心 穫 ー Indrajit NN ペーS 明 由 トー トト 
ぐ 中 ヘー ミト ホー ふ 、(「 韓 G 理 半生 SS や 「 却 守 」 で 所) 
ぐり" で や A 和 を 渋 和志 で ね りつ SeG レ て AN を INA ペー 
(で へ と いせ 記 六 甘 で 尺 字 ) つる RSve トー トト 相 泉 選 
臣 じ て へ を ING 言 谷 へ 対 い 王 G 鶴 由 つ や つら 暇 や 豆 
頁 唱 塞い お GS ペ ー ポ トー CST 壮 せ ふ や トド 臣 人 る で 
時 や で で 員 じ て ャ ヘー 心 対人 記 世 党 ら て AN 電 雷 選 


玉 半 お" トー トト りく 判 史 栄 人 中 司 ペ 一 ホー 
や SnSRah 人 8” 問 全 時 RS 草 者 し SeS せ へ や ト 華 で 
貼 や Se 人 で 8 Sn JST6nS 吸 eo で で A 和 を 心 公 
トー 生 愉 つい 器 移る 全 せい る し 8 表 で 4tmS 昧 皿 公 人 
ee 

必 Aー し ぐ 釜 廊 け 代々" トート ホー トト トド で A 
と 侵さ ーー ル GS 下心 やす トト GS る 宮良 証 人 
案 で で ぐ で で" 明 右 で 民 才 じ 琴 や * ら りき や WS る へ で 
で へ と 分 トー" | 記 丈 弱 つ じ 報 票 で ハー ホー や 征 選 
つ 。 り S 避 或 つ し やる" ペー ヘー 反攻 弧 避 羽 ペ 3 の 
や 玲 で 信 羽 へ セス 到 田 く 公 セー へ 区 で 衣 着 9 記 季 
人 SS りや 要 る る 中 ー ル っ の 投 匠 先 忌 つる" 型 和 R で 
AA を 人 トー 革 中 ささ 9 選 一 つる や の うり 必 や ヘール 避 玲 
いる で SS 楽 置 各 天 人 る" つ 全 づつ トー トト ト ぐ で 康 款 Se 
や で ロー ふと キト S 上 ホー ルリ で 府 和幸 盾 いじ 羽 近 め 包 
モ で きせ で ヘー 人 A テー 昌 衣 和 か り の Pte SnNNN ル 
一 是 ぐ 幅 宗 民 ね で や トー トド aJN へ AT 直人 掴 尽 避 
上 【 さ さり ホー ロ 選 ww て AN ペー ロ 肪 くくる で 守 

へ と 人 A トー いる も 診 思 で 周忌 村 で し 互 愉 S 下 で 
で で きる 月 コロ SvS 揚 隊 いふ へ りす ルト ロ 誤 称 
(トー ドー キ +』 窟 下 土 )" ーー トト NNAH セレ 本 
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ヾ へ と 必 ゼ ー ト Indrasena 「 ト 心 田 尉 ] ぐ 刊 べ く 
ト 選 NOW ぐ 接 トキ ホーG 由 壮 (『 ト く ー く 一 心 へ 」 
に 

で へ と トー ロー Indrann で ヘー 是 ぐ 境 じ キキ 
ー ツ の トマ で ヘ テ ニ ーー る RSne 68 トロ ー ト ドー ぐ 選 
PS りつ 会 さく で ロー ツー の 生 筐 So の AsonSre TA 
を 一 上 リー で 代 『 二 へ ・ ホ ロー 私 】 ぐ で 王 り 札 紀 レ 3 選 

(10・KK 宮 0) 『 へ て ミト ャ ニー キ ・ ト トー トド ルキ 』 
し 3 共生 G や 公理 K 和 や の へ 古 搬 つと 細 翌 吾 で 
SR で も し で へ と SYS 抑 部 くね ざ 因 つり る xe (1・ 四 ・ 

















せき に AA 相生 マリー セー トペ ミー トト へ KiE で 本 キン 
で へ へ も トー へ ” x 三 SS キー キー ホホ で 全 で へ す へ 
と テーA TA ホー リセ A へ SPASe SRSrees っ 
愉 

や か ト て R ミ 私 Vaikarttana ふ A ト マー(GSkes 
トニ ペー) ベー ニキ ( 表 醒 ) SS る SG 由 し 4SeS 
ミト ぐ 忘 SO” 閉 醒 G 実 S や で で さ ふ キ 環 内 ke(F も く 
ー ミ 一 心 ふ 』)? 一 ミト 

や ト で へ ハエ さ く ー ャ キト Vaisampayana 裸 穫 ミ ・ 
ドリーMNGS『 ふ で トト マ ユー キ ・ ま お へり ペー 回 くね や 
選 Q で St 析 副 琶 * トー ト ぐ 琵 門 や せ や ャ キー まで 東 店 
や も / 量 や マキ ー モ で G 邊 せ お 『 ル く ー ス 一 心 ふ 』 人 キ へ 
ー か キキ 田 せ 能 T る くる RSke(f ヤ く ー ス 一心 ふ 』 足 鞭 )* 

や ト で て ヘ キ ー ユ ー Vaisaf トト NG 王宮 業 表 つね 
トト キト マー 回 ぐ 軍縮 ” く 一 ミ 玉 ミー ト ぐ 翌 且 1O キ 
PS りり BS 朗 寺 S 難 趣 各 ポー ニー トト で 重 
hG や ト で か IN SA 玉吉 蝶 癌 で る 虹 10PS 
= 失 1| 提 宗 ( 失 1 1 回 mG さ 謙 刺 時 枯 上 交 ) で 昔 和 mu 
おり PSrQ き 才 ぐ せ や 所 輸 王 の つい 鹿 和 
不肖 嘆 球 「 拒 娠 紅 】 ぐ 央 くき し Se 療 加 (や で ルキ 
ーー ミト) 8" や ト で キー ニー ぐ 祝 尊 細 尾 父 や ST お? 


11・ や )? 砂 手 追 じ きく 入 ホ キー 必 NHK で く 公 マ ー" 
セー ヘ ホ キー ニー で パト ーー で 筑 忠 吾 
束 じ Geu る RS (「 セ く ー く ー 心 ふ 』 足 堅 )* 

AhTNINK ふ Indraprastha 「 で へ を 心 研 で S 誠 
下 」 ぐ 編 い "『 ル < く 一 ミー 心 ふ へ 】 細 可 衝 *o へ さ 揮 環 ko 
スー へ や トド ぐ 福 弧 " 球 志 で ホ ュ ユー ロ 県 く て A を と N ス トー 
に トス キュ いい ルレ デ こ いい 

『 ル スー スミ 一 心 へ 』G 選 回 SS へ さ 下 HH テー へ 
選 一 ロー 心 旧 坦 の で ミレ ミー ヘ テ と ト HS 田 mh で や 必中 
HK で AT で (ミト トー) 8 要 環 お 民 つ の 
ペー へ や FNNKAS 接 ES" つり で 拉 で 皇 
せ ヽ へ を 刀 く 一 況 お SR る ビレ て へ を NG 四 

(で AN ロボ ) で で で 守 つ る 細 そ と NN INK へ Tu 
款 じい や ざく で ( 来 夫 時 ) 

か KKK や ト ふ Vaivasvata 「 半 陳 古 や で トト 
K や トミー Vivasvat で 由 ] で 投じ "kkG 忘 SW トト で 
や に KK や トド ふ ・ ル KK つ る RStQ り soStO TA へ く へ ・ 
トー トト ト 』 ぐ 下 貴 じき "や ト で て トト KK や ト へ ・ bk 
ポ 著 六 応 信 人 圧 直 で 悪 思 AES る / 半球 称 G 
昌 補 的 くね " セ o” 素 王 で 中 勿 つ る 衣 己 で 一色 計 で 
祥 ざ る 写 (1 ・ く )" 人 トト ホー トバ S 和 8) 攻 表 で 人 SW 
夫 で S か ト で や ト K や も へ ・ も avS 近 へ HANS 和 ヘ 一 U 





つい 押下 守 訓 球 や Gte 骨 措 宮 ロ ボー トキ トマ ャ ー 拒 せ 
SN 画 田 に キー ふ ヘ キー さら 46 で や や 軒 講 紀和” 田 判 
時 ぐい ド ゃ 出 突 6 し 撃 王 つい 慰 ね * 

や ト で AH トー 中 Vaisvanara 古 ト SiIS 守 
"「 キ くじ S ズ マロ 球団 po で 」 [宮園 吾 SoS」S 握 " 
へ ・ ト ロー] しき ト N il・ や ト で へ トー ネト 
SS や や ロ | O 束 禁 ぐ 枚 部 や 昌 む で で し の op の 
ト SiIS 1 CS 牛 主 し S で 8 つく 勾 刀 閉 G 華 折 ぐ で で の ロ 宰 
sk っ に Ni 

や ト で へ TIN や トト Vaisravana ゃ や 1ーINS 志 NG 
「R で AH NF KS 中] に で た で こい 
くせ 記 KK つく で SQ つ へ ロー 中 

忌 ト で トマ キト ホー ふ Vaidyanatha へ トト 古 S 宗 AE 
し 「 昭 田 」 ぐ 敵 ” へ や トド 古 で 十 | | ポーANSSTS 悪 K 遇 
m* 

や トマ ホ ト ー キ Vainateya 「 や エキ ネー(SA リ を 
く ぐ 部 ) で 由 」 ぐ 油 し し や で へ HK 古 で 肖 m 旦 S さ NG 
京 SS1C* 

や KN 一 私 Vairaja や CS 宮 輸 (や トド で トー 人 
キト NIL AH トー ミト ヘー ルト ミー ドー ミ く スト で 
昌一 表 A 邊 AS ホキ ー ド さや 一 私 SN) で 1 
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(『 ト く ー ス 一 心 ふ 天井 曜 )* 

や トー ドー Vaka 回 く ト ルー ニキ トト ー へ ぐ 堆 "で 
ATINSFK 握 察 つ ソ 時 くく 下 ーーANK を で 
ー ペ キト も S で ijh で HH FAN や に っ | べく で 雲 に ミー で 
ー 揚 ぐね (INN セー ・ 生 ホー キト 』 で)" 

や トー やや トー Vasavadatta や トー で ド 
ぐ 選 極 そ 問 「 ト トー ネ や トト ネー S 判 くく" で SA 
を で リーS 田 K や St@ 表 や | で や ミミ トーー で さく 舌 
OS に 3 ビビ に - す 6 
ぐ 例 SOS トー ルド 色 り ぐ 赴 叶 で 世 地 さ や Se 

や ト ハ へ AH Vasistha 拓く や リー ぐ 副 二 『ー 
へ ・ や 1ー」S 無 競 で 着 提 やり 思 WeSve 副 寺 S や ぐ 1 で" 
や ヤ ボ 副 二 ^ SeS 十 心 A キ ー く 中 で て で | そつ る 
t0 へ ・ か ロー 私 】 63 や に へ AN 本 ふせ や トミ ト 
マツ NG 是 條 さや に ハー ぐ 缶 人 で 装 玉 ねり る Sr 
(や )′ や リー 民 避 く 下品 く やせ 震 G 必 で や 
ト さ し Se も で へ トー ルーINAUS 事 る Seo で 科 
に パコ コタ 

6 御 と ふく へ ・ ト トー トト 寺 』 班 6S8 十 岬 人 
る SS 人 押 や に AA ふせ ーー KHK ペ 一 KS 起 曇 
や や ^ 拓 G 垢 曇 や で へ や トー ツー 中 革 喜 時 り 諾 要衝 
Sv つ も で へ 私 トー クー 忠久 選 叶 言 ST お りさ コロ 











選 ぐ 握 や S 癌 で 中 で 捉 ら 忠和 穫 うる (vipasa)* り で S 表 
り G 恨 豆 や マミ ー ふ キー (麻将 つね の) つ 守 人 半 Set 
性 ( 功 で ANK 完 十 慢 悦 己 SmS 10Y ト 
K 選 千 り で 避 * ゆ つる 條 )" 艇 IIG Sn9 坪 旧 天 議 中 る 
や リ DO 胡 せつ OOS 羽 奄 避 性 SS 皇 じ つ 6 で る 8" の で 
史 ざ せせり で 選 きた ふ ・ と ミ (1 の OOS 選 坦 Wp 
ゃ や 揚 Sesp ぐ ) の 富 せ で et いで る (リャ トー 心 キ ヨ 
党 王 Se セト ホキ ロト N 窒 人 で 堤 S 雪 つい て へ K ぐ 田 
民 揚 S 10 つ ke ま ー ス 公選 守り で 避 基 * ら つる で) り ぐ で 
心 せ つい ( 足 氏 や 四 酸 つ で の つり 中 や 祥 る 66 NN 
T ふ 革 折り の 接 G 革 や 紀 べ く 票 ら こい 公 で で S さ セト 
ー パ キス 一則 皇 "引く 球 G 田 蘭 導 で y ン 問 和 四 
邊 の つ 尋 多 や FAT 入 倫 で 田 コ こい る お 票 吉 辻 
る 控 つ いり 1 1 時 で る n@ 反 つ 東 人 る で 愛 る 王 つ "時 ぐ 田 加 せ 
構 で や お" (『 ト く ー く ベー ゆ へ] 足 臣 )* 

トト ー ト で 基 中 じ せ や に AA 生生 昌 鉛 半 虹 RT 介 
尉 上 和 や コン 長 ぐ やじ る ne 6 叶 共 祥 王 装 NN トー 王 
S ト ホー ( 芋 ・ 章 符 ) 人 る で 半 ね SSwe 替 い に 
りり SW 人 臣 衣 りー S 直 S 栗 選 人 る で へ へ キネ 
る や 和 人 で トー も 公表 要 人 る で へ 一 トド 反 中 全 で 半 玉 お や 
Sn US 惑 1S 半 凌 和 3 る し" 連 洗 トミ へ トマ ー (人 で 


で 昼 二 ぐ 表 半 和 S 補 6 でる Sn" く ー く ー 心 へ GS 届 
宮 じ せ 。 思 せ K ペ ホー ベ HS 旦 し せ 絞 ン レツ で 瑞 由 や 一 
まぐ 量 さ WS や FAN へ 性 表 や や で AT ドド ト ー 
ツー 選 革 補 で ざ 全 つつ し 天下 羽 各 行う 烈 ynJ 所 WP うる 
や に AH ふ りき 1 の OO べく 吾 由 生 人 SS GrnS 昌 囚 
や A キ ペー る で で "Ge 店 所 せ 引 寺 し ボ ミ トー ふ キ 
ミー ずく で SRS 幅 提 く " 競 で で 折田 避 表 
で 避 直 で 8" つ S つ | 美和 3 SN べ 上 田 PS で Po く 
必 や へ 握 生 署 km て woPSre 記 斗 帳 つて 地 ぷ ね お ざり" 
村 半 じ 信 出島 韻 で つ く る ね 民 や 剖 各 記さ 琴 RY りや 
さ キ ペーー 革 り S 田 手 マ 球 Renet 思 る 知名 主 6 
つる " 到 品 恩 つ じ wS 寺 ける ね や で 私 トー ント 
1 く ぐ 皿 て 球 I い 一 へ ふ キ キロ 看 つ レ ” 田 で 下り べく で や お " 
り S も mn つ いり 赤 票 S で 人 皿 尽 ぐ 性 。 選 要 
せ や ヘ キ ペ ーー で PS で 8 に AAT AG 中 半 ね で 
せき 天 で せり ぐ 押 て 球 り 直人 で で く ロ 10O く つの 引く 史 
て レ つ NT る" 捉 絡 り ロン で で や ト に へ AT ふせ 対 woxe 持 
避 宙 求 2 6 和 的 衝 宮 民 遂 反 員 つ 3 もい の つる "ペー ミ ゴ ヨ 
で 攻 二 る で 宗 避 幸生 る 和 S 思 で 控 で る 舞 共 室 ぐ で で 湖 人 る 
し SS " 人" 芸 Q 穴 で 革 拉 司 り で 補 生 6 で ゼン 
三家 各 和 和 や * ら り JoS ン " 舞 品 軍 く る a 提 も で 生 い 間 S 皇 
に っ と ES まさこ いい ド ュ ジー ド 、10 だ さそ 








や SS で ホー トト ーー で ドロ ー ド KT やま キ カー 
選 か さく や F ト KN トー 了 ド マキ ー ト ” 生 で 本 ド セー へ AN の 
人 記 る " 慰 で きく る 衝 で つの) ヤシ で で 副 計 でる" 私 へ 
+ ぐ 鞭 圧 具 じ ホン S 華 YS 情け や ト AA すっ の 華 せ の) 
つや 恨 て WS 押 ト ミ へ 私 トマ ーpKSS の 弄る 

り 人 ぐつ に も に AA 本 ふつ に さ へ 和 ト マー で 1 ズ せ 骨 枯 ロ 
誌 ど "11O で 玩 り Sm 

ふふふ と ぐ r 牌 楽 じ 選 ぐね や ト に AA ふせ NNN セー 
古く ぐ 琶 直ぐ ペ ぐ 革 る で 姓 ら り ぐ 握 己 午 玉 お "で 銘 11S 
半 典 じ SSFAATA ぐ 苑 革 トミ へ 和 トマ エー 半球 畠 
PSe ト ふ ヘ キャ セー ホー も GS で 無 11S 判 舞 せ で へ 
へ や トー へ 由 宮 SlyHS 思 る 4 で や 採 Oo 
拘 G 午 誤 せ ツー 愉 ・ 和 や トド ミト S 由 の つじ で 明王 人 る で 購 
Se りつ で 振り で 着 睦 や まや ト へ AT へ 
SKK で と ぐ 羽 陣 じ "WS 元 せ ホー 心療 ぐに トミ さ へ 中 
エー ヤ Pe* 

トー ト ぐ 是 回 や せり STG 無 1 つ 相 S 判 典史 3 リン 
や で へ 私 トー クー 選 J で 剖 る て SH ロペ ーー 公 
加 で he" や FANAT へ の も で AT トト ー ク ー ト で 斗山 
選 で や re 吾 う で 医 国 つ 下 表せ いる く や" トート 癌 義家 せ ※ 
で で 寂 や > Sr" 
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ヴァ シシ ュ タ 


て や で A や トー クー 心 。wS 昌 に で つぐ る NG 韻 加 
せつ %W 画 t@HPST る? StG 語 田 侍 門 軍人 忌 届 弄 いじ 迄 
せ 玉 "所 玉 RG も も に AA AG 畠 本 は た ンー トト へ 
A 生 へ で 素 問 還 各局 お" や FANAT ふ 8 て AT トー 
ツー 1 中 公共 阜 や つい SoS る 宮 避 叶 で 正 握 和 つじ 
全 ン Sm GS1 SS やせ ルン 窟 や 下 6 じ 掛 門 せ っ 
Se” 罰 計 べり る 必 叶 AS 畠 G 将 枝 る し W じ くね 
畿 ろ ね か で AH や トー ルーNRSMS 呈 各 聴 So 回 で 
掛 理 きぐ で で 守 笛 の 全 守 パレ ン Sxe ペ ドー セル 誠一 
る 補 半生 くり SG 記す 胞 さ し 絢 人 で 導 果 つ し や で 
ね JST" 月 SS 選 記 る る 私 で AH トト ー ク ー 必 りく 悦 
す 全 寺 つ てら "足下 つぐ 字 園 ぐ 記 せつ 科 宮 つ 6 の 呈 つ 
ね 生か ト へ へ 時 下 拉 つ NN 人 る で" 田 き り S 田 団 ぐ で 
公 BSe 下 So ぐせ セン y 田 王 相 *e て W へ 導 計 つね 
全 要 Wor く で で S 和 で る R や ン も し 拉 く 可 WnN つ ね" り 
St で せつ いじ 昼 穫 GS 整 く 呈 選 % で る "トト AAT へ で る 
民 語 つじ 刀 せ ボー ルト ー 半 環 Am4 選 閉じ ” 画 向 閉じ 中 
N つ る 演 加 や 閉 や ゴ る " ペーb ト ホーK ぐ 層 WS で 
信 ぐ で 尽 叶う る 寂 上 二 生ずる つ い 薄 つる 飼 詩 呈 量り る" 
つの OS や で AH トー クー で 下 財 人 つい 民 伴 で や ト 
TA TS トー クーINS 環 お 下る つや トド へ へ SN 短 守 
で お や や くせ 揚 り 携 人 レコ で お 9 み n つ ソー で る 田 


駆 い に る さ 赴 下 描 宇 586 くつ 罰 商 称 隊 主 お "うり … つ 
し 痢 直 堪 生 ye 人 8 人 SS く INWAS | る 時 すく ペース 
代 く SS 信和 SA トト ー ク 一 選 葵 り で りつ 
や 授 地 つ " く ーA ホ を A 和 を 民 篤 で や ト ーー で 
撮 つ KK は 6 や や 田 男 の 欠 迫 oS 旧 人 る で や て SS や 
求人 の る な 

旬 や トド AA へ 私 で 本 トー クー 陰 生 くそ 本 よ キ 
へ を 避 到 つじ た S 選 庫 丹 ら 手 ぶ る に 幸枝 乏 半 レレ 
"信孝 定 画 篤 槍 ぐ 王 も お 本 や トド AA ふせ 
可視 旧居 つる ね 私 で AH トド トー クー S つ いり 幅 
で る" 「 剛 隙 で や で AT トー クーN 人 SS An つ し SG 目 
帳 洒 G く ーA ホキ ヘ を 居る の る 思 り 者 人 や お で や や" 代 
捉 き 避 棋 つじ Se もい 宮 る 選 知 つじ 選 称 3 つつ し 克 で し 画 
全 h や ヘー 切り 人 "人 拓 せ 抽 町 Sh や ヘーー ロ BS で レ 
つよ ド DS-emS る 和 全 下 - で 記 人 お や で へ トト ーー 
司 「 較 Sh や ヘーー し る to で る お 38 写 S ト ギヤ ウ の コ S 
守る 條 る で 幅 級 か に A へ 上 生 へ 人 S る 包 全 下る お" 
St や いせ つい 回 SG 思う 6 で ロロ や ヘーー つ RS ト や ヤッ 
信人 スポ ャ ー ト 生 妥 ぐ 垂 情 り ww G 据 旧 球 で 
じ 組 くし る 公選 せい で O 衝 る 回 る り 早 坦 つ 人 で る 
介 全 で 中 SS る お め り 直 くじ く 尺 " 昌 で S 始 せ 補 | 和 を 


せく 心 叶 吾 計 や ト へ AT AG 所 し 京 で 古 壮 民 明 
= mQG 家 立 隊 人 る" や で AM ドトール ーING る ぐ 算 
占 ご りか に へ へ 相 ふ り 到 衝 Q 垂 つ さ S 坦 べ で お で ね で 
り S 童 じ G で " 回 き 田 国 夫 じい 王 R で 欄 ぐ 王 ロ ベー 
作ら つく 折半 現 天 お" 也 る 館 EGG で やり 引き 醤 
素 計 表 玉 刺 部 は 0 到 ト EAA AG 表 半 0 さり 龍 
つり る と りつ BS で る (PIN 一 ドー キト 』 る 時 虫 )" 

US 雪村 3” 製 所 (ベー ニキ トト N ふ キ ) で ーー ニハ 
と へ ASHS 理 唱 つ いじ 弄り い ね" ーー ニハ キ へ へ 則 革 錯 拓 
S 妃 療 oo で 66 し 己貴 Q り の 称 用 さ し る る で" 生 ト へ 
へ す 入 生 WS 吾 弧 字 つ る ぐり 表 つ いり " で AH トー クー 
必 玉 ーー ヘ キ へ へ 由貴 了 K 電 整い の つ 。 で る 人 SG で 衣 
思 wMES で SS WS 所 除 ーー ヘ キ へ へ HG 勅 基 せ 補 拭 せ 
ゴ 選 革 直人 で "つる つ 了 K 瑞 で 刊 そ と 中 是 せ 田 色 急造 
つる 6 や 了 K 葵 Xe で 和 騰 人 人 で る "やり も で る 
せ S YA や トーク ー 心 革 押 選 や 革 人 おり 4 で ツ 。 也 臣 や 
層 暑 SS る や て 日 吾 宗 必 共和 生生 リーー ヘ 
す へ へ 田 交 下 で 所 お " り 愉 つい 恒 押 ぐ 表 壮 せ 者 マ 困 6 で る" 
名 や トミ + 是 で 陣 呈 ロ は 6 で ツー く ーA ホキ AB ロ 
ー リ ふっ SnSRS 私 店 公 講 S る お" く ーA 1 ホ キ へ を 8 
トミ 是 半 人 貼 苦 和 橋 良 揚 字 の の 選 誤 角 つる お 
入り で りつ 員 長 で る 王 由 人 栖 組 各 押 宣 つつ が で 8? 





SS し 操 宮 ぐつ ぐ 天 し SrGNNN ド 一 玉 音 で で 沿 肛 
人 Sep 下 や 招 宮 り 明 る 己 < で 守る 公議 吉 状 つ を 
で ざる m (『 ト ー や マー・ く 一 SR や トド ゃ 』K) 

母 や で AX トー クー 選 革 ま INK や に トマ ー 恨 ぐ ポ 是 間 
記さ ぐし や ゃ に へ へ りゃ 避 薄 つ 電 つ ウ つ ems 所 つ お ね" 
て AT トー クー 避 守る 名 生 < で Se で 和 格 お 表 是 人 せ 
り で 臣 据 つや に へ へ 昌和 へ 到 字 だ つり る no 規 鶴 和 選 で 共 
し | 話 は つい” 問 各 に 混 革 つつ 坦 つ ね" つる つ ” 半年 
で A 私 トー クー 必 G 四 る 守ら し や トド へ へ へ 
SS せ で 選定 り つ 和 家人 8 守る RS や REFAATA 
革 人 る やぐら い 間 問 SSe り つや 地 信 "有り 民間 札 生 で へ 
1 私 トー クー 心 革 判 憶 つ ソ 「 ま ANK に トマ ー 尽 償 財 で 恨 
や hen 旧 」 の る 必 軍 る 地名 玉 "し まま NNK に 中 
エー 選 ぐ 花 代 時 で 冊 品 提 R で お" 古 \ せ 倫 つい り ぐ 所 で 
吾 司 誠 % で る "MS で S 下 SS 握 じ 尽 部 いく り 評 葉 つ 
で で" v 天 式 炒 まま 選 K や に 中 マー 恨 G 得 訂 唱 SQ DS 陽 記 
せ や に AAH ヘ ホー ミト トー く (や トド AA へ 名 球 さ で ね や 
り ) つ 守 せき で 副 現 で 8 ([ ト く ー く ミー 心 ふ 』 ハ キー 
と 喜 )* 

〔 記 W) トー く や ト トミ さ へ 私 トマ ー く ホホ で (トミ へ 
ホ マ ー ぐ 尿 ) NNN さ へ ( 頭 )) ホー トト さ へ (攻守 ) 
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ヴァ ー ス トー シュ 


く で て 必 U キ SSK(NNKY AS 中 革 ) マー ハー や トミ 
(ツー 心 や や トミ ト ぐ 人 只 )) や トー ミル (や トミ ト S 
) で AM" つや で AT セト ドー クー 選 に さ へ 私 ト マー 

や KAHIN Vajra て で ハー 中 古 S 質 座 ぐ SR" 失 対 " 
陽 問 * 了 K 四 で 鼓 逸 陸 ー や トリーーS 生 で QOS” 羽 守 
吾朗 と 先駆 SN お の Sm" トト ロー ミト (知人 る で 章 
S つ の) く ト 私 一 (と 志 聞 豆 ン てら S)) ph YY 
NR ( 記 褒 と ン の S) SM ポン S 応 葉 し 革 せ Sre* 

人 せ ト 1 ミ SNS 可 hG 半日 代 に 中 さ SNG 客 K く 
を トー の 選 で トマ キ S 胃 ド ー ヘ キー っ の る ST 
や ふ こ ハロ 本 き 国 捉 品 。 関 で ANNN KN で SA 
の 奏 つ ね びり る で Se" 

や kTHIN ホ トー Vajranabha て トール ぐ 婁 ぐ 由 
SS" UKINSXR WS 喜 躍 く ー ト トト マー ヘー へ 
1 下 く 除 四 ト NT HH さや 提 窒 つ 人 で” 名 トード 中 一層 
軒 つ お HIS SR 苔 いふ リト で つや い 人 迫 座 へ ( 外 凌 ) 
SC"「 ル く ー ス 一心 へ 」 旨 6 補 ト 和 N 是 生 で ハシ 渋 是 
ざ 玉 ペー へ A 和 や に る で 補 物 枝 り 全 ざ つ お 本 や へ 
直 穫 に NIL 和 W 球 モ お 人 唱 に 1 全車 0 で お つや で ずる 
x 

や トー 込 へ Vajin 「 弄 可 で " 
も ” 肌 唆 G 記 つり 忠 く で Sne 67 





県 衣 Gt3” 褒 る 」S 振 
「 習 吾 で や” 勤 


で や m 華 マ 到 玉井 求 2" 膨 押 信 避 也 蜂 呈 妥 < で 宮守 
是 せ に 選 ぐ 費 称 衣 る いじ 帖 携 る や の 呈 翌 つね 愉 べし 記 志和 
守 征 つき りつ SG お "MG 表 古 ぶつ 際 刀 ぶせ へ へ 
渋 ヨ 避 吾 革 差 の つ ^ 拉 田 や トーKraany 疫 で モ い 7 
大 ぶせ 思 凹 所 陣 携 ね お 民 せ 還 S 選 各 医 で し 記せ = 
守 堪 9 人 Wo で ペ つ ね りり る RSro" 器 姓 但 守 NNー ト ロボ 7 
セト ーK ヤ 公記 手 で 選 電 上 較 ぐる る 左 二 穫 エ ホー ペー 
ミロ 四 忠 ぐ 拉 電 拉 つ つり 連 べり コー トミ 色相 半 較 衣 
避 角 つね りり" ギ ト ホー 1 つつ ゆり い 表現 称 民 交 じ る 0 
トト ー 本 つ R て つね 所 了 ーー ヘー ふ ヨ ミミ ペー ミ 
ヨン 御 近 で し 怪 所 祥 くね り ュ SA ホン 玩 密 
さこ 

〔 詩 記 ) ホーSーー ( 補 田 )) トーS 中 一 稚 キ ホー や 
ー ヘ を まさ 中 一 込 キ (る 等 や 「 畠 田 ]S 振 )" く 
下 SS (県 npS” 所) く へ トト ーー ( 補 田 )* 一 ドニ ミー 

や KKI ト ー 選 ト Vasudeva ふ ニ ふ ロ ト SS キー 
や ト 押 G ベ ロー 一 を S 田 放 ト ーー ヘ キ ーJSS 
る お 間 ドー ドー 過 まで 半量 ので 信 " SA 本 
HS 2 ざり Si ホー トト キー や 所要 つる や RA 呈 田 ホー 
計る ぐ ト ホー トト ヤーG 王 貼 唱 で し 衣 和 So つる で か 
幅 n 二 しく る ぐも トート キー 公 で 壮 選 人 貼 至 各 家々 


半 吾 や 塞 尺 きつ っ 必 握 党 や 客 二 を HG 再 揚 ぐ 吉 下 9 所 
で セ " へ ・ リ ー 慰 」 シモ 本 抄 Kー ニ キー まや マー 
人 S@ く 半 弄 征 つつじ S や で へ TK 和 昌信 つ Sne" 時 
S 可 和 か で へ ーー ぐ 京 選 SAJoo4Ste ( 国 ・1SR)7 
や KK Vasu て へ トリ ロー 選 】 で 古寺 ぐ AG” 把 左 
量 培 年 捧 つ おく 華 届 差し し トー ミ K()) を さや トト 
( 剛 瑞 ) ヘー ルド ( 束 )"NN( 層 7 人 ト MIN( 吾 )/ ト 相羽 ( ペ )" 
ト 必 ベー ま ( 翌 )) 人 ト 必 トロ ー ペ キ ( 択 ) で 三 SSnY 

生玉 一 リキ され 入 キ 田 ふ ふ キ JS 拉 やむ ト で 私 ミロ ー 
S 人 で る や 装 玉 お 式 中 "へ キロ せ 還 べく で 由 反 傘 や か 
キー さく 人 で キー さや ーS 最 避 者 器 つ "へ ヘ キ ホ トー 
くせ ネー 選 と 人 ト 選 に 一 さや へ 心 代 キ K 和 ミセ ーN 
リキ w や ト K 革 視 心 代 を で 弧 避 じ ね ざる RSre(『N 
ーー キト 』 る 千村 

芝 く NATANーbG 羽 押 " 公 キ ARNil MMS ペ 一 
ポー で 人 S る や りか に KK ミト KK や トミー KAHー キ ネン 
や で AT ト トー トト KK KNA TNG 田 べ で 王 由 球 介 
で ね の る で (FN 必 ト ドー へ 選 ・ ト トート 』 田 く )* 

胃 ニ ツ 出 窒 ぐ 十 RSHSS(F ヤ く ー く 一 心 へ 」 了 玉 四 )? 

号 く NAS 副 二 W (「 ヤ <ー ミ ー 心 ふ 】 天 人 8 明 )* 

や トーK せ Vasuki ベー ペー 心 つ こく 避 層 に G 判 正 斉 
る キー や S ( 選 ) で HP トキ ー ス ホ で ・ 玉 へ ロキ くっ J ン 


で い 避 SeS PS や で へ 生計 年 で や 吉 や SO 低 や 
由 く 心 ホ ー ト ルコ 敬 中 ふ ー へ ハト 芋 選 相 ぐ きる で る や 誠 
烈 で で "SF ト K ホ トー トト 称 半 SG 韻 ′ 理 到 薄 豆 や ー へ 9 
ト S で SS くし So の ろう や 月 Am 是 マ S 胡 し ” 骨 臣 で 
ド 首 各 拉 で 公 記 選 夫 ざさ つい 齋 で で の Sm で り の 名 
半 せ トー トド シト ヘー ト や ( 表 暗 ) つ の る RS 6 ね を で 
を ( 走 ) さや つっ の 守 き Sve* 
や トーKi ト ー や ト Vasudeva [や Fi ホー トト SH 
や る 候 据 党 や に ふつ AS ぐり っ 
や トーK ベ ーー へ AH・ く トマ Vastos-pati 「 っ や 
キー 私 | 王 ソン x@ 垢 下 ぐ 型 年” 「 垢 下 で 刊 」 で 抽 遂 や" 
や で 移 で べく 幅 陣 ST ツ / 畠 台 提 つ 。 泉 拘 和 攻 で 7 
ズ マ 敬 球 東 中 ano。 ペー トド) 写 | 宮 衝 SSk@ DJso4St" 
「 や トー ベーー ふ リロ ・ ス 中 や で RS で 男 取 や 6 で 
で で で で 谷 う 計ら 衝 罰 鍛 電 庄 の お” 所 瑞 や Wo で 
で で で で S 球 融 克 和 me の り Q wm (や マジ) 愉 
で 人 ST で で 所要 SOS ( ズ 記 ) 癌 量 人 SS で 
で で で 公司 RS つぐ ( 飛 次 ) 昌 邊 細 S で (や ・ 田 還 ・| )? 
や トー ベー テー ・ く トド で RS で Ss 珍 楊 和則 
つの S る S” 記せ ・ 中 つ し 洋吉 昌 つる て ヘ を 
(ヘール ) で "RS で 尾 で ン せ 表 G 鬼 要 伯 2 ツ 7 
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に 


Re 


ツー ニタ エピ 


ヴァ ー マ デ ー ヴ ァ 











装 生 @S 人 る で で りつ SS 台 店 上 介 *@ 仙 リコ ン 人 S 

に だ ぶっ 近 6 ま そり 本 くだ 】 」 ( 装 手 還 答 回 )* 

や トー ペー や ふ ) Vatapi 工 恒 て ヘーS 臣 圭 S 田 いじ ( 東 
陣 ぐ で さや FN のり 7 人 ト S KK で キ 寺 生 机 の 寺 
(『 ト く ー ス 一 ゆ ふ ] 炎 共 臣 )* 

T や で ト 改 四 ト で の AA コー で 人 で る 宮寺 お 邊 
ー ふ ハ ふと ( 明 京 ) GO 定 " や トー ヘー わせ 次 料 S 巡 つ 
S で し 抄 固 ぐ 邊 直 つ い 和 で SS で BIN へ る で やせ 
いじ 寺 て で で お 和 S で さも や ト 中 色 半 称 呈 ざく NAS 
本 束 近い し 応 ロ 窟 ら ヨ つや? 一 主 ト NSK トマ キロ 安 つ じゃ 
避 つ 中 電 杏 介 愉 つつ お 守 。 ト S KK で を せり 宮寺 つ り 吐 
ン 習 社 で 急 や 完 ご つ レ つれ る) モト ー ホ ネー や の て さや に 
NG て 琴 半 求 つ る ね の 27mT つ 人 SR K ト マキ 

や トー 中 中 Vac 「 牌 溢 」 各 補 で セー リー] 
S 是 ” 幅 洛 ぐ 輪 羽生 近 やつ る の くも” 人 S で SQ つり 
避 咽 坦 つ セン PS っ SW 時 noS コ つゆ 客 癌 ぐせ お" 
叶 ざ で や 地 押 で 臣 柚 因 団 ぐ 上 抱 <0 で の Sm 

「SS (や トー ) お ミー 心 是 直 (や ミー 下 寺 ) ・ や 

ト K 華 葬 株 だ ンー RS で せ ト ー ト で 中 で キ 華 毅 つ 6 

] 皿 華 工 ( 昌 忘 ぐ 革 引 ぐ 避 ) コ 抄 せ RS せ ッ ー 必 つや 

トミ ふぐ 恒 是 和 時 で RS き で へ を の ト Na 

RS に へ や で へ 世古 w (1O" 1 国 1)" 








で で きせ 


虎 に 乗る ドゥ ル ガ ー 女 神 


ーー で へ を 収 華 革 せ "キル 華 せ 表 直り 岬 華 ミミ 
小 で ホー キル せ 足 圭 け " ペ ー ル ホー や トモ 迷 ぐ 問 胃 RI 
Sv@ る 革 愉 や さり KN 華 せ 状 持 や ト ミト 虹 革 届 せ 
一 ふみ 2 私 トー 時 人 る の つ 人 生玉 へ キ i 
全 生 ね 和 る 上 を で さ 和 一 計算 せ 家 で いじ sr" 

や KNAT ド ー Vapusmat や で さく 還 S 出 本 へ 
SNAA ト SH" で AT 出 回 ぐ HHN ド S。 ヘ キ ー ミ 
相田 ホキ ー ミ や も や さ ル AG 事 K セ ホー る 公 旧 殖 S 素 で 





人 で ee ヘーb【 ( 古 算 ) 時 mn R 選 セー でも に へ 昌 

ーー (HE 古 ) や 8 トー 地 N (所 志和 )) KS (時 

時 G 下 ) *P で で お 半球 天 て 舞 表 部 電 職 ン る 

つ ン 航 雷 つ "ヘーb 回 e 衣 固 聞 (11)" RS 友人 WW 

ね re 局 固 地 祝 。 訟 宣 り つい 京 時 や て 部 G せ S 辺 

1 べく 間 玉 " 古 せ 公会 で SW ポン つり べ 男 上 

つる お ご 。 SN お S 皿 守 weoN SS 【 憶 票 ) 臣下 

や QR で 間 (1)?」( 装 環 回 答 宮 )* 

や トー 半年 せ で や り せ 選 華 本 INK や トト マー 
や 臣 | 寺 衝 閣 ・ 親 閣 G ポ 是 の SS で る "二宮 く N ソ 
表 全 K・ 休 選 ・ 全 KS 皿 衝 折 家 ・ 生 ト ・ 投 加 ・ 
加 座 ぐ 悪 ぐ く SKK つつ し 四 守 紀 kot で ST で" 

や トー キー エト Vatsyayana ジャ ハーS 幸 穫 「[ や 
ー ド ルト ・ ペ ーー 躍 』S 基 玉 の 衝 SS 選 副 寺 " 田 拓 記 ぐり つく 
判 請 ぐさ べ いつ やる で Sr 峰 握 六 折 に 層 じ で こ 『 ペ ポー トド ・K 
ーー』 革 刀 ぐ 還 べ 刀 器 襲 や つ せ 権 人 る ね つう 人 で 

や トー ベ ホ Vahana 「 肖 この SS 所 じ 古人 渦 
し SmG 事 半量 本 ぐり "コン ロー 和民 近 ぐ 朋 9 
< ヤツ" 古 Y ぐ を 壮 揚 称 層 人 で や つぐ ざ つい 拉 さ 革 る で 
OTNST 人 人 古 SS 下 話 人 で 古 一 S や ぐつ 旨 
SS 春 暫 各 選 モ レ Sre" NNN 一 古き く へ 生 ( 緩 理 ) 
水 や で へ 理 や さき へ 寺 ロ へ S ト 古 半 寺下 A ホ で 





で けり ざり で R" 理 補 到 春宮 下 名 ネ 2 で る NPG 
トー ふき キ へ へ や 寄 つ る "NES 持 や り SS つ 選 型 で レ 
ペ S 宮 束 生じ 良さ くね ぐも” 剖 つ まつ 呈 ら 肖 つ お 
や FN へ ドミ ー% 押 つ て 肖 器 つ " 幸 和 机 聞 つや 
WS 呈 避 選 相 ぐ 朝 慢 ね さる 愉 (ドー ミ SA ホ ー キ や ト 
愉 一 下 』 1)* 

や トー トド トー や ト Vamadeva エー や リー 
拘 還 思 ぐ ポ 外 べ 押 机 ぐ 革 更 の 四 Q で SQ 豆 計 "モト ー セ ル 
ホー トト 半 SS@ 衛 り 「 選 吉 ぐ 環球 いや 聞 玉 和 吾 
く や ヤン" 時 帳 居 しり せ さ ン で 民生 で 半 玉 の や レン" 
則 で る つる ( 還 ・1 KK)"「ー 和 へ ・ や リー で 提 認 門 ホ 
ー キ ト 「 吾 計 や トー ルト ホー トト 3 証 Sro で る ねり 押 
暑く 所 表 じ 半 S@ り つ せ 楽 や の 玲 る ” 掛 醸 で 村人 る さり 
S ゴ 者 二 ひ の つね" り S 和 明る 日 穴 世 華々 で 単に 邊 で 
中 で 避 寂 "府下 和 税 人 SG や ト 和 か で トマ トト ー セ ト 邊 
ー も に る 字 全 の お 全 瑞 店 や Se で A を OU のり 
せ を さい 栄 」 の 担 還 つ レ Sr" 

人 サト <ー く ーー ふ 』S 副 計 " 吾 せ か トー ツキ SR 
S 補 GS 避 や 下る くね ざる RS DS 申 人 S と し 
で い 球 密 問 で や So" ベニー ヘ ヘミ ー 田 を で 
ーRSHRKKAmー く ネー や 揚 察 つ " へ キ N AIN KN 
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REEERU よ Lu ふ thkskgkseieiliposaoasutut『⑰ エ 5 


ヴァ ー マ ザ チ 


ツア ーー ナ 




















た 1 に すく KEOaza 才 こよ も こる 1 さく の 
と 必 対 各 結い で や 熱く る” Se 表 棄 お せる 
へ キ 心 丈 東 で で ら 槍 旧 く で 。 寺 各 弄る 例 M ひ つっ 型 
3 るい ン り の SPAS 公 で 守 提 型 々 いと り J で や are 可 
oopO 明 宝 り 人 る 叶っ る 公 | の 量 視 唱 安 ン ツン" トー セル 
1 トー トト で 畠 理 SeS り WT シンセ トート ホー モ 
ト で の りり 記 季 遇 人 S 生 で お さや と 昭 の つう で 明寺 中 
各 亜 選 つね "所 到 素 いじ 細 夫 で る で WS 中 umRxe っ 
習 朋 りく 要 臣 如 拓 店 のり 22/ 葉 SmSWUASS る 相 
SG も や 財 時 か で 人 委 つ て" トト ー ト ホー ド ト せ 要 
店 避 瑞 信 つい 吊 貞 刺 税 人 お 到 / 田 芋 り 型 架 史 弄っ 剛 つね" 
セト ー ャ ホー や ト 玉 相本 PHS ざ りさ し 早 で 税 
SQ [SNW 和 副 間 王 り で の 計量 王 泊 臣 全 る MS 
串 震 C る 避 居 間 ぐ る 公選 6T" 眉 軍 SG 事 く ぐ 渦 手 " 
Syn 貞 思 る や S 和 を で や 栄 り 。 iRKS 韻 ちと 中 田 軸 束 
% 志 つ " 守 つ し つ で お の Sm(T* く ー く 一 心 へ ] 失 半 畔 ・ 
1R11)* 

UKJA キ を ふ ミー ベー で SS る や べく 由 革 で で や 
S | マ " 時 は ハ トト 古 G 選 東 じ で 田 CG 二 SS や 中 
せ 3IlRKS 基 牙 で や" トー く K く 中 で ぐ 了 地 ペ 一 一生 
キャ を 避 殖 選 導 で で る の 季 呈 ホキ ヘー の 功 つ て 諸 
で (FT ル ヘ キ ・ ト ホー キト 】 還 ・11)" 弐 AS ト 是 で 冥 








きり で 加 べ や 地 せ や で て へり 是 や Se りや KNar 
握る いり 避 倒 生 スー で る で 妥 補 つる 
のり の 和 肖 ke りり 8Paw る くく で や や へ キ KSs8 打 ME 
お ね" MS の ね くり ホ ト ー ド 等 国 素 で 線 つ SF^ 抵 | 束 
EE もい 提 EN 4: さも うに 3 衝 E さ ココ 
研ぐ 由 右 違 了 つ 人 ね (「 く 一 や トド や ふ ・ ト ー ト こく ・ 
田 一 "や で A 邊 必 華 呈 電 拓 力 利 屯 じ 麗 と りく 心 り ざ 革 本 
し レロ 「ー 和 へ ・ モ リー」 ぐ で 絡 画 せ お 代 で 2 選 の けり 
人 S (1・ 1Kー1 <)′ 明 人 る で 王 王 K せ 背 つつ" 和 を 人 
回 G 翌 吐 ね 本 や 症 逢 つね お や で Ax トド Nー 
ト \ ト 避 強 じ 呈 導 門 ・ ト ハー トロ 隊 ら 。 鬼 国選 部 や トー 
ャ トコ つい 突 信 yonBST SS PASre* 

や で へ 長生 や トー ルト つじ WW ぐ 交 和 や 民 で つる 憶 理 
JCS ツ pn CS 球 忠 公明 で で いる ve" 一 親和 キ 
avS 都 KGS る や と か へ と や の SnsaS ト KK 
條 富 半 お " 音 せ % ら つる 折 過 ES で レ 「 ャ AN を 
ぐ 媒 で 基 マロ し 求 つ い 可 WS りや の 人 守る 6 で | の 
NN トド 一 三 寺 で で" と で と で で 美人 つ り る 量 公 和 
る NN トル 一 攻 きり S 負 丈 員 人 補 0 ウ を で お" 拘 還 で で 
ー・ SR 守 GS 尽 SG 普 ” 問 りら op 机 SS@ り SS っ 天守 
と で へ を で せ 攻 時 上 所 人 く の で へ と 心 是 NG 克 ろ 共 で 
PR 二 ロ に KING 由 画 人 yn 愉 閉 お" KKNS 由 せ 旧 を 





コ つ レ ゃ で 人 で SG 
や ルト Vamana か で へ 坦 ぐ 抱 田 昌 上 で 選 吉 


し "「 亜 く 」 ぐ 握 ” 六 環 畠中 補 セ 補 代 玉 ーー ネー・』 
NG 守 。 寺谷 く ー ネ マハ NG 暫 ト トー も トト マー 
塞 つ ′ 了 K 忠 ・ 層 寺 ・ 下 に S 昌 想 丈 収 置 つ ね りつ 和 ST る 7 
1 まさ のか も 記さ - コ トッ PTE コ 
へ TK 華 玉 半 KS 庄 る 人 要 *or く ペレ トト ー セ 本 ( 避 く ) で 
丈 り で や ト 生 で 中 で AUS 表 玲 へ ロー く で 筐 店 つ ピ 
半 や ” 悪 喰 くつ で 夫 上 で 人 る" ベー せり で 加 べ で 栄 名 り 
や や 控 ら 。 刷 の GS せ きく し ゃ 下 へ 6 で n 妥 青 つ る "強く 
Eu で IENEYp い と XEN ドコ たり 
。 詞 和 SS で で る くく 旦 や SQ や へ キ K(A TH へ) 


ポン 


ヴァ ー マ ナ ( 俊 人 ) 





華々 せ NNN ャ 一 王 S 手 臣 選 ww w り の 呈 租 OS 
で 科 胡 びー ド ヘー で 年 や WININ ト セー 所 中 人生 ぐつ 型 
る 刀 介 つつ WS 所 表 KKINS 量 や St AT へ 邊 上 相 
必要 詩 朱 上 き 愉 のせ 6 で や ト 改 トド ャ セー 了 K 避 収 還 じ 
oe りつ" 半 芋 衝 さ ツン トー ホー ト ・ ト マー ミ へ つの 
っ 心 本 時 し 忠宏 央 宮下 で お" り で りつ 選 尺 『 名 古 くせ 人 8 
Sm つつ PNN ト セーK 避 S で へ 古 G 判 皿 く に 
で し 訪 二 選 税 信 お や で へ TK 芋 坦 で 宮寺 年 で お 人 るり 宮 
eS 才 Js で トート で ペー ムキ 必 る 展 器 穴 ら <* 
表 失 で つい 旧 及 く じ る ね" 詩人 6 を か を や 委 有り 民 0 
東 レポ S 王 人 る で 忘 地 区 所 mn つゆ 共 近 で る る 名 
や 喘 民 お" や で AT KG 選 吉 PSre 松 くせ 「 ト トミ ト S 選 
胡 ロ NN ペー まつ くる で くく APA 篤 介 癌 1 べく 王 由 欠 
判 丈 あつ お 所 記せ WS 二 GR じ SR 中 マミー まっ) Sm で 
も や ャ "SS 康 競 。 姜 環 中 居 つ つい ツ キ ke に 装束 
Se | で 提 但 つつ やつ 記 生 束 革 6 代 人 S る お の 
る m 次 で や 選 で SWPO 人 る くし で 王 司 生 対 で 
つる 0 つ 信 " 戻 革 拉 定 守る で し | 喘 写 表 涼 っ お 選 
さや こら つじ る くつ 人 " りり AS で や お召 定 で で お で も" 
や 弧 や 8" y り 下 や る べく て 閣下 軸 つ い " と で へ を 
で 到 個 和 を 還 層 ね 芯 称 り で る 早 り 下 へ hen 柚 6 
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や べ せ 際 Sr く T 尺 据 中 や "「 送 束 舞 の 思 の る je で * 
玉 守 昨 是 や 理 下 xo 人 る ぐ 補記 向く お る 三 で 守 所 シセ 」 コ 
由 る" を で A と で せり 守る 信 <J の ン 渦 胡 つね" 
こそ > た で の くに 3 生 - さ SE ペコ 
電電 四宮 次 克つ でる" 昨 東 四 ウ と トド ハート で 電 吉 鬼 さ で 
で ざり 9 遇 OOOmー 和 キト (1 m 一 込 を 本 人 且 
ヤー ベロ ペーー ミ ) ぐ 避 SKK 私 し 和束" K ペ ー ミ ヨ S 
で の 計 巡 US で 公 加 べ ( 孤 や で Ax 古 ) きま に KINS テ 
AN を SWO 公 が 6 写 玉 民 し 人 る SA 上 る 家 束 や 
り 。 作 失 和 妥 ぐい ロ 放 で や し 所 和民 全 "うつ ツレ て 
を 届 革 わり rG 臣 くき 悪く JR で お 私 で へ 邊 放 
S 訓 4 陸 ら K 共 埋め お りつ Saoeentn ロ で 
YSn (テト ・ ト Nー ト 』 や やく)" っ RYA 7 ス 


や トー Vayu 「 ニ へ ドリー で 硬 征 ” 反 代 際 部 
や つい で 下品 世 つや の" 選 天 宇 年 いつ ウホ ト ー ふ 
人 人 SQS トト ーHG 所 生 や こ る で mn 押 代 論 誤 つ つ し で 
還 演 ご 握ら いく お 是 控 し Sre" や トー ふ や 三 年 くさ ハモ 
中 キツ 握ら いく し Se で S ロ 安 つ し トト ーー で て ヘ を 
S 堅 率 和 や 記 2" トト ー 革 軸 款 S 量 で 忘 て 旦 肖 "で へ 
と 羽野 軍 の つり る ke り AJsoGSke" そ へ を 必 の わい 7 
三 四 ヘ ペー ト 惨 で 選 和 弄る 辻 く ^ Aa 手 ・ 由 路 ・ 淫 極 ・ 吾 





SG お トト ー な で へ と 中 や FRII(K ト Ni) 
ル 中 ミー トト で や トミ ト ” へ や リー へ や に つつ の 
せく OS 択 刺 員 作 * ぐ 年 ざ Sm や 長 で て 翌 回 和 肝 
りつ ロ S で る る" 人 トー トレ モ で つの 時 宮 中 で で 
いる Sr" 

て や トー 8 や トーK キ る nARS ホ ーー ( 拉 ) 
て つい 癌 お りり の 人 TS WS 所 了 ざ つい” ルー 中 
キヨ GS 風 ぐ 10 し Sr@ーー ヘ ホー ふ くさ や ト ふ 挨 ぐ 音 ぐ で 
る 恒 S 計 まさ WSTBINA ポ 一 (KK ユー 心 へ ペー) ぐ で 
紀生 で て で" 

攻 打 く ヘ ャ へ (を NN ロー) で を 和 S コ セー キヨ 
S 避 寺 S 甘 し る 月 きく WS 選 刺 避 半 同人 
つづ) つい 谷 避 緊 38 で る 回 KS 散 や ST る "MS 送 マ 全 
も うい に っ 生 に た トート くい よそ こい さくま うこ た そく 0 才 い コパ 
で SS くく ヘ AS 表敬 衝 れ ST で る 8" SQ 王 
虹 計 ホー 心 和 人 各 り GK 避 画 レ [四半 睦 く ヘ キ ヘ SS 
Tn 理 到来 じゃ る 所 | 導 講 名 衝 癌 うつ お の 幅 さ し 村 人 で 
や で" 図 U は GTS く AF へ AS 表 革 「 環 SN 畔 SR 
恩 2"」 の 細 " ホー 会 さり で りつ w 要 くね トト ー 
お 瑞 9 半 し レ て を へ で 間 写る の 幅 で" 「 代 振 せ 
環 る 任せ "MSS で 反 じ を Xn 所 NN トト 一 是 痢 











章 知 く マ ロ 連 re" 
『= 和 へ ・ や リー』 
S「 ト ミキ (引く ) 
S 吉 」(1O・RO・ 
1 il) し せ か トー 
革 半 駅 prana 6 で 半 

で る つる RSre" 

「 環 を る 旧 掲 x6 
疎 33( ト トー ロー 
奈 りり 避 。 吾 志 
〔 ぐ 甘 康 〕 宮 人 る いい 疫 ら 栄 る ( 表 ) 昌 尽 は 半 が 0 で 

信人 人 ヘー ド ( 古 算 ) 避 忠 足り 款 で S ね で ら " 宅 
球 RYSreKーK ユ ヘー ([ 舞 給 ]) お" 決 G 要 赴く 舞 
て 但し" 誠 羊 で 所 時 寄ら 栄 人 る 台 軸 くるる 
せ 寺村 和 褒 還 や で 全 信人 で (| ・] 出国 ・1)" トー 
中 革 中 皿 で 拭 % ( 聖 ) 宮藤 て "トト ー ロ 31 ES 
Sr (本 ) WP ホ ト ー 芋 1 罰 富 思 各 持 せ ( 底 シ ) 寿 
民 【 貫 ) 加 や で 到 信人 り "11 属 S 野 二 (SG 亜 ) mr 
合せ ( 壮 地 じ 〕 時 や ぐ S 人 で せ "NAK で (「 各 本 」) 
科 思 客 % や 紅 ( 球 己 ) 公 思 *e ( 環 べ 町 二 ) 
コン 了 K 翌 居 里 本 手 6 科 宮 品 軸 全 つ 人 6" AG 抽 で 
で で せ 窟 是 客 6 拉 ()"」(『ーN・ や ロー 装 二 
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ST" 選 公 人 定 己 届い る ve 代 振 S 癖 講 全 め 守 る 
ぐせ MG お 公 " 選 到 穫 年 や 還 や SQ 公 で し 3SSSRT 
思 革 穫 王 ミト ーNS 王 し 誠 和 や さ つ お SS 長 せ Sr 
YS 江 0 思 る で SS で を せい 玉 じ 選 の 証 ド KAN キ AS 
共 き りく 居 克 史 束 く る で も トー 百 や 
で さく AA GSK 避 用 いる "MG 提 隊 くく AAS 散 8 
聞 つや 衣 や や て し 層 朋 0 の 3 作 選 ウ つく 惑 り 和 記 ビレ 
つつ でる" りつ レ く ヘ キ A で KS 導 K 凶 せ や トー ロロ 
ヾ いじ 加 現 和 で PS で り S 豆 堅 き " リート 公 ” 眉 品 
吾 宇 yo りつ 壮 る 宙 槍 る 六 入 で や N@ 補 補 ずる 愉 月 の 届 攻 本 
人 で は 本 で へ 邊 ト で 改 旧 軍 り So で し Se(『 セ く ー く 
ー 心 ふ 』 徐 堂 報 * 

名 で ヘー 中 華人 ヨミ S 肝 や 選 近 で つつ WT お 連 や ト 
ーー きせ ャ ホー で ヨ 轄 ぐ 王 可 つ い 朱 で る (トー ドー キ 
ト 』 描 才 直 )* 

モト ーiG 軸 く 半 中 革 や 枯 り 肖 で 始 し 悦 信 
Se (T ト Ni り トート 』・ 田 1)) トト ーd せ 古 S ぐ 
豆 し SQ つや る で SS NN で 邊 トキ ー さ や ト 届 
で つる Aay 古 Y で 翌 押 さや つ Ph 躍 生 で 本 さ ト で つの 
せる の る 全 S*e (「 ャ ト く ーー 心 ふ 」 鶴 療 革 ・ |) 

京 や iLIN ( 王 )) ルー ミー ( 属 )′ K く < さ ふ キ ( 華 











ドコ 
ドコ 





67 


ハハ や ハ へ ハ へ ヶ mn〔 ヶ > ヶ >? ヶ へ 


ヴァ ラ 
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roS)′ SAN や ト く 


( 起 症 や つぐ) JST コミ ー 公 

キキ キロ ー 

や ト I Vala Se くせ SN っ へ ・ ト ーー」 し せ 
「 戻 環 」 ぐ 舞 党 し 祥 可 半 や ye 隊 括 "トー ニャ 全 で 選 宏 
SAKH・ に KIN・N て トマ で キ ・ ヘ ー ト トト) 中堂 
*@” 若 ト ーー と 隊 ぐ 順 押 ぐ 1 いく 中 畠 ぐ ユー ヘー る < で で 
os 

や トー 慎 ユ キ Valakhilya Sre く スート キー ニキ" 
工 「 で N・ 和 ヨー 和 」 ぐ 将 補 ぐ 王 「 舞 刺 ] つつ い 皿 く 各 
S の で し 往 塊 で 衣 GS 季 生 S | 1 (Ste < や ご ) 
S 舞 宙 ぐ 趣 xy Sm* 

攻 や 一 寺 ぐ 1 く N 必 ー ト MS 孝和 へ へ 中 で SS る や 
避 半 で (Se る せ NN ドー ぐ 勅 笠 4 忌 装 玉 る ) K 民 マ 
本 習 KG 副 計 ぐ 部 めく 心 "時 で せ や マツ 穴 加 ぐさ KW% つ 
会 半 全 で 公 色 。 閉 陵 ぐ で で ロ 起 ヤマ ツ ぐ 留 天 守 時 つ 
信太 環 ST る (や で AT す K・ 愉 ホー キ 』」 1 ・1O)* 

SQ 表 ” 副 計 RA ロキ く 琉 爾 店 で 半 S@ り の 吉 訪 で し 朱 
詩 wES で おり SS で 信 " 頻 塵 ぐ ペ 各 蓋 を ヤ 撫 和 団 3 選 
押入 マ ヘ NM3 つ 人 Sve 是 マ を トー ヤー ニキ る させ 
昌和 8 で て ヘ と NN 委 杉 る 羽 生 吾 くし る る 表 トト ー 選 
キー ニル で 民 S 訪 忌 杉 和 半 ぐ し くね" り S6 和 W 要 お て 
へ と 渋 半 瑞 員 会 信じ 赤 T 3 で も 装 避 つね や トート キー 


ぐ 回 G 也 固 に り で < 
補選 8” WS 下 " ホン S ズ ・ 幸 守 的 衝 問 囚 吾 王 つ " 
邊 揺 ・ 飼 組 ぐ 洪 ツ つい 凡 葉 翌 選 we で ビ 衝 る "1 1 境 団 
で KN3 再 ホー トト トト エー ヘ ・ ト で く へ 4 い 舞 旨 
や 才 め 怪し 式 水 て K 必 さ 吉 補選 因 に で = 1 
拉 更 尽 基 りく S る 査 回 ぐ 共 RS 際 人 WT で 韻 " 入ら リ ヘ テモ 
ー 吾 坦 尽 や つい で 民 ST や” 工 埋 で 折 氏 "共和 宇 G 
中 ぐつ の ぐさ り ぐ の % 半 栖 で で で の で の RSrGT り 
ぐ コ ヘー トー ぐ 唄 験 症 加 い モ ve の SG せ や で へ 1 や トト 
ーー 性 記 (へ や ト 華 避 詞 *@) と トミ ポー 形 晶 (A や ト S 王 
相 ー ト ドミ 一 和 居 te" 明 枯 史 A ヤ キー・A ト さ ) や で コ 
テモ ドー 根 "SA 人 K 尼 回 意 り SQ ポー ツリ 世 答 Se 
区 穴 じ *St@" SS で SG ポーー3。 N ヘ キ ー ム へ 1 や トド ネー 
入 ・ ミ ーー くり ホキ へ と 心 ・ ド ーー ホー 私 一 ミ ・ 
ペーー′ < セー へ A・ ポ ーー 下 中 キー ・ ポ ーー スー 
Ai ホー シキ ・ーー” トー キー・ ヘ ーー 押 十 己 衣 で 
や る 3xo" に 握 避 St US ポ さ (ドー・ ド ーー 選 S 境 
や りり し 可 全 人 刺 時 和民 せ 遇 で ee 密 AA K 湯 9 
os 

や トト ー< Varaha 「 宙 避 ]S 注 や し や で へ TK 下 
ぐ 螺 IS 忌部 ” 証 環 せ 『 ふ キ ふ く へ かー トド 十 】 ( 1 団 ・ 
1 ) も 8 不 翌 ro ぐも SS 和 SN キー く 


名 ト で 公田 団 せ や 民 さ 3 マレ 





すね お 革 応 で で ヘーINu 詩 恒 へ の つい 抱 選 電 提 信人 8" 
り 和 長 せ S で て A を SSR キス 計 Su 
ww | 往時 家 宮 前 つ ′ 詩 所 呈 科 お" RA ロキ く 守 せ や 
トー 選 キ ニキ で 4 選 で ざり 避 皇 豆 Mo 回 で お 公 " 
nMS 間 "へ リキ く 守 で 六 や マト ホー ネ 由 で 装 
や りき 避 抽 で し 夫 思 各 層 さじ くね "SA 邊 キ く 富 
"や トー トキ ニキ S 軍 尋 S 単 揚 の や で 守る いり か で 
ネー ロマ へ を Nm 紀 で 軍人 叶 0 で 知 電 で 店 癌 半 
SQP4Sm い 忠男 つね" MG 所 隊 判 玉 じ 栄 GS さ 和 
村 じ ST 信 の る 愉 (『 ト く ー ミ 一 心 へ 足 虫 )" 

S さ NSK に 選 G 輸 補 ト さや へ 本科 人 し 選 臣 呈 吐く ヘ 
へ ASKS 天 当ら WS 表 生計 お "WS く KA を AS 
KS 送 せき K 忌 く で や トー トキ ー キ る 名 較 に ロ つ し 
で に で る が 6 軍刀 入 つ くる" 有り 選 電 長き 7 
思 で や 褒 で 守る 公定 で SO の 9 本 (MG 所 称 
てき つも ン SS696 SS で 穴 SR VS る 8" O 
くり SA キ く 計 で 型 所 6 で ソ 轄 る %% 半 語 到 お 攻 
昌 皿 ぐ 拍 各 中 00 Joo マン vS 表 SS ドー 私 トヨ 
Sd 札 と りつ 和 S じ 交 補 ( 下 11O)* 

や トー トー ト ふ ハー VaranasT 所 補 sa ペー ペー る 


っ 「 や ネ 副 色 ぐ 1 で" 提 ン きせ ポー ハー 押 ぐ 國 紅 い つい 慰 7 
ロー ネ 購 ′ SR 和 較 トト ー キ 由 穴 で 記 りお SS 





理 問 到 や し 素 弄 生 NII キ ー ヘ キュ Sm 貫 観 6 
レネ 刀 忠 ご 紗 っ で でる 私 で へ TK 華 呈 責 右 の 
P 思 GS ゴロ コネ 層 wuHR ズ 枝 二 相補 人 So で で 
人 で" り S 画 更 ぐ 居 窒 や NI ト ー ト トト 旧型 若 oo ぐも 
SQS 某 ト ーー キ 攻 S 下 中 相 S「 副 信 @ 諾 」 ぐ 昔 時 
つい 眼 芯 つね の 2 RS ト ホ ー ト や レ せ や で へ TK 王 多 
講 村 や きい し 持 昧 や 必 つき で せき で き 人 で 恒 旧 り で 
くり ぐい 旧 記 つ や Sre 

開 で や で Ak 古 で 記 晶 り 江 キ そ の や で 迄 キキ る で 
1 くく 雅生 SS り S11 く きせ で AKG つり 民 り を さや 
迷 で 年 S 虹 帯 ま すれ で り 宮 ン 人 全 で で” 状 弄 つや ね 
で 計 き せり ぐ 1 天宮 会 に KB つつ が 8" 
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や り し けり S11 ズ 副 計 リキ く MS 交 で ト で で 
る ね 9 ON キー へ へ キー JNI へ ト る KK 
か りつ いじ 間宮 お" US く で 装 玉 人 る ぐつ し に 拓 信 や でも 
"Se 前 RA キス 計 宝 ふ て S 論 字 つく noa 
理 ぐ 摘 付 で 中 で 3 静 代 ′ 宗 要 ぐつ 人 りつ ゆり 求 避 完 衝 で る 
で "りく 衣 写 京 訣 で る 所 で トマ せく SN KS 
菩 "11 窟 六 恒 *@ ツ 7 判 味 せ 間 要り OOj6S に 
信 捉 雇 限 RS 是 マ せ GSm 連 < 人 8 RS Ni キー 
や の すき 中 wo 古 せ へ 加 る 明信 " 事 る 玉 半 つ ン So 
時 せ 現 各 中 じい 令 避 中 和 で 革 避 謀 く お アト 
つり ポ 翌 全 路 る 人 S る 宙 る 半 泊 YS で "年 々 せ 和 も で へ す 
上 是 ぐ ざり QBEae/ 素 選 和 戻 選 殴 つ ソ ン Sreren 守 で る" 
や nAJMS 表 TNINN ト 一 廿 ぐ 量 S K や トキ トモ 
ト ・ ト K 宮 の や 欄 つじ る" 反 邊 5 ン 選 ポレ ンマ 
*@ り ざ 旧 手羽 つる SNINN ト 一 華 革 RS 由 K や トキ マト や 
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ポ 慌 己 人 3 る ピヨ ャ 忌 到 Se 思っ 所 所 引 で し ホー トー 
キト S 玩 衣 坦 忌 つ 団 *@ Sn My つり / 球 色 臣 いる 
ー ト で ぐ 球 臣 当選 つ 買 王 xQ 隊 へ 球 せ 誠 G 替 末 つ 者 中 
S せ も や ^ 了 K ゴ ロレ シ ゃ 現 者 は ちゃ 直し Sn"』 牌 で や 7 
才 党 マ wwNINN セ 一 是 せ VS 区 つのり 心 じ 巡 選 冠 つ お? 
や りや 一 況 ト ドー ミッ ー キ 環 中 の っ の 細 圧 つ お" セ 
民 ざ 國 で セ て WS 随 中 玉 民 革 華 ら り GA ロー で 門前 
3” 大 ぐし 武司 束 つ "で ら 留 幼 各 選 で る " 起 玉 器 吉 で 


ウー ヤヤ 3 革 会 全く る 舞 宙 つつ お | 家 G へ 心 や へ 中 キ 琴 (お る 
つ キ シン つ 約 ) 丈 四 要 や と 脚 m 全 ウ St0G 人 8" つ 色 
づつ" 己 除 mm 品類 野生 で 郵 史 TV Sn 王 人 る で 
回 替 * 人 る 一 章 和 東 じ SO つ 会 全 で 征 誤 つじ つ で 
で " 記 半 各 時 が さ で せつ い 翌 居 器 亜 紀 応 衣 約 SSn0 半 宮 
恥じ 近 で 理 革 会 や つ G 李 AS ね" で の 血統 
昌 選 で 近 穫 おり で 可 和 要 "回 つる る eo で 硬 郊 革 公 
で る wm 避 明 お" や や 打 前 ぐつ で" トー ミッ ー 
ヤキ せ 『 り で せき パン SS るり の | つ 神 じ ” 手 衝 癌 つく さも る 
*@ 理 和 欠 信和 ぐ で で 秀 で 8" 「 呈 旦 "玉水 志 表 剛 
ne りつ 会 守 多 で 守 へ NN や A 下 キ 恒 称 理 下 
人 SSx 王 会" 軍 款 商い で じ Sn | 容 各 柚 つ お ね 人 る で お ド 
間 生 り ぐ すい 旧 陣 る 密 で 並 や G 王 篤 で 6mS 画 る 
S 弄 ST り S 震 表 生 e 拉 つま 忠 お りく Pao" 忌 
2 る る 3 足 避 講 を で る で も る で Sn 公差 涼宮 皿 絹 
oo で 者 明 o OS 本 響 届 剛 で Sn 来 つ つね" 
や り ジ で 六 宮 吾 環 環 中 表 つ し で で ロ 由 でる? 
『 世 つ 押 所 o い ^ 団 CGE“ も 玉 只 計り で し くし "1 
ーー ぐ 地 内 せつ S や で STtnS AT ローS 胃 で 更 吉 十 
で Y 誤 つ き 中 mnN る つ 和 S 記 じ Sne 刻 り 3「 り SS で の 
ぐせ きる りや 穫 中 さく 一 を トト ー ハ キネ 押さ し る で 
副 王 ぐ 崎 二 さ りつ 和 各 差 つ " 副 弄 や w で 手 吾 つる "会 


曽 ヾ 全 屋 ら 字 振 o で "町 CS 
SS w 守 各 璧 の 別 つ 症 りつ 6 で や 沿 つ ませ Tn ロー 
RS 占 や や やく で る "人 で つぐ 舞 で 人 る 宮 や トー ミッ ー ヤ 
GynN 本 る 到 半 S で "記さ トー ド ぐ 過 宗 呈 (Ramaya 
na) で や マツ で TCS AT ロー や し 臣 や nT りり も 7 
を 記 拓 て キン S 天 穴 や つい 事 間 せ 村 や 人柱 肖 和 wo" 
や 宮守 つ や 臣 つ 揚 振 の で 穴 四 つく て ヘリ ロー 
全開 KS ホー トド ぐ 球 直史 年 で る や" (F ト ー ト セー キキ 1 る 時 
難 ・1]・| 一 回 1)" つか ホー ドー キト 

や ヾ や ト K や トー Vivasvat [へ ・ ョ ロー 選 」 
で 近 "キト GS"「 要 と SIS 据 じ 半 較 是 Kーー キ 
S 訳 XR" 『 ト や HK ヘ ー] 至 で 三 折 や で や トト や トペ ー ロ 
団 基 e「ー 和 へ ・ ド リー し 臣 尽く 鷲 恩 聞 Je Sne* 

トート ぐ 革 量 せ 33 る や ば" や で や ト K や トミ トー ポ 副 剖 
RA ロキ く KaJMG 控 トト で 中 で の S 区 る 宮 半 る マ 
S ト ー 中 で マキ SmFS 1 くり SRSeG" 徐 中 つ お で ar 
TA HKS さ AG 穴 ま へ AT キース 提 究 つ " 再 尽 
己 半 で で 由 壮 中 調 閣 ( ペ ーー ニキ や に へ へ キ ) で 記 AS で 
で や トド で や に K や にゃ ふ ・ ト し GS で る " 表 半 玉 お GS 








ャ コキ ッ ーPST 8" まま AA TH il キー モ ゼ 閉 醒 三 し Sro ポ で 
卓 時 ke 庫 く 所 唱 扇 ペ で S 生 奄 G ぐ キー キー ([] で 
坊 迷 ) 電 放 環 紀 じ 暫 半 は つる nA 私 ト S さ 
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ヴィ シュ ヴァ カル マン 


AS 包 2 お" つる つて AX 私 トミ ル A 革 り 
宗 和 神 当 や 人 る RG や 問 せ 習 昌 炊 0 ウ か さ 和 へ 邊 
や ふさ ( 民 ふ さ 末 ) S 半 替 く だ で る " 民 R や で や ト に K や トト 
ネー ゼ ホ キー キー 折 和 者 ざ 皿 つ ツ イト シー 者 つ "本 
ー ミ や S ト (0 A キ 1 (St る せき キ や へ すす ) の る 
全く で 琴 中 の やく トマ ー ツ る で 逐 pm モ ね "JO 
ホキ ー キ ー 押 中 ぐ 麺 で ね 由 革 で 代 補 石和 避 貞和 ST SS ピ 
おま へ 私 邊 中 キー 人 苦 信 芯 共 癌 つく 吾 丁 型 ば つくる" 
Q@ 放 と 公家 聖 つ 愉 SS や て 朴 S も レト キ ー キ 
ー 舞 ぐつ りや 介 で 人" 扶 弄 つ る キー キー モ 「 キ 
GS 朴 守 守 SO tm の 下る 電 全 玉 " S で で キル 
WS ざり 性 選 W7「 償 時 ホー トド さ 中 さをり 宇 
各 環 つじ し S が や 揚 名 器 澤 革 目 二 所 6 つ 代 宝 。 局 S 下 半 
潮 で 攻 り 時 や いせ る や る やや ゃ * 悦 G 層 涯 表せ we 
ざり Q や も ぐも 人 誌 つ に る" 記 ASS ざ 明 で や 朴 全 
還る の 上 つ に る "の 監 お " や で や に K や トト 
ーー 思 く 四 勾 率 や りつ 8 る 公 守る 会 下 で で る で 
し te 人 る で 硬 り 伽 で So りつ 3 人 SOS で っ 地 37 で 
の 人 ST や 人 る ぐ も や で や FK ホ トミ ー モ 半 公 将 着 S 蘭 
まま AA TI キー し 3 るり 4 虹 や で AT や に N さ トル 
AS ざり 愉し 京 克 可 ) 選 二 で 古 や Se や で へ 
H 選 ト で ミル へ A せ 皿 し 二 で 尺 音 紅 わ や で や に K や トミー 


に ペダ 
2 

や で ふい レート で 上 トキ Vikramaditya 「 宗 で 
電信 い 閉 咽 ] ぐ 据 じ "第 で ヘー 民 S 雪 と り S 某 還 各 草 い 
3 WS 忠 尽 G 田 玉 や ミキ で 1 一 各所 名 

っ 信田 や Q。 り S 田 生玉 描 殴 写 つ お 恩人 で 重忠 
や 3 RS で SS や で へ NT 昌 IR セ や RT まお A や トミー 
羽 じ Sn ( 還 皿 富田 ご 千恵 更 選 マ ye)" 

や AH や KR ミル へ Visvakarman 「 っ SS』 
一 ぐ 下 志 し "「 | 尽 昧 ぐ 窟 門 入 ]G 据 ” 了 慌 宮下 ぐ や 
虹 提 ご つね の GPS 吊 運 吾 起 証 し SQ の の つら 寺 垣 
召 尿 加 ツ 下 能 xiS で RS つり る no" 時 3 枚 宮 で さる し レポ" 
つき せつ せ 「 抜 友 押 」「 無 憧 環 ] つつ い 客 で S し <ror 

「 り で | 還 G 判 四 ( 罰 征 ) 計時 つつ い 挫 も OO 

ーー デー 鷲 李 やつ し 判 つ お KG" 頭 二 ロ つじ SS で SS( も 

TOT ト ・R さ ル へ )” 書記 守り で で し 怒 家 つい 

り 帳 忌 S つ OS ( ド 足 ぐ 寺 下 団 ) ゃ 欄 く ネン つ しき 

ぐ ( 吉 失 昌 ぐ ) せく ねら (1O・ く 1・1)* 宮 
や の 屋 呈 を 悦 青 せ w の る 生 SG つ SG こつ 
せる 公 人 で つつ を MS つり | 宇品 宗 No や で Ad 
か ト ・R さ じ へ SS 竹 選 りら 選 届 壮 計 ( 土 料 つ )" 


『 FAN 語 る で て し 6 wu 


ーー 





ぐれ 生 つ 型 3xe 羽 刺 守 や て N る "で 赴 音 や "ぐせ 勿 つ ン 
で で お ね も で や ト K ホ トミー 禄 WO TH II キー ロ 喝 る 
S 吾 攻 や 尋 く つい 束 写 玩 必 人 る や ST で"(「 や トーb+・ 


トー ト 』・1110K や で リキ ・ 和 トト ー ト 」・ 還 や "『b 
く ー く 一 心 ふ 』 宇 苦 )) つ ペ ーー ま A 人 AH iT キー 
や や で へ ふ キ Vivindhaya 「* く ー く 一心 ふ 」 王 


ソ ン kekh KG" さ ヘ グー で 悪 や SG ホキ ー ミ ホー 
1 や 克 ぱ い 朋 穫 人 ( 堆 療 直 )* 
や ドミ ネト Vikarna 「t く 
本 で HH テー や ふ ホ ーー 一 ーーー ツ で る お せ 
装 吉 100 く SHIhS 1 "と ドーmー 和 トー を トペ 
キー まぐ 束 り 交 SO べ ぐ 差 ポ S 陣 二 ぐり 舞 
で く A ホ キー 心 田 を ミ く の 拘 で SG 天 笠 ね で お 
や る mn と ミ く 和志 m 必 やく エーS 反 顎 似 ( 了 和 部 る 
回 和 ) 欠 長 つい "ベー ハード で 財田 中 上 記 お ( 足 暖 )* 
く ー 心 へ や ぐ ネ 確 癌 ミー ハード 圭 ぐ 原 填 へ ミホ ヘー ヤン 
まく ホー トト に D ル HH SーーーR 下 キ 本 へ AA 
SA で へ や 愛 ろ "へ 心 避 幸 や で くり カール ヤ や ヤー トロ 
胃 め で や (テロ ー キ 加 )* 

や で ふふふ Vikuksi ロ 澤 表 (Kーー キ トト へ キ ) 
S で ふふふ トト ドー へ Sh* ふ キ ペ キ ー 選 ( 昭 超 て お つの 
S) ツ つつ や 5 で Se 回せ 人 田 全 で 能 G 革 慰 り 提 生 xQ 概 各 上 


ー く 一心 へ ] で 客 訴 " 舞 











] 訪 己 時 opxn 5 お 


で | 屋 所 避 膨 Qeomr 
慌 epO 末 " 速 1 ぐ 古き 了 羽 w 計 さ つ っ Je ( 吾 正 つね 


YS 

や)" 恒 主 wo で 昧 who で い ( 暇 し ) 立 舞 や こ 

( 装 週 較 和 完 )" 

トト ー ト 選 玖 じき か で AH ト RS さ A ポ NN ベー ネ 
や WS 軍 和 や FNK ニ ニーSS る SG 店 壮 じ 6 紀 才 
日 閣 S 忠 定 ぶ ぐ 替 吾 人 で で 人 @*@ や シス で 所 明 叶 で 
詳 症 電 登 天谷 SG 年 YS 了 K 天 避 十 * 時 で 症 由 し で 
SRSre (I や で AH ・ ト ホー ト 』 1 ・1 昌 

で YA や ト S さ AG 若い くし 37 人 トト ー ト ポ 租 
くも こい よく 3 粒 こ に くさ] と り ニ に さく よこ 1 くい 
人 SEO りつ の 色 列 る " 還 べ で 王 由 や 是 G 選 束 じ Srem 半 
計 美 二 心 (トー ドー キト 』 る ぐ 呈 情 ) で や トキ て SN く 
ーー トリ ミト ショ リキ リート トペ ロー=" さと NHSte( 
て か K・ 人 ト ホ ー ト 』 1 ・1| 還 )" 国 く S 穴 や せま Ai 
キー ホー トー へ SS ペ ーー くさ り JA トト で 
ー ジ DS で 遇 弓 せま へ 代り 中 キー 半 障 基 や 握 究 つ 
『K キャ トー キッ ー 欄 くる ([ や で へ dx・ 生 一 ト 』・ 
11)) K ミ ー ミ ー ツ スミ JA ルト マーG11 く 8" トニ ルト 
心 へ ふぐ 功 NSK ミー ミー に リー を 7 マート AN 
や トキ ャ 人 中 キ ミー トド く ー ト マー さ へ AH 
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ヴィ シュ ヴァ デー ヴァ 


ヴィ シュ ヌ 


IN 生 ふ ト AT へ ま ト トド ペー 一 で 中 で や 
ャ ー ト で ネーー 選 RE で で 1 の べく 至 店 コ 。 臣 悦 穴 
ー ミ 人 キ K や トト マー 橋 く 3 (Fi トート マー・ く 一 や トド 


ふ * ト トー ト 』 く )" や で AH や ト SS さ AG 回 晶 m ぐ 宮 
ーー へ SS ヘー3 ゼ ” 尋 く 凡 ヘー ホー で 人 る 上 皇 肖 
で 可 PSteT 

り で 更 全 か や で AT トト SS さり OS し” 耕 現 り 


介し ” と b 芽 ぐ 畑 衣 必 韻 じ ね りり (『 セ ト く ー く 一心 へ] 宗 
愉 曜 ) ホトミ ト ぐ 匠 襲 m 替 せり 知 更 翼 で *@ 叶 人 ト ふ 
長 必 埋 護 征 つね り ( 臣 。 突 甘 其 )) や で キキ の る 必 る 時 
電 十 で ウレ て A 和 を 愉 避 下 民 ね 有り ( 臣 。 人 ミキ 藝 ) NASR 一 
和 めい ン つ ねり (『 で IN トー セー キキ 」) 27 
98 球 臣 名門 で で Sm 

や で AH 選 K ト 1 トート Visvadeva St で る 仁和 や で へ 明 
トー ホー トト? 「 セ て ツ で 是 マ JIS 据 や "1 丘 宮 せ 1OS 


ふ SNKG ま や で Se" て や トド K” 全 ま 中 で と" 名 へ 中 
遇 NN ふ ふ キ / 号 ポ 一 ポー ルト” テー トマ へ ミン 
トミ ー 心 や ト K 0 ドー シテ 必 や に KG 1OS 甘 りり 
ロロ ー ホ キツ シー ドー (Se くせ と トト ) で 11O 長 < 
で So り JopYSeT 

や AH か トー テト Visvamitra や リー ふぐ 廊 計 
S 1 くし"「ー へ ・ 和 やせ ー 和 ] 無 出 ぐ 半 下 の 因 0 で SG* 





Fo 和志 で つ 和 ね" や で トト ーッ KNWASRS 
ポ 避 る り ざ 届 選 で 振 性 じ いふ キー ニキ し Ste@ り ずり に 覆 
選 鶴 つ " 田 男 坦 じ じ 挨 つく 把 選 ES る で る りく Nm 
AS 計り 対 つ ね つる で" YA も ホ ト ー ク NGS 押 つ く 拒 
選 せ 是 Y 醤 全 や 古 ぶ ぐ 押 串 ぐ で ヘー 必 革 了 K 放 ペー ト 
ー 避 占 つい 党 で 押 選 避 幸 も も や" 壮 共 KKG 刷 尽 り 
モ じ 周 写 下 癌 つ せ ぐし 抽選 で 吐 思 せ 冠 求 つね S/ 是 ぐ ぐ 
明 地 入り 尿 TS か て AH トモ トー クー 心 革 硬 る 拓 記 案 宮 つつ 
で (トー ドー キト 』 1 ・KKII)* コネ ペー トペ ー 

や ヾ AH や トー ミー< Visvarnpa 「 ぐ で Sro 志 問 や 
の Op" 守口 SQS” 4 下 埋 翌 科 で 無し じ "や で へ 1 
選 是 SG 京 WAY 

や ATHH 一 AH や KN Visvesvara 「 モ マレ S 
SS 判 」 で 握 し "へ や ト 古 ぐ 実 Sm" 

か で へ 年 Visnu へ や に ト 年 ざ 午 くじ ゅ ヘー ドー 詞 で 
再 地 " コン リロ や で へ dx 頻 らい し せ 暗 っ つ 是 呈 S や no" 
TAKyiS(RSxe 選 W 人 re 球 揚 xe) つく で 
避 赴 ぐ 幅 可 る で さい ン で で 回 や "「ー へ ・ や リー1 人 る 
し せ 醒 ぐ 羽 県 ご 症 正 征 揚 や つ 人 お 是 し で お" へ ・ 
に EK 人 を こい よく あそこ を ま まま: いり IE さ コ 
計 最 や * ら りく RSn 和 S。 記 で 年 やり 登 で 近 埋 じ せ で 
て 玩 G 秋 R 色 押 ポ ヤ v@ で トー トト ルト 選 客 避 人 る レ シ 




















く 心 ふ 半 ぐ K 一 KHS 愉 李 (トロ ー リ ふ " 家屋 ) じ " 
で ANK 選 で 11 慌 選 や マミ ー ふ (YKK 尽 ) ロー で 
テー ニー (キー ふっ 公 恨 ) S 表 局 人 本 称 で ツ Sr (っ へ ・ 
や 1ー』 1 1)” 感 天守 じ まや で へ や ト ーー 守 
つも ト へ AT ふ 計 S 表 半球 臣 公 陣 ぐ きり SS KA 
ーKH 和 SS や で トト ー ク ー ト で 欠か に へ AH 守 
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表 宮 て 攻 S で Sto" ト 中 (に RG つ S)^ ト よ A や へ 
( 洋 隊 GS つぐ)" トト A ふ ヘ キ キ ネト (ホーS で トト よ へ へ S 了 ゴ 
し 器 eoG)′ ホキ ー で SN トキ ( 還 C ぐ 抽 芋 意 O や で )" 





で ペーー ユ Vidhatr 「 震 粒 定 」 ぐ 坊や "NN 
一 長 や で へ TK 芽 - Sno2 せ や で へ や に させ へ 研ぐ 
京 WW* 

や ーー ふくや エキ Vitahavya < く で てく < を SHSSY 半 
で 豆 層 生 ポー ペー 財 で や ドー ヘー キキ 層 で WS 遇 
舞 所 聞 疫 つ は つね 人 。 wS 選 思 寺 お 下 中 や さ へ うる 
田中 全く で く と 軸 党 毅 つ "や マー ふく や で キ せ トー へ 守 せ 
吾 王 志 税 信 ” や りや 回せ トー へ 計 ぐ 幅 寺 せ 6 で ツ 押 斑 
8 ホー 中 y ら て TMS 麗 中 SN 
と くま くに 

や ヾ ふ ミ < Vidarbha に ヘー ト TN 只 トー ベリ 玉 SR ミ 
入選 で S り SG で 則 記 ぐ 回 "WS 軍 紅 きせ ふ へ 中 で キ ト 
心 ざ る る ^ 窟 埋 で トル 必 ー ト トト マー で 明記 11 国 キロ S ツ 
NO さ に た さこ とう 

や で 中 ー ト や エー ニキ Vicitravirya 玉 逐 簿 坦 [ セ く 
ー く 一心 ふ 」 ぐ 玩 忠 ぐ 足 S ぐ 邊 や ロ 商 寺 へ さ 所 ぐ 田 へ 
ャ ーAwKGS 由 ずつ し 六 お " 玩 お マキ や に トト で 
ー" SQS 一 革 征 S 中 ロー す トロ 人 人 RT PH 田 習 称 問う や 
ホー トー へ 的 公 区 YSS へ へ さや に っ 第 で や 避 や 玉 る で 
4 田 伺 称 立 ろう ね" リー TS 吾 モ レポ ーー 出 で 詞 に 


さり ポー" ら トマ ミーー ペ ー 揚 守 つ や ね hoorn 
っ が 66 良さ" 田 園 各 還 と つぐ 玉 や て ン り りつ 本 補 


ロー で へ ロー ミー 応 ( 青 揃 ) FINA キ ー で へ ( 表 で 
し 皿 wo ぐ )” キト ー さ ミ ( 夢 時 eoG)^ トー ふ 
と や ト (WP 明 る やく” 遇 ご の S)^ NN オッ ー ス トマ (N 
や ヘリ オッ ーS) トー テト KK 一 私 本 ( ト を で 和 足 生 箇 )) ル 
ー 和 NSF ト (と SG 財 落 )) 3 へ へ NN ( 惑 凌 CoS)′ 
か ーー (3 選 S 尾 )) ホー トー キト (SE も し 蛋 ご つぐ)" 
く へ ホキ ーHA( 田 0 で 六 足 や 指 幸 や xsoS)′ く を トド ネー 
く ( 製 只 ぐ 講 ))' コー ホー さく ( 撤 枯 く 反 和 所 じ Seoo で )7 
トミ ふ mー ト へ k( ス 塞 GEG 再 HSoS) ヘ キ ー さ へ ANY 
へ ペ キ ー ミ へ ミー 中 ( ペ キー さ へ 守 忠 称 叩 避 提 Do で )7 
や トー さ へ ペー キ ( ホ ー ハ TIIS 中 器 )) も や ト で へ へ へ ト 
ー や (や ト で へ へ KG 草 )) キ 迄 りー ふ キ ( 凌 家 で 章 ) 
に 

や YAHINKK Visravas RINA キー スト マ ・ ト 
必 K 必 で を で 中 し し 「 ト く ー く ー 心 』 で 天天 6 人 ト 
KK で で 半 更 で の る RSre” 吾 革 副 二 くく トト 
トー 六 そ G 窒 で ヘー トマ ホー (Se く ポ で トート で ー) 
や SS る 福 祝 で 古 や や リーjNaoon モ ヘー へ キネ で 
K ャ ーー へ AG 脱ぐ 改 ー ふ ふ ハ キ ペ ー・ 中 RS ヘ キ ー (Se る お 


代 で ド ペ ー) SS る ね BNAS 一 玲 用 JST 8N 一 
や トト やる く で ミト "や で ロー ヘ キ ト "95 る 欄 ST ロー 
ミミ トペ ーwaeon 本 お? 


さり ペー 民 ら に さく ーー ドー 昌志 ギー Sv 記 ーー 
ゃ ふ トー ヘリ ロート ペー ヘ と で の うる 愉 由 倒 半 で で "りり で 恒 
S 由 塗 ロ で じ へ る 美和 | 拉 9 ポ 警 整 公記 間 梓 り SrG 
ぐも SQ ([ ト く ー く 一心 へ 」 呈 鞭 )) つ ベ キー へ や 皇 


中 で キモ や トト マー ドー ロール に さめ ボー" ト さ ミーー 
際 
や て トキ ー ふ Vidyadhara ( ポ 己 直せ や で 叶 で 


キー ユニー)"「 長 回 や 近い SG」 GS 楓 し 末寺 コ K 寺 で 
芋 計 貼る に 詳 で 古 近 っ …” | 英 半 で ぐせ べ 陽 遇 枚 人 
連 nG 竹 赴 の 提 CSS Ske" 時 で き で ヘー 心 公 で 装 選 で 
で や GSkGS。 可 世 で Heon 期 革 糧 く や Sn" 

〔 応 ぶ ) モ ミー ドル ミー や へ ( 抽 S 96 縮 SNS ヤ oS) 
ペー ホキ IN くき IN ( 若 攻 更 言 や rep で ) や AN" 
や トー< Videha の ト で 選 ー% 箇 紅 rte 介 定 S 固 
" 限 志 で や ウリ く ー ミ ロウ ST る っ 坦 恨 入 sk0" <ー 
ミー 心 へ 」 3 でき ロード ヤー や 補選 半 性 尊 選 つ 
や 0 で 国司 つ 思 記 つ ね ざ つう 宝 (閑谷 陵 )) ペー ペー で 
状 玉 人 園 の つる SS ベー 心 ふ 胡 導 旧 介 る し せ や で 
ホー く ぐ 暑 せ トミ 村西 や 交 吸 つ (T ル く ー く ベー 心 ふ や 
ー へ 1 ャ 罰 ) "で ミト や で ホー く ぐ で SA キ 邊 SHS 由 昌 球 
つ ( 臣 "ロート 革 )JS 団 や ミト ぐ 蛋 填 で 約 記 人 ( 写 " 
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ポ ミ 曜 )* 

や ャ と で IN Vidura 「* く ーー ふぐ S 吐 窪 交 寺 
ヤセ へ さ 舞 で 環 士 「 副 計 SG で や も し 昔 や きる 挟 故 和束" 
問 こ の 始 る 和 疹 xy 当 野 で で さる 幅 斗 oo つく 
で SQ べく” 副 計 や で キー ネコ ドー ハーHS 寺 に さめ ペー・ 
ト さ ベー ニ ポ ー 王 炎 ぐ 是 KN で 人 で く 宮 講 S" へ る 天 で 由 
テー ヘ I ト 一 ーー ヘー で ト で 貴 持 要 束 " 

テー へ ハー ハリーN スー ヘー トマ と FINS 思 提 せ 
ふさ 押 ぐ 細 く KI ト ホー ト 心 | 理 拍 で "トコ ヨー 
涙 牧 ′ 黙 錯 SOG 半 本 ざっ つり 中 回 交 球界 きぐ S 祝 手 や 
虹 で で ね" 王 し の か マー ト 心 球 り で 夏 る ぐせ” 昼 守 や 
で や 「 四 次] ぐさ Se 全う る 愉 り コレ SS DSS 
や で を で 選 守 回 稼 つや や る や 1 壮 束 末 で る (FT キ く ー く ー 
ー へ ] 記 臣 )* 中 く S 要 球 せ MG で し 家路 つね 和 S トド マシ 
ト 羽 科 定 せ 測 穴 和 リー と 中 ( 胃 了 午 話 ) 球形 K や で 
SS し 田 JAnO 塊 拍 革 障 S で SS 人 る で や "へ さ 近 で mm や 
虹 刀 引料 Se ロー ル 8KINPAMA ーーNG 半 
坦 さ ぐ 代 る ね 装 | る K 各 暫し S 和 も し 選 ぐ 郡 つ つる" 
や で と で 改 せ り S 表 G 遇 雪 で 画 べき つ し 拍 ン 自 容 ・ 
半 四 各 思っ の 理 \@ く きつ い 長 で し る やつ 厩 刀 ロ 
せ R や 改選 トコ ミー へ や ト Sm も 選 軍 和束 6 つて ン 嘱 で 
や うお | MS せ R や IN や ト 吉 到 計 記 刺 で シヤ ビレ 下 時 4 


NN トー ペリ ー 選 ぐ 甘 り る や 所 HG 束 ぐ るる つ 鍛 人 で お ? 
テー ふい トー ペリ ロー 氏 押 ポ ー ヘ ヘー ニー つの り 椅 性 本 束 
つね お 表 ミー ヘー ド で 近 へ へ トー や り ロ 娠 < トマ テニ 
Sp 記 列 の の せつ WS 探 や 拓 品 下 T ( 下 トー 

TIND 躍 )* ヽ さ 所 や 映っ 回 准 避 旧 つね くし ST お や マテ モト 
心 革 恨 避 。 民 喉 り 味 私 ミホ ー や トド (円 郊 ぐ 古 ) マ つ 
や や り せ の 06 で ね の る 條 ( 臣 ” 貴 匠 量 )* つや で キー キモ 

や トペ ネー Vinata ふふふ キ ぐ 訟 し ドー ミー ぐ 遂 " 
RAT キ くく 枕 GS | し 副 天 和 SN ぐ 遇 " ペー さや へ へ 
SQ る 芋 S さ NG 近 の る で で SO り っ JopSte(『 く ベー や ド 
ト ふ ・ ト ホー ト ))* 

や ミー へ Vibhandaka で ペロ キス 計 G 記 中 で 
抽選 "RA キス 計り 幸村 の ぐ 人 S く 補講 や ダー へ 
へ リー 入選 JMB で 押 間 坦 で し くるり Sm 

や コー へ キト Vibhrsana 「 器 ぐつ SQ や S」S 六 や " 
IA ペー 時 京 トー トト ト S 環 "や で リー ハ ヘ キ キ 要 病 で 
ふさ く 全 さや の 選 トー トト ト く 選 朱 ぐ や ざり る 
つる 3 所 ES 慰 提 TNINN 一 華 パ My で 乏 守 天 
中 eS る る" や で ロー キト 到 下 0 で SS る 遇 さ や せ や 
で 容 りや 来 つい 恒 埋 で や る 中 現さ で 物 ” 圧性 帳 つ 
ン 半 MotG の る 有り JP 人 ST お? 選 < で 因 電 革 寺 つじ 心 へ 
一 和 収 固 つ ウ る ね や やせ ー 選 届 肖 トー トト ト SN へ AS 








や つう の の つじ くる で 昌 雪 つい スー へ 私 ト で 圭 セ 
吾 幅 疾 り や つい くし だ 避 つ し く 記 る で し Gre" テー ゃ IN 
ーー か 具 晶 恥 と トーmー 選 下 丈 講社 地 NG に 折 
似 祭 玉 る "で と で S 必 3 りり G 由 玉 ふ さ 拒 上 VN で や 
てる 赴 半 Nr り aJm 明 ツー DS 店 宮 様 レ ン つ en 
全 碧 下 つ きり oST る ( 臣 足 鞭 )" NYAHNTNW 
せつ 人 Se ペー へ 私 や ト 寺 で べ マ 径 列 粗 で お 
つや 。 や で と ド 必 テー へ トー へ リー 羽田 避 時 で 電 弄 潜る で 
民 痢 "中 基 xtsn 旧 環 季 つね" S 表 つと ニ ふ 選 
ーー 羽田 革 。 半生 で やく ーA 篤 トロ 人 羽 つ し Sro 
や 幅 Y い 押 吹 つ " 己 畑 衣 人 る で 型 導 つ ね " や マー ド NR く 
ーー へ や トド で 詞 ポ ー ツ キキ SS 槍 避 指 で る 和 ) 択 田 を へ 
ホー ハロー 選 革 6o ポ ン 反 中 で 翌 隊 各回 く " 5 衝 弄 知 各 し 
人 SQ 東 記 る や つる ( 臣 ′ 類 甘 世 )) と テー へ トー ハリー 
HS 由 革 せ や コミ ー ヘ シト HG 財田 中 和民 GS る おり 奨 
放さ た 9 と よさ か の まさ 
ね や マシ ド 心 守 ON で G 曇 知り の 伯 評 征 責 記せ 所 装 
る "書き 人 N 愉 スー まや ヘリ ーー 心 の る 條 JJ も 傘 吾 で 
祭り や 品 選 や キマ ネー 足 ぐ 失 裳 ご 候 王 " キー 
や ト 所 で や や ト 人 る < ヘー へ で 選 志 要 る お "の で 表 
区 ロ で し RS や 下 や ト 証 講 穫 つ " ス ー へ や ト 和 ネ 至 つく 
大 憧 っ 吉 人 SQ トー トド 必 BWS 和 w 豆 半生 で 所 四 


ー ぐ 収 因 和 SS で 3 つる つ " S 課 宮 才 ハリ ー ミ スト 
ー ロ By で 名和 め 記 ね 一 トト 私 ホー ド ぐ 押 ハ ー ペ ー 答 
ヾ や 心 へ ペー ロ 玩 いじ ※ で の RS 中 理 四部 区 r@ の 
軒 人 "ヘー ペー や 刷 遇 や なつ 悦 祭 つ ね "トー トト キ 革 装 
桂 つ じき 舞 つね ぐも や で ジー へ キネ 思 称 環 祭 じ ′ 思 く 
還 く ぐ 虹 且 の や つや 選 各 有 で ホー トド で 細 唱 長 で で ね" 問 
せ ホ ーbS 必 ペー ロビ 敵 で 選 吾 二 " ホ ー 和 トト 相称 忌 儲 
で SSS トー トド S 訪 忌 ロ 4 で PINA ポ ーS 田 習い る 
で (TI トー ドー キ +』 克 路 明 )* つつ ハー トト ト 

や NN 下 和 上 ト で Vipracitti SA キス 言 NK 
ぐ 夫 る や せ 章 応 ヘ 一 ト トト で 析 串 
や キー お ネ Vyasa 「 ト く <ー く ー 心 ふぐ 赴 六 上 選 < 
で SG 癌 寺 * ヘー ヘリ ネト ・ テ トト マー く ペー キ っ!s の る RS" 
や で キー キモ 「 忠 軍 ] で 舞 や "や リー や マキ ー ネ (や 
ーー で 霞 押 ) 呈 せ で や で いひ ロー ホロー で 暇 玉 の o ト 
私 ー ト ぐ 相 押 の る RS セル く ーー 心 ふ 』 や や で キ 
ー ま ※ 詳 震 趣 負 夫 や re 客 療 区間 で べ 玩 つい" 
WS 振 づ つく 選 器 避 家 や Sr? 

や で キー キ まで て トー ふ キ 心 守 当選 つつ や で 判 装 
束 頻 曇 狼 折 衝 おま 中 マキ や トト マー で 導 つ 衝 り る 名 で 
し 天 究 や 時 つ 装 で 3" 問 ポ せ くく ハーA キ NG る 人 S 唱 1 く ぐ 
駅 店 束 天 くせ で やり 慰 る も 選 で Ae の る 人心 球 赴 じ 選 で 時 つ 
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り 慰 介 詳 貞 つや" を 玉 ウ キ さ ネー 忌 ぐ 王 ぐ 届 S ぐ mw し 1 マ 
S 恥 中 矢先 "DS 由 玉 と も トー ペー キト (加計 ね 
押 ) QR や で 令 中 や ou 抱 選 けり 記さ し 差 六 人 研二 や 
キー の S で 8" 

時 ぐ や 中 で キ や トト マー ポ 孔 届 回 時 つね SN へ さ HG 
ペ キ ー へ AAK ぐ S 押 和 ホー トー へ SS 和 の で ホー 人 
エー キキ ざる 人 蛋 く S 恥 で 店 称 箇 SS" ホー トー へ SN 
叶 ン リン Sm か で ホー 心 や マー ニキ お に さや ポート さ 
ミー ニード ポー や る 條 次 人 弄 宮 信和 由 人 科 る 66 良く や 
ぐし" 測 舞 ぐ 軍 加 @ り の 電 本選 ね ま 中 で キト ホー 
と トト で ミー キト 和 誠 る 巡 和 im 一 S 守 せら で やく で 
来 時 その で 人 くり 由 褒 on モ や の つつ お 5 

更 せ 午 の 記 St@J 得 時 到 舌 牙 つ セ ve りつ 8 定 じ っ た で 
全 や 本 棚 つ いく お ぐし" 舞 や 幅 民 記 る りら つ お" 天 
本 地 じ ST 野 紅 で 記し 訓 ン 貴 或 各 昌 つ し 
2 で ぐも や に さり 一 較 生き り 選 や の mRe り や 篤 皇 ※ 
各 呈 訓 称 語 お お "で も n 守 招 全 ロレ に さや ド 一 公 
で 選 宮下 其 個 男 じ ST る お" り 生 ふさ 半 で 目 や る せる 
テー ふか トー ハロー や Se 選 選 ト さく ーー ペー モー トド 
か WM 困り RG や る 
介 る 代 呈 装 S 介 思 四 スー ヘー ト (着る くつ で ) ART や で 

で" 問 島 匠 ら に さり ポーロ 選 い くる お 生 ) 回 K 革 意 Km 





3 還 W 補 KNSS S や せ ぶ キ へ 
7 NANOS | ス G 吾 my 1 で 替 和 へ 選 一 Ao 
ね" 

HihYA TRYINW き つう 人 る ke スー へ 選 や SS 
や ト ぐ 弟 費 亜人 更 "| 刊 時 主 型 拒 ee 
堤 現 ぐ 愉 ドキ 国 ぐ や で トー ふぐ 掴 状 り mW Saw 選 つ 
Y 龍 糧 つ S" it で AT で 心 基 都 吉 疲 乏 時 や や 地 差 つ 
いや で 一 へ HG 時 中 癌 ・ 討 誠 や さこ コード 肝 で 
ト さ か 9 下 トー く へ 本 N 一 の る 民有 SGvAa で ら 。 組 打 
PSx@ ざ 皿 結 つじ 田 衣 や INー 戦 次 時 "へ 心 ポ 肝 
弁 量 "まく トー トト で 鬼 格 彰 聞 と 改 で トマ ー ゼ 赴 K ツ 

いじ り ぐ 軍 弄 直さ いく 人 る" ルト ヘ キ 還 つ 選 雪 認 楽 り Sro 
SN 私 ト 反 料 人 る 稚 で し WV て G 媒 半 避 骨 せる 井 「 に さ 生 
人 せ を ド ーーm 一 和 へ 十 ミ ホー ロー へ ト 確 で や り マ 
更 詳 VPS 加 倒 で 本 で 所 。 型 澤 1 岬 時 可 玉 表 で っ" 
バー へ か や トド 所 る や 導 拓 G 控 村人 つる" や で 
ーー へ 半 党 邊 上 部 で し” 損 S 喜 や や へ IN 一 旬 ト ミミ 1 相 
崩 品 つの いり 司 つ 記 和 S トミ さ 條 直 K や 地 届 で 
融 中 S ト pkilHS 押 や つい 明王 (『 ル く ー く 一 心 へ も 
て か 一 へ 堅 )) く 一心 へ 奏 束 応 Yee や で トー ふく ー 
へ AS ト 骸 ぐ や 避 征 人 ぐ | くり 直 の で SR も に で く 
RS ロー へ Tb の 愛 る ” 統 時 シロート へ ふ 愛 で レ 


で ロト トー く ミー キト で つや つり 過 全 うり で 夫 る 補選 午 記 
で で 玉 や マー で SNP” で 店 門 ね る くつ じゃ 中 で くね シレ 
つる 軍 べ SS でる" Sn いつ や 判る ね を へ トー 
リー 羽 コ ペー を で で 人 店 玉 宙 王 づつ JN で ふさ 畠 | 
人 S ヤ *e 愛 吾 近 で で SeS PhSre* 

と トト マー キト” ヤセ SNR や マキ ー ネ せ 1 べ で 各 由 
信良 く RS 務 S を で る で 『 ド < く ー く 一 心 和 へ 」 和 や せわ 人 る 
いそ ざ ぐ 王 じ 中 家 づつ" り SAvS 環 店 私 トド で て ヘ キ コ ミー キ 
十 豆 蛋 ね の る 2n つま ホ で キト トト マー 

や キーN ユ トト ヾ Vyahrti 「 由 絡 ]G 握 "POG 
着 路 ぐ 臣 密 如 SawS で RS や "セト ミト ホトミ 7 
K や トド さ / ル く さき 込 キ ミー へ スミ 中 で キ 知る 
JSnae トー ミト や ドミ K ト SSIIOS WS 所 
= や ・ や リー 「 キ ロミ ・ や リー ネー トド ・ も 1 
一 せ の さや ン の SS 直 素 人 幅 の SSSP 
N 中 へ 玉 案 司 各 間 年 n@ 表 ネー ざる 衣 で 人 で ざし 玩 
r@ 隔 で つ SS 

や で N 一 へ Virata ミー へ や ト 和 SRA や ト で テト 
ーm 一 私 相田 呈 4 で や 下 半 約 人 お 恒男 直 G 押 衣 で 和 
全て MT る トキ 田 (『 ル く ー く 一 心 へ 』 や で ー ゃ 想 )" 
買 足 ぐ 辻 KN ペー ゼロ ー キ ネ 下 財田 レー AS ヨー へ 
押さ くね" 層 寺 名 拓 fe つ で IN 一 ふせ トード と HK 一 和 へ 


飼 SS (で R ミ 下 思 

〔 宗 Q) ルト キ く ト で (や スキ 由 )" 
トキ トー か キ ( 写 ) SM っ ミ ーA ヘ や ト 

や で トー Viradha へ SS 突 り 問 ズ 急 避 四 


トト キホーテ ( 下 ) 


候 豆 つる ホー へ ふ キネ ( 課 宗 )” ヨ S ぐ で ら 回 表 セ 朱 つ 
っ 所 S 提 "NNN ト 一 古人 る で に 良 思 京 苦 opt で "| 
づつ 令 つ "トト mー 汰 マキ ー ぐ 筐 避 型 衣 衝 で る ホー ド 篤 次 で へ 
ー ネ ー′ 后 G 心 や ふ す セト っ JaJo の BN へ NR で 迷 ら 直さ し 
っ で 王様 ぐ 中 箇 G 窟 く ロ さい レート 暴 宗 や 届 弄 提 
ヤセ ゆ りつ 本 欄 つ 。 臣 祥 喧 所 お GS り S や で 必 ー へ し 
S で 公 (FN トー トー キキ 』 槍 療 堅 )* 

や で ー く ント Virabhadra AS ト 下 で 惨 交 つる 中 
や つる 設 記 "Se くせ へ や ト 古 ぐ 喘 6 選 判 玉 お 店 の や る 
で Se トト ー ョ 人 トート 』 S 穫 1 OOOS 諸 コ 
1OOOS 書 SYSye us" 

や ミー ふ 愉 R Virudhaka 者 四 ぐ 揚 ぐ 所 が 放 纏 re 


キー ジュー レー 


NAT き 拉 る 才 束 や 記 つ " 国 KHG 1 で" 感 
芝 三 押印 居り 幸 区 コン 逢 邊 寺 res 球 三 G 村 
" 硬 内 や つい 到 要 情 お 民 和 均 知 Sr で S 和 0 
っ 


や で ミー Virnpa ローNS 副 二 ト ニキ ペー ふぐ 記 


由 や Se@ ト ーー の ト へ INKG 選 押 (『 へ ・ ト コー 和 ] 
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ヴィ ルー パー クシ ャ 


ウー ジャ ー 


1 ・ 還 国 ・1)′ 疾 競 さく とい 公 愉 壮 難 や で ざる ro 

や ミー ミー ふ ハ キ Virnpaksa 「 守 YS 連 つ っ 
S」「 3 人 る り nS 嘱 Ao OS」S 舞 や エス ー ペ ー( に 
臣 ) 全 で 翌 各 坦 雪 ね の る で 癌 で ES 1 臣 " 

UN ペー ぐ 失 HH ト ー も トト S 吾 計 や トー トド ふ 材 
Y 尺 隊 京 (一 へ ハ キ ネ )SxR(T や や NNー ド トー キキ +』) 
UNNA キ ー く トマ で ・RA リキ く anMS 郡 KNSS る 
や 唱 半球 天 を WI 中 く S ヘ ー ト や ト ( 陸 机 ) S 1 マ で 

早 必 玉 ・ に KNG 妨 各 で Sre に KINGSTT 


還 き 癌 や 本 IK つ 臣 "回 KHHS | で" 民 計 二 モ 潮 
回 慌 は 2 い 更 K 置 oo で や 栓 内 つ し 世 結 の る Sr 

や で ロー 違 Virocana 工 「 暑 とっ S」S 振 や 
ポ 可 年 K ペ ーー ニキ ぐ 宮 SG” TNNNNー ぐ や ペー ト や に 
S 1 態 括 <=S* 

や で へ 條 エキ Vindhya ki トマ キト NN トー 本 S 
^ 選 RS で る や せ 加 らし て へ と 囲 環 Ai | 未 つ し る xo ヨ 
蛍 ぐ AG" や で へ トマ エ ヨ 堂 - の 是 提 や WS 層 6 で きり 
で 華 せ 押井 0 の yo 公 富 く リ ドー 心 ヨ xrn で を さ 
要 は K ペ ー ミ ヨ S 攻 へ 回 Xn いせ 務 直 で 華 で 人 と さい 
きつ うべ 統 避 りり 人 了 *Wr く SS で SS る GS 選 避 裕 ン 
つ し ド 弄 時 和束 蛋 つの 人 る 祝う も で つる "WMv り 年 マ 
や で へ 中 マキ ヨ S 環 手下 Sro 型 語 に S K ト で キロ 吾 





キ す で re へ 
SS 由 つり 壮 SS 中 キー (で へ 人 で キヨ 王 直 お 
還 組 忠昌 現 SSxe) SHI” トト ー ト 民 千 6 で 7 
音 弄 田 鹿 0 くる 8JW 1 一 各 下 信 で Se 補 置き 
巣 柚 堂 じ YS 押 二 り 到 つい し 素 自 培 衣 ES で ねら 詩 
慰 欄 定 ね つつ レ せ で そつ 舞 つ 人 ね" 明 軍 公共 革 田 り 
WS 葵 選 選 自生 6n 艇 人 公田 公 世 や つり 半 で で 租 愉 カ 
や 臣 Wor く 叶 人 る で や 評 提 人 到 革 中 で や 壮 回 つ し つて 
US 田上 全 由 較 人吉 人 Se マ 店 反 宮入 さ せく や 副 吾 
ポリ ー ト 出 S 臣 半 ぐ 章 中 (Sr く 素 識 ツ 和 Ke ポ 表 
や Se) りり PON り 公 で 相生 で 民放 で G 心 人 計る 
っ 時 つね 地黄 枯 り 選べ 更 S 半 戸 ね" 副 提 ね 民 せ り 
S 衣 くる そり! ハー (「 装 SS」 で 括 ) の 幅 J MS 琶 
せつ お ぐし 半 中 ペ キ ー 和 の 本 き Se は 人 でる" ※ せ 
一 押 信 琉 英 間 貴 向 り Pte Sm ロ に 和束 梓 マ 
や つ 慌 店 生計 SS る "書き 中 の 慰 eoxn 閉口 改革 ぐ 豆 
oN しるし 古く 時 系 時 S 田 つる (トート 
よ ・ ト トート 』 還 や )" つっ 1 キー 
NN Ugra 「 皿 ぐつ 3 の SIS 抽 や へ 私 ト 華 S 句 
CS 遇 つる 加 居 GS で SR セ 富 SS10" 宙 SHIOS 富 
や XY せ さと IN ヘ キ さも に に キレー wS で り 表 坦 ke 
製 中 (ホッキ) 訪 峰 トト くそ セル く ー ト 





電 税 人 ト SK ト マキ 計 せ や で へ 誠 マ キヨ GS 宮 届 理生 0 
SS で PS で る * り S ヨ セリ ルー 選 を ヨ 選 設 QG り の 生 や 和 
くだ こく パ ル の 

や で へ 了 ト で エキ や トー ヘ ハロー Vindhyavasinf 「 ホ で 
Ah で キヨ ロ 門 衣 是 ] で 舞 じ "や ト で 堅 尽 ペー ユー で 
誠 ” ポー ニー や で へ 記 マ キヨ コ 宰 閲 る 鍛 凌 で N 征 し 
で ツリ シマ 京 苦 付 so で し 組 号 で る る おる 夷 赴 
衝 り Sx05 ーー ニー 

や へ マ エモ キー トト ユー 
ご ぐ 殺 " 

や ヨーR や か トミー 、 Vegavat [時 2 や S」G 握 や "へ 
へ 9 ト SHSSR SQ る 3 ヘー トロ 表 半 つい 信 で 
で ー ト トト GT 

や ヨー や トト ャ ー Vedavati トー ドー キト 』 で 
尉 了 引 寺 ve 出 舞 ぐ 訓 聞 し Se へ ヘ キン トト ハ キ く 癌 つ 
っ 窒 "SS 良 雇 つ ーッ クト で 中 一団 で リャ セー いと 選 る びり 
や Bete ト ー へ TIN ( 夫 に 舞 索 ) じ ^ 可 ぐ 民 史 遷 " 上 
民 罰 折 に 押 S 到 つい 半 各 杜 二 で " 得 定 そ ヘー 上 由 窒 
ぐせ し ぞ 環 る で る KS ま 画 し Gy" 

や ロー ふ ド ーー Vedamatr [や リーG 書 1S 
いり ポ 村 生ま や ャ ーー ロロ 副 定 で で ね や リーG 波 下 ポ ー キ 


ー ニ ュー ぐり っ" 


Vindhyavalf に KNSH く 


選民 ホ ンー Ugrajtt 了 K 臣 GS 要 ポ トト ネ INKG 
民 『 ト ふさ や ト ・ ホ コー 私 』 1 KK・1 1 く )" 

で や や ふ 必 や ゼ ー ト Ugrasena て ホー へ di| 閣 陣 re 
ーーS 由 ” 際 田 RA ま SS ヘーAT ト SW や SFK 
ーー トト せ や へ 改 ギ ヤー ト 出 G 素 環 や GS で お 篤 。 話 陣 つ so 
CHFSA ま 半 連 く weSH 田 選 無 パレ ツジ り 会” 反 旧 屯 
宮 全 田代 で 人 (FT ト く ーー 心 ふ 』 宗幸 虫 )" つる つ " へ 
1 下 S り S 際 田 各 胃 つや 和 IN や ヤー キ 3 田 己 和 回 球 つ 
内 

ミー ヘー トド HHS 周 四 SmRS ト さかり S 疾 呈 箇 
く ニ ュー ふ ふ ト ーS 由 "か キキ ペー キキ HG 札 ( 玉 四 )* 

UR ふ キス く 計 MS 的 る 中 SS る 補 旧 購 丈 マ ( 足 
四 )* 

語っ ー ふ ハー ヘリ ロー 改 田 S 皿 く SHhSES1 マ "ホー 
愉 ヤ ー ト の つの る Sn" 

で や 必 さ く A ロ キー Ugrampasya 尿 栓 GS 要 K 
トト ま NKSSR (『 ト ふさ や トト コ ロー | K・1 1 に )* 

トー ふ キ ー Usa エー トマ SmKKINS 守 Pi 
ミミ * ぐ 字 

せ 盟 二 GS 束 GS” ベ キ ーー キ 生 で 入 ミ く 田 本 ト で を 
NN 幸せ Jam 選 価 KS で 半 拉 弟 で お" Sm 
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ウシ ャ ス 


ウッ ダー ラ カ ・ ア ー ル 


中 中 避 上 民 史 6S 人 お "WS 軍 和 で 中 避 杉 る で 
モー ハ キ ー4Sve" 

か へ キ K Usas 「ー 和 へ ・ モ リー】S 翌 呈 ぐ ポ 足 " 
刀 持 ぐ 舞 油 11O 組 ot 一 へ ・ 和 かり 一 で 半年 
や 四半 で お 柱 電 や Se" や ふと K 全 「 圭 て] 和 抽 党 や G 密 
団 us で 忌 皇 公 SG 差 じ "AKA 有 で ト で ロー ( 醒 玉 ・ 莉 
で S ポ 征 ′ 操 臣 ぐ ーー ロ p) の 忌 1 S ぐ 貴美 りや xe" 四 ぐ 求 
古 挫 やつ や や ぐも で” 埋 窟 "本 球 計 さじ 若 環 で 
思 嘩 史 珈 く 党 る "本 を 鹿 虹 や 思 替 人 %" 内 居 束 須 人 
駅 利 し Gr" や ふも K 革 拓己 つい 明 陣 紀和 
つ マ 所 量 ヾ 信 堅 へ 店 の 括る 暗 SQ る 革 入 ぐ 記 て 時 
崩 で Sre" KG 幸代 半年 ーー ニー 電送 や" 
ポ 障 征 K べ ーー と ぐ 移 べく Se 2 せ 押 つる Ste ペーー キ 
で AF KGS ざ 弄る く 7 ベ ーー キ 到 押 つ て ン 型 季 つ で ye 
桂 呈 で 年 せ お 6 で 潮 党 ye ぐい So S 究 堂 放せ 
四谷 で 記 ピ ン re" 

「tWo の で 電 革 る や ” 客 で 写 伴 信和 を キ Ka6 野地 

堪 で HKG 幸 4 環 羽 水 計ら し" 区 ン (年 ) 

舞 m 寺 る "年 4 中 履 民 じ (| ・ 団 尺 ・1 )" 曰 

舞 豆 ・ 媒 す 幼 。 | 屋 ぐ 到 其 東生 圭 W( で や ヘ キ K) 


に 


8" 県 人 る めく やる SBW ン て SOS で ve 癌 写る く ピ 


T や で SN セト 一 ト で ホ で キ 由 
ぐ 縮 ST ね ざり" 限 電 Gi トマ キ ・ ミ ー ホ 一 現 慌 
SO で N 迄 で へ 反り 上 親 re" ロリ ヘ シトー 拓 ぐ や 素 設 
ぐ 1 0 団 民 捉 玉 境 望 り ぐ で 中 呈 せ oyS MOSS に や 
ト へ 中 で 囲 で 押 連 じ ST ね " 還 ” 財 者 望 ぐ で へ と 折 束 半 震 
ぐ 帳 協 さ る で Se ペド ーー ヘー 和 ネ 。 表 境 更 G 了 K 六 震 吉 や ト 
私 ー く の コ 選 共和 迄 キ で ロー 本 祭 じ St 
か 穫 W や KUddhava トト トト マキ ーー て っ の っ 語 
で ヘー トト S 民 べく" 型 守 炎 "Se くせ 私 ト Ki 一 トト 
ぐ 選 痕 ト ホー トト く ーSSh つね 和 し ふ ハト で 幸村 
や や SSSre 
や か ペー トミ ー ふ Uttanapada yeG 吉 ぶ へ 
ミー ミーSS 3 や SS お" で へ dk- 生 ホー トロ 
で 8 や ペー ト く 一 入 りお 絡 つ ン 壇 写 KK さよ っ 経つ 
て 回 づつ 3 Kil 一 中 で (Ge る KK ホー) つる で で 
地 和 YS 選 ^ 捉 雪 や や 和 ヘル 科 百 さ 。 K リ 一 トマ モー さ も に ト 
( 選 剛 関 ) 届 手 で ね" ASxe く お "悪者 せ KK ニ ペー や 
し と さか トーキー ミト マセ ーA^ ト HAH セ 一 A や に 
KS 回 店 尺 抽 くね Jo Sn" つと さも に 
や S&P や 込 キ K Uttamaujas く ー 愉 ふ 愛 車 も ミー 
AS ト 計 閉じ 括 で る く ヘ ホキ ー 息 球 で 弄 士 " 吾 せ 
ベー へ や ド S 総 出 田 由 に トミ さ 人 AG 胞 旦 で HG 旦 各 取 で 





昭 稚 や 総 銀 や (や へ た Ka" 舞 定 や らく で 后 四 で 
英吾 や (11)" 妊 り りり で た K 守 栄和 0 me で 
赤 S 長 ご 針 窯 各 可 で で 朴 Se 舞 思 打つ で で 

い 週 べ 葉 YSxepS 穴 や 財 ね つる ( 田 )" 」( 剛 回 突 享 )* 
ー ベ ーー キ 

や ヘ キ エト K・ ド ー や マキ USanas Kavya 「ー へ ・ 
リー] ぐ 盟 癌 "や で で 吾 貼 や 国 い ぐ 表 問 で 赴 押さ 
る Sr 補 嘩 條 じ せ 私 で トマ ヤー に ト KN IN 一 へ ふ キ 
ま コ つり S で RSe 共 ト ーー ニキ 作 ぐ 田 較 で 再 柏 SH キキ 
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VN=S: - を 
SHSK ふ 1ー ト 誤 


3 

や 必 Uttara トキ 田 玉 で ホー へ S 由 し スト 
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ホキ ー 息 農 ぐ く IA トミ へ 下旬 昔 や か ン で ね 
リロ ー 閣 軍 S 1 で "トニ く テ ・ ト ーN il 下條 IA 
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マコ つ ツ ヤマ S 問 聞 宮 宰 各 の つじ 尿 コマ S 朗 弄 お で せ 
ミュー 心 で つの ざり で ヘーNS エ 人 SQ 現 但 で 斗 中 称 中 
mn けり aJe 表 寺 り 北宇和 揚 つ 提 お" ホー ニー ト 月 
SN を らい 叢 足り りつ 諾 長 つ で ヘー とい S 舞 衣 じ 民 軍 人 
更 wS で し 栄 天 長 守 称 頭 び や G し SQS oO で 
AA とい 全 失 家 じ wm つる とせ や ンー ホーーN1H の で 
ロ ャ ne 率 近 Y い うる SSrG Sre 間 で ヘー 中 時 | 
志 や 人 で シベ つ ” 押 愉 さく ミー ドー ニー で やつ ロ 選 会 や 
半 ぶ ぐ 症 レモ ニー ゆ 琶 半 和 せつ 尺 二 や 或 下 つる? 
心 さ ミー 相生 ロ 六 び ト へ 和 ふく 槍 くだ トニー 
門 び る 忌 才 人 Y6 り を で y 栄 る ホー ニー 必 き N マ ベー 
で も 宇和 入 に いで いこ 全 EEE で こ 1 
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へ こり せ TP つが 6 ホーー 心 革 導 県 や くし 直 
時 民 回 で 近 コ ne で 生 つ いく ね "IN ペー ミー 
ー 心 尿 四 電 じ っ 半幅 避 村 ロロ セ つる m 層 年 し で 
時 つ 慌 避 和束 くね "トニー 心神 で しり ぐ 表 寺 SN" 
11 く せき ホ へ 私 で 関し 上 宗 つる 韻 各 束 り つる "つき で ン つ ピ 
信 で " 心 さ ミー ば KN 一 興 吉 糸 抽 で 剖 旧 野 人 "KNー 
算 幼 ね りや 革 く PA 昌 革 絡 つ で いく 代 到 ” 宗 せ 愉 さ 
く ミーツ G 己 翼 せつ ね 和 負い し じ り で 遇 井上 球 避 つ ね" ke る 
や 6 据 覆 求人 る "りく 癌 赴く で で へ ヘ と 性 生 
8 を ント ーー 避 水 判ら 時 前 本 や トド ANp-see で ピ 
や ューaern 明 つ ね "Sm ひつ で へ と ト せ 宗 療 
セ ュ ー 心 避 つ ね さじ ホ ーー く へ (ホー ニー ト 避 枯 や つく) 
S 訳 ha で 人 私 。 写 語り くい 中 へ 吉相 つつ 公 怠 時 
り ざ 2 で 信 (『 く テル ト ・ ト トー ト 』 トー ツ 直 )* 

『 ャ くく ー く 一 心 ふ 」 もせ で へ ヘ と コト ユー 必 の で るい 
表 で to 公 つ 長く 据 つく 語 く うり ママ 丈 GS くる 
Se 店 ホー ニー 中 只 K 必 ン ロ 避 要 2 要 で て 
へ と 渋 SSHS 革 か に AA NeuS で 区 問 和 束 つね 
球 衣 人 る つ *@0S じ Sue ( 拉 基 暇 窒 豆 聞 悪 思 交 家 霞 )* 

〔( 応 W)『 ト く ー く ーー 心 ふし きせ ホー ニーG 忘 志 つ つい | 
KKIN KKINA TH ペーAT へ (に KNES 責 雪 SoS)7 
ト K ュ ー ヘ を IN(KKINS 田 77 で トマ キ ( 生 で で SN" 


氏 ポ トー の Jo くく 私 ト で ヘリ ー 尺 実 で 選 吾 雪 S 
可 叶 "『 ト ト で ヘリー ふ SR・ ベ ーー 心 』 で 算 還 " 

ミー コー Uapf キー ( 翌 ) で 由 で 愉 や で キ で 
選 じ Se 補 ポ " ベ ー ヘ ハーFS 還 HITS 1 マー トミ 2 ロト 
1 1 時 四 G 弄 振 ぐ でる おり 7 SAAK 忌 や 共 移 つ 宮 給 
凌 拉 つ い 陽 呈 二 穫 で の つ 媒 家 や ミー ジー ロ 46 で ッ ホ ー 
SR (所 ) G 男 志和 叶 6 で いり 提 究 天 で SS | 理 称 落 せ つ 
で りつ 負 ST" WS 所 上 で ホー トト ミー 玉 半 玉 る ずる 
ーー ト SA 

トー ミツ トー Urmila で ホー く HHN キ SS 喜 N 
ー ト で 部 GS で る Q ぶ ペー ヘー ぐ 遂 "トー ドル ぐ で 息 羽 へ へ 相本 
S 崩 やき で や に AS の ホキ ヘー トト ーー で 和 W 半 さる" 
ロー ドー へ ハロ 尽 ドー Ekastaka 「 舞 G で SS 拘 ご 
ロ 」 で 握 し "で ANS 近 へ そ ホ ー ツ つゆ 古宮 % 記 る つや 
ぐ " 由 ま やら 趣 毅 コ 昌 り 和 天下 で to で 守ら 
挫 や で SQ 半 古 "に ふさ も トド ・ や ロー 入 」 やせ ロー ドー 
AT す 和 へ ペー ト 必 キー く 中 で で 有 杏 し eS つく る 折 だ (や 
く K) ES で 信 K 華 の SS て ヘ を NN ヘー トド で 再び 
ST 
HーR や へ へ ローI ト Ekadamstra 明 一 R 私 ふっ jo 
3/「 | 手 S 則 称 昌 CoS」IS 抽 や "一 へ と る 忘 SG 
Ce 





1 








時 携 ) "トマ キ く ホ で (NT ホキ SH)) NH 
ー ハ 中 ( 評 ゴ ) ヘー ト や ト ( 論 六 )) ペー トモ ロー へ 
心 (ペー トト S 由 ) で ホ で AA キ (RYKYS 中 ) K 
私 ーー ( 是 YG 選 )) ーー トト ー ヘ リー (て トト ペロ ーー で 
店 )) や YA トト ーー ド へ (| 記 で poGG 王 る) SA の 
に ネト こい 放つ の そつ 

や ユー く へ Vrtrahan 
S 振 送 じ "で へ を 心 是 S 京 Se" 

ーー ミ や ト DUrva 副 寺 = ミホ ーRSSPTA キ PS 
S 叶 <* 

愉 ミ や ト ハ ヘー UrvasT 民 G※S※ ト トト KS 1 
で "「 つ へ ・ ポ ヨー 上 (1 の ・ 玉 田 ) ロト ミー や F 
や ぐ 括 晶 表 器 和 選 % や マハ キ へ く へ NNー ト トト 」 (| 
| ・ 田 ) 緒 や いじ Sre" っ ト ミー K 

で や ミーR UIka て [4 ン QT」S 握 し" り S 志 せ 提 
ン で で に 帯 ( ト で ミー へ ) ぐ 否 Sweep で 中 で 応 
3 で (へ ・ ド ヨー』 1 の ・ 球 時 )" の も 田 生生 
ーー も Kー キ 鹿 科 媛 因 肖 に Sm 散 HSK 箇 和合 で 作 Q 介 
信 K 拉 ・ 淫 交 G 半 年 ミー さら 惑 票 ぐ 1 0 つつ や カリ 
に に まこ よく 

革 で ミー 尺 國 ぐ で H" キ ふ や トド SH" スー 心 へ 飼 吾 上 人 8 る 
し お RS や 心 や ト 圭 送 選 つ レミ ー へ や トド 紛 で るる" 


「 給 舞 や ュー や 衣 本 宮 」 


ロー 中 そ ふ 躍 EKacakra NNA キ ー く トマ ・SA 
リキ く WS 近 NNKS 人 で る や 装 応 お 際 製 ” 際 刺 キマ 
くも で ト 下 居 中 で さよ) トド ロート A 生 で AH 
ミ ふ と ドミ キト トキ へ NKKA TKAINK ト 
ーー ホー ヘ キ く ミミ さ トト AN に AT や ト 和 ベー トト や 
で ミー ミー ふ ふ キ や さく SR く へ ロー ドミ ーー 選 
ぐ S 思 導 や St@ (『 ト く ー く 一 心 ふ 」 足 暇 )* 

H ロ 一 R 中 そ ふ ゆ 一 EKkacakra 「 ト く <ー ミ ー 心 や 』 
者 て く で SQ キー キキ S 国 SG 評 GR" スー ヘー トド 田 S 田 
田 足立 固 坪 型 涯 WS 公表 ′ 開 二 や マエ キー まぐ ヤヤ で 
避 で の で 記せ つつ 8 で ン 直 さく お の る RSrG" 

HーR ド R く ー ふ Ekapada 「 | 葵 可 GoS」IS 握 し へ 
や ト 堅 ぐ 応 W” Se くせ | | ミ シ NG 忘 AA" 

HーR く ミト ー Ekaparna コー ミー ふ へ ホー トミ 
ミト ホー や ツ つ つり J ト や トミ ーーS 近 ヘ ペー トー-SS る 
や ぐ 球 ” 半 K で きめ る つる 近く H 一 玉 く ミホ ー 
せ 吾 品 氷 (ロー) ぐ ぐ 結 (ミト ) つ 信 十 マ 季 ” H 
一 ドド ミー ふ ハ ー モ | 苗 G 掛 で 圭 (ベー ふゆ ) 仙 紅 て 9 や S 古 
も ト く ミト ホー ロ く で ね で や せ | 状 S 持 G 打 や 直 て で 会 で 介 
( ト ・ く ミト )*" つ ト く ミ ネー 

HH 一心 や エキ Ekalavya キー さよ S 球 の つい 
半生 京 る り 民 探り で SS 甘 ト ーー キ 作 SU ベ キ ーー 
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0 パパ べべ 8p WWw 人 ww ヤヤ 9 


ーーーーーーーーーーーーー- ーー 


カイ タバ 


次 で ぐつ で 避 折 し で 擬 嘱 つ PWS 田 SYS | 補 や 
ー へ リト S 軸 と トト ー 心 ペーS 癖 器 京 "へー へ ヨ 
ロ で し 羽 必 宰 放 い も で で 選べ や 

Hー ふ ハ キ Etasa て 器 二 S* 思 だ ささ PS 
章 。 WS 諾 机 知 つね 舞 相 中 革 やり 世 く 全 主 る 説く 
も つれ so で 選 副 相 さ つい 長 で Srxo* 

全 装 弄 征 ベーー キ 時 や る ン 堅 SOS (「ー へ や せ 


で Hz 半 琶 gm 誠 UMY 

H ロ ーー ハエ Emasa 塁 ぐ に る で 玉 民 や so で Nd る 
ざる 冗 可 S 民 (『A そ へ ふく へ 全 トー トド セキ 』 1 ・| KK)" 
6 欄 じ "1OOG 昌 wo で の ぐつ つい 舞 公記 や さん 


で 上 ( ト や トペ ー 心 ) コ つ いく 上 操 S 臣 剤 の 也 で 
し 3xe* 

ドー へ ャ ijihYhIhK ふ Osadhiprastha 「 擬 党 ぐ で 
x ぷ の JO」 ぐ 摺 し に ドー ペー キネ ま で 趣 「 ヽ トー 心 ま さく や 
ト 」 BS で RSte リセ トー トヨ せ S 巨 ST" 


R 中 


R ャ よー マー Kaikeyi で ふ ふ 私 トー へ で 只 理生 
ント m 一 邊 エキ ー 由 ヘ キ 心 ふぐ そ で 好 で 1 ズ " NN キ 
に る で)P く よ 9 生 - を そく を まい よき か) 
人 SS や ト A ト ネー ( 虫 翌 氷 ) ES で おき り 
民  R や ホ ニ キー 公 で せ 和 や で Ax 王 G 装 東 で こし Sro 
ーー トド マト ホー マー 人 る で せく 中 へ つの n 1 ズ S 培 K 
ウト 一 名 で BMNNA トコ ヘ キー さ 和 へ 本 判る (『 
ー ド ー キ キト 』 ト mー ト マエ ー 世 )* 私 へ キ 心 和田 王 還 べく 弄 
Sm で や も 路 ぐー ャ 宮東 つ 。 財 選 病 湊 避 現 人 や" つ 
信 つ | ね つく 曲り MMS 名 衝 で お S で トー マー” 党 
表 更 祭 ぐ 麺 で や 財 店 く 和 へ 吉田 己 せ で 人 る や の の つ 軸 
お いざ いくよ さい 記 よ た まく 4 で や! 
3 つ し トート や | 回 早 記 GS 人 で る も 弄 押せ ye りく 
へ 称 田 状 問 鷲 押 の セ e り の 避 田 旧 牙 簡 つ ね "で 避 肖 せ で 
うし 8 で ぐ T6 で SS 避 皿 SO” 末年 マト KINS や 到 愛 
Ya 私 へ を 心 入 革 て ホー マー 時 で し 也 吉 走ら 
で へ と Nm 吾 主 ビ ト KNU 髪 や? 窒 旦 和 翌 橋 更 で や ヤレ 





釜 rmn で 理 ぐ 表 Q 故 還 ぐ 叶 竹 ぐせ ミー 玉 装 お ネエ 
ホー マー ゼ モ ミーS ぐ セロ 地 ぐ 松 要 aw つり でも 振 o 
8" 月 SS 和 明 で で N へ キ 心 へ 芋 留 吉 で ぐつ *@ つ りつ し 吾 
せ 11OS 釧 会 補 ポ じ を 人 @ り Am 本 棚 つ ′ 娠 表せ り で 杏 
青 品 り で や 上 陳 つじ く や ぐし Se" トー トド 遇 GS 
キキ ー を 境 ぐ 心 や へ 下 直 公 忘 地 当 人 SG 電 具 の 認 で | 
ペー ペー つっ つり 舞 組 電王 *e" いつ PT トー ドー キキ 』 
S 尉 刻 や 宮 Yie で や Se つ 和 へ キ AT KN へ 

よー エキ Kaikeya 「 ホ ー ド と S 貼 」 で 据 じ "へ 
ミ 環 1 示 つ せく 一 心太 首 や" ミー へ AS ト 加 へ 区 回 つ 
選 自 村 ぐ つら" WSHSS" で マ トー キ 岬 ニハ 
すぐ S 帯 思 東 や "MS 田 べ ぐ 玩 中 つて ピロ 理 で や ポト 
心 や ト 緒 の 愛 で る お? 

RY ふく Kaitabha トー トド つの つり 衣 で StG 器 軍 ( ト 
KN Ne トキ" 4SeS 全 入 一 ト トト ) も し ルト く ー ベ ー 
や 1 を NNー ト 選 笑 り で せり S 寺 で 終 で 革 守 モト 
で A 各 華 公 加 TSxQ 環 WWG 革 公 で 判 記 名" で 
く マ コル トーFG 還 吾 革 や で へ TK 基 で くる で 前 べ お 抽 剛 
で 二村 で で TPSxeNINN ト 一 是 避 可 和 や り の し ST 朱 7 
り 各 明る や で AT K 基 き べく 陽 挿 呈 還 で 由 し 繋 つ 
で "MS る で や で へ TK 古 王 N で へ く 江 ミー (RS で ふく 
せ 村 で 電 )) セード K 一 私 ト (トト 避 机 生 軍 ) つく TAG 
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ガウ タミー 


ah で る る "ドー ミホ ー キ ・ 生 トー ト 』 も て や 
く 和 上 つ ね させ で トー も Sre SS ト ャ セー モ 人 S で ふく ー 
や 直 科 Sn07 6 人 8 で へ 誰 生還 表 SS で へ く ・ ト 
と FS11 く SKKINw 貴 つね Je 四 G ゴ で 選 で で G 密 の 守 
時 し | 作 ONS で SDSnG 圭 旦 (ペーNK) S1CS 
時 の S で や 下層 生じ 人 で や い / 門下 ネート で (一 の 定 
Sen 科 で の る 條 9 才 お くく ーー 心 へ まで 弄 で 
まそ - コ ペー ト さだ いく 
キハ ペー ミ ハ へ キ 和 ロー 和 和 環 くし 間 ぐ 選 器 つね 1 くく 
ト KN 議 つね の る や" 

R で ーー Kailasa コ セ ー と ヨ 則 記さ セト キロ ト 
必要 ぐ 音 民 Sv@ 三 "で て トー キモ [中 Ste る 「※」 
ぐ 据 演じ "DA ヘ テ ド ー 議 で 副 弄 10" JA テ で トー 是 問 し 
せ 判 除 ぐ 王 つ り ぐ Se ペ ー ミ ゴ ぐ 所 寺 YSY@ eSte 風 と" 
WS 回 二 SO 人 SG 六 欠 人 で MS 臣 眼 人 る で SAAK 完 守 
坦 豆 二 じ S*oJ Sn りり ヨロ 年 ぶ ぐ 舞 胃 生 人 で コン 
せ A 和 トコ ヘー 心 刺 り り 腸 陣 ざ つじ る re" でる 
ふせ ー 躍 理 S て IN 一 ま ・ ネ ホー ふっ の っ の 華 生 SSke リセ ーー 
キヨ 営 王 ぐ GS で ハー キヨ ホイ トー し せ 中 で ・ や TiLse( 交 
8 Tirtse) つる る き 癌 ・ 衝 へ 吾 の つり 一 弄 の つる 
0 コンロ 吾 Bon-po し せ ぶ で トー ネ ヨ ・ ド キキ ロト 
心 塞 4 各 慌 民 | 阜 AA へ AT へ 選択 つ 守 も” 吾 弄 の つ 





つじ 団 ぐ で 和 紅 S で SR セ ヘー ト 到 脱 り 康 型 つい 突 会 守 
Sne (「 一 や リー 選 で)" 吾 せ ト 和 i| ( 古 ) 
吉 才 在 uIxe モ ーー ニ 突 困ら つね つつ で ヘーIN ぐ 表し 
So の 2 Sn 宗 雷 能 は 人 くう ピ や / 問 せ 下 圭 迷 (ホキ 
ヘー や トド へ へ キ ) G キ キー ゆで HG 赴 圭 し 人 Se な キト 
KU 臣 | 宮 %9Sre" 

R か お ユキ ー Kausalya て で や へ ミト ドー ふ SS 貼 朱 
や ロー キ 必 で 紅 に ト mー ト マキ ー ぐ 私 A キ NNSI マ てく 都 
SS 1 ズ " トー トド ぐ 正 " FN 一 トー キ +』 ロ SS 午 へ 
へ キ 必 へ 出 旧 革 麗 貼 豆 る ぐし 半 開 邊 放し に ト ふ 
りり SG 章 ” KHS 華 S 
せ 観 是 トー トト トロ 所 6 や やじ る し も で へ 旨 計 古 民 二 
せ 圭 信 さや トート トト 届 寮 つり つる て 駆 半 つ "や で 
A 入 馬 基 で で 隊 制 避 揚 パレ NN へ で 徐 店 つつじ 半 
mA 要 近 つ や やり や 夷 棋 衣 各 案 T ツ "へそ 心 和田 で 
1 べく ぐ 抑 避 団 く で 半生 半 やり の 唱 で 玉 ド キー キー 
信 で 半 玉 せ で や や で へ dk 牌 で 判る こし Se トー トド し 
に 90 まく だ た 

王 ペー ふ ーHS 罰 し トマ さく ベー トマ く ミー ユネ ペー" 
一 川 く 寝 on 太 (『 ト く ー ミ 一心 へ 』 足 鞭 )* 

芝 ト で トーSHHA キ SS 罰 " つ 選 へ そ 愉 へ トー セル 

NR ハーR KauSika 「 ル く 一 く 一 心 ふ 1S 窒 中 唱 王 





ト さ ゃ 























カイ ラー サ 山 頂 で 穏 う 
シヴァ と パー ル ヴ ァ テ ィ ー 











(e) 


や ト で ・ や きせ AFAAT AS で ヨゴ 「 陸 で 坦 わ ヨ 」 
や の RS モ A 宮 S 忌 店 へ ANT Gshen-rab 人 民 公 
で 凌 諸 で さり PS 0 レ Sn00 IN へ さき ST 
完了 K 堂 で に りく 反 GS 旭 例 で 観 財 ぐ す 3 素 慌 で 十 
ロ MM 島 やじ So の 表 要 る 「 直 環 G く WW」 し 人 
Me の る RS っ キト を トー や トド へ か 
ーー 中 

ドー や で キ ・ や へ キト K Kavya USanas ト ふ キネ 
K・ ポ ポー マキ (RE で で や ヘ キ ト K) の SNS や 
リー ぐ 副 計 ” 忠 帆 視 " 妃 お ね と る 還 宮 下 凌 各 下 で 副 押 つ 


いし CeSINWAS 四 宅 脱 ら 舌 旦 和 N ミ や や ホ ャ キー ふせ で る や 
虹 入 ・ 亜 吾 尿 知ら 加 で Sr 選 現 各 n@ の 生 ズ 店 
PA や eUS 制 各 麗 王 人 る ( 炎 甘 堅 )" 

RT ハー Kausiki 工 雇 輸 ぐ 者 中 < 揚 S や V 選 て の く 
で SQ 開 で te 選 " ト で キト トト マー) 写 | 宮 和 WSxe" FN 
ー ド ルー キト 』 ロバ 守 お 中 で キ や トト マー 窟 限 慰 り で 
夏 S で る JST 

へ や トト 研ぐ 功 く ー ミ や トト ャ ーS 加 差 る で 装 忌 公 半 挟 
(『 ャ エー ミ SA ホ ー キ ・ ト ー ト 』 計 田 ・ 還 O)" 

R い か ハ キ ー コ コー Kausambf や に に 固 S 所 幼 " や 
AAK 志 や を さ キ ー 忌 ぐる 揚 宇 で 県 上 S で る の 開 更 衝 宗 
し る Sr" 遇 器 り SS NN トーG 下 で へ A キ ロ ポ 7 
ふ ふ キ ー さ くく” ふ ふ キ ホー に ベー ミ ヘ INA キ KK や トド 
に で かこ Y べ I に で さく 4 く K39EYS 
いで 和久 箇 じ る "DSrn で へ ヘ キ ー3 く で 直し お 
婁 る や ハ キ ー さ コー 記 GS の る で (トー ドー キキ 』 人 邊 
霊 )* 

や ふ ド Gautama て [ロー ふ ト GS 弄 由 」 握 演じ 
へ キテ シト トミ ー 二 GRG” ト く ニキ ーS ポ * 

リキ ー キ 親睦 ぐ 吾 計 " 

R い ペッ ー Gautamr 
Me 








て へ ふ や ト で 下 四 テト ドミ ポーS 東 
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ガウ パー ヤナ 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


ガ ダ 


せ 窟 KS 尽 AwopO 旧 京 まぐ sa* 

いく ミー キト Gaupayana 
押せ ー」G 回 い ぐ 畠 競 で 年 避 eSro 呈 ご 
S 副 計り ざ " SS 1 スー K く AN と ト 1 る 避 和 
守る 欠格 電王 6 東和 0 で る 中 呈 選 Ssxe" 


「 ヤ ーK GS 財 水 る IS 





中 一 慎一 Kaumodaki に 虹 緒 で whoO へ ニ 
AS 認 " ヘ ニ AT 直入 で そ へ と 牌 愛 <" ペー ヘ AA や 
ト S 様 和 胃 る 部" ト N (古い し 中 npoS* 

RI や トト Kaurava [ふさ S 由 朱 で 」S 振 堂 じ " 
や ふさ 押 ぐ HH テー へ ホー ヘリ ー 必 で 時 由 じ Se を トニ mー 
トト 9 英司 の re 回 円 店 や も る く ー 改 ふ 飼 吾 り 多く ピ 
理 で けり 肖 R 層 らく ざく 愉 へ さ 近 1 杯 we く ー 必 へ 飼 
症 し せ 穫 で て ヘ と ぐ 直 較 や 必 や トト 守り " ー ヘ テト HG 
財田 中 Sp つ Jrxo く ペー へ や ト 思 いり お い 但 愛 つ 
38 S 和 私 一 IN 田中 SNS トロ 
へ ホキ ーー で 田 そ で ミ く Na で 中 テニ くす へ 二 で 年 さ 本 
守 和 の せく ー へ 私 ト 圭 り 肖 選 つ や "っ テー ゃ ホー リー 
ミー へ や トド 

RA 了 ト で キモ Kaundinya 世 謀 吉羽 ※ 錠 "や ト 
長束 同和 や で へ TK 牌 り 4 で し 交 で GS し で へ 
KN へ (や で AMK 了 で 記 る る 坦 ) つく で Suo* 

RNN ペー か トト ンー Kaksivat ぶせ ーS 器 主 * に 


S 宙 票 O 人 る くい 1 キロ ー ( く ヘ キハ 斑 ) 区 ぐ ゴ ロ 玩 
や つり NM で 握 さ し く ヘ キ へ る 表 全 率 選 家人 お" で 表 
S に し トト ー い キー キャ 守 公 仁和 や つじ SeG 避 屋 る SS ミ 
へ 38 埋 つ 遼 避 貢 予 補 fee GS く ヘ を AS 所 めで 8 っ 
ヤン RS し 若く 衣 も 半 や や トー ヤー キ 守 せ 思 や 長 べ キ 、 
選 半 に 各 力 る" の ぐり 人 S で し 全員 計る で せり で 雇 
せ S さ ( 南 拓 XuC つ S) 9 SnSmp で ね さる So" 
つ S ミ へ 。 

RA HH キ く Kasyapa NNN セ 一 是 ぐ 握る で 計る 
ミー ホ ぐ 由 PSr 融 計 (Ge 3 で NIN ト セー で 中 の SS 
ゆり Joo3Sr@)" NNA キ ー く トマ ( 憶 球 刊 ) で でる で 福 
路 ” 団員 扇 ・ ト ハー ト ぐ 選 加 は 6S8 RA リキ ス く 計り せ 
中 1 で ぐ 凡 信 区 MS で KN で トマ で ホ で 
KK ボー ペ ー 私 ホー 可 KO AO ボード 3 中 へ ヘ ロ ー 
ペー 生 心 や トド トード トロ ペー マト ネー わ トー" 
ポー ミー ぐ | 1 くせ へ ふぐ 府 し Ste(「 ト く ー く ーNS』 
尽 酎 "「 や で へ TK・ 條 和 ホー ト 」 1 し ト ih で トマ 全て 
中 で ANK ト ーー KN ネー KIND 人 S ネ ー" 
や トペ ー′ ペー トー へ ロー 私 ト ヘ キ ーー て INー" 
玉 ー ミ ー ILGSGSE り る re)" RA キス く 計 S 兆 人 
Sn 紙 1 ぐ 次 に か で 中 で 人 る ぐせ ホーーー" トニ キャ へ < 
グー で AN(A キ へ NN) ト ミト AA キス SS 


1 や で へ 区 年 コ 案 弄 つ し 忠 で べき し Se 人 ト マー さ SRA K 
や や へ AS 遇 中 セー へ トー」 で く ン CSS 血 剖 で 
革 電 きる で St" 思ふ キー ニキ で の ME さく = 
Se の りつ 人 る さく コー シュ Jp く で Sno 

R ネ ー Khasa SA ロキ く 記 で 辻 じ NN すぐ 瑞 " 
や ふと っ つ 愉 一 和 へ へ キ 呈 ( 課 京 ) で 時 * 

ボー ハー Kasf や トー トー トペ ー(Y 下 ふさ K) Gi 写 
で ヘー で や 一 紅 ぐ 1 で" 味 凡 宇 六 者 記 ぐ り 心 人 る さ 表 
赴 計 ・ 作 回 ぐ 王 つ る 現 やや こり ヘ テト ー 衣 埋 G 光 や で 
翌 つ STS コ ン ロ へ や トド 央 で 悪 祝 ら の で や 3 ペー ハー 
トー や (ペー ペー ぐ 判 ) や つじ ぐ や ト 芽 で 副 弄 し Sr 

NR 穫 ロー ヘーIN Gajendra SH" SG 補 田 六 坪 当 
せ 委 2 レ て へ テ 選 計 で 上 本 の 守 Sxe スー へ ヘ 選 トド で 田 
し YSー) 革 つて AKG 四条 し ST る 和 S/ ト SKK で 
す 寺 で 室 ろ 4T し 補 S 索 JS で お" 思 せ 近 で 氷 つ 環 さ じ 
っ"@ 王 ポ せ ら 寺 唱 式 り 無 C で SS 色 や で へ Tk 華 
守 @ ざ ST 閣 で で 6 っ て へ ヘ を と 

R 江 キ ヘー ミド ルー へ へ Gajaknrmasin 「 上 ポ 加 3 各 要 
作れ そ さ と びより 240 を や すこ る まる 
直り で 直ぐ きる SS さ ぐ 忘 SA* や や 剖 つ 理 お べく 朗 で 末 押 じ 
ST で 公 。 生 会 基 ご 回 々 思 くる 下 で で し 宮 球 ぐ 始 り 
で 要ら 糧 ぐし つ S38 加 せく る のり じ SS さき まり S で 





や で や ト K や トミ ネー トー ヘ キ ヘ "私 マ ーー や トバ 
リサ ーー 私 で へ KS トー 記 で 中 で キ 下 坪 芋 滞 Se 11 
べ ぐ 王 忠 半紙 11S 補 で 中 で 人 る ぐせ SA トン 7 
羽 中 キー へ ふ ヘ キ の SnSGS 和 で トマ キ ( 遇 年) S” 刀 で 
好人 ヘ 一 (GS くせ 和 NK) 名 で や で NN トト で ) へ キ 
きく NVY ト トト ロート AS 10O く SNー ト や トト ( 究 
古 ) や へ 一 人 る で 革 閉 全 世 で 選 し SN トート KK 
ホキ へ を NN ホキ へ AN く ミ ーー の 生 私 ホー HK 名 で 
や で へ へ キ N KN マー ホネ ーING KN 
で トマ トー 全 で せ 廊 理 和 S さ N ト ミホ "トー さや 
トー ミ 和 SR を ミー で きき リー ペキン トド トーK キ へ 
や の SSM で ホー (所 ) トー トー で SA 
いさ や ト 8 や に NN キー IN スマ ベー KK スー ト S 
CS トト まま MAKS で SS と 半 る "で いつ 
いり" 是 マ "性 迷 ズ 認 " 慢 球 や やせ ヤマ て レボ ヘリ キス 守 
や MGS 近 SS 中 沙 や Se Sn(『 く ー く 一 渋 へ] 尽 臣 
TIR で か TK・ 全 ホー ト 』 17 TK il・ 全 愉 ー ト 』 1 KS 
S)" つ ト ホ で トマ) トー で 中 マヤ ′ トマ トペ ー ド S を さ 

RS ふ Gada "や や で や も で へ 1 年 り 避 %0 忌 公 障 
胃 ぐ XR” 表土 * 四 x 古 や で へ トト SS さ ル へ せり で 際 衣 で 
専 公 吾 書 ぐ 禄 只 や 年 も で Ak 北 生 る (Ti(・ 
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き 


U 
3 
RS 


ガト ー ト カチ ャ 


トト ホー ト 』 1)* ミ ゴ 

RS ペー Gada を 宮代 中 So こせ 穫 章 "| 
で ハー ぐ 呈 上 中 ぐし 臣 る で る 客 輸 し "ロー も で yon 
量 S 尺 や つい 豆 二 つる り S 避 褒 人 愉 り の PW8 人 る る " 
コール ぐ SS 入 一 WS っ や 記 性 る % 代 つて 四 表し お も 
代 人 0 SoSPST ね の 2 有り S 前 中 せ 判 路 和 邊 eoS 
やつ りつ つ 当 華 揚 %S リー キー へ ポニー 人 30 
守 せ Sre* 
R ペ ーー トー トー Gadadevf や で へ AHx 古 SoO ホ " 
YS 2 や 時 基 (ヘー) 必 朋 で 華 拍 いつ し SO で つ お の 
で * 


R ふ さく 


Kadamba ヽ ふ ニ ハ 1 二 中 朗 率 頻 2 副 玉 * 
聞 Anthoce- 
phalus cadamba. 
Miq.′ 呈 巡 ふ や キ 
トス トト ヘ や" 
や ざ て へ を 中 KS 
し SS で お で 
の も と うそ コ 
心 会 で 拓く 門 
りく 翌 吉 斑 
て MESSke* へ 


クリ シュ ナ と 関係 深い カ ダ ム バ の 樹 





つ 妊 齋 還 つ 人 ね" 康 較 KS で 室外 で 宝 や 球 玉 で で 
る や で ロロ つ いつ Me で S で も 和 壮 じ お ホキ 半 区 表 
ー や トト キー 一 旧 宙 る 人 定 KIN ゆ や せ 補 と レ へ へ キ 
ーー ニキ で 棚 び No も で は つつ 8 で の Sn っ 誠一 トト 
キー ョ リー 

ボーI ト で Gadhi S ふ キー さや コー (エミ キー 忌 S 圭 
診 せ Sre 必 坦 で ロー へ ) ぐ 詳 湯 ふ ハ キー さく で 到 四 (FN 
ー ル ー キ ホ J)"「 で へ 座 ・ ト 必 ー ト 』( 還 ・ や ) で 
8 や キー さく 田 共 で そ へ を 是 避妊 つ くる Roo 中 半生 
半 S@ り の 杜 TWS つ る 所 由 各 明信" で ヘー 是 きせ 
押上 や 臣 Ro で 押 玉 判 Se り 本 補 し” 提 茸 球 和 
や キー さく GS 四 つつ ゆり 音 Se りつ せつ "の 選 色 一 生 で 
PSe JST 胡 胃 也 ドー ト で せ 和 AKIISS7 
NANDG 雇 SY" 

ドー トー へ Khatvanga 工 束 澤 朱 ( ホ キ ヘ ペー 
トペ キ ) 唱 明 も we 玉田 や 記 マ ュー くつ の 中 滞 
で SQ" スーS 和 や ふ ・ 必 ー ト 」』 ( く ) や せ S ミ トー ふ キ 
バー ぐ 活 や つづ"「 ル く ー く 一 心 ふ や 」 も せく 必 ふ 半 S 1K 
べ ぐ 孝 ASHS | ロ 壮 叉 ビタ Sre (テロ ー キ 加 )" ー ホ で 


せく ミーAA HAD Sn へ 選 ト 華 S 禄 牙 G 10 や ” 十 
芽 せ 臣 く 末 他 を も る 昌 間 " 


へ で 穫 宜 くい や つ せ つ 和 せり で KG や トミ 
ーー 衣 ン 巡 し 補 要衝 Ske" ヘ ニ へ TH 相生 さや へ 1 一 の 揚 
穴 つ く ぐ つ NN くく GS る S be で や トト 中 SSne 鶴 
S せ し ST お の る 6" 写 還 で 弄 写 統 風 ね や 
2 マコ 

中 キ Kaca トー く <KK ト YS"T ト く ー く ー 選 ふ 
ぐ 届 回 6 で 3 玉 ホ キ ポト KS 信二 ANN Se る 
や へ キト KS 環 由 で レー 良 く 志 計 季 弄 さや り で 
PreRo い 小堤 G 宝 装 各 構い つつ りり SS 科 尿 で で 
eS 吉 遇 所 ひつ つる に KN お せき 下 キ 和 杏 つ お S。 剖 
避 代 る くね う る へ INS 圧 ホー トト キー リー で 所 皿 ロ 
し 装 各 時 @ り SW お " 11 牛 思 ロ 避 衝 玉 お 本 p 臣 抱 
だ ぶ こ 和義 で そい: そ そい 2 く 3 に で っ 】 
へ TNING 球 名 興 や 曖 第 で 理生) り で 更 や トー トト キー 
リー 区 べ Ho 賠 < で earn 翌 束 対 ぐね" 製 喜 S 舞 
っ 守 く や つら NExoS モ ロ き る 公定 AN 到 決起 で 天 
恥 可 aexe 襲 る おり や 昌 革 冶 で 野 で 王 人 る で 下 キ で 柱 
やつ で "を 製 玉 べ 邊 へ 躍 私 四 中 李 宮 培 で 人 証 で で 
WS 宣 羽 仙 旬 店 る 芯 旧 褒 0。 皿 忠 S 肝 届 屋 選 旗 そる" w リ 
も 時 ぐ 王 る で 所 じ 表 で R キ る 旨 人 る で 軍人 る 補 和 環 < 
曇 装 旬 *mt で SW で や る お" り で で つゆ 岩間 弄 で で 
で で で りや 全 人 る で キ " 半 せ 人 ト ー ト や ト キー リー 提要 で 旦 





ボーーーR 中 キ Ghatotkaca ふさ 守田 ミー ハト 
S 無 和田 中 ロー トド 曜 京 ぐせ ト で さく で 立 トマ ベー 
で 人 る 宮 午 玉 お 由 "スー 選 和 へ 胡 加 多く レポ スー へ 羽生 
ト で 信 介 画商 用 や 2" ベー へ や トド で 賜 由 本 全 で 
で 心 テ ーー へ トー へ リー 羽田 信人 で 田 伯 刺 穴 で で る 生 
心 や ト で と トーmー 和 トロ 塚 oomn モ レミー トト 
や や トー ホー や ト ふり 弄 長 つ お "つる の 束 議 で 銘 ら 
埋 9 で ポレ や 要 均 ym つつ お" 昌 ン 襲 和 沖 
で ミー へ や ト 8 和 SA K 忌 G 表 昔 で 堆 W6t6 る 7 中 キ 
や ロー 天 ぐ に し 中 び る "りり 謀 宗 で 9 人 で さく つる 愉 
や で く 人 粗く や 48 スー へ 私 9 赴 介 條 の つね 和 SW で 
そり も そし > た に うこ 叶い くま りや だ も を ざさ: が コ 
で で で や や 握 掲 穫 0S 全 で る で し HKNT AT で 朴 
周到 半 S*eeP ざ る 心 宗家 じ ジ ー セ ココ 邊 で さく ー で 提 補 
詳 全 や ” り 必 つじ 半 お で SS ポーーー ボ ホキ も Ste(「 ト 
く ー ミ 一心 足守 )* 祝 晶 つる ーー 一 R 中 する 潮 コ 叶 で 
さく 一 S ミ ー ハ や ト 記 SQ 表 ベー ヘ と で HG 来 1 マ 
や へ ホエー ( 田 HH で 吾 ) せ 吾 は 人 G 補 お ポ ミ ーAN や ト 
で 日 店 し Se 人 S で る で っ の 詳 < で 和恵 下 る 夏 記 8 寺 6 で ] 
や 臣 ” 壮 つ ww 員 敵 明 つつ お " 迷 で 一 Mo6Tsrrvran 
ー へ や ト せ 時 し 於 下さ ン ST お "や リ シ ョ ロー ルト SS ヘー 
ーーS ホ キ で りつ 表 る 王 つい 語ら 王 和 へ 押せ ーー 
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記 
に 1 


時 OOEEESEQuUQUTDT へ くく x%t%s?《%6%6b ぃ c^| ポ | トト 5 エキ 55O キ Ob})GOEEEEEERR 


カド ルー 





一 R 中 と 失 求 疹 トー ヘ ふ ふ キ キ る や 記 衝 殖 選 じ 辻 各 民 で 
つる ね" 癒 理 球 せ 。 田 田中 半 昧 ぐ 二 必 く ホ マー 要り で 
や トー ふ ヘ キ キ お 民 せ スー へ ヘ 選 や ト ぐ 嘩 ぐつ で 補 で 
や 因 密 ら 。 ホー か ー キ 本 公 拍 祝 つる ろく シー ペー 
HINb せ 所 る 公 ( 堆 半 時 )) く ー へ ぐ ネ 愛 人 くせ 
ーー や ト ドロ 肖 民 つね 和 Sーーー ボ ホキ 尽 目 に 必 さ N ト へ 
ャ 。 と で mm 一 選 ホ ツ 引 く で や RS や NE で 硬 填 S ミ 
ト 呈 上 穫 人 せ (た ロー 虫 )* 

〔 応 記 ) < マト ヤー (ウール や ヤー ト で 中)” ロート ヤー 
ト K ふ (ター ルド ヤー ト S) コーk K ふ (5ーkG 中 )^ 
く で て ト で さく (私 で さく ー ぐ 店) ハー へ ヘ キ キ ネー で く 
中 で ( 蝶 京 田 )) トー ふ ヘ キ ネト へ 到 ト ( 臣 ) トー へ ふ 
リーA 4 や トド ( 宮 ) や "つう 汰 で さく ミー 

ドー ミー Kadrn 「 改 容 品 ] ぐ 抽 じ "へ へ キ ぐ 室 " 
憶 二 で トー (所 時 ) GS 日 " SAT キス 計 ぐ 龍 S1 マ "| 
OOO ぐ 中 較 ぐ 拉 G 購 し SS ベリ ロー キト ト ーK キ 
で MS 補 田 革 握 K 人 る で 装 で " 

RS ト トー か トー Ganadevata 「S 甘 IS 抽 じ " 
帯 "RCS 鞭 は や モ で Se* 

て トー ホ で ホキ "人 T や で AT 私 ト 拓 ーー トト < 品 や トト KK7 
量 て で へ ” 王 ト ー ベ ミーK や FN 表 i(N で ャ く ー 選 
ー 公 S マキ ネー トキ 写 ミ と NT 


田 OG 無 疾 ” SS 細線 名 全 RSK や トロ 6 で レ 
析 人 る 記せ MR で St の" 問 選 ポー 一 下 で ト で の る 講 
由 玉 で 畠 | 的 GS とい る ぐ 客 宮 で 症 宮 さ Sre" NN 
ー ト S 選 編 じ せ RK や に せき キ へ へ へ INー ぐ 振 じ で 穴 し " 
ドー 一 良二 恨 W ン G 拉 由 忌 芯 ) | 梱 由 ぐ し る る 
ざる St 

NR 一 ハエ Ganesa 補選 や つね 町 紅 呈 唱 で 年" へ 
トド ト WS 是 選 く 一 ミト トト ホ ャ ーJGS る り 対 選 る 中" 
SR 一 ふと ( 半 球 ) で マー ふ キ ( 刊 ) の る 心 柚 遂 し " 


知義 と 好 運 の 神 ・ が ネー シャ 


R ト く 上 で ヾ Ganapati 「 直 家 ぐ 判 ] で 据 や トド 
ャ ト K く ホ で S 宗 SO Se る 革 SS 人 ーー ハ そく 京 選 " つ S 人 
誠人 A 

ドー ロキ ふさ N 込 キ Kanyakubjia で ヘー で NN 
ホー ハリ 玉 トト ミド ーー を 翌 握 SQ る 軸 揚 下條 か 
Si 補 SG” ペー リキ ふれ と せ 「 記 つく 圭 で 抽 党 " 
『 ト ー ル トー キト 』 大 紀 Sr いき キネ ホーKHS1OO 
べ ぐ 吾 ぐ 選 束 一 迷 * 

や ヤ 判 思 せ りり ぐ 慌 避 揚 や る 王 岡 午 ・ 村 表せ 拍 ボ 倫 皿 つき" 
人 るい 侍 ト mー 和 マキ ー ロ 0 シンポ 暴 選 し "キー ふと 塊 変 
かい E さ ペ た の さ 2 に し て た さこ た うに 上 - ド を 
ミ さ へ キ 由 S 還 の さや 穫 で と S 党 名 ・ 護 岳 ・ 補 や ぐせ や 
慌 QS で 8 OS くい に 着 記せ キ ぶ ロ ー ホ ト さ ト AHG 
紅 や つい 慰 。 く 軸 玉 時 せき NN トマ スー 穴 一 込 キ | 
握 ぐ 軌 で” | ] 所 更 写 人 ぐり で KN さ 症 向 夫 和 KS 
Ki 一 窟 ト コー シ ロ 箕島 め 記 お " 

R 昌 モー ふ ト セー ユー Kanyakumari 
へ や ト 堅 G 押 と トミ ミー ぐ 京 NG* 

R 愉 愉 ト Kanva や リー ふぐ 評 琶 "りく 副 計 ぐ X せ 
Tー ふ ・ や リー 私 」 王 層 KO 回 列 て で で いり 介 K ニ 
キ を ぐ 由 ざる SS (1O・ 1・ "ホー ミ A キ を (|・ 
1 1 や ) つつ 富 呈 ビ 2ke" や リー で 押 ] 


「 思 KJS 抽 や" 






SS ホ く ト で つの 計 SSxe" Se 一 キヨ ニー 語 で 県 邊 Ao 
也 S 1 再 3 で 培 G 具 wo で る 肢 OW 下 つ "所 で 
坦 向 つ 人 で 玉 迷 じ STRWSro SS ペー ハ キ 到 冬 司 如 つ し る 
りつ せ いる し せ 選 6 和志 票 四 到 宮 で で や Sre" TNIN ト 
や ト で も ト さ ふ へ - 人 中 ー ト (SR 玉 く で 杉 ) =6ro 家 
で の る で Sro* 

一 ハエ 34Sxeuo 持 で くさ や トト マー で 半 息 S 晒 
東電 つ で で る ね 生け Br いつ 信 私 ト 研 Y%o 
づつ で 生 で" 器 つね や トモ SS ペ ー ハ で 舞 史 罰 提 の 
つ で "ベー ミ や トホホ マ ー 丈 吾 軸 で 良和 腹 介 剖 つく ね で や 
や ト 半 都 御 人 の 8 で り 遇 由 dl 時 で oe り AUe 束 棚 
づつ " 穴 中 By り 旦 司 公 る で る 培 で 転記 し つる の 
に 

人 / 詞 ぐ 選 避 旧 る SS へ か に で 下 尻 く ー ミ トト トマ 
ー 全 恥 の つら 環 ぐ 迷 AR で し 槍 で し 凌 さ で し so 
で 束 比 で で" eu へ や ト 近 で 由 加 ぐ 下る で mmG 
補選 選 つい 下垂 か トー 本 連 お "トト ー ロ SW に 
へ 分 キ ホー ぐ 人 く Snxo る et 豆 胃 い レン く ドー 
へ 写 半 る" へ 所 ト 宮 で 丈 り ko コー さ も トト マー っ 
半 層 つじ 駅 店 届く ト で RT 下る ざる 
人 で (TI で AININ 一 ドキ +])" 到 生 | 抽 G 也 つる 玉 ド る 
る りつ せい る Po KG-nGs 避 組 和 S 居 OS し Se(「 く 


108 





ご 
に | 





カバ パー リン 


=ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


カー マ 


と ャ ・ ト トー ト 』)* 

StQ 取 KNA THIN 一 トト ー キ ヨロ ハト ト 古 避 誤 
で る や ト 思 で ツン Sve 勤 守 や る” SA や ト 
利隆 せ る お 和 S 人 を ー ヘ キキ INA TI トーb 到 定 り く 
QS 虹 身 つ ね "261 で り ロ 組 選 6 で 主 ろ 
AS で PS 一 を 一 キ 1 手 で 恥じ く 必 AN 邊 トー トル 人 
WO や 地 つ 人 で 吾 呈 。 壮 選 福 T る SINA TINー セ 入 
民 も 0 モ る お "DS 往 共 部 斑 GA ハト 古人 四宮 前 鞭 い 人 
ーー けり KS ペー ペ キ キ 評定 で 記 お 生 | 折 
SI や て 多 で を キ つ ン 馬 の WG 半 守 で 記 ね つう 
Te 

本 担 さ で リハ テト ー 握 理 で 皿 呈 人 SS 一 ふ キ 
ャ て リ S 細 の や で も つぐ し 人 S 皿 率 宗 。 ズ 富加 
た 2 がい: ドコ シベ い くさ こい たこ いそ うこ と だ うこ 
要 雪 全 @ ざ 吉 り 半 交 征 和 S ペ ー ヘ キ 記 TV「A 9 ニー 
ペー ハ キ 」 で 加 捉 各 1S 尋 幼 ロ つの さや くい "棒球 
操 ] マ ーG 曰 還 ロ 「 ト ツー 一 キー キ 」 (SS 一 ふ キ 
ロ 肖 や) つる 中江 和 騰 ご 尺 沖 県 し Sre* 

さき 壮 り くい 信 Sー ハ 部 押 神 RK 曲 取 忠和 
OOS 親 表 球 田 各 半 で い 財 者 昧 下 壊 や 所 響 年 ツ 
On で せら 起 癌 人 3 る い 全 候 鹿 悪 括 謀 ぐ 太 環 り 選 
陽 い も で ソレ る re" | 撃 旧 せ 11 医 到 現 wm 和 Y2w 辻 く 


生か トト 込 キ Kapidhvaja 「 杜 ぐ 其 守 半 で い 帯 」 
ぐ 掘 し "ベー ヘ テ を ド HS 田 HLSES ト さ 和 AG 忘 SW* 
尺 リ ホー ふ 邊 | 時 く 忠吉 括 で 宮 ] の やく" 

RR 一 和 ふ Kahoda モー や の やく < KNP NG 
訓 二 " 折 に 祝い 中 ペ ホー トト SNGS" 『 ト く ー く ー 選 る 
ぐ 尼 訪 り 4 で 9 ドモ ー 穫 最 し 4Sxe 下 トミ 入 一 SG 
圭 ざ 提要 つ 人 お 只 に ら 4HRR 思 共 区 さ し らち や ね で ら 六 < 
さく: で ざこ に いこ そう 
he JGI く SYS く お せり 装 Sre 国 業 ロ S で レ く ツレ 才 
半 り 表 宮 る 吾 貼 革 。 6 宝 軍 め 選 や 下る る り 医 問 つ 
人 " 時 和 閉 ね ポー せり S 由 避 る や 人生 モ る ぐも ご 
OS ( ト A へ ) 垣 い 諾 状 (や トド) 吉 間 せる 中 に 
の ペー トト へ 民間 忘 人 8" Ste 電 KT 一 田代 
で 岬 じい G 起 編 じ / ペー 民 ホ トー へ 誠 マ ー ト て 舞 
つ じ 志 MG 苦 さ つじ 恨 G 王 ら 隊 やく で SvS 
由 ト ふ ペー トト へ 必 S 衝 もつ る 韻 XES で し 表 玉 si 
ご 0 お " 皿 つ 一 末 編 聞 つ し 葛 や 松 ポ 一 As 要 る 
つや つの Sn っ トペ ヘー トト SN 

ボー トド Kama ere く せ ペ ポー トル ホー トト? 貞 G 王 "人 
NM 「 だ 名 ・ 握 寺 」 で 据 シ "| 疫 ロ せ 「 製 」 人 柚 党 
*@ 也 N・ ト リー」( 1 の ・111R) し な" 翌 | 字 りら 
NN まさ の WV に 





』 





区 古 撃 和 加 俸 ・ 写 で 古 さや つい 四 叶 衝 記 じ Sr 

ドミ ーー へ Kapalin 「 還 篤く 素 じ 遇 " ツ Sr9 押 」 で 
禁じ" へ や ト 下 S 記 XY" 臣 半 柚 党 や へ や ト ぐ 下 四 と 
ミミ ペー せく ーー リー っ 守 持 Sv 

R く へ ふ Kabandha 工 『 ト ふ ミ トト ・ や ロー] で 
明和 で 副 避 KK ヘーFS 拉 由 

全 I ト ーー シト] ( 槍 療 吐 ) 了 で SQ へ SS 様 で 
購 虹 ぐ 1 ズ 回 素 課 宗 ( ト ー ふ ハ キ キ )” へ リ ニー 慌 華 で 
下 コ つり 装 。 ヨ S さ 回 表 じ 財 人 SQ く 壮 栖 玉 補 ン 
較 王 求 ロ 款 ぐ 畠 いる 口 多 人 で” 中 っ 旦 つ 本 ぐつ ざり 
やり 表 各 守 豆 宮 年 で つる で 惑 舌 S 丈 つら "時 せつ の の 
つや 了 K 直 S 迷 S AN さや に PST 刀 SR で ヘー 古 の 加 で 
に EYE に か そう さく 31 こよ コン: で さこ こさ 
りさ も つね つつ の る RS 6 や SSne 副 二 G 室 2 で や 
人 で りり で で 守 列 STop 2 RSne ASS 失 じ 
に mー マ キー で HH 店 ホ ー ド "NNAT ド 相 無 ず 腔 3 
村 記 G 環 塞 wK で せ 0 到 茹 トー トド 旧 加 ぐ 京 療 ぶ シ 
村々 る レン Se も ひで りり G 家 る 都民 O 坦 革 
ミ S 王 人 る さ 王 じ 肖 りつ や SS さや ト S 辺 ら NT で" 
り S や ひつ P 密 謀る Yoo で で 尺 玩 足 の つり” 連中 
ー ド ロー トー トト トロ 毛 る 直さ で で 者 ーー の 叫 弄 生 
も や 公 り ぶ 環 HHK ニ ユー や に ト っ 弄 ね も で で m せ や 環 知 つや お" 


ドー トド ( 据 束 ) 根 で] つる る 5 お / 哲 悪 型 
奈留 ぐ 所 民 (R・ | 1 鼻 ) で 柚 党 り る 医 る しく re" 選 拓 
人 こい 王 拍 記 で じ 遇 ぐ 古 ・H ロ KG 芽 JMoSnetn ロ る 
で 6 紀年 玉 い ン で SS" NNー ト トト 羽 窒 ちせ " 
ポー トト ーーk ト ・ ト ー ( 反 地 款 じ 装 玉 22S)” に 代 キ 
( 装 守 うつ ぐ ) つつ る RS 08 NSR つつ) へ 
INS 一 知遇 ざ つじ 半 玉 人 の る RShe"NINー ト レポ 
韻 ぐ 無理 守 つ 理 G 医 ら 地 隊 R セ IN で Sre く ポ ペ ー 
トー ドル 吾 四 SW に 中 さ SN 喪 SAW ポ ー ニ ヘ せ ネ ー 
PST つ ne" 選 で 起 軍 や ト ネ へ や ( 則 皇 ) し で 
ペーK へ や 補 で つつ し Sn 

Se 王 へ や に 年 人 迷 是 線 攻 つ 近 電 人 る < 尽 ke り 


オウ ム に 乗っ て 愛 の 矢 を 放つ 


カー マ 神 





110 


111 








ン 付 に つい る ea) 悪 G 年 ポー ドル せ や ト 是 で ぐつ xy で 

東 崩 く 一 さや トト マー ロ 互 宇 衛 で の つり 理 で 求 名 綴 全 古 

7 人 へ や 華人 無 目 G 叫 全 で 眼 生 Ke 要 玉 は 6 レポー ル 

代り つ つね " つ 全 づつ ペー ドル S 導 KTG 員 Sevo 

回 くり 4 で 忘 和 woo ね や る 拭く 環 厩 hnS で で 生地 坦 の つ 

VSR 一 bw 壮 攻 G つ やつ せ 凍 つ レ を び ね の る Sm" りり 

や 人 入 で ポー ドル ポト ト へ AS ( 下 導 で や る くつ で) つっ 志和 せき 

9 半 都 つ く 折 時 ぐ 約 球 40S aoavne ら も 中 で 

は こい と きく いで 

介し Sn" 回り 涯 避 起 押せ ね ぐ 革 了 K 電 S 要 トト INK セ 

SS で SS ボード 3WS 王 判 ・ 有 定 人 や 人 る で ン で 
豆 交 や Sres 

〔 応 *) トリ ミー ( 扶 つ る 辺 早 つね つき) さく スベ 7 

ホホ マー RS(SWO モ nop で” 惑 打 衝 re の S)′ SN マー 

KK ヘー シド ヘー トス ヘ ト ( 財 SOS RIKSoS) 

ャ ト ′ 尿 さ ( 天 全 GeooS)′ R へ さく (NNN ト ャ 一 是 や 

4 選 O モ hosp で )” トー トーー( 無 表 や やつ で )′” トー( 青 

ン 押 ) トー トト マー ベス ( 培 で 区 )) さり (RS や っ 

S)′ ミー ベー ペー (者 ぐ 尼 本 和 凌い つぐ) ヘ キ ャ ー ヘ 

へ (時 足り 玉 セ や S)^ まお 一 中 和 へ さ ( 掴 園 で 所 可 で 

旦 )′ Kb ( 刻 軸 ) へ HAS 一 Nm 一 | ( 軸 G 窒 工 )" 


下 で へ ( ペ )” へ K セ 一 ( 程 や 拓 雷 つね や S)" 人 ト A『 





ーーーーーーー ーーーーーーーー- 


WM 3 暫 旧 で 束 秋生 で VS で キン PS 
り 公 < で SoPSYn キ て レ S つぐ こっ の 春 頑 < や の で ロ つ 
ヤン SGS で 所 和 当 Sm の の 細 8” YA K 年 り 
S※ 直 避 人 ovo 硬 S 人 る で "に KNS 京 半 公 案 克 
栄 問 ぐ 直幸 で で い 昌 Ao スタ 到 Sm 
宣 や NN セーRKSK 恨 ぐ 判 忠 中 くつ ゆい 慈 和 ピン 
栄 々 "華々 く G 天 共 18 記 指 で S。 と ル GS 者 可 r く ke で 
せ 入 て" 古く せ 下 やや キ ぐ 束 基 和寿 謀 工 定 xe リリ 
YA HK 旧 税 名 人 お" 

も で AKG 税 但 報 く ^ ロー く 下 ヨロ 細 で ピ 
MS 寺 旧 票 電 詳 年 つ お ね" つる つ 。 SS キーKINS 束 篤 書 る 
や Sr@ ぐ SA 嘱 じ ト 込 ト ドー お と ルト 現 壮 ぐふ さも へ 忠一 (月 
癌 GR) 避 斑 いじ 栄 めじ 回 玉 SS と で 京 笠 ぐ 還 で ゴロ 遇 
4 TNINN ト セー 古 " 古 マ せっ のり 脱ぐ 京 和 で ゴロ 上 寄 せり 環 
東電 長 社 S。 刀 ぐ 庫 短 せ 6 お 鹿 和 め 委 全 で 人 る る" 私 で 
へ 放 基 到 怠 其 め で 加東 る お 所 声 の 尽 で VS 主 め ヘ 
当 ペ "つる つ 。 SS が 補 寺 間 じ る や りく 下 還 で 
避 国 くし 中 きもい 旧 屋 る" 8 り で 現し 容 東 和束 
所 reoS ぶ 官 NN トーS に KRG 判 四球 で や 
で ズ 世 っ 台本 A 寺 re で は つ し 玩 つ る っ 守 で a Srn(T ト 

本 トー ・ ト ー ト 』 キー・ ド ー く ーー ニッキ) 
り ぐ 是 中 は の りや くい / 思 帆 豆 析 つ もい re 駐 宮 人 


く Nw (忠信 料 や 時 し SkeoS) ト AT KAFN ( 表 
和香 じ 引 や し Sneoo で ) で 

ドー ツキ Kamyaka ベー ハ SHS 財 財 信 天 導 
穫 補 AO つ 和 8 で ン 紳 埋 つ ね 槍 で AI" ま INK や トト マー 
忌 ぐ 節 情 SQ る TTY 

ドー コリ ユエ Kampilya ミー ヘ ホ キー 心 較 ぐ と ミミ 
HG 葵 SN” り ぐ 稀 や と ミ く NNS 亡 いで く 村 マー で 
串 宝 (K や ト エ さや トト 中) 到 選 や で ね ざく m” 陣 を トー 
ぐー さわ や 心 り 所 要衝 で や Sre" 

ドー マ 素 一 私 キ Kamboja に ト mー ト マキ ー で まま SN 
HS 吾 其 半 ぐ nS 1 で" 較 写 て ヘー 直る 筑 雷 和 Ste" 

キー Gaya <ー ミ 記 S ぐ ホー キミ ( 和 i 且 sa トー 
すく ) ぐ 十 Se リハ テト ー 補 S 副 理 " や 素 華 S 1 

い * る 折 記 地 で 宗 sre や トー トー ト ハ ペー 奄 妥 宗 癌 で 
王 つ 翌 ト か ー く ー ミ ー テ を" 謀 時 氷 で 王 つ 現 ポ キー 下請 
苦 ャ xe 守 oxSte” り S 記 GSG 祭る SRSK KN 
(キーK) 時 孔 りつ ざい くじ る ro" 

拓 キーK 必 江 や で Ai 計 薄 各 生 て い 和 を る 7 111OO 
OSS る る 打 選 ES る / 選民 SR 選 の 雨 。 提 
つく て ほめ は SN お "華々 せきや で へ 1 放 古 窟 覆 つ ソリ で 
KKING 拓 思 W 当 で や 16 で の つね v り や か で AT 放 得 
キロ 拓 や 当 S*@S で 等 名 の 3 思 じ ゃ 中 6 で い 


坦 時 11Oー 旧 OR そり で 翌 各 喧 Se S NSJS キ 
ーS 応 て 8 トト 私人 和 の ざ 和 府 2 お 下 ネ ーー ドキ ー( 人 トミ 
ミポ ャ ー) 到 人 で で さき 王 埋 で 剛 静 の や で や Sh" 

ドー キー ユー Gayatri ホリ ローSS 算 算 SG10 や 
土 1 だ wiil で 凡 玉 る 齋 る m" ドー キーーー 罰 し 析 公 忌 
で ド 樺 古 や や ャ ーー ロ 交 も - で SG 血 部 到 臣 や 古 可 きつ S 
衝 守 。 了 K 貴 で mn 上 圧 te ら の で せ りり S 医 益 1 OOO 回 
代 <Axe て PSnG SRSne" 6 る 定率 と り で ポー キ 
ミー や 9 | OOO 下 て 呈 昧 つ 弄 xxe 研 判 環 で 聞 せる 
人 や 臣 各 団 maso | 県 で 里 全 で 紅 六 SO の 
2SSe' 

ドー キー ニー 古 意 % 応 り ” 冗 下 基 ト 改 トト セーS 控 し 
還 や ヨーG 持 や Ste 0 Sr 

R 心 Khara ペーS 明 田 トー トト で S 形 " に mー 
トマ キーS 田 由 か ー ド SW で 舞 組 人 る で 栖 灯 昌 応じ へ 入 胡 
S 刀 引く る 部 トート トト" 不 選 政 で 業 G へ リー 
ミ く トド ー ネ ミー 折 つ い 理 察 時 つ 史 で や 公理 Ka 
選 せ きか ホールド S 束 届 へ AT ドロ やつ つら 巡 五 < で 人 ” 届 和 
雪 じ ね リー ミス ネネ ペー 到 ー ル で 六 人 ハー ネー 上 避 唄 の や 
作 ず つる SAN AT セ 選 6 で し 二 入 39 屋 詳 で 7 
歪 人 る で 人 S で 愉 所 察し RS 性 監 "大 選 革 が 6 和 、 | 回 
べ ぐ 謀 之 だく し 1 忌 還 OOO べ ぐ 謀 宗 で 遇 稚 *oT IN 
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カー リー 


ー ト や 水 束 お 公 求 衣 つる (TI トー トー キキ 』 汰 甘 四 )" つ ふ 
リー ミ く ペー 

ドー Kala 「 普 互 ]G 握 じ " 選 ぐ 基 と KS 宗 G" 表 
要 せ 人 a ン ドリー」 表 定 り お 民団 で 緊 胡 ・ 以 置 環 し Ste 
や る で SS る IS で AkK」「 く ー ド や トド ふく シト 」 や 
SNー ト も せ 。 NN 一 是 公 下記 ぐ 芯 じ 考 足 つ レ < 
で べ 給 W 抵 ] 馬 国 コ つ いく 表記 刺 詳 で ウ く る やく "っ キト 

ドー 届 ド ー Kalaka 諾 庄や へ " を SS 補 S1 マ で"TN 
ー ト ドー キト 』 *『k <ー ミ ー 心 ふ 』 や せ 和 ふふふ キ で 内 u 
QRS 「 や で へ TK トー ト 』 し せ ペ ー ト や トー や ト で て 
AS トー ト NS 圭 きる で Sn" 

Rー 心 ホー キ Kalakeya Sr@ く 六 で 一 SA キリ 
ト 必 セー ぐ 沙 呈 逢 *@ 副 芋 で リキ く WS 郷 全 
一 改 玉 ー (Se 2 モ ーー ドー) SS る や 半 る に 
SSS り "MS 反 革 KK 民 の や る SSnoT 

ドー 心 せ ーw Kalanemi 工 トー セー キト 」 し お " 
心 A ポ ーS 虹 宗田 ホー トト ト S 中 "トート トト せ 思 り 7 
羽 ー ル 下顎 所 で し Se 里田 く ド トー へ や 相 愉 の 且 
舞 つ や "りー を 一 の 模 押 恒 和 つく セー 
へ 填 頂 呈 衣 うる" く K セ ドー へ 革 り SS 吉橋 弄 つ し 革 定 ぐる 
で 時 り でる" ※ 王 りく @ 和 を 知 を 必 上 RRXmA4 で で 
で る 色 問 Se 欄 つる "ヤセ tJ SE IS 半 公 < で 閣 


つや 3 る / 





ペー いと や トト SS て SmSRS く 必 品 で 中 つつ と 装 
宗 婦 富 表 SR 称 王 で に KINGEPSxe" で さき や ー ふ 『 
ト ぐ 環 セ x*@ キ ー も トト 選 り 章 り 著 で mw 王 せ つく ね の る RS" 
り ぐ りつ や 信 で ポー トキ や トト S や へ ロト S キ ー や ト 由 
園 ら 疾 天 QoS し Se り りつ 尿 長 ぐ Sn" 

RI トー ユー Karalf 「 品 ぐつ ろ る KS 握 や "ぶせ ーー 
せ 信 くせ ぶ 古 に ト NIS や OS ( ペ ) S1C ( 刀 SK 
い S 刀 きせ ポ ーー ニー” ヘー キト ドー K ロ ー コ ペー” 
テー トー トト さ ミト" K ト ーーA 定 サード や で へ や トミ ー 
ャ ー) AS る 選 り せ か ト 三 で 苑 ぐ 1 く S り SS る" 

ドー ユー Kalf へ 篤 に で 革 齋 (トー マー へ キ ふ へ 
で )* ポー ミー 「 闘 塞 ] 9「 貴 氏 ] SIIOS 握 蛍 oO 
ーー kala ぐ ポ 翌 浴 や ′「 表 年] つつ"「 品 天 ぐ 華 ] 
や や る RSO ペー ニー 半 華 せり ー 和 選 鶴 旧 せ 縮 S で 
太 旬 征 。 基 中 や つい 中 で SxeS 味 震 門 ハー ト ぐ 韻 
せ で 人 で しら ツン ロホ ー モ マー ドー く ーー ッ キ 
(年 で 直 K じ SQ りつ )] 避 多い KS 王 講 。 皇 午 り 
つや りや ン 拉 手 吾 で 幅 衛 和 S 下 で る り %%Se ( 還 一 | 岬 時 )7 

舞鶴 征 GAH さ KUilA さく 思 環 公民 Noo で し 是 マ 
G ゴ 村 o 展 還 つ つい の つる りつ 室 交 で 古 々 せ KK 年 せ 
吾 二 束 税 るる" 素 慌 古 せき や ト ぐ 是 罰 ドミ ペー ( く ー ミ 
や トト マー) ぐ 巡 WNT や 了 全 SS 製 征 中 に S や そ へ 尺 











つる トト キネ NKK ( 了 K 忠 で G 畠 表 ) 愉 限 RS で で" 巡 せ 
く K ャ トー へ 旨い 司る 所 SN6P 1 で 元 じ St96 人 で 
へ ふ へ キロ 天井 和 る で じ る 人 き PSxe" 羽 前 
で 和信 ロ くく K ャ ドー へ ロ ペー を 一 の 到 喘 丹 wioo で る 
民 り NR" やり やく K セ ドーハ せ 回 直 で そ 瑞 ロ 忠 い ソレ 
ペー 選 ー/74MJSoe 理 下手 選 沿 生 xoJ IN ポー で 中 
ー も や ト S 王 近世 ね Sm" 

トー ト 慌 智 じ せき" phi R へ で 由 せ つい や で ロ 
ー キ キト S 由 Se 富 玉 SR や 下 ト KINGAO” 吾 せ や で 
AHKBasT や 衣 和 民 伴 和 S セー ドー で 田 信和 主 ざ つつ ピ 
半 守 更 人 で ふせ (一 や で AWK) ロ で や 避 選 
や SSRStGT 

ドー 心 エ 心 ト 相 Kalayavana 「 巧 うと や トト |S 揚 
も "エミ トト (ベー= 胞 し せ mー ト ) | 朱 せ キハ キマ 
(で て IN Tonia 針 栄 や ve 幅 痢 ) 刀 補 や 上 乱 国 判 
時 ロト トシ に SG ト さ ヤ キキ ヘー ロ K 欠 較 ト 穫 ト 所 1 つや 
て ハ 年 固 翌 湯 悪く つい 求 。 WM6 衝 6 半生 入 キ ・ て で 
へ 区 ぐ 主 田 窟 名 宮 半 つや "上 や トト ・ ロ ーR (キー ヘ キ ス 
S 判 暑 ) Sm 宮上 侍 り S で SG キー ベ キ ・NA 了 KG 問 囲 
や 畠 つ し る: や ” 臣 守 ロ キト トト 「 東 長 で 倒 く ]「 軍 細 ズ 」 
「 導 」 ぐ 抽 普 の 下る < で Sro* 

「 や で て ふ 9K・NNー ト 』「 く こさ ト トド AA キロ 6 


ざさ へ へ やう 克 で る" ホキ へ 選 の さき へ 選 S 選 や る し 栄 eS 宙 
mRNAe 表 年 壮 呈 ご で 写 wS 和 映ら で る 玉 BW ぐ 枝 せ 6 
で 府 り SS MG 章 で ミド ー で 野人 で 皿 提 癌 中 
つう 避 や つる ポーーー ネ 陣 でる" ドー ニー 寂 へ 杏 科 括 
吾 コ つ ” 語 商 政 届 羽 は い 二 る 普 和 的 斑 玉 相 りお 略 拉 下 ぐ 医 
や 補選 各 東 は いも ロ wHKm ン 想 *W 還 上 生 つ 
で や い 鶴 征 や で やり 肖 人 公会 ホキ へ ざさ AS 舞 加 尽 
選 腕 い レ と トミ ミー ロ 装 つ つ ね" 家 半 是 や 究 ど で 
胃 生 IN へ ふ ロ コー キシ りく 末年 玉 ボ 年 選 東 い で で いり 呈 


押 り の 形相 を し た カー リー 女神 





ES 


間 和 EK エエ KDD エキ エキ Kb キト キト キトー ュー 


カー リヤ 


ガー ル ギ ヤ 


也 揚 本 "WVG 旦 公 で 各々 り 挿 年 和民 で や "MS 葉 人 
ーー ニー お 是 全 で 天 S 携 年 や KK 入 や 口 し 某 避 区 。 
や ヘリ ー ハ キ ぐ 宮 口 る で WS 言 各 革 さい ン つ "で く 懇 年 
更 買 つね り S tm ドー ニー 年 で 問 人 る で 選 で 
SoS PS で” 上 枚 如 いじ 慎 臣 や 広 岩村 多 腔 恋 神 
人 半生 し SeT 

す 品 じき" ペー ニーー ポ 下 せ と ドミ ミー ロワ 志 ne 弓 電 ちせ 
や ンー を で ミポ ー 雪 So で 人 半年 や つ し 某 尺 衝 7 
や ン ロ て AS さ 現 選 じ せり ハニ ドー 詞 押 征 で や し 家 
つの RSJSrQ 基 で Sre" | 貢 り "ドー ニー 年 直 
選 時 GO る で 応 w 拘置 呈 せ 1 区長 和 理 人 拘 1 で 
間 由 還 選 で 如 装 押 選 折 晶 で 彰 中 し 講 各 人 る で 電 や 失 や 
周 吉 串 xe 二 握 和 王 や 拍 り せ べ 寺 で や る や 用 公 全 
で で で いる no 痺 じ 表 慌 和 WS り S-TS 辻 し 脱 弄 So 
ポ 三 ぐ 刀 提 の トート マー トー く ーー ッ クキ 】 ロ 補 全 oo 
に まさ こ ヒ つい 2 くに で ツ だ よさ くい で を まさ こま いそ さ 
NG 選 上り 人 Se ドー ニー ミポ ーー 還 穫 oo で 半生 や で 
臣 拉 S 迷 ドー ニー 年 居 = 全 い レー で ミー トー 
人 キー 回 記 りや "て OO 屋 S ヨ 六 到 福 避 せ で で で / 滞 
S 普 直り Bo 和 ES る の る RSre" 

ボー ユキ Kaliya エコ トー 守 避 出 コ トー ( 宰 ) 技 で 
HH 『 ド <ー ス ミー 心 へ 」S 届 器 せ 6S8 SAT キ く MG 


う の 和 つる " SS 式 沙 " 和 S さ 選 コ ト ーS 宜 表 家 砦 でき 
させ トー (所 ) 吉 環 で モ @ 角 委 の 唱 懇 つい 直る 
際 選 孔 レ や トーS せ SS さ 避 機 定 慰 つ WS 公 人 上 
させ トーS 避 軍 和 中 2 る の る 心 り コン] 抱負 
せ 殖 つね ぐし 4Sto 公 大軍 G 表 壮 き 申 と 軌 くね" 

せ ぐ 還 和 斑 い ざ く で SnQ 拉 田 ペ ーー で 径 慌 で 共和 持 人 
揚 SeG 語 尺 調 坂 称 王 所 つ る ね" Se 韻 詳 マ ト ヘ 
ふぐ つい や 握 本 層 るー へ 昌 下 丈 翌 舞っ の せ 
り で ポー ニキ ぐ 王 鉛 選 表 *@" 誠 柚 玉 で 和 S り S 選 ぐ ※ 宮 
半 トー (所 ) ぐ 如 弧 ぱい 重信 "次 び る ね ふ へ 9 
乾く 王 靖 ら 史 殿 。 半 避 さ いり 心 の つい 慰 潮 
つり 栄 せ ペ ーー ルキ 必 交 さい 証 る "ポー ニキ ポ ヤ ン ロ S 生 
や = ふし 4Ste 上 や | 扶 G つ ので) | 音 悦 り 率 守 
つね "ww リ シ ふ ハロ せき ペーー キ AN セト で 思 て 
全 和 やじ り 避 散 6 や ポー ニー で ゴロ で モ で る ヘー ヘ 
SG 四 郊 電 叫 宮守 生生 弧 人 dhS る で m 上 還 つつ 
じ を で る る 條 (スー トト ふ 人 ホー ト 」 1O)" 
1 本 " S ミ 和 

R ユ ・HR Kaliyuga 一 HS 

NR ミ R Garga 忠和 SKK や 粘 棒 G 埋 宮 NeSre 評 寺 * 
IA KK・ ト トー ト 』 し とせ) SS る で へ (4Se る 
せ 中 ) 窟 半 SS 回 の ポー ミヤ キツ キト 宝 半 で お 


ーー 


EL 











水中 に 棲む 蛇 カ ー リ ヤ を 殺 そ うと する 


クリ シュ ナ 


辻 玉 ミー の S で うく やり 7 
ふふふ SS ペー ミロ ー 称 ポー ニキ ドー ト 
か キー で トー (所 ) 生 幸 回 べ つら 民 寺 Sd6 
トー 球 到 壮 補 つ る や ( 足 村 )* 

へ リキ く 計 ぐ ホ ン S 沈 Gyn で や マト ヘー る で せ S さ 


ペリー キト に で 必 ー ト ト ネ 


へ 雇 人 ドーミー る で トー 丈 所 午 S る "Se 但 「 や マト 
ペー ツマ ド ニ ミ ー 雪 珠 * に SS る も マト ヘー 伝 剖 SS 
ミーS 記 業 や せる る" の し S さ へ や 区 映る で に 了 で 坦 
に ト さ ー ふ 避 間 で や ※※ じ 。 vS り 6 で し 持 や マト ペー や 天 


Sm スー や ト へ 人 トート 」 ロバ で 8 や さこ 
下 全 装 ” 半 で で ドー ミキ ヤキ 到 判 玉 じい ふ キ ーー ニャ る べく 
入り で 人 の Sn SS さ SS さす 9 ト コ キー 私 に 
半量 ざ 宮 人 る や さり っ JooSnI 


R さ Kalki や で Ax 下 で 名 1 O 束 m ぐ S 記 "っ つ ト 
YA 
ボー ミキ せ ー Gargi ミー ミキ ー・ や トー ホキ へ トト で 


ー コ る RS や トキ へ KG 圭 つ Se 寺 肌 加 引 各 " つ 
つ せ H ぐ 邊 じ に ささ で で る 下 赴 寺 で Sre くせ 所 釧 填 G 無 車 
名 長 つ =” 計 会 じ o か で ホー く 由 人 込 キ 下 RG 衛 や 選 
代 人 で 守 人 拍 か て 中 キト と ぐ 失 召 融 着 押 キ 一 稚 中 キ 
や トミ ャ キル S 表 無 せ 3 ン 昧 で や りく ko" の J で 所 GSー ミ 生 
ー ぐ 画定 「 公 ぐ K ゴ り ロ Seo で 下り SeoS 下層 
S 芋 計 避 Srkeo ぐ " 現 表 ART 生 除電 AR 中” 求 栄 つ 
で や も QoS 要ら で や yeo つ S お 足 全 ] の る く 愉 りつ し ST 
や で せ 表 生 e キ ー 入 中 キ や トミ ヤル で 好 0 せ [に 代 人 Sp 
ぐり も マ や 吉 所 ヤキ eo で PSte] つる 條 JJPST る 
(TI ト ネス く テ ・ 人 トー 選 時 ド ・ や くく 相 キ ネト 和 を] 和風 ・・ 
"コー キー 色目 中 キ 和 や トミ ヤキ 

ボー ミ せ キ Gargya て や で へ ロホ トー ルーNS 弄 由 
や "「S ミ SR・K マー で 」 で 近 部 る Sno 崎 地 " 刀 は 
ポン SH きき SS で トー ドル 中居 KS 圭 で 算 史 中 で S レ 
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重り ST 忌 (トー ドー キト 』 ト mー 邊 マキ ーー 臣 )* や 
ーー ふぐ 選 窟 り の で 和室 や マキ ー ま S ト リー 和 径 委 や 
1 一 込み ーーINT 本 信 IN ベ キ ーー ミロ ベ ヘ キー 
ミル 人 や トー キー キ ネト” で と ユキ ヘ キ ーー^ トー 
全て AAN ヤー ドー キーー で ミロ 語 キー で 
で ミト 目 凌 藤 相 圭 ( 中 さや へ ) ミー RIN IN で 
A 呈 ホキ モト マネ ーIN トマ ャ ー 選 キロ 舞 スー 
心 呈 畔 で や リーN ぐ G 舞 召 填 (や サー ヘー へ S) 1 で Bm 
や 人 SS レ 「 く ー 羽 補 ニ キハ ベ キー ベー】 電 征 の で 生 ス 一 
ーー で!" 一 ミキ キー ま ヘ 本 一 心 旧 晶 避 お つる 穴 ( 全 く 一 S 
や ト ふ ・ ト 選 ー ト 』 1O)"「 く ー く 一足 」 せき ポー ミ 
ヤル S 閣 つう で SOSS で こせ 三好 て Sho レ 
全 や で 避け 到 利 四 て くじ せ SA で SS るり 信 寺 ざく 
WWA 栓 で や で 守る 倒 宮 る 押 記 つい 診 思 
介 に 人 必 く 必 りり PSte ( 報 語 臣 ・ 111 や )* 

ポー ミヤ キャ ・ く ーー キツ の る RS や コー りり 球 つ * 
WS 包 半 譲る お 羽 現 多 ・ 赴 林 S く SNPAPSnGS 
ふふふ キ ーー を で 遇 人 る で 迫 Cn 三 お っ JRAe Se" 

NR さ w Garuda で AHk 下 ぐ 表 っ 球 ぐ 開 半 "きき 
べ 想 ぐ 始 じ ” 還 コ ン で 8 つ 尾 の ぼ る 古 せ 毅 G 深 。 抄 せ 
冊 ′ 肛 革 箕 品 ′ 京 葵 せ 畠 谷 避 時々 Sre" TNINN も 一 古 で 
財 Gr ぐっ せ 除 ド ペリ キル く 室 G 売 で | や マ ホホ ー る < で 半 








S 骨 票 り で お ねり る (『 ル く ー く 一 NN 足 睦 7 

〔 京 ) や トマ トト ー キ (や で ホネ ーG 中 )^ K く ミト 
SS ミー ルー へ ( 悪 ぐ 田 )) へ キー キー キー ミル へ 7 
ペー ミ ふ へ AT キー 到 マ ホール SR ヘー 和 ト 圭 ( 吉 く 守 居 
つる SS) IN へ ふく へ へ キ ( 拒 る 麻 oCoS) ATS 
リー ふ ロ ー つ ふ ( 吉 民 つ 括 約 SQ で )"K や トミ トド ー キ ( 震 
埋 加 G 束 苦 め つ 2 で)” SS ペ ーー へ EK (天田 )7 
NR ホー や ト N( 避 SH)) ホー ポー へ へ RS スト ペー 
キト (ホー 名 可 や 2 ら S) ミミ ーー で ( 拉 S 選 )" 
INA TS で へ ( 晶 2 つの)′ ネー キト ( 閉 豆 で いら 恒 
ン や S)′ ペー トル ホキ ーー へ (GS 慰 頭 こ ロ 府 シン つ の つぐ) 
ー ド トーHK( セ Gee 電 MeteoS) や で AT KN へ (や 
て AHK 華 時 )) トー ペー く < 忠直 K 愉 一 く 中 (に ト さ ー 
井畑 らら S) K ペ ー ヘ INA ペー( で ヘ と 選 生 品 や や 
S) や” つ ト ミト "や マト ネー 

ドー ミ ふ トー ユキ Kartavirya く で てく キ SHSー 
ふも ーー と S 由 の うる 人心 据 送 じ スー へ AS に で 近 凌 に さ 
相本 で りり 

R ミ ふ ト ド Kardama NTND 一 征 ShSN 必 キー 
ト で ( 票 必 ) G 1 ズ " 理生 INK や トト マー 曳 ぐ 薄 じ W 
る つく 所 1 展 時 GS る や S 転 *o で る BYAT 
是 公 吾 G 捉 限 で じ 加 時 w 中 民 ね の る RS セ 3 





補 SR さ 私 和 S や で 
AT K 華 で 表 ー 球 
ST る 環 栄 吾 表 ぐも 
で PS S さ 人 
に 7 
ホー ( 翌 ) 半 せ 
民団 じ 2 や " y 
団 押 時 る 物 玉 
KEN ント で り 
も りこ)2ucP く SE 
せり SnS 舞 照り 
YE まさ 
ミ させ 回 で 時 店 
9 町田 りつ ソン Ste 
や 中 所 人 で で 旧 税 SO 
| 了 K 配 旧 StQ に 選 で 給 に ト さ へ 往来 記 午 還 押 で 
応 つ を 選び で 人 せ 衝 3" 有り し さや 黙想" 
古 マ 年 記 お で 軸受 人 る つ レ に へ 中 く る" 悪心 
人 nnQS さ 和 で 握 せ や で へ へり 計 王 人 環 S つ る 克 く 
SS や で で や S 葵 下さい 生生 や で AT ix 三省 「 ト さや へ 
he 志 る 地 は 公平 定 こり 諾 吉 鐵 訪 巣 慰 の 
王 つう 必 層 赴 東 二 つ " SS ミ おり 忌 間 琶 じ た て AT x 


) 


ツィ シュ ヌ と ラク シュ ミー を 背 に する 曹 鳥 が 和 グ 





SF NN セーSHSTIN く SISS 筐 Sm で S 1 て 
YS RS KK ぐ 吾 ホー トト トー ホホ で や 揚 察 つ お の る で 
ST 

ドー ミト トマ よ ホー キ Karttikeya 「 ふ トト で ペー 
( ャ Se ト ふ に ト iRK 憧 田 ) の 提 らい くり Sn で] ぐ 据 
も 調 是 KR へ AS りつ "ヘル セー KNNN セキ や 切 
つ " ペー ミミ トマ ホー ルキ" 克 癌 昔 や 旦 oe ポ ー ミ ト 邊 
で S 束 (1 の 一] 1 束 ) の 寂 上 括 つ 38” 爵 華 の つ し レン 
会 で 皿 筑 へ ヘ キ ー 和 田宮 ぐい や で へ SHG 誤 綴 
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や 生 で で し Sn" 選 拓 意 ぐ 上 理 中 く し せ " 書 攻 へ や ト 堅 
人 Se っ せ さと NG 由 し Se Se へ や ト 華 到 妄 吾 マ 
( ト S 昌 者 Mo WS 一 半年 東 や くく で で で 7 
WS 更 喉 や つや ポー ミネ トマ ホー ル 尿 装 丈 や "リン 補 せ 
トド トー( ト SN (パー 装 SS つ S)) SA ペー キキ (SA 
ペー 奄 -% ら 半 S 人 つの S ) つつ の る RSne" 吾 やつ ト ト で 
ポー (や Be 弄 田 ) ロ 4 い いじ 拍 じ で SQ ぐし KC で S 必 ゃ 下 
で (本寺 玉 K 瑞 " キー ハ キ 是 中 じ せき トー KS や くく 
加入 ネー へ 避 型 で い 画 ロ SS WS で S | お 
つい 丈 限る で し K 遼 Se つる で )/ ペー ミト トマ 
ホー キ っ 世 王 Seo" 幸 で せ に SN (つる RSne Jo で = 
単 お へ ペー 選 是 や の ミー ミ や トト マー の つる SSro" 選 
侍 中 本間 玉 代 。 媒 慌 で 由 中 電 人 TAN ト トー 
る で 還 埋 品 肖 りお 准 じ 家人 Sre WS 枕 S 祥 呈 ふ トー ニ 
ー St@ くせ ヤー ホー 人 [時 沿 ] で 界 ) つる で 

【 計 W] く 一 や ヤー ( 芋 玉 記 愛 十 ) ヤー トー スト で ( 紀 
郊 ぐ 避 束 聞く ( 古 定 召 る 押 )) ふ キ へ 中 で NN ( 血 宮 
革 で 軍 ) SA ペー トー (ヘー ド 是 ぐ 記 中) ペー 
RA 一 (ヘーINRG 因 盲 舞 )) と トト ー 選 ヘ キ SR 選 (1 
S 貼 避 自 で 軍 )) を トト ー 選 ヘ キ ー ふ へ キ (111 で 慎二 惑 で 
間 ) SM つっ SA 一 

ボ ミ Karna ミー ヘー ド で 回 軸 貼 届 選 させ へ へ 中 で 














に を ぼう ささ し 松 い で 5 由 ま GS る で る トト で 
AS 棚 一 私 一 か に く ヘ ロー ト aJet 生 正中 つつ 
舞 じ "りく 貼 到 忌 ミト つい 長 で Ske tn いら She 
ぐし Sn ( 様 共 暇 )* 

りさ いつ レミ ト 半 に へ 泉 國 し 本 し で S ね "を 
Y ト で 心 ふ 芋 環 的 く KK マネー ト 心 ロ 必 者 衝 ギ レデ ョ ー 
トロ 振 う じ 叩 紀和 環 で ギー ヘー くく INA TIN 一 ド 公 さっ 
舞 志 ” 半 六 和 填 せ ( 欄 療 量 )” ニョ ー ト G っ ざし で 宜 写 
S 赴 且 公康 で 人 記 。 環 PCG 半生 G 捉 明和 珍 倍 o 呈 S 
恨 S で SS" キン じ で 環 四 人 色 軸 李 で 叫 守 人 や セツ 
つ 代 に さ 外 下 玲 軸 くべ 叶 拉 和 諾 つじ 本 む で や セ ズ ミ 
季 和 名 促 3 つる つ 。 yS 式 本 ロミ ト で 表 東 震 じ 
ST り SA 再 に さ 和 へ 相 直 革 折衝 で "SG 韻 ” 加 で 
ぐ S 量 ぐ ヽ ー く 公立 民 ゴ ドレ ドミ トロ 田 遂 で 早宮 声 ン と つ で 
て 半 各 投 避 音 記 人 SGeS で 全 」 っ 葵 藤和 や 年 つ 接し で" 
ヤセ eyJ を へ ホー ローJNHG 品 店 ト ーm 一 生 持 
人 で 寺 T「 玉 ミト 鶴田 中 じき る の る 窟 補 下記 掴 則 生じ 
S で XS で 藤 求 民 才 要 汰 や " 送 や で ミト に へ 丈 較 で 
剛 いや ュ en 9 四 で 3 Gtn ロ つじ させ を で 
ロー 本 w 共 の で の roS で IN や ト さく S ぐ 局 王 6 で 
や ト AS 田 で ST 介 ( 尽 虫 )* 

や へ さ ヽ へ ハロ ーー 心 人 3 る し ふさ 所 お wo 谷 事 S 天 人 





ー ( ト ュ ペー) ぐ 買 足 ぐ 内” く ベー ふぐ 愛 症 し せ 中 錠 
ぐ 寺 で 玉生 友 必 や ト 構 り 普 拓 づつ ト へ 尿 較 田宮 
で 玩 せ 理 表 上 一 いも で 記 き る 半生 で 間 0 生 如 町 
や 引 村 て 玉 で し くく re" 

『 ャ ベー スー 心 ふ 』 ぐ 選 器 6 で 昌 へ さ 拉 で 田 く ペー ハ 
て ド で 懲 A で Q ふ AI トマ エー で" へ へ で モー 江 キ で 所 本 
も 折 し で や "WS 舞 衣 ロ ンー ト ミト トー キネ KK る 開 弄 公 
吾 で で り で 皿 つ 妃 く へ へ トマ エー せり ぐ 副 画 ロ パン 
圭 ぶ べ S で ち し 青 居 つや 調 半 半幅 和 隊 全 せく つ 陳 
に よそ さく バボ コバ か (さこ 4 
定 嘩 ぐ 幅 閣 ) 電 計 覇 ぐ で る 所 田 回 や 型 い で つ ゃ 4 く GS 栄 
まい し ym 押 て し 上 柏 つ 手 で りく お 加 家 せき W で v 
て 舞 つ し いせ ン や で 半 可 生 つ 3 つ 8 和 で けり SA ヘー 
や 避 0S キ ベ コ セン ロ 半 本 ぐ 革 人 る で 求 全 時 ペー ニャ 臣 
玉 電 時 で 學 品 つじ 翼 で る" 求 府 で 愉 ぶ 世 角 避 束 杯 つ 人 
ペー ニキ 是 せ 吾 半 各 更 避 つ 公 店 惑 判 じゃ 間 KG 也 半 
己 せ 求 で で りつ せる きる nMJ 由 で し 學 届 濾 つ 人 ね" 記 っ 
守 ン 羽 ぐ 由 会 半 丈 で 生 へ へ 中 マ ー せ けり で 由 宙 り らく で ビ 
ト A トー 所 旧 音 つ ね "りく 揚 区 り 規 終 レキ コネ ホー 
呈 G く em で らら SNK 戻 中 くさ し K 一 ふ 固 で ホキ へ 
ミー トニ ー 己 押 う ね" で IN や に 区 副 つ らく reKー ふ 所 
で トト で 心 和 公選 表 知り に で や りり S 理 wm 嘱 で WS 王 


0 











で で nm 揚 HihYA KTN RS ドー ジー ルド で 事 
Se へ へ トマ ーS へ 2 K 定 ぐ 工 恨 せ eS さや 
で" 間 求 や ミホ ロ 将 親 半 可 人 天上 遇 尽 で 由 き し 
ゆり HiKYATIKYIN に さ 本” コート 只 銀 じ 
SQ りつ Ap 近 つつ ポ 位 年 Kーー ャ つり 陣 Sv で 
で さい まさ さそ ざき くれ 】 
時 On 幸二 つき S 壮 芋 還 Ruth 革 で 時 名 で 近 レ ソン 
で と ドーmー 和 赴 吉 培 訪 e り つ 来 つじ 王 迷 で る SA ホ 
エー で つ 層 p で 時 つり JR で る 9 つつ" 隊 りら 人 9 
うじ 8 トミ 生玉 未 で ミー ヘー で る 回 店 届 悪 で 呈 亜 
や り ざ せつ る の 妥 角 つつ ( 窒 剖 装 胃 暇 )* 

や ヽ ミ 凌ぐ ポ 確 吾 伝 弄り *oJ で IN や ト 志 計る お さ 
トト ー ボ キン トミ さ コード テー へ Ah TH 
さ 守 めき 克 うく ^ で へ と 居る で 中 W で る 拉 聴き エ へ ト 
ヾ し ポーーー 下 キ エ SG スー へ 私 ト で 束 二 AS 悪 つ 
で (テロ ー 蛋 )" 購 ぐ テロ ー ト 入 終 恨 つ ね 壮 り せ 拉 つ で 
8 窟 培 前 で る 量 GS-Js 商 る し RINS ト 所 で 
個 四 相思 ANT 5 折半 壮 官 人 NGIN て や に さじ Gre に さ 
や 世 つ ン 語 くさ ト G 選 共和 つね 求 ロ 50 ント 
さす S 都 つう 礁 店 玉 下 二村 六 入り 矢代 で 名和 間 
で や ト さ 本 還 で しく xe 忠 生 ^ 瓶 G 確 持 で 宇垣 王 ら | 守 
さり で る ロト さか で 貼 避 名 人 で や 腔 恨 つね (R さ ミ 
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下 堅 )* り S せ " S さ ヘー ロー ト で やう て 叫 加 で 全品 つ 
Y32SJQ 1 く S KNP AG や の 長 で やら 球 じ " 
皮 つ し つが 6 おり つ 多 人 SS 唐 WS く N 中 へ 公 で 「 球 
所 へ 守 reo 尺 で 富 還 ぐ 挿 王 り SS さり 天 
革 記 上 軍 選 < で Srye PS ざく 必 る Arm も くね お 全 
で PSte ( 算 旦 皿 )* 

玉 ミ トロ せ ホ ー 愉 ギヤー” ま ホ マキ ヤー トド KA コー ネト 
や る 和風 くき 本 足 9 用 て Mo く ーINNS 表 愛し 愛 
づつ お (の キー キ 胃 ・ 1 O)" 良 避 人 さ 相 革 層 武 
ーー キツ | 差 A で ね る ym ( 味 明 )" 

( 京 ) トー ト で 必 ト で (KN で NASm)) トー で ホ 
エキ ふ ホ キ (本 GH)^ トー ホ で トマ キト へ ( 臣 ) 
ト へ SNー 迄 を (KASH)) ト A ネ ホー へ 9 や FN ( 写 )7 
トミ トー 中 ( 表 醒 中 ) へ へ ホエーK へ (へ へ マー で 
由 )′ ふ ミ ー テ や トド ト < (ふさ 壮 ぐ 店 )^ へ さ ト ユ ふ ネー ミ 
必 で (へ ミ 指 峡 皿 本 極 ) ふさ ミ mーA (ふさ 据 ぐ 谷 二 )" 
ーー へ (ー 和 ムー で 由 )"N 一 計 一 キ ( 臣 )′^ ーー 
キ 代 キ ( 装 回 ぐ 店 )) ベー へ K へ (早宮 に で や 店 ) で 
"っ つ ふ へ 中 マー 

R ミ さく ふ ミ Kalpataru ミミ シミ トミ くっ へ 
の キ (さく ぐ K) の 3 3 て ヘ を NIRKS 選 AN も 
トロ Sne 編 い る RSro" 犯 忠 さ 自 じ せ 球 胡 須 や る m” 


SQ お も PSー。 で ヘ と ーー トー ニテ 所 宝 S AA K 叱 王 坦 党 
避 届 やゆ せい し SAS 一 下 本 守 記 WS 十 R 
半年 ざ つ 古 揚 選 で neten ロ で で る" 騰 刺 導 INー ト 
装 鶴 は SS へ ポー や で へ Tk 華 で 四 ぐ 避 昌 る で 湯 
玉 ヨ いじ 選 想 で 衣 園 所 坦 S や ke 忌 じ ST お S。 量 く ャ ー 
私 へ 6 や や 翌 十 電 音 SO 6 で SS で る で 

トド mー ト マキ ー ロ SN つる 愉 田 久信 蛋 詞 家 ( ト 
AI トペ ー 選 ) AMES8 必 つつ し 垂井 ぐ 計 や 者 セト で 
や S 夫 る 社 兄 半 玉 儲 KK 選べ 由美 お や ら 也 で や りく る ね お玉 
音 や 公 現 軍 つ いく nw 詩 り WS 中 甘味 弄 や 導 で きじ つ が 


6" 


ガン ガー 女神 


S 斑 せ il 記 G-m ロ 7 ズ 且 で 鉛 さ 所 ね 生 の SS SS 
環 を 装 ※ 直列 GA さっ %Sro" 
ミル ー ハ キミ ー ふ Kalmasapada 呈 鹿 所 (ペー ニ 
キ や に へ へ キ ) Pte へ AN トー へ で 條 医 KA 一 まで 
中 "『 ト く ー ス ベーN へ で 選 宮 り 6 人 で し 志 和 つて 
っ 民家 キーー 二 つい ヨ ヨ で や 尿 / 半 到 環 和 め で る 人 る さる 
で し さよ や し 選 で" ヘ キ ペ ーー 守 芋 吹 び し R ミ ャ ー ふ 
キミ ー 避 。 志 べく 末 Jeneaen 下 る 和 全 下 " の 也 
お や トド AA へ 計 SN で や トド さ GS で て AN トト ー カ ルー 
心 じ ミセ ー ヘ ハ キミー 選出 和 S 包 直 必 謀 冠 (トー へ 
そま) 己 き で 名 Set で り oQ SS つる つ " 超 ズ 球 
や ST で ドミ ドー ハ キ ミ く ー 選 で 貢 尽 S 響 起 宮 や やせ ね G ポ 
を ヘー 町 軍人 SR や に へ AA 中 ふ 守 GS 1 OO で 王 由 
やく い 壮 ぐつ JST でる" の かつ し ミト セー キー 
へ 馬 領 て 球 の つり | 1 時 要 あ 待つ や へ せる 守 SG 了 
に この 9 と よさ つく の 
NR へ ボー Ganga 副 如 e 呈 AAK 忌 年 握 や つね 
三 " で ヘ と ロロ 3 し 8 柏 ン る で 本 INK 反 トト マー 情 ” 
へ ペー っ MS 所 己 で エコー 尻 S” S で 人 St@ 足 三 で せ も し 忠 
や 遇 SH 下 訓 さ つい 守 駐 秘 豆 じ Sxe"TN・ ホ リー 
で 信人 る し 繋 や ポン ぐ 無 和 堪 生 で し Se で さ 生 INK 和 SN ト 
ホー 戻 や SAAK 密 11O で 普 明 避 Aaw 思 9 で し 





で で 店 革 信 で 朋 る 吉村 どじ に 相 WS くる DOW 
り ゆ じ 符 W 紀 マス xe 下 つ で 坦 じ 選民 つる ko や 心 計 で 
辻 玉 お " ポ わ 下 計 知司 基 べ 本 で 選 で ” 突 中 和 の 
し 中 計り 選 で 名人 る で る "所 所 宙 詩 も で 補 ね S 選 守 
きっ う 肝 の 認 ” 束 人 る で ペ 電 痕 つ レ K 選 で 由 半 る 入 
ャ て ゆ 構 選 大 つつ レ つて る 

時 で ぐ 刺 評 下 王 明 と 模 つ で e6 和 2 で お で も し 至 で S 
輸 や 翌 に りき つり 人 S で し 齋 公 豆 生 る る "の G 責 攻 和 
世 で や SG せ ト AA セト ーー し 畔 お 本 SNSKR く Sh 
美 信人 選 本 半 選 何 信 ren 大 や 渋 言 康 で お" to 
や や 守 芋 に へ へ トミ ドー 店 水 り 4 で MIKG 忌 喝 十 
に で そそ よこ すく 3 ドッ 
SQ や ST の 鹿 び る" 

トド へ へ トト ー や 中 軒 家 和 6 お お SINS の QB 
WW 思 弄 店 信 で S 桂 いる 上 ン K 避 る 算 SS 還 ローRSIN(「 避 」 
S 握 ) Sn で で" り S ま SNHS 由 話 己 基 wS 人 
く キ ー 心 へ 出し 球 詞 G 給 和 了 政 姓 ン で で 客 つく 折 選 
せ 桂 で や 環 隊 で くり NN セ 一 華人 る で SR ヘー 和 下 ゴロ 
半 に りや ギ パ る ざく で 門下 村人 る "つつ 人 る つ 。 SA 球 一 名 末 
IE 天 作 EESEFRESES 
で SGS MG 失 SS 各駅 で Sr 軍馬 ST ね" 
や ぐ 誤 思 介 也 お や の で モト 大 つる る や る お る キー 





SS 
に | 





S 
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ガン ガー 


ガン ゴー トリ ー 


か へ 健 提 EN こく S で へ や も 年 り 守 で "へ や ト 是 せ 
リ S 枝 < 本 る つや で "区 計る で 泥 で 控 やじ ※x@ ペー 
や MS 紀 じ 至る" へ も ト 是 で り ぐ る 人 で へ ヘー 
NN (や ドー ゃ rreo で ) つっ つま せ で ho へ トト 是 到 
也 や つる で お や ヘミ ーG 失 さき や いで 嘱 (キト ふ ・ へ へ へ 
トド ) っ で 所 で | 健幸 選 ST や Sre 込 キ Nw 守 で 症 
翌 向 着る 人 つつ "商い 信 寺 生 り で 各 村民 区 つつ か 
Y 信久 芋 男 約 記 り の 生 人 S で る 私 慎 S 下 二 ぐ 匠 人 る で 
半 全 所 で つね ざ の る RSre 

リリ ー ト ユー ぐ 翌 二宮 1 1 田 O キ ロ SS へ ポー ぐ 班 人 
'@ 副 弄 く さと トー ミ (「 や で Ak 古く ぐ 記 ・ く ロ 」 ぐ 振 " 
りり 半 6 人 SSー シ トー ミ 。 や SR [SSー く 記 」 
や の る SO) し きせ や に で ヘ キ ーー 中 (回 一 回 束 ) で 
SA 一久 臣 足 中 二 り 叶 に つの See 一 りー の S 和 
mW と 市 軍 到 半 か 6rG ( 限 埋 くさ ミー トー ミ S 甘 算 容 
KS で 規 SS 間 eS へ ペー 和 語 記 じ 亜 で 人 ね へ や ト 
是 ぐ 図 称 畠 人 る やじ syo)* 

り で 6n つ し と 人 で SS ヘボ ー ぐ 玉 だ 華 題 し ^ で で 人 
民 具 各 手 人 で xe の で の 思 つ で で リ ヘ シテ ドー 騰 四 りら や 7 
JJS 忌 GS し 和 克 人 SQ りつ きせ で で らい 0 橋 議 吾 右 特 で さる 
し めで の 古 器 き や ぐさ ざし re" 

SS 一 ロ ポ ペー ルト マー 三 (Gamati 和 m ジ se Gomati)" 


EE まで 2 上 - で まり よこ Fxk さ いさ 
ふぐ 財 路 SIN ト マー く 田 や GS で る" 半 是 NN トー 
HSHRSooS 電 妥 で し 加 KG 求人 で レン Steam 
景 ぐ PMS 表 つい "TNIN ト マース く 田 で つっ せき 
ぐ 憎 公 届 由 で 選 ぐ 判 @ 東 志 じ 人 で っ 控 き Seo で な 胡 で っ 
ので ゴロ 判 Kep で やつ 缶 お "りり 。 半年 翼 糧 で S さ 
さい トー ふ 1 や 必 県 SS へー 二天 くし くる 
ト 愉 必 マ エー く で 下 ハエ キー へ KG 捉 性 辺 称 配信 つ る ね" へ 
キーAAKSS AS 一 民生 で 才 つ く 巡 品 昌 じ AO eS 音 
移 箇 mkeeen 唱 8 所 察 選 生 つく SS 導 き 皿 到 
り りつ 革 還 や ST っ 表 つ し 吉信 る の る や Aa 十 り 
づつ いふ キー へ AKG 呈 つ 皇 選 悪く ね" を 生じ 1 で 喝 
ヤマ ぐ 由 半 人 寺 玉 る 生 。 半 放せ 半 や る 貼 革 生 宜 SS 
ペー で 揚 SG せ 就 所 軸 さ 。 也 画 く 末 T つ 8" へ キ 
ーA へ K 田 健 で 属し の ので っ 窟 悪 つつ る お 和 
中 西 ぐ 由 半球 家宝 6 を いつ る 王 人 民意 
で つり に まく 19PF り に 4 くい 
半 束 捧 呈 じ ヘ キー へ へ wKHG 舞 裳 る で 旧居 つや Sh や 
や ロジ ー ふ ルコ Sn し 長 で Shotn い る らく ー 
スー へ 】 ぐせ し 隊 記 So ふさ 迷 G 玉 克 束 品 人 くじ 拓 
ぐ 過 の つい 軸 骨 上 Wurrke り の ロ Ste で PSre* 

( 宗 ) く と ペー ト ( 古 題 志 款 ら S)^ ベー ヤー 必中 


ヤー 三 SN キー ミー へ 三 - mn ふ 三 SG 選 坦 和 
人 で SS で 疲 泥 旋 で や 吾 弄 生 YS や kN キヨ 
で SS へ ポー ぐ 共 睦 で 果 ン せ お "SS 英 ロ ーー ニー” ステ ュー 
ホーー (ハハ キ へ RINS 舞 吉 和 SG 人 8J SRSte) GR 
や っ で 王 つい S へ 一 到 選 尽 ロ で ヘー 計 攻 りら 選 ey 
りー ベネ ー へ ロー く ミ シト ー ミ SNS 一 ツキ コネ ホー 
守 ぐ で 泥 皇 に ハー く ー ペ ー シ aw で に で や トー トー 
ハー ミー ト SS 副 暴 人 人 で っ Sv で せ ネ ーー 本 
Ye 半 利夫 や ST レン 記 軍 各 線 人 し Se" お 7 
SS へー ゼ 口 県 て で キー ミ 画 で ざり し に 想 坦 和 
四 の で いじ” り S 軍 つや 訓 下 で や Sr" 
半年 や つじ ぐ SA ハー ゼ リ ト や トミ ネー ( り セ ー 蛋 ヨ ) 
で 夫 。 へ 記 ト 華 で 才 く ー ミ や トト マー で 拉 ざ SRSee" GS 
e 二 や に K つ 呈 せ So く べ で 上 末 る や 系 韻 だ つ し Se 
や ト ふ へ 本 ふ 計 ぐ 財 ぐ 志 束 応ずる 愉 箕 記 め 時 つ お る 人 
で 要 や つい 装 社 在 で き S で 8 る 周 各 で 人 で で で る る" y リ 
し 玩 で せ S ポー 征 で の ざり 選 w 刀 で 色 民 コピー 想 
や つい 半 SS*@ 人 SG 時 ざさ レン Sret で ロ 禁 さく お "半生 
せ 。 vS 旧 表 つ し" 丘 届 で 持 基 SG 由 惑 呈 半 お 癌 "マスネ | 
いや COG 志 く C SR や 半 KG 貼 避 四 2xey SnWK 寺 し 玩 
で く 生 つ 皇 誠 長 つ ね "WS 宮 家 各 中 お 補 お 人 で SAS 
ー ド 是 せ 層 電 や 二 で 千 申 JRte り 4 つる 駅 粗 和 時 


エー( く キー へ 田 生 現 雪 の お で つう RoS)7 トー トト ト 
ー ト で (K 品 判 S の S)) く 必 リート 一 (へ や ト 下 で 
守 軍 ) ペー ミー ( 了 K* 選 握 S 表 SS) AN ペ 一 il 
ーー (次 公選 や eoS)^ ペー へ 計 で リー( で 玉 ら 貞 で レ る 
QoS) 人 や" つま SN AR トス ギャーNN リー WE 
RA ボー ふ M Gangadhara 「 和 SAAK 呈 xenxo 避 ] 
S 抽 し "へ 私 ト 古 で 宗 S” つの 了 K 雪 坦 Sro 恨 じ YS 和 S 
ANK 刻 和 S く ヤ ー 心 へ 田 有 で レ の りく 現 填 半 つね 避 7 
か トド ト 利和 SS 功 つく 揚 宮 東吾 き 人 ね ざる 必 選 窟 は の 
で マン "っ SA 一 

R へ ポーン や トー 中 Gangadvara [SAAKG 呈 」 
S 抽 や し コ セー か と ヨ モ ュ 混 記 二 お SS 一 (SNK 妥 ) 
窟 尽 人 で て ヘ テ 庄 回 己 玉 xe 記 回 つ 限 幸せ で や SNINNNNN 
ー ふ 1 末 S く ミ シ ト ー ミ る っ くさ テト ドー ミ 

R へ ロ ーー ユー Gangotri 由 半 本 へ KN ユネ ミー ビ 
S ヘ ロー ドー ニー の る うる 和 TS K 密 守 規 S 皇 *@ ざ けり 
「S AAK 尼 玉 末 寺 呈 翼 RSO つり Q」 で 据 や RA 
KK 己 ぐ 刀 雪 く ヤー トマ ー 三 S 六 朱 ヤ ー3R (「 寺 S ロ 」 で 
舞 ) 全 < で Hp に 握 Sto 融 慌 " 全 い し ポ 二 加 GS AT 
ーー ニー 党 戻 や りり 8 し SS ら レ くり 6 現 大 人 ぐ 三 色 環 
8 で 人 り の 旧 4 で 7 DSTen Ba 本 で わり る Sro* 
了 K 吉 間 SQ 忌 じ ST る SAAK 尼 避 下 二 く 提 に で ro 
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因 
に | 


カン サ 


カー ンダ ヴァ 


で 人 で 。 客 財 生玉 や で レス く キ ー 心 へ 到 折 だ に ささ お や 
る 思 補 け つい や る や ” 球 理 じ つ ゃ ン S 着 電 到 家 Ysre 器 
慌 い さ で ツ Srxo" 

RA お Kamsa トー トト ー 和 や 短信 レ くる 宰 四 "で へ 
や ヤー モト ぐ 漠 貼 じ ” へ 田 和 ホー へ N ぐ 1 で 替 や 表 
補 " で へ キネ 副 琶 トー 心 人 る で や ト Ki ホー トト で 表 マシ 
Se トー トト キー 無尽 中 4 や 繋 WSe PST 由 
MS しら お で や トー トト ャ ー ロ 由 革 人 半 So つね 
避 衣 衝 や る ” 下 K 遇 還 で 由 革 f6 や せ 表 さり 尻 和 や 私” 近 
や 昌 mm ぐ 下 SN トーb な 問 器 ぐ 半 華 ! り ホー ロー で や 羽 守 
9 定 り トー トト キー く 己 所 る で も や ト Ki トー トト で や mn マ 
S 朱 ロー リリ ーS 誤 写り 褒 つ 人 る で S い 吾 人 る で " 拘 < 
坦 思 呈 半 史 ね ふ へ 下っ p 則 Se コキ シロ 4 で しく 
ト ANuwS 近 Am 一 稚 一 の SS る や せり 講 記 る 思 つも 
で 人 で S い し 宗 人 る Y で " 神 嘱 つ ね ふい へ 1 十 革 胃 Y ぐ 客 吾 
如 に 理 w に SS 陸 定 OS る Q ぐ や "SA 出入 く NN 一 
へ トー トー ロ 党 る 控 や |「 撃 球 で ド 
寺 や 禄 や P 詳 つつ 才 人 全 の つる 9 ぴり 選 生 や AT 
RA 相田 例 拓 人 導 SRRmeo 才 NN レ w で し 部 邊 で 
避 つ "6「 田 例 掴 つ 写 王寺 や 悦 皇 栖 つね "SA 皇 
田 和 きり ぐ 中 リセ て PS 下 べ 画 款 せ 弄 長 つ つも ひつ る 7 
倒し 1 ホ ロ し 朋 紀 る (『 く っ や ト A へ キ 


S ト 愉 ・ ホ ー ド トー キト 玉 民 志 半 記 更 R で ペー ハト や 
ドミ さか ホロ ST し 和 選 " 四 叶 品 弟 vO SS りさ 理 で G 吾 
Ra 本 en6n り 敵 W で S お " y り し Si SINPAS 
巡 の キミ ホー 曳 じ 半年 癌 つつく る ね へ すさ 


人 本 県 Ne 1 徹 援 宮 臣 "11 スロ ペー へ トト で 
欄 和 中 ン 環 才 本 つ ね "1 くせ に 逢う 玉 玉 つ レ ペー ヘ 
ふ や ト ぐ 槍 向 朋 て りつ 9 本 家 つ 系 槍 ぐ 坦 く ね や の 愛人 
S ぐ 指 陵 和信 せ T ウ SS 人 ST お" やり レト Ni( SS 是 
や トミ ホロ 守 * か トミ トモ お 補 で り 時 で る 和 要 w く 
で トミ 2 光 本 旧 お ホキ へ を NAK (Se くせ ミー へ 上 
エー や トド) ざる SrnAeP 表 つ し 水 呈 贅 oxe り SS る 氷 
握ら 問 ぐ 療 下 唄い 古 お 愛 皇 Aa 季 0 お " 臣 養 り ふ ニハ 
お 外 凌ぐ 押 護 中 0 で ロト さ 入 直り お 愛 圭介 
大 て 祥 人 避 箇 ぐ 性 埋 洛 や や 現 る 回 起 ぐ 吉 量 whoe” 
りつ レー ヘー へ 1 本 革 に ささ 2 相愛 持 ぐ 量 剖 つなご 

ポー へ か に で 翌 上 前 人 で" で へ を 古家 くる 
前 で る 避 コ つじ 午 る 半 吉 欄 ぐ ゴロ 舞 呈 大 和 % 導 で お" に 
きか 邊 本 革 り 性 家 つ ポー へ トマ エート ト 公 で 氷 轄 世 和 
孝昌 舞 替 SG で で 昌 机 人 88 レト Ril 和 m 豆 証 や ” 選 避 
SS る ね 据 つく 究 る SS で SS で AN 所 団 や 缶 癌 に 
で トー トト ふら 肖 い し 究 替 恨 代 ペ ーー へ リー 
KRASAOG 下 "に KNSAS 隊 杉 ね つり やぶ 宮 三 


で Ak 陵 )) っ ニーAT ト 
ドー へ ふ 選 トト Khandava ふさ 選 で 回 いさ ふ ハロ ーー 
BSte 補 で 選 や "ミー へ や ト 介 畠 准 へ リト ざ に トミ 
AT 下 ぐ 叶 ボ 46 で ツ S 古 ト 和 中公 村 ww 六 で で" 

地 AHー ヘ キャ の る 作用 宝 人 SS 1OO 半 SS る 
や 是 マ 橋 電電 昌和 りつ 4 届 癌 2" ペー へ 私 や ト で 槍 G 王 
し 半 侍 家 誤る” り S 鹿 因 ESyn く SNP へ 亜 る 選 衣 
で 映り 4 ツウ 還 人 到 m 選 0 て SN 選 "1 下 芋 守 和 めで や ら つ 
信吾 吉 ー ド ミホ トー キネ KG 間 否 ぐつ ざ 柴 尾 せ 還 下 で 
で SMS 東 2 中 る S る 人 お 放 選 半球 人 埋 て 四 定 で 
に まく だ EE くだ で SIT こい いり:Kilketiicn に の く 】 
で 束 革 せ を や 旦 で ツ つく で る 昌 拍 W で SS や ン 8 
NN トト 一 古 近 各 税 人 "NNN ト 一 王 ペー へ へ 
や ト ぐ 槍 せ 是 さ り 己 到 や QOS 公 華 ぐし で S 急 
者 ひ りつ 6 で KN (で 所 駅 各 電 の 称 下 で 人 る せつ 
で やり シ 。 導 ポー へ ヘ 和 や に で 炎 旭 枝 40。 雷 て 政 玉 nU 
つい 燈 羽 や る る "JJ も PJS ド ー ヘ NF ト G 槍 り 共 
で へい 是 で 立て い Sr@ 記 ぐふ ふ へ キ で 到 淫 ぐ や ぐ コ の 
つ 昌 仁 べ しく る" で て A を 8 足 ざ つや 5 で 寄 で 和 懇 人 
全 コ つづ で ト 和 Ni 泉 遷 り ぶ の で -6 い や セ te お やり 球 要 和 9 
癌 さや る ト や Si 半角 ペ … い も で の つる 公洋 療 じ で 
る "人 ト Ni( 下 る 人 ト 心 ト ド ー 芽 り 振 届 税 人 Sr@7 選 十 


和 で ろう 班 へ コト さ A で 吾 RS る 村 ね に 
是 S 村 室 つ "りー へ 選 私 トド で 立 せ 村 各 視 で Sno の 
ロ SeeS も Se* 

り で ドー へ 私 に ぐ 本 村人 る で る りつ せ 下 つい ホン S 
加代 RC で S し SS SG 1 0 DSGtm 社 明 和 S 
ぐり S 拉 ぐ 王 は ルス ー 心 の る nAG 可 軍人 琶 る 映 
記 じ 字 だ め つ じ く る で? 嘆く 要 付 だ つ お で や り 判 下さ い 訪 
輸 ぐ 判 際 は 選 T る 和 S。 要 さ る 提 選 皿 拍 re 折 っ 揚 り 貫 
ヤセ 0 り りつ SPA 人 る る" 古 せ り WG 肢 田 各 寺 で ツ 半 
全 由 苦 Wo の m 主 SS で る る 人 PSo SG や 回せ 陸 も 
翌 ゴ 区 びる" つい "ペーA 和 や トド で 締 キー ホー 
ろう 性 選 S 居 の 過 選 人 2” 提 究 つい キー ペー" ネーー 
KR KN スウ ーー ロー る 候 還 で 帯 條 | 
や の 証 る で JSG 書 せ キー ペー へ 還 べ 中 惑 ( 還 居 
で そ 妄 ) で つい 織 や 弄 で ポ 刀 選 や ペーS 選 各 弄 で 87 
国民 ぐる 報せ や 計る や る で ロト 中 ロ +6 冬 
S 村 W で 4m で S 古 で 3 で SR 人 る 玉 ” 早 鹿 3 せ 還 民 で で 
要 各 用 ぐ に ロ 全 人 鐘 レロ 避 公 で rtQ 来 つ 生 re 反 ) る 可 
で 品 宮 寺 応じ いる 下 上 補 本 可 記 る 折る " 谷 紀 応 人 る 
由 き SG りつ の W 長 いる ルス ー 尾 に 得 間 で 届 培 
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RA へ ふ ド トー ふ ト Gandhamadana 工 「 択 起 は さ で 
意 で や ye の S」 で 握り "所 里 ぐ 王 つり SeK ペ ー ミ ヨ mde 
ね で トー や ふぐ ヨッ で ST 

せ トー ドー キャ 介 る レート つ 写 吾 つ る 球 叶 で 
介 財 Ga" 妹 せ ホー トト トト Sh で ヘー ペー リュ 6 で の 騰 
約 玉 公 人 。 反 G 砂 購 く KK ドー へ で トー キヨ で ので 
明信 縮 りつ で 6 慰 ST 

NR へ ネー Gandhara で ヘー 軸 民 国枝 民 選 所 る 民 
" 陣 埋 GS く KA へ へ 憧 葉 G ぐ て ふ ハ キト ー ミ 宗旨 叶 呈 正 泊 \ モ 
rQ” 用 で 縮 玉 SIN 一 トト トマ ー ( 認 ホ キー ミネ ネト 
や)/ トミ A キ NN(N ハ キー 和田 容 ぐ 回 民 ′ 慌て キト ー 
さ ) や Juno 現 園 じ "時 壇 族 呈 多く レ せく 一 心 へ 舞 ぐ 
剖 RG 民 きり Jo” 社 半 撤 置 ReoOHIK く 心 欠 
名人 で り く へ 出 紀 記 る to" 臣 HHS 誤 ポー ヘー ニー 
珈 思 で 田 テ ー ふ トー ヘー で 罰 の や で を ドーmー 選 本 
に で 回 困 店 和 間 で SS (『 ト く ー く 一 必中 塞 )* 

ボー ペー ュー Gandharf へ ヘー 選 HK SINS 坪 
や ふさ ミ 拉 G 舞 mmS 田 テー ヘー ヘリ ローNS 都 "と ドーm 
ー ふ へ ト や やせ お で つや ne 回 HHTS 里 " 『 ト く ー く 一 心 や 1S 選 
詞 せ SS ペー ヘーーー せ 中 革 で 本 人 る で さ へ や ト 是 で 研 
忌 宮 弁 押 PSY" 音 六 で 皿 つ やり手 四 つ ね へ や トド 王 せ 脱 
ロ 10O マ SHT 欠 購 りり 和 且 青 つ お ね" りや 各 最 で 


豆 人 宮東 尽 尺 " 音 表 KS 中 や | 幸 つ こく や 和則 
人 nAN か マキ ー ネ 到 格 | 〇 | 王 屋 1 の] 悪 ぐ で 
は く S ね " つ 和 で ン セ ke 1 の 1 悪 G で 叶っ る りこ し 
せ 重 1 の OO べく 駅 G う 1 べく GNKG 由 装 王 ( 下 ^ 
足 董 )* 

人 SSー ヘ ペー ニー ぐ 揚 ぐ や 10O ス SH 貼 コ ミ 
ー ヘ を FHS HKTA で KW お つの ke 田 田 店 る 
SS る お ふ さき 美 | 四 科 *G ポ 克 末 人 還 り ーー ふさ 六 
0 代 選 器 知司 で Ke@ り ざり SS で る へ さ ふ ヘリ ーー 躍 選 守 
で お りく 吉 SS や n る つ 和 S ダ テ ーー ヘリ 
て 心 の 一 私 ーー ニー せく ー ヘ と SHG 求 へ へ ホエー 
や や 愉 半 融和 か お 人 る 拉 で 攻 り くく お スー ヘ を で 
つね 和 S で で て て の の ロ S AAK 尻 羽 て で 杏 惑 諸 補 で 
じ 栄 " テー へ ホー ヘリ ー 選 き 導 りり そ 陣 知 起 じ ンー ヘ 
ペー ュー” へ へ トマ ー ツ の のせ 邊 "Sn ひつ ヤレ K 
年 間 RGSte ロ SG り "ベー ヘー トド 慎 投 李 和 知人 で で る 
HET AT ト で 中 半 欠 じ 潮 へ トマ ー 電 環 レ | mm 再 察 
9 つい SA K 忌 で 悪 国 S 赤 く 本 で 人 ね" | だ りや 姜 
計 や マキ ー キ っ 長く" ドー ヘー ニー ふ へ へ トマ ー 
や マ キー ネロ” へ さく ポ 愛し ぐね お 再 中 信人 立 要 村 ぐつ 
ぐり on | 店 N で や ピン Sre 必 避 ぐ や " トマ キー ネ 
せ 較 で は SAK 選 で 表 や 半生 xen ロ 幅 びる" ポー ヘ 





ふさ 舞 ぐ 拍 韻 タ ーA ルト 翌 列 ふ さき 局 で 田 テ ニー ヘ トー 
リー で 舞 弄る つ 鳴 る 7 SA 和 一 HK KING つ ツ 
避 宮 軍 呈 引 せ つり で りつ 9 王 - つ いく SS お 9 K く 心 田 き さ ヘ 
一 ーー ト 到 午 玉生 で で 元 還 GSxe り の m 長 びく る 
で "リー へ TS 芋 つ 台 諾 障 つ ね "ツリ や” ポー ヘー 
ーー ぐ 環 キ へ 1 半 回 半 時 じ ふさ 青 で 暴く KK トマ ホー 
トト GE テニ ふい トー ヘリ ーー ヘー ニーG 宴 壮 
せ 敵 で" ポー ヘボ ホー ニー で SH で 奄 る で で や 條 人 S ン 
翌 <” 振 m ぐ ぷる | い ロ mr お 人 で 四 電 で Sm Amー 
さも 人 るる マン 節 ” 求 ロ 寺 べ 8 (TK く ー く ー 選 へ 』 尽 臣 )" 
SG 志 シ ー ふ ホー ハリー で も:Sre 評 研 や エキ ー ネ 
全量 N つ 冠 ぬ 近 や WT ゆい 講 や て 8 レ つ で 人 ねり の 
23 と か ママ ーー あさ: さこ 全 で が リ 
和 拉 や し 財 て つじ つる” 畠 く や マ キー キネ せ 吾 ポ り 宗 
加 中 10O べ ぐ 甚 S 半 SO ひざ 由 J 栓 半 
ヤシ ロ 選 識 つ お "つる つ 。 ポー へ 必 ー ハ ロー で 疹 し 
Se ペー ヘ と で ト で 軍 い ホエー ロ 3 恥 中 到 装 お ぐ ロ 表 つ 
1 時 紅 い し っ 加 写 で 店 じ ※ つ いつ 人 る で 人 " 滞 り 
ンド ー ハ ヘーーー 玲 須 人 る 器 杜 時 て 思 で の 表地 坊 宙 
票 S 二 じ ※。 v り ロモ マキ ー キ 守 S 団 SWG 
10O 悪 ら 束 =” Sv で 生 く 一 更 (ヘー ふ ) で いで湯 
べく Se 中 最 人 でる " 間 示 各社 人 S さ N や Sv トマ キー ネ 


ペー ニー を ふ へ トマ ー4 篤 四球 る 県 共 刈 つ 閉 選 
代 和 SI SAAK 曳 で 電 尽 9 ドミ ホ ・ テ で トーmー 和 本 
SS 吉 玉 計 容 填 る で 生 閉じ Sr で 勾 パ "マキ ー 
まく 表せ で で (で 時 くる 的 田 テ ニニ か トー ロー 
せつ の w で で 守 札 7 SS い 全 つ る 窒 寺 お や S 巡 セキ シ ロ 演 
ペーA と で で スマ ばく KK トマ ネー ト 必 喉 で で" 
WSII 半 りく 挫 短 勾 弄 り 避 糧 ぐし る ね を 
ーー へ トー ヘリー ベー ヘー ニー へ へ ホー お で 
せい で が y 媒 相 つや で や ST る ( 下 トー HIND 世 )? 
に も た さくい の さく いい 9 
ゃ ホー リー 躍 の 一 へ ヘー ニー で 材 せ へ マ ー 心 判 本 て 貴 
おる で ( 写 " 貴 了 武 )? 

〔 宗 志 ) ポー 一 愉 ー 和 キト の 和 ヘー (SA 一 羽 
出 で 寝 ))' キ や くさ ー マ ー(K く NHS 報 ))/ まや く ーー( 尽 )" 
KK 必 A キ ー( KK 中 人 で 半球 人 幸 )/ K く ホー トー ュー( 蛋 )" 
K く 羽 ーー トド キー( 尽 )* っ ーー ドーmー 選 トー テー へ 一 
か も どう 

へ ふさ や ト Gandharva 天王 を 守り 則 わ りく で 
Q 生 拓 (回 つ ン ゼ 斗 古 召 ・ 要 較 吾 地 志 )" K 喉 で SG 要 ポ に ト 


トキ INKG 回 時 " さき 民 吾 し や 拉 錠 邊 名 交 各 


で や つ折 還 硬直 奈 物 に 。 細 に SS の 写 WS  「 ト 
や さも か ト ・ や 1ー』 レポ SS さや トト SS 
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YS 装 醒 各 華 提 つ や の で つる で SS る" 旦 " 下 7 
ヘー トル 虹 ′ 貼 ぐ 征 近 の る RSne" へ ・ や リー] ロ 
記 人 SOS へ さや に せ 必 Se くせ 表 家 王寺 さ ” 是 加 
ネート ぬ 下 用 つ (111 虹 ・1 1 IS) my ぐ 昼 察 マ 
eK 翌 恒 囚 旧 求 中 ee (ご く 田 )" ポ 尋 やつ や 菩 っ 朗 
朱 は で 「 舞 埋 ぐ 環 iooO 選 "や トミ ト ぐ 翌 宮 (1O・ 
や ツタ Se” SG 擬 SW っ 運 ン ′ ※ り 東 で 
ヘー ル 興 せ 「 ポ せ SR AN さや ト | の 中 SSne" SA へ 
ミト ト つ 必 中 で G 半 トト ネ INK ぐ 提 せ 握 志 ・ 中 環 
ぐ 束 可 じ SG 来 鶴 ぐ K 胡 き ペー トト il Jo ロ S 
ふさ か トロ 虹 和 eoG つ る や で 振替 玉 捉 穴 眉 ロ ヘ ハート 

SA 私 さ や トト NIS 癌 JRte つ る 年 可 (1 O・ 記 国 ) 





で タダ ト ーSG 押 中 2/ 古 で 間 生 で Ak り 吾 写 的 税 人 お " 
けり し や で へ TK 華 せ HH や トト ー へ SEG 中 セー へ 
ーーー ぐ 員 中 や Se さ ふ に つる ス 避 ぐ きる り 選 形 つ 
リト ーS で で 喜 宇 っ も いり 室生 つね "ホー やき 音 で G 
迷 ト ミル 一 生生 ささ ふ ヘ ト に で つり 必 は 選 る や 癌 生 に 喉 
虹 パ CSBNRAN さ か トロ 選ぶ 環 い りつ S し 選 る 8" SA 
へ さや ト aw 家人 で 本 符 つ RS トー で や 当 下 さけ 
ー ロ 所 唱 人 や ね 季 旧 W ぐ 問 称 守 や る 人 で で で Gy い 宮 密 
中 ね" 「 杏 で ふき 下さ ミ ャ ー ロ 札 旭 re 人生 
に 
S 幅 押 各 鶴 さ ふせ 氷 や の で せ 間 じゃ 求 つ し 明る 守 
1@ り 革 守 る の る SSkGS トー お き 人 さ ふ いふ に ロミ 
ペーw 痢 つ つじ 中 WS 由 只 革 款 SI 


や to 華世" 所 加 到 征 さ 符 り 尋 村 S 宰 キロ 出さ し 
0@ 和 章 々 宇 下 り 味 び い 経 KG 人 ねり 指 守 引導 re 
で 8 抽 拓 玉 連 直せ い 凶 必 拉 で の つる で 
SG [ ポ 提 押 紀 昌 昌 店 じ 3 悪 KOOORSS 
AN さき や ト 和 ネ 拉 各 や 表 つ し 失 つぐ 持 由 守る る 本 で 
G 美 ら W ン SN AN さや GS 恨 宮 補 <voF『 只 ] 
EYEY こ ONI 
8 緩 vmTS 1 で MOSS" 可 癌 ちせ 井 ざ つ いそ 球 選 






や 補 皿 り " へ へ さか ト や 弄 G 忠 覆 相 の つい 提 究 屋 Jo 
膨 安 oOatnBST 3" RA さや ト つ トト ネ NK 
全 8 る "中 家 加 応 め 製 り やつ So で Sv や St: 電 茶 
ヤヤ @8 公 く 圭 在 S 其 モ で Sno" ので 突 思 3 伯 くい 弟 で で 
@ き 避 鞭 下る で を き SA さや ト つ トト 人 N KS で 
ゴロ 得 お の SSSie il キ N ロ ーー で を で ド く く IN に ト AH 
や へ 人 ト 愉 や へ キ SK も Seo Ste(『 ヘ で ミト マー 
ー キ ・ ま へ ネー』 1 ・11)* 

= へ ・ モ や リー] し せ 。 SA 私 さも や ト で 次 下 埋 舞 
うし る る S「 ト ふさ か か ・ や リー 入 ] も 幼く 物 ら 和貴 
ね WP 詳 っ 斗 講 球 号 福 坦 の つ し 亡 つ し る Sr" 攻 り お" 大 
計 衣 吉 年 ド で マ 密 ぐ 半 宮下 ぐ で で で に 半球 各 玉 で ゃ 
ぐ や つい 宮代 SG り っ onSre 

ぐら へ 私 さや ト で KG 球 量 や く .RS(『 や く ー 
一 心 和 へ 』 足 藝 ) WS 本 講 ロ いく や きせ NINN ドー る で 章 玉 人 
や の 。 RA キ く ュ mv で 搾 ト ハリ ペー で 人 で る やり 装束 
お の の る RS や で ATK・ ト INー ト 』( 還 ・11) やせ 
SS へ さや ト ネ ト ネー) 下 で る 紀和 拘 居 レ く ro" 

路上 は KOOORRS や ペー キ (中 セ 宮 SS へ 
と く ぐ 由 吾 玉 やき る 編 堂 ) の 守 表 eS さや ト 4 
全 更 。 宰 征 トード や 人 W 立 人 る 較 で で 騙 較 を 束 其 舟 せ 
り や SS TS" SA へ さや に 8 で やり 16 で レキ マツ 幸信 


寺家 Xe ute ] 田村 年 寺 臣 つ ” 詞 弄 を る RG 束 
や 由 e 癌 生還 で Sr" 記 本 黙 時 つの ] 田 球 年 や 
1 田制 中 や 人 で と で つ で 束 挫 訣 和 抽 中 了 拉 護 の 3 る そ 選 で 
還 案 民間 下 S く で SQ さき 冶 人 王 n6 音 廊 甚 で 屋 せ 折 
世 衰 証 並 DS@ つ SS コン 長 で マヤ や So" つ ト ト ネ NK 
ドー ヘ へ ホ 中 ー Kanmci SQ くせ ポー ヘ ホ ー ト "とい 
KS ぐ 与 宗 1| マ キロ ロ GSQ リ ヘー トー 詳 S 副 弄 ” 宮地 ドー 
ホー ト さ 宇和 き SSe で ヘー や ヤ ポ 副 軟 G10" く SN 
も や ト 室 超 半 め や る で トー ま ・ ホ トー ふ 普 包 や ト で へ へ 
ふ ・ て ミセ ー ミ 理 で SS 

ドー へ トー や ト Gandiva ミー ハード HHS 失 昌 
財 に さ 2T 直 生 曹 ド じ SnePSA8 引 "RINN セ 一 王 呈 せ 
や ューb 甘 呈 四 < ヘー ト 琵 生か や トミ 直 征 りや ト る 生得 
EE ささ まき 2 だ さく と や 
SS 『 ト く ー く 一 心 や で 選 斑 SS トミ 2 穫 二 人 
SS ペーA 和 へ や ト で 拉 避 琶 宛 革 で ヘー ト 下 生 芋 導 
で やゆ 電 鶴 つ つい ツ つ や で WS 有人 る で 絞 邊 で mn せる 
玉 S りり SS 各 諾 長 つ お) つる つ 。 古 に Ni トミ 江本 
で と 避 間宮 選 人 年 青 守 境 蝶 生 攻 せつ SS で 
宮殿 "IOS 六 臣 whoe8" av で 3 ポー へ トマ ー や モト 
中 J 表 つ し K ぐ ee り JS 守 る 政所 く "回 で 豆 人 人 S 
E り 古 公 で や 堂 持 や Se ペー へ へ や ト ぐ で 様 季 





還 早 ぐ 皇 
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ガー ン デ ィ 

















人 AT せり SS ポー へ 計 マ ー ト トロ ュ で て 
2 か も と すく 9 くい 1 
り 所 mmopS 到 SS wwSS で 較 選 尽 ー 租 の ン を 
人 の 果て つ 閑 で る お (太く 下 )* スー 心 へ 克 叶 りく 
ヤ " ト さ 光二 革 り で 叫 間 聖 いい 据 つ ン 飼 る 更 表 っ 
驚 加 人 案 『 ウ ベー へ ASFSHih で AIK で て NN へ うさ 所 で 
田 ST 民 祥 。 闘 人 生じ 時 で せ 拓 宅 拓 只 宮 つ 選 求 くく ー 
ー ヘ へ ふ トー せ 田 糧 胃 で し 昔 層 で 半 皇 ” 埋 で 攻 く モ 
S 爆 ぐ 理 尽 り せい る 人 本 ト へ | 年 生理 で で 中 ち 了 で で 
ーANS ト Sa-4 記 革 に AN 年 も Sre" ト さ か 時 っ 
を ポー へ 邊 エー トト 和 和 駅 つつ きる も Sn 衣 Sy で 
や かかさ ト 人 る で 悪 じ 半 加 0 る 6 本 豆 補 公 り 弄 遇 や 
3 や" 議 SW ト さ NT 」 り 塵 で や" り G 挟 吉 要 
マキ 細字 トミ させ ドー へ 誠 マ ー も トト 忠和 尿 編 つや っ っ っ 
民 守 上 隊 つ ね 5 ト N 1( 華 半 和 SG で 巡 更 つ 。 置 々 
ぐ 較 < ぐ 閉 め 四 五 る ( 捧 半 堅 )) つ ト さ 和 本 ペー へ 
トト 








ドー へ トマ ロー Gandinf て ミー ペーHS 府 守 K さ 
に EC: よそ 2 上 = い VA の こい 
編 や 時 SS る くく 必 中 へ 唱 思 品 十 * | 司 い いき 競 つ 
pun こ と チ う よさ で こよ トー-| 


で ATS ト くさ RS 者 く 守 に へ ミー 選 机 さく 


キー 上 中 キ R Kicaka セ ネ キ 田 和 で 必 一 へ 次 団 * 

Kー ふ ぐ 田 ホー ドキ 中 ” 音 せ せ 1 の 国 く で や ミキ ー ホ キ 
S 宙 筆 SQ 環 の べく K ホ ー ハ 1 トー 人 SS 迷 
や トキ 田 や で トー ふ 公 控 守 つね ぐ 和 要り じ ヘ キ 固 呈 糧 
やぶ で 心 一 和 ふ 財 骸 量 で レー ーーSS さ NSHIKA キ ミセ 
へ 電 謀る おり soJSrQS へ 所 で 田 スー ヘー ト で 間 由 中 や 
音 で ぐ 北 明 舞 羽 く マー 反 弄 畠 WS で 選 ー ヘ 
ぐ 画 衣 じ RW 全 ン つり" 本選 で へ 中 で 躍 半 相 各 時 つつ や 
HG 皿 貴 嘆 ロ ー ル せ 変 半 "トミ 1 直 芋 半音 トー く 
ネト 必 一 JAST ツ 田 で 戦 次 野心 むく ホー 電球 
JS で や 由 要 せ で 全 民有 の SS で るる" JS 政 ” 畑 底 る 
キー ホキ セー リー っ JA 招く 田 応 ぐ 赴 S 
いる Snx0 和 と 心 く トマ ーー | 下 下 人 人 つ る 知 く 穫 ww 選 革 
せ 則 る 控 TS" つ 色 つ 回民 せ WS 皇 つ 選 各 昌 人 つや ね ぐ や 
療 HH 罰 Kih 一 リト ー セ 避 党 つる ね ざり 下る 宰 

ヤー ホキ SR で ざり 旧 電装 人 0 つ 王 モ も で の 虹 宜 つ ね" 
や く 陸 マー 公則 尻 唱 符 つ で きじ る を る を 玩 負 で キー ホキ 
RS ざり 届く 軸 票 器 是 ぐし 選 ン 回 和 を で 壮 K 昌 
入 つ 多い の つ 記 史 介 を 必 ン 沖 丈 り 尾 ぐ り 悪 8” y 
りり 回 KG 志 HmR 抽 で や SneN 一 和 へ へ キ 本 到 際 で キヤ 
ー よ と Sm 悪 つ し 吾 K せ 蘭 ぐ や で る "りさ りや 更 台 和 
6 


てく PA 1 着 S 人 で る 所 甚 親 つい いる ね" 

王 SAAK 挟 で 雇 WI* 

R ヘ テト Kandu で NN 圧 り nt し K コ Sr で RG 
で 圧 K 心 さ ロー ホキ ー ロ 6 で ツン 政 て 必 も つる 介 に 抽 
も で で る 護 " 加 せ りり で 要 ざ つら 款 加 千 認 9 事 つ お 所 
1 ロ S-en 唱 鈴 つ ね" つ 公 つつ " 表 据 ら 吾 示 の 応じ で へ 
TK ぐつ や ざ 唱 に で る の Sn IN ロー ホキ ーGS る ね 
せ ド ーー ふ キ ーwason る 9 つ ト 心 さ ロー ホキ ー 
半 へ 邊 半生 Kiskindha | 玉 応 環 訪 狗 て で ミレ 
S@ 拓 で ヘ を 6 環 ぐ 田 回 ? 票 坦 GY て ヘ ー ミ BST る Jp 
SSSxQ FN トー ドー キネ 』 り 6S 委 AH 一 田 回 
S 撃 呈 ぐ 田 きつ や ふ キ 中 一 入 キ る くく て AN を NAK 一 
キロ 6 で レミ ーー へ UK ユー トト つる で 1 く で 田 計 電 悪 
で SHS 恨 加 り SS 共和 おり 車 る 生 机 り ら KN 
ニー や ト せ 回 太 呈 型 振 で "ヘー トト トロ 如 る 判る ね 
ペー ペー 連 壁 古語 本 る 人 トー ルド 和 SA っ p 
ロキ へ 生 キ へ 入 一 替 迫 つね で きり で fn で 語 や ST お? 
私 ー ド JJK 篤 ユー トト 回 る 娠 写り の 人 愛 近 つ " 
ー ト S 吾 むし KN ユ ネート トミ ーー へ Am 起 で PrAT 
へ 入 一 G 交 調理 や 壁 臣 つね SO ペー へ で 弄 hhS ト へ 








Sm 田 選 開 沿 軍 す 更 る (ヤキ A TrA 選 一 蛋 )) つ KN ニ 
ー ト トー ミーーA 


や で 弄り 松 ぐ や キー ホキ R き と 心 ド く 本 マー ぐ 6 輪 る 
や 加 つ い 還 褒 寺 嘱 xe 下る 王 し 宮 六 S 胃 ね TP Se 
SS S ぐ も 更 % つ きじ レキ べつ で いつ お "つつ WW 
せく 公 マ ー シ せ る ンジ リー ルレ ロー も ぐ 持 で つい 
で 中 じゃ で Je で eve で SS 式 つ いき 弥吉 香 つ ね "キー や 
ャ RG 1O 央 べく ぐ 束 や や せ RG 詞 立 各 夫 時 ら ” 県 
や や 避 意 半 ( 都 と ひく 計 マ ー) 9 ] 押 己 門 り の つる? 
半 KG 剖 舞 寺 る 明 本 し" 6 の カート 穴 限 で 7 
1 の 還 く さ キ ー キ すぐ 環 々 や 和 鉛 べ で 和 本 つ " 理 装 避 閲 る 
王 つ き (『 ル くく ーー 心 ふ 』 や で 必 ー ふ 躍 )) っ を かく 
マー コード 

せ さ いさ ヘ キ Kimpurusa [< る So 人] つら で 
品 ぐ 柚 党 や " 私 と へ へ さり 相 舌 壮 人 る 公 上 AS へ さく 要 
Stem で 回 や に 球 召 で 四半 ” 主 球 ぐい 守 須 揚 燃 
oo で つい 押 全 補 り Se" 所 り 革 キ へ 直 翌 区 旨 


トマ 
サニー ハエ Girisa 「 ヨ S 判 ] で 柚 じ "へ A や ト 下 ぐ 
に SS 
せ 込 キー Girij トシ ー ヘ キー つつ る る 人 「 ヨ ピ 装 き 


で KR」S 畠 掌 や "リト ドー 心 ヨ G 芽 揚 や じ SQ ルト や ト トー 
ぐ 嘉 つ レ ウミ ー ミ や トト マー ぐ 京 RG" 
せ ミ ツー 中 Kirmira 回 玉 計 虹 宮 SO" 突き く ー ヘ ー 
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キン ダマ 


ク ヴ ュー タマ 


で 田 田 由 父 環 襲名 で 型 畠 WSS ドー ツキ で 栓 Cm 
や づつ 祥 っ Ja 中 尋 で 人 地 つつ) ジー ド W 雪 で レ つ fe で US 
信 つ お 篤人 ウロ ー ド で で 全 り 再生 生やし 員 o 応 人" 
せ A 和 ふ ド Kindama 「 ト く ー く ーー 必 ゃ ] 足 鞭 り 王 じ ※ 
ポ 問 計 ” 炎 ぐ せい 杜 ぐ 次 品 つ じ 培 RT や くね つり 
所 表 ふき 壮 出 マー ヘ シド 款 で SS GS 韻 7 
副 計 せ 「 選 人 求 親 や 良 くし た ン 到 "や つ / 大 SYS 部 
人 ぐ 塵 間 愛人 る で 人 や AO 唱 限 全 で で] S 守 る で 
箇 結 和 軍 つじ 亜 記 ね "ベー ヘ と ド 田 革 嘱 る 人 S る や おり で 天 う 
移 隔 じ 辻 旧 若宮 で や 人 る る SSte 闘 。G 1 マト 
ー テ ニーS 刷 選 避 此 < べ 会 民 PS 買 半 各 現 季 つ 公 / 装 蛋 
求 G 8? つ ミ ーA と を ド 7 や ー テ ュー 

北 AIN Kimnara ズ 評 ぐ 京 知り 中 で 還 SQ くせ 守 
S 京 苦 コ ズ 臣 で 攻 wo 忠 娠 人 往 埋 " で で 羽 ー キ モヨ で 
寺 ロ S*N ホ ローNGI 震 守 士 ・ 異 半 相 や つじ S 
へ さや に つつ つや 取 電 S 指 宗 各 散 じ re 軍 きく SSre" 天 
で 仁 キ いふ キ っ Jo は 0 NN セー 研ぐ い % 選 人 る で 判る 
て RA キ く 室 ぐ 再 四 R 選 NoS RS に AS や トマ 
 ( 吾 ぐ 量 つ折 ) つつ の 計 せ vo さき 宮 提 竹 じ お 族 共 
湯 狼 暗 守 の ざ 也 福 紀 味 " 敵 年 問 宗 是 " 地 明 三 や や っ) 詞 
SQ に 給 幸 ぐ 1" 球 軸 惑 全く し 半 釘 (ネー) 和 を 臣 
冊 職 (に KN) Yo ロミ お G 弄 所 ご 時 家 や つ 編 人 








ふ や ト IN キー コー ふ Kuvalayapida 回 玉 半 補っ Sre 
っ せ 上 で 燃 品 つ 陳 携 " ャ セー ドーS 耳 田上 塞 で 
し 3 春の で りや トド Ki トー トト で 宮中 く 必 ホー セ つや 
1 下 電 弧 ま で 委 時 下 和 や つる 刺 求 党 つ ” 責 衝 で お? 


ふせ ローIN Kuvera ヘマ ー 心 つる 37 幼 S 古 " ベ 
拉 野 い 和 W 雪 つね さ せり ン る 巡 じ 召 走 や 緊 圧 mW りつ” 社 コ 
吾 殖 思 ke 大 の つり "一 そう 糧 ぺ や て ヘー と で 四 家 ぐ 
で 双 和 硬い SnQ 古 " ロー りく いし 話 際 往 志 で 福 品 
や 称 を ふ へ を 篤 を NR トー へ ヘル ( 衣 愛 ) ぐー 
ー ペ ヘー" ROS 掴 球 で 北郷 さる 民 S 現 王 可 め や お 明 
選 和 を 転 回 革 表 へ や リー 心 り 6T ヤズ SG 呈 工 Se 
り ぐ りつ 人 SG で 問 共 人 周 RS 王 (トー ト ・S さ く ) 料 員 束 
他人 枯 (N ト ・K 慰 で) の 富 科 Se トー ドー キト 』 を 叶 
ぐ 尋 で ト ホー トロ SS 半 せ 甘 トー ニキ S 由 四 電 INK 
で キツ 人 必 を や トー 込 キ で 枝 で タート マー 中 Jo 
ne Se る お IN を トト ー キ SS や S で AS EK 
S 由 Jo 太り SGS で トト で へ 本 選 に 
Kop 呈 時 SS" 『 ト く ー く 一 心 ふ 」 やせ へ や コー 
S 掛 3 茶 ト ー ニ キズ ぐさ NNS 幸 く を 一 の つう K 朋 し Ste 
や つや sr? 癌 G 粗 中 せり セー 心 て ぐに 選 一 ド シー キ へ へ 
ー′ ホキ ー ミ マー SQ る せ や で や や リー ニー 前 の つや 
Sr ホー トト SR 思 東 提 の つい 年 で て へ を AN AS 一 詞 介 





キン ナラ 


で "四半 し で 評 障 議 ( ふ トリー) S 夫 本 Sr" 

や や ト IN 一 AH 選 ト Kuvalasva Sre くせ へ や に 
キー か に ュ ap る る 製 明 (ペー ニキ や トキ ) で 
HH" TI や で AT 本 ホー ト 」 ロ 6S311R 1 OOO く で 
庄 由 る ね ずる る くっ も トキ 性 1 OO そり る で * 
で S 諾 店 や で つのり 記 半 区 で 肛 己 区 思っ つる 明 う 
前 末 や や NASRG 半 過 守 所 る る 回 玉 に KN を で へ 
人 ト 宙 沿 で の で 避 培 つる ぐも ーー で ヘ を で ドー 中 (テト 
A と で 守 六 ) の 富 和 SkGT つ 全 つ 。 畔 で 財 壮 で せ 
マト た 





罰 征 つい 2 ね の つく で She 6 信 。 問 疾 呈 叶 庄 拍 選 相 
お し で る BNNN ド 一 華 人 る で に 恨 へ 手 拓 年 ぐ 末 糧 の 舞 

介 あ や SN く SN つう や 期 王 各 還 旬 り 記 が 6 RG JOS シ 
oe 骨 選 票 * 中 0 で SS で る 下痢 で 刊 の 店 壮 et は 
で で 人 の の る ST 『 セ く ー ミ 一 心 ふせ 8 AH へ 愉 
へ や ト 古 ぐ 表 くし SeN や ロー 怪人 和 め 畑 くね 人 で へ 
や トド 下 己 款 さ 届 で レ つ 6 る 。 へ や に で 王 宴 や セー で 忌 
で つ 品 さび い 詩 主 で お ざる や 組 生 で 。 悦 雷 導 G 韻 定 り 
さや 「 表 判 S 刊 ] つい ぐ 現 羽 公 可 半 つじ る お り の 
時 で SQ* へ や せ ー 心 き 68 折 ン 名 で 社民 各 也 提 和 か yo 
折 者 年 (ロー ドミ く ー 心 ) WS さ 衝 己 移る く ツ や を へ 中 
ー ふ リー 必 ( 圧 画 K) や で ミー 慌 (末寺 K) で ミー 
ミー ふ ふ キ (寺西 K)) や トド で へ IN や ト 直 (の 妥 了 KSx る 
芋 照 友 記 了 K) 呈 で へ や リーMNS 国 了 K 田 和 vS 和 y 慰 畠 ・ 皇 ・ 還 ・ 
民政 撫 和 や Q 宮 人 る SO" 慰 天 導 り やや で へ TINRFEKG 
由 PSO つ りり 人生 で か トド で へ TIN ト SAO 入り 
さき 球団 送 三 S 手 還 恒 ぐい いで りき で 失 球 邊 

WS 翌 吉 記 く る @ 全 で や に て AN ト ( 要 選 

PSkoNS で SQ" 旭 宮 じ せ 記 擬 橋 陳 挫 曜 ぐ 素 想定 工 環 で 
民 記 選 貞 や で で | 突 せ 押 痢 和貴 せ つる 宰 べ で 好 
つり る 3xG* 下手 避 移 2 や 思 要 了 K( 了 篤 記 民 ) 還 必 HH 
人 Se@ 3 年 11KS 1 で つね で し せ ン (| 突 也 寺 G 
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クシ ェ ー ト ラ ・ パ ティ 


ド で | MS 生 込 下 HS 田 中 く 心 入 やつ ハ キー る へ 本 


グ ハ 


計 ふ つじ 3 お 縮 季 w も ve 証 二 Sp 癌 oe し co 

【 宗 W) へ Nik (4 ン assoO っ GS さら sm 
きぐ S つ S)" よく て ( 守 衣 S 神 )7 で や ホキ ー や ト KK( 処 
で や る こぐ 環 つい つ S) キ へ キー ヘ キ (LN ヘ エ 
ぐ 田 )。 ホー スキ (を ANS 出 7 ーー へ ふ ふ キ ャ ーA 
トド ( 宮 SH INー か キー スキ (HHEHS 財 )" SI 
ー 人 RINK ト で キ (NINK ホ マキ SH) SN て 
(で ペー ト で 一 中 ) ャ ー ふ す ネ (へ や ト 征 で 的 ズ ) 
に 

や ヘリ ローン 中 ・ く トマ で Ksetrapati 「=S・ ホ ョ ー 
和 N」 記 ン xq 抹 民 で 下 抽 和 " 「 十 層 ・ 基 ぐ 刊 ] で 壮 肖 に" 
誤 澤 ・ 某 翌 ・ 班 球 ・ 記 権 Op 衝 考 ve (コロ ・ 天 還 107 
KAD)5 へ やぶ 上 オーーNK す スマ 1 へ ーーー 
ー マ ・ てく で 所 限 9Sxo リ apaSres 

「N ペ ローー 選 ・ 中 そり 46 RSand 瑞 代 OsG 
PS リコン 記す ・ 嘘 納本 vozp ( 抹 翌 ・ 破 ) や る 
時 電導 妊 つ * 和 り 革 加 章 や さ りり una 回 - 
村 や ・1)* や ロー ント マー" に 0 いこ 
で で さく や ざら 草 く や ( 歴 い つ し) 補 す 穴 記 知る 
で セ ) リン 導 洗 つ ・N っ NG リコ ン く て 癌 さる 
*@ ( 表 環 )* 吉利 (年々 ) SS や で ら 竣 商 巡 則 
ぐり や % (7」 ( 装 無 回 角 思 )* 


りき ヤシ 基 や SNー ド で 恨 避 "へ ふ キ ANS ト 3 
Sv で 皇 補 ロー キト S 田 の きこ) へ へ キ で や で へ 誠 マ セ 
ヨ 演 現 羽 ロ い へ ハル K ペ ユー So くせ へ ヘ キ ー も トト マー 
ぐ 生 各 上 じ で (トー ドー キト 』 衣 来 訣 )" 一 ペー ホー 

で ハー で 掛 ぐ ぼや い 忠 o 是 訓 究 MVSwe 持 ” 琶 起き さく 
っ SS へ ・ や リー」 し せ W ぐ 是 天 で や 己 定 さや で り 7 
り S 畠 介 下 覆 t ら t で INK 反 に トマ ーー て ーー スー 中 
ホエー ぐ 昌 年 公 政 区 M%S Sre (1・)* 

ふ 代 キ ー Kuja 「 ポ 翌 信 で 半 お]「 玉 民 S 伺 」 ぐ 
握 や 。 へ トド 研ぐ 押 と で ミー" Se くせ ホー ドル S 洛 ハ 一 
ペー で 忘 XR” つっ を で ミー" ハー ヘー 

や ふ ヘ キー か トト マー KuSavati 所 ロ ー キ 中 回 S 地 紅 
か ー ル で ぐふ へ ハ キ ロ 4 で し や で へ 計 で キヨ 辿 王 ら 超 じゃ 
表せ ざる 人 (FN トー ドー キキ 』 義 堅 )* 

ふ へ キャ K ふ ユー Kusasthali て トー ド SH ふ へ へ すぐ 型 
いで 定 ロ ー 和 ネト 男 G 繋 ” や で へ 邊 で と ヨ 営 手 り 人 SW 
SO へ ヘ キー ドド トト マー っ oo 中潮 She" 

TIN で や ト へ 田 ロ や で し 相 ツ GS と トト ーN ド ーー 
| 加 Ste 給 王 " ト ー ト さや 田 較 S 給 し ST 8 の る SSneT 

や ふ ハ キー トト 泳 〒 ニーKusadhvaja トト ーS 田 モ 
ト RG 環 "つつ 公 和 さや ト mー ト マキ ー ぐ 由 由 ホーk S 足 S 
せ 弧 re" 亜 ぐ 1 べく S 喜 トー へ AN ホー ふさ ヘヤー ミ 


や へ ヨロ ー ド RS Ksemaka 1 22 さや て その の 
ぐい / 証 人 宇 寺 で Ri" 

せく 計 OMG 六 玉村 一 Ge < や ら 須 ね 
一 SN () SW* 

や へ R Kusika で SH トト ー ル NSH Se く 
で ド YA 1 トト ーーNGS ポ ー ト で ヨ NAS 攻 で 理 
半 ぐ 田 マ SRSre* 

や へ キ Kusa て トー ドコ ペー ペー ふ GS やら 計 で 
間 思 で ズ " トー トド SN へー 昌 到 か 一 ト トロ 和 な 
で ペー ペー 屯 民 下 つね ホー トト GS り 還 で 
りう で ペー ペーwy ぐ ee 昌 下 Sro りき せり で 国 G 志 
で 具 超 宮 り 際 設 詩 dhevre で し 合っ 人 る コズマ 和 本 ビィ 
@ や る 定 幼 和 語 玉 ON へ か K 是 で 表意 様 利信 
培 ぐ せ ぐ や ドー ミッ ツー キャ 守 G 揚 更 ら AN < お ヘー ヘー 
3 や り じ へ ふも UN に G 恥 で 半 思 称 疾 さ ぐれ " 宮中 っ 
で 日 そ きか トー ミッ ー キ S 飛 店 SR 一 b SE 
ト か ふか トド ネーN ( 友 翌 能 ) 旬 長 つ 人 お "や トー ミル メー ャ 
や ふつ 心 や ド で 1 くり 加 まで 年 で る TINー ト ー エ +」 
や 雪 寺 科 人 ( 玉 考 剖 所 品 コ ローー ロ dm や し 誤 党 を 
*@ 覆 林 記 各 補 本 べ さり ua ペー に の く < へ ヘル 
NT トト や SmNR3 で N ふ ハー や ト 窟 衣 ぐ 1 0 
て で で し Se)"Nー ド SI くる ペー ヘー で hGre 


や 着 究 つる * 

や ふ へ キト ペー 中 中 Ksanadacara 「 完 上 り で ン の 
S」 で 油 し " 諾 題 選 球 ぐる とる 2 ぐ で り 2mT 

や ふ 込 キスミー Kujambha トー< く KK で S 押 ペ ホー 
ー ぐ 置 宮 思 虹 つや ね に KN 思 G 窟 時 や 品 手 で 呈 SKK 
や ふい 太る 中 記 人 や いく で の る や (FT ル ミキ ・ ト トー ト 」 
1 回 や ・11 く )* 

や ふい くべ ドーロ Kusumayudha 「 祥 S 叩 王宮 で 
押し 加 ぐ 是 ペ ポート ホー トト 6 忘 XS” ーー ル 

や ネー よ トー へ ハ キ Gudakesa 「 記 SWP 各 際 り つて Sro 
環 ]」 で 抽 じ "ベー ハ と SG 田 HHhGTAGS ト さ 氏 下記 
" つ ト さ 2 本 

や ふ ト Kutsa ロー 選 G 吾 二 " 選 せ で ヘー 心 古 り 弄 
地 wn も る る 有 杉 へ Ad トロ 凌 全 で る お 表 て へ 
と 是 公選 宮下 回 K 固 G 掴 毅 は 殖 じ 選 ヾ ね の のり 
や くき や 才 こせ つの バン 寺 じ Se8 で で AINS 抑 キ 
ホー せ AT で 人 S 下 提 で 求 会 下る で 守 全 る の 所 AA で Sne" 

や ふ < Guha 工 「 密 四 」 ぐ 押 じ "KRANS 忘 AA* 

キー 舞田 や ホー ト ぐ で 青く * 

革 A 和 や ト 下 人 つや や で へ Tk 王 S 応 S" つや ト / や 
AWK 
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ウ み で 8 人 


クリ シュ ナ 


や ト ドー Kumara て 「S き 」「 深 て 」S 硫 し " 言 十 K 
TRANS 実 SW ヘ ャ ー 心 き 十 に (で 氏 時 mm で 迷っ 
(『 ハ そく へ トー トド キネ ・ " ト や Ni ぐ き ユ 
つや 2 RS (『 や トー ・ 人 トー キオ 1 還 )* 書 で へ 
と で 志 ホ ー ト ト ヤ ー ト ホー ふ 下 宮 つて Apas で シレ 
凌 束 つ 忌 坦 AM ま INK や トト マー ロ ュ で ウニ ロー 三間 
YA ト 是 4 ゆい 奨 六 各 中 A で S 人 8 る (FNNNP・ 
下 ホ ー ト 』 首 ・1)" 
ふさ 環 w 二 つる ね く 一 心愛 吾 で 守り "スーA ヘ AS ト 
桂 せ いる で 国 " テロ ー キ ロー で し 宣 紀 8(『 ル くく ーー 
ふ 』 警 導 装 明 明 )* 

人 吉 吉 (Kumarah) で 表 3" NNN も 一 年 で 瘍 3 ら 当 
で で 還 べ ′ で る づつ 田 く S 甚 堺 *nS AR や SRA" モ 
ホー ヘル ー 中 本 ANT ま 不 RS ま ホ ー や へ ト 38 も る S 田 
で て ve 吾 さ っ ト 長 <re* 理 さき ※ 類 は る 中 で 辻 和 つく 
と の こ 

や マテ か トト マー Kumudvatr FNNSEA へ キ 」 
せ 届 で じ Sm ホー (所 ) GHHRK" ハード で 吾 貼 へ へ キ 
や 揚 幸 つる" 
ふさ くさ ト Kumbhakarna NAS 一 豊 GNーSNN 
すま ( 謀 記 ) SNW" や で ANSF KMG 子 で 課室 
ーー パル オー ツ で 夫 る 穫 り 半 玉 る "トー トト ト ぐ 坦 " 吾 是 マ 












ふい くさ や か ト Kulaparvata 征 て ヘーSDCSHHS 
ヨ 蛍 ぐり の "トーAIN IN キリ キト AT へ ホトエ 
トト ーー へ A キ 。 私 て A 二 マキ ドー スー ニ ミ ーー 必 や ト 
一 と 心 芋 愉 ト 本 周 ト IN キ せ 剛 トー スゴ ヨ 過 重 引 で 
bIN く ヨー キト と 六 剛一 ヨ 富 翌 湊 へ へ トマ ル 
トー に 革 つい ハ キ せ mm ヘー トー トヨ 則 や で Ai マキ 
に さこ いも SN の 3 テコ ー ト 13: 
て いき や で へ 計 マ キヨ 軍 で 音 谷 で らら 剛 浴 避 S 提 SS ン ror 

ふさ ヘ キ ー 愉 KrSanu [mmS 球 中 」S 斑 や SA 
さか hGAG" 隔 り き ミ NN 臣 | 窓 め S。 了 K で 四 ヘ ペー トド 
紀 紋 Q” へ ニ ペ キ ーK 共 に 私 HK ペー で 藤 抽 SA 
さ ド ・ や さま 由 避 表 揚 生 Q 古 折り 限 で 記し Sh" 

や へ Krsna コリ ヘー ドー 軍人 S 間 三 や で AH 
婚 昌 皿 ぐ 選 NN 「 喉 る 古 ]G 握 し "や で へ HGS 選 NG 
し 忠 p 剛 匠 じ Se つの つり リド トー 胃 演 年 王 し 帳 
や 四球 穴 つれ 忌 し Sr 是 

〔 則 己 ) やつ ハロ ト SS 革 へ ・ ホ ローN」 を [ホキ 
ー ハ テー を ・ や く 相 キト を | や mA0rG 和 SA ヘー ト 
一 吾 G 基 拍 ざ つじ G ヽ ハト US 室 率 せ 葬 し せる 
『 ト < ベー ベー 心 ふ 』」 じ 8 ドー で 中 一層 羽生 拍 家 弄 セ e 
キー トド ト 拒 嘩 re や ー へ Ti( 据 で 神 半 す つじ 恨 玉 マレ 
人 く INN 舞 G 否 癌 多 長 つじ ト さ 2 各区 や 


3 











キズ 詩 史 っ eo で つる 訪 つ つつ し K 玉 到 有 軍 い し | ロ や 
モ 還 各 軍 本 つる で 選 還 箱 <no レ る る "ヘー トド anyS 
癌 ふ ー ペ ヘー 区 で る ホー トト 二 DS 飼 る 表 Yee コ 
ー ド トト 芋 器 で しく xo 筐 SE る つい mm 坊や 愛 く り 旬 
長め 8 へ きく KS ミー トド 畠 生 角 圧 田 KN 
ユー や ト 必 回 玉 半 回 じ 忌 で いじ 電 INA ペ ー バ 環 玉 じ 
時 ら 客 款 くつ NT や 王 。 ホ ー ト っ JNN る 明る 拘る で 所 ト 一 
ャ 福 生 で 人 お (トー ドー キト 」 愛 訪 時 )” つい ハート 
ト 

や ふ 心 必 へ 中 キ kraunmca て トー 必 ヨ 辿 G 憂 欠 S 苦 
ST KNA THINー ル トロ 6 で PS 求 SNー ネ ヨネ る 
但 座 く 県 ve るり 本 公 ね の る RS トト ー 古 人 ト 居 
ー ト 』 6S 叶 て AO 人 ドー ミミ トマ トーヤ つい 篤 玉 所 
て や つい 吾 で 人 宣 ペー ミト トマ トー キ 和 を ら 電 悦 生 で 
トス ンプ く そい 

世 尋 虹 り 田 % や 8 や OS 到 (部 ) G1C" 

世 ね る 2 つ を ン つ で sm 

や ふ て や Kratu NNA キ エー シト で で 1 ズーSto く 7 
NNNPー ぐ 無い 計る 昭 電 RS 1 で" TIR で AT 
トト ー ト 』 6S も お 恩 G 家 へ へ や ト で 栗 吾 叶 0 で 末 選 
WS トー ヤー キュ 宇和 せ や eK 尽く で 一 寺 束 装 さ ね や る 
ST 


ixe 田 田 店 時 品 羽生 Keo8 や や AT KG 京 さ つ 
い 昌 所 ご 紀 じ る ko5 へ AH 玉 33。 | 誤 革 勿 所 つる ね ズ 
と コ 生 の (こい た で ささ コード よさ うた いあ そそ 
ぐつ Se 球 可 表 ぐ もい 尊 唐 で し Sn07 ヘー へ 
相 半 福 や 填 望 時 "ドー で 羽 一層 和 RG や っ へ ii 所 で | 
監 ざ つり 半 る ) や ト Ki トー トト / 持寺 一 トト ヤー 
や ST で Phー 選 ・ ト ー へ 門主 守 S 閣 べ B 括 茎 宇和 


牧 女 た ちの 衣類 を 盗む クリ シュ ナ 
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クリ シュ ナ 


クリ シュ ナ 


超 半 つ ね SAN へ Ti 所 GS くる やり 表 本 是 G 燕 味 
MO まる くい に CYS ル を ささ 
や 3 37 判 や つつ し ふ ふ キ ニー ニル (昌明 略 ご 下 崖 ) で ね る り 
器 公 人 箇 議 居 財 部 講 vo 束 作 演じ ST るり る SSro 
天皇 人 る で ルー や ト 拉 ぐ 民 帯 史 環 下池 や つじ 韻 滞 年 や つ レ 
細部 各 串 玉 りく ね NASSSG 還 ぐし た に 
ーKihー ト いつ 店 8 を S じ 問 理 吉相 る 信 古 く S や 
トト かー の | 窟 狂 Sotten ロ ST お (トト ーKi ホ トー トト am 
SSM T ね NAT で 王 AW し Ste コ セ e 寂 叶 惑 宮 
SS MS ロ 王 回 て ヘー し せ 折 る で 華中 衝 ビ る 
で トト ーKi ホ ー ト ト つ 中 答 相 所 年 人 人 で の SS へ 
信息 | 窟 MSte る 避 束 本 各 回 る 雪 ジ へ へ 
に と ルリ た コバ 20 くどく 9 は つか る だ さい を さく 
トー ( 箇 二 池 ) つつ し 皿 呈 も スマ” 第 到 じ 独 窒 悪 や 
基く ぐ 層 天 召 皿 守 ( く ヽ で" 斬 皿 ・ 皿 理 ) 具 人 レン 
や や や ロ 。 親 記 G で ヘー 凝 員 昧 じゃ ネー ヘ キ キ ・m 一 
遇 懇 和 選 く で し 敵 癌 迷 扶 由 計上 尺 や 穫 和 や 
昧 娠 折 G 唐 0 し りか コー 和民 来 義 琶 生じ So や で ふせ 
KJ くも トミ トー) 守ら ヘ へ へ リト ・ ト トーKi 一生 
ト 殆 臣 | 窟 0Sxeren い BS で お" GS 選 ぐ 更 明り 人 
3 や 3 KINDPAS 圭 人 る で 押下 共 や 人 S で る へ よ ・ 
ミーS や トド 和 ふ 題 呈 自 更 気 で 昼 裳 ら 吉 こ くも ひつ し や 


愉 』 で せ 曜 く 紅 。 恨 埋 が や 選 0 で SG りつ SS で る 
選 SSn0" 

(ふさ ふ 1 選 皿 )〕) いつ へ の ト で へ 上り 区 到 | 半 窓 約 
りり 避 抽 で 四朗 で 著 玄 蘭 堂 衝 記 じ ふつ へ 1 届 突 
和 和 祝 0 で る" や で AT ix 胃 守 和幸 て ヘー ロ 和 RW で る で 
の 生き に で ここ り 2 で 放つ か まき に て - ま きす: 
埋 ぐ で を 1 回 野 避 栓 つる xenS 喜 旧 6 人 で 
や SG せ 『 ル く ー ス 一心 へ 』 ぐ 在 只 じ Se 「 く っ ト ト ふ 
パ キ 」 を トート 尼 胃 ぐ 人 る 旧 委 る レ し 人 SS 人 る めく 
一 SS か ト ふ 蝶 で 皿 折 KW 人 設 重 AaheX ツ Se く ーS 和 
ト ふ ・ ト トー トキ] 拘 1 の 末 し きせ ヘー へ AS 装 野生 や 避 
営 尋 ン 編 人 で ざり Se SS で や つ 和 家 逐 や で き ミ に で 
人 S こ し SreT 

ふさ へ リト キー や も ト 閣 で や トド Ki トー トト っ ) 誠 ー ト ト 
キー ので 栓 る お 串 半球 "ホー セト ギー つや トド Ki 一 トト 
令 握 補 つ 公売 ルート ー 収 置 つい る 諸田 生ま ( 下 
て トー ぐ 画 内 N 愉 ヤー ト ぐ 浄 勾 槍 避 名 モレ モン マロ 
ME: 作 さび さこ いた に ばく いと の か て ココ 
判 S@ を 密 製 有 和 上 朱 つ SE や 田 泊 せい くじ る で 
遥 汗 飛 ゃ W い ン つ ね) せ 。 音 で で 計 昌 思 で 中 革 器 めで 
@ コ ホー 選 和 言 全 で 中 幅 紀 "へ 生田 芋 り SS 韻 安 る 
トー トト キー 柚 vn い つい 詩 和 や 閣 ご 篤 。 半生 判り 


笛 を 吹く クリ シュ ナ 





リー 民 肖 出場 吾 生 や で へ つ 臣 ] 宮 ee 症 医 和 S せ 
で 書 S ヘー へ 直入 S や トト ー ジ つの 人 SS 人 St 
村人 る で op 計 和 人 で 人 容 和 目 坦 ギ セ パ お 人 で り 帳 握 岩 で や 
て AT KU 写 | 宮 e 革 る で 和 生 人 S で る の る RS で 
で の 計 弄 翌 9 引 り の コ キー も や ト 拉 眼 つつ ゼス 一 所 私 ト 
ふ 頻 せり ハシ ド ーー 抽選 名 器 右 で で SA ヘー トー 
癌 で 絡 1S 副 束 %SS@ 「 く SS や トミ シー・ キ ー ペ ー」 へ 
ーー で へ Ka く S や トミ ー ツ つい 奈 時 生 re り で 
辿 G 再 束 や つり 堅 9 宮 Q の SS の SS く ーー 


民 貼 革 和田 り 押 和 の 妥 欄 つ S で も や 遇 る 量 96 で お" RA 本 革 
問 で ぐ S く や 慰 る 店 其 各 表 く り 屋 生 。 抵 や 晶 四 で 四 
く 必 ホー ルト の 拘 中 へ お召 証 で でる る? 私 て AH 
S ざ 束 じ Se く ININ 一 も 。 半 SSG 庁 定 り 半 古 引 を トー ロリ 
レト ホー トト ヤーG 思 写生 で や ト Ki ホー トト Sn | 
S 部 ロー リリ ルー 選 写 旧 向 衝 で る 人 る で し Se 表 唱 装束 
絢 く 由 せ ” 統 吾 守 ロ が 6 で 足 宮 披 禁 め つ し 装 玉 お さや ヘー へ 
(配る 捉 ) て NR や や < で SS お "私 ト Ki ホー トト 3 記 

全 忠 や し る Sr 所 り 判 玉 る 持 人 る 選 で や ー ふ へ 9 相称 凌 選 つつ 

トード トト 一 人 る で 壮 王 つ し マ キト AG ざり QBEW My 
S 如 キ ロー 一 SS る ね り 講 玉 お KG 由 つ セ 換 お? 
り ぐ 娠 ズ ト へ ふぐ つつ し へ ふ ー へ 生 本 せ 思 く ホ ー ド の の や 
せ 宗 つく 球 叶 韻 写 再 つ る ね) ヘー へ ロト S 媒 革 骨 空 りく 
いせ" 壮 半 RS 花 芯 刊 し お りつ Sr@ 陸 堆 上 
や りつ 玉 細 で で し Sn” Ste 二 ヘ A 相 条 相 ANG 
時 ぐに も 腔 全 紀 る で 闘志 向 問 つつ 反り 詩 他 寺 ぐ や で 
し Se 人 Ss 時 キロ ー ト ー せ 生 とり 表 宮 人 る で 8" 昭 い 
で や ーー へ ロト WS 千 避 胃 の 人 で も レタ 和 尊 人 や お "6 介 
近 tQ 本 Am 一 ーー ぐ 半 玩 の 胃 尋 で 踊 称 りつ ソレ く ネー 
各 才 て つが で お でも へ ふ ー へ リ ト 療 暖 称 間 % いや で 
で 素地 宮 共 吾 で 名雪 選 い 下 で でる" のり 心 勾 理 せ 順 玉 
し り ぐ 名 各 記 和宏 昌 WS 全 1 手 S 斑 家 る で 公 各 
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クリ シュ 和 


ーー ii 


グリ ッ ツ ァ マ ダ 


TP WS 斑 品 応 衝 導く し つ M6 い ね りり やる < 所 も 
ペー ツー ( 桂 り 枝 品 更 く 公 宮 ) つつ 宇和 き や os 
人 StQ 革 誠信 篤 甘 窟 叉 つい Sre で る ね り 弄 K で S 補 
ME に で ペー ツー だ 9 や され が 1 
PS ね り JoST 信 ? 窒 べ つね ふさ AX 本 ロ で くし お 謀 田 
ポー ニキ SG 刷 古 刺 更 re 祝 了 選 和 S 半 ペン 中 で で レ く 
Ag 

68 で へ を 心 王 脱 付 和 め つ る 石 人 る 回 つ バン 長 で ご レタ 
PJSnG 表 。 壮 屋 く 代 や 朱 茹 導 で 生得 各層 いや つつ し < 
QS 嘱 へー 丁 居 補 で り 屋 で 是 や こつ のせ 各 弧 いび レ 
て Sr' ヨ 加 馴 守 xe う ざ 電 最 人 半 時 人 S さ へ 
S 旭 で け 4 レー ふさ いふ (「 せ 和 選 を 」S 製 ) ヨロ 
基 球 和 喜 や ツ ヨ S 加 避 征 や つい 始 区 限 ペ つ /「 下 き 
ヨ し Se* 寺 届 くる Q 民 G 提 室生 ン G 慈 時 和束 や *6n」 
幅 い る " 皿 相 上 家 @ 馬 和香 信 で ね で て ヘ と N 王 求 くら 届 
大 % 導 で や し 壮 で 届 環 衣 つ りつ いざ つね 所 へー 
の 邊 半 丘 電 ぐる 操り ロー トト ミト ヨロ m ロ GS S や 志 
MoeS 和 ES に ロ 守 べく S じ 下 で 8" セリ セン 
半 せ ロー や ト さ 本 NIN (ロー トト さ 和 ト 三 避 琵 玉生 
っ 押 ) で 惑 AWT 8" て AN つい るり 選 で 吉 素 季 和 p 
咽 信 じ " 畔 りや マー ヘーIN (で ANS 表 装 玉 2 つ で ・ 
で へ を ING 環 ) で admehe" 


提 補 つ ね "が 刀 | 民 KOOO べ S 血 co で | KR マ ぐ 中 
剖 Wo の mn る の の る で St 貢 選 り 加 | 丘 旦 りり 圭 
や 球 苑 で S ト ヤ さ KS-6 で n ロ 章 1 で 電 び し 2xe 届 記し で 
9 公 全 ざ 選 幼 で で し 恨 り と トト ー 心 ペー ぐ 巨 昌 四 で 
玖 で レ つ 6 る 7 陣 %06M06 皇 栄 大 所 交 い へ す 
直己 編 G 鐘 公 本 つ で So" つや ト ト Ki 一 トド トー ロ ーー 
くも や トト と キー ヘ ホー" く ー ト ト A ふ キ 

や ふさ ふ Ghrta 沈 じ つ ね く ネ ペー ぐ で ヘ テ 密 
も せ キ ャ ー Ghi ( 玖 踊 し Ghee) < 癌 吾 ※ 親 し じ で 
=” 公 ① じ 3 将 刺 ぐ 革 球 つ つい 古 昌 年 で やる"「 つ へ や 
リー 」 し せっ へ 古 揚 つり で 昌 暫く 状 写 や 
で や 工 手 ※G 和 へ つ ふ 人 是 異 ヘー トル 宮上 豆 給 久吉 べ 
ぐ S 則 拉 GO 名 SQ ツ つ い 無 防 re ( 印 ・ 国 く )* や リー 
S 骨 軍 谷 くい 括 生 で Sxo へ へ "所 忠 の 還 べ く 吉 下 ぐ 
球 虹 剰 例 WS 和 和 富 で か つる SS 擦 下 つ 末 で 
三公 ① 旧 りく SS いつ ふ (キー) 選 在 直ぐ ペ ぐ ゴロ 細 く 
太り キーG 王 公 で 栖 公知 皇 " 還 可 和 ポレ ス 
OS せり で 尺 例 補 の る で 

ふさ ふい トミ トル へ Krtavarman ホー へ T 引 半 で 7 
や っ へ 和則 舞 で や 束 二 (や ニ へ ネ 。 ホキ ー ミ ホー へ へ す 
トキ で ※ー キ ホキ へ 必 ホ ー ト トン NIR で 量 さ ト 
キー さく ) GS1 マ "ベー 心 へ G 下 愛 し せ で や 心 や ト 圭 ら 雇 





畠 べ つく へ ふつ 1 下 医 甘く へ まる TRG も くい 
ポン 庄や や つら 囲 % で 舞 記 くる ら 還 こね で ね 
王 お つね" へ へ へ 吐 屋 SS KS で 燃 表 ロ けい くし 
ので 球 直 人 皿 で で So 補 KQNS エ レー へ 1 
ト ぐ 瑞 つ 8 家 ロ く 8 で で トー キネ ホロ ー ふ 6 画 N 一 
ペー し SS" り S 認 り o" 陵 田 せっ へ 1 斑 
や 必 コ つじ 書 すぐ 始 旭 つね ト へ AT" 陳 で 始 介 つね トー 
へ AS 製 年 や 着 玉 本 和 S 公 T し ペトロ 器 聞 和 
SG SS ロ 6 で レー ヘー へ ペー へ キト (ホー 
人 貢 析 撮 ) つる 性 AR 称 中 eS SR へ 本田 革 | 計 
祭 つ トー ド 選 ーー も 到 宗 で 6 各 可 ww" せ ふ へ 本 
球 刺 記 や 総員 折 つも で xtQ 和 S。 層 表 り RA 本田 芋 へ 
や 1 下 思 舞 せ 4T い 芝 和 お "へ AG 6 
て で 羽 ー ロ JA で し 福 守 東寺 で RS 翌 個 3 の ね る 
し へ 本 田 愛 衝 記 で 要 環 宮寺 選 区 つつ" 昌 酸 で 更 知 
半 が や 人 S で 半 で や 史 K ロ 想 で re DS 訪 " RSNHA 
すか ー ま へ 私 A 抽 青 つ お 篤 賠 祥 そ ヘー で ペー ・ キ も ト 
や 計 き re キキ ス 欠 RS 田 型 wm 和 や セード 居 ーー 
信じ し キト ーー 現 選 ロート トー 心 ペ ー の る か 互 和 
いや り 避 衣 で 。 還 り ぐ 区 じ や で さく 較 で ウール 
玉 HHS 鼓 さ ヽ ーー キー さく や トミ ンーHS 堆 キー 
く や か トト マー ネー トー 込 へ で 壌 トマ キ く ー ド ルー の 








づつ レ ミー へ ふも や ト 財 讐 く ^ WS 鬼 ご ロ mm R 必 や ト 
時 し 判 剖 お G 革 思 て や ー く 。 KA も ト トペ ー ル AG 
岬 くも も ST る 買 避 ロキ ーS ト 凌ぐ ママ りさ シレ 
に さい た て 

ふさ ふせ や エー ユ エキ Krtavrrya < く で てく キ 拉 ぐ 由 N 民 
S 詩 由 し " ト さ TS ト さ か 1 ト 革 SRG 幸 は させ 
ペー さ ゃ トマ ーー 生き Sre" トト ー ト 突き へ 
ふ モ ーー キモ トー へ SS 此 郷 や ′ 者 判 路 人 や 玉 帳 
所 じ 所 置 つ | 尺 回 くき 黄 に SS で 斑 京田 の る で Se 
や ふさ ネー ホー Ghrtaci 了 K 共 で ※S ポ 要 じ Sre ト トキ 
KSSQ” り JG 表 要 せ 翌 寺 ぐ ン ぐ 促 軍人 を 査 ぐ 
問 曲 団 中 人 避 パ で マレ SQ" 半 求 き ト さ ぐ 帳 PSo ト で 
を トー 私 トド 4Sne くさ や ヘ キ ホ ー く SS る おり 1O 
べ ぐ は 難 on 記 お ざく RS TRNANN ト や に ト で や トミ 
ふ ・ ト トー ト 』 もせ S で AS ト S さ ル へ 守家 で T 7 
10 ぐ ペー ベー で や つの 8 で お の る RS 『 く つや トペ キ 」 
とせ 改 テ トー へ 9 に JSS る ね りつ くく 悪 店 1O 
べく 周 各 判 で ね ざる で Sn お 民 で 選 器 じ お" へ キト 
ー く ロレ 10O マ で 幸 で 晶 の さて る op Sym" 

ふさ ふ ・HR Krta-yuga 一 

ふさ PR トド Grtsamada 「ー ふ ・ や ロー] で 
廊 尋 ” 竹 産 で 症 提 SG1 マ "トー へ xrN ま 癖 GA トモ ーー 
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クリ バ 





INS 中 ツ つ い 半 お 弐 選 表 や yo ト K 必 所 無 で 
で へ と 4 で し 親 2 書 めで いじ 式 栄 トー ふぐ | 迫 G へ 9 
本 S 拉 り で る の る SO で ヘー 渋 是 の ぐ 握ら い 宮 
履か っ て いる G 蛋 編 公 GWS | 0 ロ 6 で せき 。 半 せ 必 ら 
つる 3 周 だ ロ 6 て へ ヘ と St の 田 氷 や 庫 KS 品 章 で 
STG も NN で トマ や で 半音 人 て ヘ と 必要 
SW 肖 束 会 で つる "介し 寺 お 所 玉 さ で ピリ 
ぐり や 長 び お トス トル 8 で ヘー 是 で 避 つく 
交 地 加 で ぐら 攻 つじ 叫 補 (っ ・ ド ロー 1・11D* 
り 宙 咽 人 お 私 で トマ キ や や 全 中 ぐつ ぐ 寺 ら 半 S 春 合憲 
で で へ を 心 り を も や を や っ の 衣 穫 人 ” で へ を 心 是 せ 葉 三 
せ 逝 や ヘー ト ヘ トト MS 引 失 呈 潤 洋 <0nG6m 且 
棚 つ る 

ふさ < く Krpa て で へ を 中古 4 し 愛 で で る H 四 (ーー 
へ ・ も 1 サー く ・ 昌 7 

生 形 寺 ふ エー トト トート トキ IN KS や さや トペ ーー コツ 
で S る や 唱 判 ふさ 舞田 ヘス キー へ A ふ KS 六 中 つい 衝 
いで お" ヘー ミー (Sre くせ さや ジー) ぐ で 選 や S で へ 
ルト Jo ハエ キ ー 選 と トト ふっ っ 主筆 Sxe スー 選 へ 富 症 り 介 
くし で 改 ト 吾 り いく い 胞 る 責 村 aiw 南 で る 遇 マ 
S せ GS 1 そり ST る ( 出 く つ 人 間 で 叶 人 名 ロ へ へ や トミ 
KA KAIS ト ミー セト へ) 








で Sre* 
ふ へ ホエー 
で 京 じ ふさ 描 ぐ 田 く ペー ヘ と トド S 禄 "HKT へ ANTI 
トミ さり トー ジー トル ぐ 日 "『 ト く ー ミ ー 心 IS 革 直 ぐせ し 
臣 や 大 拓く K 選 "ヘー ニハ リト SS 和 SF Ki トー トト 表 で 


Kuntf エー や も ト 押 ぐー 羽 ギ ー ト 


世 親 Ke" 導 や ざさ ト ーー ペー る mAS で 玉生 | 
SN へ トマ ドー 込 キ S 紋 球 つ つじ W ぐ 環 堂 し 析 じ で ざる 
ぐも へ AN 中 マー の 直 紀 ot で BS る ([ ル く ー く 一 中 
へ] 足 叶 ) 

へ へ A ホ で ネー で H 李 せら と ト さも や トー ネ K つ る 愉 計 ズ 
父 糧 さじ る お "や A ト マー せり ぐ 計 ズン 閉所 つね ぐも" 
計 べ せ 神 る "時 KG 誌 皿 各 編 玉 コ つ ツ 「 打 皿 勾 窟 つ 
し Sn 写せ 短 S 忠 掘 つ いり 舞う ね る | 幅 2 で モ る で" 天 
令 症 くし 年 つい 想い 明 地 へ 中 マー な 要 陣 つつ 公 負 
村 め く で お 暴 知 補足 り 間 で し 表 る "WS 豆 革 胃 べ 所 球 
で や で 華 て "し 2 で や” 超 震 で る や 天 K 和 る で や 
草 じ し Sne 朋 の SPww 守 る 軍民 計 べ せ K 可 王 ロ 
思考 く 代 "へ トマ ー お 計 べ ぐ 振 長束 mm 
環 王 りさ や る ? 計 べ せ る 全て し WM 宗 向 直 て 0 りつ S 各 
信和 半 KG 電王 束ね や で ペ 束 AKT お つ 公 つ ” 半 
きる つめ 交 共 ン 和 WS 人 る SS や 計 べ せ 窒 くい 問 
ポ 昌 早 槍 中 お (T で ペー ネー トー キー 中 生出 


や ヽ ユ ミー Krpa Se くせ ふさ ニ ジー つの るる) へ を 
と トト ミー 計 ぐ 中 つつ ゆり 判 玉 RG ヘー くつ の の つら B ヘ キー 
へ や へ K 田 絢 ざお? トート 生 5 で 3 へ キ を ト 
ミー 寺 ぐ 半 和 幸い ひつ つて ヘー 是 公 了 K 公 で 隊 で る 
要 KS 人 で る おり 誠人 ぐ S り で 思 療 や へ ふ キ で ゴロ 
舞い も で で りく る SA ヘ キ ー ヘ へ K 出 入 槍 剖 で つ ( ヽ ニ 
ペー) 公 ぐ 直る SE いじ 拍 じ や ぐも ヘー ヘー ミー へ 現 
Se6n い BS で ね ずる 條 (TH トト ドーロ ・ 人 トト ー ト 本選 R・ 
11O 還 )" 理 K せ ふさ 環 G 叶 量 と ロー ト G 抑 きら” 和 
計 じ 長 で で で に へ ホトミ ネー トル へ AG 時 の で る 9 つた ロ 
ー ト 

ふさ ふ へ ハロ ーー 躍 Kuruksetra 「 ふ ミ 近 で 凍 憶 」 で 
編 じ "くく 心 ふ 押 愛玩 で ざ り 民 ” 限 埋 トニ 
ー ぐ 亡 ン JWStG" 『 ル く ー く 一心 へ 』 ロ 58 ふさ へ へ 
リーー 必 で 福 総 く KK マ ホー ト 心 る 2 の で 回 ぐ で く ャ 
責 家 wo で TP 明 で で 限 層 ポル G 較 り ロン と りつ ン 
MG 8 取 喉 上 貴 e つ る RSno (キー ニキ 悪 )" 

ふ ー ミ トド Kurma S ヾ AHxS1OS ざ 吐 SrQS 1 
いし 「 層 ] つつ PS 選 つも AT 

や ロー や ふ や ト ホー Krodhavasa Se< 百 は ヘ ロ ー 
ペー つる る” 選 ふ へ も で 玉 欠 で 喜 S 1 ドキ く G 
章 で 1 で "6o6S 綴 ぐ 陸 球 吾 地 井 (トー ふ ) ぐ 潮 の る 


ま 宗 己 ・ く ) 

WS 貼 甚 刺 震 つる 並 王 軍 <00 セ ヘー ( 玖 ) や る 
会 や @ 古 じゃ り ぐ ヘー 選 届 避 CSS で 区 る 馬 包 午 1 半 
Sm や や も 還 回 や 猪 束 や 全 人 祝 で SG の SmooS PS 7 
計 べ や WS 窒 科 つや 中 マ ー 似 で w ン 編 つ レベ お ン 
で で セト ヘ ー 渋 各 可 レネ 境 年 和 ら 提 つ ね” や 選べ 義 踊 
是 Kーー キ SPAS 鶴 時 で 始 宮 つい 回 KS 害 唱 際 で 
で "区 密 じ 由 革 科 姜 くせ し ゃ S ン ドー つる や 求 幸 SN へ 
中 マー 革 志 信じ る SKKー ニ キモ 導 ロト ヘー 心 ロ つつ 
人 式 志 由美 箇 が 6 等 で や る りつ 公 つ 導 で 羽 ポ 媒 
人 求人 で で さる りつ 地 所 じ 始 先 つ 介 "を S じ 音 せ 牌 人 
避 駅 貼 半 くる 人 で 由理 所 で 王 せ くに へ ドド ト ー 曳 
選 泌 つね" り S 由 人 ト 了 で 心 和 や つ る で 時 択 く お 午 宮 避 人 る 
二 モ で SG で ロミ つる で Aa や 長 で Sreen ロ で 玉 
(『 ト く ー く 一 心 ふ 』 足 想 )* 

ふ へ 中 エーS 李 玄 衝 ( 求 吉 器 き E 姓 ) 公選 で で で 人 
半 放 き 思 で 著 や やせ 名 で へ さ 舞 で 田 ペ ー ヘ テト 求 
事 ぐ や " ミー ハト せ W ぐ 選 虹 や の く S 近 ルー テー 
ー や や つや 班 く K ホ マネ ホー ト 必 S 久 や 音 や ロ 束 つね"4Sno 問 
ミー を で 反 11 く S 浪 史 殖 忌 い 王 選 旧 陳 お さり” 補 S 革 
1 司 ぐ 野生 人 醒 つい SQSmW 嘱 SES | 攻 知 某 " 
ざり 選 守 v 半 杜 ぐ 次 井 つ お ね れ 入 選 コ っ 心 量 計 やじ 交 で 
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クン ティ ボ : 


一 一 一 一 ーーーーーーーーー 一 一 一 一 


ゴー ヴァ ル ダ ナ 


"区 る 頭 寺 せく ペー ヘ シ で トロ [天天 で 舞 草 や や で 
個 ぐり 恨 全 で りつ る 必 る 電路 じ 各局 記 季 戻る 
誤 絡 り ン ね ミー ヘー トド 革 各 扶 じ し 更 呈 直己 きぐ ひつ 
人 人 。 交 人 や せ 記 和 当 人 で S 無 品 震 S ウ ヘ キ へ へー へ 
SS くだ 折半 人 るる" 

つき で ン ミー ハト せ 稼 ねり ふさ 半 で 控 才 宮田 
明 つ し HI 由 A 机 めい ロ 禁 で や 到 肖 宮下 括 つ きる 6" 
US 普 へ へ トマ ー ゼ 人 るい と ト ミト トー ネ ベ 計る で 具 モ 
で で RAONSYSS りつ 求 唱 条 回 つ ′ 尿 G 区 端 乏 圭 ビ 
川 舞 MS 科 可 89 り 愉 つ 。 へ トマ ー る 本 で AT 
TN トミ AT ト 。 ロー ルト 称 直 3" 隊 で ヘー 尼 
ー テ ーーS や 人 で 器 CS” 半 K 人 る で せ ト NN まく ホー 
トト 公 装 玉 で " 二 S 因 くき 「 く ー ヘ と SG 財田 中 で る 
で や る 環 1 本 セ 9 ポ 愛 束 G で や” 固 各 民 や re りや 
ロ Sre" 

困 べ ぐ 由 剖 ず 中 くく 角 ざ 男 9 祥 じ 癌 定 己 苦く つや おく 
ー ヘ トド 半 答 9 トー テニ ー 現 李 つ 公 豆 要り 7 
へ Nb 計 ぐ 思 く り 6 い し 束ね " 虹 で 再 繁 や 数 op で 7 
中 く S 箇 や 恥 G 選 各 吾 いじ ミ ロ 刺 説い の つね 色 。 晴 
さい もつ ト くま くま くに で くい と YR まそ ざさ 
貼 半 やく 居 馬 xumRye も いり め WS へ AN トマ ーー 
宙 c” 田 く ぐ 由 吾 々 る や 称 均 しく KK トマ ネー ト 愉 り 府 で 








よ ホー ヘー Kesi Se くせ ホ ー ふ へ つや くる すく 一 
く ー 心 ふ 』 し な で へ と の 響 し 朋 S お へ で トキ モツ 記 和 
「 ホ トー ロ ・ 生 ハー ト 』( 田 ・1 KK) し 8” 己 で 好 つ 
ふさ へ 1 す よ や 愛 る こ ヘー へ ト 4 で の 更 り で 記 
季 品 会 忌 N で ホキ ツジ 2 RSre" ヘーA 9 トモ JS 選 
理 り 6 で レト ー ハ と も に っ つつ っ 中 入 ke" 

よ ホー ヘリ ロー Kesinf て へ か ト ぐ 華 寂 と ドミ ヘー ぐ 忘 SS" 

TS で AT や トト S 聞 じ へ ペー ぐ 歳 宗田 ホー トト 
ふく 代 さ 寺 床 押 で 晶 

よ ホー ハ キ や ト Kesava 「 嘱 る 記 ぐ WP 避 下 宮 1S 振 
か そこ の か も を きく で o ペ こち も も さそ 
エキ で ペー ふ へ 架 つ ね りつ ロ 5 で ツリ で いら 守 で 
上 表 (トー ハ キ ) の 所 らい る 2 の りつ d+6T つつ やり で + の で 
せ 宇 S@ っ つ ヘ ー へ 1 本 

よ ホー ペー ミト ーー Kedarnath ま へ KN ミー 刻 じ 
せ ペ ーー 一 愉 ホ ー ふ の る る 。 へ 選 ト 華人 3 や へ や ト 是 G 
填 |ARS 10S 羽 胃 じ ′ 皿 間 ホー ヘー 必 ホ ー ふ ざ つ 
いで へ や ト 華 称 因 *e@ リセ ー 心 を る 遇 慌 SR や そ 和 や 心太 
と ツ 覧 革 S や リル トー 選 と 現 RS SAAK 密 ぐ 交 坦 ト S 
へ 選 一 選 く 握 史 ね ドー ヘー ヤリ ョ ー 累 頻 県 とせ 更 
'@ 副 羽 * 

よ ホー ペー ユ ペー ハ キ エキ Kedaresa ミー ペー 心 キ ー ふ っ っ 





( 還 宣 )* 

還 べ ぐ 出 店 信 ミ ー ヘ シド G 恨 テニ ゃ トー ペーNS 出 細 
せ 語 SS 10O べ ぐ 則 店 公 香 ) | 回 り 巡 で Sr 
全 旧 人 守 や へ 中 エー や り S 田 困り ST 掛 抑 称 AN っ p 
せつ で | REN や トコ ミー へ へ や ト S 表 壮 つ ” 太 加 到 反 6 
の つや 王 や へ ホホ ャ ー 届 足 ぐ 革 し SS さ ト や 窒 
寺 v@S 足 時 日 年 り い 公介 所 祝 代 や で くり 髪 剖 
全 避 人 る で で 補選 で 弁 十 ・ 提 電信 癌 ン 愛 恨 つ ね" へ トマ ー 
き HihYAHKYNHHS 軍 衣 じ 束 沖 で つる お 所 田 
や へ トー ムー 人 SS 辻 ポ ー ヘ ヘー ニー つり 槍 吾 
弄 つ る 選 各 固く 竣 ぐ ペ 環 人 で で や 握 拉 で 信 (トー ハ 
尼寺 )) へ へ 中 マー" セー テニ ュー ミー ヘー で で 1 せめ 
や ロ 限 層 羽村 る で る ( 下 也 恒 ) "つと を かさ トー ネ KC 
ミー へ を で 

ふ へ トモ ドー 込 エ Kuntibhoja キー へ トト 所 SH" 
や =AT ト SPASre や ト Ki トー トト で 本 "つね S で シン 
や > トロ せ 店 人 り 弧 *e" へ ふさ 所 で 田 ミー ヘー で で 泊 さ 
や Y レ dihTA ロ ーー ロート に さ 和 ASH 肝 店 各 村 
で や いふ へ 中 マー ふさ へ で モー ハ キ 舞 胃 じ 拍 じ で で で 
半 き ミー ふぐ 下 愛 症 きく ー へ や ト 吉 せ 装 S 尽 
呈 弄 中 信 や の の つり や で ASKK や で へ る 愛 で S(『 ト 
く <ー ミ 一 心 ふ 』 コー へ Hb 世 テロ ー 革 暖 )* 


うる へ や ト 古 G 款 SW SQ 2 お 外 半 訳 台 つ お そつ 
VS ハト 華 " 十 |] ポ ニーARS1C" 

イート ミホ Govardhana トニ ペー トト キロ S 
xe 三 営 ぐ 刀 し "や へ 本 相生 で ヘ とせ 紀 世 共 で つり 
や つい 長 ぐ Se" ふ ー へ 本 3 り Smー ト トド さ 入営 
] 堤 や "で へ を 必 罰 きり 人 る Re や で へ ニー ふ ーA で 
得 き っ 甘 填 慌 で 悦 制 和 を 補 半 や で 作る る 人 る ロマ で ヘ を 
心 華 で 黒衣 る で へ と 渋 華 素 懇 和 % で や りり で 十 憶 
宮 薄 つ 坦 い つつ お "MG 韻 や つ へ トモ ヤー 和 トト さ 和 
トヨ *y り 避 骨折 で の る 環 し 表 芯 寺 生 で へ を 








ゴー ヴァ ル ダ ナ 山 を 小指 で 


持ち 上 げ る クリ シュ ナ 
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ゴー ヴァ ル ダ ナ ダラ 


ゴー ラ カ ナ サー タ 


で 違 ぶ つる 玉 礎 各 つ さく お" りさ りや SS で る へ ニー 
ふせ ロ ー ト ト さ 邊 NN (ヤー や ト さ 三世 
べ ) や 理 和 Sort で ね" JS 工 難 江 JG 層 所 ら 移 
っ し 皿 呈 4% 記 くね も で 往生 A9 玉 男 写生 て ヘ ーー 
心得 b 緒 つ Jk@ も リー G 選 所 殖 宮 四 きら 選 革 おり 
で よこ んっ 二 ニ と ペ つ お る 、 と き 

ロー や トミ ふ 下 邊 Govardhanadhara [ロー トト 
ミト ヨ mN 選 宮 」 く 据 し " ヘ ニ ハ リ ト S 忘 SG" っ ャ ー 
や ト さ 入 

ロー や YA Govinda 「 キ 和幸 re 吉 1S 握 や "ヘー 
AS 宗 SG" っ つ ふ へ 1 

ーー ミト Gokarna 「 キ S 盾 」S 注 し へ や トド 下 で 
央 理 S1O" AS ロー さ ミ ぐ 思 て ぐ 還 間 開 Se" りり リセ 
と け 是 玉 折 に eS る 世 替 年 ぐ 10 つ SS お 雇 給 で 
判 路 ぐ 枯 の で 8 の 晶 A0 で Ste (『 ル ネエ ・ 人 トー ネト 1 
1S) 

ロー お ゆい Kosala 囚 坦 S む や SANNN ト ーー へ 1 皇 翌 肖 
拉 S で お 折田 較 * に mー ト マキ ー 軍 座 さ つ p 用 S 翌 
で へ を し 帳 写 診 尺 oo 澤 較 や 音 べ 公 還 " TI トー ドー キ 
」S ぐ 玩 忠 ぐ 了 和 で ね の も NANA へ NH で 
hG ハー ドル 称 笑 Are 瑞 作 で 王 ロ ロー ネ 心 回 ww ぐ 舞 暴 ト 
mー 記 マキ ー ぐ 斗 落 で 6 宝 臣 で Sro" 敵 型 吾 ロ せ 束 


や ooSneT 

ロー ふ ト ド Gotama て や リー や ぐ 評 計 " IN トー ドキ ぐ S 
由 も "「 つ へ ・ ド ロー』】 ぐ 拉 楓 (| 11) で 半 " 
け リキ ー キ 首 里 ぐ 思 
信 さ 部 ぐ 吾 思 ハ キー ヤキ さ 1i| 公 や ロー 中 ( 詩 幸 ) で 
還 

ロー く ト ハエ キミ Gopatirsabha 「 半 守る ぐ 判 ] 
ぐ 畠 し "へ や トド 古 で りつ "Se る せ ふ へ 本 朋 衝 守 
串 扱 GR (「 ル く ー ス 一心 へ ])) つや ト 

ロー ミー 中 Gopala [二宮 考 :e 宮 SG 濁し モー へ へ 
ー ト トト 家 舞う | 避 冬 つう 公 守 定 で 押 く や 
トロ 連 W で SS8SGP つっ さ ー へ 1 

ーー Gopi [生計 2S ポ ] ぐ 涙し ヘー リキ 
や っ へ 入 一 や トキ も 補 敵 せ 六 で 交 る お や 品 つじ く る 童 ぐ ポ 
民 列 ぐり Sm" 視 早 世 ぐ ヘーA1 直 基 左 くま 
3 で QS や "キマ ネー 嘩 情 じ 吉 王 ポン で K や や 呈 画 
6 尺 じ 部 人 る 杉 選 で で る SS 補 生 で 時 丘 称 末 T る の る SS 
SS で 6 せ ン ぐ 羽 御 革 嘘 ・ 仙 固 ぐ ホー トコ つ 衝 補う 
nt つぶ ふ ー へ 9 

ロー トド へ ふ Gomanta 固 モ ーー 三 営 ロ Se 三 ST 
「 く ーー ト ト AA ハエ 』6 守 で ヨン ふ へ 1 本 江 
キ 羽 一 ま へ 和束 つね の る で 





選 和 KK 境 思 親王 で | K ネ 較 ぐ 10 も SS ポー ペー で 
坦 層 トト ー ギ ヤー ト ハ ミー 則 S さ Jr 東 求 JTS 
還 田 革 基 で 守家 四 宮 ST SQS も や on OS 湊 へ IN 
ー や トド ト K ホ マー トト S 福 天 で 幸 つ さる" トマ ヘー ミ 
全く E-6 く か そま さや や で に 志す 
つ 民 稚 ト SS 和田 に 入 キ ー ふ ヘ キ ー さ る 加 や 接 S の 
回 愛 ぐ や " 宗 志 族 を トー ト ′ さ 径 豆 和 めじ ポト mー、 
キー | AN トト K ト マー ネー よ や ざる で 岬 素 馬 
や 草 で 団 の wu" 

吉信 下 の ン ロー SYSGaeo くり Sne 國 9 ド 
く ー ト トマ ー 三 ぐ 寸 泥 ヤー 一 トト ュー ミミ ぐ 選 吉 で トト 
ロー 和 三 ゴゴ 湯 | 総 史 民 思 つる 田 国生 人 S。 計 そ ヘー で Sn ロー 
ま 心 回 表 つ じ 皇 ロー キネ 心 の 店 全 や る re" で 財 較 国 
圭 望 Sh ふ へ 田 概 さ キー へ トロ 思 記紀 る" 

ロー ふ ャ マー Kotavi Srxe< ポ ロー ヘニー 
や ふ や マ ー"「 窒 GR」S 油 し 半 糧 ぐ 障 携 " て トマ で 
S 世 絡 半 是 し 除 票 スー ト G 持 " ふ へ 1 属 握 で 釧 
K さ へ キ 各 年 で く ー ト や 或 Wn ざ つる 表 ” 音 
き 怠 し ふつ ふぐ 拓 際 で 映 家 つ いざ つ 人 篤 " へ ニ 
や 旧 ト 半 正 貫 和 記 レミ ー ト で 舞 和 評 控 つ ね る で (『 生 
トー ・ ト ホー ト 』 国 ・ 本 て ヘー レツ ン ロ 慰 る 宜 習 
生 遇 震 り る へ 私 に で 齋 ドミ ポー ツ 臣 | 宮 和 %Ske リ 


ロー 





mー 心 愉 ホ ー ふ Gorakhanatha Sre る ポー へ SA 
ャ ホー や ふ "< 還 〇 ーROO 早 りや SW る 8 1 O 判 理名 
で 1 11 境 時 で S る や せ 更 豚 つ お っ 音 下 SS ホー ヘ 辿 ぐに 
間 (m 一 乏 A)" ーー 心 キー ト で ARK@ 2 ボース く へ 
ーmー※ キ へ 生き SA や 記 で 人 坦 模 ヤ v@ 衣 党 1 で 
ぐ 計 記し つう で く や mーSS 吉 振 避 SQ の る 
で Se 民 で ヘー ミー さや X 届 時 で で 健史 押 や ” 補 で 
ヘー ミー ミホ て トー ロロ 人 8 る ゆ 郊 和 を 中 証 思 肖 G 名 人 
も 吾 は 03 し Sd60 58 選 窟 公演 営め で 2) で AS 選 
回 やせ " 加 せ や ト 是 GS 選 部 で" ドロー へ シト ホー 
ーー” Se る の ホーーS 押 中 や 人 SY で Sm ヘー 選 本 
ー ふ ぐさ 弄 】 し せ 球 や oo りき 家 埋 へ SN ( 富 振 ) 
S | く や PS@ コ つり So ミー ミズ く 還 ぐせ や 3 
Snー 心 トー ふつ) 悪 振 提 押 租 ぐ 選 導 SW セロー ヘ 
と 必 キ ー や へ (下す ヘー トキ ーー) つ 古 つつ" 8 多才 
信 選 層 や ドン で SS で” ヤー ポト ー ふ SW ン G 工 小 召 や 
層 や m 一 S ロ =66 表 玉名 人 で でる RSS WS 王 唱 3 屋 
や 導 で 守っ 表 補 の 公団 提 選民 SW で や) 還 で 
家電 和央 褒 唱 志 地 周 等 や 才 "持寺 守 ぐ m で ロリ キロ ー 
NG 藤吉 選べ 珠 や ef し 家 中 の *@ 拓 人 で の 人 SStGT 
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ーーーーーーーーーーーーーーーー ーー 一 


サテ ィ ヤ ヴァ ッ ト 





* 


まや トミ トー Savarna 召 征 Kー ニ も S 導 "Sre っ 
せ ド 提 で 圭 ト ハー ホー ト く ミリ ぐ 孝 きつ つく RSre([ ト で 
A ロ 人 K・ 愉 ホー ト )" 

ネー や トミ Savarna 半 較 得 ペー ニー キュ SMMG 軍 
キー キー ふぐ 人 S る お 避 対 選 玉 幼 回 下 で (で 呈 )" 6 
ネー や トミ さ jlauo SRSne" っ トル 

まお や エー Savitr 「ーN・ や ョ ー 和 」 で 鵜 叶 G 古 * 
キマ ーー ぐせ 「 鵜 再 ・ 接 業 」 活 党 一 必 室 sn る 
で や の で し GS | 訪 G 地 坦 和 頻 選 ・ 民 つ 下 週 衝 
'Q 革 し Se  JG 革 人 | 忌引 埋 選 し 人 S 人 る ^ 雪村 や 中 
re 了 ぐ 更 鹿 ぐ | 固 征 拍 お つ ね つ く し で っ 盛 半 豆 
半 障 地 由 で ペ ーー キ 古 っ つ 選 く 下 yot Sroy 一 
ヤキ へ まや マーー ポ 詞 本 り mR で So 井 つ Ge 臣 つっ で 
や つい 球 で Se りり MoonSto" や ーー ロ 民 セ oo くせ も 
人 尋 臣 く し 7 選 せ 寺 ン 叶 り 志 人 る や や 企 遇 で 記 時 
せ 肖 で Sre GSMS 写 中 xyw つ さて し 埋 因 S 羽 し 所 味 
や 性 で つや S で 斉 斑 坦 り 察 wah じ 下 計 ym 生き 


吉本 定め 6 の つ 翌 生 。 早 半 記 mor く 和 中 マキ 
トミー や 提要 つ り 欄 甘く で る" つ 各 つ " トー 選 和 で 由岐 
S^ HH 店 YStQ 加 穴 ぐ 算 じ 亜 で ” RG 古 と SW ぐ 褒 
電電 る 層 ね" 匠 朋 宮 前 し YS@ キ ー モ や マー ニー 誤 近 り ン 
SS RS 奄 りつ 柚 各 英 お S ぐ や” キト つい くせ 國 K で 氷 ぐ 
輸 可 列 つ 。 半 旬 6 で 0 で 8” eS TH ネー 
や ヤー ト HG 串 の 臣 和 キー ドマーニ ー 芋 求 の の つの 吾 宣 
舞 ざ ぐつ や (『 ト く ー く 一 心 ふ 』 雑 甘 世 )) キー や マー ニー ぐ 
近 振 せ 音 表 二 の 衝 し Sn つま トド で キト トミ トー 

ま 選 く Saubha 「 て 江 ミ ・ や コー] 銘 で で で 
@ 誠 で 軸 与 " り で 所 きく ーーA ホキ ヘ 和 を 旧 明科 Keo の で 
や au | 撃 G く マロ opR で Se で RNN ( 因 
S 玄 )" NN で ルー ミ SS ーー 選 AS つ の 富 半 で ke 

や いく ユ Saubhari 皿 つ 明 る 癌 寺 " 守 111 叶 守 り で 
Sn 所 で 理世 ′ 時 羽 2 衛生 ON る 球 生 。 帳 只 
窟 W ぐ の 申 2^ セー ハーーー 軸 ぐず の りり で や 旧 O 〇 
べく SHRS せ ぐ | や 剛 は つね る つの 丘 つ くる お " 田 芋 ま や 
く ー 計 ぐ 學 和 嘱 じ 田 半 前 つつ や 下 re 抱 吐 宮 で S 人 る 
選 生 の つ HKS せ S 1 や っ 区 抽 本 計器 全う 
表し 轄 wHHS 革 班 く で" セ O ざ ポト く スー 計 せ 拒 く く 
A ま る 宮 拍 寺 辺 HRP 田 お で 写り 守る で や 
K 芯 革 で 穴 さ 科 り ぐ 近 壮 麹 る 天 ” 半球 で 











や コロ 東 ポ 可 つつ いせ ふ 挫 | 司 GoS 療 至 り 卿 ン で 
PSre* まや ーー ポー へ ・ 一 N」 せ 人 3 し 8” | 
O 細 さ くつ] ] 組 ぐ 球 桂 つる 宰 画 坦 生 で Sr 

「 堂 知 写 球団 "重臣 xy の ズ 記 wo 遇 くり 才 い で 7 

打 電 で 早 り % や いま や マー ンー 是 せ 表 お co 尺 尉 0 表 

SO (|・ 川 則 ・11) 明 前 や し 考 人 ・ 1 也 ぐ 因 加 

や や ・ 連 で 坦 ぐ 福 介 で te・ 握 地 旦 り 甘 基 て 季 ま で 

ーー 表 で m” 曽 % 知 要 w( 型 マン) 軍 we 玉 乏 束 

つう で で ( 還 )" 報 @ ぐ 由 weoAn 忌 相 人 収 男 re ま や 

ーー せ " 也 羽 居 瑞 ぐ 人 で る や 週 ね " 悪 要 型 和 識 的 つ " 

ド 模 各 凌 ン " 選 せ 下 寿 時 弄 つじ 選 味 旧 か ( ふ 鐘 G 生 

表 ) ()*」 (一 還 級 赴 )* つ Kー ニ キ 

ポー や ャ ー ュ ユー Savitrf て ホコ ョ ーG 古 一 坦 忌 " 
ポー キー ニー つつ る で Sne っ 一 キー ニー 

UNNN セ 一 古 G 可 じ し 医 理 四 で ぐ K 己 ハ キ ふ ミー ミー 
S 忘 * 

芽 「 ル く ー く 一 心 ふ 」 で せ ぐ 束 寂 「 ホ ー ホ マー ュー で 届 
塞 」 ぐ uneA' KA や トス トマ で 幸 や "本 ホ で キ トト 
トー ぐ 近 "ネー や マー ニー3/ 拉 療 上 環 将 訪ね キー さ 
せ ト 回 ぐ 舞 m ぐ HK で トー ヤー ネ で 王 四 し So トマ 
キト ミー や 氷 り 嗣 で や トー 心 和 写生 り で 田中 | 時 で 
で で や 応 全 叶 を ロ SG り -J 和 る で  S 田 革 吾 KG 前 


で 名 る ね で り " 宮田 つて で HK や て や 和風 せつ ね 
也 で Ste (『 ド トー ロサ ・ ト ホー ト 』 還 11)" ー ャ ー へ へ 

も RI Sagara 品 吉 壮 (ペー ニキ や に へ へ を) ロ 嘩 本 
や に mー 和 トマ キー で HP まま SR 民 SA キス 叶 壌 Kt 中 
で いも や で ミミ く 四 で 喜 ホ ー ふ リー で 11 くつ 提 圭 つる" 押 お 
世 旧 由 和 半 で 人 で で や 回 に や さ や ト 計 守 *o っ 7 
ト か さや ト 二 人 。 1 民 革 | くね や もぐ 由 届 間 束 。 型 択 品 せ 表 
選べ で 由美 和 や 幸 S@ で 案 拉 つ お y リ レネ ホー へ 1 一 名 で 
せく で 各 由 公判 SKK ト で りお KK 尽く で 王 由 半球 8 
り ぐ 中 革 ね や や 選 計 で 次 せる で し 村 季 衣 的 応 お 公 " 
WS 再 攻 避 委 で 選 ね るり 表 臣 補間 じ くる SS 一 到 呈 SN 
HIS 店 素 で く 定 一心 和田 86 で ツリ S 翌 寺 せ 朱 人 る で 
や る や つっ SS ヘ ポー" く 穫 一 羽 

ネー! ト マエ Sadhya に 注 G 芽 下 SQ る 六 装 是 名 往 
得 ぐ や ミー ト ぐ SS ドロー 選 り 代 うし 中 SS 代 お 有 ・ 記 
呈 各 征 症 やつ る ね つや で も” 華 ざ の ざ つのり Se る 革 了 K つ 現 
ぐせ 写り 出 ね の 要 で し る S" nvS 桂 きつ や や ざ の の る 
こい さく の も さこ と 
キー で S 由 や SON セ sT 

お トキ ト トー Satyavat ふ キ ー ミ や トド 回 掴 mm 
SN て TH ャ ミー ギー ト S 弄 中 し キー や マー ニーS 選 
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サテ ィ ヤ ヴァ ティ ー 


ーー ヤー デー デー 


サー ティ ヤキ 


キト で キ や トト ー 机 忠生 公 ロ | 時 ざる で 列 で や つら 
人 ST 和 S (ホー トマ ーー ニー せま ホキ トト ミー 所 守 つ る * 
応 癌 加 K ぐ 華 感 宮下 で 陽 の 宮 振 衝 選 宙 つ る ルト 是 ら ュ 
や 章 愉 和 民 SN ね "っ ネー トマ ーーー 

まお エキ トト マー Satyavati て トト も NKK( 表 話 
SNS) じ Se トシ ニー ペ ポー で 騰 し "諸語 く ハー ヘ キ N 
SGS や 避 科 ね や マキ ー キ ネネ 且 舞 旧 T く ー く ー ふ 」 
県 給 二 ぐ 症 福 ” 美作 キー へ ふ xx 田 つっ 揚 喜 つ " ホー 
か ー へ 所 選 の や で ホー 心 や ャ ーー キュ Jeon も お? 

『 ル ベー ベー 心 ふ 」 ぐ 時 宮 りこ SS 回 や つぶ 弄 
うっ 4 選 胃 OSA K 忌 GS 人 る 骨 さく しく" Svo 
前 で く ー 中 キ ・ も トド KJ SsRSH で 要 提 篤 誤 迷 や 
電導 で りさ し 京 衣 T で" | く ぐ 可 旦 生 り S 束 胡 で 翌 
りさ さこ 9 に で さい よそ -( マ フロ 
無量 1 く ぐ 由 革 和 HH ぐ つつ ロ 型 及 じ W 慌 で hG 
ルト トキ 田 JST "KG 店 芋 醒 で 悪く や つね ぐし ル ヘ キ 
SA トマ ー ( 選 G 政 く で や QRK) NE いも で で る の" 避 量 せ 
ルキ SA 生 マー 衝 下 で そ 右 ロ 列 京 ら ” 廿 で 走 リ 
つい 拓 り ” 半 六 な 震 く 黙 絢 つ し くね ぐ し ペー ュー ( 応 
OSK) つの 相当 記 る で も ひつ や ド で る KK せ ペー 
ミー ツル 人 と SA 了 マ ーー) 相生 記さ ロ ま トキ や 
トト マー つっ 本 Sxe り つら ee で Sre 


更 る や 装 SS る 田 由 ロー の SS で 人 る S ポーA db 革 
埋 可 内 つ し 直る で 田 昌和 癌 と 尊 写 和 祭り ” S ぐ 列 尺 
名 宮 ポ ウ を Y 信 "りり で 5 いひ せつ レキ ー へ ふつ 提 察 つね 
キト で と や トト マー ロ 代 ホー トー へ SN つや マネー や で 
ーー キャ S11 由 公刊 丈人 る "ホー トー へ 銚 和 王 褒 ン つ い 思 7 
や で や ー 心 や ャ ーー ルキ 穫 太 到 営 嘱 つ "ペー ペーHS 寺 に さ 
ポー つも トミ ーー ペー で 11 ズ 所 察 つ ね" つる つ 
や で ホー 心 や マー ニキ っ p 由 半 ぐ や る ee や 良く ね で の "時 
舞 玉 男 須 りつ 相 SS る お 心 で そそ や トト マー せく トー ふ 
と INS 由 St@ ホ マキ ー ネ 和 守る 王 つ レ "に さや ペー 
ト さ ペー ペー ぐ 11 べ 上 共 較 を 避 所 宮 衝 や お "Silm 
一 SR 初 は GPU に さり ペー る ぐ で 舞 mmS シ テー ゃ ホー ハロー 
必 トマ ミー ペー 人 る で ミー ヘ へ を で 判り SS で 
昼 池 ぐ 由 話 玉 家計 つ レ "へ る 前 | 本 vo 玉 愛 再選 nso 
り ざ neS や SG" (『 ル くく ー く 一心 へ 』 足 鞭 )) ーー ふ 
TA ぷ キー へ A へ K 篤 マ キー ま ” に さ 5 ポー 

ドー! へ トキ 田 ー ト で 有り ベー トト る 札 
ぐ S 悪 ホーS 輝 * 

お トキ や 下 ふ Satyavrata 
訪 )) や トド で や ト K や トド ふぐ 忘 SA* 
攻 ト mー ト マキ ーSIllHS 1 マー ネ ホキ SNN・ー 
ーーA キ へ へ りり 富 Sro" 可 控 つね に mー ト エキ ー ぐ 由 国 届 


工 給 や 映 mm ぐ tw ( ズ 


で 


いり 胡 圭 SA へ K 忌 G 製 つ 所 避 電 の つじ 人 8 る 
の SS 志 考 pehMRT つく" へ 到 勿 つて 近東 つね 
EN に: に を る この そ コ や うり NmPt 証 2 まこ 1 
軍 凡人 る 2 て トー へ キ 小 斑 愛 選 で 理 し ′ ズ 日 叶 組 
で ヨ つ "VS せ し せ スキ SA トマ ーー 各地 つね" vG 江 
室生 で "時 K せ SSKー ト ーー 一 SS ホー ( つ を 李 で 惣 ら 
で te 半 ) の 宇和 otn GS でる" 回 革 昌 突 つ ′ ね 
や やら 恥 で 由 避 括 さや く トー ヘ キ 肥 KG 也 二 明生 ※ 
環 表 で 守 る も いり い 編 中 の で で 肛 六 人 る で 折 で し 
だ で" 寺 人 る で 装 玉 お 恥 中 さぶ リト ・ と トト マス 
ー キ ト や や も で し る で りら 祝 嘱 を 矢 じ トマ キ ー ネ 
やつ い 明 で で en で お" 綴 革 時 生 畔 ぐり 4 村 る 皇 
つ で 査 る 8 人 で 唱 持 で 王 旧 限 で Sr で つく 心 受 拉 交 つ 人 お 二 
も 壮 に S ぐ お 但 拉 で せく TP < で" 

トス SA トマ ー ( ま ト マキ 私 ト トマ ー) 玉 加 税 で 和 S 
村 ぐ 中 選 る や つじ る お 私 Se 井 ′ 下 制 村 で 田 ヘ スキ ーQ ヘ へ 
玉吉 で 人 人 で ロ 欄 で 王 ら くら 挫 く で くり S で PSro 
党 ぶ ぐ 京 共 る で 眼科 ye 散 竹 で 雷 人 る 3" 財 挫 め Ro6 
で Ye や り ぐ 暫 到 頻 旦 ぐる 瑞 選 <re ネ 中 で キト トト で 
一 久 で 持て reS 和 で 字 つ 人 | m 環 ee 吉 移 本 
ES に で エコ の いく) で り い FIeEch'YW 
や 直上 提 宮 避 に 療 つ る ね" 則 買 尽 押 S ペー で 


天下 ぐ 敬 りつ Av で の 訟 玉 つ で "Se 控 舞 6 で ヤツ 
トド へ AH ふ 守 く 壮 幅 つ GS。 栓 公 で 弄 将 選 お 中 マキ 
や いふ 革 拉 で し ホキ 一 NGS_ynS 半 昌和 つ し る お 反 
補 緩 刺 載 で で る や で へ トー クー で 搬 晶 各 組 で 
や り で っ oN で や ※ る や で 私 トー クー 必 革 剖 り 長久 
境 G 家 章 や "や ト へ へ せる 計 天 Ke 区 久 和 表現 ね る 7 
まま 中 で と や 心 和 へ に mー 訳 マキ ー ぐ 田 選 けい 人 生 や る "の 
つい 出所 各 雪 ゆり やつ SPA%。 り S 由 昌 人 る で ホー ド 玉 皇 
@ り BS 

ネ ポート ヾ キャ Satiyaki エー トト 選 で や ニハ Ti 田 
宮 ぐ 環 二 し" ヘー へ ロト S 将 く S 1 マ " SS 
ー ト oo2 2) AUS 店 ざ つ り 壮 補 "ミー へ や SFSH 
か で ATTNHS 短 帝 で | 下 で で ら ベー 心 ふ 確 吾 し せ 
ふふふ ホトミ ルト A コー トーmー 選 本" に へ 1 
や トト ペー ルト へ や GR や や ト 経 S 陳 十 パ 飼 る く (「 ル スー 
ミー へ] ローA 1 北 桂 ) ニー へ 邊 和 拓 で 本 さ ト 生 テ ロー 
よら 衣 SnBS で る ざり 9 愛 る (テロ ー 曜 )′ 胡 る 
隻 放 で 人 る で せく K ト マネ ホー ト 心 し 選 代 RS ね 本寺 で さす 
THS 貴 畔 家 せ 独 長 つ や ( 虫 因 崎 虫 )? 

〔( 京 JA 1 く ネ ーー(A1S 再 中 )) キマ で ペー キー ( 尼 ) 
へ キャ 一 キト へ 私 下 ” ( 下 )) ドー や ト (トシ FG 寺 路 )7 
ャ ー 選 や に へ へ く (トー や トド 所 SN で KA へ) や トー さ へ 
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サテ ィ ヤ ドリ ティ 


mm 一 ーーーーーーーーーーーーーーー 一 


サ プ タ マー トリ カー 





1ー キ (や = MIE 中 中) や AIN ロー テト く 
(や っ ふ 1 ii 舞 で 東和 さく )′ キー トー ゃ トル ( キ と で S 理 
ぐる く ) Sm" 

も トキ シュ ニ ト で Satyadhrti キー トト ミー で 
由 「 Sb 守 S 路 "で ATK・ 和 トト ー ト 」 ロ Sr 
半 や KG 本 K で さか トペ ヘー で で る く や り 判る で ネ 
ふく へ ニコ ー も PSte の くる な" 

お トキ ミー ドー Satyabhama 「 返 狼 早 ww 
K 直 」 ぐ 舞 や ヤー キー や ト 所 で 田 ホー トー ム AS 窒 "へ 
へ 1 ト S 藤 で | く " 准 お スー KK スー や 
トミ ミー NN ベー スー ルミ ーー ホキ AN スー 
KK トー ュ く を スー トト マミ ーー ュー ベー 
必 ト マミーKS 1 の O べ ぐ 員 中 SS で 回民 玉 求 や つつ ロ 
民 蜂 味 ” 求 り て へ と 心 是 ぐ 控 エ ホー ロ 量 も: 下 形 S 
ポ ミ ーー か キー ふ 環 向 粘 6 人 (I ホ トー トト ・ ト ドー キ 」 
則 ・IO)Y コネ ーー ミー 

お 中 エキ ・HRR Satyayuga ー』S 

ネー て 届 ー 込 ー Satrajt Se< せ ネー ドー" 
ーNE ト 描 GHP IS ト G 箇 中 し へ ニ ふく 判 駆 
べ ぐ 押 ぐ | くし Se トマ キミ ー ト ルー ぐ SS" 半 誠 垂 トー 
で の こい を うそ そ ざ 1 
うる 條 人 還 hade で "SnG 表 回 Gt ン つ レ 





是 和 記 や 恒 本 トー シテ ュー 色 で 3 へ 心 り まく ホー トト 
S 層 半 困 公判 ね" ミー へ ヘ を で ト 和 ヤー シュー ぐ 白 つ 各 
肖 や で ぐい 昭和 吾 K 和 や 天 め つ 公記 る 4 や 良さ で ね 下 " 
ャ ー テ ュー 選 KG や 持 ぐ で S 京 各 補 生じ SS っ wo 列 
お 仙 移 宮下 へ 心 つ まく トー トト お へ 中 マー 多才 
上 ご "で お で つの や せく K ホ マネ キー ト いで テ ー ふ ト 
ーー リー 心 田 で 舞 衣 丁 じ で で ね" 玉 下心 や ト ュ ミー へ 
や ト ぐ 奨 HGS 人 る まく 陸 マ エー トト eS や で し 搬 つ ン 
6 尺 失 塞ぐ 時 と ロー ト ぐ 舞 下 で で 公 し せ へ 心 つつ 宗 
塞 せ や と いう "スー へ や ト 公 型 御 各 遇 記し く お 枯 っ 7 
ふさ 半 G 玉 餅 じ つい で HN で TAI ト で トロ 起 愛 し で 
YA お) まく ーー トト ロ せ 財田 中 閉 味 ぐ 無 写 呈 で く 計 マー マツ 
SS る ね 中 ミ ヘヤー ネト” トド テ 中国 で ト マト ドー へ で 
幸 J ぐ 人 S る 8K モ ーー 羽 め る 心 由 和 SS お ( 足 難 )* 

〔 応 S) トー ふも で ペー キ (KA や で へ 記 是 で 店)" 
ト A 私 で リー や ( 臣 ) トー シュ ー ト ー 心 (トー シテ ュー 
S 中 )′ ドー ュー キ ( 臣 )/ へ トーKA キ (NNS※ 
間 So)" ヘー ニ ミ ーN (AN で G 悪 才 吉 ) 
トト ー (FYS) さっ ドー テ ュ ニー 

まい ふせ トト テニ Saptavadhri 『 一 へ ドリー ぐ 
介 癌 "So 弦 量り ば" 思 委 で SS 由 いで りく し 求 で 
St@ 衣 に AS で へ 隊 是 6 いや 閑 玉 で お 固 つ いる 








づつ 6 で S) へ へ 肖 相 生 SW 世 で お し 畔 り 較 つ お" 本 
ドー ムトーMG 玩 記 還 四 で 幸 ホ トマ キミ ー ト ドー 
マ や つじ ゃ へ 上 品 お" トマ キミ ー ド トー ロ 8W ン で 
菜 初 玉 や で S” WS せ GS 1 ズ ヘ キ 和 へ kS ト へ 吾 K 和 求 
ゼン を つも で お 人 ロー トー ペー 和 % 柚 つ 。 捧 RK ル エル 
AR 電電 っ 指 で ね "つつ / 環 臣 玩 ロ へ へ 本 ロ 
加 。 掴 還 の っ の 0 やる" 

私 人 氏 キ ー ふ Sanatsujata 「※ 形 つく ので 」 
ぐ 里 "NNN 一 征 で 所 で 和 HSSghS 1 で" 

まく KNー ふ ハ キ Sahasraksa 「 | 中 で 思 斑 で 下 
S 所 じ "で ヘー と NG 忘 SW" 

おく トー や ト Sahadeva ふさ ※ で HH く ー ヘ を で で 田 
HHSnSKHH” 時 お ヤー シテ ュー" [ドス ーー へ 1 で 
選 宮 4 で 舞 思 GRーー ふ い ーー 必 ロ 全 で で し 由 
書 B0 3 ね ミー ヘ を トド 鹿 ろ り 6 で や 卸 S で 聞 悪 や る 
や や で 半 外人 槻 の 本 提 全 人 S で る "や の も HHS 最 ] 求 
で SQ へ へ ホエー お 会 で し を で さき 和 トー ネネ KS る や 室 
こい に): で リド マ く を : う 0 に とり に 4 
全 半 生 科 さ 生 人 SW で Se ヘー 中 ( 押 幅 ) 梓 る や る 
SS しり S ト ヘー 知 吾 年 で 店 る つ て HH 和 で AH 
YAN ロー トト さ 和 AG 由 電導 さ ね" 家 り 7 振 
水 マ トー シテ ュー で お 公 せ ーーN 吾 22P ト AS で へ 詳 


e ( 国 ・ や ・ 困 一 K 

まお いふ へ へ ふむ ト Saptasindhava 「 や CS 呈 」S 
舞 じ " 得 ン とき S へ 一 (SAAK) キマ ホー まま NNK や ト 
ホエー (まさ KK で ) Kー ト テー (ネー さ A) くさ AH 
1 ロミ を トー ペー" トー ミー キー キー( や で ミー ネー) 
ぐ や 己 ぬ くく 『 ト く ー く 一 心 へ J し 3 や トド ーー 
ーー ホー” キー リー ミート ョ ロー SAS 一 ペー ホー" 
へ ヘー ド 人 キ さ ト ー ト 誠 マ エー で や で 8 お "SAS 一 
キマ ホー" 下心 や キー NAK ペー ネロ ーー ロー 
トト マー" SN キー 尼 wS 和 る vo" IN トー ドー キト 」 ジ 
革 KS 史 じ ST RS 一生 く キー 改 へ 田 ロ 4 で い 翌 
ゴロ 導入 で へ や ト 古 和 るり Sm で 騙 全 で 握 近 必 
ゅ や CS 坦 補 の づつ" ホ ニ リード く 中 一 重 で リー ドー ミー トト 
リー 上 恨 公 補 上 泥 SS ホキ SA ペー ヘー へ AN を で 
則 室 全 因り く キ ー 選 トマ ペー 直筆 SS AAK 尼 下草 
信 手 宮 で い 揚 や し 2 民 の つや St" 

お いふ ルー て ユー Saptamatrka 「 や 時 大 ] ぐ 油 
堂 や "人 ト 心 トド ーー トイ 一 や ト ュ ーー" S 條 セー 
ミ " お か で トー ペー も ーー リー ルー ンー 
テー ニー ホキ ー さ へ 愉 一 S や 表 得 Sn NNN ト ーー 
せ ト 必 トト ドー ぐ 近い ” 祝 く 京 短め つい 電 幸 渦 ト て 
ーー へ トト ュー な ふか ト 華 ぐ 禄 し や に の 臣 の 4 も い 直上 
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サ プ タ ル シ 





巣 で Sm^ 応寺 年 や ドー ユー ゼ ふ トー ひで ミーー ネ ホー 
\ 居 坦 上 ど Sne" に で へ ホー トマ ー ポ も で Ad 
ぐ 軍 じ 販 四 ぐ 束 苦し S さ 入 悪 選 補 で し Sue トト ドー トー 
ー ゼ か で へ KG トト ヘー ( 己 赤 ) つつ し SS ト 中 一 
く ( 歯 剖 ) ぐ 学 や" 択 区 状 り 宙 選 ぐ 転居 加 S 癌 き 
し 半 骨 や re" セー 一 ヘ テ ュ ー ポ で へ と 必 ーー 
や の 2 RS で へ を NG 迫 の つじ 起 思 ぐ 京 き し 耕 表 こら" 
ホキ ー さ へ 私 一 ミキ トド ぐ 抑 し 整 宇 人 る こぐ 束 半 め つ レ く へ 
AS 玉 ぐ に ロ 糧 さ 限 粒 で ロ 居 WS 貞 時 せ いふ へ ロ 
で し Sn? や 時 征 ホキ へ トマ ー 朗 し 克 r 心 WSro ネ 7 
WWG 軸 堀 玉 過 で 潮 太 由 し YSxe WS 記 思 和 天 る 全 水 
足 S 時 の つい ぐ 位 朋 和 2" 

も お h ふ ミ へ Saptarsi 一 きっ = 

ネー キト Sayana 「ー へ ・ モ リョー 選 」 GS 握 衣 党 " 
融 ” 寿夫 台 古い ネー キ ホ トー ホキ ーー キ さ る で | 回 者 
選 半 や で 信和 S き 田 く 三 く 中 日 境 で 表明 や で る る 
な 

ネーINK や ト ふ Sarasvata INKS ト トマ ー 密 下 
揚 ご つ せま 選 K や トト マ ー 半 年 で 避 中 つつ いじ 装 品 
SQ 東野 製 避 醒 り いる S 時 INK や トト マー 可 各 
坦 く 衝 や り 瑞 中 板書 SS く IN へ お や 玉野 型 で 
評 し か りー ぐ 泉 産 各 求 <^ や ロー ぐつ So 型 つね 


づつ で" り US 装 有 和 エミ ー ミ ー” ネー や ャ ーー ネー” ミー 
キー ニー′ トト ー ト ルー 人 AU る (nA し 虹 < で hon 
ST 信 "NN トト ドー 地 昌和 いて モ 王 つね り ぐ 半 書 つく 堆 
や 恥じ 的 更衣 いる ね も INKS ト トマ ー ネ 
ペ 夫 S 6S 季 つ 各 画 モ xG8 人 SR 痢 る NN 
トル トー ぐ 基 会 で pn | CO で 回 S 球 で S 半 衣 和 SGS 回 
ご SG 吉 演 本 SQo で ロ 110S 技 入札 で で 思 
入間 せ ロ 珍 ら 填 So の 紙上 田 で 時限 で で "やせ を 弟 や で 
で る 中 吾 必 NNN セー や 更 幸 つる” 吾 で せ 生 お 


サラ ス ヴ ァ ティ ー 女 神 


間 ネーMNKS ト ふる 政 S く も り ーNG 反 終息 いし る 
に だ と iC 

まお INK や トト マー Sarasvati NNN セ 一 古 S 押 " 交 
宣 " 遇 立 " 生 宮 " 押 宗 ぐ ポ 臣 * 了 凌 吾 り ば IN K saras( 交 ) 
や トト マー (Va 忘 本 STR や や トト ーYat で ポ 販 
演 ) 届 長 8 つ ぐし /「 来 wo Oo で 」 「 加 了 S の GS」 で 福 
堂 じ 人 S で "一 ・ や コー 私 』 代 くし 呈 GsdPST お " 
「ー 和 へ ・ 生 一 避 選 0Ske1 | 田 で 史 ぐ モモ しま K ト 
トマ ー モ 晶 や パン 長 で お つく し で 「 昔 皇 で 時 忌 G モ 
で 英二 電装 古 王 ぐ 買 寺 で 大 」 (11- 国 1 ) つ の SRSro" 
密 ぐ ポ 征 つい S ま NNK や ト ト マー 直球 称 志 で 的 
つや で つ 「 で 厚 生 正 公 個 守 人 % 豆 じ 三 昔 し た で Smo 家 
羽 S 貴 栖 宮 つつ い 某 罰 紀 yeten り BS で お" NNー ト トト 
箇 じ せ や トー よ Yac ( 箇 格 ) 区 | 悪 S 所 寺 り せ 
ギリ トコ 
Metn い DS る る" まま へ AK ヘ ミー 底 りや 牧志 SQ で 本 
ホー トト ホー ポニ ー 選 視 で 赴 避 る SRSre" 和 ト 必 ー ト 羽 
軸 じ せ ” NN 一 古く ぐ 押 「 本 INK や トト マー ツネ 
ー や ーーー ツ ドー キー ニー ロ で る の 記 つく ne 和 (TK ヘ 


ャ ・ ト ホー ト 』 し せり S で S1 ズ 区 | < 構 じ *Sxoy つ 
や sr 
NN ト ャ ー せ 亜 中 李 求 県 る で | くさ K 刀 各 て ら 下 | 


Op ン | OO 千束 つべ 婁 ぐ 忠 や で 8 Kw 棒 くね" 
トル KK や トキ さか トト つつ も で ーー っ js っ 中 各 人 

FNK や トト ャ ー 六 間 中 上 符 ” 提 車 打 毅 中 い 迷 め 
衝 で W ン て S 昌 SS ツ ” 杏 を や マー ( 申 机 ) % 革 で 迷 
し 選 RSe | 撃 せ せ 。 携 品 ぐ 欄 で 十 ロ 交尾 S 旦 
し マー ト 品 て 迷 ぐ つの G 多 押 則 王 敵 各 マツ SO りつ 
到 る 2“ 

堂本 選任 民 了 K 例 提 K" 随 直 K 本 了 K 素 人 
不可 可 KK つ 誤 0S 指 宗 人生 NR 所 緒 吾 普 で 吾 和 SYSre 了 K 
演じ 地 間 KK つの や 四 守 も 記 じ Sn" 組 紀 し せ 詞 擬 団 路 
拉 誠 起 富江 詞 り 府 賠 つて 図 人 Se" 

〔( 京 W) ベー 中 マー ト 呈 ー ト ッ ツー” トーー ポ ーーー 
ペ キ ー 選 入 一 トト ー キ シー へ A 本 トド ュー ルス ーー 私 で 拓 で 
キー ペー トト ホーK や マー 公 キ SS さ ミス 選 一 トト 
ーー" 

お 中 邊 ロー Saranyn や トペ ローー ぐ 宗 " 間 KG 翌 
尿 ぐ 要 押 セ ーー へ AN 人 葵 は 6 で し や で や に KK トト ミー 
S 散 お S 間 補 作る や ね や 本 つ つぐ 炊 選定 つね 
(で へ ・ 和 や サー』 1 の ・1 や )"『 ト ュー く テト ホー トト ー ふ へ 
ー』 (K・1 KK 一 や ・ や ) ロ 6S や で や ト K ト トー 
や SS る や キャ コキ ッ ーS 隊 半 思 yen 生 る 選 り 加 
せ ポ リボ ン 計る 半音 各区 RG 痢 弓 や 6 全 や ギレ 
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日 


シヴァ 




















索 各 吾 つ ね" や で や に K や トト ミー や My 選 の 長生 りり で 


周 ぐ 半 粗 で 人 S く ねり し Kao で も ね" ま 中 1 中 ー ポ 習 
貴 の やじ 畠 和 雪 さじ る 届 生 りや 明 で お や で や ト K や 
トミ ー せ 調 暗 り 次 人 提 0 畔 選 で るる" 吾 表 や 麗 ヨ つる 
歌 幼 じ 刀 ぐ 貞 混 人 S 持 ぐり 往 Sxe ツ 閉 基 の きる 中 
中 上 一 穫 y 守 9 補 呈 人 る る や る 証 も 京 胃 =" トー ネト で 
と KNS 半 SS る つ ト ャ トト K や トミ ネー 

まお ドー Sarama て で ANS 翌 宮 で 応 や つる 習 表 
ぐ XR” 限 箇 G 殖 や 年 *e 此 S 回 S 還 い 束 証 つ 1 回 S 東 
KS 日 (『 ト や ミ や ト ・ や コー 私 』 国 11O" 1 く ・11)" 
り S ポ せ 際 携 く 中 り 頑 6 で お寺 電電 る 列 つ し ※※ る で つく で で 
te まい ドー や 家屋 年 むふ キ KS で RS つつ 頑 で お 直せ 
謀 ロ 綿 く で でる 閉 較 で 求 YS で で も の 可 で し Sn 

HINARー く 観 由 一 トト ト ぐ 環 や Se や で ロー ヘ キ ト 
ぐ 接 トーb ぐ 辻 ふ ハー ペー ロ 0v る 。 層 K 生 い 一 トト 
選 志 人 や る で の 作 せつ 共 尽 画 つね 

『「 く ー ド トト ふ ・ ト トー ト 』】 し せま 中 セー へ 
すぐ 替り 四 直 G 記 時 で 時 さく で Sre* 

ネー 心 ふ ー ャ Sarameya で ヘ ハート S 翌 宮 S 層 詩 ゃ 補 
つ 介 美 まい セー ぐ 11 還 で 中” り S で GS 表せ vSi 選 回 
い S 還 避 稀 世 屋 軍 和 キル 征 ぐ つつ り に て ン 握 で 晶 K や で っ 
年 へ を 王 語 G く ミ w KB 選 党 Se つま 中 や 一 






や ト さ 1)) へ トマ ー (ペスト マー 叶 S 下 定 や ) ぐ ll く で 
由 叶 拉 6 平 お 足 振 や ン 芯 型 紀生 ホキ ー キ ー 公 上 つ 
て ン キル 宮 葉 襲 つい Se ぐ 吉 じ ベー ニキ 授 屯 長 " 
に コン の の も 軸 も デキ に 2 こい で ュ ル ささ 
wmRtermm 四 op 編 瞳 の きい し 時 で RT ト に AS で へ 
層 征 ツ ペ ー や に ト ふ 篤 半 お (『 や くく ー ミ 一 心 ふ 』 宜 言 蛋 )* 
ーー キシ せま AA HI キーaWaJpST レロ つ で お 7 
の ます も よそ: よこ 4 くつ いい さよ づく と 
せ ド 本 (ベー ニキ ) ぐ 羽 東和 ら 克 ら WS や も て AH 
GS 外 旨 ′ へ や ト 是 SIIORKS 地 ペー ミト トマ トー キ S 
押せ AG 三 ぶ G 尼 四 生 年 で る "SWS 才 セロ ネー 
ヽ G 表 樺 了 起 入 末 い ね る Sne(T や で へ Tk: 生 ー ト 』 
串 ・11『 く < っ や トド AA キ 」 団 1 TS や で ロキ ・ ト ーー 
ト 』 国 ・ や )” つ K 一 ニキ や で 4 も に SS さ A 

お へ 1 トマ キー Sandhya 「 呈 変速 ぐ 擬 守 で ] ぐ 柚 や 
NN トー 征 ぐ 替 "へ や トド 華 で 控 "『 へ ハト - 條 玉 ー ト 」 コロ 
尽 午 トト ャ セー 吉 で も へ A 呈 マキ ー ロ 嘩 Re で 
ぐも 半 革 色 暫 軍 ぐ 巡 コ で し 弟 ye トド 心 ト ャ セー 胡 
吾 り 交 包 製 < 弄る 全 主 る "AS ト 下 芋 り や 宮 可 や 表 避 所 
古 可 ぐ 札 避 控 ふ JNINN ト セー や 額 争 各党 へ や に 堅 
球 時 つり や 下 革 也 間 S 絶 革 画 弄り 状 時 ぐ 福 幼 田 
ぐさ ーSAINK ( 野 S 著 ) 構 天 上 の MeV So つる で 






お ミツ へ ネー Sarmista ペー ト や トド で や ーー ヘ キ く 
さや に へ で 志 " キキ ー ト で HG 無 詞 地下 さ G 持 松 " 

お へ 人 込 キキ Samaya,Samjaya ふさ で テー ゃ トー 
へ キーNS 素 団 ” 窟 告ぐ 量 打 " く 一心 ふ 讐 癌 玉 製 り @ 福 避 
で 心 や ト 村 で 素 塞い つ レ ベー へ AN や トロ で で" 副 寺 
や マキ ー ネ せ 4 村 い モ で Sr@ り SS る 視 和 7 
スー 心 和 ふ 三 呈 ぐ 敬天 や 因り びる も て 6 憧 束 和 下 的 る 
信 舞 軍 で 田 テ ニー ふ ホ ー ヘ リー 改 ロ 砲 る で ロ SG 界 季 人 er 
和 wauhoe で 8 「 ド く ーー 心 へ 」 で 絶 K 曜 「 ロ リー ペリ 
坪 」 に ぐ 愛 る ぐ 押 置き m 閣 吉 の つじ S ま へ 穫 キ ャ で ロ 
全 さ 鍋 そ で や 演 和 本 生コン sr" っ テ ー 和 トー ペリー 

まお へ 穫 品 日 キ ー Samjna,Samjna ポ 講 征 Kーー キ ぐ 赤 " 

『 ル <ー ス 一心 ふ | ( 足 避 ) レ ポー トト ペロ ーー で 堆 で ko 
SS 『 や で AHK・ 愉 選 ー ト 』 (11) で SS ト ホ ー ト ジ 
や で AS トド S さ AS 堆 つ セ ve 求 の GS SB 
(や ト で や ト K や も ふ ) エド SI11 ズ で 吾 店 て | で 圭 キ ッ 
ー マ やや om る で" つ 全 つ 。 扱 K 一 ニキ ぐ 羽 SG こり 富 
だ ぶよ ざく この くに 証 さそ: いさ くい IEE く いで 
キー キー (「 設 ] ぐ 握 ) や る … 半 習い ント 提 つね SA 槍 
ぐせ ぐ 可 泉 く くく で る" ホキ ー キ ー ま AA 本 中 キー る 替 
昔 は で ン き いく る ぐし Kーー ャ や 宅 村 の 3 長 で もら 回 
せ さ キト で へ ロキ 必 (GSee る で へ A キ 1)7 詞 GK (ネー 








に 

も お へ ミート ヾ Sampati へ キ そ 光田 で 青 マコ つり 届 
ー ト 史 吾 主 おく ふ 問 和 エキ ペー KG 環 " や で へ HK 王 で 上 
民主 震 SS” Se る お トミ ホロー ョ リー で 條 
や や 2 RSn@” 凌ぐ 家 状 く K セー へ 人 ホー トル 京 二 じ 選択 
てく や 結 和 曜 nn まま ヘ スー で ヨ 4 で ね " ヘミ ーー 
で せく KK セ ー へ ロ 。 反 中 革 押 選 つり 振 症 つ し 表 器 6 や 中 
ずつ 民 S。 豚 人 守 証 じ つが で る くも や 出 慌 玉 ン や で へ で 
キヨ Mo6e6N セタ sen で BT IN ペー で 瞬 宗 ホー トト 
人 S か ーー ルト 選 摘 で お ハー ペー へ ポー 周 玉 じ る ン ぐ | 
東 玉 の 四 27 INARーS 送 隔 吉 拓 お (FN トー ドー ヤ 
AA 選 一 藝 )) つ 和 キ ペ ネーHK 

へ や や ト Siva JA テト ー 衣 SI 素 年 S 1 0 や で へ 
K ざ 章 マ レ リ ヘ ニシ ドー 身 埋 4 で し 華 感 人 皿 生 G 表 責 つ 
SQ 王 "へ や か 3 っ つり 「 李 癒 ] で 据 じ "「ー へ ・ や 1 
一 唱 全 くい せ 喉 宇 征 ミー 必 ぐ 才 開 や つい 吾 で お 演 季 
黒 じ S で や "へ や トド 古き り で nA や ト め る 愉 相 灯 せ や 
いり 調 好 衝 記 W さ ミー い 華 刷 村 wu いつ mR で じ SO さ 
と 革 へ リー 私] は 人 る レポ で で 唱 語感 央 で 
列 村 Ro で つぐ つい 押 陸 セミ ー 古 二 で の 富 せ 
Se (1 )” 赴 左 際 藻 つつ いで 嘩 弄 茹 " 幅 未 ・ 直 宮 
東生 で い 福 共和 を 所 男 和夫 郵 つ ′ ズ 計 人 9 良く お で さ つ 公 ne 
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シヴァ 


電設 徐 つ し る ne" 
さい よく を つづ 6| 





外 下 い 維 引 六 是 さ つい 藻 括 4oSxe" させ に ふさ や ト ・ 
か リー (11) や 共生 ト / ふ キ さも トン を へ る 
で で” FNN トド く < 一 トー トト エー ヘ キ ー ト トー ゃ ふく 
て や 守 叶 で へ や トト 古 G 紐 SG 過 控 到 妻 代 で し っ re" 
ミーING へ や ト 古 コ つ い ぐ 下 OS 窟 操り SeG き ホー 
ト ャ ルト 選 舞 うじ し So で りな で へ や トコ AN を で 
一 剖 ぐ 判 年 JST し 中 ご 早 量 りき で へ を ぐ 廿 無 吾 SW 
8 守 落 藤 全 設 陳 つ し くぐり る で St リ ヘ テト ドー 抽 で 判 生 
や つい で や ト 8/ 客 司 呈 せ 1 玉 忌 振 相 ホー トロ 人 


S」 (ATARN) 下 生 で DS-6 で の 装 昌 ・ 状 環 思 の 
固 せ コン ロー へ SS ( 恥 朋 刀 護 ) ぐ 論 や 球 罰 MySke DS 叶 
全 「 国 0S 野 wo OoS」( く へ ホキ ー ト +)"「 坦 2 ぐ SN 
っ OS」 (中 ー 選 RA へ) [OS S」 (= 
ロー ホホ キト) つや る RS。ー リト ドー 心 上 で て ハー キヨ ヤ 有 
つる 抱 選 過 「 問 玉 折 叶 宮 ]( ル く ー ふ KK)  K 公 
で 堤 S 控 YR AAK 密 局 攻 や re 「S AAK 密 
QoS」 (RA ペーN)”「 量 ー ぐ 刊 ]( 下 ふ 選 ー 入 キ ) 
SRS っ AS・ ト トー ト 』 (に ・ ヤ ー 1 国 ) 
も せ | | 1KS 忘 SS も Se WS 乏 ぐ 忘 S( 惑 世 ) 
せ A や ト G 交 SR や つのり vSvSG 是 前 りつ 
ざい ン pS も し SS SS へ や ト 下 胃 SS 雷 了 や 
S′ パン 長く eooGG 慰 宙 の 違 代 守っ 6 

て = ASG 革 人 る で 思 お へ や トド? 判 路 軌 察 ぐ で で S 
前 や で TKK 王 名 碧 や 男 ツ S@ の ざり 民 て ト 心 トド ー 
攻 S 愉 で 世 皿 拓 路 で 替 枯 箇 SQ つく SS) や で AH 
人 KK 「 某 共 問 る] の で 生 -Re つ (私 て AHK つ の 「 反 よせ 判 
貴 で 吉村 じ Ste」 い 暫し” 吾 う つき YS” MS 坦 / 
に で で 人 こい だ だ で こぶ こ PIE で くつ め る さく で ざく 
NN セー も で AT KRS 醤 KW 尺 詳 る 枚 机 や 憧 ペ 
ne v せ 奨 可 つ り 告 幅 可 や 1 で で 塵 mo い へ や ト 王 
人 S 田 玉 つ へ SS で 王 る で 民 で で (『 二 へ 球 - 邊 ーー ト 』 1 








くし し で ら 7「ーN・ ホ リー SS 求 G 交 連 べ 旦 措 で | 眉 で 
で ロコ 7 士 舞 吾 計 牙 次 到 長 で やや | 軸 下 胃 G 皿 き wSO 
人 Se りつ BT 2 や で へ 放電 委 MS 表 Y で 光世 揚 わ 
Pao6 記 aw 茹で や ぐり つ し" へ 私 ト G 再 SG 刀 
揚 せ ホン で 応 じ 考 人 Sre" | 買上 団 せ 「wSySG 
で で ハト 古本 Se る 革 栖 つ ” 獲 革 つね で 
PS へ か ト 隊 馬 生 ミー 必 ロ 弄 杜 wooO JJ 人 
WWG 青 郵 民政 貴 whereo で る で 朋 揚 生生 軍 悪 7 
つぐ で 下 庫 りつ で や Sno の JO 名 で 「 列 で 層 詳 人 9 思 
で も の で 」 (へ トマ ・ ホ トー ネ K) つる RS 押 ・ 
中信 ・IIORKS 礁 簡 叶 や つい 障 畠 和宏 守 つ ^WG 宝 半 
や 堂 格 re" へ か ト で 所 蜂 守 素人 淫 は 「 過 球 和 拉 械 ro の 
ぐ 」( く 中) し Sー。 恨 各色 WOnG「 表 ] (ペー 改 ) も 
が 9 つる 記 記 し 「 宰 や 舞 時 ツキ ke の S」 (ホー へ へ 
NN) つや 「 悪 鞭 乏 舞 公 生 ye で S」( さ AN セー か ホー) 
に に に に 34 さ びより で びさ IN こと 
で Se や ト 3「 交 ぐつ る 尼 諾 提 ]( く で や S ト ) し Se" 
「 総 明 ぐ 田 」 (トー ホー ふ ASFN) や Stay つる つ DA 
テト ー 刷 G 神 RS8。 判 除 草 更 ・ 昌 回 ・ 党 格 和 臣 
選 弄 っ S し SS MG 缶 肖 し 接 村 四半 ひい SA 
や ト 講 黒 ・ 半 疾 ・ 革 装 員 人 和 une 「 将 表 束 年 」( ト く ー 
ホー トト )/「 泉 撫 G 刊 (くく て)" 「 携 巡 加 eno 


や SN)" AS ト 是 で へ AS せり ヘ テ ド ー 誤 並 記 で 療 ツ つ 
し 選 で SQ や 記し きせ ンー で いせ へ SG 王 公 で 限 
か: こさ こい 

生 J ル ドー キ ヨ モ 
も 所 meA や トド ? 

へ や ト 古 S 忠 足 S 崩 
3 入 一 へ ペ キ ー を キョ 
ー" 忘 SR ま トマ ー ツ 
S で お 公 。 書 K せ 人 
喪 ハト 堅 避 衝 柴 
つ S 全 『 お おら 要 
京 援 つ " 舞 避 求 
で や ト せ ルー 選 
+ ヨ ロリ で り 福 刀 呈 郷 つ つつ お" リル や トミ トード く ー ミ 
や トト マー つゆ 引 午 つね も ト マー せ 打 記 ke や ト 是 呈 
や で や で 所 ポレ うる" DS 表 ” 鶴 年 ペー 必定 々 9 哲 つ 
人 でる くい / 古 マ せり S 明 是 馬鹿 の Pute で へ か ト 
避 和 生 会 店 革 や や Se りつ 和 明 で へ や トド 到 折 選 当 
人 レミー ミ さや トト で 知 接 の つり 由 半 下條 ュ @ 取 は tG6 
DJ” 貢 で 甘 ー ド ホー や トト 3m 須 で や の のり 人 る で つる 

ペー ルト へ や トロ 表 つ いり 昌 G 下 束 状 つい の つる 私 字 記 | 
表 雷 衝 記 お 閉 翌 つい 無 軸 S 記 人 る さ ペ 家 各 閣 や ドール 


普 行者 の 変 を し た シ ヴ 7 神 
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シヴァ 








や 替 攻 三 つ レ つ 
TS SS 
TA や も セン 
ー ミ さや トト マー 
や 環 窒 つ " へ トル 
一 Se くせ 


KNNNPI キ 





や る 中 馬 | 


で まり で 寺 


サテ ィ ー の 上 曳 体 を 局 に する シヴァ 神 


ペー ト NS 相 つ 
古く 判 黙ら 里 評 谷 ざ 生 る (「 王 AS 條 ー キ 」 1O 

1)* 

USR AAK 選 S 計 に 属し 到 下 で Sxe や ト * ま SIN 出 
SKK 選べ で 瑞 由 で 魚 式 児 Ge3 る けり S 朱 り で Sve く 
キー 選 和 へ 則 守恒 SS AA K 尼 避 四 寺 ロ 必 に や る 7 
A や トド BMMG 某 つく 混 Sm 提 GND し 表 の 人 で っ 
SS 一 スキ 一 人 へ 

量 田 槍 志 下 yeA や トッ の SE さく 8 に に 2 
で we 組 人 S こ ) 天 者 届 了 下 る 福 革 へ くも や トーN さ へ 
く ー ト ” KN へ へ ネー ミ さも トト ペーKiNT 
NR で 本 一 ト マー” で A を INA ペ ネー 人 トー ポー ヘー 
ネー IN AA キト NH ロー ゃ へ を AT キモ 居 ー ま ヘ 


が 








愛 の 神 カ ー マ を 眼 の 光 で 焼き 条 す シヴァ 神 





vm マー トト 
KARIT 
IN く キ ヤー 
心 ぐ トミー< 
ゃ TAK 
めで で くじ 
号 制 恒 弄 把 
weA ト SA 
や ト 王 人 S 究 是 
型 各 Q 球 貴 


W 





tn 
ティ ー 女 神 と 
ルッ ティ ケー ヤ 


*ー ル ヴァ 


シヴァ 神 。 パパ 
彼ら の 息子 か 





NNY コ 
全球 現 % で お " 
角 桂 ne や ト * 
へ も トト へ ホー スキ (直ら ぐ 刊 )) ホホ ーN SF 本 
ホー ふ キ ( 還 こ ぐ 下 ) つつ SS へ や も 華 で 拍 骨 品 り っ 
PSx 還 避 字 / 持 村 GR YS 中 じ 3 り - で So 破 半 
寺下 いう 心 古 商事 ぐ 選 所 つや 臣 つ パン で で きつ し SreG 邊 
ゃ トー キ キ Se の 2 RSee トー トマ キ ・ ヘ キー KKー』 
( 還 ) は 6 補 へ や ト 下 ま ふ 接 り | 〇 ご 遇 で 戦 還 AAE 














きる の Sm" や ホー キリ つじ で へ や に ト G 臣 壁 せ で へ ヘ 
と 電 下 し 可 で ST 

で へ や ト 是 環状 ( ハ や ト ュ ーー)* 生 ハート ネ 拘 や お" 
へ や ト 是 G 玩 付 ツ つ リ KK 回 是 ぐ 中 更 AS 和 もじ Sx0 りり で 
へ や ト 是 り D い SYSWf6oS 避 紀 地 称 球団 抽 り 首 村 
つる せつ ぐつ 下 で Ste" ご ホー トヨ ー ヘ を 心 思 有 全 で 培 で 
りり "で ヘー 心 S 肖 ら 慰 や で 培 G ト で ハー や ト ふ 上 
る で 迷 で おり" 名 思 ぐ 軍 和 や 神 せ や の る で り DOS 旭 加味 
ン 但 び や 迷 る りつ " 馬 せ NN つる で XS 聖 中 丈 い ンー 
つ お りや "全く さ へ ( 震 素 将吾 謀 ) 己 や ロー 私 電 突 
や りつ 策 羽 中 宮下 愉 隊 信和 各 森 つ ね りつ の " 対 8 
MoeS 最 庄 寺 いで り " 写 更 中 地下 公選 補 6 理 
導く ツ つ 8 おり の" 号 ミ ー ヘ 人 h で キ 避 表 つ い 章 S 


に 3 
で やる 束 祥 中 " 登 





ず " 計 や mー 中 電位 で る りり JJ" 富 
RAN キュ ニー へ ふ 記せ さ ー ト で TH AA キ を SA ヘー 電 詳 
RINKG 党 器 る で 迷 び やり 全 宮 RS く ー ホ ー ベ を 9 坦 
" 登 ー で 性 国 束 の つい 胡 を ぶ や トー へ RS 中 
宮守 3) (『 く 一 中 一 キャ ー く ーー ツキ を] 還 )* 

Ti トー ミー・ く ミー や ト ふ 】 (ミード) ちせ へ や ト 王 ぐ 
剖 や つじ S や へ ポーツ く ー ミ や に 居 マ ーGAOS 生 ベー ミ 
や トト マー ぐ 忘 志 コ つ で や ヤー” ペー トマ キー キョ リー” S 
モニ ユー” ペー ニー < く て トル も トト 中 エー エー 私 ト ュー" 








に 1 





に 1 


ト 
や 
3 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


シェ ー シ ャ 


ふ ト トー くも トー ロー さと ホ ー ョ リーベ キ さや トー ョ ロー 
まさ が た ドド へ ボー ンド て ミネ キー" デ で ミー ニニ ヘ ーー 
リー′ ホキ へ 私 マエ ペー に さめ ペー" トー ニキ ー・ TS 
の キ ー キ ョ ー* 定か キー バ ペー トペ ーー セル ヘ キ ー バ キー 
の ヘ ーー ミト ヤー ホホ マー トキ さよ ペー KTN で 
一 了 届 つい る xe” へ に 華 まく 一 ペー ミコ ヨ S 攻 ゴロ 記さ 
し る ro ペー ミ ヨ 回 り 下 束 ロ NNN タ 一 古 ぐ 絵 と ヘー ト 
トト マ ー" MG 授 時 り て ヘー 心得 G ト ハー トト トマ ー・ 
師 悦 所 一 # ト へ (| 年 ぐ ホー mー ト トト マー 本 りゃ 
キ ド 是 ぐ へ エト リー 租 困 尽 せ 人 りさ ニ ト で SN へ 
ーー が キ ホ ー" 困り せれ トミ 相 華 で へ IN 一 トト で 
ー 翌 較 は せ か トー 年 G で SN や トト マー 計 認 お へ 
リーING ト 一 私 キ 一 和 46^ MG 翌 接 むき AS ト 是 で 
較 キ ハロー トト マー 和 SGe の る RSre も に JCG 導 
バー ミト トト マー る KNNN トロ キト 
で (GSQ く 8 一) りく] く G 重 中 玉 半 る (っ 
ーー ふ て)? 

のか に せく さり 主 So 恒 さ し Ge らし 
っ 上 GWPW つ しく し SG り の 4 で レ S く さき で AU 
計 So つき つぐ 訳 G や 王 折 記 電 Sm 交 記入 
軸 つ くい | 本 束 IORKS 胡 富 時 いし SS Nm ロ せ 
WSGPSE ロ NN トー ぐ 紙 田 G 還 "SA 選 ー ド 下っ 


〔( 宗 W) トキ (に 選 )) に さや ポー スト で トト へ や 
く ト ミー く (て G 芝 co で 現下 く マー ハト IN( 素 華 )* 
キヤ ーー ふ キ ( ヨ S 判 ) か リー トス 一 中 ( 可 差 中 つ る 間 ) 
と トミ さか ド ト S ふ トド トー へ 羽入 一 ハセ く ーmー 守 へ ( 其 
で 飲 六 )) トリ ハエ 寺 ( 障 挿 り ハ キ 守 や 祝 )) m 
ー ペ ホー へ や FN まさ や に mー ペ ホー へ や FN (1 で 
仁 提 G 枯 )) で セー く 和 で ( ト セー で 政 ) Su 盛 旭 衣 を 
トト ー ト も やせ 思 で 具 癌 やう で つも る 叶 DS 応 選 到 も 
で SS ビ 2rT 

代 や トー トー させ キー Jvalamukhf 「 ミ S ロ wo で っ 
S」] ぐ 畠 じ 。 ミ ヨ ぐり "Se る 下 和 に S ペ 王 リ ン *e 
吉 逢 ぐり" 旧 給 6 で 8 へ や ト 華 ぐ 裾 ト で 一 玲 り で 
症 恒 つり 部 各層 所 の うる で 

AT Sivi Se くせ AD" SS へ 私 一 己 選 っ で ペー 
心 団 ぐ HSH" 「 く こも ト へ へ キロ 鹿田 所 装 じゃ 
く てく AA キー ト る 舞 控 せ ホ ント ペー ト N で 了 選 し SQ の る で 
SQ AHS 四 る の 王 公 計 愛 店 ロ つい きき 所 や *@ 仁 忌 吾 
宮 問 伺 せ ポン ぐ 過 福 有 で 東レ Sxe" <ー く ミー 心 へ JIS 
皇 し トー ミポ S へ ホー キ 守 公 忠 @ 選 は 6 て 守 See 半 "本 
S 妹 時 つる で へ を 必 避 理 人 で で | 思 G 寒 SA やつ で 
吊 所 誰 さ し 忠 纏 前 る ね” で へ と 心 古 せ 宇和 肛 4o る で 
し 人 SS nvG 守 や 臣 つ 画 40SH 王 で 写 もり キー6 で ロ 








Re で SG? 選 革 罰 り 拘 條 G ペ で 吾 和 や 列 で レー こり で りや 
人 る さ ーー ペー 中 (H で S 選 っ い 画 ) ト 和 il ロー ホキ 
( ペ ぐ S 膨 woG 電 ) や っ 起き が セン し 所 吾 つ 和 せ や 
や で や ついで へ か に 3 で 尽 は ポート トー へ や S の 本 9Pre 
守 圭 ( ふ コー) 中 りつ し Se pn | 0G 香 差 で Aa 
トー ずる 愉 り 名 < で 轄 芋 5 ト ー ペ ミー (コホート 
和貴 ue で ) つっ 中 穫 Sre" 皿 お 時 に に に さこ 
SS せ 1 OS 旦 oO 始 し 所 本 Ste" 避 JYS 胃 
球 ぐ 百 せ 直訳 で へ 寺 半 本 紹 じ 閣 時 久幸 障 
や 家 せ か る る で 帳 客 や 電 で や つる RSre* へ や ト 想 で 到 
補 束 上 6 ざ る 7 拉 守 舞 統 を 旦 家 いつ し 型 べ マレ roy 
トー ト せ り ぐ りや 認 つ し Sm 人 球 詞 本 つ レ る 
SG 本 "一 更 ぐ 地 尽 私 ト 古 り 舞 部 和 吉 中 "で 
細 加 つね へ 和 や ト 王 和 SNS NN で こし 坦 - で G 所 本 で で 
り 届 SS る" 装 加 つ る お 訓 剖 お 民 3 で MM 毅 つ ね" uv 
し 音 で 公団 信和 る で 失 和 陣 で So へ 私 ト 是 き 
軍人 議 つ " 朱 各 お る し 選 り い 証人 お" 補 り で くも 振 篤 限 で で 
な や か ト 3v 守 向 抽 中 天下" 衣 品 公 で 到 で 棋 本 
つ 代 導 ぐ 間 公 陣 ペ SO 轄 33 記 や 軍 諸 ざ つ し 貼ら 他 
で 再 寺 補選 oN へ や トド 40ySXW 還 第 季 O 在 
人 で "所 ( ト ホー) 層 還 肢 は つ し く xe り ざら 6 レ 四 
一 へ AN 心 の の 生 当選 xoy 


牙 科 つき "へ 出る < で 8 ン 還 邊 で の つく 到 和 寂 
選 選 いし 旨 公主 や で や" 要 ぐ 所 公 山名" で や も 了 服 四 で 
宮入 選 誤 で "つつ | で 会 久 公 要 ぐ 押 物 の 拝 つ ン で で 
さら で や で る 唱 加 束 療 斉 冬 … 要 で 人 る で ロマ ヘー 
羽 是 中 の ウ つ で お" 

の で ジビエ と くい 作ら | 
KK 年 きり HHS 加 つ 和束 福 yn ざ つく KN で 始 史 つや 田 
年 紀要 代田 で 和 聖 中 モニ く と ドミ さくや 青 直 具 半球 
つい 生 en 可 る へ や 田 革 幅 選 頼 上 皿 皿 S 王 
由井 癌 つ し や で へ 古 避 描 定 る お" や で Ax 古き HG 吐 
る 加 る つき 援 宮 6 つつ づつ" HHS 壮 坦 A 計 人 で る " 

り S ぐ へり HS 球 起き さき 買 結 邊 の 情 ご いく S で SS| 世 
電 強 』 (1 中国 11) や 引 M『 江 キー や ふ SR』( 抽 判明 ′ 団 玉 玉 ) 
や や し さき 誠 ぐ 吾 記 票 密 ぐ 1 で の SS" の JS 村 へ 5H 
年 補 ぐ モー で ま ト や ( 押 和 ) や SF 宜 丈 束 和 引 直 り 
つり 1 選 補 % 級 の る 心 吾 遇 ロレ を す 半 しき 誠 の 8 
でる っ WSke っ で ヘー と 

へ ロ ー ヘ へ キ Sesa Se くせ ロー ペ キ キ ーS" キー 
SN ( 選 ) 時 GH' ミー ペー 心 や 富 き Se に 甘 GH" 10O 
OS 時 ot 着 正 吾 下 ぐ で る 下り や で へ 大 十 器 肖 や 
じ 加 で や *@” 美 者 喘 wkeo で sp PO で G く ミー ネ ー 
改 ( 弄 壮 ) や 壮 式 電 の SN つ る RS 妃 和 S 人 で とら 
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シカ ン デ ィ ン 


1 
ふ 
1 
の 3 


で や 末 ゴロ 下総 呈 下 re" で さく (着想 察 ) で 素 で こぐ 
財 時 せ 吉 召 や 避 選 地 ヨ つつ や て くし ぐっ つぐ 和 辻 つ 区 て 
ヤ " 古志 異 や 用 革 つじ ト さ ニ へ (に で 坦 ※) 避 門 ら 
WWn ざ つ 民 提 ペロー へ キ (GSte くせ トト ーKw リリ で 
居 押 せ | 撃 ら 人 臣 | 束 和 She ) 各 の つつ " ト へ 和 躍 ヨ ヨ 思 曰 
つじ 開 報 EST ね" 加 せ ト へ や ( 頻 記 や eo) 
や 臣 せ で 米 堺 で 半 ぐふ モミ Jo Sre" 人 ト INー ト お 胃 
し せき リー ペル RA キス 寺地 玉 ー ミ ー で h じ S 
さる SS 8 人 KNNー ト SG 避 の つる で で ne" 守 で 
司 欄 (INING 色 で 公 守 除外 ) せ il テト ャ ーー (k 
中 MG 硬 )′ 半 ぐ 他 胃 お 中 リ ーー トト で (Il 前 で 再 還 j 
守 JQ) Ste Si KAN く 生き ro" 
ARAIKT へ Sikhandin く ヘ ホネ キー さく NNS 
吐 四 "ペー ペー 田 ぐ 宗 ト さく ー ぐ 鹿 選 直さ の 衝 マ AS 
Ah マー3Sro る 革 へ SA 二 で 中 一 の る や 表 短 きつ し 半 お 
で し SGS へ へ すっ 租 向 板 概 つり 麗香 ST お の つっ 
で SQ ドー ペーHS 圭 トマ く ー モ 吉本 や に 理 り 義 の つく 
補 へ さ 舞 で 早 羽 ロー ハト 慰 回 て で 束 無 呈 押 いし 
震 介入 や で へ TK 華人 る で 来 判 きく へ ホキ ー)NHIG 
由 さ つじ 壮 。 ロ ー ハ トウ 表 生 ke 束 各 客 さ で や りや 生じ 
パパ よこ ん 人 と ミ く S 由 つつ 
し 装 S” ARRAY ヘーー ゃ トー ヘリーINSH で 還 出 





拉 せ じ 近 は つね 人 7 居 部 世 表 杏 率 BS で で" 

『 ル く ー ミ ー ふ 』】 ぐ 時 引 旧 SS へ へー 中共 半 
人 表 OS 本田 手中 東 間 し くね くも 。 の S 諸 ン 
隔 Q つ る 巡 A 嘱 選 察 せり ぐ 由 各 控 レレ つ 38 人 Sm つつ お 
WS 表 「 り S 由 3 裳 沙 つ し 宝 Rm 年 で 宮 OStrePS 
m 間 人 繋 や り AS し ero スポ 名 1 スレ w ぐ くせ セリ 
り ぐ 判 避 講 及 Pk AA スー 選 S 丈 で べ 和 東台 下 7 
に だ で に に 1 | 
て Se PAS さる 人 人 公安 < お "りさ りつ 要 で モ 
ヤ し 開 ぐ ポ ン で 出 公 世 呈 年 で や 明る 8" SN ャ ヤー へ キミ 
押 電 GS 二 肖 人 吾 SS AA ミーNS 京 科せ 忌 ぐ 
晶 選 弄り で 完全 る" Se ヘー へ ホコ くく IN 
全 り S 貼 選 咽 を で る" 里 乗 玉 ぶ リス 一 Ne ヘー へ 
『 ホ SS や Mo で で 半 で ド 9 利 款 思 で 己 つ 1 手 で 中 
人 6 で 完 WT 包 お ” 測 寮 演 甘 や 己 つ し リ ぐ や 中 衝 宮 る 
や つく つや ー へ リキ 避 選 ね 詳 芋 AA スー 心 反 咽 所 
四 つ し じゃ 1 OO おら 3 庄 つ し を 心 必要 宜 つ る ね" つ 色 づつ) 
ミー へ SF ト S 中 中 で そ へ すす ト で て で 中田 勾 震 村田 Je 
忌 糧 礼 MES で 部 宮 人 や や 前 固 ぐ 由 る ぐり SG 捧 で 喪 村 
公 旧 立 下 0 で Sn りつ せる ジー へ TS 冠 隷 ロ 6 ピ 
抵 1G 接 時 やつ へ 1 電 軸 SO りつ 叶 で 玉生 
ベリ スー 羽 侍 り 避 区 表 つね" WS お S せ 功 つ る 導く 光 認 


由 S で を ミー ヘ と で 財 S 由 や SQ 還 田中 つの やり" へ さ 半 
S 叶 時 シロ ー ト ぐつ いし 祝 還 の 還 < へ さ 所 で ネ 窟 症 ( く 
ー ふ 警 束 ) し せく ー へ トド 計り 持 で し 右 で ね" 容 く り 
人 うい 羽 状 リー へ セロ RA で へ や 胡 握 抽 各 ン ン 
り 地 明 セー ヘ や ト S ASA で へ コーA セト 
天 忌 ポト さ 江 昌 下 到 選 ぐい つや 唱 可 や レ リー へ 9 トル 
KT 国選 で や で 宅 く 人 る る ツリ 所 状 称 刺 つ * 
警 串 の ペー へ や ト 調 時 鶴 Sm で 家 り 選 や o  R 生 友 
EN びさ ざき さり YY ミカ 人 あ 
ー ト ぐ 下 ト AH や も ネート へ Ce 軸 で PSro 
雲 加 義 つ せつ し SreS 束 じ リ ヘー 悪し 天皇 く ー 
AN や ト で 旦 恒 くつ "テニ AA で 寺本 和 や ら で 
と 選 で やく 公 マ ー 由 べく 弄 店 の 栖 つ ね ARAN YA 
り US 坦 家 衝 宮 (『 ト く ー く ベー 心 ふ 』 補 想 品 史 蛋 )" 

( 宗 ) コー トド く ペーー (ローNT ト 貞和 ) と 
心 で く 計 ー キ (を ミ く で 中 ) と ミ く ペーー ド 2A キ ( 下 ) 
SM つ ト マミー コーA dk 

AA ベー Sisupala ホロー で て 還 SH ヘーNT 
ト SS や ト Ki ホー トト で 世 へ すさ へ トー トト ーー ツボ コー 
THNYmー ヘ キ MS で くつ お 和 S で へ ゃ = へ 9 
て し 宇 肝 民 SG の SAN ロミ ー 必 S 立 KG り N ロ 
全く る や で 和 へ さく 画 軸 で 寺 く ペリー 昌 本 到 


りり AT スート で くせ ヘー へ よせ 86 で や 硬め 宮 補 
(寺尾 )” 一 ミ ヘ ッ ョ ー 


ヘー ペー Sita や で ホー<S 出 信二 SS 培い ー ル 
ぐ S 聞 "「 田 GS ぐ 振 や "「 ト リー 愉 』 りく レポ 委 閑 
や 部 三 和 和 男 和 mx で 半年 の つい 医 画 和 弟 で じ る る "トー 
トー キ +』 も し" 込 キ 本 民 田 公田 避 森 つい Sn 表 玉 田 で 共 
や 全 で 半 S い 迷信 KS 由 生 ーー ビー HG 雲 ざ つい 本 
で る つり 記入 2k0T ので り つの 会 で ペー ペー に mー 
中 信 キ ー (時 選 人 で 装 お で し や る 二 粒 ) つや 引 せ SO 
トー ト お 挿し #" ペー ペー や で AH 計 症 GS 癌 1 く ト 
ふ へ リッ ーG 選 東 の の 3 SSiro" 

ペー ペー や 四宮 つつ じ 拍 公田 王 ” 思 慌 到 者 つて 宜 
也 や ke 反 旧 So の で 突 忠 称 京 とり で し お や S ロ ペー 
ペーwahero の る 候 糧 連 二 つね "WS 由 中 人 る 生生 で 
し 水 じ ツ 和 組 球 到 問 や 京 と り ず 生得 完 入信” 
くに ト 呈 一 時 マ キー で 羽入 そ 心音 で 田中 トート 篤 来 じ W で 
史記 ンコ "中 半 軽 震 の つの 6 で 110 隷 玉 つが で お" 
出 革 泊 ぐ し WS 壌 wu トー トド 連 人” り 必 つ ウ ベー ホー 
か ー ト S 伴 1 べ S 孝 つ つい 吾 是 隔 で つい る で 負 私 ヘ キ 
や HIS 郊 マト ホー マー ぐ 衣 記せ や ハー トド 公国 呈 写 
S 弄 冶 取 や で 人 王 問 K や 求 門 で し 地 衣 知 馬 お (「 中 
ー ル ドー キト 』 ト mー マ キー 殿 )* 
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に 1 
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壮 で SASG 
培 避 境 で し る お 本 
炎 ぐ へ 9ー ミ ミト 
ーー 名 衝 玉 
JA ポーS 鈴 放 選 一 
や トト せり で 拉 肖 
公民 球 是 ル ニ ユー 
キキ S 吾 記し ふ ー ふ 
で 
疾 つ "次 っ 操 い ト 
へ ドー 時 忌 指 で で " 
ペー ペー 鶴 一 に 
ト ユ 時 で 指 で SS 
amRV 共 マ っ コマ 
や 手 w 如 つ で やつ 
選 一 トト 圭 生 ハード 
S 近 ぶ ー ペ ホー 香る 指 KG で っ っ お を 由 格 せ 赴 つき る * 
中 部 共 地 つ 代 る " 臣 で る 環 斑 斑 つ 等 る" (・ 国 邊 ・ 和 人 
還 一 尽 ) や 監 パ "ヘー トト ト 革 心 へ ペー で 把 S 六 加 り 
ペー ペーe く で 反 昌 細 和 を 尺 向 代 つ し 問 ぐ 地 の 人 KG で 
王寺 つる” つ 人 る つ " ペー ホー で 軍 い つり つら や 
宣 度 取る" トー も トト つつ 天 表 生 111R 束 で る 
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シー ター の 自選 式 で 臣 技 を 競う ラー マ 





ラー マ と 再会 する 。 


シー ター、 火 の 中 に 身 を 投げ て 党 白 を 証明 し た 後に , 














で ら 地 電 ぐ 幅 愉 Ao 会 人 る で SG 表 変 腹 ズ ロ 
間 KS 恵 束 征 人 やじ 雷 で レ つ Jen SN 公 つ ペー ペー 
提 環 弄ぶ した” 謀 束 准 宙 調 悪 4% 豆 ( 槍 基 陵 )* 

心 へ ポーロ 無 < で PS ヘー ホー で ざり や 選 忠 皿 り IN 
ーb 欠 愛 っ 所 つ 己 ※※*@ り EC8 無 で 豆 生 < ドー 
APST る "を 全 じ 政 つ い 静 トート で 硫 疹 で 昌 京 や 
や で S う ね 半 つ く 確 る S た で で SS で くり ホー トト ト せ 
応 ロ ヘ ペー ペー3 表 所 SS る "つる つい ー ト せく や 
玩 や 岩 宮 SS 王 じ 刀 ぐ 天 己 ぐ 褒 り 判 選 ” 尋 で 束 租 で 忠 過 
S 下 じ 要 で 記 撤 Ao 生還 本 で 前 つつ いり 束 や く Se リコ 
皇 迷 く の つい 巡 識 察 つ お ね" ペー ペー ゼー トド で に 
親 記 寺 謙 誠 ぐ 幅 報 各 麹 て 必 へ NAT トロ 涯 和 概 避 二 
りや で いい 式 和 全 きぐ 王 京 説 入る "で 井 7 
ぐ 王 に や !| 全球 記 で 王 人 る ざさ ペー ヘー 下り つ 7 
ペー ネー 屋 ー ト トト S 舞 衣 り で し の 友 是 落し 涯 瞳 シ 
ST おり 和央 つ お (人 主 四 )" 

Ti トー ドー キト 』 で 来 鞭 (選者 で を 長 へ 帯 更 史記 く 
@) し せ "%o で ハー ペー ネー トド 避 鹿 Se 団 忠 雇い 
い Sre" US 球 軍 り 4 記 8 に ト mー ト マキ ー ロ sp で 信 
ー ド 3 1 お る 給 窟 で じ ハ ー ト トト で 選 珈 SG で る ペー 
ペー や 理 玉 束 く で ね く ぐ 回せ で ポ 有 で 環 悪 け 6 ン る 設 
鞭 か to で し せる る 人 る の うく や YS 時 和 練り つ る "で で 


昌 王 練 吾 由 や SQ り 名 ね か ー ド 3 雪 SINSANT セ 
トロ ペー ペー 維人 で 王 肖 じ 衛 補 " 拉 ぐ 王 D%0 eryn 
選ぶ 革 形 語 や トー ミッ ー キ S そ 障 班 9 選 Cme 
り し つき で ン 吾 り 生 mn で へ へ キュ JIN 反 に の る や 恥 で 詳 状 
選手 ぐね 7 くく 財 世家 中 *@ の 起 本 や トー ミッ ー キ で 
泰 中 SS 選 ー ル 愉 慎 つ 人 お 明 害 宗 で 條 時 でる 「N 
ー ャ ルー キ +』 避 窒 療 つる "トー トド ト へ へ キュ IN や ト S ペー 
ペー ぐ 由 も SG りつ 昌 匠 や る ね" や トー ミッ ツー キー ペー 
ペー 受 怠 で や ご や ふ キ ・ 必 や に で 医 判 思 き トー トド で 導 
親 ぐ 由 や GSx@ の 桐 李 つる トート せる 手相 や 補 ペー 
ペー 凶 京 や 条 幅 を *@ の 9 疫 で や "ペー ネー 稚 り せ つ 
リ "「 層 寺 G 半 征 67 つつ 選 和 SI ホー ト 式 坪 で 2 公 人 re 恥 前 
つつ や や 坦 や 守 る るり へ 色 神 人 で 。 量 加 で 旦 和 共 和 6 
| や 幅 … 中 Se 更 華人 丈 う 陣 人 で ペー ペー 現 
ン て WSt66- 芋 朋 ン 冠 で 一 ド 全 ハー ヘー や 
串 つ レン Se で 記し っ の 涯 上 じ で さや" oo や ンー トル 
固く 所 守 可 和 や ハエ JIN や ド ロ 守 や 也 雪 中 8 

〔 応 SW) トー ツキ ー ( 素 翌 人 で 半 S る K)) NII K 和 や 
ー′ ミー ミト で トマ ー( 球 翌 で 可 )" ーー ドル” トー トト 
ペー ふゆ 一 Srtala 骨 似 天 ぐ 是 " ヘー ゃ INー ツ 「 半 
る S”We」 の る 心 畠 党 や " 民 紅 表 旧名 人 で いじ 揚 研 29 全 
Se 完 着 届 培 で つい Se リポ 古 せ 。 限 埋 の て AS 
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シッ ダ 


シャ クティ 


さ 現 所 も 某 幅 で し 9" 所 て ヘー で ヘッ ミス せ ャ ドー ユ ニャ 
AP (上 SS 単 ) J2m" 

An Siddha て 革 現 り K 加 GS 認 記せ 刀 おきる 
で Se 着 華 宮寺 電 て 選 OOO ゃ 加 Q で つく で Se* 

全 失 上 り で しく OS へ トト で ( 遇 て 媒 人 翌 民 ) 昌 
づつ" 要 利 品 択 党 避 堺 つ 選 地 (mー※ キ へ) S 選 因 " 山 和 
理財 恨 和 や 禄 べし ※ 問 装 愉 税 例 人 向 密 で | (万 
環 ) へ ( 副 言 ) 吉 疾 葉 つ レ Sne" 拓 8 間 必 ビ 
っ r9 下 葉 望 つ WS 世 苦 せ ※ 環 ロト 古 で 収 思 yrn 証 キ 
スマ ロ 閣 W 眉 四 下 Ko る RSro" 開 玉 計 頭 圭 に S KK 
で を 思 回 時 ぐ 共 る や 眼 双 じ 昌 選 和 札 ” 弄 電 じゃ 古 連 で 
2 や w り 名 で へ 8S 守 選 昌 講 各 下 ドレ se 
や 馬 つ で いる ro 再 百 選 や 斑 い JeSre へ 和 へ せ 
く ー ふ 全 和 の 富竹 応 。 実 塞 言い つい 穴 人 SO り AJsosSte* 
A 和 や ト 祝 理 GS る や やせ へ や ト 王 監 皇 ぐ へ (トー 
トマ ホー ゃ ) し 代 SS ヤセ て GS へ せり ぐ 下 近 年 やつ し 
SA 人 SG 忌部 し Sre St" 

へ 昌一 改 ト ーー Sinivali 内 員 べく 征 つる S 
是 ” 執 中 人 味 い 本 旧 札 守 る 甘 器 知 間 で や の る 人 m" 6 如 
式 ぐ 型 ぐ lOS 宗 器 人 る ぐふ トー” トト で ヘー ドー で 
川 半年 公議 じ で 還 半 是枝 いる ake 

へ キ で て コキ Saibya へ や 固 SH" スー へ 富 王 人 < 


人 で 令 半 つつ 人 SS 間 斉唱 共 宮 で へ キ S ヘ ホー ふぐ 
豆 思 康 欠 で く 必 トード” 療 GK く と 一 騰 公 東 回 衝 
1 時 り で り で SI 壁 革 宇 つ て 年 招 で She" 加 時 " 
トー バハ キー 中 (Kー や 束 ) は せき 心 ふ ・ キ ーー 中 ( ヨ 早 
3 さい 2 に と 3 机上 肖 や 1 キロ で お へ 
Ah で ホキ ・ ス くく 器 中 べく 四 宮 公記 くし ン 記 等 
Se つや ーA1 本 

入選 ヘ ルレ ーー Jaganmatr 「 圭 著 ぐ 抽 」S 振 し " 
へ トト ぐ 芽 寂 と トミ ポー Se くせ や で AT KG 古 玉 へ 
ロッ ー ド 忘 SS ーー ドミ S 一 NN メー 

キー ふ や Sakta へ キ へ 中 で ( 己 玉 ) 奈 中 で 美 
代 6 や ふと へ で 届 入 や ee | 皿 和 Sm へ キ へ ト で 棋 " 
私 ト で 禄 ドミ ポー ぐ 頻 貴 り 4 で や 歌い びる へ へ トマ 
で 四 連 せ KK や 判 可 パ 選 了 較 で GS る ね りら 生 ee OO 時 
競り で 頻 ぐ 請 東 し S@『 ヘ ヘー 躍 』 和 で て で SS へ キ 
ヽ ト て ぐ 計 編 ご や に で てる" り S 辿 で で 臣 美 窓 8 
衣 介 や @ 半 是 記 牡 ′ 円 有 り 6m 衝 判 記 革 で や Se" 田 
喧 家 剖 や 時 8" トキ へ IN トー キー っ 生き eo で や 7 
臣 款 ぐ 世 装 和 到 る WM 公 守 4 任せ S で や 半 。 国 受 
凡 で 半 培 は 4 で 中 罰 生 ee" 田 愛 の 3 トマ を madya( 尋 )" 
トー へ キモ manmsa( 握 ) セス キ matsya( 選 ) "スー トー mudra 
( 壁 職 )) ルト ャ ー ド maithuna ( 刀 撤 ) し で 層 吾 宗 








し" ヘ キ で や キツ ペー ペー 田 斑 ミーA 和 私 ト で 圭 り 半 7 
く A ホ キー 中 田 を ミ く で 由 と ーA 邊 二 で 上 さ ト で 押 和 | 
嘉 記 る (『 ル く ー く ー 心 へ 』 コー ハリ トル 暇 )* 

キ で 下 R Saunaka へ 中 RSHPN ニ ト ヘ ト トレ 
ふぐ 率 親 Xe 題 吉 "トニー く シー トー トト ヘー」G 赴 現に 
ふさ や ト ・ ホ ヨー ぐ 屋 の る SWGS 陣 四 せ に 9 選 
トー キト 私 る 

穫 キ ボタ 和 と ボー JagadgaurT 「 壮 放し 忠 っ 遇 る 
つる 表 粗 ]S 給 や へ や ト で 下 尻 く ー ミ トト トマ ー6 冥 AA* 
ーー ミ さや トマ ー 

込 上 タン ペー ニー Jagaddharf Se くせ 人 私 キ S 
と ヘー ホー” 「 境 正和 <0nG 軍 所 じ "や ト G 基 思 ペ ー 
さや トト マー SG る お INK も トト マー る 冥 SR" ー ミ ー 
ミト ト トマ ー まま KS トト ャ ー 

スキ ー ド ユキ Sakalya 「 ト リーN」 SS1 つ " 
玉 送 鍛 " キーKSS 宮 ぐ 表 密 で で " 忘 Am3 や リー 込み ーINT 
ホー トト ッ メー ルト NT 

江 〒R ヘ ホー ふ Jagannatha 「 半 忠 ぐ 刊 ] で 据 じ 7 
や で へ ix 古 さ つ ふ すさ のり "人 キ 和 S ヘ ホー ふつ し 
ぐ SN ふせ コン ロ Y AS さき 下 所 占 幅 衝 や 本 コト 本 
まま ト ュ ーS SS ヘ ホーー 間 SS 皿 き で る きき で レ る 
:@" 回 玉 虹 更 S 1 で や Se@ ト ネー 共和 S ヘ キーン 拉 皇 


6 で る 恥 球 芋 り S 田 受 じ で で RSre 甚 球 o0 和 所 や 華 
| 
応 や や 昧 寮 ぐ 下 放つ くい 洋 悪 つい く 選 選 や いじ 幅 的 
で DS 周り J で レル マー で ( 状 ) 半 束 拓 
oo で PS る や で つ へ AS ( 恥 所 下 誠 ) Nmーi| ( 表 直 
圭 鞭 ) ぐ SG 1 し せき ン ツ レー ヘ キ へ トマ で GSte 
SS で べり で ついつい 組 思 り 手 人 る Se で し ST WS 
天 問 3 せ 恥 料 年 さ ポ 過 征 で 選 4 ( 呪 差 吾 ロ せ か トコ く ー ミ 
や トト マー) PS で RS へ 起 人 る SQ" のり で 宮村 
で wo で り 杏 居 つ る く 篤 装 屯 中 で 過 (や トー ドー 
キー 心 ) ツー て へ AS ミー トト ミネ さ 現 羽 や 握 だ つも ね" で S 農 
ぐ 屯 時 レ で で ささ へ で ペ ドー ニー ネーー 想 生 や で の や 
て 長 で し SxP り で も で 守 間 所 キ へ ト で 蝶 科 所 且 つね 
ぐ 只 走 類 ハ キ へ ト で (NN ホホ キー 中) し SS NN 
と ハーー 現 半生 て ヘ と で り で 守 避 虹 や ie 北 氏 じ せ 計 芽 選 
思 や 生 で の 淫 極 圧雪 りつ 紀生 se の の 8 醒 電 と 押 
当 和 史 じ Sre" 

へ キ ふ 上 ヾ Sakti 工 慎一 玉 HK ミキ ー」 AG 
で で つ " 表 有 ざ つい 是 拍 字 記 お " 貴 蘭 吾 り せ へ や トド 華 で 
押 と 上 ドミー” ドー ミー ミ さや トト マ マート ホー ト で 
一 (年 禄 ) 吉 つ に り ぐ と で ミド ー6 此 入 りゃ やく ツ 
そ や 中 で (選民) で 量 到 村 さ けり で る? K” や 所 思 りり 


170 


171 








シャ クニ 


さ 枚 判 駐 G 足 駐 論 宝 各 敵 天 多 ら | 時 や 生 5 
Cy ま て 

馬 愛 十 ぐ 共 還 翌 RW 格 KAO 舞 See る 玉 慰 
無く 一 ミー 心 へ 』( 槍 療 革 ) 3" | OO 悪 G 夫 や 
いひ お 開 KSoo い 補足 ル くく 一 へ ト で ロ で くし 烈 て 
P る re* 

USe くせ キーー ュ の る る 私 に へ へ 時 で 嘱 由 
や つや 装 で 靖 宝 * 癒 人 で ミ ャ セー ヘ キス 入 田 ね も 足る 
で お く 介 膨 束 唱 明 るり S 出 べく 肌 め 起 課 宮 せこ で 全 
Stn 放 る 人 五 和 名 じ 好 中 入り 所 て 球 S 
つや %WJNT おっ) る mn 

へ そる 中 Sakuni SA 一 NHKSINS 由 へ さ 闘 
で 田 と テニ ふ か ーーN ぐ 協 ヘー ニー ぐ " や 
トト 財 G 胃 四 生生 テト ドーmー ト で 緊 % せ で Sv を へ 
羽 ーー 中 田 生 東 や Se く ー ヘ と SE HATAT 
て 選 田 坦 せ いも ね お 本 HiNTA TK で Na 弄 る 提 つ し 共 
S テ ドーmー 和 aw 田 午 せい も ro ね る of64o6 由 設 
閉 つ で "HihTA IRMNM も る り 選 朗 軸 り ww る ^ 社寺 
を HH 人 国士 ・ 軸 谷 ・ 也 KG 忌 藤 さめ や やせ 宮 て 明 二 
で AH ト で N 皿 革 の 竣 紀 衛 儲 neP 忌 匠 人 る つ WS 
介 蝶 の 民生 し に で SBHK で AWK で 躍 加 拉 で 手指 
で や る ぐつ へ へ 1 し Se (「 ル く ー ペ ーー 心 へ 』 宗 相 )" 


さす へ 1 蓋 で キト ーmーN ト お 上 表 天 肖 本 ミー 
NNS 不 鞭 症 ルポ ミー ヘ テ で 加 G た さ か りー コード へ 角 呈 
し 貞 S で くり まく ホー トロ 誤 紀 人 ( 臣 キー キ 
壁 )* 

( 京 W) ペー 一 N く トド で (SAN 一 NS 判 )) ペー ヘ 
ペー 心 ホ ー ス キ (SA 一 下田 ) ポー ヘ 選 一 N 一 込 す 人 ト 
(RAN 一 NHS 中 )" ド ー ヘ 一 NN 一 も K 和 ( 臣 )" 
へ や に ( 綴 束 Ape ズー キキ へ ANNー) まで く IN まで 
くく NR まや スペ ー キ KKNA キ KK トート (る 生 
So「「KKHS 由 」 で 柱 )" っ を トーmー 入 相 

へ キ へ 中 Sakra 「 軍 KS 各 手提 で 無し "ポン 
ぐ 是 ざ ぐ WW 差 つつ し 甘く で コン ロ RR・ 困 衝 ・ 二 SS 
くり べく 年 所 つじ S で ヘ へ 華 で G 忘 つつ 中 くべ で 
5 

へ キ ふ へ い ー ロ ー Sakranf て ヘーN 三 で 辻 * で AN 
ー ョ リー つ 証 つ * 

キハ ー Sasi AFNN[ 否 是 い 1 手下 
TS で RS や 

信 キ ー 込 キー Jajali 『 ト く ー ス 一 心 ふ 】 己 じ 玉 te 
INWA 入ら つる 折ら 耶 べく 加 計 翌 民 和 村 る お りや 
下妻 明る / 損 届 色 志 想 王 や 皿 やや て で や ズ 下 し SQ の 
意 ST MS 守 了 K 公 で 投 到 要り 理 * 呈 甘 や お 補 り も 


シャ タニ ー カ 


ト で へ 1 を 下記 際 ko 拓 ベ ー ド トート 一 躍 球 人 S な ぐり 
て "キー キー で りり で 拓く さり ロ E で さり 交 
る RS" 

代 キ ー ふ ロー ふ Jataveda ト へ Si( () 到 セ re 
や せ ー ぐ 表 串 つね 人 SI"「 セ て や 展 Q 息 」「 長 答 和 下 
直ぐ 振 じ "| 撃 ロ て て WS 挟 坦 品 尿 eS” 全 
YS で SrQ 地 韻 計 十 セ eo で 革 や く し ぐ 攻 井 り 長 で で 
SrooS” 時 や リー 記 二 リド セ で 一 名" 
に こく NE さと YY キュ トマ エナ コ 
Psve* 

代 キ ペーK 届 Jatasura ミー へ や に SG 東寺 や で 
地 劉 四 和 得 介 やつ 謀 宗 ( い 一 い ハエ モネ)" で や ロリー 
トロ 設 衝 補 (「 ル くく 一 く 一 心 ふ 」 鶴 甘 躍 )* 

ふ キ ふ XwK Satadhanu ポ の つぐ 卓 枯 G 了 ※ 悪 ww 
に か の も キリ テツ Fe まそ まさ 
せ 近 い つや 呈 羽 てく 尼 じ 共 移 選 必 6 や レン 0 くる na 
月 田 ぐ 慌 く で か キマ 本 製 昌和 S 選 いく い 明信 キャ 
こく NE: そこ だ りこ 3EE- と っ ーー し た うこ を すう 
せ の 信人 生玉 で 和 を 半 り 閣 括 員 下る 人 で は と 
串 め 公 で つね キャ ロキ ー お 藤 り し 欄 下 いる 6 
ST 3" 加 乱 科 ン へ 和 w 苦 恨 け 宮 提 人 閣 ハエ キ で や 
ャ ー せ ペ 昌 東員 脱 つ し 求 刀 の 人 る" 作 剖 二 S 更 定 欄 びる へ 











生生 中 公判 記 舞 で くも 輝き 語 

人 せ 皇 公選 記 幸 旧 判 玉 お 零 NT お " り S 表 つい し” 控 
調和 る びる キャ ロキ ー せ ペー ペー で 幸 ざ つい し 購 愉 
RTS" 求 避 串田 編 人 で で で 吾 ポ せ 

信和 さ 音 唱 半 SS 提 ST 求 各 艦 人 く で 公 革 三 ら 求 
守 や つい 名 つ ね る つい 尾 やり る る" を SWS 制 和 人 る 祥 
で で へ す へ つく 家 近 o で る 乏 eo で し 半 7 

ポー ペーHS 記 層 ぐ 演 喝 問 く や (「 や トー ・ ト 愉 ー キ 』 
1 く )? 

へ キト へ Satadhanvan ふ キ ゃ STn 
で 叫 思 入 で 押 ] ぐ 舞い キー トト 所 1 く ” 選 き トー 
て SS 書店 し ヘー へ AS 兆 ま ホ で キ く ー ト ドー ぐも で 
*@ ま ーー ハネ ー 各 買 つ 。 居 理 齋 ふ AS 外 責 し 析 
や 訪 で SS い 良く や * 

へ キ ふ 昌 一 R Satanika て ふさ 表 S 由 ペー ヘ AFS 
給 国 中 下 ふ 心 コ ミー へ 私 ト 田 田 店 閉 昧 で 押 と で いく で 
ー ツ ぐ 穴 SS 由 ” 半 多 装束 普 ヘ キ 和 や 中 一 ざ る 條 二 
豆 題 二 和 る 人 ご WS 吉 壁 で レト や 色 培 邊 で る 
つや で つや Sm スー 邊 へ 愛 間 る くせ 迄 キキ ヤー ネト と 
や へ 邊 さ 相補 和 あざ 愛 く " に AH ホトミ ネ ペー ドル ド へ 唱 明 め で 
で "へ 必 ト ー 選 (へ 必 S 店 )^ トー や ( 臣 ) OUe の 
SRSres 9 
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サキ 国生 で Nー ふ ぐ 思 抱 * 人 R 心 や ト 計 コー さ 
ふせ 6 やや も で 羽 ー 和 へ 周到 骨 人 SS 人 杉 に ミト で 
買 召 0 悪 じ 連 ざ の 約 く ^ スー 心 ふ 愛 車 ぐ 直 与 玉 く ー ヘ へ や 
ト 准 つじ や 心 や 計 押 で ヘ キ ー キ 議 つ お" 

世 ふ さ 田 鶴 ぐ 控 全 一" 

込 キ ペーHK Jatayus や で て へり x 征 で 肖 某 PS 
仙 悪 私 さ NG 貼る で SQ く や 可 " トミ 会 で 判 玉 おさつ や 
SR ト mー ト マキ ーS 四 入 へ そ 心 や 民 "トー ルネ 
聞 ぶ ーー ペー ASS 槍 坦 くし く 民家 NN ペー ぐ 誠 
逐 か ホー トト 相生 ヘー ネー や 和 條 つつ る ね" wS 闘 稚 キ ホー 
HK ぷー ペー 召 記 つい ひざ つ ピ ホー トト ネコ 胞 く る ^ | 製 
MS 家 杏 和紀 や 意 と 。 R 史 局 じ ハート トロ 亜紀 宮守 
(トー ドー キ 
ト 』 挫 甘 四 )* 
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Satarupa 
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ャ 年 ぐ 翌 " 
者 囚 革 足 ぐ ポ 
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民 MeJ 田 ぐ 区 第 (ハー ホー) 人 る ぐ | べく ぐ 思 包 判 で " 
り ぐ K 思 きぐ 王 講 り 図 く し メー ホー や で で の S 
りつ 会 で 人 色 キ 在 天 田 斑 ハ 一 選 を トト 込 キ ( 圭 甘 王 ロ や ve 
部) ① 宣 入 re" 刀 個 庫 は せ 契 具 硬 ぐー キト 
ミヤ キ 公 生田 コキ ー2 中 由 キ 私 トミ ヤキ 視 間 表 舞 せ 
思 堀 QRSS く っ 加 旧 OSPST SWS 和 引き 「 ト 
ーー く ミ テ ・ ト ーー トキ SR・ ド く 1 
避 記 記し Sn) 問 で せ 較 須 品 七田 装束 唱 壮 w 
町 填 召 ・ 人 帯 品 把 田 計 相馬 全 ささ 舞 を ハマ 愛 和 党 
時 %@ 藻 年 JS 尺 つ 能 還 約 記 じ S い Q" っ ペー ペー 
和信 キ ホ ペ ー 込 エキ Janamejaya ニー ふ ふ ミ ーS 店 
し 「 く や トー・ キ ー ネ ペー] ぐ 判 くき に ミト S 中 失 旧 
親 や ye 越 KSHH” 人 く ユー ふふふ ミー 公 寂 (トー) 可 
家 じ 恨 で 補間 吾 せ トー や SS き 寿 家 MES る へ ふ へ キ へ 
ー で トー 尿 団 で ぐ く マ 和 思 羽 つる お" で り ロ 6 で や 詳 
せま ミ さく ネト ーー へ ( 拉 吉 寺 圧 り 着 や の S) つの る RS 
Je 

込 キ ホー ミ ふ Janardana 「 名 塞 % や の SG" re 
る 装 ね や eopS」 で 摺 や に ト で Ax (一 っ へ ト ) で 
宮 W" っ ふ ーA へ 1 

へ キロ Sani 寺本 " に 人 計 瑞 若 " VS 肖 球 に 拉 
PSxeJSne" 半 醒 是 Kー ニ キツ ホキ ー キ ー つ SS る や 








翌 " 藍 足 G 恥 粒 KG 持 ( 尋 ぐ 論じ せ NN ト ルー 芽 S 把 
下地 票 世 租 の 球 所 つり 会 で ル K 穴 装 丈 おび 
.@)* 詩 放 せ ネ ー ト マー ニー つつ る Srer コネ ホー トマ ーー 

へ キー ささ Satrughna に ト mー ホ トマ キーSHINA キ 
選 NAMS 培 K ッ ウー ト ーSS る 8 で ベ キ ー さ へ 
「 尾 りき 下 つ S」 ぐ 握 " トー ドー キト 』 ロ で 記せ ロ ー ネ 
心 財 ぐい mー 和 マキ ー 坦 会 じ う る 和 へ 心 和 へ 田 笠 作 ス 
ぐ 交 久代 下る る ね 台 店 旧 拶 SS 人 る で で で や に ト 
AT や トペ ネー ( 聖 詞 ) 柴 選 ST ね の JO RS や ニキ 
一 名 で 革 中 一 ( 搬 せ や で へ 年 放 研ぐ 着 宗 更 ) 公民 
マト ホー マー 人 る で せく 中 へ 生 0 K ウ ー ト 一 名人 で せ 下 や 


トト ざ の キー ミ 和 へ ぐ 11 く く 王 由 名 装 お "っ 選 の と 心 和 へ 
込 下 R Janaka て 所 (Kーー キ や トド へ へ キ ) 
要 セ ei ト で ーー” 団 で ボ SH 中 ツ 所 回 軍 ン つ 






P 思 で や ぐ や 副 押 公立 要 庄 ぐ il で 想 閥 和 め 懇 強 つ 
ヤマ ぐ 田 中 や ンー 五 つ 公 " 舞 民 察 せ ン つ し 装い 
信和 キ 下 S ( 半 で つ S) で も で る 8" JS 帳 忌 ぐ 込 キ 
下 選 11O 記 人 S つ 五 お で 和 S ハ ー ホ ーS SG と 下 ペ や 
人 Se る RSro" 

生 や で ホー く < で HP トーkGS 元 で ね ふ ー ヘ ホー ぐ * 
半球 中 只 ぐ 半 S@ り ざ 尾 で や 秦 思 だ る 全 せ 親 回 


呈 寺 で お ざく RSS く 心 ホー ドコ ペー ドド トト マー ぐ 中 
北 や や る で SQ” 半 せ トー 中 ロー ネト ” ロー 入っ jo 中 
で SRS 世 で こさ スキ で 心 つ RS に 地 半 囲 や SQ 
や 全 で ヘミ ー 心 テー へ ミー ロー ホキ ( 虹 障 妨 
思 刺 つる 親 ) の る SS 68 AA (8 ン 選 晶 ン 列 ) 
くく AS (に 疎 S 更 )) ヘ キ ト で ホキ IN (人 S ン こう) 界 ン 
避 )) まや ふ ミ ホー( や CS 羽 称 苦 で 部 )) ト へ や (青く 部) 
や の で SG 

ふ キ く 中 Sabara [で SW1S 缶 し "キヤ S 
1 還 S 還 mp の OKSAGY で ヘ を と 渋 是 で 塞 … 習 尿 ま トル 
ー ぐ 貼 沙 や ” 限 宮 公認 で 是 と ル S 団 くつ 選 ご 吾 東 慰 " 

込 キ ー ミ ー ユ Jabali に mー ト マキ ー ぐ SHA キ N へ 
S 診 ” 責 隊 幼 SQ っ 着 時 幼 召 環 巧 入 で お 遇 照 
飲 " へ キ 必 AHGS 限 球 ” 宮 せき HH 中 ホー トロ" 選 更 吾 や 壮 
所 共 や 下 表 36 生 の で りや 0 代 る 0 ロー ポー キ 
や ( 普 束 無 ) へ 著 天 和 re 細 杉下 くり" 田 音 幸 渦 で 相 写 
判 守 emm 人 る 人 S ン し 選 所 局 計 則夫 上り 半 の い 
や xi トー ト せり で や ヤセ で 各 思 細 つ ね " 

込 キ NKK Jahnu 工 ニ ユー ・ モ や コロー で 副 寺 " 

サト ホー ト し せ " トミ ー 必 や ト KS 貼 で 部 さ 衝 応 じ 
Sr@” KS 選 じ ST る SS 一 生 く キー 心 和田 は で さや リ 
ぐ 層 電 泥 や に で る 韻 キト K せ 所 和 つ し る 人 凍 悦 
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ら や つり で お で 閉 較 つ "WS 揚 SS 電 有 民 対 で し つ 
TS) を 生じ 癌 で 革 公 で 揚 で 抽 や りや の 起 つ る ね) りり 
6 で て SA 天 一 嘱 ” SS 一 半 華 革 和 と いや マー 

(A を NRKS 慰 ) つの 叶 で vo* 

込 キ ド 中 Jamadagn や で AE トー クーNS 
慌 く G 1 くり Se リーN ぐ 一 二 "トト ー ト ぐ S 選 翌 じ 
や ポ 頭 き S 1 くい JwS トニ NG 中 率 で ニ ホ ー ド マコ ペー 
キー ヽ ふ N ト A キ S 田 ポー で で 夫 し Sre キ トマ キ トト トマ ャ ー 
SG 夫 る 宮 講 玉 お る m” DS 選 窟 や せき AF 
せ ト 必 ヤ ー ト ハト ーHG 吉 ペ ーK ペ ポーツ 所 守 つ い 田 べく で 再 
由 wopn 本 る 生 WS 下 S 民 中 SINA HINー ド 勾 十 りさ 
で ね ざさ つり 3xe 公 を AILS 均 ペー ペー で 扱っ 
ロ ル ら つる S 館 守 に き る 垢 る 要 華 吾 技 避 定 親 つい くる 和 S 
SQ@ 表 。 田 く で 四半 や 率 く 枝 各 り 二 いく eS る うねり 半 息 宙 
つや 避 の つい 紀 せ mW も 多 較 ぐ 田 由来 郊 束 年 ンダ 
で る る kmR る 3) 書 導 せ 来 で で 巡 me 立 押 つ ろう 掌 
壌 ぐつ 各 貞 つ お ね) り 宗 品 胡 びる KSA キ Ni 計 半 
人 虹 悪人 S る くね くる りつ 半 野 つ ′ 還 く S 貼 苦 宮 い 
い 表 no 問 S 遇 各 評 科 も で 旬 の る” 還 で S 夷 足 で 
作 で で 申 つ の 雷 民 S せ や や 間 OS で 
や ヤヤ 思 ぐり 志向 公記 し 如 雷 り つつ で る "ツリ りく 青 
SSNA HAN 一 b 倒 杏 で の 表 区 つ りつ 中 ので で 


球 せ Gehe6 唱 時 で 舞 員 仁 や 号 選 近 つね? w 須 相 
の 
で 2 で ね つり 問 せ 時 本 全 研 る り ぐ 所 じ 刊 丈 で S り 
や ” 還 く SR る で 生 や S も n 旧 SG り 。 把 忠 皿 世 で 沖 
お てい 窟 夫 や 半 り つ 家 二 きる 軍 衝 の 肝 う 7 代 で SS(『 ト 
く ー く 一 心 ふ 』 鶴 療 蛋 )* 

ペ キ ー さ < く Samba キー さく aro る 27 やっ へ コ 
で 聞 代 キー さく や トト マー で GS る や 半 2 四 " ヘー 
AS 搬 S 1 私 キー さく や トト マー 臣 の ン へ へ 
1 ト ぐ 押 St@ さ ヘッ 一宮 和 弓 由 半 生じ 衝 ね で 押上 
せき うり つや 培 つ くし ぐり つや 和英 0 お 8" リピ 
や ーA 邊 下 和 SKK 下 SS る る 神 選 ES へ や ト 華 で 
双 観 4 や | 由 和 S 或 < で 3 の SA キー くも Sre* 
半 き 朱 束 セ *o つ テト ーmー 和 相田 で 郡 つ る 喜 改 や 
ー ぐ 坊 事 生 ( 寝 呈 SS だ 振 ) ぐり つ 必 記 主 " 恋 園 S 田 
貼る せく 下 いふ へ ふ キキ ー ゃ や R や ン や 朱 る 鹿 で ね" テト ー 
mn 一 私 直美 宙 無 SS り で りつ 宙 要 る お や へ 
く く と NN トー セト せ キー や トト 所 で 四 と トト ー 心 一 名 
で く K ト ホー ト 心 く 表 や 所 商 G 控 キー さく 和 閲 る 
ヨ つ "補強 つつ の の と トト ー 心 ポーロ 悪 し 且 で お 9 ヘ キ 
ー さ くつ 心 へ ヘ キ ホ ーGS る お きつく ぐ 由 勾 半 SS る 
(『 ミ ーS ト ゃ ・ ト ハー ト 』・1O)" 書き ミー へ や ト で 
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豆 重 に ト さ 1 で や の し 忠和 陣 く 時 全て AT 生 で NHS 
環 衣 G | 現 S で 8 ([ ル く ー く 一 心 へ 』 線 6 棚 )) スー 選 
ふ 組 吾 SGS HK で AH 中 で 下 到 坪 己 衝 和 ES で る 表 
キー さく や へ へ 本 JJop け く K ト マネ ホー トド 心 肖 ビ 
りく 羽 珠 長 つ お ( 暖 誠 骨 直 )) つ HhTAHIKTIN ヘー 
AH 本 

人 込 そ さ く Jambha 除 胃 ( 球 ) ぐ " 臣 ぶ ツ 愛 "て 
へ と 渋 華 器 秘 社 各 (りさ り ざ ロ で ツー で へ 人 穫 
を さく マーihTAT「A キ さく や 設 生 琴 」 の る Se) GS 
くせ に さ 穫 ト ツ 愛 や し ヘ へ 1 ト 必 人 お 視 SS" 青 
せ 和 で トマ を 入 一 トト ト つ 臣 | 窓 紀 te 

代 キ ー さ く か や ト トー Jambavat 愉 ー ル 詩 記 じ 心 へ 
ドーS 蝶 京田 ホ ー や トト や 愛 『 刀 状 で 田 "TIN トー ドー キキ] 
SG 選 給 6 か エース く や ト ミー に 選 で 輸 トマ さ ー 
ふぐ 堅 課 の S 搬 哲 和 税 公 り 選 | | | 回 着 つ ね ざる で 
人 る いし 障 古 パー ニー と 全 で さま ー ト ーー 還る 
や る 寂 了 K 除 で 周 RK を ド A へ 慌 氏 S ま ー ト ーー 
り 応 的 生 へ ト 旧 衝 で SG りつ 只 じ 舞 ぐ 人 ト 改 ギ ヤー 
避 下 人 お” GS 押 民 は 3 り で W 括 で べ 到 郊 べ し S で せ 
ぐ マ 中 ら 。 隙 く し S 豆 半 穫 きのう RS で 人 ト 選 や 
ー ト せ 再 とき くう つく 花 式 枚 じ ST SS や も] 臣 GINSA 旧 
果 穫 や" JSN で RA 半 問 田代 キー さく や トミ ー ロ 衣 和 





KK キト へ や 尿 捧 革 胡 田 ぐ 革 いり QOS で 8" 月 宗 間 
長い "や で ヽ や ー へ リト 衣 選 反 称 で や で つつ つやの 明 さ て 
HGKS せ ロペ = 親 つ ろ 愛 る 至る "ヘー ハト S 
幸吉 で せ 家 GS 素 じ や スロ 電信 篤 枯 所 王 栄 る で 
や” 回ら 宗 いじ ヘー へ リト ぐ 舟 頒 * た S で る "GE ちせ 
克 く 公 枝 くじ 3S 呈 1 | | 旧 状 田 共立 つ "ヘー へ 本 旧 
遂 民 や 加 喜八 キー さく トト トマ ー 志 中 8 ホーy SN 
と よさ さい EE っ UE 3 
と 和 吾 三宮 胃 *S も る ね? 

ヘ キ さ < Sambara て に KINGH" 古 々 KK 必 
で 愛 吾 谷 くい 玉 惑 時 A0 季 つる に KING 否 押 ” 宮 玉 S 
Ro WS 褒 民 せ 古 々 つ くじ ST 信人 理 補 へ 
や か り 衣 め 宮 8" へ ・ や サー せる レポ の ベ キ さく 
心 NKH ( 吐 胃 ) ぐ 田 し "1OOS 芳 臣 和 枢 半 つ で" w 
SG 英司 全 に や ト ャ マー′ トー キ ふ ペー” へ キ へ ト 
ハー で AS 窒 准 名 る の る 必 ( ・) 

せ pN il キー ふ ふ キ 店 つい 判 玉 ね に KINGSSIT キ 
や ふと マー ミー ふ キ 込 へ トーー ル S 環 ” 
全 携 静 還 坦 り で 和 を で で る ヘー 1 ト SHHS ト トト で 
中 トロ 4 で P 明 旨 8" 

ふ キ トー Sambnka 短 講 閉 ( ト トー トト ルト へ 
ふ キ ーー ニキ や も で へ 』 キ 所 ) G 間 回 じ SQ 所 
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介 補 で ト ー ト ドロ 衣 衝 応 補 ロー シ と 醒 詳 り 貴 や ve 環 (『N 
ー ル ドー キト 』 拭 藝 TINN や へ へ キ 」)" 

代 キ さ Nー ト ャ ー< Jambudvipa トト ー ト S 所 庄 守 
せ コ で 8 旬 記 ぐ モ る 箕 生 りー に 人 る で 右 ロ トー ミ ^ トト 
KK や トミ トド く ミキ ト K AKKO ま ト マキ さ コ 
っ 避 や CS 境遇 人 量り NT い 坪 坦 琶 ke リ Sn 慰 雪 は 
Sr@ ト ー ミ せ PG 素 ツヤ いで 農 4 選 狼 や で 五 で 旨 
SreS や 本 ぐ 財 人 キ コトー トマ ー ベ ( 右 味 職 末 ) し 
Se" 

り ぐ 系 % 困 ぐし 心 や トペ ー ふ 肛 到 人 SG 式 構 せ ト 中 
や キー トマ ー ベ 系" WVG 素 加 ロ で へ AN ペー 入選 
ぐ S 玄 計り ふ キ ー ミ トー を も マー 系 ′ 破 家 せ Kn 一 入 有 
ヽ ハ キ シセ マー ベ 径 ” ふ ホ マル ヘニー 尺 キー ドニ 
や マー ミ 系 ヽ ぷ キ ロー 尺 轄 ト AHRSN を ホ ャ ー く 生 " 
K や トー シテ ドー 尿 昌 和 St (や で て Ak トー トキ 11・ 
中 ・ 人 一 

人 を さ ト ント マー く ぐつ ロペ ー ミ っ 直江 SSe 拓 侍 で ヨ 
SStG (さき 閣 当 映 味 じ せ KK ペ ー ュ 了 ヨ 判 諸王 つ し "人 A 
も 3 ト を トマ ー く せり GS K ペ ー ミ へ 陣 る 還 い で 素 ぐ で 
選 S 怪 St 系 つ So) り S 和 キト テト マー 系 せ 明 
思 US Sxo ヨ 崇 ロ 6 いや CS 因り で St" 持つ り 人 で 
*@ ペ ー ミ ヨ 攻 お 較 や で トー ドー ヘ ふ シ 手中 A キ 生 


ミー ヨ で せり か へ 心 へ さき 国生 GeeT 

り S 素 で せつ St@ ペー ミコ ヨ S 莉 困 避 せき ヘー や で 
IN ペー ミ kANN KK スー ミ A も FEG 司 い G ヨ 色 
SvSS ヨ 区 は きさく DR KN キト ー" 
や ト ふ のり る 玉 斑 生 で キマ トート マー くつ る で 0 
りく 藤 居合 で 皇 お ずる 條 ( 下 「 11 K 

トト ー ト で 芽 沖 や SS で ペー ミ ヨ ぐ 器 -HS 王 表 ロ 
IN トド セー ぐ 和 総和 S 人 で で WS 想 苗 せく 人 世 手 年 全 や で 和 v 
SS 黄 和 人 0 Sn0" 補 民 芋 そ へ と 是 G ト ハーモ や ト 
マー 鶴 " 棚 怪 せ に へ 年 SG ホ トー ロー や に トマ ー 仁 / 宣 
RS さと ル 古 SG や ヘ キ ト il 一 鶴 " 固 性 せ や で ミー く や へ へ ふせ 古 
S ヽ ふせ ホー へ S ホ ー 仁 "補選 せき ヘー 是 *Sr@ くせ ふも や 
ーー 選 年 で モー ふと 鶴 / 拉 玉 さき マ ー ふ キー 研ぐ ハロ 
ー や トト ャ マー 付 和 る ST 

キャ ンー 中 Jayadratha ふ ヘ ニー ド 固 SH や "ヘミ 
選 で テー ふ ト ホー ヘリ ローNHS 剛 | で 穴 王 ド い トキ 中 一 で 
尿 ” ふさ 環 G 素 愛 半 ( く ー 必 ふ 客 症 ) や せ で や いや ト 圭 
閉 で "キキ と へ 革 貴人 人 で ミー ヘー トド 恒 ぺ 選 到 つい 
る 選 負 で 監 区 せく ヘ ホ キーNS 由 革 王 中 で く 汗 マ エー で 
提 咽 徹 性 回 つつ 介 間 回 寺 で で で 人 る で る りり で GSe 
や つや る RSre (『 ト く ー く ミー ふ 』 足 宣 )* 

く ー ヘ と トド 由 S 国 田 全 テー ふ ト ー ヘ リーS 出店 と 
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翌 革 中 一 心 ヨ ヨー 宜 せ ャ ーー キモ トミ ー ヨ 回 共 SAN タ 一 
トヨ ロー し 凶 S で きい Sre" 押 り お ドー ユキ トト ミー 
ヨ く ね レレ く を トー ハト 回 ′ 加 私 セー トヨ 
字 く ね ウレ ホーー ド トー 心 画 ′ 杏 3 中 キ 選 ヨ ツィ ー 
ルト ヘー ゃ ふ ヨ ッ ぐ 記せ くつ も トミ さ へ キ 國 バー セト ヘ ホー ふ ヨ コマ 
リト や トミ ー ヨ S 要 せ ヤ へ トミ へ キャ 固 リト トト ミー ヨ S 
情 せ く 一 心 ふ 較 ′ 翌 忌 革 中 一 中 ヨ MA や リー ふ ヨ S 王 
婁 は IN ツキ NR 較 WS 翌 王 り 以下 と 回 AS や ト 








ーーmー 和 トロ 6 いい 型 澤 ym 二 。 電 現 和 半 現 つ 罰 拉 ポー 
ッ ツキ RS 閥 し 可 胡 つ し る 人 癌 ぐり ざ ′ 田 田 巾 革 拉 G で ES る 
回 唱 財 くく 北里 ぐ 軍 守 羽 で く マー 選べ 窒 つ し 所 皇 
ねり ST ST WS 計り 名 玉 4 と 必 で く 計 マー 
事 る 各 縮 やじろ お 入 キキ シー 必 へき ーS さ へ で ロート で 
ドーK キ や 須 池 壮麗 と IN や く 誠 マー ロ 選 
に た 0 放 こ で 3 さい GU いさ こい も: コ 
く ら 諾 稔 つつ いひ つつ" 回 攻 せき G ン や っ 昌 ぐ 据 振 
SS る YSQS レ AN キャー へ 所 KR キン も 愛 習 王 
避 弄 3 WS 夫 呈 疾 で で ひざ つつ る "mWS 韻 
塵 ぐい 貯 る 還 軒 キャ テー 必 ふり 弄る 生生 で や 音 各 租 w 
直 ま せり で つ 公 人 ゴコロ ー ル せ 弄 で 二 天田 手 軍 つい 神 選 
二 呈 じ つ る HK で へき K で NNS 迄 京 地 二 つ ね" d 生 
に > だ そい ある トー だ NEO2 た 4 くに さい ト ( た く 8 
や 加東 半 つ レキ で る (T ト く ー く 一 心 ふ 】 欄 藤 虫 )* 
く ー 心 ふ ポ 富加 や だ で で で ト さ 1 の キキ を へ 
IS 区 る せり 甘 つる 愛 る 到 翌 WT の 0 ヘー へ 1 下 反 昧 
で る ゆり 玉 じ に トミ さ AT 十 喧 せる TA キル を IN へ 到 半 人 反 
KK る さり SHS 舞 史 下 雪 生 の つ で せ WS 殺生 り 計り 
福音 人 SQ も S や で くう 條 軍人 也 で "人生 で 叫 じ 揚 で 
掴 公理 ぐ 寮 で つつ ゴロ 近 選 et で 雪 * の の 5 る ドニ 
へ すき ト で 斑 合せ つや せ 和 S で リト さ 江西 中 し 剖 で 軍 
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本 ぐ の つつく ゴロ 所 挫 や や 選 6 で 包 要 で 塊 や 近 で 
りり SS 知 名 束 補 (『 ト く ー く ー 心 ふ 』 テ ロー 土 藝 )" 

( 宗 ) まで へ AN や に SS (AA と SHSH) まで へ や 
ト (区 )) AA を で く ト で (AA を で SH) AA テ SNーSA 





キ ( 臣 ) SU" 
込 キ キ A ト マー Jayanti で へ と 心 下 で 志 " キル ショ 
ー| ホー トト ヤー ホー” ホー や マー ペー ふ っ っ 直 き 記 xy 
キー 


Sala eres 
キーAhp う うく 


トト SN ハト ト 。 
RS 選 G ペ エー 中 は 
塊 半 しく 家 つ る SN 
ざ う や の 全 で 

さ 問 理 ぐ 融 玉 * 





詩 せ Shorea 
Tobusta' 評 3 ま 心 へ や どき 友人 ヘ 娠 時 の 拓 四 や yo" 
コテ トー ぐ 是 局 じき "や ト で 下 記 と で さ ミポ ー 玉 糧 程 
S10JSRSxe* 

込 キ トー Jara bSN 思 キト ー ま へ 年 っ つ る 
虹 束 KNー ふ ふ キ ペー)* で 国 素 吾 謀 宗 まぐ 傾 和 押 り 再 
うい 記 革 つじ る で 人 弄 ぐ 除 村 ね で 皇 詳 や xe りや ツ モ 束 安 


に 人 さだ さく 0 才 ト コツ ジン くそ 
ふせ ふ ー の 本 軸 癌 名 負 。 く NNー ド トロ 無 で 記 本 和 
vn 昌和 楊 せ 吾 で で 人 ([ く 一 や ト ふ トー ト 」 
10)" 公 トー まつ へ AS る 人 嘱 補記 案 
や で 。 居 財 ぐ 敵 孝 せ | 回 の 蔽 くね 7) へ へ 旧 共和 キ 
必 ー ま へ 私 藤 や せき | 表 1S 求 主 つ る や くつ く 
A と SG 田 四 SS トミ さす トコ タール 届 弄 マー Np 
AS 巡 世 届 招 ウ へ さ 舞 ぐ 国選 彰人 回 ぐ 福 紅 じ 
キー 選 愉 代 キ 唱 所 お "庄や 革 入 と ホー へ へ ぐ 舞 議 で 
地 く りつ り 由 う る し ぷ つつ An る お" つ 人 る つ 。 民 福本 
信 宮 の 社区 づつ 人 66PST る "MO で 皿 史 伴 珠代 で 宮 
ぐも KWAS 丈 つる ね ふさ へ 下 革 選べ 球 藤 
S 析 2 折 で PS 選 吾 守 じ S 口 避 要 人 る 千 る の 絶 od 
り ぐ 幅 閣 ぬ 思 つね 入選 一 へ へ 公議 地 べ ぐ 器 還 らく 
Y せ 本 ヘー へ 1 ト 革 遇 べく 二 孝 ぐ 層 密 つ "て ST で 
1 スッ 求 語 や et 必 生 つく お "回 ジール 来 要 ぐ 呈 中 





や つい 員 S* 語 2 で で 世 明 め 記 ね ずる m(「 ト く ー ス 一心 
球 明 ) 

〔 京 ) ベー ミ く を へ (トニ く テ NNS 由 )^ セー 
(LRNH)C SR 一 私 てく ( 臣 )) と ホ ー ト ドー 中 (人 A 
を 選 ーS 條 )* 


全 ふ へ ミ 描 ぐ HH テー ふか ー ふ ロー 選 S 10 の OS 田 由 S モ 


っ や 圭 つ で で Se トド S 和 HG トー く テ 心 ふ 革 舞 衣 り 2 
+ 改 ー で 倒 避 及 衝 連 つ しく お S 弧 エト ー ゼ リリ で 出 ら 
補っ 宣 4m 二 でじこ や" 由 革 ポー ペーHHS 詳 装 で 吉 や 
理 守 つや "中 鞭 皇 求 や や で や で も で へ ゆき で 悪 中 
ぐふ ペー トト ー へ (Se く よ を へ 選 S や AS) の る 愉 
加地 りき 要 つ し 由 選 各 幸 と 瑞 由 丈 着 Se で 定 で Poor で で 
S 禁 吉 AmーGKGF ロ 講じ 枝 o 避 到 吉 で っ 
つぐ ゴロ 本 お ” 己 軍 芋 二 ご り 4 い し りく 了 G 王 琵 同 で 
Ro らく 由 昌 中 8" 田 き り S 球 1 1 で 唱 研い 1 
べく 芝 下 <ne 吾 ポ で せる Cf6O 了 欄 つ や" つる つ 7 
下 枚 や じ 装 記 お ぐせ WSW 味 着 候 で 京 笠 つ 公 き く 由 計 
PS で るる" 導 う し 装 玉 介 店 圭 り せ 調 る ね 66 控 人 
玲 の 課 束 穫 キ 一 玉 り 陣中 まぐ 斗 呈 い 
CS 球 半 1 で BCSaoda/ | ズ G 草 苦 つ レト ュ く 
と へ HS 宮 画 で" の で 店 きり ぐり の 生 で 人 A キ N 一 
キ AN ( 公 キ N 一 到 所 るい 皇 表 の S ) の 年 Sot 
條 ST 信人 (『 ト く ー く ーー 心 ふ へ 』 半 6 臣 テロ ーt 明 )" 

代 上 中 一 ま へ や Jarasandha て じ S ふ ふ 国 SH" 虹 愛 
ポキ トー ロ ュ で し 拓 <m 紀 で ン で SS で し り ぐ で い ロ 
還 Se セー ドー 出生 まく GS 遂に KK で ト 選 
ー ト ト で せ 人 キー ま へ AS 吉 "ヘー へ 9 ト SRRA ま 信 柚 
つや 韻 WS 接 Se キトー キネ AS て 幸せ ぐつ 











S1 マ " 

込 そ 必 キ ー マ へ Jalasayin 「※S 二 ロ 思 『 レ Sre 
宮 1 ぐ 所 り "や で て AH 研ぐ 忘 SS” 屋 宗 St る 六 盾 四 
全 表 店 つ 代 表 や で へ HK 三重 S 拉 S 天 定員 や 画 we 
や る 軽 記 の さ いく し Sre ベー さ ぐ 軍 ポ ー ド デー 
で ぐ 翌 所 腔 キロ SN 中 ミド ペ ふり せり 下さ 
の も で と や 

へ そく Sarabha て 和信 キャ ュー キル S 握 G 革 手 衣 
も 財 全 ママ ト ーS ( 補 ) ぐ (『 ト く ー く 一 心 へ 】 尽 躍 )* 

TX す キミ 言 MS 軍 KS で る や 半 8 詞 O 
S 和 で で を ST 

サトリ サート で 田 テ ー: 
へ や ト 誤 送 選 つ る ね? 

評 ヘ や へ iI で 束 環 や ス 
WS で" 

へ 中 く へ S Sarabhanga トー ルツ ペ ー ホ ー 只 AA 
SS 堆 ぐせ じ 吾 で お 環 折 " トー トト 勾 混信 癌 本 押せ 功 
SG 計る っ や で SS で て お で 孔 提 民 り 想 * で の の SP 季 6 の 
幅 く - ペ 宮 を つい WS せら 電 税 お お "to 問 京 基 
革 鞭 <Q 贅 衝 人 SWS ペ S 革 人 る で 撤 つ る 要 叶 人 で で で て" 
WS 始 GR や へ キ 中 く 和 所 革 取 り 想 で る の Sm 

込 キ ユ ペ ー Jarita キー さ へ キル ペー ふっ) 守 せ で ne 届 胃 


A 上 ふ ホ ーー トド ぐ 四 陣 ” 問 せ スー ヘ 


一 心 ふ 有 車 品々 ピローb ロ 藤 
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ジェ ー ラ 





ぐ 問 選 ぐ XO"「 ト く < 一 スー 心 ふ 1 ぐ 選 窟 り 6S 和 8 副 二 * へ 
スー 選 革 店 壮 妨 人 る で お で し 恒 ぐ 學 つ で で い 揚 宮 つ " 
還 べ きく 琴 由 on 記 n や 回 装 乏 押 再 で る "を 到 レ 
ポー ハト G 槍 で K 家 生 弄 りり” 選 放せ 中 芸人 2 
衝 @ 代 介 缶 つく 拓 思 和束 きつ 人 S る "りり 愉 つい 愛でる 店 半 
SC せ か キー ペー ニー ネーー ふ リー へ へ KA さく の ーT 
テロ ー ト も 4G ら ” 音 で せ べ で やせ ー 和 へ ロ 県 独 つ ね 形 王 な 
る の Sm 

ヘ キ ュ ニキ Salya セーNHS 由 つつ い 当 セテ 出 
男 Se くせ く ー ミ ョ ーS 田 回 知 悦 思 つ る" 避 ぐ セー テー 
ー せ ふさ 換 G ぐ く ー ヘ と で で 葵 11 ぐ S 吉 の やつ レ へ 心 コ まく 
ホー トト SIIH 史 枝 く S 和 ハエ キー キモ ふさ 所 ぐ 玉 愛 
(ベー 心 ふ 吾 ) 人 る いじ 選 表 和 eS や ト 土 肖 選 
つづ つ で" 冶 世 唱 茜 トミ さ 邊 相 を ロー トド) 括 つて 窒 く 7 
コン ロミ ー ヘ と で 慎 で 吉 素 提 じ See dh で て AT で YNS 
還る ら 引 く 7 で くり HKTA HK で 必 BT6 で し 避 各 人 8(『 ト 
く 一 ミー ふ 』 ヘ キー キャ 躍 )" 

〔( 京 W) ベー ミ ュ リート AS や ト ( く ー ミ ューSS 円 ) 
ャ テー 邊 で く 中 で (トド を NH) トー キネ ホー トマ く ( 臣 )7 
トー テ INS ( 尽 )) ャ NNーー ( 臣 ) な Au" 

へ キ へ RIN Sankara 「S じ ね < つっ S」S 揚 や 計 誠 
S 衝 SeS せ AFS 京 SW” つや ト 





ポン セロ く NNW AUSRRne 2 選 理生 当 や *@ 更 や 根 人 
刀 酸 池 し Se の SmT 

へ TA Susna 「 っ NN や リー」 ら 全く し て へ 
と 必 華 更 Se | 手 G 宮 woo で SKKINGSSG( 1 1 
時 ホー ト や ト つ つく KS” 是 先 引く レロ ロン Se ツ る 
信和 S で へ を 華 天天 箇 S 球 拉 0 で くも ト AS 辺 せ 
づつ Sn や WS 曹 疑 各 般 る 刷 つや ねり SmT 

ロミ ー ヘ キー Subhangi 「 隊 つく 層 符 wo で ] 
や る ろ 心 橋 党 や 加 G 古 ボード GS 骨 慌 ト で GS 齋 民 "Se 2 で" 
ふやす ー 選 ぐ 押 キーS 宗 SN” つと ふ ふ ペー 

ATH3 く ilAH3 く Sumbha,Nisumbha っ ロ 
「 加 ご ン 範 」 ぐ 坊や "に ト KNS 思 "『 ャ セー ミ へ ホー キ ・ 
トー ト 』 (< 田 一 玉 〇 ) ぐ 思 器 0 団 で せ 林 補 で に 
K 必 > 電材 ・ 環 天 ・ 人 SS で 多い @ 層 寺 S 福 品 斑 ビス 
Se 提 AT さく GS 陸 っ Se ホキ へ へ つき へ へ 
SA K 尼 避 療 写 唱 を で や 求 お に さり ドー ( 陣 せ ふ や ト で 
芋 罰せ さ ポー) wmR や リリ S 忘 宇 ぐ 半 肌 中 は く で ve 
條 必 く せ 本 本 全く お る 8 で に さり ペー で づり 
必 唱 中 所 察 % 型 でる" セ Ne つ に さり ペー ( セ S 人 で で 
ミド ー) せ ” 扱う 避 人 くい 舞 皿 せ 紀 共 委 で る 軍 " 判 中 で せ 
や まで ドロ 訟 ne 神 王 生理 で 択 つ te 反 SQ の 四 
TS" や りや つ う 詩 く S 避 ポ ー ドミ ペー モ %WT60 6 


ふ キ ー ヘ へ ふ ー Santa へ FNAS 報 や ト NSH 
ー ル ミー 避 祝 で る ね” 福 嘱 つ 暫 へ せ キ ペロ ー へ SS 
章 窒 * 

ペ キ ー へ wwK Santanu へ ミ さく ヘ ホキ ーNSHNA 
ホー ぐ S 層 問 屯 ” 持 SsaK ト ヘー ツジ く る 7 羽 せ ホー 
トー" 東 せ ベー ミコ ロー ざる で 8 (T* く ー く ーN ゃ 
足 難 )" 補 べく G 學 ST る SAAK 足 で 昌和 S へ ドー 
雷 さ つい ( り S 思 ぐ 振 要 は いく し 3 「 ト 必 ホ マー く 」S 覆 
的 主 ) WS 写り コー へ トド 到 半 美由 岩 開 諾 宮 ツ つ 
コー へ AT ト 失 鶴 つ ね りり X ペ キ ー へ Ax 由 革 押 つ る 
キト で キト トト マーmmRyS 謙 の で ウン Se で 胃 さ 
で" つ 全 つつ "まま で キト トト マーSS せ "回る で 半 SQ 臣 
計上 田所 加島 村 吉 寺 り 加 ポレ の で る っ WUT お " 
キー へ へ K 芋 東 べ 層 軍 替 や * 折 oo で や” 6 人 選択 
コー ふ へ リト 層 遇 つ つく る で し 抱腹 つ し く や で" SS りく 抽 つ 
民 員 長 F や ロー へ ロト 反 提 人 る で 田 岩 毅 敵 御 さだ Ske 3W 
に コー だ よい くい 2 エト こく を ずく 9F. ささ : や りこ | 
し" り で で ロ つ し" ベ キ ー へ 必 お 本 中 で トト で 
ー ツ 所 守 つく S 記 ホー トー へ 所 私 の で ホー トマ 
ーー キ 公 判 玉 お " 

AH や ロー ふ ホ ーー や Svetaketu 融 寺 "T ト く <ー ミ 
一 選 和 へ 』6 穫 。 玩 せ 察 つじ Se ポ 壮 色 型 で 恥 お 
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丈 民 つ に KNS 畠 堆 証 <" SBIN TK 太 想 
つや" つ 人 る つく 革 軍 Sp 栖 つ ン 党 Sr で や 
遅 衣 ま NN ト トド トー” で AKO ASK で AN 吾 
更 各 人 AT さく 避 可 重り の 呈 や 季 人 2m" 

へ ロキ ー ト トー へ ロト Syavasva や リー% ぐ 開 寺 * 
半 公 吾 計 (へ ) で で るり の せい る し きぐ tmS 避 前 
SS へ ロキ ー ト トー へ や ト GS ト さ ホ キト ー ト K せ 
心 ふ や マー トド で で 幸 和 上 じ 了 四 S 欄 上 つ 生 つ いく で ね" 田 
守 宮 つ ね 出 思 語 寺 や じき 評 党 所 察 め ぐり ざき 
守る の 垢 0 お 7 りや へ ロ キー トト ーN TH ホ ト 8 和 もつ 
2 佑 だ め 吾 公 。 間 時 家人 で で" 刀 き INA や で 無人 エキ ペ ー 
キハ ーー ロ 窒 詞 つ い 押 折 和 舞 球 や 在 提 つい つぐ 2” トミ ー 牌 
慈 響 疾 m 電 や で くせ 副 計 S 記 w 中 で ST NN や マー 
中 で HG ざり BE で やる夫 向 崩 コ セ nQ 寺 吉 悪 お " 

へ キー ドー Syama [本 尋 品 つ ね 装 」 柚 や か 
ゃ や ト で 是 忌 SS" ふ ヘ ーー ベー ロー で や 某 往 人 0SS*e を で ミ 
ポー で 1 0" ーー で ミネ ヘー 

ふり キ ー 中 Syala 「 捧 球 ]S 舞 "キー や ト 表 
SH ポー ミヤ キ 寺 や 加 交 つ レ "ヘー ペコ キー や 
ト 半 ぐ 選 じ Se ペー トキ や トト SS で で お りき し 時 で で 
5 

ペロ ーIN Snra トー トト ホー ジヘ リー ヤー ネト や 収 因 つ 
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シュ ラー ヴァ ステ ィ ー 


ス ヴ ァ ヤム プー 


ポキ ー や ト 押 SH” や ド Ki トート に ト つ へ へ トマ ーS 7 
づつ 信和 で ふぐ で 宮 人 親 ke" 

ATINー 和 か KK トー SravastT ロー キネ 国 S 給 中 * 
朗 電 で ネー と S 翌 民 RIr ロ ヤー へ へ 緊 G 還 R まく 一 
ーー・ ル ーー ロ 穫 拘 Se" ト SNS 宮 地 で 現 の つき 広 
電 G 琴 現 の Sre" 

AIN ペー Sraddha 工 「 皿 ほ 」 ぐ 振 じ "「ーN・ 
や リー 唱和 くい 華 揚 め 人 古 ” 昧 や rooS ロ 鉛 
る 皿 守 つ w 中 dottm 器 乃村 や じ Se (『 っ へ ・ や コー 
10・1 田 1) 

馬 開 末 NN ふ すぐ 零 し "さき b 華 ぐ 近 上 S 革 や ー ト ih 
ー も トド ぐ 晶 " 

AHINSw 一 1 トート Sraddhadeva kwS 忘 Say 
F* <ー ミ ー 心 JAN 一 ストー ト ト つ る Sro* 

へ リュ ー Sr 慰 上 光 * 閣 購 ぐ 十 ” 折 童 KK 二 
て ン 羽入 リ メー の つの 吸 陳 年 トート で トマ キ ST1 く で 
剛 ざ 紀 応 笠 穫 選 拝 GS 半 是 区 1 で 年 の % マ 
nan で "人 科 O 古 ぶ NKKNS や や 完 箕 各 宮 革 
つじ に さ つ ふ (に K 択 品 午 給 ) や 税 信 介 守 リュ ー せ 
半 陳 相補 る し 表 思 ぐせ る で ye で レ 還 -S や ね * 
WS 折 つ る 珠 旭 本 で へ 生年 玉 人 ね ね や 還 邊 で ざ つつ 
全 (『 ル く ー ベ ーー ふ 』 足 曜 )) リーー せ 三 マ ツ ズ 写 玉 名 


US さり 設 和 で お に KNSAR* 

ロー ミ く トー Surpanakha 「 亡 ぐ *n さ ご 年 
で K」 ぐ 拓 じ "AN ポ ー ぐ 前 HH ト ーー トト ト ぐ 遂 上 基 や ke 明 
謗 "トー トト mー ト マキ ー ぐ へ と 中 へ HG 舞 連 人 る で 
型 潤 史記 へ SS 拉 骨 ぐし くね 下り 人 S 枯 りく る へ 
リー ミ く トペ ー ゼ ハー トル や 科 い し 揚 補 下 いる" ペー ペー 
や 3 中 環 餅 で Sr トー トド 到 り S 和 也 く Se お 生生 や ン 
環 せ 求 謙 筑 N へ AT セト mm 邊 で こり つい 差 病 つ お" 
づつ 会 つづ” NNA Tk ト の 故 了 つ し り ぐ 計時 各 つ よ 巡 る ね? 
り 忌 肝 称 閉 し せ リー ミス く ト 一 入 ハ ー ペ ー 和 半 ン や 
WeoJTINSA Tb 丁半 幸 導 で 丘 つ 悪 史 玉 こ 控 つ お" 
思 ト ー ト トト で つ つつ 首 区 で お 虹 県 は ハー ホー ぐ 
元 つ 和 届 臣 ら 壮 革 史生 や で ロ セ neneyS 全 つ で? 
ハー トト ト ポ 拉 G 由 導 つ 時 公 和 WS 畠 旭 早 し 知 補 
SARS 接 ロ を いし 肖 じ ペ ー ホ ー 梨 る 拉 で る (IN 
ー ル トー キャ +」 槍 立直 )" ひつ レベ リー ミ く トペ ドー で 斉 
TP INー ル の トー トト S 押 つ る 克 く 愉 球 eo りつ ロ 
ST" っ トー トド 心 NA Tb 

ペー トト 込 Siradhvaja や て ホー く < 内 キモ 
RS 記 S"「 セ 避 知 其 呈 やつ し SreooS」S 振 ” つ キ ト S 
へ へ と FR Sindhu 「 選 」 ぐ 据 し "コン ロマ で ANK 記 * 
S や て へ ANK 尼 堤 園 ぐ ハニ で 民 羽 aS TS や 6 で ロ S 


当 つ うべ 馬 心 NG キン 導 際 つ いる 0 の る RSxG" 6 
人 押 票 ・ 四 変 ・ 寸 球 ・ 来 杯 年 知 へ 要 朱 つ いく” 間 
信良 で 補 で MS て W 全 で 唐 到 柏 で る の SSee っ 
必 へ ふ 

へ りさ へ 天下 Sringagiri トー ヘー ミ ぐ 回 ホーー ヨ 
曽 ぐせ やり YS で ヨ ジ ンー りり ロキ へ AR 中 辿 で 設 性 ヨ 色 人 
AT へ AS 一 テー つつ くる” 民 ジ Aa お AA ペ ーー 
や Sn を へ SNG 地 癖 補 は く テ ーー ポー へ HIND” 接 
せ 穫 を S ヘ ホー へ 所 りーA ペ ーー 較 せ を トト ーー 
ペーS 畠 半 判 や 人 SQS WS 王 じ ふ ぶ リ ーー ヘ ハネ ホ ー 尺 監 や 届 
もこ いと た こい 

へ 中 きせ ー ミ トト で Srutakrti へ さ 表 で ベー ヘ ハシ で 
軸 S 還 くべ SHS 1 くも Se に さ 和 へ 財田 中 救 環 S 閣 
かく ホ マ ーJSS る SS" スー 選 ふ 胡 束 お 公 キ ヘ 
や ヤー ト へ 三 ヾ お 和 S テ ロー で 聖 中 に ホトミ ネーb へ 
に て よく 

へ 中 ミ ふ ポー ト Srutasena て ふさ 守 S 田 ペー ヘー ト 
で 答 還 中 まく 中 ーー トト へ 財田 由 北 環 ぐ で 崩 写 か やく ホエー ツリ 
SSS や SH へ すさ へ で さや へ つっ 臣 生 Se スー へ 
客 間 人 る レポ 太 愉 N や トド ト 肝 GS KN さ ヘ キトー トート ヤ 
ー ト や ざ 愛 2" に へ 私 トミ ネー トド へ 表記" 

全 江 キキ ペー キキ 田 S 思 環 " 





ッ ー 


で MS 悪 回 き ふ ヘ シト 現 RS 旭 想 xe で RS やり ざら ロ 
TS JSTS 和 AA と で うる 必 宮 人 る で キキ 際 で へ 
テマ Hindoi Se < さそ ヘ テ マ Indoi て さ ハ キ 孔 で コ A 
ー Hind 中 レ に て A と の る 人 幼 打 和 國 壮 つ お * 

へ へ く 選 トー コロ ー Simhavahint Sre っ や AA く 色 
トー く < トー" IN で へ 己 表 @K」G 据 し へ や ト で 年 相 
で ミー6 忘 SR” ーー トミ ドー 

へ へ コー Simhika て 私 トキ G 志 "SA キス 富 
S 部 "Se 2 SA ロキ く S 圭 や て ト 必 SI ト で で 
癌 や や る で Sre" 

トー【 刀 吾 古人 る 村 ぐ 責 十 く K ドー へ 療護 史 つい の つ 
玉 謀 宗 K" く K セ 一 へ せる で 8 で 半 K 功 殿 玖 6 玉 m 
いり 回 KS 枝 応 字 吾 くじ 素 穴 る 王 つ る " 

K や トペ ー Svadha 「 圭 尉 」S 舞 し "NNN キト 
NNK 一 中 で で 肝 Se くせ に) S 吉 ざく で SG" 器 D 
ーー や 緊 弄 や も で SR や で ぐ 郊 の つい 拉 Seo Sno? 

K や トキ エコ トー Svayambhun 「 如 中 台 革 じ 地 志 セ ke 
ぞ や S」 ぐ 振 し 震 正 落 ・ 吾 末 "コンロ 吉 規 逢 つ じ ぐ 
ト 必 トド 一 是 宮 所 で "くし で て ATk 古 へ や ト 基 
電 宙 で つ ) 宮守 さき 据 人 う し せ 交 尽き (トー ト で ・ 人 トミ 
へ ) りり で で で 避 細 ym" 

ミー ミ ぐ ポー トル ヘー トド pnSxeK や トキ エト ネ ーー 形 
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ス ヴ ァ ル ガ 


ス ダ ル マー 


せき 癌 志 上 じ せ S@S ポー トド ヘン トド 盛 守 世 宮谷 
3 し 帳 SteK や トキ エス トー せり ヘ テ ド ー 祝 でき 癌 で 
ペ 呈 補 や で ね お 刀 拓 届 代 つり Sn 

K や か ト さ 羽 Svarga 「 民 臣 」 ぐ 畠 し し コン ロマ ヘー 
NRK で へ 息 華 G 押 証 ぐ くり" ペー ミ ヨ S ゴ SG の 
で JGRK 唱 で 合議 電導 で 古 研 代 迷 で る つ で 
Se りつ 守 PeQ つろ mT 

KR さく Skambha 「 選 <neoS・ 翌 ] ぐ 舞 や "「ー 
や へ ・ や リー りり 和 8 る し せ 了 K り 現 交 さて 直り る RS (・ 
"「 ト ふさ や ト ・ や りー りく し 3 お宮 末 選 to 
te 悦 宜 さ る SSke (| O・ ヤ ー く )* 

KR へ Skanda 「 党 器 や ke 宮 」S 振 し ” 褒 車 S 古 " 
丹 華 " く 一 ヤー ト ” ネト ー ヘ セー 沢 。 くく SAJ406 和 6 
いつ 13)33 る とう い 333.21 
キャ や 堅 ke" 天 で ヘー し 田 判 良 DK へ ーー ミ 
公 中 で ホー キ G 時 和 S 佐 べり SS で お? 揚 宅 ネッ ー ミ で ヨ で 
三 さ さ SA の KS 私 つ 切 | 窓 ASre 翌 せ 6 人 3 へ 心 く 
(でる QoS JRreooS) つつ る で” 要 了 ・ 守 療 で 
壁 図り Reo で oomR で S 中 至 ぐ 下記 S 臣 還 い ee ポロ 
きる 承 衣 李 嘱 の WSS で ロ 赦 肖 加 埋 愉 条 の る 写り 
会 で 畑 べ 古 り 2 で So リヤ 頑 べ くせ SA トート 
(KRAAS 聖 中 ) ツ 革 きつ Sn" KR へ 私 せ や ト 





* 

上 ホー ルト ぐ 胡 谷 で 革 り くる 冊 * 吾 せ 限 直 6 で S で 
2 に た 22 び くやま ご コ く 

KA キミ さ ド へ SuSarman ーーS さ ゃ 選民 SH や ミ 
押 ぐ 下心 や トド で 路 ド ーmー 届 中 ろう レ トミ キ HISS 
で て 選 一 ふ 党 合 称 や で 中 一 へ 田 S 嘩 す 圭 る 下田 
無 SS ペーANE ESHN で AKA コード トド” 下 
SN まく トー や トロ 紀 交 謙 で (人 『 ト く 一 スー 心 ふ や 
で 一 和 ふ 芯 )” る く ー 心 ふ 愛 吾 レ せ S 必 や ト 圭 り Oo7 
評 ロ リロ リ サー を ペー トト ュ ) | 療 芯 向 つつ (リーAT ル 臣 )) 
で せり に トミ さ 江本) リー ドーA 和 志和 さ ト 髪 る " 
渦 半 ロト さり 4 で し 衣 衝 束 る ( ヘ キ ュ キ 可 )* 

て IN で て S さ へ ーーS さ ふ へ 公 連 S 応 芯 つ り 正 く で で 
ee 

K ペ ネーK Sudas 「 ニ へ モロー』 ロ 人 くし つつ 
呈 君 直 ES で る 田 の つじ 選 約 8 MyG 田 舞 蛋 き や 
ト ふ へ 1 和 ふ 富 さや で AH トー クー 心 寺 くね の る" 

K ふ ヘー トド Sutasoma ふさ 半 ぐ 由 く ペー ハー ド S 措 
貼 コ ロー ル ぐ 由 " 単 松 革 田中 北田 で 控 心 む く 対 マー” KK 
ヘー (中 で 筐 店 ) つる で RU ヘー ト 古 ( 束 古 ) ぐ 油 
ま 旧 4 し 装 り の 460 る 7m" スー へ 愛 末 喝 る 
PRR 民 必 ト 用 G や で ミト ドー へ キ へ 中 胡 で 尺 尿 





皿 き いり 提 らい る お 大 組 じ お へ や トコ ベー さ や トト マー で 
貼 3WS WS 層 操 の ふか や ト S 層 紀 コ 閉環 の し Sr" 肖 
豆 革 将 二 "ーー ミミ 中 マト ー キ 

K ふ ユー や ト Sugriva キキ AT す キ A 入 一 回 S 早 ぐ 田 " 
K ユ ニー トト 公選 で く ベー へ 避 団 人 型 信 記 お 政 愉 AN ポー 
S 誠 宮 トー トトロ 紗 代 る 癌 ハー ホー が 札 茹 Mn 本 
xi トー トド 公 里 選 人 る 人 る K 和 ユー トト っ 回 回 己 召 全力 
っ 心 争 各所 で や ね) りや 束 革 トード で 召 記 上 6 で やく 
ーー へ IE 補 和 上 ヤ A 和 一 団 好 記 不 臣 つ SS スー 
AS 詩 中 に AS 私 表 店 つつ お (トー セー キキ 」 キ ふ リ 
ヤキ へ 一 醒 )) ミーー ヘ 


ラー マ を 助け た 猿 の 王 スグ リー ヴァ 


K ヘ ロー Susena 


て = コミ ヘ の リー 


や さ 環 ぐ 時 量 ロー キト S 弄 中 に Ad や トミ ペー ド AG 握 膨 
で 窟 限 つね * 

K ペ ーー Sthanu 「 つ いる こっ 財 ドレ SeoS」S 柚 
や” へ や ト 下 G 応 SW へ や トド 古志 忠 で 擬 で 到 % や 
つこ へ 罰 ぐ 番 ぐつ や で 拓 球 想 主 お りつ 46 で や ドリ S 
2 で さい 

K 和 ふさ へ ャ Sudarsana で AHx 華 で 革 び ソ Ste 
下 甘 ぐ 六 中 " や で へ 三世 選 る る つぐ 玉 やつ 遇 六 で 中 
ここ た すい 

や コ ロー (1・1 K 団 11) 「 や | 科 ぐ 結 
や 二 や や OSSmSr | 甘 S 回 りや) 音 ご " 呈 押 せ 
川 還 ぐ 器 生 つつ 。 羽 人 S*@ り DS て 画 0etQ AS つ AM 
で で | 室内 慰 藤 民 ]( 妹 週 還 役 ) や 記 約 応じ Sr 
尾 (ホキ ふ へ 心 ) 公 り SG 正幸 ぐ 晶 圧 じ Gre つ 要 で SS 
選 り 守 る 民 eoT る 誠 ら 吾 豆 さや つじ S ホ そ へ 必 の SS で ね" 
翌 ぐ 華 ざ ぐ 六 叶 下 つつ の ロ KA ミ ヘ キト ポス 把 S 選 " 
氏 嘱 電 つ し 時 ぬ い 和 つ る ね そく (本 と へ 改 和 下さ ミ A キ ) で 
時 で ゴロ か で へ 各 華人 電 中 で ヤレ So 避 人 征 で で る 
Je 

K ふ ミト ドー Sudharma で ヘーiNS 記 で AO ヘー へ 
EE で に YU 人 に の そ う 3 たき)2791 く に 1 
室井 下 NN ヤー トロ 材 選 用 0 や ね 9 つ 会 つ 。 ヘー で 
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スチ ャ ー ル 


me ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


スパ バラ 


恨 選 下る で ANKB や つめ つ お? 

K 中 キー ミ Sucaru ふ ー ふ ロキ ュ MS 菩 さ へ Zi 一 
SS る 8G 聖 還 * 

KI ト エー ふ ふ へ キ ホウ 。 Sutiksana へ へ SS 療 選 で 
も くじ トー ルコ ペー ホー 誤記 束 下 人 る 品 計 ( ト ー ド トー 
と 」 補 半 暇 * 

Kih で 上 ロホ Sudyumna や に で も に KS トト も K 
S 由 ” 聞 宮 表せ 付 幅 し じ て ハー で モ で で る 和己 
恥 選 は 缶 選 KiK で 中 る ト の 直球 ね" つる つ 。 へ や ト 古 
S 世 せ で いや 壮 せ 陸 や 半そで ホー 人 ト ( 玲 ) 
提 究 つい トミ ー 心 や ト K 宮 欄 く 3 MG 所 YA 
槍 4T い 下 糧 KKT で HH トロ oe” 岬 べく G 吾 hG 
や 代 で る "りく 下 せ 束 製 半 (ホキ ヘー や EAA キ ) で 
刷 姓 せ 宮 @ 選 皿 ぐ 10 の mR で SSP Sn 

Ki トー ふ ハ キ ホ トー Sudesana て や て ホー ゃ HHS 宰 田 
素 型 癖 ね ミー を SHGSH 由 條 トキ 還 ぐ や で 
必 ー ゃ HGS 伽 装 は ww XR 枯 つじ り ぐ 田 雪 ペー 田 HH 四 
閣 員 で 近 写 羽 や く ト マー 由記 Ki ホ 一 ふ キ ホー 時 ずつ 
"回 枚 せ スー へ や も る や wa6 ン 紛 つね (『 く ー く 
ー 必 へ] 欄 甘 虫 )* 

華 ぐ 田 園 や ふ 9 を 私 一 村田 ペー ニー へ AS 無 (トー ト 
ー ャ ト 」)* 


全 つ ” 男 つ く 豆 環 生 つつ 密 ヨ S 寺 ぐ 散 や こり 生 ロコ 
過 税 つじ So る ね は K ホ く ペ ロース 系 や で AH トー 
グー 選 上 雲 Me に A 私 で へ 医 牌 や ト | 是 到 豆 世 ロ 玉 
ヤン Stem いか ト さ トロ 記 ら 和 間 生 6 い 選 式 SS" 療 
ER あく PEN - よさ ここ 人 二 よこ: 
WS り ざ 346 で ツウ く ーA ホキ へ と HHS や に ミト て ぐ 音 
る の 握 如 約 守 の 肌 人 で Se りや 8 っ ロー や へ 
K ホ ー ド ル へ Sunaman リー ヤー トド ト SH で NN 
ヤー ト ぐ 由 し ドー で トード 際 田 玉 まで 思 舞 " R へ 下田 
信和 1 相克 で 代表 K ト ホー ルト へ 胡 窟 は 人 る 下 で 下る 
生 NN 一 トロ 朋 衝 応 お " 

く ン トー Subhadra キー に SS Ki トー トト 
や WS 壱 ト ホー トト ヤ キー で 人 S る 補 刊 記 人 松 "ペー ヘー で ト 
S 田 HitS 1 く ト ミト で 骨 人 ASS に や 時 称 計 さ 
ゃ 

トミ さ 江 1 下 慰 靖国 く 閉 ぐ 舞 かく 計 マー 和 叶 叉 
SS DS 1 べく 次 めで と we 思 東 記 で 記 補 me で 連 び レ 
1 1 時 時 で 弄 料 謀 昌 りく お りや SS で お "DS 評 加 きせ 
下 表 で 帆 弄 串 貴 つ 。 Mo6 和 oN 計画 部 引 毅 つる SS 
ーー か ト 舞 ぐ ふつ AG 維 と や トー 心 ペ ー ロ 
ww ふ ーA 9 ト G 折 つ る 療 K く テー 環球 る ね" ヘー 
の IE で に っ 二 く だ た で で を まり トド 


Kー で ホー Sthuna Se くせ Kー で トー さよ " 
A ホ キー 心 田 ミミ で 幸 SA 記 で リー (ポー ハー 男 則 
ぐ 幸 に ト さ ミー 装 畠 ) へ 朋 和 氏家 つ る ね と ふ ハ キ (『k 
く 一 く 一 心 へ 胡 癌 聞 前 相 )* 

K 相 く ヘ ロー< Sunahsepha 呈 紐 明 (Kーー キ トト 
も っ S で ふり トト ー ふ 舞田 く ーA ホキ AN を NG 
末 器 ヨレ ン xe 幼 つく 呈 玉 一 生 さ ふく 拒 1 由 " く ーA 
ホ キ ヘ を 江田 愉 思 ン で 剛 名 人 ST 人 で 倒 由 苦 束 央 記 人 る で 
SS しゃ ト る さ 和 古 中 まぐ 半 S*@ り つや 守 で つつ WS 明 
っ 安く で St で 半 ツ ピン te 店 和 胡 電 次 定 で の 
六 で お" (「 ト で ふさ ー キ トト ホー トド トト 』 や ・ | 由 一 1 く )" 
回 ろう S 要 も くぐり 弄 由 ロ ー リ へ 装 で お 鶴田 
S 由 避 挿 講 旭 やり で つ 旧 同和 つ る" 各 由 全社 嘱 
Q SS 田 革 呈 人 いや ト さ トロ や WS 頼る 用 で ロ 
ーー や ふ 芋 昌和 S で るる 欄 弟 で じ さ つる? 誤 店 人 S 醒 で 
っ xe 要 くく ー 和 ホキ ヘー 田 全球 着 玉 き る 者 お の 
つの 癒 令 王 じ 判 更 や 末 ド くる "SGm 7 問 せ 弄 軍 
ト ハ 一 さ ゃ 選書 電 く " や つ ロ ー リ ふぐ 定 この つい 加 ぐ 
沸 思 人 や トミ 直 臣 意 定 レン や Se で 1 OO 略す 揚 
つき いつ 暗 隊 つ お" 貞 尽 天宮 WS 旦 つ 宣 避 四 向 つじ る 
信和 「 駅 GK ト く ペ リース SS る の 移 SG も 
ト く ぷー ス 難 寿 ぐ 宰 は つ きら で モ で SP つ が で る 8" つ 


mA さ た こ で さ 、 そ た を を 
SS りつ PS る りや トミ AHiNYA KNN 
ドー ドド で a) の ここ に コト を を 
必 一 称揚 < ぶ 奏 野上 表 や じ で ヘーNNK へ 虹 選 し る 
と トト ー 心 ペー シ せ RS く KNN 一 ド 和 トミ 本 地 ズ 
やつ い ぐ 更 手玉 の 績 でる 功 で や へ ハロ 補色 
さや 提要 に ト さ 下層 店 や 蛋 つい 足 朋 つ " 11 や 提 補 
つや" トミ 2 MK スー ゼ シト ー 愉 ペー ヤ | 中 
束 つ SQ で や" 型 局 ぐ 谷 さ ぐ 早 下 輸 ト へ 9 SR 必 玩 つづ 
で AIN KN 唱 宮 で お "と 必 で く 全 マー ポト さ 和 本 
SKK く シホ ー 和 前 つつ る ね りつ 吉宗 毅 つ る SKK を 一 欠 
と 改 や むく 和 マー ロ 赴 表 の つ い 圭 00 の 記 呈 底 つ る (『* く 
ーー 心 ふ 』 尽 加 )* く 一 心 へ ぐ 愛 吾 し 1 に pkilH 欠 
穴 選 つき りつ 避 要 ンコ 翌 求 せ さ ニハ リト で 宮 講和 む つつ 
(テロ ー+ 鼓 )"' ヘ ハリ JJ の D り と トト ーー ロ 宮 で 
で (中 守 内 思っ トミ 

K ミ ーh Subahu て ふさ ミ 半 で ポロ テー ふ ト ー ヘ リー 
AS 重 店 や" ホコ ーi で SH 

キー ミ さ 和 で 秋 店 し" セー トド ホ ーSH* 

K く 中 Subala て SA 一 改 ぐ 出 や YS 穴 ネ 一 へ 
ーーー ゼ ふさ 表 ぐ 舞 加 で GHH テ ニー ふ ト ー ヘ ロー 心 の 襲 つい 
ドニ mー 選 に GS 還 HhS 再 で る" SS 一 A ヘ ーー 


188 


189 


スパ ー ル シュ ヴァ 


鈴 王 小宮 


ー ツ テー へ トー ハリー 心 で 握 究 上 彼 お で 3 田 ぐ 価 mm や 
人 SK@ り 呈 衣 黒 ので 刺 生 KK く 心 王 男 目 で 電 長 W 失 や ” 
り 知 庄 つ ね (T ル く ー く 一 心 ふ 』 守 本 )” wS 到 中 避 ふ キ 
や 中 ト よ キ 選 私 へ へ キ SSSneT 

人 TINAN 一 悪 ぐ ゴ S” 杉 ぐ 押 訴 く セ ー へ SW ぐ 志 届 
澄 ぐ 8" つっ ペ ー ハ 私 ーー 

K く ー ミ AT や ト Suparsva 「 皮 ーー ャ セー エキ] 呈 
い 玉 xQ 選 凍 で 理 ぐま ヘス ー ホ で でも く ふ 材 ぐ 田 入 
ャ ホーH KG 駅 * 

KNINN ド ll エ Subrahmanya 周 是 KS へ "ペー 
さ タ トマ ホー ルキ) 臣 | 窟 %te そ ヘー で と 必至 で 和 へ 只 S 
財 症 "ヘッ ー ミ 臣 じ せ さ さ S へ (古本 店 革 ) ツ 計 SS で / 
WS 型 い ドー 心 " セ く 一 ヤー ト ” へ く の w ン で AR も 芋 滞 
で し SxeT 

K み トー Sumitra ATINSHS1 て S 夫 で で 
S1 マ "AT す へ 田所 吾 店 生 境 ひつ レト 私 ト へ 
一 (中 還 窯 ) や 選 S で 公 捉 衣 " R ト ネー ニル ー 色 で せれ で 


AH 基 で 判 玉生 や StGNー ル マト ホー マー 公 で 
せく 心 生 生 KK ウー 邊 一 名 で 革 羽 へ へ 上 セコ ヘ キ ー さ へ 、 
ト S11 く S 弄 店 生 半 で (トー ドー キキ 」 に mー ト エキ ー 
配 )" っ 私 へ A キ 心 へ 

Km 一 邊 Suyodhana 


「* ン 桂 い く 」 ぐ S 敵 や へ 


間 昌 装束 所 す " や トド へ へ 生計 呈 つ " 村 2 公 S 
neR 電 で 記 吾 ペー ルド ホーK ポー ドー で トド) へ キ 
トー" 

Kー ユ キ Surya 「 ニ へ ・ や リー 和民 表 で 半 本 年" 
堅 骨 品 り KS sur で る せ K ト さ svar ( 野 ン ) 6ー 上 
半 つ ね の S や も 障 っ の 貴 基 天 り 選 天 時 ン ド 型 や 定 つ お 
SPXSQ" [へ コー] で 租 部 で や 舞 時 SixeK 
ーー ャ 区 で べ る 還 天球 醒 G 養 M ぐ ので し で まや 


ーー つの 中 き Sre* 
Kーー キ せみ ー 必 の か トミ ホ で 包 (Sxe くせ に Ni で 有 ) 
や 芋 SS (|・| 1 国 ) や て PS つや ぐら 写 知 < で Steoo で 


も Se が お 科 ン pm 細 つ い ズ 相違 衣 案 や we 思 y 
SS や XSke (| ・ 国 O′ KK・ 還 1 玉 m)" Kー ニ キロ で 
ヤズ く マ WS 思 品 末年 WS 財 振 選 KeyneeS や Sm( ヤ ・ 
KK 回 りく じ S 雷 票 を 涯 装 東 ぐ 青 緒 部 SQ ( 1・ 
1 1 国 )? GS 松 芝 了 是 似 マ キト KPSreup ( 
や )′ お 。 匿 く トミ さ ふ キ 公 で 装 お さや る Se (1 O・ 
RO)* 半 較 バー ニキ ぐ 掴 や トミ トロ で V 装 回 4wS" や 
還 ぐ 剛 WPS 時 G 記 ご 結 避 厳 で WS 畠 (1 ・ 還 O) 
8 。 左 渦 人 下り や お Mo で SS 了 封 S 骨 民 で 宮 
8 と Sro* 

や ロー りく し せ 選 半 せ 斑 埋 や 革 本 G 壮 電 人 S く で 





ミ 表 で や 必 や に で 軍 路 デ で ドニ mー 選 で 守 &R" 

KN 一 Sura 「 肝 細 め や *@1S 握 や KK 一 外 ” 
導 理 革 つる 審 号 講 玉 召 装 是 KN 全 トー ト ャ ーS&a” KN 
一 在 ぐ 吾 型 や ヘー ャ 完 ぐ や で ロ 選 や や つる で SG や 要 
環 び お 上 款 玉 人 る お ho コ そ 認 和 末 で や re の で の Stte(『 つ へ ・ 
ミ ョ ーN1 や KK)" 

衣 羽 一 算 各 寺 お りつ せ ホ ー ハ キー キ 此 り 3 くし 環 功 
敵 蛍 oo で つ 全 つづ "「b 計 天下 ] ロ [KN 一 爵 革 豆 
エイド さ コー に 全 いさ で ル で よっ まい 
ーー トル 直 半 や ふ ふ キ ーー キ 半 展 ら や ト で へ を 舞 せ KN 一 
四 甘 ぐせ S で 評 ] (| | ・ 還 ” 牌 狼 攻 宮 ) へ 台 恨 移 
で K ト 一 算 叶 投 客 全 ぐ 林 克 で や つぐ ・ 求 案 公 や 打 角 
お つく ・ ル シトー 愉 科 公 で 条 環 的 補 OS GII 製 知 
さり AS 生身 要 味 案 宙 の の 唱 キ へ へ キ 票 ・ ト ー ヘ 
へ を 呈 票 ・ ロ ヘ キ ー ホ キ 球 ぐ 毛 時 ST や トト ー ト ドル 
環 せ 表 つ し りや 技 町 つ レ SS で きる や つり る x( 1 1・ 
玉田 一 尽 K)* 大 や つじ ぐ KN トー か ド さ 相 是 で 交 (QSte 
2 せ 喜 ) や トー ミー 区 | 窓 %St 

K 一 躍 Sura キー や に 舞 H" や Fi トー トト っ 
ペー ( ぐ や 唱 へ へ 中 ペース 趣 滞 So) SW ヘー 本 
EEE 

KN Surabhi 





是 ざ ざ ト KN 区 宮 間 吾 革 つ 人 


ヨ 婦 つい " トート 民 告ぐ キレ 60JsK ペ ーー ルキ 草 
守 記 上 SS" トト ー ト ロロ 介 る レポ ベー ニキ NN 
ー く ホ で ・ ポ ロキ く MS 押 ト 呈 で トド で ので 人 る 人 お 半 
SS 計 し で OS 蝶 。 還 符 で 昌和 や 革 で る 橋 司 称 つ ね マ 
計 さ つい 舞 公 "1 拍 S 貼 旧 半 揚 扶 向 東和 回 で 車 じ 
マロ 室 緒 和 察 二 ” 回 映 凸 円 6 で し 灯 往 e ズ マ 庁 
導く RSre" 

や で Ak・ 人 トト ー ト 』 ロロ 58 ベー ユル で 肖 t 禁 
8 四球 っ で や SROOOmー 和 キト (1 mー 穫 を 





太陽 神 ス ー リ ヤ 
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スー リヤ 






せ 選 や セー ロペ ーー さ ) ぐ 事 入 人 SOS る 引 
3 田 手 SG ふ マ キッ KK 葵 GS K モ ドー や woo 「 直 時 本 " 
に K 幸 ぐ 「 時 | 周 恨 衝 マ し Sx0” DS 待 せ で 屋 ぐ 暗記 全 
し 人 8 DS で GS き や リー 必 ぐ や いで 著 十 "や SS 
ヘー キー ュー" ト ユ く ド マー で AT IIN 2A キ SS 中 マー 
ーー ベリー で トー に KA ロード 人 トー く へ へ 中 で 字 拉 で つ ピ 
St0" KK 一 ニキ S 符 ぐ 翌 共 国 忌 田 田 OOmー ハ キト ぐ 嘱 和 
pn レ 2n0" DS K 一 ニキ ぐ 屋 避 お | 時 GWSVSS 
互 抱 の し 1 1 トート で トキ る 要 可 KS 
守 曇 SN さも や トキ へ A キ 8 KG 要 K ト トキ ネト 
KO 説 回 くる や 和 愛 叶 じ 胃 で や 了 K 井 肌 で > Sref 
6 生 ホキ ャ ー 心 束 ( 北 陳 敬 ・1 一 団 札 ) 己 き トー 邊 て 
ホ で を SS ヘーーー トト IN KSS や で や へ 
ーF ATAIN 一 ” 杏 和 GmSNK ト マシ” 己 STS 
トーKw キ ふ へ ヘ キ ぐ Sn G 心 や トー ニー" 回 く マー 
SA ふさ や FSS トト る さ 全 着 蜂 や つい 表 で yre? 
や ト で ハ キ ー 尿 束 ( 団 一 田 下 ) 人 き ト ー 了 ト で 中 で マキ で トー 
ャ ャ へ A” 悪 剖 G ト NN く を ふ へ を で 心 やや を KO トト 
KSAARKAN 一 ” 思 く SN いく 一 中 で SR 入選 
や ト で キー 愉 机 Ke ロー へ AT へ 下 ( 国 一 球 束 ) 班 8 
区 つい ひつ ッ ト ー 計 で トマ セツ ー 誤 細 S ト ーー 
翌 ぐ や ふ ハ キー 思 く さく や ミロ ー キ トト キキ MNKS ヘ 





ー11IR) 一 一 トー ト で 中 ホ マ を SA へ キ / 杜 地 GS 
キス 上 ふ ふ キ で ホ ー さ へ へ オキ 接 GD く ー く と トト 
ト *INKG や さも トペ ー SA さや ト で トート ヤー ネン 
町 く で や で 誠 で トー や ふ キ 中 (11 一 | 束 ) 一 時 
下 GN 愉 て トト ー 人 で ホ マ で く SS さや ト で で 
ー ミ トー” 思 く SK ト ー さ 込 キ ” 拉 G 玉 ミロ ー へ SS キ 
や ふぐ ト ユ AA 人 ーー トト INKS ト ー ミ も ト よ ミ 
て! セーS 束 (| 一 日 束 ) 一 一 トー 航 で ト で マキ で ー ト ト 
パリ ーー 醒 提 SA 人 AN 斉 G ま さく トト 中 
KS 心 で ロー ミドル” 思 く SN 心 ト ロー ヤー ふふふ へ キ 
Sー へ 公 ト ンー SAA さや トド で テー へ Nー ヘ リー スー 
ミ N 直 丈 (| 一 田 束 ) 一 トー ト で ホ マ キキ SS で AT 7 
幸 G ト AH や FAN トト KGIN マ ベー′ SAN さ や 
FGK や トミ ホキ K 上 へ へ ヘ キ で おま ト マル トー" 副 宮 で 
でぶ 私 トー クー 加 べ で キ 中 ロー マー ふ へ 

りり SS っ SSMSSG 下り 年 ペー ニキ で つの ロ 
こい 可 和 や KKー ユ 井上 人 る CS AN さや ト る お 
に 
電 K 一 ニート ぐ 崩 @ 旦 G 副 や 医 据 つ へ へ キ で 寺 
S ン CO 代 m る や や SS トー で トキ 選 3 
ーー ニキ ぐ 想 こ り 半 軸 *o を 棚 o 古 を 司 乏 概 置 つ レ ィ 
vsre (FE で へ dx・ 下 下 ー ト 』 日 ・ ご く )* 





ー ト ネー” SN さや トド で く ー ト ーー 上 ふき キ で NAK や 
トト 私 トー ペ キ ー 束 (ドー や 拒 ) 王 き トー か で トマ キ 
S も トミ +” 要 間 SG ぐ や ド に AA す へ 所 G で ホ ーS トト 中 
KG まく 江 中 キー" SA へ さや に で ト ー ト ー" 還 く で 中 
ふ 。 キ ふふふ キ で ホー 中 心 入 和 へ 上 す ト ー ド トウ 束 (ヤー 
世 ) 3 トー で 中 で キ で で AN SA さや ト で や 
で AH や トー も ト K や ふ ふ キ で K ロ ー ふ K” 拉 GH ロ 一 
ー ト ー" 可 剖 SEANK トト KS 下心 さ ロ ー や 
キー。^ 思 く で まさ コーS 旧 で Sxe に 中 束 で 親 虹 
※ ぐ 球 =* 

ミー テ 中 和束 (ミー ポ 束 ) 一 トー 選 で 中 で を で や で 
や ト K や トミ トー SA さや に で で へ 心 ヤ ー ト "天門 SN 
ニキ へ ふ ふ キ で トー トー 忠直 トト キネ INKS ト K さ ロー 
ホキ ー” 補 G ふ キ へ ベス ミー 中 四 く S や キーNT ト A 
や で 中 一 球 (ドー1O 束 ) 一 一 トー ト で 中 マキ で トー 
キ A SA さや ト で も や FK さ "回 く や ト ー ふ 天 補 
で や ふゆ” 所 で やや へ 穫 キ キー キ ふ ふた S KA ロー キト” トト 
キ ま KG や ペー" ポー ミミ TS 所 (10 一 1 1 中 
ーー ドミ や トド で や で AH や トー トト KK/ 本 聞く を 
トー ハ キ ー トー で トマ キ S ミ スー ハリ キー 措 G ト で ホー 
トト へ 生ま INKG や で へ 本 ト ドー ホ ーー と ふぐ や 
ー ト ハー” 男 く S ト ー く "トー ミ ハー ミ ふ キ 束 (| 


ーー ニキ せ や で へ 私 に SS さ AG 層 ま へ 人 穫 邊 1 キ ーー 
苗 守 つく ま へ AT il キー ルル キッ ー ぐ 1 で 
由井 本 。 求 PSxG 半 要 Kー ニ キ ぐ 痕 セ ve 研 家 叫ぶ 
で で NTP” 赴 六 Gr トキ ー キ ー (「 設 」 で 舞 ) um 
ぞ で = ロ つゆ” 如 欄 本や る" ペー ニキ せ ホ キー キー 
終 洒 S 兆 つ 駒 る 対 避 。 選 K の で 人 で る や せり キト で AT 
+N kK( ま Ai キー で 店 つ お 忘 )) へ く ト マー っ の 
人 る "SnQ 査 ま AA 中 キー で 由 で キル の 季 る 癌 で る 
ホキ ー キ ー ゼ キト ロ 密 る ぐ 帆 閣 で SS 人 下り で り ざ ロ 
ドリ 半生 キル で G 六 害 SG 時 じ きき くり AAK 一 ニキ ロ 
昧 で つる) ま へ 人 邊 中 キー 到着 歯 じ 衝 90 で る 
@S 宮 明 で で Kー ニ キャ で 圭 K 器 つ 家 人 反 選 り 6 で て 吐 
で に SN を さく やり か り ト 1 
装束 0 し 舞 で や ざり 過 W に AS で へ 誠 研 
ュー や ト へ や Si て S 由 on 選 求 作 型 やじ 机 で 
で 四 民 守 日 拉 征 Se 和 ま へ Ai コキ ーGW ホ で AH や ト 
まさ へ せ K ペ ーー ニキ ぐ S 眼 基 間 半 G 志 ロ 腸 人 0 WG 県 季 
SS ぐ | ゃ 肢 で 請 どる" つつ し SNS 玉 で 遼 下 し じゃ 
TAK 年 ぐ 下 甘 へ や トド ト 是 SIilRXG 慕 ” 還 生 や ペー ミト ト 
ホー キ ぐ 無 G 型 ぐ 古 々 ぐ 震 加 人 直ら S も る の る な (『 ト 
TA TK・ 下 ー ト 』 晶 ・11) 

『 ル く ー く 一 心 へ 」 ロ せ ペー キロ いく で 商 々 で 束 中 
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スー リヤ 


人 S 札 WS Sr 人 RS 翌 二 ロ 村 じ る oe 譲 更 和 補講 更 
り ざ ロウ | く S く PA 写 装 較 ぐ 屋 裳 親 つ お の る 
Sm 可 全 Se ( 翻 堂 吉 )* 

SAAK 叶 で 環 恒 トド く ー く テト ツリ SmNRG | くく 
WAS る る" や 1 リー 直ら SS で ST り 昌 う So 
T | べく で 正宮 頭 っ く ^ く シ トド ト ネ ホー く の ざる 愉 SES キ ホー 
SS ( 補 ) ぐつ り ぐ で 迫 べ TS る る" ミー ャ キー ミ 
醒 ベー ニャ ぐ 持 WP Sx9 補 ST で" ト く <ー ミ ニー 
し S で コ く テト ホー< で 地 選 各 隊 つ 弧 じ お 下 トー 
素 ヨ 写し WS 棚 和 や ろう ね や ね もら ST る" 選 せ SAAK 尼 S 吾 
良 じ 明 震 の で 得意 世 志 で くり く テ シト ホー く 過 っ 
代り の S し 人 ” 回せ ト ーS 征 J 生 | ヤ o お で り せ 
ひつ お で つる 公 向 野 で JJ トー きせ キトー 
^ 必 で ( 近 や し SG 栓 現 吉 得る 村人 し le 所 宮 装 中) 
ロ 4 で や 大 の 1 で ロ Sto り の Sone っ 0 塊 お "リピ 7 
トーS 癌 で SS お の 人 SS や へ ホキ トー トト で に で 
り ざ 4 せ し 回せ ーー で 性 中 で る つる で 

( 忘 NY〕 ぐ XR 若 せく ーー ミー へ 』】( 失 芝居 ) けさ 
せき 1 の SSYQ の つう 全 。 才 や の ShS 和 も で きぐ で シレ 
Se" ドマーニ ( 宮 菜 whenG 客 )) や で や FK や トト ミー 
( 早 ン 部) ミーKRIN ( 羽 各 年間 )) 全て 下 S 下 ( 豆 宙 
下 @ 相 ) トミ くく 中 で ( ロ ぐ 判 ) ロー ホキ へ AT K( 所 


ぐ や トド で て ふ キ ー ニ ー)* ペ キー 翌 民 ぐ で ヤー も で へ トミ や 
へ 公 弄 茶 罰 で せつ の ST くね) ポト まや モレ せ 訪 ン 
胡 で へ を 皿 K 半 本 束 中 ぐつ 現 ぜ ト ニー ぐ 周 翌 還 人 1O キ 
ロペ ーー ミ ぐ ざり 性 Se ロト ー ミ RS(GStG くせ ロ 十 心 へ ) 
し 夫人 りり 昌 革 本 GS へ 一 田鶴 ぐ 田 十 心 へ く 
ホー トト | 判 (C.1238-1264 A.D.) ロ GP 趣 じ ぐ お 天 
閑 祥 装 醒 導 下 和 SYSro” 本 て ヘ ーS ホ ン S リ ヘ テ ド ー 衣 形 加 
SS 人 る の K ペ ーー キキ トー で 中 で 人 色 居 で きじ Sxe( 
ゴゴ L.P. Pandey: Sun Worship in Ancient India.p.191 
ff. り 6ke)" 

ささ ミ 窟 ぐ ト ふ く ー る 折 せ で KN さ 宮 因 し ST る 反 。 悦 
居間 史 揚 半 つき ぐせ” 赴 玉 で | 口 還 回 窒 ・ 忠 ・ 室 ・ 
尋 吾 り 装 且 吉 往 の で ロ 歪 の る" 居 せ 表 隊 り い くる VS ま へ 
KS ユミ トー 回 1 OO | 悪人 GO で 軸 還 の 年 必 和 を つう 
問 押 じ 下 守る うっ 。 W 宗 宙 宰 < パ で の Sn (E. 0.Martin: 
The Gods of India. p. 38)* 論理 "所 詩 計 演 じ 補 めで 
い @ 半 一 取 銀 来る や る 公 。 是 つ 上 る くり ヘニー ドー 衣 理 せ 
究 模 色相 Q 二 。 振 ぐ 所 足 豆 や 下 思 や 仁 。 表 畔 女 
つづ し ぶせ ー ぐ 拉 頻 構 < 志和 徐 生 *e ツ の く で "つま へ 
代目 中 キ ー ホキ ー キ ー 

ベー ユキ や ト へ ハエ Suryavarsa 品 守 半 - ポ 詩 ぐ 守 
舞 " K 陳 是 Kー ニ キ 避 呈 W へ ふ ヘ キー ニキ S 田 で へ へ 


緊 で 刻 ) で ミト ネー ヘ ハ ー ( ズ 要 ぐ 叶 更 科 調 宮 ko 六 ) 
へ 心 く 一 込 キ ( 面 吉 GS 田 )) SKK トマ トト ー( 求 豆 各地 
い 軍 )) まく KN キ 忠 下 ( く 朱 藤 和 章 で 提 )) や で ミミ 
ふ ト (や で ATS ト で ミセ トロ 6 で の 避 選 選 抄 で で 
宮 )) トー ミ ふ へ (さこ ふ へ NG 直 沙 ) 下 中 ミーRR 躍 ( 
年 xe 電 )) モエ く ー 躍 ( 景 mWENe 吉 )) トペ ー ふ 1 
や ト (中国 G 豆 や 示 ン 持 吾 則 K@ 赴 )) く ニ AT や ( 王 
信忠 HE や 9 掲 )) ホー スー ( 択 王 全 人 科 ご 培 )) ロー 
S く ヘー トド (着想 青く )* 

で ヘー ロ 人 2 し せ 。 伯 所 る で 陣 ピ り 2 Sr や 半 型 某 中 
で 細 ぐ は に RS 類 幸 SG ペー ニャ 避 S 十 で で 較 く る 
@ ざ つり や 唱 りり 宏樹 環 全 吉 じ で で る "る の 8 翌 
で へ とし せ ャ ー ド IN 一 稚 介 で で ヘー で 半 憶 奈 時 で 王 、 層 
や も し ST で つや 生 へ TIN ト 一 へ 玉 さ で ヘーー ミ させ 析 志 
で へ を 條 心 の る る) 和 へ 人 ト へ 出 突 S KS へ へ トド ふ (446 
AD.) ぐ 応 補 所 人 SnG 弄 是 守 で 王 つる 下 や ST る" く 
ミキ や トミ へ 直 出 で 語り ポー リキ へ や ト キッ 半 醒 華 
昌 ぐ せる 現し ST る " 皇 表 で ヘ を Si トマ と ト 心 ト ー ふ 1 
し せ や 心 キ ネー” スペ ーー 心 玉 入選 生 。 8 る NN ト や 井 定 り せ 
で や 穫 で 1 一 庫 で へ を で りく ー ミ 末 や きく ミー ( 柏 
補 ぐ ミー ペー トー 躍 ) トキ ヘス ーー 心 下 慌 所 SO 性 キ 
ー・ ト へ 選 S さ ト くさ 生 トト さ 人 ト さ 翌 選 で く ネ ーー ト ( 机 





や トー ヽ ふ ロ 4 で や 吾 公 で お 田 坦 " 澤 環 " 下 用 で 路 恥 や ト m 
一 了 エ キー 選 悦 置 つね や で へ や へ へ MS 参 2 ト で 
一 補 揚 儲 1 で 衣 選 中 人 る で い 絹 臣 つる" さき 所 で 臣 雇 
トド を 込 キ で 填補 で 悪 翌 ト く ー ド マー 必 の Kーー キ トト 
AA キ ぐ 王 宗 Seo トー ト ーー 前 四 や るり で 只 
所 し SouSnte" ホキ AN も に AA キ ( 下 紅 青 ) で 安 

Kー ユ キモ ドー へ ふ Suryakanta 「 弄 Sa」S 握 や 7 
ド 畔 ぐ 過 芝 る さじ 人 思 ) 凸 中 加計 SQ つ 邊 2 反 半 
豊 ぐ 研 京 状 いつ 2 で Se 下 キ ヘン ポー へ へ (コー ヘ ・ 
ベー テー へ ) ぐ 表 

ベー ユキ ミー Suryabhanu 舞 G 古 ペーIS 記 暫 
SPAR 一 S 客 由 ホ ー ト トド トトロ 寮 衝 応 お " 

や ヤ ーー で く へ Setubandha [トート G 画 ] ぐ 投じ 
で へ を 囲 玉 型 ぐ 皇 要り 人 Sreinー ペ ー ふ 9 私 ト 心 る 画 人 で K 
ミー 心 へ ネー ぐ 周 媒 本 ぐふ へ 改 で じ ヘ ミ S 共 る で 意 玉 ぐ 
りり" まさ と 一 ミ の 守 で 下図 で 者 レト さ KK・ 
トー ミト の 直 生 Sto* 

ュー トド Soma ペール せ や リー 和 S 衣 本 じ 臣 や 瑞 刻 
甘 昧 の SQ 古 夏 ぐ や で WS 里 変 や Sn 一 束 SQ し 
Se つのり vS 各 提 つや 古志 Poo4Se ST せ 
で 華 ざ WS る "ヘー もせ へ ロト K ペ ー 癌 で 諾 束 「 ト や は 
K ペ ネー] 器 全 や @ く セ の | 交 つ "WS 弄 村 せ で へ テ を ・ 








紀 





避 
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ソー マ 





で へ 氷 臣 並 ど り % 人 GSno" ーー へ トリ ー 和 | やせ 装 
ペール 畠 民団 会 Oo や 栄 玉 の る SrG 色 (回 ・ 印 田 " 
ポ ・K 尺 1 の ・1 思 還 )′ り ぐ 守 時 せ ヨ 慌 午 ro 杏 だ で 
| 拉 P" で ヘー・ ド トー テキ 拒 生 で ハシ 回 や 織 了 く つね で 
で 丁 ン で 者 尉 き 中 りく で や ン ら 正中 守正 く で 
いく 計 いり 坦 製 征 記 じ 2xe" り S ヘ ー ト 六 和 選出 
華 つ い 固 剖 代 つ 皇 づつ "vm 私 マー 必 写 六 e 六 
も 赴 で 舞 選 琶 や 性 選 や DS に 時 球 や 記 ら 侍 m 素 本 S 王 
も ポ を 年 写 思 時 逢 じ 絹 華人 め 予 補 族 人 到 ハ ー ト 四 じ Se* く 
や マー 避 6rG 斑 避 で 提 せ ヘー も SoSS 更 や S ト 
や KS ぐり の る で ペー ルト 是 き ヘ ペー ル ・ く や 
ト ャ セー ( 地 京 見 で ヘー ) 守り の BS で 8" 
ヘー ト 畠 せ で ne 畠 S | 回 ve 避 和 を へ ロスト ま さ nK ト 
は こい よさ : と エナ さこ を そく あう 生ま 3 と 
| 瑞 ぐ 叶 纏 革 変じ Sー” 頻 負 福 称 或 組 の VS 要 下 守 
雪 和 や 失 隊 TS" ヘー ト 才 トシ 中 ( 麺 ) つら トマ 
ー や ( 押 お お ・ に 限 ぐ 信 SG 基 恋 " 所 継 ) ツ o 史 せ マ " 是 マ 
や ぴの 唱 路 貯 柚 の マロ 表 下 人 % お で ヘー 古人 議 弄 
トニー 必 S 和 めき 還 必 章 ヘー ルト 絡 革 で し 客 訪 和 線 中 
せ ン 最 で や いる r@" ペーb 四 き べ 記 更 玉 中 示 る 
記 選 幸せ つ " 愛 十 麗 駅 hG の つつ のり” 気骨 和 生 つ 家 
武昌 科 つ い 引 率 警 著 め や ひ の くき 加 つ で ペレ る る で" や 


昌 球 悦 軸 や ke 華 拓 し St の "や で へ ik 條 中 ー キ 」( 思 ・ 
KK) SS ペー トト 必 ト セ 一 古 で 店 し Se トー で 
由 し ST お" 書き ーー ハ ボキ Kー キ で 据 選 生き で SAT 
褒 や で で る 慰 玉 き 富 式 所 可 り 蔽 くつ 玉 じ つく ” 補 
や SF 即 千 96v@ つ けつ し 華 で ぐ 吾 薄 帯 トニ くく 
で ぐ 環 ペー ホ ー 和 松 共 つ ね " トニー く KK トマ せ 家 和 散 つ 税 
人 人 S 華 半 じ で 
SS NN 
一 星人 る ヘー トロ 
ペー 中 一 補 求 で 
や ざく 弄 や で 
避 奄 つや きぐ も で 
eS り 要 
MDI く SNS 人 
YS CS 拘 
吾 S 選 NT で" 
ト = く KK K ト 
て 選 柱 や や 
や る や や へ キ 本 
KS ヘーk ぐ 埋 
せい る SS 人 吉 
人 つつ ツ ” AA 


(チャ ンド ラ ) と し て の ソー マ 


月 神 





リー ぐ 率 師 で せい” 奄 や つ お 年 興 ヘ ペー トル 各 ペ ロ 糧 WW 
に くだ さい は く を る 3 りか そい て よく PE だ で で: そら 
選 台 ホー セト 庄 ざる る ^ 繋 つ 舞 藻 信 つ ぐつ 衝 で くる 9 

『ー 和 へ ・ ド リー」 し 畠 忌 親 | | 回 G 故 南 S ぐ セキ て レ 生 
ヘー トロ 間 で WS 型 で 的 じゃ ヘー トロ 李 家 n@ 血 貞 
せる や ン や る” 是 提 や つる ね ヘー トド 「 田 軍 ヘー トド 」 中 和 
で 志す せ ・ せ ・ 天 で AS 応 志 中 0 で SN る 看 つの 
持家 S 福 密 つ つる RSxe" ペー トル ト せ で AN トー ヘ キ へ 
ミー 必ず つつ 東 PWS 礁 娠 中 下 ペ PS | 鹿 
ロマ 写り 呈 製 天 し で 映 司 り 軍 お 古 叫 や Se WS 貴 
応仁 式 ゴ も で ーー りさ りや の 公 で 昌 慰 の つつじ S ヘ ペー ルト で 型 上 
や KK ゴ ロロ Ste SeS PSre* 

へ ・ ド リー 選 」 表 来 加 ヘー トル せ 中 で 三 ざ Se 
で 得 守る" 有り 守 侍 刊 の つり 下 ヘ ー ト で 字 牙 で 東 如 
で 人 で し SrG ( 旭 舞 回 特 『 で ヘー 民 下 で 堅 』 KK ド イー)* 

トー ト ぐ で 古 骨 避 人 う し 8 ヘーb 健 瑞 還 を く INPA 和 を 


さく 。 へ A キ さく Ss らく SN で トマ キ ( 理 是 ) お 
世 和 ペー トド G 源 所 税 つる で 雪 つて で ヘ と 明る ざさ セ ro 
征 マ で トー く K く KK で で 守る 選 つ く 写 く や 選 や で 
で) りき ペー トー ぐ 胡 量 で で 人 り で お の SS で 
で ぐし "「 ヘ ーー で や SS 語 うつ 叶 SO" お 不全 で 
で ペー トー ゼ ト IN トト 一 古 束 笠 SS で や NNN 
一 年 むせ へ キト KSAAS 観 征 お や や 導く 和志 人 で 0 も で 中 
"ヘー ト 器 窪 守 つじ ペ ーー 各 求 で つや の 遇 利信 " 

つ 全 つづ ペー 選 一 到 臣 いや 表 人 トー く K く 中 で せ 半 
S 選 軍 つ いし SQG UK 人 S 村 で 由 刺 半 Se6 じ 音 装 
祭 く SS 全 で る " 半 革 せ 氷 で 握 指 議 ど し 示し 下 で 店 各 
押さ 路 る くさ へ 込 キ 揚 で 共 財 で 王 開 る る" 装 玉 お 足 本 人 
さり ぐ 由 で 孝 つ 衝 革 年 で ぐ 本 ンー ン で や 計 3 で る ぐも 
WS 折 つ やせ 応 全 トー く KK 中 で の ヘー トド つつ つり 回 
SS 財 や し SQ の 判 宮 つる " 古 で せ 四 る 癌 る 人 諾 来 つ もい の 
つり” ペー ハー ロコ 刀 で や SG 会 各 民代 3" つ 公 つ 半 寺 人 
還 つ やや い 地 WS くし Sne 7 BS 由 拒 半ば し 潮 可 り 「 
や る せき に 握 吾 や や "やつ 人 SS 人 生 キシ ロ 記 で 多 問 守 
公 軍 公 和 WS で で で 窒 く 公 モ mn の 幅 せ お "リセ 
NT 一下 人 S 華 S キ りく Tv は 寺 2S ヘ ーー セ 
「 り Sh ぐせ トニ く K く 中 で 公 ヘ メード 公 | の 野 で お" 回 
科 医 で 人 で お ネー トー で うろ ロペ ーk で し SU 
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ツー マナ ー タ ダ 


功 つ や "所 選 虹 ご 所 圧 つる 柚 還 ぐ 田 ヘー ト 半 丁 守 K ロ S 


PS 泉 店 各 下 本 つ で [6 つる 弄 中 6 496R 半 証 る 
貼る 」NS で 8S や JSTS せ や ( 密 末 ) JST る" 
りり JS ヘ ペー ルド G 亜 中 名 ぐ 下 回 半 (ホキ ヘー や EAN へ キ ) 到 
判 玉 の Ss 

トト ホー トロ SS 和 8 ヘー トド 各 肖 や KO 早い OS 恒 各 征 " 
ン ら だ ぐ 柱 寺 り 国軍 電 寺 旧 田 司 ぐ 1 の 寺 で 吉 り 志 人 
で Sne" 想 華 や つ レ S ヘ ペール や で 6 で ロロ oO6 
応 い 店 記 じ Srke" ホキ AN ( 世 )) で ヘー で (ペー セト 
興 ぐ 据 )) ^ キ AA ( 環 各 下 で 軍 三 臣 ) 中 A キ ーS 躍 ( 吾 
志和 ke 押 )) や ふ ヘ キ ー 選 トー ふ ( 環 生 で 田 )) ペー ふ ト ルー 
ーー 中 ( 奨 選 S 羽 品 斑 い 押 )) ホー へ AA へり ( 提 る 求 ら 生 電 で 
環 )) ーー へ RS ( 坦 ぐ 宮入 で 軍 )) や トコ ヨー 
(A や ト 華 ぐ 必 時 ご )′ へ さ 和 く 中 で ( 手 益 ) TS 
キー トト ドー へ ( 匠 る 量 記 人 や Se 環 )" つ ーー" 
トト 

ヘー ドル ホ ー ふ Somanatha 「 下 S 和 H」S 握 と NN 
ャ 選 ーーS ヘ ペー コ ホーー・ く へ へ BSKG へ や ト 古 GAS 
SS RIKI 一 密 ぐ さく コー シロ 6 で いじ 援 郡 で の 居 
で や St 
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ダク シャ 


ふ へ 中 


ふ ャ トキ Daitya で で S は 朱 PSxe 加 て 業 " や 
3 さま いい つこ に エエ ラリ トー 
* 悪 抽 吾 SS 地域 の 入 xe ヘー トモ トー に KNO っ ロー 
時 部 品 ・ 普 巨 宮 ロト ーー キマ ぐ 束 べく 里 忌 つ ね で ヘーS 玉 
直ぐ 製 舞 wu 紀 蜂 wxo で る no 

ふふふ ハ ホ トー Daksina 大 定 ぐさ く 心中 奪 - ぐ Sne 圭 
す ・ 虫 ・ 舞 埋 OS 部 球 ぐ りや" 穴 電 ・ 下 昌 "” | 恨 S 杜 且 
中 で し 穴 宝 避 丁 款 ロ セ ke お 人 る ロミ ン ロリ で と WS る 宮 
肖 や つい 究 叩 Step で や 論 り 呈 2@ 入 へ ベト ー 球 
で 66 古 々 で 抄 も や ぐし で っ "MS 紅 選 らく お 吾 押 ・ 
区 落 ・ 里 陸生 々 ロ 4P 叩 で Sno JOS る "へ ・ 和 や 
リーI ぐ 衣 べ くせ ふ へ ハト ー ぐ 事 時 つき せつ 等 避 W「 理 昌 
S 閣 部 ](N ふ ぷ ホ ー・ ペ ーー トト で ) 本 き S@ 軍 貞 や 征 で 
如 (|・] 1 国有 りや 條 半 抽 党 や 選 詩 衝 Se ふ ベト ー 
尿 利 所 記入 へ ホー ド 堅 の 人 S) 守 襲 人 で く マ 年 
ここ エキ 


ふふふ ハト ホー Daksinagni 「 年 ぐ ミ 」 つ こ で 注 ど 7 


叶 輸 和 固 @ 計 算出 SS 10? 揚 S 民 弄 唱 粘 ね お 宮 貫 ぐ 
で 人 で 款 ペー S で っ 臣 き や 笑 ロ ヤ e ペ "で の 名 
り S ペ 3 「 誠 品 軸 必 ] ep る RStG (っ へ ・ や ロー や 」 
1O・1KX 

ふふふ ホ ー く Y Daksinapati 
キト 年 S 京 SS* 

ふふふ ホー さ ー ミ トト ヾ Daksinamarti 「 皇 で 壁 
人 Se っ 「 握 居 」 で 振 党 し" 填 写 ・ 措 宗 で 時 し で く タ mW 
也 宇 表地 NN や へ NG | 押 ご 臣 振 ぐ 所 折 い つい ぐ 
へ や ト 華 " 症 ロ A や トド E ぐ 到 じ る く 押 宙 夫 "つつ へ や ト 

ふ ふ へ ハエ Taksa SG くせ ふ ふ へ へ キ SR" K 改 へ で 
計 中 し 。 ホー トド ホキ ヘー 必 S 午 "SA 私 一 心 慌 選 電電 人 人 
出し 人 S さ ン ふ ふふふ キ へ 中 一 ( ふ キ ペー ホー) で 赴 器 剖 
し Sm の つる Sr 

TA キミ 計 ぐ 近 S | べし 宰 措 (トーS) ぐ 時 つ る で で 
S*@ ド ニー ミー 人 で 装 で 宰 半 SHS 1 で" 

入 ふ へ ハエ Daksa NNN 一 古 で 王 中 "トート で 中 
で + 是 二 ぐ 1 <"「ー へ ・ モ ヨー 選 』 (1O・ や 11 1ー 勾 ) 
しゃ [ふふふ キ せ に 生 で 中 で 人 る < で 間 SS ト 計 で 中 で 私 へ 
へ キ S 由 SQ」 の うろ 宮 塵 抽 勾 夫 詞 家 親玉 り で 店 昭 
古 YS 音 時 の つい 4S@ っ 壮 古 視 公 区 1S 型 里 で 基 し Se 
りつ 夫人 生 つ 開 つ SxGT 上 へそ ふ く へ ・ ト 必 ー ト セト 」 


「 王 RG 判 」S 山 し" 
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ダシ ャ ラ タ 





ダク シャ 


もせ へ エキ せ 人 ト INA キ ー く 上 ト で ( 尊 昧 埋 ) の 下 | 容 和 
で 『 ト ベース ベー 心 へ 」 じ せ 団 せ NNN トト 一 是 ぐ GS 察 可 や 
ご 装束 MS 苑 せ 電 S 松 所 で で 刊 で せ Se" 人 トト ー ト 
慌 準 や せ 。 加 せ べ 吐 ぐ 補 呈 YK ぐ 朱 喜 人 で SNINK 一 中 
ヾ や 握 守 つ し 1 | 還 く ′ 田 〇 く ぐ Se こせ K 〇 べく 喜 や や で 
で RSrOT「 ト く ー ス ベー 心 へ や J ぐ 軸 突 り 6 で せ 回 せ 反 
條 豆 ぐ SO つべ さゆ 是 弓 | 1 て RA エキ く ロ 
中 RAT キ KS 剛 AST 選 穴 忌 下 人 で eo 年 
べ 想 "居所 WVG 叶 人 る 半球 多 判 記 皇 お の る で "fe る" 
11 や べく 圭 る 世 革 下垂 ペー トル で 吉 の きら 選 家 で や 王 
TS" NN へ A キ SG 圭 で | スキ トマ ー せ へ や ト 下 ざ 所 
づつ 求 JWOS 品 る で 所 或 芋 で で ゴロ 球 和 識 モレ 
良く ね "くつ や トキ] で 守 私 へ へ キ お 8 私 で へ 1 


AS 前 缶 和 や 世 く つい 拉 固 和 所 G 所 選 e 電 OS る "さき 
缶 羽 S 球 へ 還 工 ぐ S へ 入 一 心 翌 選 つ つつ りき 局 列 塞 
個 ぐ り 選 SS お "や ふき キ AN 一 の る 愉 翌 辻 家 つて 
「 中 玉田 福間 組 ] つま で ぐさ 振 G 現 皿 り WS 理 ※ 外 
で で し Sro"「 家 串 紅 】 を 「 製 宗 器 ] ロバ で 午 折 ホキ 
へ を NN ( 下 玉 ) つる 愉 田 生 介 の" 字 導 つつ 0/ 豆 更 
選 孝 褒 つ る お "の で りつ % 要 くる 1 くく WAS り 
SH ぐつ り Q 旧 来 り "HGS 悦 連 太 打 の レン Se tm 生 つ 皇 
” 田 注 り で し 玉 回 で 昌 揚 WEST お で り ぐ 
尽 掲 N に ea438 | 〇 OO 回 ぐ 理 所 だ 上 拘 ye りつ Bee 
や タレ KNPA り 人 邊 で 医 和 選 いい 更 つ 人 ね" り S 田 り 
年間 EN SWS く PS で る さく 愉 ” り S 尾 半 思 る 
で ふふふ と 中 一 東和 へ キ taksa ( 号 守 ) へー sira 
( 必 ) つ 2 で 蘭 相 つ "ホキ ヘ NNN く 田谷 置 
記 田 つじ 揚 提 つる 字 ] つも reS し Ste" 了 埋 へ キ ペー 
くる 暴 人 る で く ヤ ロ で ざり 4SKG ま さる 愉 反 三 S 電 
ローNS 折 の る 代 Kー ト ドー 到 共有 りり ロ 欠 下 尿 田 介 球 
を の いい ル ま こい 

ペー ふ ヽ ふ ふ キ ー キ ロー Daksayanf ふふふ キ S 堆 ふつ 
PS トト で Ss 

ペー お Dasa So くせ NAKH 7 へ ・ ト リー」 ロ 
合う し 古 ぐ ぐ 選 St 了 携 吾 季 埋 " そ ヘ ーー く AA キー 








上 華 選 Js WS 壮 人 誇 境 つ 人 2 N へ ふ キロ 認 
に いさ NO で よこ に さく の そく 
SS で 甘 左 家 や へ や ト 臣 6 で し 拉 元紀 記せ の る nop で も 
SG 人 トー ト 技 父 ロ SN へ ふも や で Ad 作 王 
で っ や で 詳 守 に 2 りり WCS 革 マ 康 WT お 所 

へ も や ト 華 せ 虹 名 SS 人 ば 性 ざ や 閉 疾 つい 召さ 内 己 で 
甘 時 * 戻 ゴツ ジン ペペ し る る 和 S で PSte" SS 
明る で へ や ト 華 で 了 で トー ( 敢 き せつ 下 さ GK 呈 G や 人 せ 
吉 轄 つや ま ト マー ぐ 半 46 弄 で) 革 ” 捧ぐ 引 選 求 唱和 
も "すり MRG や や り 民 Se 人 S 介 奈 閉 る "の も 
へ や ト 華 や マー 選 く シト る で 爾 上 つる 絢 つ お 直幸 
末 選 王 つ ” 四 回 定 叶 りう … 半 古 百 赴 埋 避 い ンー 持つ じ 和 へ 
さす 電 癌 で 衝 所 音 ぐ 泉 加 時 詞 旧 邊 や じ つ で る "へ 
まい YS よさ: デ に で づく EE 
っ ト ー 呈 で ホ で キー SA す キ く 

ふふふ へ と へ 下 一 Taksasila 回忌 そ ヘ ーSH 密 最 世 SR 
キー と 刻 や ふ ヤキ ペ ー 心 の るる” 陣 く ヤキ KAS 癌 く AN 
キー ト 玉 や 周 民 恨 村 玉 させ 6 る 和 S さ や ホン ぐ 炎 指 人 眼 寺 0 
Sr" 琴 眠 王 KK 生き 千 キ で ト さ や や ま ヘ を ロ 
K ギ 田 全 密 く つい 回 で 羽入 きつ 公選 0 ルド ニキ 出 
容 G 理 ロ せき に へ 一 S 田 生 表 店 で ざり で 弄 選 GS ド 世 や 
守る や の 民 で SS W で り ま RS く ペ ホーー ト くさ 中 で に 








下層 所 唱 到 くつ る て ヘ を ・ ト ーー キズ 人 瓶 さら 表 半 つる 
で ハー 周 翌 最 ぐ 羽 半 想 生け で em でも る っ 問 限 eSte" 
や リーNG 鹿 型 こ 03 吾 で や せ 表 要 で 包 色 世 ン 所 選 
ソ 宗 時 ぐ 周 や 幼 つ " 束 e 皿 生 wo COSMWS 
で さく 衣 相 り ぐ 敬 くせ て 下 還 めで" 羽 糧 由 お 人 
昌 宇 表し 志 選 思 時 つる 克 司 肖 ら " 崇 宗 ぐ 導 
器 宮 層 忠 つね で ヘー・ ト ーー キズ ロ 生 笠 ひ て mm の ンマ 避 
SS る 半 弄 人 で で ポン 層 家 つい 選 毅 吾 直幸 9 
や 衝 補 で " 球 震 想 / St@ く せ 際 胃 ぐ 因 記 地 きつ いく 吾 繋 せ 
で へ と ・ ト ーー ト S 同 是 で ヘーG の GWS 時 NN 
AN (「 豆 で 閣 用 押 で 握 ) つ 呈 滞 お " 

ふふふ DasSaratha ペー ニキ トト AA ヘ キ (中 遇 
舞 ) で で へ へ トー ふぐ 店 路 や ロー 本 心 加 ぐ 統 ト mー 
了 ホ マキ ー ぐ HI" 

トー トー キト 』 記 筆 NA 選 和 へ 田 呈 中 る 和 る 
ME さくま こめ も まあ に お そり: も る 
避 居 内 (トト ネー) 村 つね An で 葉 
選 十 々 ゼ 球 薄 ホ ー ト トト ロ 洒 ea0 選 49 匠 ぶせ や 
て へ 年 放 華 せ 記 り 装 で 提 玉 で レト ー ト ト ネ 科 柚 つ し きつ 
うべ 品 望 つい る 代 " も で て へり 計 王 革 で り 到 つい 吉 で 握 
っ へ キ 慰 田 S 店 つつ ゆい 現 寺 章 S@ りや 電 腕 青 つ 
や りや 有 相 居 骨 人 案 *@ つ NNA キ NHG1 く で 聞 人 る で 回 
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ダス ユ 


ダマ ヤン ティ ー 


瑞生 半 丈 お" 8 琶 ボ や キー キー 人 る さき や で AT ix 古 で 
装束 久 で Se トー ルポ で ホー マー 人 る で せく 心 入 ヘ 
の ーー 名人 で 呈す セ つ ヘー さ へ 下 半 記 る (FN 
ー ャ ドー キト 』 ト mー 所 マキ ー 相 )) を 必 和田 きり S で 
中 四 で ハー ル 悦 つ 。 田屋 敵 環 旧 恨 名 る 和 S ド マ ホ ー 
ペー せり SW 明 で トー トル | 国 時 GS る お 列 泊 つ "名 
中 人 く 瑞 中 く 心 菜 店 の セ ne 6n 唱 共 転 つ ね" 由 革 会 代 
や マト ー ャ ーB110S 手 くり の 向 全社 の 妥 守 
つい 2 ぐし ペ 妥 棚 称 謙 で や 守る 信人 トー トド 痢 
S ふ ー ペ ホー 天 い 舞 衣 和 王 xe 求 つ 史 つつ ね" 弄 都 宮 吉 で 
SA セト 路 層 で いじ 価 衣 め 雪 り つ fenJ 選 キ 
ふ へ 田 時 敵 つ 避 間宮 訟 SS 生玉 や ネー ニキ ー”。 K ウ ーー 
で ホー マー さや し 限 G 湊 上 普 せい て S と Sne* 

ささ"「INー ト ドー ャ ト 』 ぐ 忠 足 呈 ソ ン xe 球 中 PS 
「 愛 社 曜 」 移る う ツ の ホール S ふ ーー ホー トー トト で 
由 全 や 前 つ " ふ ー ヘ ペー ぐ 聖 落 全 固 塵 % 応 お 表 トー ルト 
AINASA Tb 二 で 衛 へ す 心 和 へ 到 称 陣 で つい 密 鞭 和 中 
で や 唱 妥 へ 拉 ね の る 作詞 狗 名 Se っ ホー ルト て 
人 人 

wKH Dasyu SG る せま " 生 一 私 り 人 8 レポ 7 
いさ こし た つい 
で へ を ・ ト ーー キ 己 上 り さる 較 民 で ヘー で 糧 由 向 表 で 





玉 繋 つね spS RS (一 へ ・ や リー | ・ 尺 還 )^ 半 せ 
吊 想 で 記 欄 ぐ で 名 m< で 記さ し WS 加 ママ で ね 人 対 
いで つの る RS (「 ト く ー ス ー 疎 美 天 )* 

ペーー ユ 。Dhatr Se くせ 入 一 へ さ "「 吉 末 提 - 選 
@ 補 で 握 いじ 章 旬 G 宮 正吉 轄 ぐ 豆 蓄 " 財 韻 " 要 家 青 
SN 避 AJnG 古 間 * トー 記さ で キ 古 総 ぐ S | 利 拍 つい ぐ 
ーー= モ 。 装 醒 ・・ 了 K・ 素 層 ・ 素 収 ・ 玉 で 寺下 天 つ 
Y ぐ 六 垣 編 宮 で 誤 宮 woo で ツ Sre(『 つ へ ドリー 1 O・ 
1RO)* 私 ーーー 極 ・ に 限 ・ 有 や ue 疫 ね 詞 り 守 司 到 天 
に に だ ぶよ こい 

ペー ト や む ト Danava 「NK ぐ 至 下 る で 編 も " 生 
て TS 層 ぐ 1 KR へ キス 守 ざ ぐ 人 S る や やら 前記 る 
四 く 4 私 一 選 式 避 ぐ 航 や せ 和 て トマ キ つ 区 つ + で 
全 疹 他 つ お 思 べ くつ つ い 舞 名 堅 せり 選 表 や ke の ぐつ 衝 守 
YQ で ヘ を と ・ ト ーー ニキ 所 で へ を 密 く 表 つい 選 揚 吾 ・ 羽 
ざ 刀 ロ 庄 尽 つ る 択 直 相 S で RS ヤセ 刺さ Sro" 

ふ ト ふ 。 Dhanada 「 雷 中 or@ 電 で 据 じ 細 G 古 へ 
や ロー 選 S 冥 SO* 

ふ ト < く 中 で Dhanapati 「 地 ぐ 刊 」G 振 し へ や コー 
GS 記 NR NK 一 私 ド INop 下 所 * 

ふ ト へ 込 エ キキ Dhanamjaya 「 舞 甘 さ の で る 赴 」S 


ヤヤ" 半 で 可 氏 ぐ 殆 要 (ヘー ネ ・ や トド ミト ) so 置く 
交 員 つ 代 冗 句 べつ つい 素 玉 約 SN っ 一 中 

ふ 和 ペーー ユ ー キ Dattatreya トー ニュ WS 芝 ト 本 
Kー キ ー ぐ 店 の つゆ し 半 SS る AP AS NN セー や で へ 
TK や ト の 人 在 も で て へり 放 華 で や 志 の つじ 穴 人 で で 
we 音 上 せ 昨 べき 答 四 ヘー ド 私 NN を で され トー キネ 
に >: コ ペー トペ たよ こい 

ふ i ト で ふい 一 Dadhikra 計 で や トー トト Ao る 
3 『ー へ ・ や リ ーー 私] ( 団 ・1 く ) 独 て で St 王 副 宮中 " 
ウー や に さ 相 トー ミ 揚 上 四 お SO 上 

ふ i ト で キハ 中 中 Dadhyamc Se くせ 入 條 エ ー ホ キ ? 
リー ぐ 副 寺 " ペ 四 Ae 衣 李 ト ふさ や に AG 中 (っ へ ・ 
や ヨー 私 』 1・ く O)" トー トト ト で 下 号 避 6 や で へ 
と 居 寺 著者 で 長槍 (や リー 和寿) 和宏 や つつ 
和民 りや で つる で 回 革 暫 求 必 の 箇 箇 つ る ね" つ 人 る つつ WS 
之 貴 ぐ 吾 3 要 人 や tn に へ や で へ 較 症 衛生 7 
いる 時 衝 MS 電 幸 で 唱 閣 お "に AT で へ 詳 赴 共 で へ 
と で 瑞 属 じ ホ マ キ A 蛋 で 柱 ぺ 了 で 舞い 主 宅 
じ 代 っ SS も で へ と 人 剖 で 軍 届 司 選 控 生 る 補選 
上 で 舞 の や モモ 全 る の る 人 n(『 キ ふく へ や トー トト 
1 国 ・1 )* 6 お 思 で 時 窟 は 6S せ で ヘ を と ト 閣 で 部 名 
で 前 護 や ト A Hm 年 で で 6 で じ 際 携 や ニー 届 紀 





で 補 吾 時 玉 テ ミー ぐ 1 〇 OO 罰 S 弄 で で ホン S 履 
甘い 軍民 S 記 ST 

や ふ 愉 や トト ふ ふ ユ 。Dhanvantari て や ヨー | 是 控 " 

補間 和 界 生 つる 韻 半 応 王 お 年 さ G 國 量 ” 加 せ 冊 着 に 
ーー 中 ミ ・ や リー 宮寺 近 や る で KA 一 スー! ( 古 尋 
宮中 や 時 委 宮 )) トト さこ (に 恨 ) つの 中 Soy 

立 や で へ 中 田 S 押 弄 G「ROG 舞 」G10 SSS る お 
に CS 

ふ ー ト ミー ンー Tanunapat 「 吾 mm 票 G 店 回し 
着 で お OS] ぐ 油 "トト Si ( ペ ) S 応 志 (「 っ リー 
ふ 』 ト ー ト =ー 畠 中 | ・] 還 11" 岬 ・ 還 SW)" 玲 式 層 重 
紫 % や レミ w49 り や 替 和 ネ KWGSS 王 外 埋 つい 
る の 境 り Sm ロ 幅 で る PS" 

ふく K Tapas 「 大 」「 玉 」「 押 に] ぐ 部 じ " 拉 だ で へ 
て ぐ 必 問 召 半 昌 人 くい 凡 惑 人 避 入 中 つ お 補 ” 必 所 吾 
た 末 " や く K。 WS 玉 皿 守り 長 故 和 提 らい eoG の の 
SQ ざり 人 で RG 更 本 36SW や Sm 寺 ro るる で 由 補 " 
佑 だ mw つり る ne" 眼 栄 共 皇 搬 半 中 列 一 ぐ 下記 召 で 競 
表し る 和 S” 是 聖 ・ 突 幅 多く や ふ ヘ キーー キ で 
田中 革 ぐ 圭 SO りつ 編 … 夫 やり 選 守 必 っ pD る" 

ふ ト ルキ ハト マー Damayanti て さや ト 固 四 ロ ー 
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無し ミー ヘ を で HHS 田 HH 中 S 1 トミ さか.S 冥 SW KG 窒 じ "中 ペ 和 較 田 NG 聞 " ITY <ー ミ ーNAJS 昌 











ダム ボー ド バ ヴ ァ 


あー ラテ ケート 


誤 ( 様 療 曜 ) し G@ 「 ト 中 田 球 宮 | Gun で へ" 到 守 せ 半 
三條 心 田 共 講 宮 翼 や 園生 電 求 < トキ A ト マー や つや 
演 AuMoN662。 いる ロ 中 で や Sre 角 和 下 答 し 人 お" セキ 
へ トマ ー 人 な 択 各 税 人 いじ 槍 Amo 6 も る 605S 選 龍 憶 
條 人 ホリ ー ト で 回 SG 田神 肖 SWG 是 区 の き で を 
SS し ロール HGS や きつ 唱 宮 で し尿 各 上 つ 回 所 人 " 十 心 丈 計 
せ ン 3 着 埋 ぐ 迷 拉 GS る mn に ト mー ト マキ ー 財 ユー 
くさ ミト G 量 押し Sro り の 長 で S セキ へ 中 マー 
S CRP 補 器 ら で 反 部 徹 a 選 や の コー ニード く ミト 田 明 
で や SG し” 田 侍 量 沖 Jo は りく 所 避 多 長 つつ "づつ 
りり し セル と A ト マー せ 氷 改革 作 *e トキ 中 で 
ー ぐ 蟹 ④ け 4 し ト 改革 の ざく 巡 の つら 朗 連 や 求 で ね 
園 垣 意 記 ら の の つ 。 入 セ を ヘマ ー ジ ツジ つり 音 軒 宮 室 告 
釘 で ね "っ キ 必 で そ へ を 

ふ マ ネー くく や や ト Dambhodbhava 「 ト く <ー ミ ー 選 
ふ ] ぐ 窒 幅 ぐ や 人 る し 二 究 和 近 Srxe 胃 で 刊 べき つい 密 で 
SeH" 提 玖 拓 相 じ | 貴 思 くず 代り 層 全 T じ S く お 居 
1 SNPA 人 SG で SA 選 ホ ヨ S 六 じ 佑 に つい re 本 必 コ 
ホー ハール トロ 半 名 Sn6 る 9 幅 RS 11 スロ 愛 る く る や 
ざ S" 直 必 コ ホー か ー キ 回 只 る 雪が 6 で 所 や いざ つる 
多孔 避 る SS で や 直 心 革 | 班 地 選 軍人 で 記 で ビ w 
宙 求 の つい し 悦 yo 壇 補 SS 時 を 口 を 記せ で wo 


トル トー 得 全 年 Br く で し 癌 っ 地 当 信和 ペー トー で っ 
や 早 め 補 お トニ く K く ト で せ ヘ ー 下 一 玉 競 胃 で る で 
尿 尽 直 由 基 入 半 お で 明 レ レ つ 孝介 愉 の 隔 で る 矢 ” 装 
宇 宣 包 由 悪玉 培 つ ンド 環 る 恥 選 で RS も トニ く K ト 
で や ヘー ルト や ざっ の 加 旧 由 基 ね の 首 褒 つね "りく 吾 る 
時 幸人 人 で NN トー 下 せ ーー ロ 将 害さ りや 3 邊 
mn 旧 栓 つ 多 。 問 半 半 弧 < 吉 昌 還 つつ ね" つ 全 つり S 
問 包 瑞 各 笠 店 悪 久 「「 抽 基 さ りや 和男 時 
ペー ハー ロ 帆 や ね で や いる ペー トー お ポ り で SS 矢 ヘ 
ー ト PS で り 聞 皇 つ お” 神 く や ヘー ルト り で 由 避 現 
つづ SS「「 じ 人 る つ 人 RM 人 8 排 拍 箱 軍 つく 中 補 の 牌 びる 
\。 JS 由 NN ( 明 ) いも で で " 

SNAーNG 征 や つい S ペ ーー 1OSY く < 一 





で ろり 選 で 下 の つり る 和 所 いる し 計 つ 和 括 ぐる の る 
2 A 

ネー 中 ー ふ 躍 Damodara 「 民 ロ 暑 る で お 下 G 
柚 じ "ヘー へ TS 応 W" や へ 9 や ト Ki トー トト 
ホー トト キーS ぐ 中 つい 装 尺 人 お 和 S ドー ド 愉 ーー で 陸 田 玉 へ 
ませ さい 懇 和 SG で 誠人 S で 唱 マト AS 地 
ペロ ーー ぐつ ざし 遷 ざお" 妹 く ヘー へ ロト 内 付 
取 寺 SQ 部 ー 入 一 で 半 記 の 器 尋 で 叱 知 りつ 7 
く ヘ ー 史 思 くつ 6 で る で し / 訪 ざ つい 療 暖 知 電 W い 
で や K%W 侍 路 業 つい で 8" つ 人 る つ ) へ へ 1 遇 
R や し り ぐ 本 吉 店 選定 で や 昌 W My 生 共有 BST 全 人 委 で Pw 
で 間 応 衝 某 る うじ つ が で ね" で の 人 で へ つ A 本 半 
ネー ポー 心 の 富 Sond で る 5 っ へ い ー へ 1 本 
ネー ゆー Tara SQ る お ペ ネー 心 ペー"「 玩 で 握 や 7 
是 ぶ で 時 トー く KK 中 で で 折 " 

トト ー ト く 是 弓 せ 6 で 3 反攻 いせ 前 で る 臣 大 へ 
ー ト トー く KK ト YS 押 各 疑う 醤 で お" 拘 画 つ ンマ 
et6 で いひ BJNS ト ーー く KK 中 で S 財 IS 牙 拉 め ヘ ペー トド 名 昌 自 
つる ね で ゆ し” 是 ぐせ ト ー く K く 中 で 人 所 つて トマ キン 
ペー ト や ト S ぐ 台 器 ね やき ヘー ドル で 計り いく い 論 帯 勾 吾 
6 で "DS「 ペ ネー ゆー 敬 ] つく RSte 祉 くせ 細 つ ン " 
玉 尋 お WS 王 つ 氏 が し 田 詩 つ い 胡 る 税 お " ロ ジ トド ト 中 


や で トマ キー ( 十 K 是 ) で 悪 1 呈 代 中 で ペレ ペー ニー 
是 ぐ 選 氷 。 宮 党 やせ ネー トー お ※※ 京 の つ レ G き GS 央 
寺 是 JWSrG” 握手 時 画 近 謀 り 人 くし 宮 押 名 G | 獅 さ つ 
いじ 光 謀 独 間 ( 挿 " 例 上 要 ) へ 計 滞 で” 維 吾 虹 G 昌 中 や つ 
いじ 必 譲 哉 押 さや 生き Se っ ペー ドド トー く K く ホ で 
ネー 心 R Taraka 局 つ ろく 所 きく / 古 人 経 公 や 
TB と くい を か る そそ に P く PVk の こう 
ペー 心 ボ ー Taraka 障 維 KSre る ポキ へ へ キ で 
K ネ ーー や ぐ 幸 や つい 装 SS る で トマ キト ユー ホキ で 
30 だ チコ の: に で たこ 
SAAK 呈 で や さか 旧記 AG る 混 皇 で 区 表 守 Sro 佐 で 王 
幸 さ WS 玉 | 窓 史 根 つ NR で くね" り し や 
AH ト ーー 怪 ホー ドル ホ キ ヘ を りり で 謀 宮 K 
敵 や る で 昌 旬 つ 3" INー ド ホキ ヘー いせ K 選 机 下記 ら せ S 
で 人 る や Q で し 回 K 人 る で 諾 時 宮 Saoo 字 己 : ひ ツジ つ 。 問 
RG 日 手 S 旦 二 記 ら トー ドル で 環 N へ へ ルト o 理 
S 引 や 器 evio 近 つや ね" つ 公 つ 。 回 表 上 塞ぐ RB ロレ 
半 で り R で きぐ 大 や 導 で や いじ 療 吸 つ お ね くし ′ トー トド 
や AT トト 志和 寺 字 思 表 源 つる せ (TI トー ドー ヤキ 
に 

ネー 心 ホ ーー で Talaketu 「 ふ ー 宮 各 准 呈 の ko 
訓 ] ぐ 握 じ "リー へ TS 頼 固 Se る 攻 く N ホ ホー トト で 
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ター ラジ ャ ン ガ 


mm ーー 一 一 ーーーーーーーーーーー 


チト ラー ン ガ ダー 


Am 
ペー 躍 込 キ へ 慌 Talajangha 
中 で 田代 キキ テート ト AG 亜 四 " 
ARG 剛 坦 訪 " 

ペー ミ ふ へ ハエ Tarksya 「 ニ へ や リー 選 」 (1O・ 
1 や) 括 部 要 定 で で Sn 琵 暖 " 條 ハー ト ぐ 韻 り 
せ や で AKG 骨 選 避 さ N 志 G 球 WS1O JST る で? 
ふ ミ ドルトン 中 Dharmaputra 「 ふ ミ t ( 帳 容 ・ 握 壮 ) 
SH」 ぐ 柚 "ベー ヘ を で HHS 田 HGS モ GS 日 中 人 で ヘ 
HikYNS 冥 AR” 時 や へ A ト ーー トミ や トー K 守 で 
聞 A で る ヘー 躍 ( 宙 羽 ) BY しさ トト ー ド トロ 守 
で DU 半 玉 信 店 や SGS や り で で Sm 本 生 
ャ AT ト TN 

ふさ トル 届 ー 穫 エ Dharmaraja 「 表 SH」S 握 や 。 思 
間 G 較 ぐ 田 と YS 応 NW” ャ 廿 公表 で 半 際 軍 St りつ 人 
で Sm 8 ミー ヘー で S 還 HHS 品 店 ホ で AT で 
AS JAJT 

ふ ミ トー 中 モエ Dharmaranya 「 和 ふさ t ( 四 癌 ) S 
準 " 副 S@ 培 」 ぐ 摺 じ 。 ル 【ih で キト トー ハロ Se 傍 で 
SGS せ トー ドー キト 」 避 狗 て で Si 所 SNP り 
S 評 きせ ふ AF で SS トコ ー ミ ふ へ 必 ATKB4N レロ ン で SS 
に の 


列 


く で く と 所 GS ト や ト へ 
く で く キ 導 ぐ ペー 人 キ 


やじ 串 紀 SS 人 (『 ヤ セ く ーー ふ 』 ヘ キー キ 想 )* 

ロート Y Cedi 下 改 ー ト ロ 移 て で Sue 較 吉 や " 限 電 
S ホ と へ 選 で さ つ コ 後生 ヘー ロ 親 玉 e Stey WS 
軍 四 せ へ へ ト で ルト マー も ” 回 避 得 人 る HG 皇 
も やせ" ロー キー へ へ リロ スー 中 (ベー 心愛 吾 や せく 
ーー へ や トロ 送 民 つ 公 ) ぐ で AORS 長 で ざし Sre" 

中 て 心 ー ふ Citrakuta 「 雲 ン 購 ]S 投 や" トー セ 
ーー キト 』 ぐ 走 部 りく で Sno 評 書 や トー ミッ ツー で 可 惑 思 * 
羽 ー ド トコ ペー ペー 私 り りり 京介 秩 や る お ざる で Sre* 
衝 埋 でも トマ ルト NN トー 系 さく AN ぐ 家 居 且 1 キロ 
ぐつ ざり 避 St@ ホ ーー 一 色 り せ 所 良し So" 

ホ ー 改 ゼ ー ト Citrasena て ふさ 半 で ローー ゃ トー 
リーNS 10O く ぐ HIhSE ぐ 1 ズ " 大 性 嘱 恨 と ト ニニ mー 
私 電報 2^ ベー 心 ふ 胡 ぐ 韻 せ せり ー セ ヤー ト KA キ 
ミル へ ネート で キヤ へ キ ヘ ー リ 一 R 侍 の 窟 2 く " スー 
AS ト ぐ 総 1 由 ロ ー ド ロ 衣 で る "(テロ ー ト 棒 )* 

HihYAdihTINHG 人 Sm 凌 く し ふさ 前 用 せい 
る セミ ュー へ ハネ ーHSI ( 尽 世 * 

可 ミホ ぐ 中 "ベー 心愛 症 多く ウレ せく ー へ トト で 
よ ふ へ 必 性 設 球 人 ( ハ キー キャ 堅 )* 

曲り ネー 選 較 GS 田 ど スー 必 ふ 確 癌 じ せ や や N 邊 ト 圭 
せ 対 し 牛 く ^ へ ミミ ル A 届 % 記 お (尽き 十 雅 )* 





や ふ へ ふ Danda 「 開 - お SQ る 革 由理 」 ぐ 握 い 
や 刊 吾 や 培 で つ 7 JGNN へ NRS ペ ーーー で 中 MO の 
富 写生 回 で 玉 絡 到 つ " 玉 う 村 で 層 選 科 相 で つい 
SQ 0 で AN 玉 直 訪 や 握 党 つる 

ふふふ や ト ふ ー 届 Dandavaktra ミー ハ キ S 和 一 
よもや ト ぐ SH" ホー トキ さ PSH" ヘーA 1 下 S 区 表 ぐ 
吾 り 財 パ GS や ON トロ 避 爺 約 る 

や ふ へ や ふ R Dandaka ロー トー トト ニー 完 コ トミ トー 
嘱 G 王 計 S で る SG 病 水 計 欄 SNー ト WS 客 
ふ ー ネ ホー ネト mー ト マキ ー ぐ 舞 購 人 で 型 畠 め で し 杯 粒 く 
や で せり ぐ 培 じ S ご ” り で 拉 で 革 シ ふ ハー ペー ゼ せ 心 へ ペー 
胃 田 ホー トト キ 召 る 層 で "FIN トー ドー キト 」S 導 政 
載 和 SIG' 

ふ へ ふふふ 届 Dandadhara 
思 軍 S 固 ぐ 田 キト S 京 XR" 

ふ ヘ ント Tandu へ や F ド GS 範 半 S | て し ヤン で お 折 
慰 旦 ′ 昌 土 ぐ 吾 表 ” 剖 公 吾 天 つつ 公 戦 還 せ ホー へ 私 か トコ 
2 で SS 
中 ロー せ ー ネ Cekitana ホー へ Ti 舞 S 中 GO" 
ー へ へ や ト 圭 ざ 下 避 和 握ら HKTAHIRYNG 妄 晶 往 
つや 人 器 * スー 心 ふ 胞 加 史 うじ ば や 心 や ト 肝 SGKA キ 
へ " ホー ト ヤ ー ト で や の 橋 く トーmー 選 直 田 も 





「SSm 手 で 押 」 ぐ 据 い " 


に 2 


ルド 


号 -ー や ミ さ ふぐ HKA キ さ iIS 思 旬 ”" く ー ト ふ 褒 剖 や 
せ S や 心 や トド 吐 長 S で で (玉虫 )" 

SS へ 私 さや に 過 宮 "スー へ や ト 反 1 押 m ぐ 超 和 
せ 寺 "と トト で ふぐ G 王 | 1 | 叶 記 欄 つ 人 る 老 りり で 
りや 宮 長 お や で 必 や トド 田 で と トーmー 和 直人 剖 で で 剖 和 
信人 S 司 omRA を いつ つて リリ で 欄 く ーー ミー へ ES 
誤 工 つり Se ざり や 選 地 人 WTOwQ の SA さか ト お で 
せ 省 で で で ” 舞 つ く 胞 SGS で と ドーmー 和 本 SA 
さや に 由 ヤー ト ぐ 無 制 つ 代 ” 全 WT レス ミー へ 
や FES HK で AHKYNS 吾 証 届 るり 胡 S 皇 SS 人 ( 接 
甘 蛋 )* GS DSR AS さ トト HKYAHIKYN 
迷 R や yenBS で お? 

ホー トー へ RS Citramgada 「 ト く <ー く ー 心 や 」 で 
村 密 映 球 *@ へ 半田 キー へ や の ま 中 で キト トト 
エーJSH" ふ キ ー へ へ 放 田 SAS 一 装 華 の や ぐ 人 る お せ 
半 で リー ハリ トロ 公田 羽 各 回る 代 和 S 区 SSA 
ふさ や トド っ 中 時 証 症 で る 層 演 衝 守 8" や リセ リー へ 1 ト 共 
慰 ぐ 球 や で ホー 心 ホ ャ ーー キャ xa 田 習 は で 古 る "っ ー タ ーー 
ルト で キ や トト マー ドー ヘ キ ー へ へ 

ホー トー へ ネー Citramgada kilNINS ホ ーー 
や トー く ト S 替 し "ミー へ や に SG 拒 映 田 四 ト さ A 
全 1 1 叶 塞ぐ 型 療 bS 人 る 宮 で 近 " に トミ 邊 本 せ 型 澤 で 補 
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チャ イト ララ タ 


チャ ム パ ー 


時 王 " oh6 和 04S 畠 遷 つ 。 ド 下心 回 ※※ で 本 
ャ テト ドーRS 補 ぐも で 旧 搬 つる ホー トー へ 羽入 一 wm 也 尽 人 で 
で "つる づつ 涯 せ 映 恨 (トーー ペ ポー"「 吾 由 で だ で 零 」 
S 敵 や "MG 幸生 で 款 人 朴 貼 革 求 品 き 虹 % 科 喜 で せ 
中 つ MS 包 束 守り Keke SQ て ロ 世 貼 全 宮 る 政夫 
や トー ニー ペ ポーロ 疫 必 ke りつ 46 で WS 穴 人 で 判る 
駅 店 壮 次 和 要 据 つ " 雇 給 革 決 たき で さり の Pre) 
PST でも" 了 店 丈 財 お 替り ポー トト ー く 寺田 
S 加 回 押 和 MG る 愉 り ANK 二 に さ 江 ト 芋 翌 K コ 
揚 補 つ ′ 岬 千村 YR や 豆 つ る (『 ト く ー く ー 心 へ 』 足 
堅 ′ 貴 居 肖 直 )) つ ト ミホ 

中 キャ ンー トト 入 Caitraratha 視 舞 で エ つぐ ネ ペー ミ ヨ 
S 豊 GS1 CS AN ヨ S ゴロ GSxeN ト ロー で 裕 * 
SA さも や に で ホー 心 必 入 6 さい ン で SS る ぐも り S 
ゴト 店 生 re 

や ト ホ Cyavana Se くせ キミ トート "に へ 生 
か で へ 展 是 4 で い 換 時 で や で で 研吾 と や トト S 近 
弄 ご ぐ 中 せき かじ リー へ ・ や リー 入 」 ロ 密 で で りー トト 
和 かー トト 邊 』 9 器 ウ 『 ト く ーー 心 へ 』 で 如 組 民 20 で SS 
に 

りく 選 編 は 68 トニ へ ぐ 聖 中 や つい 装 玉 ね ホ と ト 
3 Sro 邊 ぐさ こし 選 ら つる 折 選 選 き る SR 


立 呈 し 音 で スズ せ 下 つ も の ロ 6 呈 合う 8 公孝 つ % じ し 
S 王 る で ヨレ 党 る "HK 革 川 4 ン 思 くい 人 る で 写 叙 人 や 
ン よ ホキ や トト 和 嘩 で や? 

的 の 家 つ 0W 芝 や 連 2 で 補 中 と や に 本 革 K ろ り 近 で 
も ト A す 私 で へ 隊 王 年 暴 ヘール や 頻 負 約 拓 where リ 
つや 科 届 接 つ ね "つる つて ヘー 古く 本 ぐ 人 で っ や や 民 恒 
や つり 野々 じ Sre ト へ 私 で へ 区 是 り 是 黒 如 革 や 塊 近 中 
で りつ 避 眉 札 つ せる" ホキ や トト で ヘー ぐり 
ぐい 守 編 宮 洋吉 つ い ト へ 中 で へ 証 ぐ で 人 で り 壮 括 和 
思 モ *@J 村 井関 じ お で へ と 半 失 可 や トド IN( 齋 羽 甘 ) 
加悦 も で も ひつ お "yeop 涯 塞 つ い ホ キト トト 
S に へ 私 で へ 詳 生 で お 名 ロー 遇 ぐ 器 aane) て へ 
と いせ いる くらま ト A HANW 押 りお "WS 代 人 せ ホキ や トド 
で 旦 や つら る 和 S で ヘ と ト 届 下る 合計 票 ゃ 翌 
呈 選 し 所 各回 WS 抱 選 SR ロ る ツル 和 (「 澤 
二宮 で 据 ) や る 必 四 KS に KS 民 SS。 素 昌 守 ロビ て 
A を Np 反 民 対 や 愉 の つる "WS 本 つ る 交 思 て ヘ を 
せよ キト トト 守 二 つつ ANS に へ で へ 層 王 人 年 箕 
美 ね りつ 肝 人 お" やり シホ と トト トル 選 Nu 一 虹 
つめ くり 所 S 還 CS 申 回避 Sn ペー トル 
四 し 区 基層 手 杖 4 や 画 龍 KRiI キ テー つの つや 首 品 つ 
せ (『 ル く ー く 一 心 ふ 』 槍 甘 堅 )* 


を そこ と を と OO ン 放 2 く ES EE ささ 
村民 コ E で SS い し 究 隊 で もい ロ 画 べ 補 3Sxo 衣 キュ キー 
了 で 田 玉 訟 ぐ 人 寺村 玉 じ り で 下 で 叶 つ こせ ※※ る 生田 
で 吉 KR リキ ー 夫 聡 ぐ ゴ ロ 肖 で い 玩 や 選 軍 で 選 嘱 
信夫 ぐつ で mR へ お ぐう る 生 で の 人生 < で ITO SoS 電 
餅 じ 癌 季 妥 つつ "WS 提 家 選 剖 ぐ 居民 で 生生 "映る 
キキ や トト キュ キー ホ で 田 岬 谷 ぐ 球 二 や S 素 そ 加 
06 で ポレ つ で る " 田 和 SS 堅 国 吉 吾 Ko 公田 半 
KS 1 キー で 理 te りつ の 生 RT RS も よ キ トト 
で ざり 必 BE で し 直 SQ” 田 衣 各 箇 つ つや 四 A0ne4yn 棚 
全 で S お | 田 革 る 人 で R 生 KR 1 キー ホキ トト トロ 車 
人" 

KS キー 革 所 るる 求 ら 客 部 王 届 べ お 稚 See 散 療 
紳 W 和 me やり 惑 ぐ ee し Sr 寺本 で へ 甘 年 仏 
食 王 ” 押 て 都 つく 表 粗 時 羽 る る ね く 氷 つ つじ Se で で 
ン て 8 る 倒さ に へ 相 選 で へ 詳 征 Sn GS | 来生 noT6n 
せ 如 寺 つ る "つつ 会 づつ” 京 操 回 導 や 下 キ や トト や 中間 つ 
いる の 雪 ee) 較 是 せ 「 臣 や 年 く で 国屋 し Sh" 
人 S る お で 求め 押 弄 で や an Sd や 回 の 打 起 伴 芯 マス 
SS る や 人 る で SS 人 8 ぐ 求 届 午 ちや 0 る 」 っ 隊 老 つね "KS 
ョ キー 求め 避 腔 ぐ 填 り S 畔 隷下 握 つ "に AT で へ 
慌 ホ キ や トト ASS せく 四 電 の G 王 直 





下 そ ふ へ 改 愉 トミ 中 で へ Cakravartin 「 判 中 ぐ 羽 罪 間 」 
ぐ 据 し ^ さ 悦 護 到 し せ 敵 挿 一 田 の っ で で で 賠 天 く 提 H” 
へ N 斑 上 性 ] レ "や トミ ト で へ 「 書 人 る ooS 音 生 
つや で 」 ぐ 敵 し "よそ へ や トミ ト で へ 人 せ キキ へ 選 の 下 
Se 野寺 * 民 因 や 軍 吉 玲 人 で セ " 伯 ビ ャ ヘー で ツン ロミ 失 
更 を 穫 キ マト 帯電 多く し 人 机 拓 政志 揚 ye 周 ぐ 坦 田 
WS 球 肖 器 各 じ り で 補 夫 人 眼 麗 や で で ね" り S 田 き 
OnPOS 押 や 還 い S 悪 oo で い 判 昧 電 収 還 OO 
te トト ー ロ ・ ト トート (1 ・1) 6S 委 下す 
必 や ト さ ト で へ や て AH KG や キ へ AN ( 家 ) 翌 唱 斑 で 
いじ 装 SMS 束 療 人 SS つつ ぬら つ / 類 青 で 算 握 
選 守 つ *@ つ 各 草 し Se の 2 RStGT 

上 そ さく Campa トー ニー ドー ふふふ キ ま で 由 "キャ ー 
YS 由 水 や "ホキ さく ー ぐ 軸 ぐ 環 半 部 

中 エコ ミー Campa Ste く せよ キ さ ミ ペー トト マー" 
ホキ さく ャ ーー リー′ ホキ ミミー ト ーー ニー っ so2 2。 抽 
で ヘーS ト へ 尺 回 S 暫 ” 切 埋 さや く 一 さく 一 ミト ミ ぐ で 
応 ン さよ キミ ー ト SS さ の ホキ ミミー ト さく 尽 記 WS 時 
拘 和 SS" 生 ど ロ せ ャ ーー リー の 引当 丈 2 る 私) JS 給 
S 松 で もい ロホ キ さ く SG 共 環 9 じ る おり の せい 
ヤリ STenRS で で ね の Sm 68 りく 虹 叶 中 
キス S く 素 公家 三 時 べ で で くい 科 疾 3 笑 ら 穴 
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チャ ー ム ンダ ー 


ョ mmーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


ディ ヤー ヴァ ー プ リティ ヴィ ー 





閉 て あし 避け 人 で ホキ さく ー つ る S 人 で 
さく ロ 4T い 吉 仁 記せ 会 さり で ms0 
っ ShoT 

中 キー さ ヘ へ ペー Camunda Se くせ キキ ー3 へ て 
ー” 甘 ト ーー ニャ 半 園 里 ぐ ポ 是 "と ドミ ミー ド で 申 ぐ つろ 
居 史 層 生 次 SG1O” 午 古 SIO" と ドミ ミー ホキ ヘ 
や ざさ へ つら で に KN 可 つ きり で は 6 で やり ST ロ 
2 で Se ーー ドミ ドー 

中 キー キー Chaya 「 訟 」S 握 し 半 層 年 Kー ニ キ ぐ 
症 KSXR” や で AT や トド で さじ へ ぐ で 記し ペー ニキ ぐ 芝 し 
Y@ お へ 上 中 キー 芋 択 求 和 SS は の 早く で 門 < 計 マ 
や セ ” 症 K ぐ キー キー や 操り 区 つ 巡 つ し 夫 で 王 避 束 
公 " 尿 GK 一 ニキ せ ツ 記 の 明和 も ホキ ー キ ー 避 境 い 本 で 
し 導 KJSS 3 る Si ( 垣 器 )) ネー も トミ さ IIS11 世 " 
束 ふ く ト マー( ふ トト マー)upn モ る 2 ヘ キ iLS 吊 つ 
や PA を iININK 一 (Ai 科 剛 く る ね) リ SRSxe Se 
章 ” 里村 せま へ Ai キー ぐ 擬 ぐ や m キ トル の 8 つる で 
も ′ 柚 泊 時 じ る りつ 選 青 で で る の Sm ーー ニキ 
中 キー ミト ーR Carvaka 工 ふ ミ 守 で ロ デー ドーmー 
ふ ト S 民 べく GS 暴 宗 ぐ XR で や NE ト 計 SHHR TAT 
で 和 S く 一 や 家 癌 甘 定 ささやく KK マネ ホー ト 心 ロ 春 で 
代 間 吾 せ く INWAS 碧 め つ HE YA TN 田 上 や 


も "ペーb ド "トト ミー 心 や FK トー 和 紅 り トト 
キキ キー で で 叶 握 ペー ハ S 出 選 せ 中 人 る で キキ ー 
で で つや ざし 路 恥 を で で 率 堀 キー や トリ 飛 由 や ミ S 医 
坦 ぐ で く や IN や トロ 届 人 る お "キー や トド で 握 人 る させ や 
ト Ki トー トト ヘー ネス NN 一 到 王 る "『 ル く ー ミ 
一 必 ふ 」S く 一 ふ 愛 聞 し 帯 民 や ye で せ 刊 いつ し ホ キー 
や に へ へ キキ 6 豆 填 や も Sn" 

そ ヘー トド ー へ ふ Candrakanta 「 束 EE1( ペ ー 
AKーー へ ) ぐ 握 いじ” S 求 は 4 や で で お の くう RS 
半 民 "で 皿 可 で 羽 填 ke の る RSreT 


中 キ ヘ ン と トト ホー テト Candraketu て NATT ト S 
柚 中 "キロ ー 心 賠 S 四 " 
中 キ ヘ 近 hR Candramukha へ SNS を 直ら や 


で Soe キ へ ふ ハ キ S&T 

下 へ トト K ふ ドー Cinnamastaka [| 福 避 豆 で や 
握り” 舞 S ぐ やら 索 り 所 人 OS へ や に ぐ 是 尽 ド ミ ポー 
ぐり "| 

Ih ヾ や ドー ペー Divodasa て 「ー へ ・ モ リー 
昌 記 SQ 是 つ 申 る 田 " 壮 ぐ せ 信 で へ を 心 是 玉 "KKIN 
S ぐ 出品 S 窒 10O 評 堂 冬 つ る の る で Se 

攻 ト く ニ キーS 隊 講 思 G く INPAP ト 中 で で へ や トド 
や の 臣 和 SSyo や 一紀 り 届 衝 Soー ニ KK 握 SH" 


る で 久 束 洛 で で 英和 マ で " 

二 さ 謀 守り 間 護 つね 和 て へ 記章 時 所 宮 だ や ロ ー 
ポー キ ふ へ 占 つ の うろ) き 癌 ・ 当 で 直 舞 つ やり そ ヘ を で 
革 帳 昌 守 で 弄 有 作 "WS 瑞 可 や 補 で 近年 「 く ー ミ くく 
中 で ・ ペ ーー』( 畔 県 年 KOO 半 肢 ) 菩 地 つき る 人 人 
キト 避 科 塞 層 き 半 護 球 り 守 式 天光 S し Se まさ や 
ト 和 ふさ へ キト ・ ま へ 私 心 く 」( 還 直 土 落 ) や WG 帳 己 守 で 
盲 圭 林 じ せ " ドロ ーー へ ゃ 療 睦 各 臣 軍 作 りや ホキ ー 
ミト トー で 避 再 に 講 弄 く し Sro" 





中 キー ミト ャ マー Carvi 「 キ で つる K」 で 据 や "へ 
や リーNS 辻 と ハーS 記 SN" 

中 キー ミト ルト ャ ー Carumati ペー へ AH ト ュ nvS 都 さ 
の リー ぐ 替 * 

中 キ ヘ ペ ー Canda Se くせ 中 へ 二 マ ー( ト キ へ 


て ドー"「 ぐ つう 1 で 声 に へ や ト で 古 思 トミ ミー で 
球 ” ドミ 一 トド トリ A キ っ 中 SxeK KN や 柚 つ るり 
や ローtke や り S 拓 直せ く へ ミレ ゼー トミ ヘー トー キー 
朱 や つい 団 で Sre" っ テト ミネ ポー 
中 キハ ンー 中 Candra 中 4S 下 年" ペー トド へ 宮 
1 

下 キ ヘ ーI ト や トキ CandravamSa 豆 選 " 口 鹿 
凌 (ペー ニキ や ト へ へ キ ) ぐ 表 "トーー 寺 各 記 の ne 田 坦 


革 ペ ネー バーHSR” ター ルト 心 ふ ぐ 由 や トミ 私 で 
ee 

1 ト ヾ NR 込 キ Diggaja 「 選 で 率 ]S 背 し OS 
選 型 竹 く 起 で 補 "や ト で トー トト ふ ” ト へ 和 
ユー トール セト へ NO KA キト ト AH KA 
ふま さや に く で も KN トード で りり JST 

中 TA TA 和 TIN Timin, Timingila トマ の 
へ 上 器 で 避 " トマ AS 「 ホ マツ ペ 選 吉 還 さ り る 
や S」 ぐ 振 し トマ AT S TnKW 守 選 " 0 で や り v 
SM 電 計 月 蛋 入 トマ の へ ・ 穫 ・ 宝 の 2 RSrG" 

1 ト ャ キー か トー トト ャ で マ ー Dyavaprthivi 「K 
や 層 ]( 呈 で を や K・ ト ーー トマ で ホ マ ー) で 汎 へ ・ や 
リー で 了 K 華 や 現 是 2 20 Cm トマ キー ドド トート ニ 
中 で や マー ツ る 心性 束 ぐ 公 ゼ や し 所 陣 Se" 芽 VG 或 
青天 ・ 玖 玉 ・ 甘 ・ 振 球 ・R や 中 Xe ので つゆ 志和 
基 宇 で で で "中 で キ で KK 「 ロ 」 電 拉 で つ 。 製 マ S 
昌 ぐ の 2 人 SS ト KN 媒 せ の の やる RS SS 昌 表 つ 
い 現 古 ト ト で や マー 中 人 で " 補 す し SO ツ く SStG* 
昼 征 やや 弄 で り の て 下 痢 コン | | 尽 S 福 埋 察 コ 
つり で 人 ら reoS 避 品 控 つ " 征 細 で 球 握 和夫 相違 る 
吾 更 Ahato” り S で 了 K 下 居 是 トー ニャ 中 次ぐ 古 Y ぐ 王 
と っ 繋 つ 折る 要り 貴 つ し 320 コンロ” 生 で を で K8 陽 所 
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S 


デ ネ ヤ ー ツ テー プリ ティ ウー 


= ューーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ディ ヤ ウ ス 


ヤー ハヤ で や KK 拓 ジ ロー ド G 和 AH や ヘー 局 類 是 加 
中 エー ミツ 下 つ で り っ の aj の の 也 天 生生 半 ご つる やつ で や 
WG 製 美人 せ で ヘー・mー ロ ネス 編 剖 ぐ お ご 挟 り w 人 る さき 
IGP つ 公 つ 。 トマ で K 六 室 昌 で K 征 むふ キ Km 明和 
て SG 華やぐ つる RS 信和 So キー ヘ キ S や KS 
で 介 三共 ぐ 田 鞭 和 で る りり 革 守 ンー リー 入選 せ 和 
で させ 准 RARK で ( 翌 交 年 幅 ぐ 中 マー ミ 全 本 年 つぐ 
揚 提 KT し 上 匠 G 下 ” 窟 吾 ぐ 大 ざ つ い 獲 某 * 選 otn ロ 
本 一 和 で ヘー ミロ 表 と 下 選 mn 人 Sort で BA で る) 
トト = トマト マート で に や KS 人 る いし ぐ 押 牙 己 や 求 で し 
る で っ つ 玉 層 ぐ 測 往 つつ いる で で 
「 如 り で で 也 現 必 時 き 尺 球 間々 つ ” K 愛 各種 7 
内 で 諾 羽 (K 召 ) や 回 近 や ” 守 つつ moG 講 ・ 是 有 
OUS 恒 囚 GS く や Ar 指 混 や ne 古 慌 要 お " 松 皇 け 
や 慎 婦 (1・1 KO・1 )* 全て 無 呈 選 差 表 せつ し 履 
て Q り ASA0S の 時 (所 現 ) お 尺 慰 や 上 姓 や" 取 翌 
昼 路 くべ 橋 涯 人 ぶ 選 。 折 つ 和 察 ぐ くり コ ン " SCGSre 天 〕 
9 祖 つ NN し 居 で や 脱 く 3 (11)* 選定 ( 
較 ) S" 告 品 二 つ ・ 克 RG じ 家 RAMveoS (Sv 
で ン ポ 中 ) "eS 李 つ 衝 R つ に 民生 お 半 記 で 
1 宮守 ( 現 ) ぺ 衝 地 所 hSxe 書 寺 ( 了 K) つら 友 せ y 
ぐ 【〔 書 すぐ 〕 表 愛 ( 夏 ) ツ 【 記 すぐ 〕 記 ( 来 紀 ) つつ 


Wnto り BT pFauop 陣 る 博 状 各 胃 りお " 由 
S 2 祥 る 国 じ 隙 く いつ 愉 品 胃 で 詳 こ 史 ン キー5 で SR で 
SSre* 副 玉 民 き OS 計 際 田 で TP の 。 うー 
せつ おき 際 る 。 限 笠 JR で 人 や サート HS ポ 翼 品 り セ ド 
で で" セ e  v り 公 で 6 で 或 人 刺 基 で 軽 べ 色 半 鹿 る” 天 
判 叶 者 さる 補 で "記せ 定本 きく で や セ 公 」 リ 
陣 玉 る ぐし 副 六 ね で せき. ベ 一 で 前 選 、 ぐ 畠 党 ) 幅 
で りつ こり で 加 べ S 結 六 人 mj キー 和 っ ) る 6 
必 呈 SS の Sn 0 ツヤ ン ツ で 論 陣 人 りく 座っ 部 べ で 
庫 笠 ぐ 王 立つ じ つ が で SS も や リー ト ぐ 認 六 大 べ 人 
SA で 8” My り M WS 電 澤 富 り ヤ nk@ ュ コー | べ ぐ 都 
つ マ ご 賢 ン 田中 多 半 京王 じ 迷 で " 弄 き トー ニー で ae で も で で 
SHS 圏 場 旬 つる" 

り ぐ トー ニー で ネ 園 所得 人 る く xe 表 導 ぐ つる 叶 考 到 下 り 
YS” MS 到 " 翌 ぐ 古 ト ーー ト で や マー や "やや 現 雪 S 時 
机 各 美 ヨ つ いく SS で SG も し 。 りり S 填 で く マ せる 6 
晃 唄 つ し つ Me で る" ウト ニー ト せ トー ト で ホー 
繋 つい 時 肝 電 で 提 % 6 で | の 幅 T る " S 届 安く 人 ト 
トマ ー ゼ 記す で や つい 鵜 所 6 トニー で や 
KO る ロト セ 一 古 G 判 皿 j6 し 型 く い 公 信 "幸人 夫 つる 
是 せ トニー ドロ 「 腸 衣 りつ SS 論 や 
皿 衝 りり SS 会 尿 で きる で や 会 | の 幅 ひ "トニ ュー 


編 xe ( 出 )"」( 装 欄 邊 中) 

トー ト ヾ や マー ( 羽 利 ) ロ 拭 生 べ や 軍 導 せ 「ーN・ や 
リー 谷 くせ 1 駐 守 記 や Gte ( 田 ・ 印 

「 隙 る ン S 長 ご 芝 せ ヨ マ ぐ 制 田 和 枯 トニ ト で 

や マー 揚 門 軍装 三 〕 4 WS 衝 な " 究 

SS ( ポ 十 ) " 素 民 所 GS で つる ne 天 せ (1)* 鶴 

暑 革 其 り 写 人 くし 素人 で て 〔 屋 是 】 3 可 り 講 

マ 供 写 ぐ 寺 mm 選 つい 富 ン 【 圭 二 ) … ( 沢 ) 

り リコン 午 加 Q% の < で 和 セ 涯 由 ( 歴 ※) や 己 王 もら ( せ 

豆 人 る くじ )′ 志 て ン (年 ) (11)" WS 表せ "(を 

会 で 〕 調 り つい 琶 避 4 尿 斑 避 翌 寺 ロ 豆 傘下 球 

S で 人 避雷 訪 求 (で 公称 ) KG 厩 ※ 導 選 表 補選 

 ())」 (所 揚 回答 宮 )* 

玉 層 せ ヨ 申 品 加 る 福 共 XY ズ 下 上 ら 秋 酸 uoo 選 で 本 
つぐ や つり し リハ テニ ド ー ぐ 華 過 りつ 本 で So で り せ 
是 で 還 き は つ で SS で つく RSrG り S 和 En で” 羽 吉 
せ 華 塞 *uhXe り の 唱 国 で も” トー トマ や マー る A0 褒 
S 理 沙 吾 球 キ xe 票 宮 じ Sre(「 や で AT 人 ト トート | ・ 
1)* 

折 ′ 映 串 や に つ きり し 所 リート や STARG 出 
全う や" 廊 吉 る や せ 吾 で 定 マ や くも つや ke に 還る 
器 詞 牛 W で やき ン TP 詳 束 栖 つ レ つて る 7 つ 全 づつ 


で 半生 筆 季 埋 各 買 衝 りさ ロ 6 で て G 冊 是 呈 悪 で 
SS 繋 和 やり コロ で や 庄 は き Sー8 や で 」 紅 
や リレー 当る 寺家 是 せ 人 ン で で や 壮 民 公 接 村 衝 や 
いつ 6 で る 画 角 和 衰 球 員 理 放さ ツ ミ ふり 4 で y 准 判 め や 9 
りつ 本 宜 つ る ? 半年 せ ト ユー トロ "て Y 忘 杜 で で 公 り 7 
補 で つき Son 記 圭 各 再 ツン ら り や て いじ ぐ 更 
時 G 軍 避 瑞 て りつ Penett い 下層 や 計 で KO 
寺 ぐ や "トーー ド 大 で 工 各 で 頼り 吉 半 中 慌 還 
記さ せつ る ね) りさ 写せ 森 征 の さて 料 夫 や や て 若 醒 で 
で 人 で 天 や 人 で る" Ce トー ニー やく 湯 拓 り 信じ 社 
SM りさ や てく SS ヤセ S 全 世 六 勾 逢 つ る ぐし 介 
te 選 居 局所 で つじ 回 きく て 電電 6 る " せ K や ト 
すさ ト や ト ・ も KK 避 村 の つい MS 志 宙 慌 華 芸人 6 My 
で 人 る さく YS 写 間 で る で せり W 和 9 四 理 り 表 寿人 3 "WS で 
いう 6 べ で 公 環 くじ 溢 で つい Sno4S で 合い 6 是 青 ぐ 胃 団 を 
守 票 装 だ や ぐし Se り S で いい ロト ユー トド せ 半 民 で ポ 是 
せ 装 旬 中 お り の B46 で や 刀 GSKJST る ね? 素 民 で 半 
古 G ト ー ト で や マー つる mAaS 0 トニー で つる Sn 電電 
や る で の くい Sr 

トキ か K  Dyaus 「 三 へ ・ や サー 和 】 ぐ 了 是 "「 求 
いさ た コー) 
生じ" トニ トマ で ミ マー( 玩 )Yuso り トー ニャ 中 挫 G 古 マ 








に 
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ディ リー バ 


mーーーーーーーーーーーー ニ ーーー 


デー ツテ キー 


























Sm や し 忠相 SS” 距 坦 トマ キー ホ ト ドー トー 中 で ホ で 
ー (で キ や KN トト で や マー ぐ 1 古 " 取 選 太古 ) つく 
必 居 上 ぐ 公事 用 S SN1 | 牌 せ 6 で レン で 是 
生 拉 避 二 St トマ キ で K 甘 SS 華 ぐ し Se りや 公 
で トマ キ K・ や ペー (SGere 了 K 古 ) つつ 主 滞 Se っ 
ヤー トート ニー トミ ャ ー 

1 ト ャ ュー< Dihpa ペー トト ー へ AS つつ や る る 串 選 家 
S で へ AT トト ー へ で 奈 堀 生 応 ン HI AA ネー で 店 
PNGS トート ぐ 各 雇 避 基 *@" ペー ニー ホー で 『 生 
や へ ・ や トキ 」 ロ 6 トマ ュー ミロ せ 由 甘 和 S ン " 
に CSS の の まさ = 9 を ぎく ETSG い エー 
ー く S「 畠 時 や 失 来 ぐす 」 し Sre KIND り 癌 手 各 守 で る 公 
ね 人 る で し” 由 沙 Gv ね や でき KNDS 寺 で 由 キ 
ト A 了 トリ ー6 ン 居 紀 和 SS 符 も る の で り JPS で る "iv 
りり 則 で で 昭一 ロ ヤ xo ス トマ ニー く HS 培 KN へ へ 
ー ゼ シロ 応 提 で 必 和 公 装 S。 DS 貼 沙 革 警 球 つね ざる 
人 っ KN 

1 ト ャ ー ミ RwkK Dirghatamas 「 っ 宇 誠 」S 油 
ドジ"「ーN・ 和 リー 私 」( 1 ・1 国 〇 一 | 球団 ) ぐ 事 和 
SQ 舞 還 明寺 "時 選 G 幸 人 る で ルー トト ホー キ (* セ ペー 
SH)′ の SR 所 人 る で いや 下 キ トマ キ (で 下 キト で 店) 
や の る RSQ" 壮 革 環 思 上 装 で 信和 S に SN 中 古 で 四 り も 





きく 一 ト ャ ーN Se る や トミ 和 セー ト “ 

トロ ー^ ふ ドー Tilottama 民 革 ぐ S 要 トト キキ 
KS” 守 ポ きせ の りく NAS 半 己 し ST る S。 表 守 で 合 
や 上 基 紳 *yhxe る 條 甘 世 介入 つ R 人 る 名 トト INK 
や つい 装 Ste 団 可 り 信和 全 る "トマ ロー ト ふ セー ゼー トト 
ペロ ーー キル SI テー へ トー ヘリ ロート 宮 知り 
や ロ ドーS 束 (セー ヤ 下 ) SS SS 半 民 で や 正 考 年 ツ 
Se (『 ト トー トー ト 』 1 ・ 1 の )" へ や ト 下 き り 
S ト トキ ま 選 K 井 紛 つ 。 半 K ぐ 押 つ る 藻 や うい っ つ じ る で 
not6n り 反 旧 で 可 W 国 いつ で の つの る RS" 

トート Deva 是 'K" 世 で ヘ を ぐ 革 吾 年 志 S 惨 * 
1 トー トト る 心 栖 半 せ 時 ン ] や 括 曽 @ ま へ KN ユミ ー 
ぐ 由 緊 (div) る で 過 半 つね OS も や の つっ 「 野 ン つぐ 」 
「 県 人 る つく つぐ 」 幅 党 つ ” 了 K 和 夫人 セ 記 の 区 つ 鶏 の 
vsne" KA 臣 G 人 KEK 系 ー ベ キ 密 で ト KK や AN 
と ・ ト も KAS 和 て トト っ) 訟 尋 居 せ 角 品 ヤ ve" 

「ーN・ や ヨー 』 で ホー や も ト 捉 医 で 半 堂 除 半 。 人 
つら 地 庶 障 陸 避 古 揚 富 つ 色色 父 古 ( 了 K 蛋 還 是 ′ 憧 征 " 吾 
還 是 " 只 弄 年" 司 " ペ 臣 豆 )" 症 瞬 ぐ 更 言 を 礁 翌 や 寺 
ヤセ rG 下 提 ( 日 守 下 " 趣 末 生 さや)* 弄 束 吾 穴 人 8G 芽 ( 福 
に で SS の で いさ の も 3 さこ と) 
ve” | 撃 旧 RK 二 上 粗 ね の 四 の で きじ うる" 


Y い 否や やつ る ね ざる で ke (『 一 へ ・ ト リー 

IS)* ST トニ く テ トー や 角 入 一 ( 団 ・| 1 一 | 昌 ) 
で 守 ホエー ミル KG 還 和 S 下 8 人 TRG お 音 
時 で 己 富 る xe で る や ね 唱 ” 申 や ペー ロ 昌 更 % ね 村 る 
や 会 で いく KK く で 到 記 る 公証 お で 公夫 古 ざ ら 
さい 悪 民 回 型 つ や ねり る RSte ト ホー ト し せ 。 明 革 ポ 
や ハー トト ミー ANK や に へ へ GUoS 6 人 8 スー 
ぐ 剖 ホー キト ホーS 人 S る お 90 RAR KS 天 ニ 
AS ト A 生 IN KNDS 因 べく で hson も お の る 

トー ミ ふ Trirtha 過 記 沖 ぐ 吉 Sxo 虹 民 で ら 是 議 
ぐり つり" 選 G 得 S@ り の 0 る "スマ ポ 呈 慌 で 一 人 o 
生やす: や いさ 
し Sm リハ シトー 丘 起 四 守 半 下 銘じ WS 公 い 舞 下 
京橋 堂 Aho で レ Sno" 

ホ エー ミ ふ へ 民 中 Tirthankara キト 衣 副 剖 で 
り ざ と ^ 衣 詞 く 一 トマ ー 心 せ 晒 1 1 回 晶 上 で 問 押 の Sr" 
ご コー スキ S ト AS 人 まるく や ト さ に p ト へ 入 ト 7 
登 Ky ト マ 人 @ く を NN SKK さ A SS ト の ゃ キ 
へ を 中 NKK の 人 ふく NNA ふ 号 A ペ ー 心 ” 王 K ペ 一 
キー お 登 や ト K ト ー 込 キ 合 や で kN トト AA 
過 和 ミト” 号 ペ ー へ で 号 ふ ヘー で ^ 呈 に 選 富 や トー 
言 さ KSN ふ へ 計 ト ツー 謀 を ー ツ 王 ペ ー さ A トト 






り 宮 家 つ し" ト K 中 半年 で ぐ 選 ざく で で 陣 響 ぐ 期 
や つゆ 世 2- で SQ ト KN 六 衣 畑 二名 させ へ ロト K ペ ネー 
帯 ぐ 監理 年 に い 必 ・ ト K ペ ーー で トト 小 宮 知 つ レ 「 装 骸 ・ 
昌 選 」 や 軸 肖 つじ る る やつ 恥 で ツ Sno 和 S 略 we て % 宮 
章 い つぐ ざ つ い 定 応 己 長 <Q で SS" へ pnKK ペ 一宮 
分 うし せ ふ で や トド (和平 S 人 や 提 マ で ヘーS ホ ー モ トド) で 
慌 提 せ に 潜 つ "トト 必 (や SR て A を SKKN) 臣 
に た こい 

1 突 ロ ホー トト G 幅 揚 革 括 天 や 須 払 吾 癌 | 征 の Sm 
ご や ズ 要 和民 妹 ご つる の SS で で 福 写 全 枯 ン ” りく 辱 写 
せ 人 トー ト 闘 補 で 基 器 りや Po で り 下 で 人 る OR" 奄 
や ズ 要 ・ 右 計り ぐ 補 志 せ 時 寄 衣 是 忠 ・ 選 窟 は 2 レモ 
呈 右 吾 半 りや GS” 華 ざ へ 副 証 ・ ズ 臣 ぐ 凶 応 和 S い モロ ン 
ろり っ ooSte。 き 演 人 く や 3 ホー トト K の 宮 0 
避 直る め 臣 く (前田) つつ の や " 研 YS 直 選 セ S 人 で 
SoSK や で 全 る いで し ST 

トー トト キャー Devaki エー ふ ぶ ト 環 G ト ホー トト SG 
雲 し "SFKK ト 一 ドド S 軍 ペー ニハ リト GS 時 "セー で トー 
S 田 へ まぐ る ざり "年刊 2 いせ 私 へ へ ヘ キ で 圭 じ へ 
リキ く S 交 じ ST ね ざめ やる RSne(『 ト SN 中 ・ 生 ー ト 1)7 

美和 へ ま HS 素 昌 や トド Ki ホー モト) 提 察 つ 公 S" 11 
べ で で 2 や 半 で で 貼 革 せく し SA ま 田 4 で や 吸 
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お" RA 本田 革 多 信和 ホヤ ー ト 電 柚 つい 由仁 で る 介 
全く で の 公 ト ー ト トキ ー で SH 寺 で | くり 宮 Se つる で 
但 介 や を 人 の じ る おお で ロト ー ド トキ ー る で 装 S 
貼 剖 各々 り 或 つ し 2 で GP し St 守る で 装 で る 畠 や 
昌 下 で 中 SIN トー トル 侍 和 か で へ 放 古 で 県 半 Sxe 旦 写 
ロト Ki ホー トト で や mn くく 近 ロ 一 ロリー で 選 写 旧 符 各 
守る ね で 閑 SS お" り 財 玉 細 に 由 革 畠 王 6 で 想 
で 包 婁 つじ 装 選 せ ぐし ヘー へ 邊 本 (OS 堅く 宮 ) で 
下 で て 2" り S 由 公判 So ネン シロ S や に Ki ホー トト 記 


S 田 吉 除 税 玉 " で トマ キ 田 きり ぐ 臣 燥 Ar く で 
ー ド トキ ーー 名 捧 窒 つや せり 人 杏 各 更 攻 の つじ つ 刀 
り ざ せ 皿 編 つ 人 お" 

ホー や ト エ ーー ふ ヘ キー ニキ で 田 キ ャ キー で つい 下 記 
つ まさ の ペー3WS 赴 AST 玉 " 系 レ キキ ーー 
で 田 革 まさ ミツ へ リ ヘ 一 避 机 enBS で し つる 議 革 
恥 で 店 史 畠 く や "で 癌 。 京 奨 いく や トー トト キー 
ーー り 各 長い 還 つぐ つつ 疾 S じ KA へ 
ぐり ぐ 唱 共 ら "りく で 記 中 キー ドコ ー ト さや ト ふ 
1 問 さ お " 

SS AT へ 心 せ 守 り 区 要 つ " キキ ー ト で 時 下っ い 所 誰 
せ RYOt6 條 還る 丈人 証 GS や りー キキ ー ド で で 器 四 で 
問 し じゃ ぶ 相 り る NT PMS 思 る 9 記 Mn 在 ne の の 称し aure 
づい 昌 任務 つ ね "キー で 志 8 つる e 吐 店 お で 壮 王 
軍民 まさ へ ペー 表 や ぐさ な 講じ し で 
守っ 9 地 相応 志和 恥 / | 幅 計 SS る 氏名 寮 で 臣 wS 
ST PMS 揚 隊 トミ せ S で 出 理 各 開 と り ざ は やら 
ミーA 選 や に RS 必 や に G 福 ST る 7 

トー 選 ト IN Devala 「= へ や リーS」S 短 上 で 症 豆 
や WS 一 守 

トー や ト 中 一 入 Devarata 工 占 軍 党 (Kーー キ トト 
AA キ ) ぐ 李 選 ぐ 骨 計 * TA ト く へー ス S 忘 SW 





器 ぐ 回 TSxe 誠 上 油 記 王 つじ 守 衣 へ ぐつ) 避 wo 
WS 舞 れ Nmー ヘ トー で 玉 う や 半 る 表 S 店 コキ ご 抑 
り で ぐつ コレ ホー トト キー ぐ S 條 部 SS KNNー ル へ 
の 1 宇多 羽 6 人 人 各 SxGS し St@S。 祝 くつ ね や へー 
へ 直せ ドー で 中 ー ビ 留 密生 赴く や で や DR へ まま 由 届 繋 つ 
に SN かも 3 に た ばく くく に 『 く ぶり ドン た パリ 
つ ′ 持 宰 ぐ 志 各 未 や 人 る で 固 で 区 唱 味 で ね の る で 
ーー トト K ホ ー ト ト ヘー 

トー トキ ー ロ コー Devayani で ト で を と で 量 王 へ 
TNG 窒 ” 球 K せ 陣中 し" トー く K く スト で で 吾 由 R 
すす 電 國 つ や 公 昌 KW る で 和 牙 で し 章 計る の 公 る 
や けり 区 表 ホ も 人 る で 宙 る 会 下 で S 心平 ヨ 貞 
ぐ 半 ぶる や ふ ふ キ ーー ニキ で 球 の 下記 つき も で や で やる 財 在 
に いたく 

選 ポ せき で トマ HG 吾 り キ ミッ ハリ ホー の る 必 ズ 
全て で "Sr ロス 多 半年 つい Se 語 り 古 且 ホ トー 
S 2 で で や つり つり く G 圭 ぐ 導 芝生 WP 穫 る 
人 で" 導 松 和 や 束 り 押 つじ 名 で SS り 芝 や る る トート 
トキ ーー 革 ま ミリ ヘ 一 軸 つ ン 李 全 で GS る 失 由 
昌 閣 名 控 や つる で" まさ ミッ ペ ホー ポキ キー ホ で 田 選 6 せ レ 
六 で 本 で つつ ロ 弄 や つや で で "AT へ 心 お 相反 舌 
や せ 生 め G し まさ ミツ へ ペー で WSkeN で て ト で 所 





トー トミ へ Devarsi トー ミト ( 了 K・ 征 ) コー ニハ ( 副 
計 ) ぐ 表 やつ や 論じ" 年々 で 司 裳 り 了 や xe 謀 語 ” 民 寺 や 谷 
だ や 所 党 つ "WS 問 氷 の つい 古志 昧 は SB で る 副 電 " 
トー 心 和 AN く さや トド へ 本 ホー トー キト SA 

トー や マー Devi | 突 ロ 「 華 ] や 投 光 キ ei トー トト 
っ 軍 ぐ ポ 翌 訟 "「 義 年 」 層 柚 党 つや リー ふ 基 中 し せ 写 
野 年 や むふ へ キ KK 選 征 か ニ ト で や マー 選 華 まま INK や トト で 
ー' 吾 ぐ 王 ーー ニー 窟 ぐ 半 是 NII キー リー9 





一 女神 


神々 の 娠 拝 を 受け る ドゥ ル が - 
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デー ヌカ 


ド ヴ ィ ー パ 


是 尻 の や つじ ぐ 半 下 和 輸送 つい Sn” ホー マー やせ 相 垣 で H 
さき キー 垢 民 串 涯 YA キ へ で や 揚 もい で と レト く 一 
トート マー つる Sre" 貴 手 品 り せ へ か に ぐ 年 謀 ぐ く ー ミ 
か トト マー′ と で ミー トド セー SR トー ニー” 公 キ SA も 
ー ペ ホー お SM 2T つも NNI ト で 

1 トーKKR Dhenuka n く ぐ 次 品 つ る る 国 てき トー へ ハモ 
SAG 互 玉 ポー ニー (GS らく せ ネ ーー) で 欄 選 幸 さじ 
SPY せり ぐ S 回 べ S 其 避 要 る くじ り ぐ 椅 各 罰 ぐせ つ 
選 信 りや) ヘー へ 1 本 革 羽 で くく NN 一 つっ やり 
WS 松 7 押 つ ン 胞 おり 心 民 束 つ 人 る" 68” 尋 ぐ 
時 上 忠 せく NNー セ へ へ 相 玲 豆 揃 人 で 寺地 画 生 で 
Sme 癌 1 く S ト KS 記す ぐ 次 つ い 甘 で 手 ロ ベツ 
迷 人 SKINNー ト へ へ 1 下 王后 さり SS ホ ーー 
Sr@ 玉 世 朋 つ る の る 全く 一 RS や トト 必 ー 
+』1OX* = 
ー か トロ リィ Tvastr 「ー 和 ドロー SH 
是 ′ 所 婁 ・ 間 昌三") ぐ 芽 S せ 「 恒 て" 年 ぐ 旧 室 や ve」 
や る 寂 杜 並 Auoo い 圭 民 か に ふ ふ 邊 ロ 旬 肖 @ 聞 現 衝 
キー へ と 王 加 G 庄 湯 G 古 バ 一 に で ベーK HAN トー 是 皿 ぐ 
トペ ー′ く pnil ト 華 誤 で ぐさ へ さや や 避 宮 基 *G 是 定 や で 
0 や ト ローーSX せ [っ へ ・ や リー S モ し 時 
回 雪代 S” 選 付 舞 競 りや 穴 る や woh6 和 estooG 年 こ 


NE くも を 2 たこ に つり そり た コ 
Q り soXSnG (『 ト く ー く 一 心 ふ 』 足 堅 )* 

ペー へ や ト で 窟 公 宮 人 る やき 家持 せ ャ ヘーINS 土 ロ 尼 
回 江 二村 称 説 生 いで モ し トミ さ 江本 下さ へ つ へ 本 
折 つ で せる Sn( 臣 " 評論)” | 設 NNー ト 選 略 やせ 
ーー トト ヘリ ローー せ 日 貞 や で AT トド で さ ミル へ の 尼 | 宣 w で " 
並 ロ せ ト 必 和 キー く 和 で の っ 尼 | 窓 衝 記 じ Sro 

ント トー ゆ ベ ー Dvaraka Se っ セー トト ドー) トト 
エー"「QCS 記 各 玉 で 所 」 ぐ 摺 じ し 。 キー トト 扶 G ヘ ニハ 
リト S 較 ぐ 柱 葉 *” キー や ト 演 迄 キー ネ へ 和田 ぶり 渦 
表 つ し りく で ぐし WS 器 人 る で キー や ト 半 tpto お 人 で ら 
ふさ へ ロト S っ や 上 握 近 つ こと ト トー 必 ペ ー つ 守 富 Se 明 
園 統 坊 絆 うく や "暴き 応 W 喝 や ヘ キ Km ユー コス うく 
Ne や ト 和 RG 拉 つ っ S 信 牙 鞭 で いひ は S 相 こけ 
時 民 料 ら " 征 や MX つり ぐ 黄 せ 季 唄 上 べく to り きせ し 等 
全 \ 計 る ((『 ト く ー ス 一 心 和 へ 」 閑 電 四 )" 

テト トー 心 ペ ー ロ ヘー へ NNー ト SG キー 
いや トト 提 選 天 相 ぐ 絡 ee 据 KS や で” 軍 衣 表 殿 て RG 
や n 旧 時 くる レ く る る" 二 A 思 相 2A TIN ホキ エーININ 
へ や トド で トト ー 和 ボキ る 愉 田 いく 折 つ る 誕生 人 ST る で" 
IN で トヨ 3 輸 拉 本 机 の や ホロー へ ヨネ S 
補 で "KR へ へ キヨ 公 較 SN ホー ドリ ロー へ り 和 三 ヘ 所 で 





や 是 定 や つり 社 宮 野 WaooT レセ She 選 せ 搬 つ ン つ で 
を 人 る 守 軍 の 忠和 班 尽 (KK・ 還 や )′ 雇 く で つぐ 避 要 せ 赴 こ 
代 や te 日 べ ・ 青 翌 押 人 S (| ・ 尺 国 TI・ 国 國 ) で A ヘ と 
NGS 前 諸 や ト 和 ATIN ( 軸 ) て で ( 国 *1 1 )′ 是 Y ぐ 
協 * 征 な (11K1)) NAND ト K く 中 で で 具 で 信 刺 の 
全 で や る (1O・ 財 や ト ふ ローー ポ 6 祭 / K 翌 人 で 
急 xe2S 宮 統 ご で (10・1 1O)′ 選 下 S 中 部 避 銀 的 
や ズ 写 を 語 票 ぐ 於 や 年 ー つ る (| ・| KSD)* の で 
りつ 会 < で 慰 革 和 S ミ くく トマ ( 選 で 判 ) つの 定 筆 SO 6 
で 半 吉 ま 中 人 1 昌一 到 装 障 大 や で や ト K ホ トト ーG コ 
で で 堅 思 で べ 記 エキ ャ コキ ッ ー 半 で 3 りつ ロレ ーー や 
ト ふ リー ニー せ べ 杜 ぐ 記 の の つる Sto (1O・| や )* 半 G 王 
幅 OS 諸 や 間 ド お ーー へ ANK (8 で aa 私 で AH 
トミ ー ミ ) や See* 

トート 選 泡 し ば ー 和 も トロ ーー 選対 ロ いく し S ン 
い 人 る G 宮 生 で し Se SR や で AH も ト S さ 
ャ QA (| 司 mwE で SoS) で 因 べ で 財 若 トミ トシ ョ キン 
ー も トロ ーー ト 込 を で ミーー。 さ 和 を 必 の つや し 刻 
(f で AT K・ ト トー ト 』 | 田 ・1)′ RA を KSK 
私 員 入 ト く ー ト ホー トト で 玲 は 4 悪 お 田 く で 店 革 ト 和 
キー 昌一 玉 ペ ーー トコ さ ト を ーー トト ヘーー ン < 
ミ テ GS 1 そつ 守 (FN 中 ・ 人 トー ト 』 | ) 6 お 豆 










本 轄 で 午 寺 RT ウス" 給 ぐ 振 旧 き 都 つく 回 人 YS で お" 
0 で やり 暴 り せ 回 い S 記 SS 閣 で 衝 で や 尺 次 で お 人 
り で も で し る くる" つ 全 つづ) ヘー へ AS 朗 避 と トー 
心 ーG 虹 せ 轄 り 玉 さじ つ NT SM く In(T* スー スー 選 AJ)" 
構 志 りく 虹 王 や ハハ ーー ぐ 回 S 刀 上 玉 で し くっ 帯電 
衝 で Se MS を 尿 ぐ て マ お” 革 担 わ ゃ ふ ー へ リネ で 店 
じ Sr 店 つ て 2x0 る | 

と やや ヾ ふ 。 Dvivida 工 回 計時 S 交 他 つね に KN" 
青く SKK や ら SG 直下 全 繋 称せ で 要り 2 で し 薄々 
選 要 。 虹 語 で 侍 だ 虹 舞 つ "和子 約 豆 交 つじ 田 曇 wu 
さり の こく マ w 較 で やる" つる つく KN トー トト で 最 で 
愉 電 環 で GS 紀和 T で レ く トー ホー トト で る ら 隊 拉 
刻 や じ り G ト KISS 繋 つ ね (「 ト トー 人 ト 愉 ー ト 】 肝 ・ 
UESj 

生 ハ ー ト や 盟 つ レ ホー モト 愛でる 杜 ぐ AG" 

とか ャ ー ミ < DVipa 「 宣 」S 握 じ XSxeS ピー 
S 痢 皿 塞 や 民夫 生き ペー ミ ヨ ゃ や 王 つ つつ し WwG 工 困 り 
Se ポ 敵 思 セ 較 つつ いり 正 で Sxe" 「 ド トー 和 トト ー 
トト 』 (1 に 11) 4S を ト マー くせ を 3 トト へ 
キャ ぷ キ ー ミ トー へ へ キー へ 必 EA ホ キー ヘル ーS 和 ト 
ATRNS や で や Sv 錠 SS 必 一 篤 ト ( 現 補 )) で へ 
へ す ( 高 奏 ぐ )′ KN 一 (KN 一 契 )) まさ DK ( 負 さ で 
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語 rs 


ドゥ リ ヨ ー ダ ナ 


く ネ ペー)” で ( 醤 尋 )7 
ぐ や 農 陣 や る ro* 

T ル く ー く ミー 必 ふ 」 も せく シトー 私 トド ホーー モ 
トー ホー” 色 を くさ ト を トマ ャ ー く で へ NN さ S 還 OSー 
や マー ( 委 ) SE で mn いで ス 要 ぐ 幸 お 代 キ さ ト テト 
エー くく スー 選 へ を 人 トミ ヘ キ Se る 全 補 へ 本 呈 くく 
ーー も トミ さ ヘ キン て ホー も へ N の キー JNNK セキ で 
入選 さや さく と トー へ トド ホーー ド トーNGRO で 
や トミ さ ハ キ ( 國 ) ロモ ve" 

和 で やせ 全て AH K・ 和 トト ー ト 』6 や きり STS 
で へ 和 と 移 失 全 く 一 羽 や ・ 和 や ドミ へ キ 3。 で へ と と で 
ー く RA ロー ミセ トー ペー る 心 や ト さ 本 "SKK で 
ャ ター ホー と トー スー ネト クキ SS 一 さや トン 
トー ミト” ヽ へ トー ペー で いり 凶 記 WSne" 


導く 夫 構 じ せ K ペ ー ミ ゴ ( 球 若 ヨ ) ぐ で 理 せ むさ 


きま 衝 


を で ( 叶 吉 )) 2 代 キ NN ( 式 ) 








> や で トー く ( 翌 暮 京 系 )′ 困ら ト や 
( 較 執 素 ) ツ S く 必 還 い ぐ を トマ ー ミ 


Fm 一 私 一 リ ー キ 
SSrouoSne* 
テト ー ハ キャ Dausana 
完 財 ぐ | ズリ ツ つ ヤー トル で 時 谷 詩 びー ドロ 庁 紀 名 
課 寂 SR” 音 せ ホー トト ぐ 要 門 で 尺 心 へい 虹 区 %Sx ら りや 


ポー ぐ 凌 略 ト ー ト トト で 


3xeT 

て FN ミ Tumburu や て IN 一 Na っ ませ 記 " 表 雪 
窯 量 や へ ふさ や ト ぐ 館 薄 ぐ WS トー トト トマ ー コ る で 
挫 幸 で さ リーー 間 せく る で" 

FINA 一 Tulasf や で Ax 家 隊 唱 繋 つ 下 器 窟 
で いっ re 遇 斑 * 填 E Ocimum sanctum( 副 入選 へ モヤ) 
も で へ を 斉 十 坦 つ Se コロ ヘ テト ー 衣 因り S 短 
や や で AH 年 WS つ ぐつ つゆ 用 胃 つ 。 り S 福 S 窟 過 和 加 
牙 ※ さ 直ぐ 協 じ 意 人 "早苗 表 で く で ね 和 諫 や 環 り る " 
雪 提 や つが で の 竹 革 三 避 つ し つ fer* 

て 必 ペ ー 六 入 や で へ 上 癌 理奈 連 人 So tn いり S 
『 信 環 家 り いら じき ー で 一 こく m 表 料 玩 旋 ネ コン 


トッ ゥ ラシー 樹 








に 
と で AT へ へ Dusmanta 移 ヘル AAhoS る 
再 舞 G で トミ GS 中 沙 ぐ HH ベ キ へ へ や ホー6 政 りく N へ 


SS" と SA AN や ざと へ へ へ 必 ー ぐ 科 環 。 忘 問 さや 
せ "ペー 一 ま ぐ 華 吐 ト や 中 キー ト ・ へ と へ へ へ 
ハー』 GE ゆ 鶴 品 宙 で きじ Sn* 

と か キー 想 DuSsasana ふさ 半 テー ふ 
ー ハ リー 必 S 加 田 hS 1 ズ " ふさ 描 ぐ ポ 窒 王 弟 RS と 
で ニ m 一 入る レミ ー へ 選 も ト る 雄二 Se へ 中 
トミ トーキー トマ キャー まく トー トド トン ロート で 向 の 
克 ?。 いく ロリ ー セ ルコ ぐ 避 療 克 呈 操 で し 肥 恨 つ る (SR ミ 本 
思 )) ーー ドーmー 慰 本 

と で N ハ キー 本 相 DuhSasana と で トペ キ ー キ トリ 
臣 D" つと トペ キ ー ネ ト 

と トード や トミ ネト Dhnmavarna 「 虹 SoSIS 
内 し "補導 HPT「 く つこ や ト へ へ キ 』G 蛋 器 633 キキ 
ー ド で HS 田 べく 名 由 ぐ | スウ キー や ト 田 鶴 ぐ 替 下 捉 し 
Se キシ で 問 り 舞 ら た で 公表 。 所 四 デー ドー トト ドミ 
ト 無 で S 記 で 輸 殖やし 中 会 お "キー ト せ ツリ レシ 
ドー ルト トミ ト ぐ 堆 る で や の 選 宮 つ " 理 で る で や CS 包 本 
幸 WT や の 2 で りく 硬骨 き トーー キ と を ト や で 
IF 疾 半 ぐ 昧 時 つる お 主 半 で 疹 判 征 人 つじ る ro の 世 で で ビ 


時 で で いる Sc" 一 で 愉 ハ ー コ SSRGK 龍 や 
で AT り K 古 で 池 の SOT つつ 衝 る つる 押 時 ES で る 5 
や で Ax 是 G 舞 心 や ふ オ ッ ー せ 有り 忌避 明 い し 敵 央 つつ" 剖 
守 う 和 公 主 いじ 福 旧 打 べ お " や で AT ix 古 せ に 臣 只 で 
P。 ペ キ ー ニ へ ヘー トド つう 愉 還 碧 人 末 < く の で ロー トト 
ツー 斑 ぐ 鞭 で せく じ 半 装 避 証人 で いで も ね の る RSre* 

と で ト 丁 一 入 邊 Duryodhana ふさ 所 ぐ ローー ふ トー 
ふき ーNS 還 田中 時 中 "下心 ト く 避 量 ツ つ ツ へ ミ 送 
S 芝 困る 本 で へ す ト で 選 宮 織 要 年 可 の ve く 
ー へ や トド り 明 弄 つる " 

『 ル ベー ベ 一 選 ふ 』 ぐ 選 窟 SS 舞 叫 講 応 ね テー 
や トー ハー 中 田 侍 SA ヘーNHK KING 事 ネ ポー ハ ヘ ーー 
一 環 恒 8" ペー ヘ ホ ーー ネー お 尺 6 人 8 くく KK トマ 本 
ー ト NNS 紀 旨 や る 副 癌 や マキ ー キ で 主 べ 寄 各所 生 
舞 や つじ を び nw 愛 柚 Wo で や 半 旧 所 2 ね” 光 べ 一 守 








吾 代 イン ド の 戦士 
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ドゥ リ ヨ ー ダ ナ 


ドゥ タリ ヨー ダナ 


























せ 間 ポリ ローー ふ トー ヘリ ロー 中 田 の SS る や 1 OO で SH 
店 千 半 Ste ROOT つう で 宇 題 中 3” セ 和 へ 記 つき ン 翌 
ポ 六 束 曜 Y 信 私 時間 り ツ ゃ 由 基 入 半 SS 胃 因 人 きる 
尺 " 志村 お 回 K せ 損 電 S 愉 丈 還 ン 思い 至 村 和装 玉 
水玉" w り 昌 か マキ ー ネ 篤 慌 S 宮 要 1 OO 還 り 中 
し | OO 加 ぐ で 品 り く で る お" を やじ WS で 広務 左上 算 で 
や 1 OO る ぐ 麗 足 判 京 皇 " 軌 ろ "101 還 mSC 叶 
人 る で ポ 貼 刺 半 る お" DS 100 べ S 了 中 で 曲 中公 と や ーm 
こい 

と トーmー 邊 せ 款 お 折り SSmS 押 じ 装 人 0 色 
たま で さい に とり 
人 る 6 的 6 壮 に 也 人 間 私 球 で で で " テー ふ ト ー ふ リート 
KNPA ジーAT も S で を SN | 半 で モ S 淫 
聞 人 下る 宗 人 で し ′ 展 埋 ぐ 由 PS ベー ハード 反応 で 旬 守 
り S を トーm 一 私 公田 習 は いて りつ 全会 邊 会 交 

で お "や koJMG 表 還る 取 現 到 婦 て や で) キミ 
時 Ate 代 る S 向 過 呈 製 り ね" り S 各 恥じ に マテ で ド ト 
科せ ので の や らく マテ ドーmー 怪 公営 嘱 つ る の % 国 
電 穫 衝 本 りつ) 中 租 つ "一 人 や りり で 條 和 押 じ 
ne 倫 瑞季 つ お" つ 全 つ 。 桂 の つい 装 S る 生生 で 由 
控 じ QS せ 遇 や きる りり ざし 人 ST テー へ トー ベリー 心 侍 り 
で 型 提 理江 人 る で ( 足 臣 )* 


ーAN や SF3S 立 必 ン 可 了 6 尽 生 で 欄 環 お "で 
避 へ くさ 環 G 史 羽 ロ ー ハ TH セ 8 スー へ 選 も トロ 固 S 壮 
季 敬 で し を キン 欄 で も も ひく 翌 能 め つつ "テー ふ ト ー ヘ 
リーNS り 軸 血 人 人" 

ミー ハト ペー へ 選 や ト NN K 和 へ 症 で で ヘー 
NNKS ( 脱 電 Gi トニ ー 杏 刺 ) ぐ 共 和 製 器 つね" を 玉 ビ く 
ーー へ へ や トモ SN 画 生き つ 人 羽立 ぐ 肖 画 人 や 門 0 Hi ト で 
信和 す ト で 心 天 拓 除 で 田 t 過 人 で 密 侍 宝 ぐ 素 鞭 電 衣 だ 
TS" DS 軍人 で せ HNTYATIKTNS 舞 胃 ら 家 お ー 
トーm 一 私 本 半 時 で 下 則 や や 現 い 尋 環 つい 革 紀 や ye 介 
人 所 慰め 弄 く や で ズ HS 現 届 天 居 写 丁 べ いせ 6 こり で 
ST 03606AS 多 主唱 ヨ ヨ る" コード を トミ さ 江 本 
WS 國 SMo-R で る 半 野 つね " と トーmー 入 赴 反 衣 
に いい て と 本 こく の も まく 1 も た る 3 に よく いい ミコ 
HKYA HIKYINA 台 。 吾 人 る で も て くじ S つ で 避 記 ら 
や で 麗 縮 つね お? 

テー ゃ トー スリー 提 上 で 渦 隊 寺 ke 誠 千 で 下 
SS HK で AT で 心 革 福 彰 ・ 拓 R・ 部 ・ 愛 ・ 団 較 で 
や Y ツ 援 いじ 剖 五 お " ヘ キ べ へ 1 朗 時 で 了 K 民 や ST ね" 
HITA HITN3S0 で 鱗 控 症 / 男 届 葬祭 op 要 
監 近 忠 陽 ぐ 索 を 必 く マー4Ao 胃 じ 到 古 お " 共 必 揚 
YS を トーm 一 邊 お を 必 愉 スマ ーG 嘱 ぐ 三 し ′ RS 


ミー ハント 出 例 者 feO WSRPASre 個 本 ぐ 田 を 
へ トー ハリ ー 愉 呈 田 憶 鶴 0 夕 ミ ー ヘ ハー テト SH 直人 S 民 
訓 季 の と ドーm 一 私 相 守 訂 押入 で | 所 せく KK で 
ホー ト 心 ぐ 思 功 し 堂 唱 つ 人 ね" 宜 軽 G 量 ニ ロ ー ト ぐつ ツン 

半 き ベー を SG 由 由 や 人 SeiKTA HKTN トミ 人 
+ キ "まく トー トト で や の 珈 乏 振 る 人 で で る "テト ドーmー ト の 
コー【 玉 正 療 塞 じ 媒 旧 午 えつ SS 守る 天 和 電球 会 

ミー ヘ と で で 還 四 つき 貴人 る の 反 半 we 加 写生 ST お " つ 
人 る つ ミー ヘ を トド HIS 来 ロマ し Se へ へ ホエー 皿 還 S 由 
( ポ 媒 年 ペーー キ や S 記 判 玉 店 ) ミト 代 革 委 R 
で 必 や ト 避 各層 章 つ し る お "| 中 紅 い "を ーー 昌 
ー 必 革 で で や 心 や トー スー へ や トド 医 RGH 由 SG や 了 匠 
を MS 人 る で 悪人 くい 軸 つ や と る Hih で ARTIN9 
田 選 開 渦 環 憶 人 や "ベー へ 和 へ や ト 塞 G 玉 失 写ら りや 
や 本 や で と トーmー 和 トト せ 起 で を トミ ヘ キ ー ネ 本" 忌 さ ホン 
持 S 波 も や へ や 加美 づつ" 人 田 テ ーー ハー 
裕 寺 つる ゴン Se ロ 部 wo モリ ミー へ や トト トー 
選 ホ トー トド ふら 型 装 つね "omー 選 赴 欠 旦 
宮 民 で Vn@ つ SS 鞭 間 和 を か る 世 変じ 缶 介 年 忌避 
ミー へ AN や トド で スマ 直 6 で ギ 思 で 呈 軸 Smo 要 ロ ペ 
所 で し 杏 机 ym の) 寺 周 つ ね "つる つ / 衣 各 で を FIN 
る る る りく 皮 寺 上 全て で へり で 避 届 SS や 





やつ 練 二 で の る 写 葉 忠和 人 8 人 る つ ミー へ NN ドロ 謀 財 
長い の つや お") 褒 T や ロート や 「 天 G ポ pp 人 隊 凌 や 
登る で っ 庫 の ) 誠 せ 記 給 S 判 四 く r く ke る | 環 T6" y 
S 間 ニー ふ トー ハリーING 舞 譲 や 8 に 地代 記 生 ST 
SW 所 田 玉 と ドーmー 和 ロー センツ 和 潰 つ 呈 藤和 xo 
で 中 編 地 つ " | 揚 り で 寄生 せ で お" 

つる つと ド トーmー 思 直 革 へ キ ふ 昌和 要 据 つり 子 独 4 る 
り 可 曲 ぐ We 吾 つ お" りく 表 整 き " 琴 弄り 避 る の SS 
111 半 庄 拉 型 将 9 応 ′ 1 四柱 べり 長 で SS 球団 中 
田中 きい 尽 公 い 穴 肛 吉 起 MoStOJ Smo で PS で お" 
S 王 や 本 で AH で INSA キ 得 到 古 スー へ 私 ト 
全 1 1 時 S 弄 羽 章 現 違 く で N 生 穫 SSST お ( 上 8 貴 )" 
RIN や トコ ミー へ や に で 表 閉 生 朋 が で し "へき へ へ 
ーー 選 避 乃 載 の つい 飼 下 S 珠 N6 でる" | く ロ S 連 くね 
玉 愛 症 や " 昼 幼 ぐ 悪 十 お 尽 共 家 マ 響 恨 つ "コン SN 
か ト で 詩 襲 せ 翌 箕 つ 区 ン 紀 お" | 層 で お を トーmー 和 
よ トロリー? 公 写 SS 翌 民 woo で 回 2 思 ST 
で 負 失 や い 全 完全 で で "ペー ヘーFS 由 中 トミ さ 1 二 
合い ツ と 心 む く マ ー 倒 節 人 で お 表 ロー ドー トーm 
ーN ト S ポ つつ 史記 六 征 う を 9 四 で 丸 帆 絡 和 暗 つく 
ョ ー ト Sm ぐ 王 じ 馬 まぐ K つ px 選 どじ さや ね お" ロー ルポ 
て ぐつ と W ぐ 札 党 苦 や 診る 対 ぐ し 表 を トーm 
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ドゥ ル ヴ ァ ー サ ス 


hm ニニ ーーーー 一 ニーーーーーーー デ ーー 


ドゥ ル ガ ー 


ー ト Spoo 記 世 華 る ね" 情 全 個 計 と ドーmー 和 本 
せ ー ロ ー ト S 由 PSke ト へ や トミ ヘー トド へ 宝生 に 
ぐ 衣 間 蝶 仔 り 出 電 つ る Son セキ もせ | 臣 つ 穴 衝 じ く 
全 で 8 

〔 記 ) トー キッ ーー (トキ ッ ーG 條 沙 )) ミー 心 
へ ふ (KNASH 活 )) く ー 愉 NA キ ー ミ シド トー ( く N ゃ 所 
S 貢 者 さく)^ スー 心 和 やす ペー へ AT へ ( 臣 )) スー 必 ペー 
ユキ ( 尼 )) テニ ペー リーNA キ (テー ゃ トー ペリー 
必 ぐ 由 )′^ー ヘ ヘー ニー トー 躍 (SS 一 ペー ニー ぐ 計 )^ 
RS や IN や ロー ヘーN(R 下 改 や に で 由 ) や さや へ 心 ー ド (や 
ミ 壮 ぐ 剛 球 )' や ミト ー 迄 キ ( ヽ や ミ 田 )/ や ミ ふ へ く () 
ふ ミ ー ふ ふ へ ( 臣 )^ Km 一 (5 ン 主 で 境 ) で や 

と か さか トー お K Durvasas 沼 千 くさ し 二 で 
全 和 "トーー ツ WS 聞 ト トペ ベー キーJS で SNShPSye コ 
や | へ も や ト 古 で 店 つつ や 選 0 で St 居 で 王寺 ロ い る し お 
SnIIOG 豆 忠生 パ ン 胡 で マレ Sn? 

Se 表 NN トル 一 古 や へ や ト 古 の で くね やり 吾 る 全 
刷り 時 お 古 ら 団 玉 や ト 基 G 到 史 恥じ WG 党 
ミー ミト トト マー せ 緩 4wSS こ り ぐ 来 | 要 群 居り や 
せ や WS る っ つ 昭 せ "りー 和民 いび し A や トト 華 せ 。 喘 也 る 
壮 揚 称 識 公 守 で 上 つ つれ 48 の 来る つ ね" NAONP 
S 表 10S 直 寺 公 弄り お" 求 く ぐ 勅 振 じ 志士 く ペー 選 


ーー キキ 人 せり 到 で や 凌 ま で 四 で や で や で 杏 m い 
り 栓 つね "へ や ト 巧 色 幅 全 で で っ) 人 セコ ホー トー 
ャ キト で 中 さ つ で 人 る で 川 衝 S 財 S 湯 記 S 革 で で や" | 壮 半 時 
で 所 蜂 電 や ペー | 手 せ か トド 古 S 主 区 は ベー 監 近 で 
堀 や 人 る ぐせ ンー トミ トト ー キ ペ 公 状 琶 ぐ 帯 措 下 人 
NINN 一 芽 せ " 毅 る や ね で 押 証人 で (や トー セキ ・ 
トー ト 』 11)7 

久 ハ や ト 華 や ーー ト 必 KU 玉 で 尺 。 史 ー6 公 や ツー 
=NNKB 求 各所 る "neavS 表 ダー ニート KW 守 轄 つ 
る で | で 中 半 で 迷 り ささ へ や ト 是 SS ゴロ paT 
Py 栄 人 で" り S 由 と で ミホ トー キネ KaAG で も で で る (せく 
ー ス ーー 心 へ 』 怪 富 荘 )” 6 人 8 へ さ 半 SG 田 ミ ー ヘ を で で 箇 
AN トマ ーS ふ へ ホトエ モー ハ キ 還 S 掴 胃 品 で 宮 と で さや 
トー キネ K 計 呈 理 共 ロ 基層 名 で や 普 宮 Q 還 CSY ヘ ー 
慌 ( 思 六 ) 電 四 選 入 の る 必 衣 きき ン 長 で ミツ Se" つ へ へ 
トマ ー 

て で さか ト へ キキ Turvasa て や モリーN ぐ モロ Oxeo 守 
0ー で さや トキ wp 民 居る 斉 壮 NY" ーー へ や リー で 
宜 咽 ぐ 症 下 S | で て い SGT 

TSre く セード さや ト へ 9 キキ ー 邊 で HAS じ 
で で キト K・A TS 堆 ホー も や ト キー リー で 夫 う や 
避 寺 お" 較 せ 遇 キキ ー ト で ロ 人 で 密 る で や 












や トト マー ” 華 要 人 る 人 る し Sro 求 NNA TINS ト K 
補 幸 で 負 庶 せ 5 いい 祥 沙 樺 凌 選 更 り 璧 つら お 下 
WS 基 環 や 填 や り ざ で や WS る に KK ホー へ へ や で キ 守 せ 
NNATN や に K ロ 囲 ロ で 究 半 醒 色 中 @ 定 で 柱 償 近 
es で 密 る 0 公主 る” 求 晶 家 つ し で て Po 且 所 守 ペ ー ト 
や に トマ ー32 で 和 明 いり 。 時 窒 表 醒 操る すい 8 び 
蛋 守 く 9 人 下る 人 人 遇 密 弄 せ 味 で SS@x0 
り で も 昧 己 生 弄り で る で" や て AT NN セー ドー へ や ト 
SIl 王 や せわ 人 ro 年 マ せ トーー 寺 ぐ 押 トト ペー キー ロ 
党 つ レ ペ ー 心 や に 中 マー ぐ く 移 翼 回 つや ゃ で や S の 
SW 吉 十 お りさ りら 尾 四川 華 に w Kー キ ー リ 中 
や の 劉 軸 等 W ウ を Gn 唱 前 J 問 装 革 八 古 で 呈 守 
和 v 祥 S 還 電 で 中 革 ざ つい 中 票 各 陣 で つ リ ン Sre tm 世 つ 婦 
で "うし ト 必 ト ドー 古き ホキ ヘ と の つい 半 SS も で へ 
人 是 ーー ペー キ コ つ ツ トペ ベー キー 公判 S 人 8" 
へ や ト 症 せ と ト ミホ や トー ネ K ず つゆ 講 S0 の 臣下 り 。 周 
は く 聞 拍 wo の 幸吉 選 用 つ レ つ が で お" と で さや ホ トー キネ 
K 人 欠員 世 る 粒 近 wo PS で ぞ り で る 公 し SUS 
(FN か ドー へ へ ・ ト ーー キ 』 国 
TSre 二 へ や トド 古人 NN 一 研ぐ 是 く り 家 で コ 
トー 心 を キヨ モ や 舞 記 放 つて Srxe ホ トー トー キト る 世 前 る 
抄 例 如 り や 人 S で で で" や ト 芋 到 折 細 藤 WU” 副 計 ト 






S 罰 固 G' で で ぐ 選 家 ぐ | 器 軸 


可 で りや 電 団 細 つ お SS 
己 局 ぐ 保 昌 革 加 く 因 導 和 トミ で 


そよ ドー 
に さそ りー に 
トミ ドー Durga 「 選 で 姜 っ ペ 年 ] で 栓 し" へ や 
ト で 是 尽 (一 トー へ キ へ ト で )" ドー ニー つや の っ つけ 
へ や ト G 癌 可 居 GS で で つり ke「 や で へ 寺 で キヨ ロ 半 
半年] (や で へ ホキ モト ー ヘ リー) つる RStetend の 
や も で へ 寺 で キ ヨ S 垢 限 奈 昧 衝 記 いく 祭 型 球 年 り 代 
時 吉 や 繋 つき せこ 時 忘 径 転 ぐ 全 土生 記 古 の 衝 い 
る る SS く ー ス ミー 中 へ 1v。 困 襲 る さく 2 く "マン 
半 寺 じ 凌い やら 天 し 問 手 つね くる や 拉 革 華 ざ つい 占 








アス ラ を 殺す ドゥ ル が ガー 
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ドゥ ル ガ ー 


| JJ JJ 人 還 還 還 


ドラ ウ バ ディ ー 


たこ いい 

ドミ ミー ロ 到 や e 臣 つも ン 長 で で や 球 密 玉 「※ せ ぐ 交 
つ ね リキ)SnAS 神 年 ( ト KN) 寄 セ 索 」 し で 
"トー トマ ー・ ル トー く ーー ッ ツキ (1 一団 ) ロ 6Ss7 
拓 ′ 古 々 て ト KN ( 久 是 ) つ S 衣 び SM リキ S ふ っ 
も Sne ト KING 名 征 Y 介 詳 で ね りつ ST 6" て AN 
きつ 人 で の 必 tQ 折 る 華 マ 革 了 政和 や 弄 ペド ト 是 さや で 
の 1 是 や 京 五 呈 税 公 や て AT KA や ト 違 功 当 
つい ロ る さ 求 品 上 つ NNN セー 華 や 臣 所 ら 性 いる" 
で A を NT や に さ 相 SS 華 ぶ ぐ 京 短 人 で っ つ 羽 生涯 ね 
WS で S 求 名 培 6 い 芸 oct@ ヨ Sen AVS 王 人 る で 
1 く ぐ 半 年 (と トミ ミー) 和恵 還 で 王 公 " 征 マ せ 抑 さい" 
や ト せ 幸人 G 宰 呈 じ Se 区 八 人 る で on 1 で SHI 層 余 や 
で 寺 つ し 尊 計り 四 2 ヘー へ 玉吉 ぐ 前 鞭 ぐ 鐵 問 で モ 
る で 記 S 臣 靖 了 戻 ヨ つり 中 S ト さる 3 豆 可 y ト 
へ 中 革 無 人 で ヘ と 革 功 看 W TNINN セ ー モ ※ 皿 和 
コト トト ミー る 肖 必 球 や つじ 必 で 人 ド へ AvG 型 で 宮 や 
で y 記 挿 年 更 藻 So で 和幸 作品 べ る "年 マ 人 る で 
指 中 の 幼 絡 ぐ 牌 接 和 中 で る K 古 せき” < 境 正人 9 95 
全 半 択 各 具 つ レト KNS 田 つ キロ 交 人 る 人 る で で "ポキ 
ぐ 交 つ ね ふと 3 IN て KA ズ 宝 計 やら 學 和 穫 
ペ " 蟹 く ^ 陸 ら で 頑 AvS ロ る で べ 記 S 巡 吉 半 


忠 KSE 箇 の 3 Sr り S 誤 革 本 人 る で 1O ロ や ロ 
S せ で だ SS コン ロ て AS さ 選 や 舘 さき 庄や Se* 
下 球 球 ぐ く ロマ コー で さ ペ ミード トリ ペ キ ーK 必 旧 祥 で 村人 で 
鹿 人 mS | O ロ 玉岡 窓 め Ske 

テト ドー ミ 穫 キ トマ Dharjati 「 選 ろく や で お 層 や らい 
宮 」S 舞 や "ミーN Se くせ へ や 守っ へ や に 
て で へ Tunda トキ ロー で し 層 衝 で る 際 回 ST" 
環 り せ か や マート へ 選 ざ る 必 栓 由 生 ST 人 和 SS や トド 中 で 
ー (と ドミ ドー ぐり や) 6 で の 股 約 応 社 "| 

と ト ヘ と で Dhundhu トド と で や ぐい" 慰 澤 ヨコ S 画 
ギ 補 弄 ) 必 や で さそ へ へ AS 且 で 半 中 東宮 定 お に KINSSRT 
ふも トト テー へ や に 田 王 償 人 で て 人 宮 ” 吾 せ 谷間 GS に 
りや シド し 可 で る 全 東 で モ 紀 紀 り 員 %S 党 SIIR1O 
OO べ ぐ 弄 中 仙川 く 宙 向 つ いり 設 衝 SS DS 人 S へ 
や ト IN シー へ トト 田 斑 とせ さ を トド セー (と トペ テー で 
芝 つ せ ズ ) の 寺 和 Sot い US る 1 

ーー ネモ 中 NR Tosalaka トー ドーS 障 由 玉 へ まぐ 諸 
送 可 人 くじ い へ トロ 繋 衝 で お玉 二 で 

を いく 人 ト ャ ー Draupadf く ヘ キキ ー 選 ロミ く や 
S 喜 や "ベー ヘ ホキ ー=ー ( く ヘ ホキ ーNHS 零 ) つつ やや 
= ふ リネ ー( 貴 る 琉 軍 ぐ K)) キー 上 1 キ ギー リー( 宜 固 
品 4 い いじ 半 8 つ で ) つの 生き SQ へ ふさ 所 で 田 ペ ー ヘ デー 


中 つ 介 半生 ロ 6 で し 可 終り る RSte" りり 
や 人 で を で さき ドー ドリ ヘ キ ーー や さ 生 マロ ー (セコ 
ぷ キ ・ に KN 避 や っ で ) 向き Sre で PS" 

8 を で や さ S 一 さく TASKSRR 勿 GKK 
心 … 悪 ね 人 る て と で さき S 一 環 世 人生 へ キト キー( | 
OS 指 難 各 晶 い 宮 )) 全 AA く や ト ー ョ リロ ー(NekAG 当 
せ 憶 @ 舞 ) 名 ハエ キト ミホ で リー" 号 和 S ト テ ャ ーー 
ーー( 判 皿 ぐ 叶 )^ ーー" さ へ ふ へ トー ペー( で Ws 
甘 ろ し Sn@ 宮 )/ マ ペー ホー" 倒 よ へ 下 ト K へ ペー( 栖 届 選 で 
で 交 ) 人 か エド ユー ツ る 1 OS 麺 AO の る で 
で re* 

と トミ ポー 更 計 王宮 06 寺 壁 じ 所 限 衝 S コン ロ 
ト K 心 や 枯 生 セリ ヘ キーKIN セ さ 誠 で 中 一 私 生 ン 半 古 公 
せ ぐ 昭 で 倒 丈 | RG 相 じ 吉井 門 べ で 本 へ や ト 全 
で 下 ポ で る 昨 区 礁 やせ 避 守 つじ So 手 到 臣 や | 庄 宮 し で 
Ye” 臣 遷 ぐ 志 し せ SQS と トミ ポー で Il 区 鶴 記 つ いで 
信人 マレ Se の SS や せ し せ や ン ツ レス 吾 G 還 ooS PS 
軍人 名 SO り で 人 胃 征 人 へ さく 中 生 始 じ S ら カリ 
で 半年 iA さく KK 一 (一 (AT くく 上 や つく) 
や 守 き Se" 

トー へ TE で へ 中 (ドー1 O 下 ) 選 SNSrG ト や トド 応 
ーー 中 熊 せ を な ミー・ ト ー ハ キー っ p 監 紀 で て A を 





SS 因 四 S 堂 や” HihTA TKYN ロー ルド トド さ 年 
よる へ N まく ホー も ト に つ で S 人 S る や 9 SS 
や で AK マ キー K ふ ヘー トミ ヘヤー ミト で 。 を 
ネー リー で で) へ すさ ミ ヘ ギー つる 候 恥 中 son お" 

く A ホ キー 必 で ミミ く 半 中 る ぐり ロー の < の 
ロ 幸 塞 や 寺 る 慌 究 や 絆 る で お 生じ ST る 人 S 悪 団 つ い 出 
選 避 窒 く セ ー ミ く 和 で ざり で 衝 つる 判 電 やつ いく や を ロ 
ー ト 失 如 きり 栄 豆 可 書き ー ロ ー ト ロ 問 野 尿 長 <Q や nv 型 
る つ ね りさ り 各 坦 SSxe NSP 和信 人 る を ロー ト 
せく KK マ ネー ト NN も へ さき 壮 SH 人 STG 押 拉 で 時 VS 
ー 田中 信 で を さく 和装 で 写る RS で ン ツー ヘ 
ホキ ー い 家人 認 人 6 や ソー ミミ く 箇 MS 団 で 斗 中 東 
に 

りさ いや シロート で 中 環 表 や 杏 団 NR お を さく 
ふせ SAA 完工 情 坦 ロキ ー 迄 そ さや ミキ ーー キリ 
< 愉 中 て S く NNW へ Am 給 尽 ニシ ロート 和紀 や 吾 り JS や 
auee 計 革 和 る 委 SQ つ で 侍 幸 肖 に ささや 器 つ うべ 渦 さ や" 
キャー へ キネ 宜 半球 和 虹 年 ” 岬 旧 限 で モ " 幅 旧 
吉 や 呈 層 更 で る 弄 で 店 全 で 革 人 る で 判 で る "WS 韻 K 公 
で さ 「 り S キ ゼニ ロー キト や 瞭 や し RS で で | の る 所 S で 
く 必 WAS り Sm 和 ーー 本 ふ h で 本 コト っ AE で る "回 
くい 違 つ ン 寺 ン さ ぐー トモ く ト マー 半 お "人 JS 世 っ 
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ドラ ウパ ディー 


トラ サダ ス ユ 


KS で 「 り で る KR せ 王 ぶさ や で り 枝 0" で や 心 や ト 計ら 意 
堂 uahadrePSye」 の る 柱 玉 ST で" り ぐ 中 六 守 弄 
蘭 人 ヾ で ぐし ふさ ネー-JAE で 下さ 記 ( 足 堅 )* 

て トス 和 トマ ー 公 鎖 嘱 Ke SW 還 ミ くせ 可 で 押 吊 往 
( 尿 頭 に 召 ) 避 或 ww り DB ふさ 握 吊 き わ 公 居 将 捧 
全 で 寺田 店 信和 押 6 拍 表 振る "WS モ い 球 


震 惑 召還 当 S で で で せく ミー へ へ や トド く 畠 仙田 條 トミ AT 
ト PSTS" y リ り ジ ーー 必 や く ト マー ゼミ ー ヘ テト 淫 で 提 
うつ 祥司 避 赴 で ソ 還 田 計 北 環 ぐ 地 和 で で る [ ト く ーー 
ー 心 ふ 』 SG 球 窒 ぐし に や で で っ te ] 辻 氷 宏 皇 突く 
NPG 則 握 で コロ 装い つぐ し パン スー へ へ や トド で 志 
応 ぐ 人 天 品 tt@ の くる” 名 JS 揚 裸 目 争 ャ で る 人 
SIIICS 玩 忠 wuSE い Sre* 工 和 る で PSte 表 粒 入 求 守 
で で 生か トド 攻 り 定 因 つ お 童 求人 9 坦 さ 所 る の 練 鉛 
寺 さ SS し へ や ト 古 革 己 K り 表 者 りく し 還 で 水中 
の 反 押 つね | り S 選 やす ヨレ ー ミ く N ぐ 二 さ つい 選 
家 代 で ペーQN に G 田 田中 や 雪 つる "ミー へ 
せ ト SREIN や トロ 46 で い 型 藤 WS 人 六 G で で る で 愛 HS 活 
民 剖 つい る や 表 " 田 田 由 中 基 宮 つい し 寄る で 更 球 や 吾 
い 共 じ 表 公 の の 吾 で GS 時 へ AN トマ ー ゼ で 根 やつ 
や る し SCG 天 ら は 「 琶 人 S 導 て る 」 の 四 り お ? 
や へ トマ エー で G 閣 つ う 媒 し Se りつ 家 で る 





II 六 竣 ぐ 了 KRST SGS や” 随 つ し 叶 本 で の す 中 で 下 芋 狂 
起 ・MHR・ 芝 困 ・ 斉 屋 士 本 モ じ 取 ね" 吾 せ いく るり 下 
忠 馳 東 人 表 下 り 疲 本 臣 拉 り 忠 柚 ぐ 軍 写 履く 私 マ ー 避 要 
廿 理 KK で 8" テト ーmー 和 トト せく トマ ー 記 
人 放 つい 稚 囲 G 只 半 uo や * ゆ 6n 奄 の ね" ツリ レニ トー 
mm 一 本 ぐ 随 と で トミ ヘ キー キキ 到 講 ズ 中 嗣 刻 や 区 丈 。 固 
KS 比 旧 和 いる くし 吾 4 計 記 W 生 で の 玉 を か へ キ 
ー キ トミ SW つや キレ と 必 で く 本 マー で 惨 財 各 せ 凶 衣 
まく で: で こら の まそ : ゴ マー さい よさ つめ | 
ト S 吾 二 ロ 4 ぴ P| 立 S 所 尉 % せ 地 記 で Sr で お やら り | 表 で 
握 構 所 や ぐし くる や" ミーA ヘ AN や SF で 措 由 ロー トル ネー 
で ーmー 選 本 る 借家 Pko 密 で 男 閣 詩人 で で せり S 闘 
PSe" と ドーmー 入 ト %0 で ロ と 心 で く 誠 マー 加 明 つつ 
で SH テー ヘ ふ ト ー ハ ロー 府 剖 装 和 症例 連 革 昼 計 
せ 代 る 公 の 了 民 6” mo 問 K せ 水生 で AHIR で YNS 
反 旬 や 百 さ 11 一 り 民国 く S く ー へ や FG 由 店 地 
揚 り つ レ ン Sko en 処 豆 IOmS 肝 る 和 寺 紀要 
や せ を りり で HIS 吾 せ 侍 る の 帆 う S で で" 

1 避 下り で SON へ さ 美 wi | 東 つる お玉 克 吾 人 人 で こく 
ーー や ト 人 反共 定 つる ね 韻 と 改 で く 付 エー タ や く K ト マキ ー 
NN お "HK で AWK で 心 玉 明 固 内 生き る 田 選 
いる お 巡 せ "紅き く K ト マ ホ ー ト 心 と 還 四 で 時 へ へ 中 


し 宗 球 つ " 連 侍 つる 田 く で 由 中 せ 潮 で 得 凌 撤 折 や 
っ つや で せき うつ の” 還 べ く 北 束 搾 つ つね" 世 そ テト 
是 せ ふも や ト 年 り 察 る やり SS WS 了 度 つ つじ し 了 Kw 問 
てい 現 寺 還 下 半 引 委 つ ) 改 和 NAT カー (人 お へー 
ー「 間 時 や 者 ぐ ポ 是 ]) で 選 束 生 吾 押 和 や や や りつ せ 提 全 で 
で る で) スーA 選 や で 田 く S 由 店 了 き で ヘ デー 1 で 
半 守 更 玉 し で で と 必 で く 計 マー3 NN コッ ー で 
京 じ Se つる ST レー と 必 やく ト マー や 半 村 お めで 
ぐ ポ 避 章 ね り ざ コロ? 

ミーAN や SS 財田 幅 閉環 で 画 さ つつ の りら 六軒 て へ と 
NNINKN も 紛 で つ 代 S 轄 で SG 人 S る ね し 青 還 公則 り で 
うすい 本 te お 包 旧 。 了 KS 軍 マ ホー 改選 押 で m 
S 半 人 る 1 も や と で スト マー の 宜 介 つ レ So のり 電 吾 生 
で つの S 凍 時 SS っ る 型 青 で 突 款 で 判 坦 め つる で 王 
人 で 計っ の い 製 名 トミ 半角 舞 uk6 る く 
PA 宮守 定 *@ る 会 福 中 称 愛 つ を お 悪 生生 本 で べり 
て さと 心 く 計 ャ ー ぐ Sx6 箕 本 呈 く 押 全 せつ る で 
失 己 弄 く りり の 電 る" 

HHh で A り ト で 時 羽 稚 各 た で い 判 材 で 田 の お 
ゴン 回 妨 外人 る 生 で や ト G 由 ドーmーN ネ 世 
で へ や へい 中宮 落 つい る り 相 般 で Ke 吾 つ "本 で 
の まる に で こ ド りー や SLSPY TEE くい 





エー テー ふ ト ホー ヘー で 小生 一 へ ヘー ネー ロバ 
マン ギ ペー 半 で 人 半 時 や で 全 拉 せく で 公表 吾 の 束 
に さこ を そく に SE た ご くだり 放 E に だ ベン プ コ 
で 一 寺 和 る く K ト ホー ト 避 湊 6 SG 芋 を 
で く ホ マー セー・ 心 や ロッ ー ツ で くも GS の 玉 の 
So 人 ST る (トー ハ AT 恒 )" 

呈す ト で 中 侍 補 生じ 田 選 ミユ ーー ふ ヘ ト ホー ロ 緒 で" 
還 く で 束ね や つの 監 居 で 送り 皇 " 吾 放 のり | 班長 Ss” 
トー 心 ヨ ゃ 再 x 征 ぶ で ヨコ ペー ミコ ヨ 宏 所 つ お 部” 問 
ド S8 和 責 や” 軌 く いじ 国 べ S 塞 。 還 所 吾 で せ 全 和 郊 で 
召 問 了 K 味 で や 大 で で 半 長 で SS びる 心 ( 味 了 K 暇 )* 

{ 計 S) ベー ミ ふ キト ャ ー (トー へ AS 慈 喜 )) マニ 
A テ ーー( や で ホー へ HH ぐ 奄 KK" ミー へ や トト 呈 型 肖 で" 
や で か ー ゃ HG 舞 調 し 宮上 可 つい 吾 つ し る お 王 た 人 
スト マー ゼ HS 三 KJ で る る る 人 S)) 中 キッ ー( 田 
ぐ 来 和 悪 で 以 ) トキ キ や や トー ( 選 抱 る 半 ) 
SN っ HihTA TKYIN ト さき 人 トロール と ミ く 和 
て 心 お wwKH Trasadasyu 「ー へ ・ や リー S 組 
上 ぐ 革 罰 GS 1 の SQ 一 計 ” 衝 胃 画 ホ ー キ トロ 5 
半 ま トミ やや ト Sh や" トミ さや トド 人 ネ 呈 男 り ST る 王 ) W 
ぐ 社 久田 伺 回 て て wm※ 避 軍装 SS り Ab や べく 副 二 せ 
圭 で る つり ぐ で へ と 心 や や に さ ミホ お 守 xenJ で けず 
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ドリ シュ タデ ィ ユ ム ナ 


YS ぐも 還 でる 環 せつ "WS 揚 随 判 玉 ね で 色 一 改 ま 
KTH PST 信 の 2 人 m 

て さや で や ふ トド Trivikrama 「 ニ へ ・ ド リー ロ 
介 下 ne 半 醒 征 の つい S や で へ HGaa" 所 臣 A 呈 昌和 ン 
や のり の せ AtnGRGY US 基 骨 江 NNー ト ロ 避 公 Se や で 
MM ささ 10 ざ S 味 ( ト や トー 中) SnS や トー も ト 

(悪く ) ぐ 如 四 環 時 駅 業 生 Sre" っ ミト ドー トト 

さか ロー ロー Trivenf [IOS 時 る や 」 ぐ 揚 閥 7 
SAK 志 コキ コト ー 忌 で 規 琶 全 ト キーSG 忘 SS" 塞 志 
S ト ホー く ー ミ ー テ 5 リハ シトー 宜 じ な 選 で 更 吾 お 華 副 
玉村 記 WSQRS GE や PoS AAK コ キネ ホー で で 
規 志 し Ge ト IN キ エーS せ 忠 の 古 請 府 Se y ロ ま INK 
や トト マー 恨 公 理 了 に で ぐーA を さ りら 6 で し Ga 混 つ レ る ko 和 
で じ S0 り の 46 で ツー Sa6n 避 曽 人 Sto* 

て ミ NR ミ ふ Trigarta 密 ぐ や マハ シロ SS で る 田 回 で 
し 「NIOS 東 品 定 い 男 ] ぐ 柚 "『 ト く <ー く 一 心 へ 』 ロ お 7 
ミー へ や ト G 田 田 下 到 団 去 く 型 江 S。 北 固 や 堤 枯 つ ね 
や 0 て RS さ ふ 国 互 ( 足 四 )” 国 HH や S 1 スト や 性 
ーー ささ へ SHK 心 へ 宮 繋 つ し スー へ ぐ 富加 レポー 
ミ さ ふ SHIK ヘ エミル へ SSN や ト 杏 り 半 で ねり J (や で 
私 一 ふ 革 ) 生 記 和 記 る re" 

て ミ ふ ー ふ Trikuta [IOS 購 で 鍋 や NAS 一 


ST 

く ヘ ホ キー 改 で と ミ く NHS キ ーー Ai 和 ト で 本 さ ト 
S 由 (KN ・ ト トート 日 や く )* 

キャー で SH 

と ATAi ト TH トト Dhrstadyumna く ヘ キキ ー 
心 出生 さく 中 中 じ "ふさ 次 S 田 ペー ヘ と SS 田 HHS 
閉 明 ぐ 近 を いく 寺 マ エー (ベー 中 キー ニー) ぐ 選 "ミー 
へ や に っ 宮 吾 和 % 揚 ぐ し ふさ ふせ ーー 愛車 し せ で で 
心 や ト っ の 組 ばる" 

『 キ く ー く ベー 心 ふ 」 で 下 鶴 は 6 で 符 と ミ くべ へ る 選 
で 押 叶 ロー キト 把 る 枝 に Si や リー と の る 愉 盟主 S 
や ざし 傾 指 加 和 や 民 昌和 細っ で る 生じ ST 広く へ 中 
キー 改悪 で や 田 旭 鶴 る ね ー ミ く NG つつ " 捉 概 つ 
店 惑 S 午 有 じ ゃ ッ ミ へ つの きる ロート 到 如 で し に で る 宮 
と ミス 回民 く つい 識 や” ヤ モ な て 弄 く 革 で る る" 
で 向 計 さり 本 シ ロー ト せ く トマ ネー ト 心 に で シ 
ふさ 所 で 屋 圭 人 S 選 玉 や 必 や トコ ミー へ ト ぐ く 組 田中 
避 拉 塞 和 醤 可 つ 。 壮 で 各 要 ツー ミ く 血 る 回 刺 
韻 時 つづ "WS 野 十 ぐ 寺 皿 避 選 で コ 生 で " 

で G テ ロー ト ぐ お 選 せ りら 桂 悪 つつ ひつ お を さく 怪 皿 
中 加 癌 で ドレ と ロー トロ (mn 共 で 直る TSSP ニ 
ロー ト 韻 六 守 人 RS TS 由美 会計 Set で 詞 で い 胡 謀 


ぐ 暴 や MS ゴロ 将 いで で る つ 選 AnSro ヨ "Sre る 8 で へ 
と ぐ 寺 坦 守 りく WS モ つ し Se ペー ミネ 本選 層 te 
ヨ 党 ST 

ーー 代 キ ー ペ ー Trijata トー ド S 部 ハー ホー 和 SINAS 
一 環 潮 で いじ 栄 で 王 思 慌て くい S で や 操 公 障 つ 
うつ wo い 雇 宗 " さき Ti キ ー っ jp 二 8Sko? 

テー へ 系 ホー テー で Dhrstaketu て ホコ ロート で て 田 へ 
へ リロ ミー 選 GS 瑞 四 " DINII キ RA で 中 に ト K NNー 和 ぐ 半 
軍 で さり くる で (T ル く ー ミ 一 心 ふ 』 足 堅 ) ペペ ーwkk 
ホー ジス 療 SS で 信 "SS 田 HH 人 で や ホリー で 田 で 人 
で ミー へ 私 ト ロ 還 妨 つ る "へ さ 所 で 警 亜人 くし 
ーー へ ふ ネ ーー ト せ 1 に ふそう |ー6 財 療 (1 ] 
や 〇 諸 ぐ 束 ” 11R < や 〇 回 ぐ 角 司 " K 忌 田 KK1O 四 で 
藤 " 還 〇 く S 麗 中 さら 家 *e 臣 源 ) eo で し 倫 長 
づ ( 窟 吾 状 杜 主 ) "ベー へ や ト 細 ぐ や 避 本 本 | ズ ロ 出欠 
衝 補 6) ヘー スン ト さ KA テロ ー ト 計る " 忠 局 り 
ロー トロ 4 で の 此 約 お (ロー 本 皿 )" 良 表 KUGS 
さしも で Ad や トト ホー トト JR で るり る 7m" 

( 球 ) よ キ で トキ (ホー トド で HGh)) ホリ サー トマ 
キ ( 琶 ) ホコ ー ト で く ト で (ホー で 団 ) リー 
て ト AS や トド ( 臣 )/ ホコ ヨー で 邊 ーー ( 屋 )) ベ キ SAT 
ミー=( ふ ぷす ミー 選 HS 中 )7 AA スート ーー トド 公 て ( 友 ) 





S 赤 ら SS で で 9 WS 本来 ” 具 守 で ペ ぐ S 王 人 る ざさ] で 恥 
トー くに に で 
で で ロミ ー ヘ テト で 財 HHHS 功 ST る と で く 公 マー( く 
ー ヘ ホキ ーー) し ST る " 間 丈 選 S 人 表 K 人 で 「 り で 
由 せ で く 和 A ホ キー 選 較 で 際 SW 半 て PAS を ロ 
ー ト 居 和 机 や ST の くう で 福生 つる で) を さく 込 り と 
ロー キロ 持 世 写 お 人 SS 中 テー ハリ 私 で 本 S 壮 記名 
りお や シ ロリ 長 宗 細 で 会 で で 紅く テロ ー ト せり で 最 で 
や 吉 基 の 人 る 和 補 公 で し 問 り 窒 守 和 寺村 つや" 

に た トド よ さ こ で よこ いよ くさ くに SE 
ー ぐ 訓 羽 ( 究 束 SG た 示 ) で じ で り で だ 振 せ 29 
eK 寺 Saa 才 6 で で 所 回 で 田中 征 や 只 家 つね) り S 揚 
宜 と い で く 和 マー モト た さ 2 直 生 求 つつ し 嗣 る る" つ % 
で 幸 で レミー ハシ トド 田 田 中 S 導 黒 ぐ 巡り S で る" 

NR で や に トコ スー へ AN や ト S 表 壮 つ "し へ さや ふさ リーー 選 
季 愛 椅 の つい 克 吾 公選 60 テー へ すき へ 汗 で 上 さく 
ー へ や ト 叶 ぐ 公 下 年 加 軸 候 穫 る ( 足 藝 " 擦 提 曜 / 
美 居 さ や )* 加 客 逢 品 " 美 せ 叶 ン の 握 守 で 旦 ニ ロー ト ふ ) 雪 客 
づつ "2 て 外 っ 用 で や 公 間 所 や い 和 SS や 人 で" テロ ー ト S 量 
芋 避 尿 T ツ SQ ロー トド Mi TA で YNS 林 で し 球 で 
型 店 に や トト ネー トル へ 丈 請 さ の る 穴 の S 称 皿 ら 
や ロート 革 前 つ さ でぶ ー せ 劉 鞭 各 弄 所 所 つ ” 映っ 輸 り 


由 
Ri 
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TS や リロ ーー で 生玉 到 唄 縮 で PS 舞 
せ 民 (テロ ー 寺 暇 )” 究 和 衣 人 や ね に や トミ ペー ルト 


へ 世 突 悪人 頭 2 SCO で 到 員 いし Se 宇 要 で 各 衣 
づつ せ つ で りつ は ヘー 和 悪 や 理 誠 密 WW で PSxe く ー 
へ や ト ぐ 肖 畑 ロ 臣 くつ "中 で し Se テー へ へ ホ で 本 
ト m9 和 つい 思 首 名 約 所 る me 交 迫 公 柚 つ や ( 究 本 補 
句 鞭 )' 限 避 テー へ TA へ KT 本 さく 輪 せ K 貴 古 ツ 
1 竹 り S で る の る 必 (貴也 霞 )* 

〔 記 WIN で やく (を ミ く AG 店 ) ロート く ヘ ーー 
(テロ ー ト % 杜 つね く )) ミー ヘ ホ キー 選 (K AN ホキ ー 必 で 
居 押 )) ベー ホキ ー= キ ( 臣 )) ベー ホキ ー 必 トー 
(< く A ホ キーjNHS 由 )) ミー ホキ ーNN 一 穫 キ (へ 
キー 心 四 )) と 邊 中 キヤ ー ネ ホー へ (を 江本 i1 キ ヤー ネー 
Sh) SN っ モミ さく テロ ー ト 
て さ へ DK TriSiras [IIOS 刻 各 革 や GS」S 拓 や " 
一 和 N・ や リー 私 」 も 3 ー ト トペ ローー ぐ 生 由 "や で 
AT や トミ ー く Joo 店 当 Sn 人 T 細 で 古 ふ や ローG 忘 SW* 
や で AH KK 和束 繋 つね に KINGXO” 旨 INA ペ ー ぐ 堆 幅 トー 
トト S 由 "3S@ る 革 マ し ヘー ドロ 懇 衝 S る "主軸 
S 較 wp 店 抽 い つい ズ 揚 選 衝 人 本 家 "OS 緊 き お 華 ・ 
で 


て ニ ふ Trita ニー トー トト で シコ つる るー へ ・ 


ホー か ホー へ SN つや で 中 ー 心 や ャ ーー と 琶 判 玉 ね" きつ 人 S 
ホー トー へ AS 私 公田 習 各 商 る 包 S。 下 SNS 際 球 愛でる 
太 人 や で ホー 必 や マーー ル キネ S 田 糧 せ いる お" 問 ポ ー ヘ 
ーH ぐ 可 ト さり 一 56 ら ト さく ー ニ ペー 吉 宮 つる ネ / 
購入 装 SS で る 6 も 判 吉 拉 T る" 銘 隊 玉村 時 me@ り つ 
隔 SS ま 中 で を や トト マー せり ロー トロ や マ ホー ト ド で 
ーー キ ぐ 求 二 べ ね や 遇 つい 気 還 宮 称 村 ぐ レン rem ロ 
柚 ぐ ね S。 壮 典 慰 款 で 彰 る や 壮 アレ So ジー へ ルト り 
介 完 "本 中 で キト トト マー34So で 人 やり ざき マン 握 
由 ぐ や で キー ネ 和 語る つ い 区 つ り 49 奄 の お" 本 中 マキ 
や トト マー 想わ で ペレ く と くる を SS で 私 マキ ー ネ ら 所 や 
3 で に ト さ コリドー 中 避 也 つ る が 66 し か マ キー まで マト テロ 
KT ぐも” 回 K 人 る で 人 せ 環 還 で 由 悪 到 状 玉 お "りり SS テー 
へ ホー ベリ ーINPStG 系 ぐ 補 や キー まく トー ロ 所 
いる で に ト さ く ー ニ ペー 半 ぐ 農 豆 次 や 要 し 時 S 双 吉 氷 
36 撫 史 で je6 や 拉 人 RT 3" でる 公選 玉 り 肖 る 
幅 所 民 じ ベー ヘ シ トド ( 着 紅 ) RT や で で る " ※ ぐ 
民 吾 K で G 起 装 人生 や マキ ー ま つの 括 知 の の せつ る ねり で 
ず 季 壮 K ぐ つや せ 神 る 所 人 S き や レツ く で で も 師 K 人 る で 半 
信 や マート 心 玉 る 持 て 玉 六 細く JS で 8([ ト スー 
ミー 心 へ 」 氷 躍 )* り ぐ もの ロ つい 判 玉 ね を へ ふ ト ーー 
3 スー ヘ テ ト ) で テト 人 Na っ の 穫 嘱 つね "と へ 


か リー」 り 二 で Se そ 下 提 で 1 0" 頸 起 せ で ヘ と へ 中 
話 つ い 窟 で ye" 「 ト や 1 K ペ 一 人 呈 理 く ト ト で 吉信 ら 丈 
電 陸 で や K ふ (Thrita) 反 揚 Ye の 東 < で StO ーー へ 
S 将 ポー か トロ ーーG 王 中 "iCS 攻 区 ーーANK 
See (『 つ へ ・ も ヨー」 1 の ・ ご )* 

テニ ふ ー へ ロー Dhrtarastra ふさ 選 で 垢 m で 
HP” や マキ ー ネ まぐ 中 つつ い 半 スー を で や で を で 
庄 球 半 じ Sre 舞 mm し ST ね ね 公 陣 ミー ヘ と で 
田 己 各 開 くね 勾 ” 慰 守 つね ね 人 テー へ トー ヘリー 抽 
WSS つ 電導 季 ミー ヘ を で 中 恥 由 で 1 下 で 中 泉 包 
韻 和 me へ 由 選 宮 る 3” り で りつ SG テー へ トー ロー 
S 由 壮 ぐ 回 田中 コス ー ヘ と ド で 由 壮 S 田 田中 や 王 つつ 
い ゃ る 舞 品 | 生 や 9 確 再 到 弄り で 人 る" へ さ 押 110S 明 
害 品 還る で 表 シー へ トー ハー 心 還 祭 革 | 折半 で で 選 
や ト G 半 寺村 信和 非 ロ スー へ や に で 財田 貼り 区 中 
控 や ミー へ へ や ト く 葵 証し 素 窟 反 抹 で る 叙 HhYA 
TIh TNG 舞 衣 り 型 で で? 

『 ル ベー ベー 心 へ 』」G 世 宮 せ 8" 束 製 拘り ふ キ ー ヘ 
や KK つ る 候 田 和民” 孔 足 で 閣 へ ペ ー (RAAK 忌 S 
) せこ べ ぐ 由 圭 や 翼 く や や や ヤズ PS へ 公選 上 脱 呈 り 
ペレ つ が る 友 映 本 で リー へ リル 層 葵 つじ 炊 区 冠 つ ね " 天 
ロス キー へ へ w 芋 揺 旦 ぐ 替 ま ホ エル や トト マー 所 穴 つ * 


ーー 羽 革 政 選 PS で お 勾 舞 m じ Se る 公 。 環 G く ー ヘ 
と トド へ さき 押 ぐ 田 つる お" 

テー ふか ホース リー 心 S 宜 つね お 韻 「 党 WSG ロ ーー ハリ トル 
SA 一 選 軸 K く 心 吾 折 つて 肛 宅 吉宗 ポ ーーーー 欠 る 
ぐり つ 電 室 *o 吾 親 品 型 ドレ シー へ トー ハリ ローINS 交 せ つ 
お うつ 王 つ く る "回 KA 私 ト 華 人 る で 括 浅 1 OO く S 由 
壮 や 時 で Se で 中 幅 衝 応じ る る” K く 選 田 侍 舞 四 
で 則夫 各 中 り の 電 束 と 只 守る S 相本 表 (中 
と ヘ と 必 や に へ へ キ ) ぐ 電 玉 S 田 固 の 臣 吾 人 や 提 きり WS 記 
彰 選 <P 下 括 つ ね" ポー ハー ニー で 歪 門 る” 舞 
下 ぐ 田 雪 <r@ お 全 旧 宮 じ mm 雪 0 ツウ く KK トマ ホー ト 心 せ 
栄 じ ニー テー ふ ハ ーー で 棚 の で で 丸 " 

SG 二 ペー ヘー ニー 時 べつ 肝 各 呈 選 選 記 で る で 
キー キネ 井本 つの レ きつ る ねり りり で で 問 寺 せ 某 赴 婦 や " 
刀 ポ 10O べ SH 美和 S 半 あの せ 定量 知 中 0 お" 癌 
表せ SN で 志村 つ 民 宣告 紅 や っ p 由 部 色 着 応 S 全 で 
に で さい に さ に CS の 0 で - で エニ トス: マ く 5 二 い 7】) 
く や マ キー キ S 和 を や 表 や WW で 村 9 | 〇 O 玩 ら 屋 = 宗 
信人 "ポー ヘー ニー 和 杏 や 1 く 寺 つく 帆 n ひ か で を 
ー ま もせ 球 … 1 OO や | 還 ら 応 n MSS 昌 ぐ で 唱 り く 
繝 好 つつ 会) 和 を 和 S い 湯 押 甘 せ 謝 で "10 の 0 べ ぐ 恥 
店 べく 表 由 名 装 慰 皇 お "10O く ぐ 貴 由 革 回 H 中 」 
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や 守 せ S*o nn と で へ キ 選 一 AUSRT 生 < で 宮 才 
侍 挑 早 つ "AA を で 内 キャ シト へ で 敬 の 人 S で ね ( 足 鞭 )* 
名 ぐ ミー ヘ を で 田 叶 者 各 幸 で で し を ね id 和 と 
= トーA リー 息 到 前 下る 2 HK で AN 電 二 
つ 人 で の ke スー を HGS 送 J。 を 一 還 一 取 十 避 
せつ 人 の ke テー ふ ト ー ス リー で 由 革 お 立 | 朱 折 じ 
や で” 閣 写 立 信 搬 束 本 で お " ミー ヘ と で で 中 革 お や 半 祝 所 
代 る しゃ 六 更 人 うつ セン モレ 人 ペー 王 じ っ 束 了 つ 回 
と SS お 本 で ANN と ー 和 IN 一 へ 上 ー 息 当 へ 
ミ 背 中 や つり 田 半 喜 鷲 押 の 恨 人 人 " 還 四 で 圭 き りや 
電 表 と 本 人 生 。 の 8 約 完 打 り の 届 人 で シベ ポッ リー ミー ヘ 
を で 田 由 人 る 忌避 愛 つね" コン 5 揚 四 Sm で 部 キー 
で mm 一 私 圭 虹 楓 人 を へ 中 の 強 本 で へ 上 す ト で 中 
表 昧 で 6N 器 轄 る” 吾 韻 や 屋 囲 の やく" 換 る 記 で る し 欄 
で せら 型 醤 づつ お" を 公 じ 剖 Ro 選 全 つね く ー へ 私 ト 
コテ ーー へ ホー リート S 由 悪人 る 人 w 王 つ の セ t@R で ト 
共和 め やり 表 装束 能 人 る で くせ ふさ 舞 革 1 | 素 愛 画 唱 人 や 
凍り の BS で ね? り せ を へ ホー ペリー 選 で 抽 己 区 を 
ゆり の も で 和田 葵 り 和 あつ 全 で 鶴 つ くね ( 足 訣 ” 宗 
思 ” 槍 立 曜 ” 有 串 半 加 貴 )* 

や ふさ 凌ぐ ポ 愛 帯 き ペー へ トト ぐ 卒 定 案 で で る 忌 半 
で 人 衛 由 テ ーー か ホー リー 沢井 用 導 つ HH 本 で へ す 下 で 





ー" ま ト マキ トト マー 
ーー トー や トミ ふ Trinavartha いら お 恒 ぐ 交 っ ST 
しそ る 思 へ AT 本 和 志 拉 T る 和 S) 公 0 し 間 懇 め る 
級 " 

ー ニ ミー ふ Tripada 
坪 人 ぐ XY IOSR つ 3 せ 
ー= か 中 Tripura 10S 芯 」 ぐ 舞 遂 や "て 「 く =・ 
や に AA キ 」 班 6S に コー 3 
たこ で いく だり ル の O 

蔽 特 く ー ト SO” 思 和 SA や ト ” NN セー や で AT 
KSIICS 評 人 る ぐ 音更 和束 むね り ざ >sneT 

ー ニ ゴー ミト で Trimarti [年 1 き 」S 注 や NN 
ト ャ ーー” STAHK AS ト S 1 き 器 Se る 3 
三 S 1 涯 ST 研 避 "| 輸 せ N 必 トト 一 是 S 填 垣 で 圭 府 
移 違 や で へ 生研 呈 ツ S 各 間 天 つり へ か ト 古 で 
常 千 つじ 尋 寺 の 8 で も の る RS NNN ドー 
K ( 帯 菩 ぐ 昌 胡 ′ 括 軌 ) で 半 限 更 ふか や ト せ へ ( 理 座 
S 是 直 ) で 状 弄 や で へ TK キミ トー トト ( 慎 ′ 軍記 
や 抑 ぐ 卓 有 ) ぐ 苦 恨 宮 ST し SS ロ いい 判 皿 和音 章 
Neue の る RS りや S 昌 征 革 人 で る 人 る や や リー 
IB つ し | で や Se で 唱和 華 や S で し | 拓 も S な の る 
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人 所 田 各 還 本 で 舞 購 ね 人 る ツレ 書 で せつ る で 瑞枝 つじ 接 で 
つる ね" つる つ " ミー ヘ を SS1 1 貴 mmS 田 中 ロー ドル J ぐ 表 人 
守 人 で "1 還 時 SS テー ゃ トー スリー 必 ポ 一 入選 
ーーー つ つっ の 穴 要員 つ ′ 疾 ミ ー ヘ を で HGS 兆 いふ へ ホ で 
ーー や りつ お 人 S で 公 " 副 寺 や マキ ー キ まや りり 旧 栄 じ 癌 
で ぐ 「 ヽ ミ さ ぐ ネ 愛車 し 応 く ぐね く マ 次 | 凸 ど ゃ 環 お る 」 
や る 心 想 劉 ロ 5ーー ミー へ へ や ト 7 S 必 NSR で 宮 
や や ぐ 給 や 呈 る 王 つ 人 お” 舞 mG テ ニー ヘ トー リート 
SA KK 呈 ぐ 垂 評 己 桂 いふ さ 半 ぐ さい 公 つ くべ で 才 勾 麗 
"DSG で の を ー へ トー ヘー 選 3 ポ 一 AN 愉 ーー ニー" 
や へ ホエー つ AJ の 槍 ぐせ や 館 り 書 つ " 遷 ぐ ペ 博 り 避 
全 で いじ 志 層 で " 要 表 Go の ぐる 人 せ 思 で ぐ 吾 束 者 じ 
NAK 尼 避 据 つ お ね" ひつ レー テー へ トー ヘリ ロー 中 一 
A ホ ーー ホー” や ふ へ マ エー で 1 べく 失せ ふも リー 民 相 で 
ざる 心 (トー へ NT 騙 相 K 堅 )" 

〔 宗 SS) に さや ペーK へ (に さり ペ ポー) トー さり で 
と ( 互 )) スー 心 へ ( く 必 で 店 中 )) NN キー ミミ を 
ゃ ーN (KING 暴 貼 くさ スキ く (KNAG 六 7 
く 心 や まさ へ (SNS 貢 寺 さく)′ NR 條 改 和 トー 人 入 キ 
( ふ ミ 青 SH)) 玉 や 愉 や ロー ヘ へ を 中 ( 臣 )^ や ミト へ A 選 本 
( 下 ) へ ミー 込 キ ( 下 ) NANA HI キー ホキ へ AT K 
(時 凌ぐ 記 o い 画 ) で AM っ ト さ り ペ ポー" ーー 









て ユキ さく Tryambaka [CS 男 避 年 C や S」 
「l く ぐ 聞 St S 革 昨 く S 明 史 琴 で CoS」 で 投じ "て > 
ゃ や F ト SG 忘 SW” ミ テ と ST べく SAW" 吉 A や FEG 111 ネ ポーA 
GeV 

て ニ ロー 中 キ ホ Trilocana Se くせ ーー ペー 
「ICSm ゃ 下 い やつ SIS 編 に や ト ぐ 京 SW" 『* く ー ス 
一 心 へ 』 で 過 宮 り 6 へ や ト 古 で 舞 1 で 世 せ " 選 呈 コ 
ャ ー 心 キシ 貴人 S う る 人 や つね やり 回 で 近く 一 ミ や ト 
ホーS くる 和 ho で 半 で せ ポ Gm で SS る おり 由井 肌 と ツー 
や ト S 宮 る で NS で 侍 boo で じ 款 S 陳 る ね の る 7m 
と ミト Dhruva 「 国 慢 つ る やつ で” 調 人 る 補う で] 
で 握り RK 天 品 人 2 や 選 ン り SS る 弄 ′ 翌 喘 SQ る 
翌 台 麗 年 揚 つる お 王 * ヘ テ ド ー 握 理 G 提 幸作 やせ 
求 勢 ぐ 国 < 提 ら で W 避 者 xG 征 やつ い 居 で ST や で へ 
KK・ 愉 トー ト 」 で 届 窒 6 で 80 K や トキ さ ト トト ・y 
失せ トー キモ IN へ の や ヘー ネト ミー 選 り る 蛋 べく で 融 由 
信人 MS せ ぐ や ペー トミ 一 避 福 宮 SSK さ 中 っ 中 
つづ SKI 一 で (SQ くせ KKー 和 へ) つる くく 撤 交 
お" K ミ 中 会 で せき や さ へ ド 到 Ki 一 中 で 人 で せ と さ や 
ト 装 玉 で 会 。 K さ 中 さと ミト ト 和 w 邊 て 宮 る mm 下 で 瑞 中 
S や へ ト お 玉田 羽 各 疾 と で ね や 桐 胃 つ ね "Kil 一 で 
や と ミ さや に つり で り 粒 2 と ミホ ト お へ ヘ キーー キ も Se 
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せ の 会 全 太 で 生 副 画 ぐ 年 語り くら 財 つ うく 館 に w 選 S で で" 
で A を Noo 組 会 生 潮 0S 半 こせ 福 つ る や で AT k 臣 
人 較 民 枯 り 吐 で や” 翌 同 咽 の つ 人 る" 党 せ % ぐ xm 田 で ピ 
トト かさ ペー トミ ーー 所 で る RS SRIN く 一 迄 一心 ( 
軸 ぐ 宇 ) つの 宇 呈 Sw* 

と ミ く Drupada と 江利 キ ヤー ト っ の 語 滞 Se く 
A ホ キー 中 田 スーA を で 田 時 中 G 否 思 ぐ 部 と 改 で く か で 
ーSS" スーNwS 下 克 剖 じき く ー ヘ ー ト で 寺村 で 人 
と 

TY <ー ミ ペーN ふ 』 で 選 欄 6S 笠 を さく 8 時 で 
草 く 必 と トト ー 和 か キ で つじ 特記 ・ 福 導入 逢 さ や "で 
正朗 避 ら へ ふさ 抱 で 同時 ・ 中 で 裂く JR るー ロー 
S ぴ 1 マス せ 枯 区 の ST る 8" ロート で 家 究 各 細 る 
ミ さく お 押下 和田 糧 は 0 る 公 二 人 田 園 で 拘 天 ぐ 屯田 
つや る や 本 青 つ 人 

癌 弓 ぐ 宗 塵 作 で ドレ と ミ く 色 窟 較 や *o  S シ 
則 笠 は 0 くじ くね S 胃 トニ を へ 公 限り 吾 斑 て へ 中 キ ー 
心 団 ぐ HANST RS (『 ド ト く ー く 一 心 へ 】 足 鞭 )*” y 人 る で 記 
つや 侍 ン ロー ト 革 提 究 つ レ ト ハ 9 や トミ ホー ドル へ の る や 
店 琉 判 SS 伴 人 S 引 つ 人 る で お S シ みさ へ 妥 の りつ 生 と 守 
信人 " 図 選 上 じ ね ロート くく へ ホキ ー 息 国人 ぐ と ミス 
HGSJ り て 選 で 私) 回せ テロ ー 下 届 慌 く の つつい 器 で う 
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oneRaopT お 恥 貼 S 半 SQ り の 褒 く RAAK 忌 で 基 
せ 幅 負 想 宮 キ 一 込 キ トミ キー 込 キ で 思 意 克 加 つ る ね” 林 


持 尽 で せ 半 括る 和束 定 で る お 和 SvG 窟 世 ら 到 
もり 財 基 吉 宣 Ye ね お 人 SG 衣 人 ES る を さく ポテ ーー へ 
Th で 時 3 の る AS 区 や コー ヘー ニ ペ ロ ネ ー (ミー ヘ 
ホキ ーー「 く ホキ ーNHG 夫 近く ホエー「 テ ミ 
く N ぐ 材 」 つ の る RSte) つる で 革 中 宝 判 お " 

ミー ホキ ー ニ ホー 篤 簿 路 セ ye と ミ く 和田 芋 導 ぐる 
人 で 旧 本 皆生 ( 超 串 る ぐ 振 ) 和 や 寺 つ る ね" R で 必 和 や トー スー ヘ 
へ や ト 医 RG 抱 入村 が 6 丸和 S) 田 玉 補 呈 紀 お 葉 妃 和 加 
持 く ね G ポ ミー へ トト SG 田 HihSmNS ト さも GS 
お "と ミ く 生 証 くる で 功 で 替 別 SS 拓 くく ペー ヘー ト 
SH に ト さ 入所 壌 0 や る る つい 明 で し くる SG や 療 右 せ 
巡 く 8" つ 公 つ ベー へ を で ぐ 了 四 Th YAN で NT 
と いく トマ ーー 六田 べ 要 環 で 北 団 区 じ S 下 で れる 
よこ CI びー さぞ で 
人 ド 近 ぐ 折 る 殿 由 So 時 で し" 田 く US 青 宮 主人 お" 
ふさ 握 Aul べつ や 下 吾 到 吾 で お 癌 と ミ く ポー 
へ を 下 吾 ぐ や 所 生地 S | ロ 出 ので (区 加 有 悪 訣 )′ 時 恒 
テロ ー ト を で 際 店 に AT や トト ヘー ドル へ 愛でる で 
う せ シロ ー ト で や で 穴 恨 つる (テロ ー 圭 臣 )* 表 富 和 S 表 で 


必 ざ つる 人 る" と ミ く 和民 李 SrQ 押 の 由 つ る 郊 寺 写 で 
人 Se 軍 涯 長 や の で SG 写り 二 ぐ 灯 要 See8 和 室生 補 る の 
幅 さ レニ ロー ト 避 弄る 吉 つ お "りり で 野人 名 呈 交 で で シロー トト 
せ 冠 細 つり 絆 く ^ と さく 委ね 名 避け の で や ane 要 
由 軸 宰 人 北上 皇 お ? 

で る 導き せ く K ト マネ ホー ト 心 や ” へ る 半 で ミー ハト ト 
や で で 必 や ト 層 RS 中 窪 ・ 領 塞ぐ 曇り つ 和 S じ 衝 " 
理 せ ふさ 舞 ぐ 嘱 ロ や ー ふ セー 皿 電 角 衝 を ミ く で 
員 忌 せい るい 路 選 希 中 召 民 せく へ ホキ ーー 中 固 
と ミミ く 避 無 2 りり 昌 列 ざい 表 *oen 昌 坦 お る "シロー 
ト ぐ 福 塞 ぐ 舞 店 し Se ふさ 凌 所 る 豆 十 お や と ドーmー 
私 ミ 時 全 氏 0 生 ホキ ー 心 て 競 玖 で 入 
と ミ く ふぐ 選 じ せ ン 球 に さ 相羽 生 つ つつ ソト へ 
NN まく ホー トト SO で スー へ 私 や ト で 豆 寺 お で 色 窟 で ね 
抄 と ミ く 届 無 ウシ ロー ネト ぐ 短 弄 やり 来 お "ロー 
ト せ と ミ く は [記せ 表 困 和 机 入 つね? 表せ 居 ぐ 栗 剖 や 
すり り 避 判 向 じ Sn 全 い P ぐ 所 要 時 で 鬼 要 し お SS 公 で 
SS 公会 の 舞 富 つね "と ミ く 私 反 ぐ 苦 和 飛 公 客 
臣 つ る ぐも 計 紀 くく ヘ ホキ ー 心 画 握 補 り 11 邊 衝 S ツ 7 
で や さ ふ へ NN ( 翌 ) く A ホ キー 必 と ミ く NG つつ SB SS へ 
寸 ( 手 ) く へ ホキ ー 心 ニー ロー 本 SooSS で 守 

り ぐ の つつ レ シミ く へ 3 田 画 GS 天 還 求 で る 信 
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で や マキ ー ネ 玉 窒 恨 つ 々 必 財 で 豆 十 S 輸 や AAK 忌 で 
で ゴロ 語ら 五 つね つと ミ く 和 で 丈 < ら WS 王 り 札 る 

(トー ふ TIND 鞭 )) を ミ く 込 せ 恨 京 財 四 中 " 是 マ ぐ 
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所 S 家 軍 ネ oe コー ミ く 入 吾 回 つい WS 人 で つ 各 二 地 く 
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テロ ー ト せく NAT トー セト 公 で 叫 思 ぐ 算 閣 避 衣 人 るー 中 で 
基 べ くり ST 8 穴 。 杏 代 で 生 四 や 由 難 唱 款 や * や の さや 
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ロミ ー ヘ を ト で 路 四 本 で へ 引 ト で 心 色 還 ym いり シロ 
ー ト ぐ や ざく 選 で ね ざり 求 く 避 押さ ぐね や テ ロート で 堪 宙 
思 つ " 愛 く し せ ^ 圭 じ Ste 反 S の 安 愛 つ ね つつ や っ 玩 拓 
や ne りつ 8 る の る くる OB 男 恵 和 S 和 さく 持 で 雪 ロ 胃 
で T 尺 癌 6 信 き 居り くる 骨 客 要 く 人 殖 中間 

















@ 丘 ぐね 人 1 CS 弄 記 つい 報 る ねる) YS く へ 中 
ャ ー 心 で 還 ミ く で ぐ 軍 旧 報 で 32 りり せ 殖 きり 淫 @ り 
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で S 吾 家 藤 や や で の ね" と ドーmー 和 の で さ タ 尿 相 人 
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下 思 )* 克 玉 炎 で P" ホ マ キ ー ま ネネ SS へ KK 忌 ぐ 六 必 ロ 
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ヤー ルト マー 良 ぐ 県 て S 欄 SW" DS 槍 ぐ せい まで 中 で せ 
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ミ さ 3) くっ テー (で りさ ペ )) キキ A ホ マー( バ (慌て 


補 


WS 楽 罰 WSte 6 入 1 時 りつ 謀 表 ゆり りつ 全 で に 選 
ぐ SAA まさ Sn 所 哲 ぐ 信 人 る や 十 選 SS ャ ベー 
ホーS ( 素 所 )) トー 一 トキ ( 暗 田 ) や 計 生 SeT 6 
所 HH や トーK ヤ GS 尼 トキ ネー で や で 所 吉 全 で 詳 折 つ 

ヤン SeK 華 や つい 下 間 や WS 燕 四 *oSQ の SS て 
に さや 揚 察 つね JoSre や ミー ジー ぐ -5 で 上 ズ 話 
県 補 つね 問 所 の St" く ー く ー 心 へ 』】( 足 翌 ) ロ せ 
ュー ふ ふ ミ ー 則 繋 地 つね ふふふ そう 人 mSSS ト ーー 
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全 さ ーー ( 素 久 )" 計 ト ー ミ トト ー ふ キー ペー (MS で や 
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り ざ ロ 守 らく KK トマ キー や ト 必 で テー へ トー ヘリ ー 選 田 で 
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ホー ネト エキ Nasatya に AS で へ 層 是 Sm で S 1 
三 S つ KANEYA 

ホー へ ふ Nasik モハ て で て S 補 家田 DSte 靖 
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36 りり S 証 人 SN セ "SQ マタ 「 半 せ ( 思 きっ 
赴 埋 ke| つる 2 SQ スマ せ 『 守 せ 引 坦 つ きる] の る 
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ロ 指 で" 

トト NA キ Nahusa トミ ー 心 や F KS 亜 中 トーH KG 
由 シ "中 黒 時 (ホキ ヘー 心 や トド へ へ と) で 一 Se 田 キ ャ キー 
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や ざり 展 表 NNN 一 堅 生 皿 虫 下 志 で 宮上 失 る 知る や 
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沖 つ の つう で Se うと いく 抽 失 宮 や ke 入 玩 ふさ KK 
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客人 6 得 宏 9TkoJ0 スー ヘー トド 田 S 無 岬 軸 
由 ト ミ 和 本 区 美和 敵 つ 心 り JG 馬 際 称 穫 り 抽 完 
福 セ 0 「 へ AX トー る 6 説 S | 装 宇 愛 候 の つ レ "ココ 
や 避 扱 曹 つ し SeGx 嘱 詳 G 有 和 せ ン 御 で 2040 ロ 
虹 で 記さ 窟 撃 人 弄り っ 密 ぐ WP 型 美和 セ "ヘー ヘ 
ホー トト 忠 革 貴人 で セ て 民 で 下 挿 | 居り 史 じ で し 
うく 二 "つり / 記 革 韻 六 芽生 *e り つ や も 生 。 誠 で る 
6 で や Sre 人 る で で シセ" お 。 記せ に 把 S 王 江 各 束 
6 本 "へ ユ A ホーン 狼 る ぐ 革 し 押 で 松 拉 * 加 つ し つる 
りや 馬 還 つの 人 SN6 や で "へ へ リネ 記 半 壮 記 拓 5 
る 2 つ / 出 較 や 東 昧 の p 負 丈人 衛 く " 居民 で し ” 出 固 呈 
り SeeS し や 人 る へ へ トー 持 補 半生 思 せ Sve 
ぐも 人 る (1 一 II1)* や つ " 長く で し ^ 疾 評 中 
せつ ね を ふか ハー ハロ ーING | 環 ぐ や ぐ S。 福 忠 称 草 お 和室 
EN で Po びさ: に FTPFN の さ 





押 征 SQ 是 ( く ) 3 RS で 庄 ペ ン ゼ 。 EG 記 握 G 王 
せ 人 で で ささ りつ 」( 提 環 団 自 宮 ) AAS nt6n せ ” 手 業 ・ 
糧 典 ぐ 古 SRSre" 和 トー ト S 芽 配り 2 し おく SN 
トー で 中 マキ] 日 年 GmG 1 大 WS 近代 か で 
SS 中 くべ で 重 中 リト ASY トト KN 中 く で 
喜 K や 心 ペ ー′ や トド トー ロ ー く ベー” トー ペーK ベ aspn 記 る 
や る で SG ポー へ や に ぐ 杯 装 W 社 表せ ポ で へ を NG 
塞 せ CO に ト さ 穫 ト "ヘー 罰せ 8(T ト く ー ミ ー 
心 へ ] 足 軒 )* 

くく NR や トト ンー Bhagavat 符 洋 つつ い 正 2- で Se 畔 
も | 喘 は や リー ぐ 奄 さ 和 を 同 計 ヘー へ 9 ホー A や トド 7 
や で AT K 和 培 玉 狂 滞 " さ 冶 し せ さ 記 S 衝 若 つ つい 臣 く 
で 幸 衝 つり 詞 め S 忌 張 手 を や ト ー ト や ゼン ロー へ 
ホー や で TAw 避 つじ SrG くく ー く 一 性 6 で 
3 へー へ トル ー ト 中 一 現 所 ホー へ 1 押 G 1 想 で 
つい し 壮 。 半 要 古寺 駐 称 窟 く ツ WS 華東 SS や トミ トーリ 
る で 民 S 交 生 レー へ 1 相 皿 京 SG くも や ト トー 
臣 | 守 % や で AKG 選 軍 の つい 下 揚 選 衝 で いり 臣 近年 
ホーー キ ト や | 是 WSxetstndNs で 8 で や 旧 
ふさ ー ヘ リキ トー や で AT KS 公 ト ミー つゆ 民 往 ke マタ 
や 一 S や ト ふ 守 つ うる り S く 一 や に ふ 辿 凍 井 つつ 
し 蛋 * で やせ 「 く や トミ シー・ ヤ キー ペー」 も Se つや 





還 K)] の 幅 P ト さ 符 本 半 窒 中 和 翌年 介 じ し 区 持 ぐ 雪 
で T つ し つが en 有り 上 表 つり” 黒 押せる re へ 
へ リト 全 「 ト ニー ホーS 由 3 KK マ つ る つる ね て av 
ヤセ で りつ 半球 旧 き つて きる" る 立つ る 制 四 や つる 9 者 
じじ 凡 で 寺 S" 導 称 田 型 生 xe の St 一 (1 1)] つ 幅 で ヤッ 
ト さ 9 下 届 詞 9 つ "へ さや ( 帳 包 ・ 共 交 ) で で 代り 

式 や 髪 全 師 下 で 生 丈 で る りつ 4 編 く し 求 手 yn 只 本 

や つ し "に ト さ AG 写 "n66 ヘー 本 環 着 ・ 皿 
評 問 較 SS 密 野 和 問 4% を 生じ mm で S や で へ 放 古 や 
つい ぐ 基 療 S で で ついに さか 本 G 親 る 吉 志 衝 つ 私 さ 
ト 各 塊 め や *Q JST へ 本 に さ 穫 GS 皿 
号 ・ 業 思 き のせ 認 表 前 ネー ペー | 臣 ぐ 有 好 や で 
いじ Sre" 押 隊 向 人 る さ るる に 理 り 統 狗 S 陸 宙 や S ら 7 
筐 層 く ぐ 握 SS DS 惑 選 くく 所 更生 り 識 で 本 
明 ぐ 握 ′ 中 加 ぐ 所 om 民 問 て ざり は 一 ネー 篤 や 
へ て SO6S 吾 紀 ぐ マロ 剖 も く S で Sro 志 柏 到 Ge" 
りり 6n い BS か トト を ・ ヤ ーー』 ポキ ネー ヘ へ キル 
本 一 か リー 一 へ へ 王寺 避 監 模 つる お 所 遇 時 ぐ 寺 は や で 
人 へ 上 玉 是 て ぐ 束 雪 習 皿 球 遇 人 0 り SA 過 協 臣 聞 の つね 
ぐし GS スー や ト る 守 で 球 つつ しね 下 や せ 人 ポン で 
て A キ トミ と TNINN ーー 中 の つのり て へ を 回 堀 上 
S 症 震 記 表 * ら や リ ーー へ へ 辿 で 是 表 拓也 S 1 で の 
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バ ガ ヴ ァ テ ィ ー 


mm 一 ーーーー ーーーーーーーーーー 一 


パータリプトラ 














So tnBS で 8" A キ へ RIN ト 員 下 SN トド へ トー 
ャ トー キー ルト と で K 一 入 ト ドー セト と トト SS 事 直 押 公 層 
せ vSvS で 明 天 避 人 夫人 で キー ペー ロ 韻 共和 秩 人 0 6 
Me で ヘ と 6 慰 補 四 りつ 眉 9 電 そ て ヘ を ぐり ヘ テト ドー 
癌 揚 ぐ 戦 敵 xe 攻 帯電 JSP Se 

キー ペー で ぐ 親 Sm 愉 や ツン 8 選 理 16ke 紅 球 く ぐ 現 
(R さ Y・m 一 SR) や 信人 民 写 郊 塞 玉 WN 生 上 せ 固 誠 ぐ つ 
ot し 地 上 G 疾 総 補い や ン や りつ 公議 思 く ぐ 掴 Sr@ の る 
心 判 較 きす で 谷 マ て で 韻 RSt で の りや の S で ツ 代 
私 で ヘ く ・ く トー” ロー ペーb 中 キト で 下 へ セ く ーー 
ャ ー・ ポ ー へ で SS で へ を 選 閉 叶 量 宗二 る 六 S 計 
や キー ペー 二宮 回 半 ざ つる りや バン 長 で で Sn 
くい ト 上 ト ャ ー Bhagavati や に SS や トミ ー Bhagavat 
で ポ 刀 玲 や "NN へ リッ ーR 華 SG くせ トミ ポー ド 是 
SR セ " 

ベー ド へ キ ー キ ホ Pakasasana で ヘーNS 冥 人 で 
る て へ を NG 由 沙 の つい S ト さ 2.9 相 S 束 SW” トミ 
AH 本 

くせ ー 届 上 ふ Bhagtratha ペーー キ や に へ へ キ ( 串 宣 
環 ) ロ 嘩 x*@ ト m 一 トマ キー 由 ま SG 由 沙 で 旦 田 "ボコ 
心 守 ぐ 頑 せ る で し 選 季 明 衝 で おま SHS KR べく ぐ 由 革 
く 普 民 称 舞 人 SQ 全 取 寺 各 選 る SS 一 臣 


避 世 し SeA や トド 是 で 宗 S” で ANK 選 鐵 で 机 折 や く AA 
mAn ロ 所 刊 叶 で 革 せ せ " 志 総 民主 構 せつ 6 全 宮 人 
可 人 SS り 和 SA や ド で くす くそ で ざ つい で 明 民 や 束 
で し Sro つや トー へ SS 

く K ト ャ ホー Hastinapura 束 時 迷 (ホキ ヘー 
や ト へ へ キ ) で 監 忌 さく 心 和田 く K ト で へり 6 で や 超 し で 
せ で し く K ホ マキ ホー ト 必 ( く KK で へ 上 attG 記 ) つる 7T" 
ホー ュー ぐ 翌 替 有 1K を PS ざり ぐり S で 和 WS り S 巨 
S ポ 電 昌 せ 他 る 志 富 せ S へ 2 K 忌 ぐ 素 坦 せ 4 で し 握 つ 再 で 
祥 お の 選 20QSte (で Ak・ ト 愉 ー キ 』 還 11)" 
ミー いふ 舞 素 縮 末 多く スー へ や ト 寺 や で ヘー 
NNINK へ 向 手 時 は つる おく 呈 家 つ りや NN や トト 土生 く K 
ホホ ー ト 性 家 7 

ミー ペー Patala トー ト ぐ 判 里 雇 り 3xoDOS 
し 皿 ぐ 菜 門 SQ くせ GS 10S 記 幼 " ト ハ ー ト で 境 味 宮 
せ 6 守 りく 天 唐 ぐ 王 や 希 和 せ や いく 判 路 宝 量 の ささ ピ 
地 幸 つ ^ WS に や で で F ヒ 昧 生 Se や で AT K・ 條 選 ー 
ト 』 せ 4 守 HOSFE 想 の せ ご い AN SR で へ 人 @ 
IN 伴 S く KKT セミ ンー 記 ト <ー へ NSK 
で く ー ペ ー 必 G や で Seo" テル トー トロ で 7 
ご ト ふ 心 琉 ル く ー ト セー 名 固 つ "SS 篤 で 性 く 一 和 へ や 
ーA FIN 生生 So 私 ト 堅守 羽 司 つ ” 信 K へ 必 せ 奏 


嘱 て 衝 る つる 舞 選 GS 選民 ゴロ 導 に の や で 守 奉 つ お 田 
ざ つ ゆり 長 ぐ Sre" っ SA 一" ま 和 SN 

くせ キー 届 トー BhagirathT SA 一 (SAAK 忌 )" 
人 で や v 是 症 つ る SS へ ペー ド 華 S 宗 W” SAAK 屋 
全 了 電 和 選 Q 嘱 や YS で 玉生 NHS 里 くせ 4 で 
い 翌 雪 各 雪 Se も いで RSS し り S さ いら 四 
Se” 了 電 3 SAAK 志 で 閣 閥 ぐ 鞭 堀 や S*@ コ ドー 心 
ヨ キ Smー マ で 例 ぐ on 1 OS 局 坦 ト 必 ポト へ 私 一 坪 ツ 
SQ 坦 党 区 @ ホ ー ド トト ハー が 6 し GS る で 老 
Sm" SQ 所 皇 さら に 混和 。 限 埋 SA ポー (RAAK 
選 ) ① 宇 せき Sh" 

ベー ヘ へ キ へ ふ Pasanda 「 到 表 」 ぐ 振 じ "コン て 
へ と 回 選 早 人 る で 東 丸 甘 帳 己 党 で 性 閣 SQ と で 生 親 "ささ 
悦 百 避 無 宮 ホ キー ミホ トーS ぐ 更 所 | 突 王 人 
ヘ キ ー ヤ と 迫 を や つ ト AN (や トト へ) 舞 WS 型 で ぐさ 吾 ツ 
か キ で 本間 等 眼 判 つ お 装 家 で ヘー で スマ 柚 症 つ お " 

くく AT Pasu 魚 拘 ・ 掛 ・ ヨ 社 A0 ぐ 惨 源 や "コンロ 具 
思 己 移 るい 剖 壮 さ つい 昌 宇 で SQ 寺 ・ 上 ・・ 掛 ・ 世 社 
失 で や "りく S 其 界 票 せ トキ Kー ロ 6 で の 吐 侍 IN 
や NAK ロ く 公 長 で SQ さり の op4St 

く へ HK ト Y Pasupati 「 避 票 ぐ 刊 」「 朱 拍 ぐ 枯 で 
抽 じ "ホリーG 基 揚 ミート” WS リハ を ドー 拉 避 人 8 下 xo 


杏 く つ 収 置 つ - さき ふ ホー ゃ ふ 心 玉 ドー キ 玉 隊 居 つ " 念 * く 
ー ふ 心 計 翌 全 羽 置 つ "で 心 ポー や 渋 革 私 で トキ つの 入 一 
や に や 選 居 つ ) で ミー ネー 心 き キー ( 拉 ) 迷 G 四 や トー 
K ヤ 多層 因 和 pre 回 じ ′ 遇 や に り 4SxeWSre っ トト ーK 
キャ 

く ペ ュー Badari SAAK 嘱 S 迫 堤 S 1 0 ト NR ホ 
へ 一 志 ぐ 球 圧 避 玩 くつ り 民 So リド ー 選 ヨ 王 ぐ 一 翌 
コンロ で へ 引 放 華 SI ハニ ホー ハー テト G 芝 し 了 呈 入 
し Sx" 応 埋 S ぐ く テ ュー ホーー" 

ミー ふ ユニ ト ー 中 Pataliputra AHKNNTSNKY 
NN ( 科 ぐ 黄 ) の SS ルト ー キ 則 外 ぐ 福 斬 " 疹 志 で く 
ー ト ー (りく ー ミ 玉 S 到 疑 ) や ぐさ 中 ー く ー ミ 翌 較 3 で 
Sh 心 A 和 マー く 一 へ 層 較 球 拍 YS 畠 宙 さ 至 じ 棚 
中江 " 押 連 や ざ 話 つ DS 和 由 に ハー ふ ハ キー さ 
田 ( 芯 窟 協 ) 補選 や トド で ヘ キ ー ユ ー で 人 ト 下 を で 
球 各 志紀 つる 選 ヘー へ 三 愉 和 SA K 選 り の 堀 や *o 定 慰 で 
く ー ふ ーE ら 八 抽 各 誠 WS 由 (Se る 芋 落 ) や ホー て 
へ AS 一 信和 つく ( 田 旬 谷 ) パ 選 昌 暴 つや ぐ 多 選 6 ツ 
S で Se MG 慰 トニ キ 宮 で 記 ホキ ヘーN 和 NN へ っ の 
りり 選 統 つつ "に へ 昌一 RS 田 つ りく 現 全 で 直下 せ 示 吉 和 眼 
つ " WS 警 球 愛 貴 "ヘー ト 田 や さや nK | 判 S 蛋 最 
や つや ー ト 田宮 で 舞 弄 坦 や ね ヤー キズ へ SKI 
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バド マ 


ーー ーー 


ハヌマーン 





ーKG 記 甚 ら ざ 人 < で や P る kT AT 和 AS 田鶴 や へ や 田 
守っ 革 察 6 や り ぐ 末 避 縮 さ つ " き 加 で 軸 器 いせ ト AP 
ーRHS つ つい 幼 由 四季 昌 守る 選 志 で で で 現 OYoSete 
ミン トド Padma | 囚 ら せ 楓 閉 り る RS ヘー ドー・ 
ざき 握 居 癌 起り いい 代 坦 の 衝 Sn@" 首 志 人 せ Nymphaca alba. 
Linn.′ 中 SKK で さ へ "リー ドー ぐ 下 中 じ せき トマ ふ 
HAPG 是 尺 か や へ ロ ウー の りく を ルコ 挨 率 素 菩 ン 
く KS 寺 閉 O や で AT く KS 失 知 貴 品 い 羽生 
ウー6 悪 で の り 表 際 % レ Se" さき 問う し や” 洒 癌 せ 
護 補 G や 人 る し 表地 飲 和 Sp で 謀 り 球 Y6 で 守り 奏 べ 会 
St@ ざ のり 人 各 で | 紋 ぐ 判 要 ぐ で 人 る ST し 也 SS で くう 環 
撮 G つ お の 2 で SS き 閣 で AA 年 さ の る な … 各 明 球 や 
環 で 祥 り SneT 

く シ トー Padma ニャ トー トト トマ ー ュ jo る る や で 
AT KG 左 宴 かい NA ロ ッ ーS 電 R” っ 羽入 ロメ ー 
ミー ト Bana て ト で を SH く ー く 路 四 "1 O つ OO を 
で ぐ 昌和 下 や へ や で 的 くし や で へ HKS 選 "ベー ト 記 
で や む ハ キー 名 さ AS 率 に 中 ミト 和 和 胸 や On 
丸 地 ” 観 表 や に 中 ミト 私 届 無人 3) ヘー リネ 
くく NN 一 も ト 下 生 で 上 相反 胡 皇 旧名 下 で 皇 スー ト 
再生 xeA や トド / 投 年 KRSS う や 己 問 つく 克 く 到 台 
りら や に へ ー 人 へ 邊 本 悪 0 KS へ 等 宮 で 


ー へ や 直 生 や Sre。 G 是 く や ト ホ ュ リ 年 性 杉 ぐ ホー キモ 
AS 押し GT お トト INKSK ト AA キト ホー の SS る や 上 せ 
購 8" く K セー へ 芽 べく 号 守 下ろ レー で へ ヘ テ 全 
ANAN 一 6 し | 所信 季 用 *e り の SW 共和 附 り W 
% せ つね 選 。 リト ー い で 痢 ぶ 本 で りつ の し 和信 " 
FN トー セー キト 」 SS 思 で 弥 せ ヨ Sn 旧 思 ジ 
宮 撤 せ 折 ぐつ m ロ 震 マ 回 で 野 時 ン ミリ ロー で ぐも 性 記 て 


猿 の 英雄 ハヌマーン 





ミー ト ぐ 1 OOOK ぐ 昌 せ や 一 AS 外 調 玉 い の 尺 選 
岳 で 穫 ね やり し へ か ト 記 午 昌 王 つ く ウ ミート ぐ 壮 
電 愛 く ヘリ ト や SS 宮 血 全 " 

く 相 Pani 「ー 和 へ ロー] 窒 公 S@K 臣 で 周 鶴 " 
革 各 粗く し 本や つの で つる で SOS 半 で 到 天 さ お 寺 き で へ 
と INS 表 ま 愉 ド セー ロ で v 銀 遇 40 お" 

ベー 以 ド トー  Bhanumati エー や ト 選 G 避 否 
ミーw ぐ 雲 " や ー へ 1 下 呈 で つら 6 つり め へ 一 
心 の る m キ ー へ も ト 所 一 現 く 栄 勾 了 キー 私 ト 所 で 

で や だ で さ で で りく で "MG 世 中 へ さく つる 必 除 枚 公 く 
ーー 中 マー 和 W 骨 る 朱 T お "SS 半球 N で や た へ で 
慢 じ ー ト ミホ トー ネ ペ 計 考 据 和 拉 で 旨 完 会 おり ず 
7 問 り 宙 公 下 で る る 会 PS で 8” JS 密 SS 宗 
記 束 弦 ね で G で ロー と ドミ さや トー ネ K 寺 仁美 K 玉 ミー ハシ 
な で ぐ 還 HHS 1 マキ く 了 ホー や たせ 打 る 所 SS WS 骨 り 
ne いつ お "りり で りつ ロ 6 で や 問 寺 トー 心 選 守 へ 
ニハ 9 ト S じ むく ホー トト っ 揚 家 づつ S(『 ト く ー ベ ー 必 へ)* 
ー シ と トミ さ ホ トー ネ K 

く 尺 セー へ Hanuman 「 品 亜 品 下 い 軍 1 ぐ 畠 党 " 
か ーb 訪 記 じ 心 へ ボー 謀 京田 選 一 や トト 会 さ ふ ー ペ ー 
各 缶 王 セ ve で り 到 選 つる お 半 役 十 ” 医 忠 く ミー や 
準 順 さり で 密 G 枯 写 ぐ 昔 や く K ャ ー へ "SS く 信 一 b 


問 ぐ 環 革 詞 ら ン 中 ンマ 素 環 唱 居 いじ 補 onG 手 半幅 ぐも で 
も SDn り の 揚 人 桂 ア ツ 天王 w 窟 7 に ト mーi ト マキ 
ーS ふ へそ 心 和 へ 田 田 下 必 ー ル 公 弄 青 衝 で へ SS 様 
避 志 ぐし く 届 部 ホー トト ト S 遂 リー ミミ トペ ー ぐ 理 つ 
昌 回 つる で SW で 人 る も” 押 ハ ーー ペ ヘー トー トト トロ 
拉 人 で で お ホー トド 3” 瑞 G 出 較 せ ヤキ へ 私 ーー も 里田 や トー 
ー へ 知 吾 りく S 可 田 で 誤 和 悪 じ 選 へ ポーロ 豆 本 k9 り 
ず ロ で 8? 反 叶 つの 所 所 壮 さ 私 ー ト 細 革 嘱 ぐ 拓 
環 装 で 間 麗 じ mn つ の 敵 全 ので "GS 意 
トト ーーN ぐ S 曇 室 じ 繋 p 親 て 才 じ 穴 きり WS や ae く K 比 
ー へ せく 一 ヘテロ 引い 音 公 座ら 接 Q 心 へ ーー ロ 
眠 で いじ 回 ロロ SGS 羽 ー ト トト ぐ 徹 入 塞 計 つ " 剛 際 拍 じ 
ふ ペー ネー ロホ ー ド ルド ぐ 民 くも SH 生 " 四 ら 理 
用 で ホー セル ぐ やつ せ 了 で で (トー ドー キキ 拉 祝 虫 )" 
器 で 豆 二 下心 6 さい 宗 主 < で お 明 和 襲い ー ド 骸 
ー や トト S 到 中 S で ヘー トペ ー 肪 る く ^ トー トコ 牙 G 選 
ふ へ セキ 挫 恨 画 宮 各 取 で やや で お "SG 反 くく Kk 
ー へ 環 記 で ハー キヨ ロロ 散 ぐ し だ m 還 舞 ぐ 拉 提 和己 Wm 
ずつ" つ 技 つ ” 冬 掛 革 模 %% 記 る ぐも 回せ 回 
舌 写 椅 ロ つや ※Q WS 角 特 的 坦 ロ 4 で ホール 
選 や AT ル 二 や きわ 人 で つや *e セ て ピ S 豆 十 民 G 悪 生 で 攻 
や りり 愉 旧 名 で る" や りや く K ト ー ハ ヨ 加 人 陸 So の NG 
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バ パプ ルー ヴァ ー ハ ナ 


宗二 己 区 つる 銘 ろ 丈 桂 ひで 吾 せ で ヘー 
で 守 中 WO モ < で 宗 会 人 ツウ S で る 
A ペ ポーS 尽 せい モレ ” 宮 押 和 恥 王 る 革 I ハ ー ド トト で 
司 勿 し ST る "46 で 唱 楽 つく 愛 主 や に SS で で ろり 中 一 
INー 和 トト 相生 つく セー へ 年 せ ツ ト mー ト マキ 
ー コ 穴 つ 主 報 )) く K ト 一 へ ぐ 碁 閑 せ 穫 提 束 ペ セ 
て VS で ヘス 本 つ SS りく 軍 田 避 因 で 人 く 愉 ド トー へ ・ 
SS ミリ SS 拒 旨 名 間 い で 問 圭 較 各 宙 避 く ドー へ ・ 
キキ AT (本 キャ ー 中 互生 国 世 ) 生理 りき で 
St 

( 忘 NN) トミー ト ー ゆ ( 慌 是 で 中 )) トー ミト で ( 臣 )* 
トー へ AA キー キ ( ト ーA AA キーS 計 )) AA キ や 二 で 本 
で て ( 早 や x@ 拉 )) INA ペ ポー ヘーJA(ONAS 一 東 蓋 守 つ お宮) 
守っ ホール 

く N ミ ー や トー ベト Babhrnvahana <ー ヘ テト S 
HHHS 1 く ト さす 相 G 瑞 中 ” 問 せ 日 選 ぐ 守 交 基 *@y 
ININSHS 親 中 つい 柱 り で で" Se 雪 「 ト さ 江 1 
S ト AH や トペ ネー (下層 拉 ) ぐ で SS 本 my ツル 
や 改選 ン ツー 人 人 トミー トト ドー く ト W で SS る う や 唱 親 つく 
宜 々 る 公 弄り で” 到 由 せ 求 し 選 ト ミト mw 可 つ や" 較 攻 りり 
SS 束 つ S 届 各 捉 困 つ ** で つつ ね ざり 業 叶 し 
SQ ホー 半 ぐ 田 や ミー ロー せり で WS つ つや 人 S。 橋 半 











で で 人 る 還る や トー へ キキ 反 要 交 瑞 称 る 邊 SS 
る トー ふ ヘ キ る 人 人 設 SGS 人 る 全 WT 明記 S 
FNAATN8 トー ヘ キ 避 座 古 つの 生 Sn も n セ セキ 
全 。 具 各省 補 ” Sr 表層 せ ト トキ INK (K 革 で モ 
ぐ SK 旧 ) で トー テー ドーS 宗 や ト で キ や トト マーm 足 で 
避 穴 つじ | 中 マキ ャ ー ネ uoon 下 8" (TFT ル く ー く ー ふ 】 
足 避 ) つ ネ トキ や トト マー 

せつ 和 や ・ や リー 私 』】 (| ・K 還 一 や 国 玉 ・ ポ ヤ ) S 
地 JRN で Sr 一 寺 " 
INAHINー ド Parasurama 
C? 相 員 章 ONーb ト "つも で AH 
< く hw Bharata 工 て ヘー ゃ モモ つ ロン 還 選 や 坦 各 
つり 3 で ざり る で SG 選 宮 SH く 心 へ 環 ぐ 容 東 ” ど ぐ 
で ペース せ で AN を で の く 一 へ Se る ポー へ や 
ト さ へ キ ( く 心 ふぐ 時 填 ) コ 二 ぐ や "ベー 心 ふ 芋 く 心 へ 田 
回 選 や を xe | 凌ぐ S 志 某 じ ので "っ へ ・ モ リー」 表 
トーー キ ぐ | 押 り 丈人 で Pr く 心 へ 田 芋 そ と 1 
素 是 撲 SG 忠 衣 り 瞳 守 \W つ SS と トキ へ へ 
ざ ベ キ へ へ AI トーS 作 SeAlD See く 心 6 ドジ で 
貼 紫 例 や さ し ′ へ ふさ で | 還 S 財 只 玉 エー ヘ へ ふ KS 
で" ベ キ ー へ ふ K ぐ で 作 坦 る で ーー ふ ト ホー リー トミ ー ヘ 
テト で 思 環 公判 京 半 で は 圭 環 和束 や で 心 や トコ ミー へ へ 





ゃ で ヾ ATwS 忌 宗 G 1 


S 拉 heS7 りり で 拉 いし トミ 直せ 弄 衣 他人 る 
つく K ト ネート No で 8 の 

く キ ふ ユ ー や ト Hayagriva 「 上 中 で 舞 宮 つ お 揚 」 で 
握り" 天 論 で で で S 世 NN セーS 思 で る no 要 ロ ロ 
倒さ や て で 征 や ね や リー 私 井 頑 さ T 結 問 和 で トキ で 
S" せ 本 ぐ や 部 和 で で る か で Ax 品 季 選 お” 刀 で 所 
宰 品 6 きく SN で 中 で キロ 衝 で で お も 一 私 和 めこ 
つや も る で りや で ふり K 李 東生 く キ N ニ ー ト ト で 頑 つ 
DE 

く セ へ INK HayaSiras 「 望 還 員 つる 提 」 で 握 じ " 
く と ヘニー トト で S 列 つる や で AKG りり 4" く キ ペー ミ 
キュ Jp る く で 

ミー 心 ド ー コ エキ Palakapiya 晃 壮 認 セ 者 年 各 都 
つ 尋 遇 寺 ” 壮 せ いや に へ ふぐ 選 享 つる RSre" 

く 必 ー ハ キ 躍 Parasara て 壁 吾 時 TK『 く ーー 
へ 」 で ぐ 届 突 寺 ぐ 革 画 の WSte や マキ ー キ SSPSxe 副 寺 
人 せ や ト 和 AA へ 守 で 由 や 再選 き トシ ニーロ キ へ 中 で 
ー ツ Sm トーリ キ A 邊 で 一 問 和 旧 胃 さ ば しく お 王 " 
ミト へ NT 計 せ 褒 票 玉 ミ ヤー ヘ キ ミ ー 避 四 で や し つ W 
YS 美 せ 1 時 SS る や 抽選 下 で ぐ で 涯 震 半 
お "WS 恨 各 長く トー ふ キ 性 や て ツレ で ホー ふ へ ふ 
キキ 上 芋 WmJ つ SS 公 で 赤 己 EST 信 "で 失 ペ 


や トロ 人 る や レス 必 へ 凌 で 客車 百人 で で SQ りつ せ る 
た こい 

生 ト mー ト マキ ーS 由 私 へ そ 心 ふ AS 庫 玉 で ネー マー 
や ぐ 交 る や やり 判 玉 で "ホー ドー キロ 68) NAT 中 
NR: に すべ ト や よさ 全 を すべ を も が は ざく そう 
SP に AT トト ペー ( 蛋 因 家 ) だ SS で る JJ 羽 
で ネー キー 人 る で せき や で へ 1 放 是 ぐ で 選 応じ Se ト ー ト 全 / 
で トー ペー 人 る で せく NAS on 1 で 聞 K ツ ー 選 一人 で 
侍 愉 NAT セコ ヘ キー ミ 和 相反 聞 で る " 田 せ ト ー ト 由 
装 吉 江 舞 下 人 生 王 り WWG 名 称 SR マト ホー マー 
SOP 田 全球 攻 BI1OS 抱 っ 寄 品 人 を の 家 
つり る 信 り ざ 各 明生 つ し ^ 選 一 ym | 国 時 で 人 SS 仙 弄 選 
さり 上 S で 弄 四 で く 改 和 やあ 表 店 コ セス hm 田 り 駆 
簡 つ る "の S 電 で お ホー ルド 芋 但 避 拉 の 接 で や 0 りつ 革 
し うつ の 般 や” 潮 ぶ で ポー キー 環 改 や AT ルト GS 応 
地 当 人 SGS 各 除 愉し 舞 衣 や 陳 人 る” 弄 了 避 横 JNNAT ト 
っ の 思 ロ 丸 で や 憶 竹 ロン で る 私 へ と 心 和田 革 間 AO 
選 避 求 で い 判 称 下 TS" ツリ シレ く 改 ふ 半 潮 で マ ホー マー 
宜 語 細 る や 田 所 ロン で 肛 交 和 伝達 革 り で 
束 和 や 選 証 理 き R ホ ー ト ぐつ S や So 名 で 環 S の や つ せ 
記 ン つる 2 ペー ネー うっ 2 のり ホー トー ふ 三 尊 坦 つ ピ 
3xeRS つ やつ 選 ww に m 一 トマ キー ロ 悪 で や 田 境 せい ン 
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人 税 人 お" つ 人 る つい トール マト ホー マー ロ る つっ 路 
東和 揚 で や せる る くり WS 蛋 つ お りつ 芋 起 で 
香 S で SS る りつ 選 編 和 0 へ せ 田 己 は いと りつ 和 虹 人 7 
田 料 で 部 悪し Ste 橋 各 中 2" KN へ せり 選 に m 一 入 で 
キー ロコ 東吾 "トー ドル ぐ S 才 HHS で この つゆ 出 司 で 雪 
選 陣 調 つ ′ 台中 へ A 二 で へ ホー トロ 直さ で し か ホー ド で で 
つい 固 S 普 邊 ES で ね ( ト mー ト マキ ー 枝 )" 

千 『 ト ホー トト で キ ・ ヘ キー ペー] ( 宗 ・ 畔 ・ と 尼 ぐ ト ヤ 
K 一 ) ぐ 都 部 へ Sre 副 症 

く ー 心 ふ 愉 トミ ハ キ Bharatavarsa 「 く 心 ふ 還 」S 
投 澤 し ポ だ SG で ヘ と wm" RS 現 鶴 (RA) で 人 S 
て AN を いと ト マー SA ロー ミル トミ ーー ペー 中 
トミ ホ ” SKK で セト ーー トー シト マー くま で の キ 7 
ポー ハ AN さや ト 。 私 トー ミト 穫 で る 送 に 記 ぐ 蛋 賞 (や 
トー ペー ふつ 直 生 SO soSte) 己 提 人 る で re" 

く 必 トー や ト Baladeva や に Ki トー トト ST トミ 
人 かり ホ で 部 KK く と トー で 思 宏 つく NN 一 ルト 

く 届 テト ー 込 〒 Bharadvaja 「ー へ トー] 
SW ン ぐ 抽 ぐ 半 拓 NMWSr 可 寺 " 融 計 トー く K く トマ コ 
で へ ふ ト で を 守 ぐ 稼 ル ヘー で SS くね り 半 お 党 半球 じ 7 
や へ トマ を S 畠 中 Sh マー ミ S ふ KB で 時 穴 GS 避 下 
倒さ で 設 選 馬 紀 記 人 ね 表 "トー く K く 中 で ドド ペー ロ 「 く 中 ・ 


禁じ し "や FX トー トト G 陳 や 四 ヘーA9 ト SR NT 
く 改 トート トー ス 生 く 和 を く 羽 一 上 H 和 N NーASー へ 7 
さ キ ニー で AAJop 中 当 Ske へ へ 邊 直 呈 や で AH x 起 呈 
SS の Se で せ 雪 つ しり) く NIN 一 や で AxG 拒 
ヤ 昌 上 GS 選 応 ( ト や ト ネ ー 選 ) Sn" 

トー ト ぐ 選 誤 6 で 叶 セー トーS 貴 田 玉生 で 忠 
杏 唱 意 公民 や べく 革 層 大 り 近 る 称 科 名” 現 是 せ マ で ヘ と 
ロー で を 民代 必 トド 一 研一 是 せ へ や ト 王 
りや 生 古 せ 和 や で へ 本 衣 古 功 お ぐし" や で Ak 年 
革 吉 喉 手 で 衣 避 拉 他 選 ら " 抽 計 和束 く INNー ド "貴家 和 
ふ や ー へ 電電 人 TS へ 呈 和 悪し SO で の 妥 欄 つね" 
SR へ お 田 共 基く 全 で さや ト Ki ホー トト で 区 ホ ー ト トキ ーG 総 
式 暴 本 で 由 革 6 し 藤久 Se し ST) 由 四 入る 

N 





や トー・ 侵 キ さ ] (「11 鉛 午 玉 お 末 知 桂 選 年 」Ste る 
SS 究 S 由 尿 興 近い 6 和 の 3 で RS も KN と 
や トー キュ JRT で る りく RSto く N を トト ー ハ キ 
革 田 豚 半 人 る で くろ に 良 JS で お " 据 つ く 所 S 湯 
補 で AN つつ で シ 司 RA 机 寺 つ お お 会所 
や で 珠 ke ぐ 電電 en つじ て へ を 革 了 泊 つ る 了 只 で モ 
S ぐ 本 ポ ヽ ーー ペー ホー や 冶 で 館 選 つる re ざり 選 上 つづ 写 古 
で " 選 放 きる ぐ 訓 二 GmG 握 し 反落 和 弄 W 玩 り る し 共 
旬 つ SS" く 必 と ト トー ハ キ モ 粗 で 拉 つ る 陵 票 中 で 
る 皿 代 王 (テロ ー ト ) で 王 呈 講 澤 Aiop で ぐつ 世 で 由 祥 判 
で " JS 貼 き ー ロ ー ト っ AG や で で 守 串 つじ 骨 時 NNS で 
で く 改 を トト ー 和 か キモ へ 私 NG 燈 本 前 生 ke rt いせ 
らし ポー ペー ぐ 由 全 で や ドー 一 ま で 所 で 厄 崩 硬 や 
SS" TK く 一 ベー 心 ふ や 3 寺 く ミー トー ミロ 組め 
主 やつ "『i ト ー ド トー キト 』 レ せ ホ ー ト ルコ ヘ ー ホ ー 篤 列 将 紀 
で る ne 写 湯 で お 人 トキ ーS で 天神 つつ じ Sxo" テロ ー 
+ ト "ShS キ や トド ヘニー ふ へ 吾 ぐ 突 へ 中 ミホ ー ト トト で 
一 3 ベー 心 を か トー 込 キ ( く IN と か ト ー 和 か G 條 ) 
や 守 き Se ユニ ョ ー ト 

く < トー ロロ ベ 。Halayudha 「 叶 S 愉 夫 鞭 つ veoS」 
S 握 し" や AS 思 く 中 トート 6 忘 居 

く 必 Nー ド Balarama 「 窪 SR 避 下 ON トード] で 


ぐ SP/ 天 K 人 る で 判 SS 中 壮 表 で 穴 つ いる で る で 篤 紙 や 
回 mm ぐせ 諾 障 ぐ 王 り トー ロー で や 装 SS@ 定 ロト か ト K 
ホー も トド SG 応 ぐ 巡 ロ 一 リョ リー ぐ 己 写り 総和 的 束 お し 胡 RS 
で "りり S 由 芝 く NNー ト ART 士 で 人" 抵 尺 虹 G 由 せ 
恒 補 ぐる で くじ せ 還 2 ぐ へ 私 ぐ 運 ヘ ロー ヘー ぐ で 圧 ツ 
た さい と で < 放 た ささ つの も たき さい 

り ぐ ひつ し KNNー ド ヘー へ へ) | 所 拍 じ で 
つき つき ふつ へ 本 S 際 閣 避 中 吾 下 つる ね" 坦 せ 唱 尽 
回 表 に KN ホーK 民 電 愛 つ 。 MS 更 人 る 0 が NSK 
生玉 下 の 愛 で お ね" ヘー ハ 生玉 トー トド 中 ー ロ 堅 で お 更 / 壮 
ぞ 選 府 員 つつ せつ づつ) へ 本 直 更 府下 "に で いくら 陣 田 R 
ま 加 つる" 

SQ 壮 「 く JNN 一 ト 姜 り 間 で や い " キネ ー 恨 唱 表 つ い " 
半年 つね る 会 で 下 軸 で 所 避 肖 Ke4 で 旧 の 駅 簡 つ ね りつ 泉 代 
YS” JS 駆 家人 要 人 く で 守る 月 ず 信人 名 ささ 
ホー 曳 ぐ 王 ロ ヤセ WG 因 東宮 年 間 応 で 公 6R つ る 
S や | 民 が で ン 守 で ゼ キ マネー 戻さ 本 ぐ 癌 JST や 居 
S 起 つ 9 競 る りく 改 ホ ー ド トキ ホー ジ ミタ 
マネ ー 密 選 応 衝 副 つぐ) ペーー へ マー ドミ キネ ( キ 
マネ ー 密 志 会 ox で vnooS ) つ 直 叶 Skee で BS で る 

く ミー へ へ や に つや 必 や トド 反 家村 つこ さそ へ 9 で 避 店 
ペ キ ー さ く 玉 S で や に で 由 で ドニ mー 和 トロ ドレ く K 
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一 一 一 ーーーーー- ーーーーー 


バリ ー ク シッ ト 














中 マ ホー ト 必 も 無 で で SS 京 つ で 人 お 塞 く NIN 一 も 3 委 
S 勅 只 < で S 菜 料 和 諸 前 つり 窟 要 和 尺 補 で SS き る で 人 
JJ” 袋 癌 WeW ぐ 愉し 失 " で ① く ロキ ー さ マス 避 菜 状 和 
せ 剛 ] く で 部 ペー トト トマ ー 入 旧 つ " 翌 求 ざ で S 
っ や 上 べき 重 四 中 へ キ へ の や ささ 人 SAoon 二 ね" 恩人 
KS で 拉 唱 ト ー へ SSxo くま で へ 和 の 守 で 
で 蘭 GRR ( く ) や 際 開 (3 本 IN) PS で るり YS 下 
せく ー 選 く NーA ( 野 SR 民 区 m) く IN トニ ミー" 
ホーN 和 SA ま A 玉 さ へ (時 各 直 で 地 )) コキ ュー( 詩 
虹 和 攻 い 軍 ) "ヘー 躍 舞 知 二 の * ら の や 人 る で ヘー 必定 トト 
人 キ キ AMp 呈 Sr の" つや て AT SA ま ) へ へ す 
中 

ミユ Bali 郊 麗 し 総局 揚 く で ホ マキ SH” NII キ 
RANS 中 ぐ や マロ ー ホ キト S 四 " 天 で 子 せ や で へ マキ 
ー ト ト ュ ー" スニ - つ 避 算 上 雪 < もつ る 所 AS 
や 捧 巧 MSR き で へ IN つく も 忠和 層 語 *o 
は ST 坦 ぶ 季 際 昌史 や つう でる" 革 き や て へ 
三 り 上 般 客人 ね GS や で Ak トー トト ( 詩 そ ) 
S 迷 さ ST レス くく 之 せ 恨 S( や で AT KS 総 田 S や 味 ) 
岬 玲 も 列 生 @ 補 で 午 翌 ン SYe6 で 避 鬼 人 か スー る 3 宮 
で べ ぐ 碧 束 球 じゃ と ロ W 守 各界 全 お " セ OA4NN6 も で へ 
MI で CE ペ ジ で と こと CE 








小 女 (ゴー ビー) た ちと 遊ぶ クリ シュ ナ 














人 mn 昌 や 旨 者 本 AM つ いい の 8 生 スー で 共 選 のり 加 
吉水 GTN 必 NN 一 ( く ー ぐ 曜 S) で 吉 だ 東 つ レ く ニ 
避 層 に で 者 黙々 ー ペ ー 中 aa 邊 XS" 性 6 おく ー く コリ 
や 宇和 き Se つっ トト ー? 

くさ や トキ Harivamsa 「 ル く <ー く ー 必 や ]S も 
剖 り "1 忌 KK 田 や 国電 下 で ene 折 症 " く 三 8 へ ニ AT 
ト ぐ 応 S や に へ へ キ 祭 還 ] や "くっ トト AA キ ポ [へ 
ふ 9 ホー や で へ KG 家 胃 で 柚 交 "へー リト ホー や で 
へ K 症 せい SS 届 窟 ・ 古 骨 ・ 客 閉 品 N 選 絆 裳 つね か で 
へ K 四 守 ぐ 吾 到 * 工 ーA 相 S 確 雪 で 押 ^ 各色 で へ 1 
KG 柱 ” 芽 来 求 せい くい ぐ 由 幅 で 杏 で 1 特 全 で や 拓 量 
ゴゴ S ト ホー トド 胃 じ SQ りり Q 全 で 『 く ーー トト AA キ ・ ト 
ー ト 』 っ りつ 計 せ Sxe" 将 | 揚 じ せ ト トー キネ 括 吾 人 財 環 
も 者 只 理 本 ぐ 宿 回 ズ 骨 軸 足 で 田 じ Se トー ニー ト ぐ 吉 
ポ 較 三唱 記さ や ko へ AH ホ ト ー へ 田 で 胡 部 祥 の 公 用 で 
Se 景 1| 握 や で へ TK 呈 て 本 の つい 贅 各 陣 人 つね へ 
へ 1 ト せ 0 S PS 届 窒 和夫 Sre" リリ シセ せ ズ 軌 ふ ニ 
へ リト S 層 判 ・ る 時 察 ・ 客 癌 凡 理 ・ 操 理 で 面前 
震 つ て 中 で で り ぐ 垢 つり SS で や Sre" 串田 SA 本 所 
トー ト 邊 ー ぐ 久 得 人 りく ね の ヘー 本 8 トト 
Ki ホー ト に トー も トキ ー ぐ で る や 紙 区 中 mm で 店 つつ し 
に uF 半 た いこ ス ン ト た で で さき 


avS 軍 キー トー で つり 宜 セ eo 家 叶 つ る で で 
ふつ へ 1 六 禄 ぐ 鶴 利和 器 井 つ 放つ 稚 環 つ ” 
ー 愉 一 を ミー つ の 宮 や Ke り S で SN へ す 本 選 突 
革 か で のり 座 ・ 人 ホー キト 』 とく 一 や トド や ・ 和 トト ー ト 」 
で で う ポ セ ジ 委 代 る くい 北 明 つ いで) や ーA ネー や で 
の 3 いこ に と くい くど に (WS 二 3 よさ つの も と さい | 
ミ ヘ の リョーJS 草 SN で 中 さ ト S 窟 和束 7 下 中 
直上 さ コト の ト KINSS ト AN ホー く で 圭 愉 ペー も トト 
ホーム で 誠 で 票 寂 ト K 必 NSK 習 ルー キー トト ホ マー 
ゃ ぐ 稀 井 票 問 は いる くい 唱 Srey 

く ユ ー ふ へ トー Pariksit 下 証 (ホキ ヘ 和 を 必 ・ 人 や 
ト へ ふ キ ) ロ 嘩 や x へ さ 環 で 四 " ペー ヘ テ で で 田 HHTS 1 
べ ト ミト で 中 に や il 村 ざ ル 生田 や で ハー ふぐ 肝 條 
や へ 選 一 SS る や や 半 で "加古 午 呈 下 つじ ぐ や 
で 人 号 SreT 

ト や ilHG 押 で や 一 玉 京 町 で SG ミー へ 入 や 
に つか 必 や に っ S 飼 る 玉 ふ さや ヘリ ーー で 翌 じ 社 人 で 
で で MS 呈 PS で で" 恒 紋 ざっ や 珠 敵 真生 スー へ 
や も ト 岬 ぐ 総 思 ン て で や ト 計 Sm 監 拉 欠 で お で 3 
ヘニー く ′ ふつー ふ や ホトミ YA KA TH ト トミ ネール AG マス 
や や ST お" 団 軍 で 替り の 8 ト AT や トト ペー ルト へ 
補 王 ロ く ベー へ や トド ぐる 旦 下 は つ で も 思 で し Sr テニ 
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パリー クシ ッ ト 


mm 一 - 。 ーー 一 ーーーー デ ーーーーー ーーーーーー 


A 和 TK で 重く ト 各 符 つ 人 で の や te 豆 二 ね 余 恵 柚 林 つね "りう 
で 苦い る ね に さす 相 SS る SBNINN ANK つ る 
心 押 聴く 民 呈 人 S る 公記 6 で に AH ト トペ ホー ドル AG 応 モ 
信 握 聴 琶 やぶ 和 INー ぐ 型 只 和 柚 員 つ や" ふっ へ 9 下 攻 り で 
ト A トト ヘール へ AG 共 握 宮中 理 称 尊 つて 共 北 つ "時 せ 
守る 和 会 下剤 OOOISS る や 糧 応 提 人 守る や | 
し | 応 ぐ で マ ロ 法 で や S で ヤマ S 相 衣 和 宮 机 くり で 
も 時 の 心 の 講 京 引 藤 約 吾 生 で や 66 で せき で きっ 
や mn 当 8 

り で 拓く ベー へ 私 や に で べ ぶ 反 混 殊 GST モスト 
DD と ed は コル に で も る さか そ や ざさ 
トー ロ 己 や る 「 和 を し 半 SQ 下 時 下手 る 
9 証 り 編 買 ( く ユ ー ふ ペルー「 畠 業 " 全 党 ] で 柚 ) ym や 
く ュ ネー ふ ふ トーAUAR で 下 で で 田 習 せい る や KO 叶 堅 男 
罰 SrePSQ で で 忠 栖 つね りや 宙 電 で る (『 ト く ーー 中 
ふ 」 表 記 器 躍 )* 

く ー ふ 砲 末 到 導 で ミー ヘ を SH で 中 中 本 で へ 
中 で 躍 宙 拝 四 で 田 OS 貴 居 葵 *y に や る 中 終 G 醤 
由 窟 凌 人 6 や SnQ 電 で さ 和 へ ホ ー モ 恨 思 各 導 さ る お" 手 和 剖 
つね 時 KS6S こ 田 如 民 穴 末 6 ヘー ト り で 店 
S 半 奏 各 守ら ゃ や つじ 款 つく の 舞 皿 つね " ふき り 
S 展 く w く SS り S 恥 店 避 判 看 各 中 Sn る で 


SS 本や る 人 8(『 く ー ド トト や トート 1 1)* 
田 革 水 四 の n ト 必 公 で 弟 So 民 表せ いく し 加 次 つ ^ 調 画 
宮寺 球 和 走ら” 臣 や つい 篤 也 人 S じ 邊 三宮 国人 で へ キ 
や ト で トマ ( 補 神 6 所 り 下 穴 り 親 @ 君 記 S 国 更 ) 
せ 症 事 4% や ポ つい KK 品 冠 せ 足 姓 つ 証 り で SS 人 る る "| 
ヤ ロ 思 7 田 昌 直 筆記 お か で そ や トド て で を GS さす シ 
く 計 合田 還 宮 人 る さじ Sr 要り つく INP AS 巡 弄 
螺 つ せく nHNING ふ や へ へ キ S ヨ 4 で る "へ へ へ 人 R 革 へ 
すく で 思 品 各 朱 "RA キス" 誠 G 難 人 生 っ 
た そ く も 放 よく PU 2W だ さ - 合 いか や か まま の 
を SS 和 を 押 本 G く ヘ FA ぐ (中 キロ ー ふ ) ロ 要 さ で 
で ヤセ eJRATNe4N WS 時 吉 で 人 S 表 装 コ 
で 民 JST RA TH キ くせ 閣 そ や 生 で や で ヘ キ く ーー 
うる 條 宣 装 和 吾 YQ  ※ 宝 方 量 つい 環 溝 べ き る 
で 6 人 TIRS 巡 の AT お” 衣 っ る や へ へ エボ せ へ キス 
せ 田 人 で pn 玉吉 め を ea で 公主 し 選 宮谷 り 窪 
で ヤレ つ 6 で 8” My りや 田 細 旧い Se の 記 きつ で 公 
や 加 で SS く 対 生 品 記 の S 公 で お" 玩 せ | 志 科 伯 ら 
じい 喜 羅 ぐ ShNN 本 や 4 ポー KINP AS 拘 唱 選出 
ぐ ぐ 設 昧 の つい 岩 壮 で 昧 正 握 衝 所 Se 近 相 革 回 
で 者 MNT WS 隊 球 ぐ 革 り くり で "NPB6 で 
し 注 十 記 飛 慰 せ HHIS 定時 侍 で の 暴 で やら 田 多 





PSSP AG 中 栖 避 鳴る つ ソレ ミ ュー へ ふ へ トー 
( 呈 革 )) ベ ユ ー ふ ハミ ー な トー 先 IN や トト マー 所 究 つ 
い 代 キキ ペー キ キー へ 邊 ミヤ ー ト で 和 NN ヤー ネト 
ー ト ヤー ト wiorn 犬 る ( 足 革 )" 本 TA KT で NG 選 W で 
モ い 財 選 せい る おく ーー へ ふ ネ ー 骨 紀信 り 人 8 選 KO 〇 
半 S で る や 田 選 で さい 独 党 つく 介 

ミニ ネー ふ ふ へ トーS 記 せい うし お で で 守 紀 生 Se" 田 
計り いく や ベニ ユー ふ へ ヘ ト ー ン 3 Ste 還 握り 所" | 回 時 和 0 
型 び い 欄 ぐ 束 衣 ン くり で ね" セ r@ ざ | べく 酬 更 各 赴 
くね "ミニー ふふふ ミー 出 氏 村 ぐ り の 陸 尽 お 篤 上 
に だるい トド の で 0 まく EPS 
装 畔 つね く ニ ユー ヘ へ ハ ミー 芋 良 く 3 nNN 和 本 地 で 軍 避 弟 季 
で もい 由 細 替 で る ” りく 一 末 避 SS や で 2 浸 キ ー ふ へ) る 窟 融 
店 信人 S っ ” 己 ぐ 衣 更 G 由 名 ぐ 「 公定 で 人 茶 せ ハ トト 古 ず 避 
つね お? 居民 ざっ つ 拉 呈 舞 志 る Sr 所 到 / 人 振 G 人 宰 G 
芋 選 で 3 拉 お 」 つ 地 所 で で る "で 半 つじ る k@ の りり 必 て 
ま ン JWS 唄 で る ぐも Am へ mm 融 人 る 和 SS や で か キ 
ー や ふせ 「S ぐ 福 旧 良く ね n ロ No 塊 和 で も お 2 の で や ロ で 
る や へ ふ へ キ S の SnTTNIN 尻 で ツ 良 供 ち mn ロ 」 
や 3 必 く ぐ 由 裕和 の 革 く 人 " 刀 滞 り G 幅 結 和 短 て 玉 局 り 7 
生 補 ミー ニー ヘミ ーHS つ RS り 9W 明 びる” 田 
や り S り JARR 要 くる SS 王 る 名 で 弟 選 Ke 送球 叶 


幅 愛人 王 や へ へ キ 玉 叶 で 王 る で 陸 で や り 田 己 胃 
Oo で 2BMS 部 HH 悪 つ る ずる (トー マー 
一 和 S や トド ト ゃ 1 
( 宗 J ト pilHK ふ (に DPilHG 條 半 )) ベー へ 
ふ キ ュー (人 く 心 へ 凌 S 臣 導く )′ へ ミミ ペーAH 
や (や ヽ ミ 半 S 貞 了 ゴ さく )′ ミト へ へ (へ さ 半 SH 田 )" へ 
ミト 一 込 キ ( 下 )) へ さや に さ 選 直 ( 評 )A0 つ ト ミネ 7 
で むふ 選 一 

ベー ニ 込 キ ー ゃ Parijata KS 田 着 で 10" 赴 
Erythrina indica, Lam. つく 3 足 交 3 せ 呈 で n" 揚 宮 | 
ー| ペペ ーー ミロ Sro ト ふ 記 で 控 終 忠 尾 "リー トー で 
芋 由 じ せり で 表 是 ざ ざ ト KNS 記 間宮 苦 つね の 委 
半 玉 で へ を 選 是 公 了 K 臣 性 昌 べ やや で She" で 共 せ 
v 守 迷 で へ と 心 K り 拘 折 つつ "て で ヘ を INS 畠 キ ホー で 窒 
こし ST SS ヘー へ ト S 遂 S | スキ ホル ベー ドー 
求 品 り で 表 加 壁 で し 表 xenB や セ 人 お "ヘー 1 ト て 
へ 心 征 ざ 問 つ て 胞 ヾ じ 応 相 会 つ * 反 で 団 ト トー 
で 一 旨 昌世 加 い し 埋 べ る "つつ 人 る つつ に へ や ニ へ GS 恨 選 と 
や トー 心 一 勾 下 泊り 理 で や 下り で 表 天 や で ヘーINK ら 
つや で おう で ミー キキ ー 和 ふせ さき 蒸し じゃ 田 民 挫 G 1 
い 悪 記 斉 各 の 富津 や 叉 境 団 如 つ SRAAK 足 G 
半 で 束 旭 つこ りく で SQ さき 固 避 統 入り SG" 抑揚 を 
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ハリ シュ チャ ンド ラ 


革 m。 ーー ーー ーーーーーー~- ーーーー 


パー ル ヴ ァ テ ィ ー 





長 ぐ 錠 選 を 患 届 宰 避 舞 宮 委 つつ いし AA ペキン 
や AA 祥 豆 で 送 理 の のり 取 公 で 豊 下 得る で 
瑞 多 各 肖 叶 到 ホン で Se 

くさ AT 中 キ A 和 IN Hariscandra ュー ホー 家 ぐ ロ 
理 舞 紙 | SH" ーー ヘ キ へ へ HIS 由 し 回 下る 菩 
や 四 衝 葵 060S 選 綴 ぐ 王家 でる keTT ト で ふう 
ー ャ ・ や ホー トル トト 』 や し せ 。 回 SS 四 よ で 中 鞭 ぐ だ 玉 こ 鶴 
震 め つじ A く ハロ ー ス 人 病 べつ 公 加 全 世 で SneT も 
くく ー 心 ふ 』」 もせ 時 お トー キー で 率 wES で 
ね 全 せ そ A と 中 中 で お きる 必 衣 和 選 つり Se く と 
【・ ト ホー ト 」「 ャ セー ミ へ ホー キ ・ ト ハート 』 SS 
く ー へ ホキ AN と N せ や で AT や トー ルート で 堅 燥 豆 拓 つら 
し 凶 中 で 田園 民間 つつ" くも 押 店 各 忌 所 つ " いろり 反 邊 
反応 和 か で AT トー クーN 旧 下 0 信 " 是 を 半 招き る 
作る っ か も に その か そい 2 で で 3 さり エア こい 
sm つく ペリー ス 

く ユ ふ Harita Se くく ーーー ふ " 呈 刷 枯 ぐ で へ へ 
トー へ ぐ 條 秦 ぐ H ホ トト ホー へ F ト HG WS 財 革 
SS や きく ーー ふ ト ANK つ 生 Sno 

く ユ < 中 Harihara < く ー せ か で AT KN きか に 
電 李 つり くく 心 革 りく 居 利和 S | 苦 ざ S で 尺 洋 "年 回 や せ 
羽 加 や や で へ 1K 古 や 選 守 る ハト ト 古 ぐ 宗 詩 賜 じ Se7 


人 生 ト ー ド へ 区 副 刀 括 く や KN ユー や トト 避 交信 で 7 
私 ー ル 避 貢 衝 宗 お (h ト ー ド トー キト 』」 キヤ AN 一 臣 )" 
く ーーA せ で A を NG 店 し MS 再 S 良 SWP (<ー 心 ) 全 
で 判 SS や 。 ミ ーー ヘ の Sm で お ね つる RSre 
ぐ 近 ぐ せ ホー トー ト AS 和 ホー そく 至 貼 
人 Sm ーー へ G 選 田 習 和 甘く 穫 K ユ ニー トト で 由 岩 幸 
敵 押 MT る "つっ K 和 ユー ミト 
Parvatr 


く ー ミ や トト マー 


「 ヨ で 寝 ] Se 2 全 「 ヨ 


シヴァ 神 と パー ル ヴ ァ テ チ ィ ー 女 神 








り S 芝 きか で へ 六 愛 の へ や ト 家 で 皿 写 ・ 剖 記 生 揚 和 つい 
抄 半 つね 下 距 召 ロ せ 記 間 遇 介 征 淫 り の ざい るい Sr 
症 や に ト K 必 お玉 圭 ボ つ い 電 腔 和 吾 苦 つ ね 表 や で AH 
京 是 玉 者 つて 刷 玉 束 征 ゆー リー 碧 電 缶 0 お" へ 
ト 是 ーー | 還 mRO の 突 旧 4 で 回 装 称 相 く で" 
WS 選 察 ” 半 玉 お 中 くく や SO び S で 

く ユ キ へ AT や ト Haryasva ト 心 トト ー ぐ 由 入 ふ ハ キ 
S 下 電マ て 和 要 nxe 四 所 や 抵 避 定 つ お 田 O つ OO マ 


S 財 きぐ 揚 * 
く ー ユ へ Balin ベー ュー っ る" 無 で HH 還 1 
AN 一 S 無 H 東 G KN ユー ネト 私 団 WS 都 位 で 


埋 わ 是 」 ぐ 据 い や" か や ト ぐ 是 思 "へ や トド で 王 選 で WS 
半 者 りや ぐり 家 加 りつ Se の 2 RSteS WS せ セ っ 届 つ 
ゴン 長 で で Se で S く ー ミ や トト マー コト セー も 4Sro" 
AS ト で 下 宗 革 。 | 詳 孝 ・ 事 呈 " 朱 つ 紀 ざ 本 や つの 
っ で 1 居 各 理 で し 人 S こ ーー ミミ トト マー トト セー ポ 福 部 
で 選定 記事 つ レ る roT 

トート で 選 宮 で せ へ や ト 古 で 環 由 で 束 セ マー さ 
や トト マー くる 科 で り 4 で や 皇 陣 つ ね りく 7 AS ト 薄 
や ヨ S 下 て 変 是 己 1 つじ 導 だ つじ Sro 衣 民代 き る ね 衝 で 
SO つら し KS 王 選 公 で 定 中 し 剖 で 恒 和 5 衝 ら 2 
近 舞 ぐ 財 きる 更 計 人 S 半 醒 時 ww の 求 び いじ 判 時 区 己 
昌 人 で る で る つ 和 S つ MG 右 へ や ト く 騙 翌 で で トロ 
村 ご 詳 公 皇 昭 つ " 将 惑 抽 着 皿 せ 華 る 東和 の の の つね 
へ や ト 下 で 佑 さ 刻 っ パン 0 で 求 Gw 各 し 拉 理 語 ン セ 
中 和志 主 りく や く ー ミ や トト マー お "人 所 り m で りさ も 天 
ポ ぐ 性 守り 苦 で や や つつ やく る 表 補 宣 人 る じ WS せ て re リ 
し" 時 せく せ へ や ト 古 各 飲 記 り rm り ペ も っ る ro 球 着 る で 窟 
宗 で や 4m コ つい 責 S 力 撤 じ Sre 朱 で 人 Sre 上 ロロ 遇 で 是 下 
ー ト ホー トト 和 実 再 つね" ベー ミ や トト マー 公定 斬 pte 
但 求 り 選 で や うる の mW 南 で で レー ドー ド ホー トト ポキ 
リー ジホ を S 叫 各 応 称 つ 符 で や 遇 で 求 下 状 ym の つる 癌 良 
や で 旧家 や っ や へ や ト 古 宮 唱 陳 還 つる 拉 H1G 記 で 巧 つく 
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パー ル グ ナ 


mm ーーーーーーーーーーーー - ーーー 一 


ハン サ 


緊 玉 し ペ ミー トル 各 選 上 つ ね "ペール ぐ 舞 し 素 守 G ポ 古い 中 
で 失 想 柚 的 斑 る 求 避 の ら セ で し 講 る し Sr の 了 K 人 る で 

「A や トド SS く ー ミ や トト マー 電 科 の つい 束 くく で る 下 へ 
トト で で 押 宮 短め 時 や Sn] つろ で 岳人 妄 り 
"る で の 回 と へ や ト 是 で 館 だ SS つね く ー 
さも トト マー 可 題 押 判 昌 B く お 色 Stem 所 くく 中 
W へ 宮 穫 握り 表 じ 問 KW 中 拓 四 上 時 つ ym ジ つ ね " 
間 K 生 り 忌 避 因 衝 * ら つく 必中 へ 吾 回 直さ ふか ト 呈 し 
SG の 紀 立 下 定 "スー ミト トト マー く 6 王 各 簡保 "時 玉 せ 
ペー ト 攻 SG 巨 符 vG 崩 羽 ト で つ や) SnK 直 じ へ や 
ト G 量 づつ 至 交 工 手 つね "ひつ レ A や トコ スー ミ さも トト で 
ー ゼ リル ドー 心 を GS で トー キロ 製 半 更生 融 い お 
やる 人 で" 

へ や ト 下 色 スー ミ や トト マー 届 甘 画 つ ね りく 心 表 革 反 
ン ぐ [ベー や ト ふ へ ・ ト ハート 」(・ 1 ) ロ 4S せ 
く ー ミ や トト マーS 共 じ 尿 ぐ る 凶 ぐ ゴロ 湖 で レ く る 王 で 
mw 副 環 公 部 圧 り りく 村 天香 綴 ぐ 人 や る りつ 愉 玉 
ね" へ や ト 是 せ 欄 K 知 褒 人 で の お 人 有り 人 る させ 中 季 つ 
避 葉 くつ る ね の で せ KG 妹 和 で レ つ MenRn やり 掴 つ 
お ざる で 回 攻 き や ト 古び SS る ね 避 装 玉 介 中 到 S ペ ー 
を KS へ PStG (SS を 一 ハ を 公家 G 医 つじ る 9 
は いく ツ ゃ ミー ミ モ や トト で マロ Oro 相生 SS り S 


ヤレ 陣 電 役 ue ( 還 <hl・11)" 友 呈 や 計 ro 電 

ぐり コン 枚 の し 貴 や 選民 で せ 昼 で 翌 宮 ( 礎 周 ) や 

陸 で セ * 黒 由 ぐ 〔( 言 もせ が 必 ) 趣 守 共 詞 民 や 弄り ye 

くさ キト 反 孝 いて ee (1)" 恒 衣 各 弄 りこ 7 

出る で で ン " 畠 藤 革 搬 符 < RK き (ペロ) Se" 菜 

手 (S 避 ) | 尺 慌 昧 ぐる 介 則 さか キ リト 朱 玉 

ho レポ 翌 旬 折 白 e ( 還 )" 」( 装 柱 還 釣 思 )* 

半 せ Sno くさ 込 計時 欠 和 表 レ ツ る no 写 茶 貴 * 
SQ て 地 基 の る べべ S お "中 屋 は 4 で や 恒 り he 地 加須 
て で 介 スミ か キキ 本 TRG 是 や 中 称 や て W 
Sop SRSte (『 ト 中 ・ 人 トー ト 』 KKI)" 

ミー ミ ふ Partha 「 ト ー ト マー で 中 革 」 ぐ 握 党 ピー キ 
ー ふ や トド ト 田 ぐ 穴 トコ ネー ( ヽ A ホ マー) コミ ー ヘ と ト 出 
SS る ねり 装 玉 お HHRTYA TRYN リー ルト に さ 穫 9 
S 由 くる 20 コン ロト ミ 欠 で りり ST っ に さき さ 2 
ES 

く ミ ンー ロ トー ミ Hardvara SAAK 呈 信和 A ト ーー ふ 財 
吾 呈 じ 肝 玩 坦 や 信人 で お ざり Q 唱 So リロ ヘ テト ー 家 思 
人 層 "で ヘー ヤ 贈 羅 ぐ 10" り G 記 SW や で AT 
四部 じ SS せく ニテ トト ー 避 (や で Ax て S 記 ) の 生 S7 
へ や ト 四 箇 GS 千 く トー トト ーIN (AS ト 古 て で 記 ) 
衣 き " 1 時 旧 | 隈 ぐり ヘ テト ー 証 S 素 率 じ Se へ AN・ 






り ざ は 0 うじ せ Sー ハ キ ぐ 枝 欠 性)" 

く ー ミ トト ホー ぐ 登 避 3 へ や ト 古 S 胡 閉 で 人 
で る Mo ぐ コロ 憶 じ S い Go の で 人 S ン 衝 G 半 回 YS らく 
前 疾 つ SG” 中 己 四 や 更生 完 也 AS で ドロ つ ね の S 多 
ンー Sm SI ホー モー で トート マー・ 公 そ 和 S 和 
ヘミ く ー 表 包 ( 賠 鈴 散 ) き へ か トド 古人 笹 で wm ミー ミ さも トト 
ホエー ぐ 臣 宮寺 中 じ に る で 加 さ りさ し る x 誤 束 StGT 

く ー さ ふ ト Phalguna り ヘ シド ー 了 で 畠 | | 中 (1 
一 1 束 )7 り で 中 で 共 111m ロ ふさ ー へ で 上 ロ し Se" 6 人 
材 束 で 上 ロ 旭 スー ミ 和 中 一 ・ ベ で ミキ ドー ふ ペー ツ 2 2 モー 
ーー 率 や に さ で で 

くさ 2 穫 エキ Parjanya 「ー 和 へ ・ や リー 入 」S 居 下 " 
趣 宏 ・ 坊 玉 ・ 選 司 和 で 導 居 G 恨 血 是 定 ご つね の S" 中 
恒 牙 ぐ 古 ミー 是 彼 " 恒 ぐ 古 や トー ロ ュ op る 案 只 wo 
で へ とい 古 や っ 著 田 つる 居 選 oo で レ 3xG" 礎 S 現 二 更 団 
や 析 ツ ズ 要 玲 避 列 や で 本 会 て さ 込 上 と せる 写 
慰 垢 ぐ 奏 涯 和 尽 半球 ・ 涯 半球 昼 昧 G 選 軸 違う で で 
*" へ ドリー] せく さ 込 中 キ り 擬 生 で お 選 っ 装 
HE ED 5 

「 翌 3 せ 福 曲 思 つ "6 お 課 宗 和 員 "| 刺 民 時 せく 

禄 忠 ( 触 ) つい ( 古 ) 格 の 想 信 各 提 で 志 SR 

SQ (年) で 選 半 H キ くさ キト 到 崩 圭 届 の AD 信 


ペー 躍 花 (共和 家 ) SS で Sm 還 副 理 G10" KG 
選 じ SG で 代 S AAK 恨 S 現 二 ロ 坦 SS に ye 国 つ つじ 忠 で 
本 SNHSKR く で 田 店 応 DI 
ぐせ り S 民 や GS で で っ ME で Se( つ く 和 キー へ)" 半 下 
県 つい 周 軍 私 如 や の 和 S コン ロト ト で ヘ キ ー 尿 互 ( 還 
ー 国 ) ぐ 無 | 呈 革 茶 総 上 転写 欄 SSe ロ WS 思 款 
S 半 絶 章 玉村 Mere” 提 往 で ーー ( 門 夫 ) せく ー・ 民 
ー・ 下 を NN (や で AKG 可 換 ) 勾 介 揚 写 人 で 1 ヤ 
ロ ぐ へ いふ へ ぐ 届 ゴロ ホネ ー・ ホ ー ド マー 表記 " 王 
S 必 困り ば ふ キ へ 人 マ ー・ 了 ー ト マー 普 虫 セー キー 一 
や マー 普 に AA 中 一 ・ 人 トー トマ ー 形 鹿 ヤー へ SA 
ャ ホー ふ 形 良 祥 や Sve* 

く へ も Hamsa て て 王 表 に ハト 衣 還 で 容 ら 紀 vo 吾 で 
り コ ヤー % 察 攻 で へ と 衣 午 考 @" 組 茜 " mー ロ トス 
S 赴 宮 ロ ささ つつ 3「 如 本 直紀 t@S 絆 配る 
條 細 培 せ 臣 闘 「 人 人 る OS」 [8 人 二 」 層 括 キ ye で や 
く へ まく 古 虹 宮 マ ペー 人 到 吉 天 班 選 くり の 公 で 習 据 せり で 
すい 旧 志 つ お ST トー り る くし 8" く へ ませ 
層 さ 揚 ら いく 3 人 8 選 (『 一 へ ・ や リー」 国 ・ 国 〇 )′ 短 融 
ぐ 思 料 還 曽 の つい 表 RSte で 穴 る 民 S 控 軒 紀 野地 
SWPS 過 人 る で ローMG 存 べき く へ 人 慎 問 や の 所 
や で いり 事 要 つ "で 冠 豆 せく 中 キミ を ロ っ 古志 症 公 
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パー ンダ ヴァ 


一 ーーーーーーーーーー ーー 一 一 


パー ンド ゥ 


く へ ませ トーー ル ヘル 半 奄 共 陸 トート や 欄 午 ke 


計 "" 
や Sne6n ひ BS で る (トー く テ トー 中 1 やく 1 


ャ トン 1 1 一 111 TA WSH ロ ヨー ネー へ 1 モト へ 
N・ で ス ネー KK・1 田 「 ル エー ニー せく 中 キミ 
と を KK・ く )" 8 く へ まく 置 都 府民 NN へ A 避 
軍装 つ つの セ Ko リ ヘ テト ド ーS 湯 る せく 活 問 吾 で に 東 
右 oN っ pmR で SS リード トー 宮古 胃 じき トト ドー 古 
GS 肖 団 や で で ね "で り ト NN セー ぐ 革 福 ぐ 受 衣 め の 研 ら 
CS ツリ り S 民 是 で ぐり の 向く へ ま 一 対 で ミー ヘー (くま 
肖 @ 装 是 ) つろ で 月 JpYSre 

人 せ 「 ル く ー く ミー 心 へ 」 り 大 和 め じ SA キー へ 私 で 
民 く で 11 軌 愛生 G 1 で" く A ま の SnARS 宗 ぐ 田 名 く 
か ー ル ロ 衣 め お ざ 要 ンド 要 夕 で さく 大 革 騰 や つ ロ 
判 m で SS 守 る の 遇 いや 舞 柚 つり S 届 要 る お 手提 さ で く へ キキ 
せ エ マネー 避 県 和 料 定 ね の る * 

ミー へ ふ 心 トト Pandava 「 く ー ハ テー ド で 再 中 る で 」 
ぐ S 据 し "へ る 舞田 ペー ハト で 田 べ で 瑞 由 入選 (HH 呈 で 
AkTN コード に さ 2 本 "へ まく ホー トト ) 
S 吉 門 "ミー ヘ と で HG 国選 国 H 中 革 詳 島 湖 *e シ ニ 
ふい トー リー 選 で 環 襲 じ 臣 HH ぐ SS 回 出店 つつ せ 吾 つ 公 
全国 HHS 中 選曲 本 で へ り で 中 多田 計 束 本 と や の で ツ つ 
し 環 旬 紀 守 計り や せ 栖 品 彰 つい 国 田中 や 還 田 中 で 交 る 宇 





環 栄 mye の 2 で 


く へ 中 れつ ふ ハ キ Pamcavrksa 「 田 答 SIS 
楓 や 了 KHS 田 セ 代 で や へ 私 一 羽 ペー ニー キー や 
へ ペー トト” ミミ も へ へ キー く ー よ ホキ ヘ 





Sm さき 較 し 国民 拉 き る で Se の GSG | 迫り 競 


剛 等 ( ト て hG で) 間 民 恵 因 舌 (Kihwn SS) 剖 
肖 人 掃 ” 舌 審 陳 衣 公 拉 ” 舞 拉 ( く KK で ふさ AS 科 ) 2 で 


く へ 中 そ 込 Pamcajana ふ ー ふ リ キロ 語 編 る 騰 
角 ぐ " 如 せ 忠和 で (A キ へ 慌 ) S 芝 や 個 ぐ 己 勤 ぐ し う 
" DS 際 舞 G 還 や や で AKGGm (スー へ ヘ 中 キ 込 を 
中 と) 称 征 で で" 

ミー へ 蛋 込 エ ロ エ Pamcajanya や て AT 華 GS 叶 
や 臣 ぐ AR 固 惑 る 悪 携 く へ ホ エキ 浸 キ で 中 Se る 吾 
全 で 年 で き ゼ の ぐい MS 鞭 字 陸軍 お や WS る を る つ " 
三共 匠 や 主 - に 帳 S や で 宴 箕 や や つろ で や "ヘー 
へ す で 互 つつ りや 攻 く で S し Sr 

く へ ホホ キー トト Paricanana 「 由 CS 守 革 い 王 」 
握り へ トド 古 GS 忘 SS” 田 C ぐ 可 や きま 中 で m 一 込 キ 
ー ゃ ふ ′ トト ー ト ホー トト トー ホー トミ ヘ キ 呈 入 
ー ふ トト シー SS 判 際 で 最 営 隙 次 や つじ 尿 ・※・ ペ ・ 
司 ・ 韻 内 生 "St 2 お ト く ーー ホー トド く て て 心 や トド て 
A 了 か で や ト ヘ ホー で ドー も ト ヘ ーIN ま ヘ 一 私 ト も" 








昌 家 半生 胃 り TS DS 
殆 財 きい ろり ふる 半 人 | 
中 ヤ Q ポ 胡 加 診 葉 つ 人 で" 
り S 克 症 ふさ 半 % 中 中 
つる ね で し せき や ン て) 翌 で 
へ を S 紀 団 S 叶 の で の 
更 % り ね りり で お 
り S 夫 "ミー ハー で で 
田 田 中 吾 普 所 re ので 
4 全 レミー ヘ 選 や トコ 
Sn りお つり を 
ーー ゃ ホー ヘリ ー 選 HHS 和 を 
で ーーmー へ 相 愉 の で 
ヤ ャ HH 由 人 86 ら く 
一 下 ふ 編 吾 品 移る し 選 で 
さこ に だい に て 3 
や トド の 3 で 
Pancavati ロー トー トニ ュー 





ンド ッ ゥ の 五 王子 と 共通 の 奏 ド ラウ バディー 


く へ 中 キー や トト ャ ー 
嘱 ぐ 玉 帳 選 て ぐ 類 で 王 S 層 XNー ト ル 公 弄 涯 ぐ 東 りり や 
弄 つ ね つる で So" 宗 埋 で ト ー ふ や 到 も し で りく 翌 
計り りや ホー トド ぐ S 球 ぐ 心 へ へ ャ 人 携 か 一 ド ト ト で 
送 G ヘ リー ミミ ドーS 重 (ホー ふ 慌 ) 届 屋 選 選 で る りや 


昌 守 MS 杉 ・ 皇 ・ 回 ・ 翌 ・K 医 史家 で ヤ " 田 OS 量 へ や 
ト 是 Seo6S 土 固 電 上 回 つ ツー ま 邊 で mー 和 キー 
ふせ へ か に 所 惑 吉 型 G 構 翌 弄 つつ ホ ト ー セ トー トト 
せ 判 暑く 療 墓 ト mー 心 革 | 据 重 理 で 宗 問 ホー トミ ハモ 
せ 和 國 ぐ 宇 ' キー へ や トド ト 工 畔 く ぐ 玩 隔 の 才 で m"『 セ 
く 一 トー トー キネ で (キミ テキ (1O) し せく へ 
キー ネト や 更 准 つ し 「 SS で お 旨 導 ずつ や 者 牙 科 収 因 つ " 
書 坦 つ ′ 壮 計 王 束 刺 補 で つつ 1 で W 記 人 S 必 お 合理 交 錠 
豆 尋 で 末 め 寺 」 つつ St つ A 公 ト 

く へ 中 キー 届 Pancala 所 ビ ェ ヘーS 由 固 Xe" テ トー 
選民 GS で る JoR ホ や S 選 て BST oo 2 Rn" 
泉 才 話し いせ" RANK 情 避 格 りら 媒 く へ ホキ ー 心 所 く へ 中 
ャ ー 心 の 旧記 じ く や の つ 。 音 く へ 中 キー 心 陣 ロー コミ 
玉手 く へ ホキ ー 選 mp シー トー トド っ 問 下 つい Sr9"『 セ く 
ー ミ 一心 ふ 」 し と ミ く H で 撤 男 セ Q 較 の % と ミミ 
NHS 勢 心 む く 邊 マー (トニ ネー) ミー へ ヘ を ド HS 田 
HHS 到 時 ぐ 押 さ で る で" 

てく ー へ 中 エー ホー Panicali 
S 替 改 で むく ホエーS 冥 SO" 
ミー ヘ と で ト Pandu ふさ 選 SH や PTHihYA HKYIT 
ト さ AT ロー ルト や へ まく ホー トト 由 HHS 名 
羽 で テー トー ハー 心 革 押 思 で Q ぐ し 全 RT ヘミ 


く A ホ キー 羽田 を さく 
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パー ンド ゥ 





舞田 粒 せ いる ね" つ 人 る つく ー ヘ を で 田 共 吐 ン 拓 各 折る 
で も ′ 田 HH ば と ー ふ ホー リート S 舞 半 志 WaA で 7 
回 HHh や の 折 <9S 党 隊 や YO の 嘱 羽生 で へ トマ 
愉 田 選 症 る りさ りや 到 判 訪 加 図 の ツー ミー ヘ 
と FS 国 田中 コーー ヘ トー リーN ぐ 回 田中 各 手 つう つ ピ 
や ふさ 揚 信 11 四季 ネ 窟 整 生 因り @ り コ BS さ る * 

Tk く <ー く ー 心 へ 」 で 選 宮 り 6 で せ ホキ ヘー トト へ 
へ す ( 下 制 剖 ) U ふ キー へ へ KK つる 條 田 生 人 で 所 曇 ぐ 忌 
まま トマ キ や トト マー ツ S 人 で る や ホー トー へ つや で 
ー 心 や マー と 公判 玉 お " 革 つ 人 巨 軍 田所 け で 証 お 包 区 
WS 由 東 愛 % 束 おく し 環 G や で ホー 改 モ エー ニキ で 
端 %%" ペー ハーHS 膨 ト さ や ポー′ に さ く ーー ペ ー ふ 坦 
謙 つ お" つ 公 つづ" 美由 球状 玉 る 66 り 判 向 下 で 8 で 
し ま ト で キト トト マー モ 押 際 G 宮 更生 *e うり 各 際 いじ " 
畠 h ぐ や マキ ー 下 や つ "や で ホー 心 や ャ ーー キ ぐ 1 
べく 求 1 べ り 握 補 つい 選 癌 田 や SeoonExeT6 で 中 
お お ね" に さり ペー ぐ こつ や る が 66 四 人 記 つる Je ピ 
や マキ ー キ の 慌 R で る りつ” 舞 思 で テー へ 中 一 へ 
ー 慌 競 お” G 舞 ” 起 ロ 0 で ツマ キー キロ や > 
で に さく ーー ペー ゼ W ぐ 厳 豆 到 下 で 害 更 y 
で J66G 始 し や マキ ー ネ っ ST る ね る 判 玉 表 で 店 
写 る 國 向 つつ る ね" りや り S 由 ミー ヘ ハシ トド (所 損 


S 由 和 環 で 生理 朱 せ きり で 四 避 配り くじ に へ 9 モト ドー 
恨 選 所 つね ( り で 中 避 り で ミト つい 明 で yett で り 
See)” へ へ 中 エー ぐ 反 綱 宝 (Km 串 和 だ 娠 ) や 志紀 
マン S 抱 る 財 由 SG 括 人 る で 疾 失 きく スー ハニ で 和 再 で 

St@ 反 へ さ 肖 G 嘱 羽 ロ ー ハ トモ で ルー 回 選 W セ 
と 中田 中環 と の ビレ S 衝 守 人 る) 田 計 ルー テニ ー ぐ で つ 和 せ 
選 る リーA 9 ルト 呈 畔 求 入 く KK ト マト ー ト 心 々 暴 S い 穴 
= ベー ヘ と SF で 抑 り つつ る" 掴 mSRG 公 で ー ワ 田 料 り で 
くね ミー ヘー トド せ 画 =6 ン 外人 る 1 くく 二 お で コン 
悪 ぶ ぐつ ね" 宮 素 谷 op で アド ー ペ ホー の トー ドー K 
ト hb ト ヘ INS 許 田 笠 で” 半 で ヘー せく の 互 は 6 
い 選 | 衝 で や りや 半 せ ーー や トー リー 必 の 記 拘 つ し 
捉 ま G や で し Se セ て SS や 雇 昌 さま ト で マキ や トト で 
ーー ツリーA ル 器 連 日 く S 舞 つつ やせ りー 心 を で 皇 
BSe 要 で る (「 ト く ー く 一 必 ふ 足 蘭 )* 

り S 槍 ぐ 王 し | | 軒 S 時 人 赴 ら や で で SQS 中 
し WS せ S | 由 還 お つり 塚 せ wwS 宮 末 字 へ へ ト 
会 更 曲 つっ QS WST や” 副 軍 革 届 牌 せつ ツリ" ミー ヘー 
で 唱 [話題 SxeH-6 控 つ 到 和 S 天 で 境 り 斉 SGS で きる 
で の り N 旧 情 還 で … ロ 」 の 室 くく 幅 拉 各 邊 や や るる” り 
で ペ 避 ベー ヘー で せ ふ へ 中 マー リト ー テ ニー 求 つじ 重 
8 公 や で" 守る 人 る 三 や 副 剖 会 慌 さや 韻 ” 美 革 穴 呈 き損 





ろ過 め つる お 環 ) で で る お" 下 つ で で ロ つ レト さや DS 
ー ツ ト さ く ベーー ペ ポーG 下 羽入 や で キー キュ 県 篤 理 
ぐつ お 神 ら せ 択 述 じ る や "やり 過 で い 栄 信 貼 革 や ャ ン トド 
必 革 る 江 ご 凶 妖 械 会 補 くる (<ー く ー 心 へ 」 尽 曜 )* 
ふる ぐ 曳 更 Sre 愉 避 ウー へ Tb で 蛋 人 で せつ お 和 SW" 
ミー ハート せ キー 私 ト 田 ロ ーー ヤー ト で 論 ト っ ペー ツ 
理 宮 つね " トー ホー ゼ ふ へ 中 で て で 一 入 キ 田 G 舞 柚 や 編 じ で 
で や 指 器 へ へ ホエー ふ 邊 千 SSxG へ へ マーS へ へ 
ホホ で ネー キ さ つつ ざり る 人 本 と で や さ か トー ネ K つ Sn 
一 捉 各 りり 避 を で や 栄 人 "回 せり 一 章 称 癌 ら ” 填 皿 
so で 選べ 8 で や 副 沖 太り で 現 各 慌 K 王 "直球 
つう っ % 唱 塞 < く で 半生 笠 立 信人 SW で SrG 華 右 豆 ド ヘー 
心 ( 室 択 ) 電 半 K 旧 悪 " | 半 介 る や 上 田 回 9 し 可 
りつ 誌 つね "つつ 壮 求 入り で ヘー 躍 届 本 で ピス 御名 
で 古語 ら 皇 や や で MS 是 全 や ね で 唱 守 K 提 穴 で 
WS 是 や 臣 つ 答 装 や 求 皿 つ 各 電 で る 由美 各 戦 下 xo し で 
TSS 玲 吾 避 ぐ 到 家 や ST る "SQ 宮 ” 半 まき 撤 
つて 緊 ン ド 較 和 じ ′ 抱 う く 意 喜 S 字 控 つ 人 る ぐり StA 
ー 必 吉村 ペレ ベ 幸 や つけ 39 和 re る る で り 半 杜 G 王 人 る で 
是 誠 寺下 陸 で Se GS 会 環 で " 求 謙 ぐ 回 放せ 親 第 つつ で 
QMS 下 剛 計 盾 電 革 押 つつ 思 表 到 四半 科 間 で じゃ 壮 
ポ S 也 ポ 志 き 求 で で きる m 芳 でる" 第 公 り 寺 K 四 


避 つ つて ひる の BT お玉 遇 る の 6ー コリャ セー 心 キ エゴ リロ だ で 
し 佑 人 る る" ペー ヘー モト 3 く ぐ 宮 の Ao の ロー ホー 
キー テー や キャ ー 選 心 へ 一 忠 ペー や ふ へ) SA へ ト 
ー ヘ トー で へ と h で 上 く 相 要 80 ぐ 副 現 避 給 S" ヘ キ へ 
へ リー へ AS だ で や 所 振る "つつ 公 つ 。 選 問 株 加 で 
で きく うつ の うる 愉 交 る 上 基 間 せ mn ヤ *9 の AU 人 る 7 

YS 闘 ふ へ 中 マー お 公 で いい 員 部 と むさ ミホ トー キネ K 公 で 
財 甘 加 察 人 @ る 8 人 セハ ヘー ( 宏 層 ) 和 了 で で 応 る り ず 
否 る つ お ね" 折 ぐ ね く ー ヘ テモ WT ツン トペ ー 届 季 へ へ 
ホエー ロ 画 PP で 8" り 愉 つや 衝角 了 < ポ 提 へ 
ホエー る で HAT へ TKTIN ロード ヤ ー キ に さ 人 人 
SH 田中 到 装 で お" 軸 拉 で ヘー ば や 避 べく で 抑 ャ 一 
ーー ニー ぐ で で 可 WS 問 六 人 る で へ 心 うまく トー 
ト 到 判る や "ミー ヘー テト 8 を キ 和 AT へ AS し くく 遂 
や 還 く S 計 革 の の つり 社 恒 り 品 で ぐつ ね" 

地 和 や を で し 肖 り 。 所 半 的 直 避 畠 尺 電 公 下 % 本 公 潮 
0 や て ツネ 羽 避 寿 必 じ 軸 ろ じ ろ る Se ロー スー を で る 
思 2 ぐ 四 凌 18 頭 突 じ 2 で 2DST レコ SeSo 
公 補 セ ー テ ニー 間 各 つつ 人 S" MS 評 要 " 所 せ る で し 把 
忠 選 抹 豆 つる 請 癌 S 宝 くり 4 vwG 震 り 亜 良く や " 
へ そ へ へ ロー へ SS て ャ 稚 補 つ 氷 ペー ヘ を で る 端 貢 
志 必 上り 補 で レギ 橋 つ ね" べく S 環 半 求 で 選 吉 可 TV  w 
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ビ ピ シ ャ ー チ ャ 





SS 革 可 吾 の や の つつ お 生 へ へ 中 エー お 吾 る うり 
で 中 惑 や や ぐ 必 悪 QumRte り ざ せ つつ ャ ー テ ュー やせ WW で 
96 羽 品 宮 ( 臣 " 尽 曜 )) ベー ハト 恨 計 エル 了 K 味 
Y り Sn (区 村 人 8 虫 )* 

〔 京 ) ベー (KNNSH) く 心 や ミキ く ( ス 
心 ふ 環 ぐ 四 )) SN や ト (へき G 貼 中 改 や トト ヘ 
や (ふさ 換 HH)′ や さく 中 で ()) トーS ト 必 ー 和 トマ 
く (トーR ト NSH) 人 で" つ ト さく ーー ペ ポー” へ へ 中 で 
ーー ま トキ や トト マー 

ハハ キー 中 キ Pisaca ズ 妃 wu で r 議 宜 豆 紀 党 で 
せ N 必 ドーロ 6 で し 杏 で S お つつ (『 ド セー ミホ ー キ ・ 
トー ト 』 罰 1 や )′ ロー ホー ( 喘 ) 半 お る や 
や 2RStQ ズ 計 せき つこ で て SSre 計 で 擦 掛 補 ト ヘー 
( 室 羽 ) も 忌 司 美人 Pote Ste (に や さも トト ・ 
リー 」 回 や )) ヘ キー ホキ ポ ミ 束 震 せ トー ゃ ミト 
リー ペー 羽 。 キ ふ へ キ G20JAJs2 り 宰 5 ツン へ 湊 で り 埋 
6-Rte US で S 陵 末 お で 各 机 の で せ 玉 末 下 式 補 中 
合 の RStO や キー ホキ 3 本 避 環 迷 XRA4 用 
で 世 叶 玉 て RekeS し ペン Seko J も 革 口 S 人 
る 選 和 林 で つ ね こつ や る っ 也 せ ロロ る で くさり リマ 
や ざこ いる し つ折 A0 で し る ro 

コー へ Bhisma ポ 司 捧 旋 「 く ーー 心 ふ 』 で 


届 翌 引 守 や @ へ さ 守 ぐ 世 央 避 弧状"「 ル く ー く 一心 
で 選 補 り 6 で せ ジー へ セル ふさ 凌ぐ 田 ふ キー ヘコ 
SAAK 呈 ぐ ポ 年 ポーSS る 2 や で 選 昌 mm で 店 革 し で 
で やき ホ トー トト 羽 心 つる で SG 折半 く 苦 二 G | 年 ト 
で と むく 聞 弄 で で ヘ キ ー ヘ へ KK ポル く ーー 
たこ で いい と も 

ト く ー リ ハー 玉田 革 装 征 選 S で る 控 選 6 や 限局 
で AHKS 選 喉 中 りお" ArmAYS 坦 "NINN セ 一 
古 ぐ 終 9G 王 SAAK 尼 半年 ボー ホー ホ で マー 和信 
で "WS 醤 転 埋 困 匠 ぐ 王 し ′ 宮 避 る 肖 る し へ ペー ド 牌 
で 放 ぐ 悪 m で 年 介 避 つ る "MS 井 トド ト く ー ロ ベロ ーー 
回 半 届 頑 夫 世 。 問 攻 やつ る や 思 じ 絢 お" り で やせ 
や と ロト 必 トル セー 古 避 苦い 人 る S へ S 一 装 古 や く ー 
AN や りつ せ で 要 袋 で SS レ つが で る 9 つ 全 つつ / S 
へ AS 一 民 是 名 華 つ 計 つ 和 簡便 ね SG や” NN ト b 一 華 き ポ 
是 や ズ 計 ささ レ ご 是 庄や 由 革 ざ つ り 欄 くね で や 陸 ら 選 
緊 ロ の 0 りつ 電 諾 人 で も いつ SAS 一 半 是 
せ べ 計 ぐ 始 つ で ツ SA 忌避 選 る 挫 で 王 じ し SAS 一 
や SnNRS 半 所 きつ い 球 つい くる" 

WS 韻 ′ 忠 所 迷 G ト 必 ト マー くつ 3mRG 田 WS 欄 
ぐせ や 財 革 ぐ 半 SQ りつ 調 で し 押下 wEST し る ね" 槍 
S 王 066 で ウ く る S や へ ペー せ 折 選 天 つや Sre 和 ト 心中 で 
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ビー シュ マ 


ー ミ SHHmR で 。 果 竣 い 刀 SHRS 事 ぐ ゴ 居る " 震 
きり で Hmm 軸 で 求 つ つも ひ コリ つる ぐも SG” つ 人 る つづ 
H き [RS ポ 器 せ 書 半 府 ぐ 前 *@ 吾 写 じ で で つる 和 S さ ツレ 
人 宮 召 基 型 四 で 明り や で で 9 で る "| 時 革 唱 下 生 で" 
つき で ン つ コツ” NN トマ ー く 田上 1 く G 恥 四球 刑 " 天 
せ ハ キー へ へ KA や モ で で 抄 つ せく で SAAK 慰 
ン S 准 ぐし や へ ドー へ 8 っ 失 間 立 人 ” 揚 補 写 つ 当 
ね" SS へ ペー 弄 生 還 お ぐ や ぐり 人 更 表せ ロ 選 的 
るり” やつ り S 避 居 和 培 8 提 で や HH 
る m 肖 赴 臣 摺 つ ね? 

りつ 11 ス 所 察 つ "シロ 忠 還 で 由 甘 め 京 緯 で る ( 哲 
3 り 選 公 で 判 玉 レ ン xe 財 基 ね や 8) 了 K 二 で さく 古 や や ト ふ 
へり 入 守 S 叶 向 類 の の の つる 相 4 レズ 本 の つい 詩 
R し sve で や Sn)* へ ペー お 装 祥 し 栄 避 上 中 S 中 革 
更 和 SA K 選 時 じ ME 表 王 呈 憶 年史 ぐし つが で で" 
理 K ぐ 選 更 向 司 いじ ヘー へ や へ 半 杏 表 は つね や ツ 
尽 p 由 RS 人 で 8" で Sm つい し” 半 玉 レン xe 財 半 る や 
や く が や 窒 六 選 ぐ 革 上 税 生計 交 。 晒 本 半 S 宮 店 
甘 や 区 わ の つつ 46 で ざ つ 介 S) ベ キ ー へ へ 失 革 有り 和 0 寺 
紀 代 合せる" 提 棚 衣 で ね S ヘー 閉 野 づつ” 前 で お 中 
各 弄 玉 じ ハエ キー へ へ KHS 舞 衣 拉 お? 

巡 放 きり ぐ 由 トー トト や いふ の る で SO 在 遷 で 


拍 じ お "ロロ ビー トー や トモ 愉 へ お SS 一 つい トト AA 人 
や 計る で S で 人 @ 直 拉 劉 塞 間 弓 代り 愉 つ ピ 
1 時 器 で お 癌 キー へ へ K 田 壮 起 で 信人 S 上 けり S 槍 く 
ご ホー トト や 下 へ 色 装 里 近 嘱 つい Sn で SW 玉 " 娠 お 
SA 一 計 古 客 店員 つ レン Sen 要 *W 人 由 剖 
各 列 や HG 下 旧 RS 由美 和貴 押 つる 名 コ 明 人 愉 J 人 
ee 交 @ 先 つね (T ト く ー く 一心 ふ 】 足 憧 )* 

HG 匠 衣 り 吉 び ね ホー トト や 心 ふ 半 由 生 田 習 各 絆 員 
や セ xe 軍 adS 生 。 殖 表 店 の SS る) で で 仙 坦 人 所 上田 ふ キ 
ーA や KS へ AAK 尽 呈 県 る 拉 ぐ 王 旧 競 選 つ ロ く T 5 
ゃ no の 挫 で 王 り 本 昌 で 垢 つ S 付 民 り 全 S や で" 直ぐ の コ 
給 尽 レ 06Trrvnt 据 旦 ぐる 圧 ロ る 選 打 0 で 人 
胡 叶 ぐ 幸 ま トマ で キ や トト マー で 晶 ら や Se りり や 全 旧 公 
いね" 選 装 | 本 恥じ 突 近 お 田 括 量り トキ トト 
ホー 称 剖 せつ ね る っ 繧 で る "所 量 ぐ 地 幸人 る で 装 守 
xe 財 半 科 田 S 開 民 各 りや で や で 正 つ 電 諾 人 の る 
りり PST "や し ロト ホー や ト や 私 へり くる 人 半 忠 宮 表 店 
各 半 じじ SQー ゴ 尼 旦 で ※ 寺 wwVS 06 衣 人 で oN りお 
る 公 補 。 由 共 押 押 ST" ホー トト や 心 ふ 革 
下る で SG 妥 丈 知 字 つぐ 制球 地 伴 RS 人 加 
愉 丁 京 し 岩 開 水 奨 近 り ゆり や 和 年 つ で 午 人 る どじ 
や マン 捉 も S 貼 沙 や 枯 べ や る で で 旧 | 半球 京 じ 束 り 和 セ 析 く 
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ビー ジマ デマ 


一 ー ーーーーーーーーーーーーー 


ヒデ ィ ム パー 


や 閉じ お "SS 式 栄 " 避 せ ー ハ ドル ( 格 @ て マズ ) へ 二 
人 86 で S で 8" < 田 革 谷 窟 人 る や さ ツ ま トマ キト トト 
エー や 班 察 つ " 台 中 く ぐ 福 軍 ぐ 人 人 る で リー へ AT ト 到 凶 上 
名 向 JoS 未 旧 せ 国 登 り ざ S 守 る の る 必 遇 携 he る ( 下 
評 武 7 

ペ キ ーー 和田 革 ま トキ や トト マー の SG 夫 る ね ホー 
羽 一 入選 で 中心 ホ マ ーー で 1 hm の: 
シロ ロン ST で 玉 "ローA Tb お 避 家 和合 ホ ーー へ S 和 
字 田 特 は でる" ふさ へ ヘコ ーー で 田 固 業 村 つ お 反 栄 
マン ゼ 柱 公 和 ” ホ ー ト ー へ S 入 せ 下 SGS へ へ さや トド で S 交 器 
WW い 本 7。 十 時 主 引 『 SG 尽 設 衝 束 お" りや ジー へ 1 セル 
せ や で ホー トモ ャ ーー キ 必 田 選 は で 下る ね" 

WSJJ ドー ペーHSI く 鼓 ト マミー” に ト さ りー 
ト さ ミーー ペ ドーG 密 京 ら ぐ 生 (名 弄 酸 ) 和 S 選 で 人 る" 5 
ー ふ トル せ も で 中 ー 羽 や ャ ーー と 呈 中 スマ 可 で 求 ゆ ささ レン 
守 革 6 くつ 照り ツ WS 入り 課長 つ お " 岬 くべ S 記 ね や 
時 くる りーA 9 ル 鬼 旬 長 つい SG 利く る 攻 公 つ て 青く 7 
6 や / 弄 で 軍記 で 交 る 和 閉 レツ る 0 ロー へ リル 和束 
し 代 つ ざめ 例 6 で の つる 篤 的 ロー も 全 提 察 避 せ くい 
S 演 融和 SS りつ 和 編 押 る 畠 連 入信 で 思 で 亜人 つ せ 
ゴゴ ポー ペーHSI く 可 各 殖やし ふさ 抄 ぐ 区 く K ト マネ キー 
ト 心 喉 "る" り 必 つ P 遇 く 幸 や で ホー トト マー ニキ 





地 坊 部 QMS 反 SG や ふさ 所 齋 生 ぐ ※ 打 吉羽 習 ロ 補 
渦 各 所 つ い | 表 党 く m R や 改選 ト に タス ー へ も や ト っ つっ 
る 8 選 で 必 コ つ や る xe 悪 填 で で 選 守 人 6 で る ロー ヘリ 
【 せ 員 六 や 心 や トド G 菜 時 テト ーmー 選 トロ 安 つい "へ 
ミ さ ふ ローー 心 計 証 o の で セ っ 6 を で 絢 赴 つ [人 SG 
令 四 6" り S 胞 くせ 選 で 羽 と で で や "ミー へ や トリ 
足 生 や で] の 臣 で る 和 S ぐり や 芋 記 WS で 守る 6 か 6 
ョ ロート せ 判 各層 でる"『 ド ト く ー ス 一心 へ 』 谷 る や 忠 論 
衝 Sre へ や さ 据 で 玉 窟 東村 の つつ 96Mo6S 皇 表 坦 信 う 
ヤー ハト 経 ふさ 半 で 時 天 の つり 判 散 直 科 
つい る neT 

( 応 X〕 ト ー く ペー キ ( 呈 S 中 ) トー く ネ ペー や 
ミー キー 心中 マー トー 中 (SAAK 忌 S)) スー 心 和 ふ ( く 
心 へ や ぐ 貼 沙 )) ホー ト < く ( ぷ 福 て 改称 ミ ヘ キス く (KN 
や ふ 拓く 古 くく いふ キト wb( く 改 拉 SmS 再 雪 ぐ ズ ) 
キー や ふ K ト ー(A キ ーA ふ KS 計 )) ヘ キ ー ヘ や SikK 
ゃ (キーAAKSH) 宝 AS 一 へ (人 S ヘ ペー ドド 革 で 由 ) 
ポーA ネ ホー キ ( 臣 )^ キー トト や マー トー 選 ( 和 AN で 
謙 ・S や へ ポーS 由 )) 玉 で 愉 や に (ふさ S 由 抄 )) で 中 
で キ ( 情 )) ふさ ヽ へ 必 A ロ ュー へ (や さ 飼 ぐ 貢 寺 S 環 )" 
ふさ キル ( 臣 )) へ ぐさ ミト へ へ (へ や さ SH 氷 )) トマ ー 
AA を (SAAK 忌 会 で 逢 や の やく) キー 中 ペーK へ ( 臣 )7 












S 吾 究 ぐ 季 団 表土 お 富 ^ 中 マズ 窒 S | スト マ く ベー ポ ャ セレ 
選 務 N ぐ で 和 キー さや ト 出 上 拭 本 <:o り の 9 地 加 つ お 
S や リー ル セ 全 翌 半 電 ボー ペー ロ 層 選 兄 つ ね ? や で 
ー 心 や マー ニキ に さり ペ ポーツ ト さく ペー ニー ペース 提 壌 つ " 
時 SS る や 環 人 店 基 る や る 6 が 6 り 判 的 拉 お? 
出 較 S 田 玉 や や りつ 電 本 おま 中 で エト トト マー 
ー^ ム リト ロト さや ペー” に さ く ー ニ ペー っ 拉 人 で し 判 開 %9 
ゃ on ピン Stea6n 避 宜 べ ね) 回 せ 宗 介 で 次 る や 詳 ke 
り ざ せ や 守る の 季 い や リ S で 軍人 る" ま 中 で キト に 
エー 人 馬 志 和 で 人 S で り N ン 所 由 で や キー キネ 避 守 る 持つ 
し に さり ポー で J 拉 SR で や に さり ポ 一 人 る で せき シー ふい 
ー ふ リー トコ ミー ニー ペー 人 る で せく ミー へ ヘ を トド 思 K で で 
で と EE まこ RY は - そ さく すでに 
re ポ 確 導 w に Sm のり コロ ReS PS 

S で 愉 や トロ やく スー へ へ や トロ っ 表 思 人 く 王 親 ry ゅ リー 
ャ せり S 富 整 し せ 呈 人 で ぐ | 〇 ロ 写 RS で 必 ト 遼 G 選 江 
電 J で る ジー セッ ミー へ 入選 ト で に ト さ 江 相 相 う や 穴 
缶 つ 軍人 つ "回 る 悪 沿 乃 く ” 過 下 の 時 古っ o 緩 粗 や @ 叶 
や PS る? 悪 緩 1O 〇 mm ロー へ GS 四 評 や | 加持 
で や トコ スー へ 私 トド で 腔 主 生 中 人 で や" ロー へ 1 セト 
に さ 江 1 下 宙 き つの や ペー へ 私 や トド で 春 や S 涯 
悪 ぐ 氷 避 到 三室 味 人 で 近臣 で "ミー や トド ト 吉 せく で 


まま 中 で キ ま へ ( 且 察 才 Q 舞 ) で" つ ふ キー へ 
SAS 一 

や ネー トド < Pitamaha 「 足 %]S 据 し て WS 坦 
SS 宮 つ つ PSNNT 一 古 S 忘 

コー ペー くく 届 Pitambara 「 福 如く 振 競 各 上 ロ で 
王 師 性 ] で 握 し "や て AHKS 球 * 

私 くく 中 Pippala 一 に AE に 

Ji ト で さく Hidimba ミー ヘー ド HG 田 田中 RS 
や ト で ドーmー 選 トロ や 型 導 SS SAAK 尽 S 静 
得 G 夫 ぐ せ wW6e6T SreAM0 加 で W 電 の つる 
ー ふ ふ て キ ( 課 記 )) ミー ヘ AA や トド S く AN を AS 療 (て へ 
ロー ふ ) で ぐに し 習い し SreS 環 いじ 直 邊 の 明 る” 拉 で り 
で さく ー ロ 刀 で ひる や 村人 称 麗 レ ン ュ et も で 間 る 
で モ る りり 半 寺 革 鍛 1 1 下 ロ リー ド 届 環 じ | 男 じ 接 つ いつ 
コ 和 で さく 半 開 や や っ 2 田 田 店 更 寮 つ レ つが 仙人 
や つ S 会 さや セリ ロール 算 衝 記 お (『 ル くく ーー 
足守 )* 

沢 マ さく ミー Hidimba GSxe く せり 中 で さや コー" 上 贈 宗 
コト で さく S 療 "ペー ヘー ド HIS 田 そく SH 中 と ドニ mー 
トロ 6 い 環 思 WS NAK 挟 で 表 菊 堆 称 06 で 
人 … で 旧 野 補う ビレ く ヘ を ASKSE や 男 お りつ 篤人 ST で "| 
り S 韻 ” 土 因 糧 さ や S 選 べく 始 っ で 思 そ り ト で さく 篤 半 で 
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に 32) 


s 一 一 一 ーー 一 ーーーーーーー 


1 
ドリ 


軸 唄 いて 本 人 0 や ココ 立 で 回 べ KJ ト で マミ ー ロ 杏 や や 
根 ウン xen 旧 租 る で 記 る | コ 二 そく ー 芋 四 人 ペ ね つ 穫 
還 財 中 上 や る る 1 中 で もせ 要 環 補 尽 介 主 で や る 
に mm くだ くに て こ ) こ だい と そく と 
で" 回 衣 難 了 つ くべ 想 で 習 旧 迷 史 代 パ リール 前 る 紳 
お" 謀 京 ロト で さく せ 拉 邊 ば せり 愉 マ マス ーmso 庁 
全 コ つ 民 和 ロール 到 甘 つて 装 選 守る で そら ロ 脱 球 つ 
で MS し つの 人 コ 叶 で さく 一 リー トド ぐ 提 宮 和 導 ら ぐ 
も 嘱 RGHiKYAHIKYN3S | 四 S 下 団 到 刊 Se レ 
ヤー ル 公 思 く K | 間 共 で も りや 只 人 "や ー ト 
正 せ 中 で さく ミー で つじ 球 つ "中層 写り 大 柳 唱 ye 
いら 貴 居 つ いつ で る 7 べく SS る や りり ミ ーーー ペ ホキ 
っ 羽村 穫 陸 玉 玉 (『 ト く ー ス 一 心 ふ へ 】 足 藝 )) り ぐ 店 革 
で 語る 課 宮 や で スー へ で 玉 愛 再 で 衣 せき ミー へ 私 
トロ 選 つい 素 下 証 つね" っ タ ーー トド ーー 一下 キ 
コー Pitr 「S] Se る せ 「 記 昌 ]S 握 堂 じ ” 球 大 
で WSaenS 坦 坦 S で SR や "て リン で で 定 選 で 給 " 宏 
朝 "” ) ぐ 宮内 表 つ し DA 選定 き 玉 ne※ つ や 朗 と じい ン て る 
還 中 守 基 時 ツ 家人 苦 で She りり 宮内 ぐ 坦 者 味 や やわ 
ーー ローS つ る Sm" 生 べ ぐ 宮 羽 ざ る で 握 堂 人 で" 選 翌 ゴゴ 
ズ 皮 ぐ 刀 紀 Se 1 つく SN キー く 邊 で mmm" 名 「 
く 一 ベー 心 ふ ] で も 叶 ぐ くつ トト へ へ キ 」 を 「 ホ トー 





= ふ トー リー 羽田 S 男 胃 や "で や 愉 や トド で 田 店 る で 
間 和栗 る " JS 宗 "0606 人 S 装 ら 和 振 開 シリ ー 
ャ 8 や や Fu 了 い 下る 選 選 で 下る つる ね こつ ね S や "で 
で いや ト 加 ぐ 要 つき 信也 や w 吐 | 利 S 人 で る や お り Cm 
6 で 3” StG 衣 や 心 や トモ 因り 妊 史 大 6 や " 握 枚 
求 太 包 nM SAAK 叫 守 旧 店 和 を の で や " 半 お 上 
て 尋 ご 誠 く し ww で る ロホ ー ド ロー (所 G 痢 臣 ) ロ 拓 
うろ" や り し 寝 玉 や 押 6 宮 お 近 蘭 名 TP 所 で 夫 や 写 
S 更 や で 季 い 王 足 つ ” 塞 革 眼 家 宙 の つき つつ 3" トー 
ーー と つろ や 虹 宰 つ ン で きら り S 案 や つ っ の 宰 由 や ト 
ーK キ で ざり て 本 ン ツ "所 田 革 捧 ぐい "上 款 わり 1 OOO 
還 ぐ WW で RS で つう で 是 婁 寺下 08" 補 り で 
是 興 Qu | 双 拓 区 昌 つ "所 く re の SS や っ 突 2 宮 競い 
モ い 申 冬 思 束 ぐず り 届 難 で る? 

下 必 か ト 5 スー ヘ と で で 田中 お や つの ] 可 せ テロ ー ト で 
や ざし 拉 塞 和 穫 や WS 芝 柏 宗 棄 案 で 民 つ の 舞 補 % 
信人 で で お カー ドモ せ SS ド 必 や ト で 嘱 中 を ドーm 一 直り 騰 
生ま さく 0 た だ も に で いそ 
導い ツ つや で 叶 和 9PST る" ロート 3 選 っ の で ロス 
ー ル ぐつ ざし 悪 差 填 人 宮 愛 つね" 

と ドーm 一 和紀 で お 人 で 様 己 弄 人 玉 お く ー へ や ト 3 詩 
陣 和 0 折 つべ 仁和 SS AA K 忌 ぐ 華 民 で 槍 Wo ss 


トート 』 6S せ 宰 尽 で カー ご せ 王 Y ぐ 店 し ST で る の 
っ で で yeT 

や て ニ く 中 で Pitrpati 「 良 間 ぐ 約 G 刊 ]S 着 し 良 
間 回収 軒 や ベ キト 和 培 で 

や ー ト ド Bhima 「 還 ぐ つる 宮 1 で 油 や "リー トド ヤー キト 
や や 2 へ ふさ 半田 ベー を で 困 田 店 名 田 中 ” 
ーー や ト 田 で 圭 や へ 中 マ エー" へ 所 で 玉 客 半 レ せく ー 
へ や ト 細 S 飼 填 や つい 豆 向 毛 お " 

「 ト <ー く 一心 へ 】 で 世 宮 り 6 で せ ミー ヘー ト 由 り せ 
や へ ホ マ で ー ツ セー テ ュー る] く で 笠 生 次 で 生 ヤキ A 
も 守 ぐ 宣 4 で 培 上 時 SQ を 向 和 を 判 和 提 き セ 約 守 
人 る 所 く る" 畔 培 Sm で へ へ 中 マー ゼ 公 で ツテ で 
ミ や トー ネ K 守 会 で SQ 華 つ 待つ い 画 ArQ 物 球 人 
美 畔 年 < で Srxe の ろう 必 セ ヘー ( 室 慌 ) 除く る 
ぐも N ミ トト ー や トド 華 り 6 で や 田 四 SS 店 
TA TK で 羽村 お 選民 で 古 や トー ロロ トド ヘー 選 和 揚 
WS 宮 やつ レロ ー ド 公判 で お) りや 有 せ や トー トー 
(や トー ロ 古 で 重 中 ) つや 中 せ SQ" 禁 判 記 お 二 ′ 
全 で 「 り S 財 人 票 字 SmS 貢 選 G つ eS で 」 
や る で 福生 SS (『 ヤ く ー ス 一心 ふ 】 尽 虫 )* 

人 田 ミ ー ヘ ハー で 公判 各 下 で つる で HK て AT NT 
せつ Se ベー ヘ を と ド で 財田 店 きく K ト マネ ホー トド ト 心 で を 


やや "コーb 時 や へ 中 マー や 回 べく SR 押 や く ヘ キ へ ヘ 更 
(ロー ) ぐに し を 六 各 隊 つ り だ で voD で 
Wo 失 表 GPS 一 朋 る っ 思 こり PS" JS く 
ヘ キ へ 振 S 震 氷 せ せ 狗 く 民 で 謀 富 トス 生 導 くし 4 で 
で 宙 ぐ 人 る 和 公 多い 主 い 軍 る 舞 雪 人 る で 画 T じ So スマ 
ST る 2 ね? 半 6 午 コ 対 で さく ミーコ る 愉 加 マズ K 各 字 
頑 五 つね や つり ト で ささ ミー ポー トド | 皿 RKeS。 
S 客 閉 交 つや 0 固 装 各 也 だく レン で で 夫 の 員 
S 失 守 愛 い "レン SQ の る "ロール つり 盾 で ペーS 想 
地 S 里 いで ロー る で 装 で 人 る 思う トマ で さく リー 求 
計る 和 MS 品 選 つる 迫 計 ぐ 表 リール 思 べく 各 悪 つ る 
や 了 ト で さく ー 塞 る 可 儲 唱和 全 で AT で 下 「 リー 
ャ S 呈 手 せ 思 く KG つや や 束 つ ′ ロロ 尺 振 父 器 麟 = | マ 
S 恥 店 勾 半 SGS 判 暴 和 想定 yet で 相違 寺 で で る 7 
り ぐ つじ 拓く ー 基 弄 由 や 揚 さ S 由 お ネーーー 
で ホキ NT で RS 記 る 械 の や で ヤー ミー へ や 
ト で お 人 で り 球 各 療 定 xo 究 填 A や で お ( 足 堅 )" 

ミー へ ふも や たせ 枯 人 で 接 く Of6tt で や 一 R 呈 キ や 
羽 一 つろ 心 写 所 宮中 和 守 会 的 で 26 や Se 
PA る ぐ 押 班 近 舞 つね お" セ ke や で S く 必 員 へ | 能生 級 % 失 つ 
ペ で Se で も で 王 要 ンコ り S 証 ぐ 大 羽 ロ 議 宗 ぐ 回 く 
SS 糧 く し 分 時 叶 記さ べ せ 間 持 2 で 96 < で 求 "1 国 
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ビ ピン ガラ 


ぐ そ せ ′ | く ぐ ズ 札 避 板東 つつ し 可 ぐ で で や で 旭 
やらせ きり SKINPAS 明 SS 埋 旧 で る の る や りつ や 人 
"へ へ 中 マー 匠 直ぐ | くり WM で 悦男 和 狼 に 
の 紀 つ 皇 "リート せ 晶 G 下 つ 抹 や りら 撤 
英 つ ′ 回 くく ポコ ネ 坦 対 ぐ 朱 。 加 べく 電 撤 で 11 で けつ る * 

く ミーA と で ト で 路 由 中 本 で KTNS 田 電 は いる 人 和 
で や ト 杏 S き くつ レミ ー へ NE ト GR や 層 り サコ 
つい 毅 ぐ Gw 可 つ HAYA TKYNW 加 る る "Hih で 
AT で 中共 埋 呈 ・ 上 俸 ・ 国 十 や 回 王 ーー ドーmー 和 
や 表 和 ぐ 了 KA へ 中 6 PS セツ 避 記 で で で" 
時 で るり 務 昌 想 芝 毅 記 いじ 綴 "監守 り 還 田 目 で 舞 王 
で やく 生 マー 本 い 近 で る "コー ルト や 思 年 ト く トマ ー 
9 竣 琶 りつ 生生 つて 基 襲 つつ" R で 心 や ト 二 るー で く 
マー や 間 じ 各 Y や T お つの さ の つり 書 K ぐ 束 半生 で 半 鹿 
更 半 季 刷 TO つ お 本 回せ で bmS 相 つる 幅 寺 各 短 
て 7"「 つつ 選鉱 愛 各 し" り S 虹 証し 加 人 る や く 心 ふ ぐ 岩 
示 提 G 書 各 る 季 束 WS 慎 め 甘 6S る で eS 誠 表 つ 
いじ 刀 軸 ぐ 填 暑 旧 親和 re@ り ざき きる PSn で ロー 
で く ホ マー で 股 柚 せい る か 切 地 全く 要り ロー 
で ーmー 愉 と 心 で く ホ エー ぐ 握 じ 台 ま G ぐ ポ つ つや 赤 五 
ぐる 必 枯 写 求 要 ぐ 誠 帳 避 言 < WS 表 ジール モ 「 っ 
づつ" 選 公 愛 症 しり SG と ドーmー ト トト で つつ 必 宮 開 や 容 息 











る 穫 避 さや に ト S の Sm 由 生 ST や" 

( 京 W) トト ーー ルト 人 か ( 恒 古 ぐ 忠 ) トミ ネー 
へい 込 を ( ト さか)/ ト さ 当 トー ミ や トト 込 (人 ト 
さ 人 上 S 宣 人 応 押 )) サート 私 に へ ( 交 Y@ く 4 天 
る 和 つ る ね く )) で や へ トー キ (へ へ 中 エー 中) トー ミ や 
ー て ルト 公 キ ( 還 く 是 ぐ 中 )′ ルー ミト で ( 臣 ) 私 ト ネ ホー 
ー ル 人 込 キ ( 下 )/ や トー トー 渋 ( 下 ) モト ーHK へ ( 臣 ) 
く ー ミ ゃ ふ (トニ ネーS 中 )′ トニ ローA ホ AN( 村 で 時 各 つる 宮 ) 
信 M つと 必 や く 計 マー と で ーmー 和 本 

トル や トト ー Himavat 「 押 や 年 い つ S」S 舞 や 
トー と キヨ” Sre くせ リャ ー 心 と ヨ 紳 つ 人 古 *” 是 忠 
ぐ 十 全 ぐせ ペー トー” Se る せ ペ ー ト ペー ぐ 尿 や "で セー 
や SAS 一 名 相 " や ャ トー ゼ へ や に ト ぐ で 是 亡 の さら AS 
ーー な 由 吉相 り 埋 に さ し SA K 喝 ので お 

コト ドー 上 中 そ 刷 Himacala リト ルー テ ー つ つう くり ト 
ー 心 と ヨ 堂 ぐ 斉 ST" 

INl そ RATN Hiranyakasipu 「 で S 六 察 や 振 宮 」 
S 抽 じ "Jl キー ふぐ 要 押 で で ホキ ぐ " 須 葵 へ 
や トド 王 人 で 岬 政 間 1OO 思 時 SS る 包 玉 環 * ら りつ 9 庄 和 
守る お 人 全局 枯 き T じ も で へ km 皿 計 セ xe 答 中 
トド 一 和紀 電 設 愉 の つね "人 S 環 も で AiK 革 全 AA 
く ( ズ 量 由 ) で 巡 じ 陣 で で (や で へ HKG 拘 国 S 味 )′ 浴 





づつ SS で 8 詳 雇 給 で 拓 里 り 表 で や くし ST の 四 
YY で" ロート 芋 次 で せつ GS 杏 じ で 必 や ト 忌避 
wm や ずつ ね 和 S に さ 入 本 宮 や 人 で で お ( 半 想 )” へ ミ 
や へ ーー 必 く 心 で 貼 落 る 芯 S11 で 相 記し 尼 拉 加 設 
づつ ST ポ 愛車 宮 父 補 室 リー トド ポ ミー へ や ト 屋 G エ つ 
吾 党 客 購 いつ し 避 本 つづ " 下 錠 | く ロ m( 晶 慰 で ロ )′ 1 ズ 羽 
や 夫人 る で で 心 や に で 郡 習 王 ドニ mー 選 や 愛 で " 麗 
十 せ 計 差 oo で PS で 合 w@R 各 きら つき で し 絡 で や 提 拓 
で る さる で "MG 圭 や AX トー テト く ト マー 
会 財 つ で - で る 守り コリー トド ト ネ シ ドーmー 入 で つの 
寄生 つ レ を 選 の 幅 で で りさ 電 唄 る 皇 % や "に 
ミ さす 直人 せ 加 S で つつ や 層 由 や び レロ ー ト 長 で や で" 
ャ コード りさ つて と W ぐ 柚 党 ロ シロ K で と ドーmー 和 
トト ぐつ つら 台東 記 区 誠 で し 安 昔 つる (キー キャ 構 )* 
コー トル せく ー へ へ や ト ぐ 豆 十 で せ じ ゃ 忠 軍 で 髪 垣 つ つ 
"大 己 本 で AH で 上 斉 2 HKTA TKNN 呈 田 
局 束 ベーー ふ ふ ト ー ロ 守 で や 監 層 で 閉 ヨ ヨ *Q 韻 や 下 つ お" 
壮 で きり トー トキ ヨロ 画 財 つ "年 々 ぐ ヨ ペー ミロ 聞い や 生 7 
KK コロ Sre 借 生生 を で く 計 マー ネネ 重 "いく 
まく トー トト や 表 り 二 へ IN に ト さ 久本 相 到 亜 束 中 補 り 
コー 公 亜 ご や (据付 圭 )" リー ドロ を 心 く 寺 マ ー ぐ で 
人 SS や BK ペー トド ペー ペー 田宮 INANNーS で で 


槍 DNil エ RAN 記 で 回 つね "つて AH 

INR さく Hiranyagarbha 「 振 外 S 避 思 」 で 
畠 り 『 王 N・ や ヨー 和 」(1O・1111) で JNI キミ 
く 窒 部 己 如 人 る SG 地 垣 く 震 更 是 ” 吉林 挟 せ 草 守ら ヨ つ 
で 較 足 ぐ ぐ 王 う 羽 中 を さく ざき つい 用 RS 了 K 現 向 民 
是 マ 半 衣 hXP 古 蜂 ・ ズ 記 共 選民 軒 つ し る r0 へ 給 
全 S@ トー トト トシ せり で 旦 呈 で の 選 旧 キー へ 
( 舞 抽 ぐ 記 ) つ " り S 振 直ぐ 枝 ーNNA キ エース 中 
て ( 半 共 ぐ 刊 ) 半 玉 ヨ い | 束 く 府下 ES で の Sm(「A 
すそ ふく へ ・ 人 か ホー ト b ト 』 1 1・1)" コテ ドー 捉 古 胃 
人 8 くじ 記 末 部 ぐ 翌 選 き り 羽 川下 生 ミス 和 ト N 人 キー 
で ) KN トト 一宮 杜 本 聞 の つい ぐふ すべ へ 中でも 総 衝 
トコ 

INl キ ー ふ へ キ Hiranyaksa 「 で S 凸 避 琵 い 宮 ] 
ぐ S 再 じ " 玉 慌 異 選 妃 ご 示 く 前 で 陣 明 和 で トキ” GS 
Me 私 で へ 区 華 せ や に 必 ー く (中 杜 ) ぐ 辺 コツ ( 人 や 
て AHK ぐ 舞 S 己 束 )) 必中 キー ふ ヘ 中 つ "RS 二 
ヨネ 現 A 葵 吉 迷 疾 つ る (『「 モ トー ョ < トー ト 』 | ・ 
1 国 )% つや トー く 

へ Rh Pingala て や リー ぐ 可 到 赴 ぐ 折 症 和 販 で 
EN で た さい 

ホー ( 寝 ) 半 SHSW" 
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プ ヴ ァ ネ ーシュ ヴァ ラ 


mn 一 ニー ーーーーー- ーーー 一 


プシ ュ バ ド ヴ ィ ー バ 


N や か トー へ AT 選 KIN Bhuvanesvara 「 握 就 ぐ 利 」 
で 援 いし " 限 幸せ 本 呈 末 ぐ 反 紋 つ ST し く 6 鍛 己 ” 年 く 
ベロ AG 田 画 現 提 に へ 一 玉田 で 盟 配 表 吉 和 SS 
WS 味 ン 避 親 了 で 尽く ー ミ 和 S さ く 球 抑 生 Se で 
紅 己 な MSXSK セ で トロ AS トド 古田 塵 で 局 く つり べし 
TS” 所 思 近東 部 じ ぐーー ト く 
一 AH や FN ( 相 S 害 ) パ つ レ ぐ へ や ト 華 避 選 で お っ 
AS・ 選 ーー キー 胡 門 ささ トー ハト 心 表 課 侍 め 届 


ヘー ハエ へ Pausan 「ー へ ・ や ロー」 ぐ 尿 紀 ぐ 是 * 
「 掲 」 吉橋 党 下 鹿屋 pns 6 忌 王 お 9 細 じ 。 表 陸生 キ て 
VS の S 史 間 打 *QRR 和 干せ し る no 吾 品 征 定 や つっ っ で * 
トー ふと へ 華 感 ・ 軍 し Sm | 訟 で 刊 や つい 思 豆 和 可 
虐 つ WS で 各 簿 早め の R 下 せ し Sn" 半 較 年 ペ ーー 
キ ぐ 理 泊 Se GS 喜 Kー ニ キー 科せ Ke" へ 
リー」 昌 移る し お / 半量 06o6N 居 人 年 捧 必 マレ 
32reS トー ハ キ へ や 刀 是 マロ 婦 つ し 臣下 選民 で 
せ ぐ 舞 志 廿 宮 ・ 記 哲生 己 拘 じ Ste 玩 せ 記 三 六 S 応 
て 時 上 へ 忠 寺 SG 時 軍 さ く で RS ズ 証 洋 垢 和 吾 調 
つい る ゆい 玉 角 人 る で 反 で PSxe" SS で お 角 哲 束 所 や 皿 
悪 つ 。 ズ 玩 ホン ぐ 舞 9 中 en の " り で 6 ロー ズ 写 ぐ 渦 世 
己 鞭 屯 AS の つり 良 部 知 K 可 で 串 細 で や つり 短 ン 


拓 や やおや し で っ” 吾 る 革 球 wiK 和 SW で る 6 雪 
て し つ f6T SS や" 舞 叶 | 楓 守 で モレ つが 6 で お Sm 
「Y く ー く ー 心 ふ 』( ニ ロート 蛋 ) や の" さをり い 寺 
宮守 で 宮 忠信 瑞 和 和 記 じ Sko" さと 民 穴 選 り 貴人 る でき る 
ね り ざ し 届 選 団 る 。 NN ヘ キ ぐ 只 只 り SQ 古 ざ で さ ざ り 必 
瞳 m 誠 くし く SS 各 較 つい で やじ 記 me シー 弄 や トー 
ぷ キ へ 和 罰 ご い 到 いじ トロ ーー へ キ ぐ 甚 尉 や 宮 て レ く る 
トー ふと AS 舞 や 索 や つが で る の る 7n っ ミ を 

NATHRIh Puskara て NHS 思 束 し 本 由 3 旨 
うり m 郎 W つ MMGH 到 材 9 還 国 疑 で る ([ ト NH 束 中 1)" 

「 近 缶 杜 」 ぐ 舞 じ へ や ト 下 " ヽ ーA 下 古 S 忘 SR* 

可 愉 に か ペー ミ ぐ 県 と ロ ぐ ne 給 要 "ベー へ へ や ト で 財田 
店 玉 で 生生 mー 選 相田 6 や 型 畠 和 お | 1 証 
SS る りく 塞ぐ 避 の 選 旧 直ぐ ね の Sn(『 セ くく ー く 一 邊 へ 
評 曜 ))「 く ニル ・ ト ハー ト 』 抱 | 聞 せ NAS 中 革 つ つる 
で り で 士 更 NNN ドーロ 捧 も で 8 の くし S ら ” 痕 
で 夫人 ベ つ 22 の GPS りや 人 S 屋 衝 記 Sr" 

量 N ふ 9 SR か を ドミ マー く で り の し し A を ドー 天 忠 で 痢 
皿 密 は 代 2 レ 。 POG 玉 届 SSyS で SenQS 1 0" 
トト ー ト ロ 6S 守 うり K 雪 S 穴 屋 じ ^ のり 己 電 お マ せ 
吾 塞 部 ぐし 1 OOO き SS る ore の る mn(「 ト トー ロ ・ 
トト ー ト 』 11O1)* 





翌 記 wo レ Sxe" 
「 球 SI1CS 〔( 於 ) 全 暴 %% 装 ぐ 型 ぐ 【〔( 誰 ) せ 崎 己 せき 
紀信 つづ" 天 革 民 で り コ つう ES いさ 1 ロ S 恒 
斗 中 ( 咽 吾 ) (Cm 半 祥 MD SJ" 近 避 菜 革 人 S で 全 @ 准 
記 上 お | 如 埋 G ( 古 ) " 革 G 抽 中 トー ふ キ へ > 
りり ロ 福 玩 (K・ 財 1 )" 層 三 凡 明 で どい コー 
倍 地 中 ら " 短 記 で 幼 和 基 り pa 表 器 思 慎 つ 0 
臣 (W 財 垣 ) で は 下 庄 や お で で つ 代 交代 e 了 癌 ( 
垢 巡 環 避 掴 貴 ) 電 頻 選 園 つい 0 古 ト ー ハ キ mn 
聖 紀 つい 慎 (11)*" トー ハ キ A3 KG・6 お 下る 慰 
や 示 宮 豆 ” 理 突 甚 票 で 判 祥 選手 定 は つじ 緩 環 
や て 地球 羽生 や" 公 人 回 科 征 々 で ベーー ニ トー ( 村 醒 
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『 つ へ ・ 和 ヨー ロ 人 8 くし 3 際 槍 中 oe の で ざ つ 
mm 和 を つう 負 鹿 じ 迫 つや で で 守る 相 糧 ST ね 
トー ふ キ へ 7 和 トー ト 選 略し せき ね つ 旗 紛 珠 や YS で で 
移る "MyS33 トー ヘ キ ヘ ロ 革 所 生 守る 
人 で PSxe” り S 細 せ か し せ で トト マニ ユール ・ ま へ へ 
ー] ぐせ し 距 で しく" Sto 衣 ミン 小 古 (や ト 芽 で 
時 深 ) 入り 店 SS る で る りり 各 時 員 半 ウレ” GS 失 
EE で ささ 3 リト で < ドド よく II ド よ ペ ケー<) あお そま き 


NATHR 愉 トート 上 トマ ャ ー Puskaravatr で ANK 宮 
S 選 て ロ SN る SA ヘーNS 記 SW" 

NAT く R Puspaka 二 誠 ぐ tm り 型 ご 了 各国 re) 
て で や ue 敬 皇 ぐ WW 握 ” NNN ド 一 王 生 へ や リー 性 連 
信 つぐ や ペー ぐ 課 宗田 トー トト ト 玉 舌 く 7 o で の 選 
一 ド 樽 る 刻 で V の こつ の つつ お ペー ヘー の りり) 
で せ 旧 で に m 一 トマ キー ぐ 商 り 府 で お (IN トー ドー キネ] 
登 吉報) 

NAT く w へ ふ Puspadanta [SS 習 加 手 い 宮 ] 
で 抽 じ "ふか トド G 坊 下 G | マ " 吾 せ ふ や トド ト AMS 是 相 く ミー 
ミ さも トト ホ マ ーG 局 臣 和 要 くね り の ロレ AS に G に 惑 
監 う WS 話さ つ レ ズ 証 せ 寺 さり ざり SS で 8" JSTm 
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卓 に ロト ー ミ の る で 者 四 和 SS で PS 王 る ロマ 更 で 中 ね 
委 キ さ ト テー トマ ー ベ 委 篤 YSx@ り S 系 陣 ぐ じ や い ぐ 素 ツ 
や OS 音 和 SS の AG | 昌 構 己 Sr@ 委 トロ く を トマ 
ー く や Sn (TS で AHK・ 愉 ホー ト 』 11・ 還 一 K)* 
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へ ポー ぐ 明 宗 田 ト ー ト トト MS 束 へ さく 代 ミ ト S 里 (TI 
ー ル ー++ よ )* 

hw Budha 「 牙 計 環 ]S 抽 じ "中 ぐ 華 ペー ヤ ww 
S 郊 ロー コリー Se くせ トー く K く で で 龍 ヘ ーー 
SS る SSG 由 " " 問 せ か や ト で や に へ トト ふぐ 志 で て ト 
ー ツ 揚 宮 コソ "トミー 心 や ト Kom お "生徒 ・ 
リー 和 」G 押 部 で 臣 G | くい WS" っ ネー 選 一 

トー ふ Bhata 科 球 " 隙 球 " 村 替 ロ 皇 補 つ " マロ 間 
さ 。 恨 和 き 時 人 る つ 。 ズ 評 SW お る し WMS 宮 や 諾 論 
St 本 崩 和 や [や で AKINー ト 』 も しき トー へ 
宮下 華人 毅 吹 つ ね WW 赴 選 ヨ 紀 お 想 避 つ る 引 埋 りら る 
『「 や トー ・ 人 トト ー ト 』 し せ ト ー ふ ぐ 時 ロー ホー ( 
で ) し GS” 回 で きか トド ぐ 赴 環 や SQ の る で 

トー ミト ー Putana 中宮 く ー ぐ 突 ぐ ポ 路 携 " 党 さ 
球 々 へ ー ハ 1 相 電 革 さ りさ し 朋 y 心 の つる 全会 や 
の 生き Et 

トー ふく ルト Bhatapati 
AN ASFS 記 XR" 

hw Buddha さ 詞 S 下 雇 や SQ さき 議 " リ ヘ シド ー 


「 時 東 ぐ 刊 ] で 洗 じ " ミニ 


ANN トル 一 古 選 台 で mv てく 一 ヘ を N BR 
りつ ツレ トー ト S べ 著 胡 で SSke で で ねる で 

ポー ト Prasena へ N よ S 記 ネー トー ペー 
Ste 2 キー 一 込 へ ぐ 思 外 * 書 K キ へ つく で 
で 他 RS 揚 2 る り 案 上 導 つじ 羽入 ロ 6 で し 避 旨 記 お " 

TNI 必 ふ ミ ふ ホ Pratardana ミー ハーH 全 で ミネ ドー 
ーー まぐ 由 "回 ふか に IN を の る で AAG 意 実名 配電 理 で レタ 
で し へ も トキ ーA に Jo SRSte (トト ー ロ ・ 
トー ト 」』 団 <)* ホ で トド ーー ませ く で く キ 所 ぐ や で 
ーー ふく や で キ 田 器 囲 旬 笠 RS | 凌 せ 幸代 つ お や トー へ 
せい Y 議 恨 9 は で 公 提 只 " 1 中 ト 必 へ さき N 着 " 
SS 固 午 千 の や つる ねり 

NT や で AI トキ Prativindhya へ さ 癖 ぐ く ー 
AN や ト S 芽 量 和 ホ で へ YNS" 持 穴 せく ー ヘ N や 
ト で 田 HHG 救 昧 ぐ 抱 いく トマ ー" 下 中 で で へ 
エル せく 一 選 ふ 朋 末 多く 尽 上 RIN や ト S へ キ べ へ 
中 き 久 S く で SKIN キト A や トミ ヘー ドル へ 守 和 の 

<" 交 定 覇 器 \ レ So の り Q 富 ロー ト で 弄 th で に 
の ES かる! - で ば ユジン トマ まう ざる も お そり 
ヾ = (HTMiKYNS 四 ) Wo る RSte っ よそ へ 
さい コ 

TNINI ト YA TH ネ ー ト Pratisthana 束 澤 村 ( よ キ ふ 


ぐ 中 やせ や で へ 上 K 古 で 1OS 選 記せ ぐ 紙 玉 Sr" 
つも で AH AA 

トー トー へ AT や K ト 中 Bhutesvara 「 近 埋 で 刊 1 で 握 
も で TAK NNN セー へ 私 ロー へ へ 旧 相 で 
雇 S”「 悪 球 ぐ 刊 ] で 握 じ 世 く で Sn 察 り せ や トド 王 届 
畠 党 や トー トー ヘ キ その 直 滞 SSYO り oo4S 

TN 心 穫 キー く ト て Prajapati 「 起 憧 球 ぐ 刊 1 で 抽 じ " 
T や リー りく し お て A テ IN まや マー ニー” ペール" 
NIS さく で AS 基 揚 衝 2 く 7 「 ト ハート トト 」 し ポ 判 
旋 ぐ 圭 政 親 S*N 必 トト 一 古く で トー ト 慌 航 し せれ 
必 N セ 一 研ぐ つ (トト KK) 会 半 丈 る 1 つく 一 押 公 世 和 
る 2 壮 で 人 る で さ ズ 内 和 午 玉 ね Sn 1OS 必 キー ス 
で へ” 吾 問 トニー ホ " トー ニニ" ト ANKT NNK 
ホ で キト 選 く へ NF AA 下 改 ホロー 
KS る 革 和 や ヘ キ ) トー ホー PSkG SO る 
全 や ヤマ” スマ 1 KK 1 1 つや る RSto* 

TK 一 目 で Prasuti kw&S 圭 や NNN セ 一 G 避 
ふふふ キ ぐ 考 " 

TNIK ト マキ Purastya NN セー く 抽 (トト K) 
公 で 状 応 る 碧 四 S 1 で "Se る 3 トキ ーK 居 TS 1 マ " 
回 きい や リー 選 ホー トト トー トマ AN や ESSP セ 
て いじ ぐ 衣 喜 せ 吾 人 る で 午 ね の る で " 固 共 6 お "人 ト ー ト ド 鑑 





私 や に へ へ キ ) で 足 察 嘩 "SAAK 忌 コキ さ キ ー 尼 で 
旬 堤 蛋 ぐ 家 寺 つね 和 S び し 弄 坦 SNー く ーー を で 区 表 
こく パル まそ こい 

TNI トー< Pratrpa ふさ 表せ 嘩 生 Q 握 く ヘ ホキ ー 
NSH" くべ で 由井 間 せ る ね 和 S キー へ へ 玉田 香 
剛 く や (『 ト < く ーー 心 へ 』 足 暇 )" トー ト ぐ 蛋 突 品 で 
8 Sr 寺下 中 ホース 由 和 SR AAK 忌 で GE キ し 相 
記 特 つ し る ko 素 王 6 | べく で 折 つ る NR 泉 煙 和 め 恨 全 
つづ” HGSSS ポ ooS ゴ ゴロ 前 で " 畿 ろ る で NN トマ ー く 革 
幅 で る"「 都 つう へ KS 斉 共 務 直さ つね り ざ で 柚 送 人 
で る で SQG 公 "GS 邊 誠二 つ つき つけ Sooo で 
ゴロ 刊 YS ぐ 人 る” RS ポポ つ つり 剤 KeG 記 で 幸 や 下 で 閣 
おお "GS 完全 4R で K つ つぐ ゴロ 習 で お GSG を 玉 
し 半 玉 ビ ン 答 由 で 郊 せ つ ュ = 」 り で りつ SS やつ で 
ン で し SS NN トマ エース 田 及ぶ キー へ へ KS 人 ARG 
野中 祥 半 で お) ヘ キ ー へ へ K 到 簿 oe 田 革 拉 品 く O 
すい 谷 た や @ り や 来 製 つ " 届 中 性 つつ 1 く で へ へ S 補 り 選 
や 2 し る 8 で 賠 恒 選定 ン り つて 押さ xen は や 弄 所 
づつ で" 拉 ぐ モヤ 括 つ く 飼 所 天 つ る SA 半 革 也 材 中 で " 
り S ペ キー へ AKG 地 人 MR で る 人 KS AA K 足 で 半量 
AS ポーツ" 問 で SS る や やり 前 ね GS く ーN へ ぐ 克 る し 
中 衣 や ep ロー ハセ や Ste( トー トマ ー く 一 SS や トド る 晶 1)" 
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つ ペ キーA へ KT SS 一 

TNI で 可 さ ト 。Pradyumna ふ ー ふ リト ahMS 宰 さ 
ウツ リーSSS RS" キー や に 舞 王 e や ユ へ 
中 表 S 因 くく 拘 捧 ( ホ AS さ ヘ キ ネ "や ト K ト ー ト ト 
ー3 く スト II さ SR NR で 本 さ ト ) で ぐ 1 マ " ト 羽 ー ト 
で 届 宮 けり 6" 上 G 基 ポー ルト ー も に ぐ 壮 記 昌 で し で 
ro る StGT 

把 ペー ドル ホ ト ー や も ト SSIN ト で ホー トマ ャ ー 失 つつ ピ 
る お "| S コト ーー いて S 寝 く ー ミ や トト マー へ や ト 研 
EC や EAIYE ペ こと 省く 13 
Pee ヘ 一心 ペーKIN 悪 る 伺か トド で 下 由 全球 つ 
公 『 お 人 る で や St" 征 \ せ ペー セト ー や トト や 翌 で T つ や トド 
古 ぐ や で せり 貞 G 双 正和 馬 り 所 46 條 コ つ 人 ね) て へ を 渋 華 
SE: ペコ トド に 002 こ うさ SE そう さだ に SN いそ 
や トド 阜 選 いる る ね” セ Q 佑 各 再 定 で で や へ や に 三 き 
装 回 つい" 総 四 で 選 全 で ペ 和 衣 必 王 つ レ ペー トド ホー トト 
選 繋 つ ソ つ N で ね? 挿 部 つく や MS 蘭 中 で トー や で 
ー せ リト ドー 中 ヨ G 抽 we や く 一 トー トマ ー 三 守 
東電 生 る" セ Q ざ 二 年 公 剖 K ぐ 定 せ で で ドー ド ホー 
や トド NN 了 K で 上 生 さ キ の る で RE や や リキ S 中 つつ い 
判 忌 打 是 ぶ ざ ト KNAS 克 る 代り で 尺 Ao KK 
NSHHA キ さく 中 宙 回 生やし ST た さく 心 玉 ポート 





民 K で 生 さ りー トド トー トト ぐ 半 記 末 玉 し Se ロコ 
更 了 で や 全 つ お "りく 也 会 で 回 KSN 必 生 で 本 3 ト く ぐ 
駅 直せ 戦 要 くり 人 で” 愉 嘱 つる NN で 本 さよ ロキ さ 
く NS つ で 制 填 ぐ 湯 舞 役 べ お " を 生じ 塞 $%wm ヨ つい" 
it で 本 3 直 革 さ キ さ Ns 胃 つ "INK で 計 一 マー で 
装 玉 信司 や Se セー キー や トト マー 時 SS 者 る" ベー 
ト ぐ 吾 や ふ キ ー ふ 所 究 つね に 中 させ NR で 本 コキ ぐ 
PSte (スーSS ト ふ ・ ト トー ト 』 1O)* 

ホー ト Purana 「 世 2 球 忠 」「 拍 連 宮 」S 揚 や" ポ 
に kd もう EYE で に ささ た は 2 
リハ を ドー く 基 骨 ・ 選 窟 ぐ 聞 還 PoYSre” 折る 選 鶴 で モビ 
トート せ で トマ く 一 本 ( 弄 刻 ) や 控 ら で 下 で やじ 
で の や つの や 肢 氏 六 つ つい 株 公選 お の る RS GT の nS 
田 軒 ぐ 半 堪 ( く へ ホキ JNN キト )) や RT 還 い ぐ 判 時 
区 つら で Sne" ご 吉 類 ( 地 地 G 宮 型 )′ ぐ S 団 守 下 ( 地 垣 
S 軌 補習 計 疾 格 つ 宮 規 )′ 人 @ 氷 細 ( 征 ぶ へ 副 寺 陸生 )" 全 
KG 宣 宗 ( せ 昼 neve ズ 朋 記 )′ 豆 田 宮園 虹 ( ロ 主 ・ 
束 抽 G 押 只 6 し 較 当 反 和 田鶴 ぐ 映 弄 )* 恨 直 xeNNー 
ト S セ ツネ り S 田 判 量 4m く し Sro 全 もせ ン Sre 
や G せ | 中 XNW 衛 つづ" StO く 玉田 判 時 で 避 人 る せ 
ン ぐ 王 散 ・ 思 褒 A4m で 王寺 ・ 注 癌 ・ 泉 ・ 五 年 ・ 演 銘 ・ 
K 羽 ・ 周 也 ・ 握 家 SS で re 孔 己 で Sho 季 op で 


ー や ト ぐ 聞 忌 氏 で 下 で 店 各 a し ST 公表 要 
電球 旭 人 梨 ソ ン トー キー や トト マー つゆ 半球 携 人 
さく NG 獣 の 半 選 人 9 る 7 An 本 SS NN で 本 本 
キ さ く N 電 柚 つ 。 大 吉 入 らち 押 つつ り 表 や KS や AS 必 
人 で"」 の 中 男 つ し 吉井 完 つ お " 装 王 で 幅 愉 99" で 
ーー せ W ぐ 京 史 欠 ツ ウト KING 所 本 呈 半球 熱 RS 
キ さ KS 地 和 きび る 

ぐり JO と トト ー 心 ポー で 田 さ ふつ AS 崩さ へ 
一 欠 貼 基 や 震 つ や で る 信 " やつ A 邊 赴 革 SS さ 入選 り 肖 て 
いて で 改 ー キ ヨロ 選 % 押 ぐ で 公 り 私 ト 工 志 避 挫 
QJ へ や ト 王 人 る で い 無 HG 嘱 ぐ ペ ロ さ で ゆ 杜 季 遇 つや 
ペー トト ー ミ ト S さ ヘッ リーS 下 店 や つい 六 幸 で ヤン 
nePSQ で 中 李 つ お ね" ぷ や ト く 由 四 環 己 ミリ 一 令 
NN で 本 さ ト 玲 着 丈 じ や 可 本 りり S 季 明 で お に KN 
HGSA キ さく 中 きり 中居 持つ " 敵 各 呈 玖 や セ 
民 や KW 計 可 全 慰 人 で S WS 店 称 球 避 誠 お " 据 量 公 り で 
表 忌 各 舞 キ さく 心 田 客 二 つね お" ベ キ さく 民 崩 S 
ャ ー キ ー モ トト マー ロリ S 挟 電話 半 や で り Ap 旬 つね ぐ や 
理 ぶ S 避 時 避 宮 と つ の 搬 つる 弄 で 由 到 盾 じ 栄 玉 ” 理 装 革 り 
SS で コ つゆ 折り た ン m で ロリ で 由 丈 者 つ ・ 
ご こつ 移る 人 る PS 下 ポート ホー や トロ 計り 2x0 り 
や 家 で くね" WG 下 ホー 躍 和 計 灯 東 弄 つ JS ト 





し Sr 名 ち つ 。 コン BR で Ax へ や ト 選 天才 家 
ne 写 弥 目 半 ば Sro" | 撃 B ト ホー トコ る m 補 7 
ぐ S | 紀 G 所 鶴 wuS 和 や ve で 人 ネ 字 思 じ Sre 

て NN て ・ ト ハート トート Sm 呈 ぐ 革 じ し” 畠 ] 遇 
要 GS 所 で で 0 人 る 信 り トー 和 ト で ・ ト 中 ー ト ( 畠 1 で 
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で ペッ ー ド トー く ーー ッ ツキ や 臣 導 re 細 や 〇 一 | や 田 出 せ " 純 
性 りき つつ 半 守 詩 ぐ ホヤ Kー つ つい し 宗 Sre" 

せく テト トト ー ト KA ホー ( 吾 現 監 )" 
トー ッ ・ ポ ー へ 和 ( 士 現 臣 ))K や トド さ S・ ペ ドー へ ( 選 十 
臣 ) ベー ペー 心 ・ ポ ペー へ (F 想 陵 )) SAIN・ ペ ドー ヘ 
や ( 拓 炎 璧 ) ぐ 田 移 oC 折 2 トキ KK 交 G の S ツ 
信人 Gy り S ト ハー ト ぐ SG 送 せ ” 人 ト 必 トト セー 三吉 末 で ツ 
0 品 皇 陣 や te く シド ( 拓 器 ) 田 さ くし AN いや で SS る 2 で し 
SQ や 下 絶 品 唱 お や で へ 1 古 で 無 勿 や SG 是 刀 ・ 選 
如 全 2?" ヘニー キー・m 一 生 ・ ネ キー 中 ( 記 邊 rem 一 S 
S 要 隊 ) て いで で re 短 和 SS で Ax 巧 せ 皿 呈 
胡 や や で 人 る やつ SA 尽く ぐ 弟 の か で ATK 
旨 年 < で SS 上 記 0 記 守 ひのき B6 で し 補 駐 和 9 Se て 季 り 
や 庫 計 つじ る re" 

名 や で へ HK・ ト ホー ト や で Ax 実 避 因 で 繋 の 青 宮 
he トー トト" SAHx8 避 1S 芋 " 撃 柏 G 較 NNN 
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ャ ー つ ふ や ト ぐつ 尋 画 「 判 里 和 吉 更 Ke 提 判 忠幸 
革 や ke つつ し ね お で Snxe" 下 ハ ー ト で 田 軒 で トート や 
り ざ り ざ ン 惑 AX 尋 で ト 改 ー ト キロ 因 欄 召 や 羽 燃 や 人 で 
ne 側 KK 親 選 農 | 1 天 思 ぐ や で AT KK 明 ぐ 束 赴 押 
IN 
Kーー 羽 』 店 胃 生 e 旧 人 SFP も で AT Km 音 | 尺 到 
ぐ 古 つり SN ホー トロ つつき 放 記 SrG" 

区 や トー キト ト " 6 召 攻 や トー 時 ・ 人 トト ー ト  「 下 年 
トー ロト や 訟 ぐる トー ト 」 や SS DS トー 
二 生 さや ト 華 旨 堪 年 で きじ 20 りつ 名 で へ や ト ・ 和 ト 選 ー ト 
つる" 判 中 で 悪 正 HIS 保 前 で の 導 旦 の つい Sr 
好 品 り せ へ か ト 古 G 家 持 ぐ ざ で ぐ 革 加 ・ 思 亜人 役 や 
電 玉 じ Sk0* 

全く 一 生 や ト ふ ・ ト トー トー や で AIK 王 く S や トミ 
Sn し 悪 時 Ye く 一 和 S 和 や ト ふ 過 ぐ 皿 箇 で 宮 導 三 * 
選 のか で へ Ke 相 守ら スマ で 半 昌和 で ヘ と 幸人 
くじ 置 つり So つら SSm 副 至 " NNー ト S せ や 上 
っ p ぷ ン S 下 所 朋 窟 で Sr 斉 1 贅 宗 1FRSOO 
OS 赤 最 る で 示 "「 や で へ 生 ホ ー ト 】 区 1 ぐ 第 
2pYSteS や で て AKGS 選 本 コン ロ 臨 局 の つじ S 選 球 
蓄 つ ン 如 で Sn@" 斉 111 征 手 ヘー ふく 壮 財 避 舞 
っ で 搬 1 O 素 暇 の く 了 生 で 全て 幸 9 で り SxeP ツン 


ャ 」 し 3 王 到 洋 寺 つ 征 マ キズ 評 S 選 や に 東生 判 時 
つい ペー" ポ 生 ドミ ホー です ぐ 辻 や つや 制定 りつ ふ 
キーKN 和 m 衣 生 回 で ミミー モ ーーー つっ この BA ささ 
くく 1AT さく の る 要 導 挿 基層 生 画 0 華人 近 
つる 燃 地 つや で 前 愉 守 只 詳 ASeTS つ 9 公 舞 人 る マソ 
Se" 2 ポ 曹 占 時 で 可 性 癌 至 じ Sue* 

飼 に S 中 ・ ト トー トト (年 全 や に AA へ 計上 攻 S 
お ね の る く 代 S し り S つ いり 生 滞 SO や で AKG 選 宗 電 
細く りく ke ーー へ AS コー トミ ドー ぐ 培 往 * 運 村 つい Se 
ざり 公 A や ト 過 で 壮 拓 woT ツ Sre" つ 全 つり SN 
ー ト G 坦 せ 回 定 箕 刑 吾 包絡 woop の る 愉 り PS ここ 
慰 関 ・ 了 K・ 二 咽 ・ 所 窒 ・ 器 革 ・ 撮 了 ・ 韻 ・ 谷 吾 ・ 吾 ・ 
地 挨 SA SS で 多 ne 中 宗幸 ば じ っ re" 

全く や で へ 9 キ ・ 和 トト ー ト くも や で へ 1 エコ 革 「 飛 栄 」 
ぐり つり 求 栄 由 由 4 生 ホー ト の る 穴 有 JP DS ト 
愉 ー キ トロ せ 選 突 電 諾 の り 革 る や マン く N 昌 入選 宮守 
ペー ベー で 凌 次 や の 宮 必 つり 選 全 玉生 東 で Sv 

Q⑪NINNT や ト で や ト さ ふ へ ・ ト 中 ー ト 年 で て ハー レモ ト 
IN ルポ マ や トミ ふ ・ ト ホー トコ うろ 回 更 6 人選 祝 Ye* 無 
] 地 NIN ト も 一躍 や NN ドー ぐ 羊 中 吉相 避 記 さじ Sn 
吉 論 せい ハト で 宮村 じ Ste" 拘 岬 融 S を 一 へ キ 蛋 革 吾 
司 G 虹 一 ハエ S 選 誤 和 吾 く / 失 回 更 へ つ へ 9 直 音 半 避 








ふさ ー ふ 本 や 胡 放 (ロー ジー) で 移 理 無 下 到 ポ 路 中 
人 り 短 四半 S で 全て へ 生 べ で り 由 で S の る 
Co 

多 ト ー く ヘ ネ ホー 躍 付 エ ー キ ・ 和 トー トー「 ホ ー ぐ 表 
トト ー ト 」S 渦 や " ホー お せ ホ ー 躍 二 エ ー キ ・ 人 で 
く ト ホー ト へ 凶 球 つ し 「 素 」 ぐ 凡 必 で モ いり 芋 "DS 
ー ト ぐ 畠 了 ぶ 路 暴 ハート 六 表 で 田 判 還 じ せ や ンマ で 
Ak 革 時 で 諸 の 右 や ぐ 舞 還 到 下 牙 中 人 Sr07 
で トー さ S へ Ai トー シ ・ ト トー ト NNー ト モ じ 昔 や 人 i 
くつ SS 1 で" a 所 ぐ 曲 計 \ー ミ で へ ホー キル SS 搬 四 で 
ふ 心 や ロー トキ お る つり" 判 共 で 吉 型 ′ 奈 宗 " 田宮 ぐ 
人 酸 さや ト ハー 療 栄 で 模 団 軍 *@ 逢 会 監 の ンー 6 
凡 静 SQ つく Seo" り S 暴 や し せ で ヘ AN ト 必 N 
ャ ー′ に Si に ペー ニキ や で や リー で 下 で 人 到 や で へ AH 
K シ や に こっ の 垢 っ 羽振り 人 で N ン で 押 響 いう 
se DS トー キシ モ せく ーーA 本 キ A を NHS 選 宿 や で 
く AH ホ ミー 上 思 器 '/ ト トト ペー キー で 選 宮 で 人 琶 6 
田 ” 者 思 り べ 宮 議 4%S 人 一 トマ ー・ ト セー く ーー ツ の 
キ ] (半年 ぐ 苦 K 選 ) 色 区 く | 投 人 る で 民国 召 思 ツ る 
で りき ぶ や トド で ホー マー ( 三 婁 ) 避 押 搬 つる 写 地 各 
や で 守 半 つね お 六 般 し 人 で で トード や マー ぐ 到 捉 S 10 唱 国 ペ 
や 「 キ ホキ A ホ マー」 つつ や る で "トー トマ ー・ セ ー く ーー 


ヘー へ ロト S 旅 着 軸 WS 飼い 燃 本 知 細 ww ヘー へ 
や 聞 ト ーーS 杉 者 避 急 季 や つい Sm" 

で ュ AS・ ト ホー トニ AN つつ SA や ト S 響 包 
地 さ セト トート" や トド 過 S ト ハート" 

人 トト 必 ー く ・ 人 トー ト や に 選 ー く (部 避 ) せ 記 つ 
や で へ KS トー トマ マー ( 選 再 征 ) り 宮 臣 T で ざ る 
や つり 人 る で DS で nA 下 で て で" トート 投 で 
判 虹 や こつ や で へ Tk 叫 甘 四宮 枚 を 圧 世 狂い Sro7 

信 KSA 選 ・ ト トー ト へ や ト 古 で 王 店 PS KS へ へ 
S 器 っ WS で る し へ や ト 辿 S 藤 装 や 相 由 つる の る で Sr 
トー ネト “" 

方 や トー トト ・ ト トー ト や で へ TK 大 そく (や トー 
ャ よ )JST し り S 所 各 吉 引 つる 條 けり の 全 で 要 ee で や 
り ぐ SS で や で AT KS 選 守 到 中 で So 和 SA か ド 7 
へ SG 素 味 " 総 寺 ぐ 的 陣 や の へ や ト 此 品 人 で 邸 光 や や や ン 
人 やる" 

代 ペ や ー ミ トル ・ ト ー ト 古 ざ KK 必 S 必 到 宮 所 松 革 
つね っ ww 層 NT し り 吾 五 る や で へ AT KS 選 距 し 青 
ene や で へ Km 無 凶 * る 人 SS 球 臣 つ Se 也 論 
せ へ や ト 下 り 朗 や で OS る" 

セト ヘミ ヤ ・ ト トー ト 翌 二 到 表 落 宮 咽 職人 で で 人間 「 や 
て AT KK 玉 選 の SS で や 民 S ズ 胃 で 吐 Ke 招 必 球 了 し 
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プラ タワ マー 





6w@ ト ハー ト " 

せ S さ ・ ト トー ト や で AT KSS 肖 っ 村 し Ste 開 
悪さ 入り 忠 ご で り 一 計 玉 す キ く 班 虹 で で ね うる 
全 ト ハー ト " STA Tk 頻 で Geo で や や で ASs モ 輸 * 
肖 居 ′ 替 吾 G 舞 函 避 丹 青 各 介 人 る レ Sn" 

SN セー へ へ ・ 愉 ホー トト NN トド 一 AN ふせ や ト 
ー キ マー キ ・ ト 心 ト ドー へ (や トーHS 宮 で 太 NN 
YAS 吉 GS トー ト ) る で やり コレ w り 公 で 社 垣 呈 褒 要 
ャ keNINN AS 芯 ぐ 血 揺 Me つく で SGS 弄 府 
皿 き ぐ 直 落 李 い つじ ぐ 己 揚 品 下 で 

りや S 1 トー トロ 表 つ し Sv で で 牌 類 uo で 
Y@NINー 公 紅 選 ” 握 天 和 的 く ー ト トー ト つ らく で で る る 
つい で く ト ホー ト つ Sn WS 挨 べ R ロ せ 紀 で 容 和 る 
StQS | 突 宮 せき 表 Gen の Sm トー で 
エキ S ト ー ハ ホキ ニャ 全 ト や キト キネ” さく ミー ベ KS 
心 (Sre る くせ ーー と) ご ホー トー” な ホー ト ャ ーー 
NR や ト w" で と トミ トト ー キ ネネ” 人 で ペー ペー な で ミイ" 
号 SDIN' 伺 * く 一 ASF ト AN S ャ ヤー トト 登 ャ ュー 
中 "分 よ A 了 トマ ホー へ AS FN 号 ト ー 心 私 全 ト 必 AA 
く ” 号 く ト ー ふ IN 登 ハ キ ー さ く ^ 全 ま ホー ヘル ー ゆ "| 
評 ^ ふ か トミ 言 Kー ニ ャ ” 召 Kー ふ まさ り ペ ーー 倫 
ヘ キ ト K きも トミ ネ ^ 庄や トー キャ" 公 ホ っ く へ 7 語 HS" 





攻 細 じゃ NINN ル へ 年 や きつ きる も" 中 トト セー 是 や 直 因 
ヤセ 0 り きせ つつ る)" 詳 神 趣 介 うじ せ NNN セ 一 古 せ 「 判 球 
で 府下 親 」「 拝 四 ぐ 了 ] の つい 是 ざ ぐ 電 装い 買 地 征 の 穫 
で "つる つや AH  A や ト 選 是 で 加 守 人 S 結 さり Se 
や 守 環 ぐ 替 閉 征 の や つ じ ぐ 壁 吉 仁 定時 人 る や で り コ ロビ 
NN トト ドー ぐ 翌 記せ 記 表 吾 ロ に O り ざ ロ ST る " 尿 揚 間 ぐ 
エ も 3 NN トー や で ARK 古 G く WS る せく y 
や 填 わ 信 揚 村人 る で 装 お 選べ 神 地 で 加 玲 玉 ふ や トド で 
ーASRS 選 きる ト IN ト セー ゼ wS 和 編者 つ 泰昌 和 oo 
S ざ つい 舞 全 Se りつ つの Sn 

晃 二 覆 ト ホ ー ト ロロ 多く し ば" ド Y て A HK へ や ト つ 
拉 り NNN ト セー 是 避 宮 つ し < の ホ ン で 球 軍 到 固め マレ vo 
トト ヤー ぐ 握 装 避 下心 xo 球 門 (f ト ー ド マー スー や ト ふ 
トー ト 』 1 )" や トー ミッ ー ヤ ロ FN 一 ドー キト 』S 玩 外 
いて kot6n 旧 生生 全 前 (トー セー キト 」 る 時 畔 )” 
へ ペー ぐ 狼 トー トト トロ 澤 KSRwahe る 8 想 ( 臣 )) へ や 
ト 王 4 で や 畑 届 尽 選 近 人 棄 (ドー ト エー ミー や 
ト ふ ・ 人 トト ー ト 』 田 )) コリドー 心 と ぐ 是 りや トミ トー ぐ 夫 や 
 ( ヽ ト で トー ドー N 一 シリー ミー ミ も トト マー) 避 宙 る 
9 人 主翼 (「[ ド トー トト ・ 下 ホー トキ] 財 Sh ャ セ 一 
公選 BS で る 中 (『[ く と ト ・ ト ハー ト 』 PSrGT 
トト ト 一手 ぐ 聞 忠 せ ペ ー ミ ヨ ぐ 難 寺 S 表 Se 軟 せ 








N 心 く Pulaha NN セーS 斑 (【 ト KK) 判る 
1 の O く S ぐ 中 きぐ 1 マ " NN キ 一 菜 中 で で | ロ 尾 WS 
9 

N 必 ミー か トト マー Prabhavati て 吐 舞 や FATIN 
トー く で 喜 ち "や っ AS 店 や See トト で 本 さ ネト で S 崩 
世に へ SS 円 本 ー 心 心 や で 郭 "ホー トト ボキ さ ト AS 閣 
ミ 中 で 路 宮 * 

hh セ 一 Brahma J ヘ ニ ド ー 宜 SI 王 S1C" 
提 K” 刀 く 1 年 や や つや 昌 拉 で 得 SS の の やり せき NiNN ト セー 
玉 天正 で 圭 末 や 罰 ご " や で AT K 篤 WS 電 詳 草 つ "トト 
是 公 連 構 や y ら つっ RS NINN ト トー せ 柏 ン せ 基 で 抽 吾 S 
芋 翌 民 半 つ つじ SN へ PS ロー 入り 2 る し お 
是 マ や 考 <Qre 細 器 ( ヤ ヘ ー 心 ) 和 を や リー 入力 和 き SW 
り 避 所 埋 り セ x@ つ 虹 る 代 華 妥 宮 RS で R セ 衣 や 
つり つく で る る" りり ぐ SnSNINN AN せ か く 1 キト 
で 並 定 せ SQ 社 軍 ぐ 宮 導 医 半 Jo で 臣 拓 りや りー 
※※ ぐ 還 己 りつ ね SV へ 芋 究 や WS 芽 近 
衝 で いり 下 翌 年 NN セー つや 菜 入 Worm は SN で る ( 皇 
翌 居 肢 ・ 臣 過 征 の つり 突 卒 き NINN NPGS。 間 揚 せ 
王 粋 S 夫 で N 必 NT brahma′ 豆 赴 で 宮代 NN ャ 一 
brahma し で っ ー。 コン ロ 恥 己 征 や Sx の 避 下 で 人 る つ ね 
に よっ Co あき 19 に よさ 、 も も 合い 9 まう 


豆 現 各 い つじ SN 必 セー 
人 る で 60 三間 公判 


ペー や トト ホー ジ PSkQaJ4o SS^ 
ぐ 球 苦 ′ Se る 革 手 ( ト べ ) 
SSHSOS Se コ ャ ュ ー ホ ト AINKT 
トー テ =” NKK マキ 人 ト 居 く ) へ トー ド で 由 癌 寺 和 S ト 心 
トト ドー ぐ 舞 *% 選 封 SS で (『 ト く ー く ー 心 へ] 叶 臣 )* ぐー 
ペー や で ネー ホー"? 吾 で SN キー お る 弄 中 や ST 
で ざ Sm (『 ト く <ー く 一 へ] 足 起 )) @ ミ デー で 麗 四 
着 SQ Um 守ら 抽 S 和 も る で しり S-n い BR で る 
や る 愉 (FN 中 ・ ト ホー ト 』】 11O)* き マ 野 ぐ 雷 誠 りき 
SK や トキ さか や ト ・bK (スー や トド ふ ・ 和 トト ー ト 」 ] 
1)* 全 SAN ミ く (IFR ペー ネー トー・ キ ネー 下 )" 
と で トコロ ーー ペー (『 で や へ 心 ドー セー キキ J)" NN 
トー ぐ 装 る ぐる で 当 お 回 の 四 く "で ト っ KN(「 く 


四 つ の 顔 を も つ プ ラフ マー 神 
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デラ アマ ター 


= ニー ニーーーーーーーーーー 一 


プラ フ マ ナ スパ ティ 


プラ フッ ー 神 





ー く 一 ふ 】 定 性 )* @ 江 キー さく や トミ トー NN セー 
寺 人 る で 装 補 (『R さ く ・ ト ドール ドー キト "まで で" キト 
AN ホー ゃ 本 ま ホ ー ヘ ルー 中 (くく ー ド や トト 
ー+』)* 

ト 心 ト トー 1 測 ロ 還 OS 守 Sv 叶 半 出家 
(So 2 せ 中 )/ 虹 (や リー 評 穫 各 年 で る 男性 S 甲 和 医 
吉 天 り 肖 り 人 る 巡 し で で RSke MS 是 宣 INK や トド ホ で 
ー ゼ " 悪 癌 ・ 由 衣 ・ 拓 団 ぐ 古 じ ′ 辿 S ロ ン " 回 部 し " 穴 器 
マー ト 眉 や 記 埋 肖 よじ Sro" NN 一 是 ぐ 還 い 
S 還 皇 限 いく や 3 坦 和 S い ン つ お 鼓 へ キ ふ ミー ミ 
一 Ste る ポキ ま INK や に トマ ー 避 還 上 で 苑 り つも ひつ る 引 


で ( 筆 剛 で 判 路 糧 ね 押 )) や ペー ド ト < (S 礼 )) 9 

と S さ く ( 振 ぐ 亡 史 下 写 つい )) ロー ホー ふ キ ( 当 
陸 ぐ 判 )) K ホ トキ トー (陣中 理 県 じ 半 お 避 )) ホキ ー 
よ 選 ー ト ト ( 還 CS 杜 *yo で 軍 )) ヘーーー (で で る reo で 
宮 搾 *@ 軍 )) トト 公 キ mーi| ( 揚 所 選 る 軍 )) と 
ミト ( ト KN 柚 和 や 押 )) や で NA 下 ( 圭 末 ke 揚 )) 
トー キバ ( 揚 器 ぐ 填 避 講 *@ 押 )) K ニ ハロ ーー ( 圭 有 部 )" 
NN キー スト で ( 鹿 ぐ 刊 ) や で ーー ( 味 更 画 )" 
で AH に K ユ ミー( 判 蜂 G 窒 末 剖 )/ や で 生 で ( 舞 ン 境 )" 
ホー 人 氏 キ K セ トー(S で AT KG て 名 < 上 示 玉 る る 斑 )) ト ヘ 
和 へ を (詩人 る で 装 玉 玉 親 )) く へ まや トー ス ( 吉 理 椅 
構 ツ ャ x9 軍 ) や" 

NN お 躍 Brahmasara [NN セー ぐ 完 」S 振 
も 是 形 記 共 多 宮 "りり ぐ 崩 更 し | 咽 王 県 や くせ NNN セ 
ーー 避 味 *@ り Pete る RSre" りり S 要 生 セ て PS 蜂 
三 S 剛 束 YS 所 ト 必 トト ー 亜 選 や つり 究 ぐ 雪 評 圭 
で しるく で の ざる" 

NN ルー ベー Brahmastra [NNY 一 S 刻 らち 
戸 貴 ′ 福 陵 」 ぐ 握り S 和 要 や yo 物 科 導 各 東 つ し 還る 
だ) 
で の る RS 


NNNP ふ Brahmadatta ペー ニャ ミト AA 


S せ や 己 富 衝 記 Sr 人 ( つ お IKE や ト 中 マー)” 拘 還 で 押 
で へ や ト 下 り 富 選 近作 記 お りり 和 っ 間 で うろ 3H6 和 06 守 団 
誤 や Sre” ご SQ 表 NN トド ー ギ へ や トド 下 称 押 近 つ 手 
や 包 や ad 天下 る 重 店 で で ツン Sett で り 栓 で や へ 
や ト 是 せ ぐ 苦 り 杜 各 閉 ツ ツ 「 天 で 選 に RT" 宙 生 7 
WS 韻 " 天 ぐ 舞田 ぐ 舞 届 尽 選 導 SO 由 で る の る 
で 8 臣 中 RNN セー や 填 喉 ぐ やつ ONS 柱 埋 の の つり 7 
リー ロー リ ふ っ 宇和 せ Sre へ や トド S 選 球 悪 親 つ る "WS 
局 ぐ 痢 正吾 理 ぐ 並 NNN ドー ポー 選 ロ ー リ で りり 
で 公 呈 舞 史 くる ぐも リー ロー コロ や へ 閉 械 つい 「 天 
で 押田 で 言 き 守 つ や て 縛 失 の 衝 で n の 守る 志 公 下る お " 
SN 必 セー ロ 綴 因 G 操 S 陣 で SQ 大 や せ 加 ロロ 避 
季 和 示 で し だ で お" 月 避 恥 お N 必 トド セー" 「 下 目 り 
村 ぐ 王 じ 監 拍 福地 | 掴 李 つる 月 応 旧 村 宙 閉じ お へ 
や ト 是 NN セー 舞田 で 福 避 尽 細 つ る (『 や ヘミ ヤ 和 トト 
ー ト 』 1 Ki)” Sne 二 ト 必 ト セ ー せ へ か ト で 革 四 中 
エーロ 有 つ ね" り S 和 明る や ト 3 人 NN トド トー 避 可 下 
や つる 生 や で AT K 昌 ね 人 で で る" つ 合 つ 。 9n つ 
し つの 代 6 で SS る へ トト せ ト 心 ト セー ぐ 天 田 ぐ 押 交 尽 避 控 
や つる * 

〔 応 ) ト ーー トト ー ( 臼 忠 本 祭 じ 装 玉 名 押 )) KNAH 一 
へ TA(GS で 全 選 古 せつ 選 捉 地 走 re 提 )) IN ペー 


と ( 亜 望 ) 本 *e ト < く ー ふ キー 表 皇 介 で ドー 
さや ニー キト NSH" で へ 主 S ぐ や べく ぐ 由 壮 ぐ | マコ ロー 
や ト さ ト で で 判 選 押 玉 ざる RSte (『 く テル ・ ト トー ト 」 
串 ・)? 

ホリ ーー 守 JWS 近 し SreS へ ふさ や トド で ヘー トー 
や で S る や 半 お ポー さわ りー キキ SH" NNN へ 由 
玉 ネ ペー さや ー キ 生じ く で 韻 ドー リキ へ ト 代 キモ で HH へ 
ふ キ ホー スロ 1 OO 〇 べ ぐ 畠 つ る 喜 和 午 玉 お " 損 弟 つね 1O 
〇 で ぐ 撤 装 信 忌 電 司 是 や トー 篤 玉 人 じ 由 る 塊 で お 到 問 
の 本 中 せつ きる SG し 村 品 閉じ る トー 時 畔 KK で せ 
天 る 公主 ソレ ヤ ね わ つ りつ し つが 6 で る お? 癌 つく N ヘ キネ ホー 
く 田 革 培 ね 民 NINN へ で りさ 更 じ 選 ン マゲ 
選 せ IK ぐ SR や 吾 K で 眼 S 始 区 つ " 思 で 押 さ つね お (トー 
トー キト る 中 時 )* 

可 ネ ホー ミ さや KG" 11 くく 押入 穴 店 基 槍 6 
会 や "や りや ト 華 己 宗 *e" く へ まく RS1 1 
で ぐ 財 悪人 半 マ で (「 キ く ー く 一心 ふ )* 

主 ポ ー ハ ーー: 名 全く お H(『 玉 ペー ネー トー キー 中 

NNh ト も K く トー Brahmanaspati [INRYA 
S 刊 ] ぐ 握ら" トー く KK ト YS 冥 志 やつ い 皿 る で SG" 
NN へ A せ かく 0 ヘ キ ミ テロ 8 る の 地 垣 で 聖 六 四則 
や 4Se で R 和 セ 宮 NG 和 SN・ や ヨー」 も 「 哲 党 ・ 守 





292 


ら 
る 
に 























プラ ジア マー プラ 


メサ 


折 疹 恨 セ 所 吾 吾 正 選 」「 撤 半球 恨 下 ve 舞 産 ・ 応 医 」 

(所 畑田 窟 『= 和 や ・ や コー 尺 結 部 』 1 国 く ー 穫 ) 凡 肖 
つづ” り ぐ りつ 人 で NN ルド ト KK で て せ 「 宗 療 ぐ 刊 」 
SQ 

hh トー Brahmapura 「NNN セ ーーS 巨 IS 
握り" NN トド 一 還 ぐ り J" ペー ミ ヨ 区 人 で "YS 想 斑 
KS や S へ 一 玉吉 史 じ ろ で の る で Seo" 

TNINN ド ユーR Brahmarekha 「 ト 心 ト セー ぐ 和 」 
ざる 必 柚 や TNINN セー 中 天 色 判り K ロ 札 WS 罰 せ 
SG 時 奄 各 秩 % つ も つく で So* 

NN トド 一 へ Brahmanda [NNN トーS 記 」S 
過 じ "111 避 図 直 狗 応じ Sr の ざら で Se 才 舞 ぐ くり WS 
ゴ 全 ざさ ヤ 昌 上 軍 せ 本 ぐ 直 名 判 囚 SS の” WS に せく ミー ホー 
心 の 店 革 Sr@ 判 黙 公 や 陣 人 ST VS に りや 本 く 翌 奈 ( 
か 表 ) 琶 斑 埋 つ Sweat" 

TNI トー Prahlada 隊 加 (で トキ) っ Ni 
と RANG 了 巾 や つい 装 尺 皿 つ 災 る で トマ キ " JiN 
すめ ト せ 后 癌 共 ド て へ と 心 王 会 で 了 KH 羽 
居 可 避 帽 る 選 で 8 つ 人 る つ 。 半 で 計 SN 必 ト N 一 へ せ 6 
や 吾 う は の 会合 で 和 や 赦 つ せ や で へ K 衝 球 特 つる " 岩村 
つづ やり NL や へ 民 回 店 衣 和 も で ロ 看 つる ね 所 吐 召 
S 前 聴 の 上 ぐ の も で AT KA 軌 ま ve 当 店 天宮 で モ yo 





6 人 RAAK 選 S 雨 亡 つ ホー へ AS 媒 や OrBS ツ 
りさ スキ 一 中 エー 紀 つ ト 必 S ト A 選 一 嘱 ぐ で 混 豆 
信人 S ト ー ト トト ハ キ ーS の 守 滞 記 じ Sre (りら に 
堀 人 SS へ 一 ツ 相 穫 St@)"WS 十 坦 で ト 必 へ 私 一 不 
AN 一 il 一 尼 生 思 xe 選 寿人 NN キー で る 
2 

Th3 く Pralamba に KNSG" ヘー ロキ 
か ー ト ルト ふ 髪 ヾ 妹 回 K 京 隙 票 し ホー トロ 可 で お " 
TNINA 和 エキ Puramaya 「 黄 玉 ゃ 思 夫 や eS」S 
柚 り "KK 一 ユキ か トド へ へ ( 還 舞 斗 ) で 田 由 や で へ ふふふ 
SS 「 や で へ TK トト ー ト | ロ S 和 人 る ① 下 ざ 
や に ト KNSANNSS る る 窒 整 生 人 S で る OKKINS 球 
窒 N RG や 王 く せ 和 や で へ 華 己 交 牧人 お も で 
信和 K 王 や ら 表 つい ト INAA キ キロ 度 吾 や 税 人 SO い 
に まく で : コ よい ある ささ くく こむ ド さる 4 4 や 
や 月 の 選 課 拉 つ ね "TNINA AA キキ さり 時 つい くき 和束 
大 で ぐ 押 串 し Sr@ で ヘー 小寺 で 炊 つ ne で 税 で 
で を 中 工 S 打 宮 つね せ で りり で ゴ ロ 肖 で レト KN お 3 
聖 つや ね" り で りつ せ 4 で (美人 玉 ペーK や へ (用 で ゴロ 
So で) Jp 富 委 Sko 

TAI Purandhi 「ー へ や リー S お ポ 下 " 娠 
信和 譜 悪 セ kQ 半 古 ” 穫 人 る %・ 舞 和 昌 で も 「 ト SKK ペー 


りり つき PwSS 人 ST 8 DINI へ ト 半 当る 雪村 和 棋 中 
旦 ぐ つい 日 型 々 を で" りや 得 MNNN 一 私 3 
TA TK 各 加 守 つ 谷 選 つ "で る 藤 講 避 導 つ 人 ね 9 る 
応 G 尼 悦 68 INNAN 一 SS で 弄 箇 人 S で や る 
AaJae や で へ 衝 王 共 AA く ( 失 還 で 選 東 や S で マズ 
曇 中 ) で 次 りや で ツリ S 剖 避 陣 で 玉 。 JN RANw 可 
つる で" ト 必 NN 一 3 で 限 選 で トマ を で 田 Sc 
ミー ネー 心 避 坦 く お つる" 

「 く テト ・ ト ドー ト 』 し せ 。 巨大 者 路上 味 で 
ろか で ATK 王 つづ | 壮 や で ね の る 2m7 っ NII 
へ 

N 必 キー Prayaga 「 革 吾 氷 記さ で 宗 志 ]S 畠 7 
褒 埋 で 私 ー く ベー ミーテ ぐ NGI J ぐ 翌 芋 SAAK 足 ・ キ 
さ ト ー 三 密 ぐ で 握ら つり PS 人 RS) 選 寂 や き Qm 1 で 
ぐ 副 SQ@ 忌 ま INK や トト マー 下る で 混入 の り 全 
で ーー ニー ミ コー OS 忌 公 時 で ね きり) つや 
詩 せ S@" 1 玉 寺 思 さ ポー ミ 窒 ぐ 無 出征 に ふく ー ミ 揚 宝 り 
り 避 付 和 聞 じ や 全 で に 選 ー く ーー と ュ 汽 楽 和 SSS" SA 
K 記 や キ さ ネー 忌 人 部 窒 中 更 和 ro 弄 長 せま AS さ や 和 中 
せ で いり 坊 ぐ 定 党 林 り で っ の ヘ テト ー 捉 理 G 晶 や 大 酬 宰 セ 
や JUST ツ Sv" 回 叶 ドー へ ・ ペ ー 必 ー ぐ 皮 (1 
11 の 一 IOR で で 是 和 到 半 GrG の る Se" 














S 半 牌 ー さ へ 記 で 区] 麗 刀 ざさ で で し Se" 
TA ロー ホキ ー Pramoca 顎 計 S ヘ FSS つ 
っ 尋 呈 和束 年 * で る 人 りー で へ と 心 下 到 了 K 公 で 股 つ ね トト 
INK(K 時 で S 訟 )” や ハシ ド 計 せ 癌 K ぐ 六 で 的 
全局 巡 装 つ 四 時 A つ つの 束 つる 多 半 き | ロ で mn 
缶 つ で や " つる つ 。 を し 吾 寺 壮 佑 た 和信 で や トト 
KB 独 王 で つる お りつ 得 世 や aw 回 K 和 型 々 陳 つ や" 
り S ぐ っ JNN ロー ホキ ー3 語 胃 T SS 1 く GSG 中 
S 守 まぐ まく 問 つり 半 尽 お” 導 きり S 乾 で 癌 で 
ゴロ 軸 く お JC WS 揚 到 を 生じ 回 提 つ し 孤 つ く ト トキ 
MNKG ャ ーー ヘ キ ー ロ で る Sn っ SA を で 
ュー Purt ドー ミト 呈 王 SG 最 失 キ S ヘ ホー 
や ( 直 二 で 刊 ) つつ SS で へ A 古 で 記 " く テ ューー* 
テト ト ー 心 ペー ホー ペー へ リト 心 さ の っ Jo の 9 「 華 で 回 
CS 料 3」 つ S 太 団 球 語 玩 ぐ 10WSrG か で AH 
失 三 ふつ 1 古人 S 羽 で G く 中 ホー トド ” 遂 GK く と IN 一 の 
や せ 婁 で きり S く re 分 SS ホーー 普 直人 ポー ホネ ま く 普 外 
王 没 KG つぐ し へ 人 中 ( 聞 良 ぐ 意 で 鈴 起 ) で 振 竹 KO 
ペー て ミ で ロホ ー 選 NSKーー ャ 表 起 各 壁 搾 の 区 で 
呈 表 つい "りく 形 季 押 折 さる で 団 叶 K に 思い へ ・ 
キー ( ヨ 持 具 ) 和 SSRS 1 KS 殖 畠 SSro 相 
守 雪 投信 ー へ AKINN 一 ド KK 和 を ホー で 
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プリ ジグ 


mn 一 ーー ニーーーー デ ーーーーーーーーー 


プル シャ 


量 悪 和 則 や "AN ホ マ ホ キ スー 形 銀 6 癌 くう レポ て 
で つの SS し 28 選 Sm 団 中 べく 皿 提 公 寺 が ex 
SRSn* 

h= ふ 。Bhrgu ぶせ ロー ぐ 調 福 * 1 つく S ト 心 ふ キー 
く 必 で ( 宮 押 ) で 1 く " ベー ミ S や トド っ 中 SG 皇 近 で 
加 " と ki KNA TIN り で 味 坦 嘆 セ wo" 
か ユキ IN Prsadra や に で や に KS や に A・KxG 
融 四 くく ー・ や に へ へ を を トー トロ で 39" 問 芋 年 マロ 
昌和 Q 寺 に 状 旧 庁 つ いつ 6 おる で り WS 臣 り 4 で や 
ペー ベー 忠誠 ぐ ロー シト ( 藤 由 下記 ) SN で 8? 

トー へ TIN や KK Bhnrisravas く ー ミ ューS ぐ 出 
由 し NR で 必 和食 の 区 吾 つ "「 ト く ー ス 一心 ふせ 中 で で 
Q く 一 選 ふ 帯 じ 銘 恨 つ 人 お" 

h ユ ネー Prtha エー トト ぐ 田 へ リー 中 S 雲 し" 
へ リーNS 門 羽 箇 へ ホモ ミー キキ S 紋 革 つ さび で で や や 
AI ホエー の の SS へ さ 拉 で 田 く ー ハ を ド ぐ 辻 つ ST 
PitTA HE で NN ロー ルド トミ AT 本 SH 田 店 科 
ね "っ ふ へ 中 マー 

ユー て ト Prthu トー トー の の る く ( 人 私 ト で ヘ キ ー 
=ー 電 駿 ツ Ko や に で 六 軒 箇 や ロー ト S 各 中 "コシ 
ドー ぐ 潮 給 や せ 幸 きり 必 弄 や 時 鶴 避 へ ハ キ ーー キン 
螺 居 を 剛 醤 剖 ぐ 吾 鶴 Ka 現 つ ね ね で 頁 S。 WS 揚 皇 や 





の RS0 や し 刀 で 肖 xe 持 リ 一 トマ ロー ハハ キ せ ご 必 S 也 ら る 
信じ So の Sn 時 王 同 末 に AINKSH し Se つり 
信 さ トー へ 改 ま つ の 直 革 記 華々 で 野 ざ つ し に 中 みみ ヘ キー 
ホキ ーー ニャ ホキ へ ふた KO て キー て AN を ペー 込 キ Ja 
記せ Sro* 吾 辻 ペー トー し" ヘー 下 一 到 束 年 ペー ドロ 
震 玉 や りや せ 4 で ペー 心 ペ ー ル キ コ 中 せ 玉 ko 玉 容 半 
軸 り ね" や ヘ キ ト ー ミ を IN て トマ エキ ヘー や 
や 信和 ペ ー ル 旧 演 選 つ で ヘー せわ 人 で の re 古 さ 和 トー 
く KK 中 で 吾 じ 。 除 wS 和 や し ぐ 表 愛 症 で 提 了 表 "ペー 
ー お 履 で や ざ ロ の JO So り ざ は SS で お" JS 韻 ペー 中 
ー き 京 羅 で 28 を 生じ 半 る 店 革 せ 押 つ く 財 で で nS 
因 四 で SG レ ホー ルト ーー く KK ホ で つの の 器 で h 
半 し St@ 判 語 つね お" 綴 K せ NN トト 一 古 更 くい 人 で で で 
で 3 は DS 由 和 S ヘ ペー ド GPS な り り ay 聞 難 つり で 
恥 中 入り 坦 WWS8" トー く KK ト で 3 信和 有 
S 半 邊 T ト ユ く KKY・K さ ニー ト で で 杏 宮 po Ste* 

〔 宗 W] ハー トト ( 装 外 各 玉 で 軍 ) マー 人 ト で さや K( 
上 ご 直 ) ト で へ と ト ( 虹 oO 押 )) キー スト で ( 侍 
WS 桁 ) SO っ ペー ド 。 ヘー 一 

れ ュ ャ や 心 ふ Priyavrata NN 一 臣 や へ エミー 
ミーツ SS る 宮 音 S 中 く S 再 條 SS 1 Se 
K や トキ エト SF ト ・YKG 王 四 * 「 く ー ト トト ー キ 』 





りや で や 判 守 惑 層 め いる や の る で "所 寂 じ ギリー 
や ぐ 副 近 じ 和 閑 ・ 明 直 で 呈 ざ る で 穫 xe ト っ トマ ー ュ っ ト ュ ネー 
Ei た こい 

Tk ミキ ・ 人 トー ト 」 も し せ トニ ュー トー へ 夏 人 る で 
コト セー 心 キヨ し で ぐ 彫 所 ざ ロ つじ べく 得 S* ら tn せつ 
お ざ Sm トト ー ョ トト ー ト 』 し や 半 ぐ 鬼 で G 選 選 トミ 
よ K ざ 2 で し 還 べ で 計 中 到 丈 司 で 色 党 や や トー 
ー ト せ 弄 埋 つ いじ 無 つや の 槍 くら リン で で お 選 共 控 ト 
ミト KS 球 G 了 せ らい や 所 中 加 吉 oy で 革 り くさ ね 





h ミ く K く 中 で Brhaspati 「 完 終 ぐ 刊 ]「 送 手 ぐ 刊 ] 
ぐ 近 や" NN セト KK 中 で oo 区 | 悪 W SQ へ ・ 
や りー 私 1G 是 所 ( 選 閉 ぐ 枚 義 111 統 室 和紀 年 < で ペ Sn)" 
是 Y ぐ 半 昧 ぐ 境 舞 " 中 ぐ 刊 の つじ S で へ と 下 華 の で 悪 只 
人 押 て " り S せ 現 寺 で 夫 困 く 心 へ 上 刊 じ SQHNS 忠 
括 宝 *@ の RStG" り で 柚 肖 や" トー く KK 中 で な 
遅 者 で や ロ ー+ ふ へ ( 田 疫 要 和 下 花 李 ) So る 診 屋 衣 彰 
reNNN セ へ 寺地 で 医 構 和 SSO りり で 理 全 へ ・ 生 
リー] せ 人 く し ポト へ Ni ( 華 )′ ヘーb ( 古 尋 ) ドー 
ふ ーA IEA (の ね で つ 代 是 ) で 店 環 つい 窟 
会 Se 

球 拓 ぐ 略し 3 己 せ 酵 S 1 くり つい 宙 人 で 北 男 コ 


SS トー キト 必 へ 3 村 で 求 せ 4 で や | 班 現 寺 G 
斗 お や つ 公 守 さや りつ 呈し 季 守 くり 4m に 手 ら 鳴る / 回 旧 m 
3 で そり 下 39 ま NF に 4 
いじ 忌 つ 型 鹿 や や 回 と 舞 志 咽 呪 tn つつ ね" 店 
NN 一 古 り 3 つつ 人 S で 私 音 ぐ 周 で 待 遂 り も 
し し る や 失 で で SS や で G 異 さら DOG 表 型 
や 入 J2m TRS KN トー ト 』 や 3 で 控 せ 玉 さ 
和 ふぐ 補 ポ ーッ キーP” 1 の 〇 べ G 麗 中 1 く G 喜 和 SS で る 
KEN くに >:t、 天 12( で XSPYLEP] 
SS や" 穴 ご ぐ ヤ マロ や で G 表 測 電 中 の ね の る RSre" 

h ミ Puru 所 デ ェ ヘーS 届 窒 雪 SI | ポ 囲 S 10PS 
中 衣 (ホキ ヘー 心 私 に へ へ キ ) で 拘 KSH" キキ ー 
ホホ で ざま ミツ へ 一 WS 写り 計 選 人 由 惑 ね や G せ で 民 由 " 
トミ さ S 喉 更 品 く や 改 や に つらく るり S 小 揚 全 で へ さ 和 ヨレ 
S で 私 や ト っ の) 叶 生玉 en は で る" 選 S ト さ S キ キー 
で HS 沖 選 で キー ド G 貼 沙 伴 選 ぐ りつ m キ ー 和 選 ト の る 
3 US 克 坦 人 で せき ふさ ー へ 相反 王 る" 

れい ミ さ ふ SF ト Purkutsa 下 澤 近 | 只 揚 PSe く で 
か ト ぐ 表 握 っ ント セー へ ペーーーS 由 "トミ kN 一 足 S 1 
坦 向 六軒 つり S 尼 臣 RS 押 の GS る りー 愉 本 NN K 1 
on や お" 


h い ミ ハ キ Purusa 「」「 球 ]S 柚 し Sr 「ー 
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ポー ディ ドル マ 





へ ・ セ ロー S「 人 トミ さ ふ キ 無 導 」(1O・RO・1 一 ) し 
せ 10OOS 軒 ・ 丁 ・ 相 ep で 六 宮入 昌和 S 壮 り も 
で し | ぐ 判 蜂 朱 宏 灯 9 SS ね ざる RSto や ミ ヘ キト S ロ S 
トト ー ト ルキ で” 屋 旦 ぜ や ふ ハ キー ニキ 選 中 や ト で 
AH キ " 居 朴 リー を iNJS で の Sn( 111)" やく 
A キ トロ 人 8 る レ ゼ も さ へ キ 3 表 寺 り で 衛 宮 氷 で に 訟 居 井 
首 吾 宮 蘭 半 つめ S ウ トーー ト へ や 下 | 宗 SSee で りら 
ネー ハヤ キ 癌 将 じ 時 画 吾 共 半 ト 必 い ー ト で や G 要 走 
召 栓 較 人 トミ ヘ キ る mn ロ BS で お? 華 衣 吾 理 トト 
ャ ー 華 ぐ 記 若 つ つつ や い 公 全 SrGT 
ミ さ へ 本 ー ふ トド Purusottama 民 周 型 ご せき 「 マ 

想 G せ で 軸 李 ぐつ で 」 で 握 党 し Sr 人 S。 下 中 吾 り せ 「 甘 宮 
で 補 昌 0 つぐ | つつ いや で へ す 古 wo や 

ミー 中 や KK Pururavas 束 涯 問 ( ホ ヘーN や に 
AA を ) で 選 羽 ホキ ANG 夫 " て IN 一 (St@ る で ホー) 
へ ト 選 NGS る お 旧 装 丈 お "一 和 へ ・ や リー 選 』(1O・ 
田 ) は 8 トミ ー ト KK 全都 つく トト キネ INK (KS 春 
門 ) や Se や さや トペ ー ロ 据 や ne 慰 閥 居民 レ る no" 

トト ミー や ド ト K 田 革 揺 つる 也 政 で で 克 ポ で や ミホ ト ふ ペー 
鍛 つ "トミ さや トペ ー る お 由 朱 葵 短 や 弘 G 排 選民 RS や る 
り 9SN で 上 ※ 寺 し" 田 つ や 層 二 唱 衣 哲 りつ 軸 諾 長 つ で" 
や さや トペ ー 和 HG 人 記 りつ っ” 現 二 で 拓 坦 到 嘱 る る 






モ 皿 届 で や ざっ one り 尾 *n 壮 K 革 | 千 旧 ] 鉛 
や 下 HHS や ざり で し] 本 如 の の せつ ^ WS | で 詩 店 
dh け J 避 棚 つ お "She 時 で 案 人 で こり で 避 補 や 
ご で や さ ふ トペ ー お ふさ へ ペロ ーー 心 で HG や ざけ で 1 
昌和 頼 つ " 臨 忌 で 中 球 ト ーH KW 中 お 9 の つい 還 千 で 
介 る や 国 で で 王 由 判る お "で る 枝 SR で ら 明 いる 
SA さや か た ね AS 田 で 胃 る めで 要衝 の 知生 ne の る 
全 田 室 税 人 お G せ お ね や さや トペ ー っ ) | 胡 せ で し 
栓 で も つる 愉 り JST お "SAN さ 和 トト 3 で 8 議 き 
加 ぐ ペ ぐ 鞭 Aha リーIS 癌 パロ つき ドレ ツ や 
で 唱 忠重 つ 抄 固 Snaen や 人 人 " 田 和 SWG 内 己 や 
羽 人 WESTJwe 陸 ら 再 王 で や ミ や トー っ 閉 避 型 や 
tnBtS 2 Sm つや さや トー 

ュー ふ Preta [良く ね 軍 」 ぐ 無し "記さ し 人 る で 
輸 ぐ 判 中 くじ 費 ぐ 1 で NSRetefeG 計 直志 く る 7 
| 溝 選 せ 恨 立 り 放 計 / 欄 層 呈 守 衝 諾 本 や の Ge Sm 
ト ュ ー ふ 球 ?『b 送 各 】( 111・ 田 玉 ) し せ 「 撃 に S ペ ー 
Kー で へ 昭和 neo で 人 ト ユー へ See ざく る ” 眉 わ も 
例 往 欄 コ つ ウト ミ ペ ー 玉 時 玉 ふ トー ふ 票 トマ ー 
羽 一 へ ふ キ 人 m 一 尺 球 ホキ で ハー ヘ キ 慰 民生 や 
s@ (や | 一 1 

ロー ホ キ ホ 。Purocana ふさ 所 ぐ 田 テ ーー 





ぐも トト KS 圭 中 PSteSA 和 ミ や ト る で やせ 災 
りり で シギ いじ 壮 革 各 了 K 二 守ら の WT の つ " 回 K で 
所 で WS で 1 名 S 中 社 和 帽 で お” 環 KG 言 や 李 避 了 く 
"トミ ー 必 や トド KS 宮下 で Eye Tn で 
出 RANS や に る で せ 婁 球 各 で や じ 田 S 惑 状 人 吾 K り 
也 ne tt いつ る" の S 6 で ひつ か ミホ トペ ー モ HIS や 
や 人 で 巡 喝 人 と つ " 財 維 可 ぐ 構 り 0 で S 征 時 K 届 前 で 
い 壮 表 や es DSmS ズ 塵 つ K 衣 で 失 昌 尉 衣 せ トー 
AE こそ つこ た さい 

T や で AH 人 K・ 下 選 ー ト 』( 国 ・K) 己 S 弄 。 了 K 二 の 
ー 心 や や トミ GS 瑞 wu 馬 で ねむ さや トペ ー や 末寺 シズ 要 
つゆ 税 で や りや せつ ね" 選 装 和 | 叩 環 お トミー 中 や ト K 
田 革 幼 近 所 宮守 つく お) て て ミーツ つ ピ 
中 社 各 悪 で り 刻 て り コ 代田 生 各 や 回 G 害 際 で 補う 
りつ 旬 肌 で や 人 ペー や お 下 和 吉 KS 才 筆 JO の る 
の 層 寺 電器 人 で SHS 都 りさ で りり の 届 家 つね" 田 革 2p 人 
で 攻 据 つ " 1 ス 由 還 せ K 選 1OOO 財 で 人 SS お 下村 し 
欄 で つね" 音 KS 開 や 作 けっ の 中 2 で と KSS AN 
さや ト る で | 志和 囚 つい 半 KG マ ドー 和 骨 2/ 了 充 GR6 
人 で で も る HG 交 介 吾 K 瓦 悪 K 和 了 K 寺 や で や ね" 
で や さ ト トト ハー や 税 人 Po6t6 る 昌 ン mnN トミ ー 心 に 
K 半 池 つ る 塞 じ 尋 で 要 玉 や ざっ! つり 邊 や 回 K 各 で 


ー 必 G 下 を トニ mー 邊 ぐ 奈 明 " ミー ヘ テ ト で 田 四 
や WS | 壮 ぐ 交 品 弘 ら 弄 選 つ "nxo つく 銘 和 十 で 直人 で 
で モ い 要 各 品 Wn い る 計 志和 田 で 歪 じ 狗 だ つ お ? 

トロ ーJ ふ Purohita 「 下 ら 軸 人 る ね つく 」 「 己 現 
で で つの で S」 ぐ 柚 い し ” 出 癌 福家 歪 ぐ りつ " トロ ー ふ で 
癌 覧 せ HS 巨 SHG 避 次 講 て や ら ^ 密 塞 吾 玉 や 
ヾ や 四 届 隆司 6 信 「 田 で お 名 で AA を 尼 く 一 ホー 
か キト SG 毒 思 や 時 半 愉 PS で る " 

ロー トド へ Puloman て ヘー 古 で 近 ハ エキ ホ ー で SS せ 
親 *W ヘ ー ト や に GSGY 半量 到 鶴 ハエ ホ ー% 執 0 ひ ロ 
で 思う 公定 > を で の つつ し し て へ を 必 上 6 で し 衣 衝 応 " 

や へ ふ ユ ー ド ー ふ ヽ ハ キ Pundarikaksa 「 撮 癌 堂 
つつ お つや S」 で 括り "や で へ 京華 で 記 WG10" 

て 一 ド ふ ー ふ Hemakuta 「 振 S 豊 」G 握 し り k 
一 心 キ ヨ S 翌 羽 せ 人 の つる SQ ヨ 演 で Aa" 

ネー や トト マー BhogavatT に 巧 々 スー ペー 性 S 
ホー ( 補 ) 美 ぐ 黄 " トーー ペ ーー ニー ふっ jp 四 滞 Sho" 

ネー 込 〒 Bhoja エキ ー ふ や ト 拒 SHh" セー ミト GS 
く ミ ホー ふ キ 三 G 切 展 ぐ さ ー ト トド で 私 トト マー 民 固 " 

せ や で へ 生 で キヨ 過 兄 坦 鍛 凌 GAY 

革 m ぐ 園 SN* 志 で モー トミ スー さき トミ さら 親 x" 

ネー ト ャ と ミド Bodhidruma っ つ に AE ト SN 
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マー ダヴ ィ ー 





ト 中 


ルー ユー マー Maitreyi や くさ キ ミーS 下 マキ ー 
人 相 キ 和 ホトミ ヤル 次 "NNN トト トー トマ リー ( ト N 
hb へ A 交 明 KoK 坦 | 屋 還 赴 押 ) る NSK キー 迄 il を 
や トミ ヤル ロ 全く で 軍 呈 で 人 生 ドー トマ キー キリ ー 
せ 環 で K 粗 じ SY お で ロ お る つり トマ ー ヘ ペー マー 下 
者 民 引 放 研 柚 旧 や 名 慌 往 や 和 S 求 多 多 叶 家人 る で 甘 宗 
て 総 t@ 据 己 剖 拉 で 中 中 刺 つ ね る つり 租 人 お 語 ′ 吾 問 つや に 
恨 Jte 伴 人 人 S 閣 0W 要 ご と りつ 卓 久 つる" 尿 ぐ キー 1 
| キ も に ト さ ヤル る 避 神 る 「 尿 束 可 つく で せ 求 で 遇 で 
で 全 し 和 せ 補 ンー トーー ル へ て で 台 G や 人 で せ 来 球 環 つく で も 
人 Se」 つる く m ト ーー トド へ ぐる 屋 べ 詳 く お (「 ト ニ く テニ トー 
中 かく 1 キト を 1 1 に )" コキ ー 和 1 
キト ト ミキ キ 

ルー ユー エ Maitreya ぼ 下 
押 " 呈 さ 帯 じ 求 栄 きぐ” 芝 窒 " 

トド ャ トー Mainaka 言 wG 三 S で ー キ S 翌 SSre 
や る RSwo ヨ Ge 「 ル く ー く 一心 や 』 じ きせ ャ マト ホー ボ ヨ 





て て く ホ ー ふ キ 中 S 舞 店 で 調 


ル R Makha に Si ミー で へ と 心 玲 大 つ ね の る 
Sne 揚 密 宇 記 柱 欄 素 避 枯 つる りつ 4 で ツ 人 ト Si 
ミ テ IN で を SR く へ ( ゆ S 避 貢 や つら で ) の 店 せ で 
て ee 

ド RI Makara Npn ふ で ミネ ペー で て さ S 人 で 
郊 wato る 候 選 給 寺 G 異 ぐ 府 球 ” 下 距 ・ 選 宮 二 は SG で で 
SQ や N 心 お) 古 当 刀 " 定 如 玉 roxS 守 を 塞 を 到 
ー ト トー ネ (KRING 中 る 記 ) の 臣 守 Sr 半 り 粗く し る 
@ v り し 屋 寺 下味 ぐ を ぐ 古 や トミ トッ SAAK 密 
で 半年 へ ドー ぐ 骨 選民 WS 応 S せ RA へ RS トペ 





混 の 怪獣 マカ テラ 





せり ルー 心 キ G 基 ルト も トト ネー ュ jnmv で 舞 ペ ネー トー で 由 じ 
SG つる で Se (トド マト ホー ド せ 「 ペ ネー トペ ボーS 由 」 ぐ 柚 党 )" 
で へ ハ と い ヨ マ S や we 天 選 問 や 語り で ヨ お 相生 y 
6 登 宮 伴 び る mnT 

ル ボ ー キ Mauneya 「 さ 中 ( 語 湯 ) で 由 」 で 据 じ 7 
副 計 SA キス で 店 つつ り 半 守る SS 私 ミ や ト る JGA 皿 " 
思 で せき に 除 旧 但 交 WS 球 人 KOOOR や る で SS 下着 
臣 避 填 で し くる Q ホ 一 (所 ) お 共和 四 選 つ ね" ホー る 
で 牙 Q ロ 6 で や で へ 放 生 トミ へ へ に 折 想 品 和 を で 
レト で ポー キ 電 本 衝 お " 

ルト い ユエ Maurya へ 国 皇 章 で や キハ ヘ シ SN へ 
S 赤 じ ね で ヘー 孔 足 ぐ 堀 | 団 洋 ( 宮 吊 ] ヤー| KO 千 り ベ )* 
ミー ペー ト ー 心 や 統 ツ さ つ " 正吾 や トマ ニキ ( 応 志 や キ 
ー ト ヤキ "「 に トミ さ ふ ・ ヘ キー ベー 中 』S 才 人 人 SG) で 中 本 
コツ 音 で と 億 導電 電 つね り ヘ テト ネー 矢代 
宮 志 W WS 人 Sn る に へ 一 SR 田邊 本 拉 音 得 
SS 國 還 記 つい 繋ぐ 野 購 の S で る "に Am 一 田 
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可 ト や ヘッ 言 ペ ネー ルネ 時 IN で や に へ 表 ホ キー へ へ 
HHA キ や ト で や に K も トド ふ Se くま 中 で キ や N へ の 
家 ホ ー も トミ” 合羽 へ キネ ホー トト ミト NN トモ 
ー も や ト ミネ "代入 ミル ャ ネー や トミ ト ^ 世 ミ シト ネー や トミ 
′ 但 い や ホキ 全く や トマ キ P4See り DSE や も 舞 1St 
K せ K や トキ さ トー ( 呈 NIN ト セー) で 民 貼 や SG 生 
で K や トキ コト や も ト ・kx (NN トド 一 人 る で 半 玉 お) 
や る SS 華 や GDK せ や で や に K や トミ ー ( 半 構 古 ) で 
下 し StG 人 で さや ト に で も や ト K や に へ ふ ・ ト ix つる 守 揚 
S 判 囚 ぐ 昌幸 の 選 りく 判 皿 和 層 還 つり SQ ぐせ りく 幼 
や Sb ルト PS で 拘 や SKK る で て へ や ふ 1 トト ー ふ / 
赴く RS (GS くせ KS)) テー へ AA ヘ キ ミキ ー ホ トマ 
トー へ リキ AMG 胡 握 人 半 や つく RSeG* 

ル K や ト へ ふ 躍 Manvantara ズ 胃 S 吾 足し *Sxetw 
や WM ぐ 装 往 補 要 wuS で SR や に へ へ INS で 筐 " ト ハ ーー トロ 
で 守 | 国 く SK 篤 介 。 MSVSS 選 和 宗 記 b x 
や トド A へ NO る る SSRIKS 111OO 和 時” ズ 要 で 中 
球団 利和 早 MeO Sm っ kK 

ト く <ー ボ ドー ト Mahakala 工 「 童 べ 富 定 」 ぐ 振 じ " 





凶 き や で HKS キト で も SteNN NT カー ロー 棒 弄 
せ A ト 是 ぐ へ キ へ ト で も や xSxe く ー さ トト トマ ー リ Sro 
っ で で no* 

ルト く <ー ミ シンド Mahapadma 工 「 玉 電 常 」 ぐ 涯 し" 
胃 へ 上 鐵 Wo8 で セ やく CS 個 東 G10" 

芽 く 拉 居 GS.1 0 

UK 翌 ぐ 握 ぐ 工 四 WP Se 系 SNT 

ルト く ーー Mahabharata < 計 | ご 土 / 且 1O 
S 紀 (AH ロ ー) 6 選 祝 ce で ヘー で 回 中 呈 表 姓 電 ” 
トー ルー エト 』 つ つつ 避 | 球 詳 導電 ぐ 主 Se の で 逐 
環 導 ぐ 年 弄 芋 世 窒 二 せ や エマ キー キネ ュ っ JoSrQS 者 論 せ へ 
さいふ ふ リ ーー 心 や に SG で ね ミー ヘー モト ぐ で 田 田中 や へ や ミ さ S 
吉田 S | ロ 計 Sn 愛車 宮 皿 つづ お 弄 軸 全 察 こ 
い 公記 VS 更 ぬ て S 出 想 器 過 さ の 生 コー こく S で で 人 回 ・ 
吾 揚 ンー 弄 つ 飼 入 で 思 眼 選 G 還 判 り けり 展 志 ぐ で で で 
昔 NT 公 や 章 根 衝 忘 じ Sx0 TK く ー ス 一 下り 7 
ふ ぐ 愛車 昌 忠 @ 胡 弄 門 ] くい 中 N ぐ 抽 ぎじ 足 
土 Adiparvan' 人 吉相 Sabhaparvan 人 き 居 半 四 
Vanaparvan- さや で 一 和 ふ 暖 Virataparvan 宮 窒 半 愛 硬 
謀 Udyogaparvan ご リー へ Ak ト 忠 Bhismaparvan- で ー 
ロー 生 王 Dronaparvan" 6 で や ミ 圭 暇 Karnaparvan へ 
キー ニキ 吾 Salyaparvan" 師 志 写 幸 叶 Sauptikaparvan・ 


杏 証 ぐ 衝 ヤ S で や 恨 S 六 加 の 人 きじ ぐ ふ や ト 王 ぐ り っ " 
へ も ト 王 3 振 橋 ・ べ 札 ぐ や て VS や で 軸 臣 所 で 想 伺 り 薄 
ン 胃 ” で 辺 つ Sre* 

TA トド 是 ぐ 十 11G つ ASS1O" コー へ SS 

世 り ヘー ド トー で 選 訳 培 じき く 一 ドー 小玉 北林 の 世 で 揚 
mnS で で セッ * 

ド く 一 ド ー ユ ー Mahakalr <ー ペ ーNG ポ 志 や 
へ や に ト G 下 選 で りつ スー さや トト トマ ャ ー 

トド く 一 ポート Mahasena 「 玉 周 谷 G 避 暴 宮 」 ぐ 舞 や " 
中 年 や ー ミ ミホ マト ホー キシ S 忘 "ーー ミミ ホホ ー キ 

トル く < ふく K Mahatapas 「 敗 つく 所 xE や 提 
S 手 や "や で ASo る 仁和 や ト 王 SG 雇っ へ や ト 

ル く ー ト ー や ト Mahadeva [意表 是 1IG 握 や つ 
つき へ ふも ト 古 S 守 所 の つい っ oN る で で 政 避 任 や で AT 
此 是 S 宗 巡 Sn 

ル く <ーj ト ー ト マー mahadevi 「 志 KS 年]S 振 や 
へ や ト 是 ぐ 凡 垣 寺 規 GR し YS へそ へ ト で MSN" 或 
療 吾 ロ く ー ミ や トト マー と トミ ミー トト 一 SG 工 
罰 ぐ りつ "「 や トト ー く トト ー ト 』 班 SS セス ーー ホー や 
ャ ーNINN ド ーー  S で AH KT AFIII 研 GWS で で 
へ す へ 中 で ポン 恒 や の S で" 本 SR や 抽 絢 で の で お ト 
必 ト ドー で へ ふと へ ホ で し Se ま INK や に ト ホ マ ー ロ で ら ” 静 


三 ぶ 翌 震 Striparvan" 全 釜 堂 塞 Santiparvan 全 計 寺 臣 
AnnSasanaparvan 紀 宇 補 躍 Asvamedhaparvan' 宮 に 
ー ふ NT 詩 ASramaparvan′ 号 宗 愛 虫 Mausalapar- 
Yan 記 居 峰 封 Mahaprasthanikaparvan" 等 味 尿 時 Svar- 
garohanaparvan る で 型 e GS 近臣 レ SreS | 
て ロ 完 ぐ 愛 守り Ore 球 宮 じ SQS” の) く 首 司 ら 湯 癌 
記せ 至 ま 披 層 SG 吾 田 で | 叶 き し Sxe” wwG 弄 
S 沙 や せ 年 品 ・ 選 宮 ・ 甘 絡 ・ 握 理 ぶ US 球 宮井” 状 計 ・ 交 
揚 ・ 器 諾 SMG SS る ne の 過 で や ro 玩 幅 ・ 憶 忠和 る 党 こ く 
に に さよ コ コル 

US ポ 忌 天 圧 で 判 曲 つ SQ 球 貴 ぐ 田 れ 3 く INwHS 財 
で ヽ さ 所 ぐ 避 軸 *@ や へ さ ふ ペロ ーー (へ 所 で 填 民 ) し 7 
WV で 葵 く K ト マキ ホー ト 心 避 き ーー ふ 必 ーーN スー ヘ 
で SH 店 琶 る で "RS テー へ トー ヘリ ロー 必 半 Oo 
S 舞 mm で TS も し 。 環 ぐー ヘー で 泉田 で で る S 中 
て ロリ ン S ら ” 舞 m ぐ 多田 和 伺 せい る ね ペー ヘー トロ 
や へ トマ ー 了 KG で る や 記名 h て AdikYN 5 
ーー トド 。 トミ 2 二 つ レト ー テ ーー 求 べ で 人 で くるり 計 
で へ 履く ホー トト ぐ 田 べき 財 人 SG で 尺 " 因 で 半 
SS ロウ ミー へ や ド ( ベ ー ヘ で で 由 問 S 民 ) 
言 せ で お" 悟 m で テニ ヘ トー へ ロート 9 っ 区 ポ ホー ペペ ーー 


ー や で る 宮 憶 で るー ドニ mー 和 相 避 3 の で て 息 em 
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で 由 貼 礼 S。 思 で せ S や 広 や に (ふさ で 由 紫 ) 生き 


ふも や ト ぐ 田 HH 中 き 持 へ へ トマ ー 
と ユー トー ヘーNG 舞 弄 記 oe" 
] 環 唱 柏 い で SS で" 
で や ぐも dQ 人 S。 田 田 中 きぐ 
田中 信 や 四国 店 
還 で テニ ふか ー ふ リー 中 半田 伯 和 本 了 て 範 さ つい 田 田 証 
虹 RHETATKTY で NR や OS 四 田 は 
m 一 入 下 せ りり 忌 向 素 て 明 人 
く K ホ マエ ホ ー ト 心 で 
せく で 柚 各 繋 心 ココ 
選 ン 坪 弟 玉 可 押 G 丈 つ い 部 で 06 て srvr 
88 くく ホキ ー 愉 画 
央 閉 ら もぐ 4 公 書 % で 
や 上 天 や 振 車 押 入党 ーー シト 
抑 さ つつ る" 刀 選 で 心 や ト せ 届 恨 つる 





でき 表 人 セ ve で 


年 部 挿 各 人 で シバ つ や ソ 
や 拉 ぐ 王 S 芸 < 


せ 恒 加 つ ね に トミ さ 2 生 





ぐせ お 回 四 で 当 と ドーmー 和 SH 
ll 昌 つ 。 RS 必 や トド SG 66 く K 中 で 本 
スー へ や ト せ 概 有 お は で へ と 人 ト 
居 園 和 款 詩 @ り ずつ 
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NNK ふ へ 避 薄 の 現 人 ビ 


で 18 日 間 行なわ れ た 


バラ タ 族 の 大 戦争 





りり で で S 昼 園 ぐ せ や せく ミー へ や ト ぐ 中 要 相本 で AT せ 
で 垢 加 ぐ 田 や つい 選 明 垢 ン を 到 い 志 過 鶴 AwS 和 Exo り 
ざら avS 選 致し や や IN や に で テト ーmー 直 ポ 宗 マ 
ぐ 求 掌 宙 つい 拓本 求 で 3" と モーmー 和 本 り S 各 上 ン 
NE の こま くに びり オーバ 7 く DD お) 
Th で 選 尊 衣 思 %0 表 転 で 4 し 守 9 引 や 心 の つて 
キ べ や 1 問 回 ぐし ST お で や 本 で ATIN4AU 
で 和 で せ 紀 世相 全 づつ 。 青 棒 ・ 半 下 
きせ HKTA KTNOMS 防 お 区 ( 田 田 中 ) で ポ 
心 く 私 マー や aop 相 世 め 鑑 振 いび ツ つが で る? 田 テニ 
ゃ トー ヘリー で 吾 要 避 4 で ツレ ミー と で で 由 中 コト 
で く 記 マー モ 選 で 包 毅 や Se りつ 6 合 S。 1 1 時 SS 
く や 個 で 王 し 六 表 で 判 昌和 つ 。 | 利和 時 県 く 三 で で 生 ロ 
束 や 2mK 十 じ く K ト で ホー も 心 会 で 弄 状 お” 時 へ 
へ 中 マー | 半 ぐ 王 ぐ 誰 訓 や ホ マ と FINS 絶唱” 田 
田 店 の 属さ で 舞 必 下 く マ ー 可 押 ぐ 判 現 品 く 0 けず 
ST 

JS 記 や て S 家 て で や 公選 で 科 机 Sx の る 介 維人 め 設 で 
で SS キレ っ 宙 つ ポン を ドレ 表 お で き ャ ー ト モト 泌 で 
ふさ ー へ リト ジン 。 層 せ 本 本 で へ で N 唱 NN で 心中 トコ の 究 い 
国生 刻 ら つや や 5 いせ の やや 全 8” つ 全 つ HitTAH 
ホ で 中 革 ) 村 表せ 包 で 二 で や で くつ ゆい 杏 屯 半 更 
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旬 遇 下 監 交 | 1 時 本 呈 還 HH 計 代 つや ロト ヘ キ 還 で や で 
ホー ふ HS 舞 衣 じ 骨 直 る ン つ し 還 宮 やき やく る" ので 
環 人 6S 心 や トド ポーーS さ ふ へ 回 つ 臣 加 つ レト ヘ キ 
較 葉 くつ" や で 中 ー ヘ HH ぐ 斗 史 畠 釣 つ る で し ′ や で ホー 
へ 田 で NR や 心 や ト ・ーーS さ へ 環 負 財 GS る やり 写る ネ 
翌 6 で 尺 " 財田 中 きか で トー ふ 財 長い つ る 胎 宗 
や 2 玉 軍記 六 畔 で 人 お" DS 窒 還 Si 上 選 。 型 持 で 
幸 基 公記 ぐし” 田中 全 や で 中 ー ふ へ 幅 北幸 宮下 全 つ 
"田島 装 る 砕 る" ベー へ や ト ルス キ 国 せ 臣 吾 和 拓 
や "スー へ A 選 や トモ く K ト マキ ネート トロ 下 六 避 測 ニ 。 戸 
時 ぐ 吊 劇 称 革 つく で る ネト ドーmー 入 下 革 り 各 時 箇 つ 
いく 唱和 ふさ 抱 RIN ホ トコ ミー へ 私 や トド で 1 | 下 昌 者 避 
信 丈 区 癌 人 で る 避 つ S 必 窟 束 青 S で Sr で りり で 
四郷 ぐ 十 慌 (ミル へ ヘリ ーー 心 ) の 写生 へ さや へ へ 
リーー 改 や” | 語 りお ね で た で で や 租 須 愛 守 で 
拉 中 "コール 臣 た ロー 邊 緊 " ミト 革 - ヘ キ ー キ 
に IF: ようこ た こい と ココ 
ト S 店 に AH や トト ペー ドル へ スー へ ヘ 選 私 ト で 青 吾 語ら 
りさ し 上 男 び Sro 原 填 お SW く | ズ 表 杉 つ レ ミン ペー ヘ 
せつ で 交 天 や Se 

り G 玉 創 加 所 明 "RS で や 必 や ト 太 せ 記 つ ペー へ ふも 
トト 財 っ や 臣 つね り せ SmoSS WCS 束 填 mK で る "と 


改 愉 トマ ー ぐ 四 く で 呈 由 や つの 模 守 で 補 避 で お" 有 
32 案 で る Ao スーAAEESHHIN で AT ト で 中 人 
昼 骨 胡 恨 和 ぐ 委 村 ES る ン で 有 圭 青 多 表 て 入 求 で 
ざ 格 くじ 様 本題 つ ひつ つ る ね 条 ′ | 舞 で 墜 邊 や で キ 
ー キ S セ ヤセ る 6 で て 曰 詩 家 ( ト へ や ト ネ ペー) で 
っ / 験 豆 更 信 選 レ く KK トマ ホー ト 心 とじ 田 己 は いる る ね" 
舞 可 で テー へ ふ ト ーー 心 更 田 侍 補 ふさ 据 也 更 の やつ し 年 
和 hYAHiKYNS 田 舞 じ 半 昌 つね 和 S” 公 で 素 愛 吾 し 記さ や 
1 半 G の SS ぐり 本 さや つの 尿 辱 で 守る ee | 田 叶 守 
失 醒 咽 つ " 更 交 ーー ヘタ ーー ニー つのり 拉 ぐ マ 竹 り 
0 対 N6SP 装 奄 K で お" ] 半 ぐ 政 各 や マー ド oo ご 
で 忠 K ぐ 慌 や ST お へーA 村雨 AhM で 訟 迫 公 室 和 つね 
で Sw 胡 "る ミーQ ヘ や ト 3 っ 8 立論 人 で で not ン 緊 
選 ぐ 次 上 ヨ @ 求 つ つ る "Hih TA 中 で て 半田 選 和 や 押 ト 
ミト SG スニ ー ふ ふ ミ トー ロ 駒 季 ら " 還 べく で 要 球 で 補 
さ S 閣 定 必 で く 計 マ ー ゼ | 回 S 下 や や 財 い 紅 呈 お" 
半 で せ 古 Y で 判 映 束 所 つじ リ ドー トキ ロ 門 る お 生 ) 理 
も を いく トマ ー 和 6 還る くし まく トー モト "へ 
NO ト さ 1 下 和 S。 買 寺 ロリ ロー ルネ 球 お" を 生じ 議 で 
選 ゴロ 味 re ぐ や SS 「 ル く ー く 一 へ IS 買 間 較 人 る で 
送 装 曜 ” 味 民 忠 内 右 蝶 や 引 先 ご ね せつ で や ピカ 
PAS 選 。 貴 了 K 臣 じ ロ 生 で へ 本 中 で 下 到 層 療 AR つり 





パー ンダ ヴァ と カウ ラヴ ァ と の 凄惨 な 戦闘 





臣 ぐ 族 硬 到 刊 是 コ PSneaJopmR で St PAStG" 
『 ャ ベー ミー 選 や 】 唱 Jr く S で S ビ Sn0 杏 聞 で や 公 じ 
繋 の パン 長 で で いじ SxeoS や "所 2 田中 HKS 麹 還 球 中 
「 ト 中 田村 貴 」 宮 振 人 辻 「 ホ ー や マー ニー 玩 陣 や 和 S 選 "7 
選者 り で で で 判 失 つり や る る と G 世 理生 弧 公 で お" 
マン ロキ ー や マー ニー ぐ 陳 主 せ で ヘー ボ 翌 劉 握 いつ る 
で で SS 概 志 シタ キー や マー ニー や る 代 A0n0 キ ホー トマ ー 
ミー・ ト ー か キー ふ 直 呈 SQ 表 SS で So 
選 宇 佑 さ ツン ロ 密 演 悪 ” 束 寅 恒 り GO 人 GS で で 窟 近 量 り 
区 球 や 補 ン 『 箕 京 聞 中]】( ツ ロー へ へ キ 和 ミト Moksadharma ) 
信介 の 全 で で StG" お ロー へ 1 トル 躍 お のり A を で 一 
宮 G 堅 垢 ぐ 副 球 W@ 「 く S や トト ミー・ キ キー ペー』 ネ ごく 
こよ つこ 
昌 屋 選 層 ホキ トト 軸 
や で AT AR ト 
へ AS 選 窟 や ト 
へ の 生 へ 選 突 S 06306S 下 間 ・ 選 編 生 の こく で で 
トー ト や つつ ロリ ヘー ドー ぐ 攻 店 ・ 選 窟 で 杜 院 の や で" 
塞 「 く =・ や FAN エエ 」 攻 | 所 還 で 花 尽 人 で 宜 
近年 し” 刊 い つや で AT 諸相 呈 委 李 監 つ つね へ AT 
直 遇 翌 和 玩 て りや で へ TK へー へ TGM 


に さこ お で FE で くき ざこ いす 9 た VI6E こ 3 の くに 症 31 く PS SPINS/ 
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マハ ー プ ララ ヤ 


mn- 一 ーーーーーーーーーーー 一 


マー ヤー デー ヴィ ー 


『 ル < く ー く ー 心 ふ 』 で 判 遇 を 肖 幼 ” 英吉 章 き 所 者 ぐ で ヘー 
S 必 帯 ・ 羽 直 ・ 搬 寺 MG 刀 ぐ 人 で で 人 人 *@ 必 人 く レン S 誤 
一 紀 中 6" く ー く 一 心 ふ トー ドー キキ 』 つ っ の 
YS に 4 に て に だ ぶ こ 細く: よさ に いた さこ まう 
[トト く ー く ベー 躍 IS 窒 中 で せき 款 の 閉 時 や で ので 
や 代 で お の ポ 護 AA ロー へ ( 突 社 ) 計 ぐ 革 堅 」 
せき 癌 で 下 淫 し せ | | 悪 寺 G 時 也 ] で で 『 ト | 
ー・ 人 か キー へ S ド 『 ト く ー ト トド 「 く と 必 ミ く ・ 
トト ト 一 ト 」 0 ぐ 二 思 の 守ら"『 将 叶 来 着 末 還 遇 
編 」 や 9 明 り ロ 抽 S「 ぐ を 拓 球 密 桂 ] ( 末 田 拒 包 | 舞 ) 「 | 
下 寺 べ ” 失 了 く ” 訪 志 家田 禅 密 ]」 で TS" 

ル く <ーTN キ Mahapralaya 「 玉 京 裳 」 ぐ 注 じ " 
判 路 で 表 表 で 衣 3m" 人 トート ぐ 境 中 窟 け で 7 ト 中 
トト ー 華 G 状 入 で 民 % じ ぐ 穴 要 くく 一 ドミ く ( ポ 守 ) 
ざる る 2) DS く 一 尽 さ くく 率 信 ロト スー 下心 愉 を 到 
りや OS 判 四 さり 避 赴 わ く ペ "本 " 促 末 征 マ ^ 
ト 必 トド セー 環 世 の 恨 旧 <ne" SG ャ スー ト NNN キ 全 込 を 
く ー ト RS) へ へ で SO る 人 まく 一 の る RSroT 
り G 闘 ” 地 地 各 悦 因 つり ke で せ 装 是 く <ー ペ ドー ニー や で 
ぬり る で ST 

ドル < く ー 思 一 半 へ Mahayogin 
も へ や トド 下 S 応 ” つや ド 


「 差 ポ S 谷 舞 ]」 ぐ 抽 





ルコ JA キ ルミ KT ロー Mahisamardinr [と キャ 
コマ あさ ざき キト ミ ペ ーS 忘 * 

ル て 一 AH や ト ュ ユー Mahesvarr で こす 目 -3 
Xne 華 で 聞 し "トイ く 一 ANN ( ポ 亜 坦 是 ) や 
で で へ トド 下 で 天下 で て " 束 篤 吾 ロ セ スー さ N ト トマ ー ン 
と トミ ドー” トト セー 本 
イー と い Mahendra 工 「 間 Ks で ヘーN」S 導 
シ で の て い 揚 で 導 吉 ” Ge で Ad AKG 
票 * で の を い 王 3 選 や ュー 必 tu 訂 つじ る で Sa を いら 暫 
で SenUT お の る 2 

で へ とい N く ユ (か で へ TK) で 醒 更 wSre 和 ヨ 由 Ame 

せ や っ ト 田 緊 ぐ に へ 一 表 田 康 束 ^ いた 生 : さく と) 
由 P 二 培 和民 人 し K ユ ーー SS ro っ < 

ルー Mahodaya ポー 中 た トキ (S 下 到 和 ) 
国 S 尽 S ぐ we* 

ルポ ー 選 Mahoraga [ 翌 K 鏡 」S 六 し ン 盟 半 で 


半 さ リ ーー ベト GUN Sm き 各 じ せり で 打電 妥 癌 


謀 財 や 折 還 ey 
ルル ネー Mamata ト ュ <k< ト て ぐ 肝 ぐ 遂 * ト ュ 
て K く ト て 到 間 角 で し っ reo 欄 Keb っ ルム 


や つ で 宝 回 上り 諾 揚 の で る で も し ・ EE よそ エト ま 1 
半 ポ り 束 祭 で SG りつ 本 計る 下 GK 和 レコ 


トル JA キ Mahi- 
sa 「 寺 」S 拓 い " 
貼 細 ト KING ル 
り ヘ キーKNAJoO 下 
や ve へ や トド 藤 で 
是 宴 ホキ へ ヘー" で 
@ る セー トミ ポー ロ 
さや 或 季 S お ト K 
SG JDSF ト KN 
全 抽 に く 提 天 ′ WS 
で エコー ト 
選 ” 古 々 マ Ap 謙 で ソ 
肖 除 昌 屯 や で ツ つ 
AE を 
吾 呈 ” 判 忠 Aapd6t6n 時 生研 ST 玉生 や YA へ HK 
古 ざ や ふ や ト 是 で や ヤヤ 全 4 で や 半 で で 宮村 手 つ ′ 者 
つじ で 本 ぐつ く 要 税 つ ね と ドミ ポー ポ 古 会 半 守 
ES めす に 3 だい だ よく 02 人 a) 
で た まく で こと いい の も まこ よそ 
せ ぐ 次 で 刀 王 MS 舞 電 訪 選 探り つ お "WS 革 表 と 
で さき SN 一 革 是 まり ヘ キ ーK 必 も さ 対 マリー (時 級 や せ A 
キ 員 や 半 華 ) の 守 SetfT BRT お "つと で さ ヘ 一 


灯 さ れる 悪魔 マヒ シャ 


ドッ ゥ ル が ガー 女神 





人 で コ つ "つつ 名 つ ^ 華 マ せ 天 計り 「 く SS 附 人 る で 半 玉 
貼 各 析 じ ゃ ( く ・ を トト ー 込 キ る )」 や 幅 い Q で し MS 
店 きく か と トト ー ハ キ JSN で る me 

ルキ Maya に ト KS 震 皿 で 卸 紀 人 所 守 各 し S い る 
へ で トマ Gae" 玩 せ 王 マ S 判 皿 ぐ 天守 下 ホ で AHRKS 
ミル ハロ 要害 ye" 理 和 や で INN トマ で 冶 セ SN ト 
人 TIN ペー ドー ポー で 課 愛 HIN 一 トト S 導 AN 
ー ヘ モー ぐ S* 認 埋 Gi ホ ュ ー 和 ao 所 ご きる Jo pereN、 
ー ト トキ キー ロ 垢 いで トマ キ 拉 せ 皿 で ね で り 
で 理 「 ト く ーー 必 へ 」 じ 3 癌 和 く ーANS ト GSG 
訪 史 貞 器 つね つつ し < ょ os 

ドー キー Maya て R」 S 据 し 記 称 半年 
つじ 下 人 や つる -oG* 室 土 召 で 下 騙 * Se っ 半 判 陣 如 
葉 都 電球 で 是 下 り つじ ぐー ト ミ S 一 革 昌 ぐり Sm" 
で りや 全 で を で や ミード ー キ ー ホ ー ミ マーa ト く ー 
トー キー つ Jp-6 和 So の Sr 

サヤ や ポ 調 暴 ぐ 1 0 ポキ ーS 忘 Se* 

ドー キー トー マー Mayadevi Gres セ トキ エート ト 
トー つつ Ss る 障 ふ エコ KING 搬 * 問 ポ お や ヘ キー ニー 
MD に で きい 加 ぐ 古 ペ ポール G 周 選 
間 で の Sr@ 志 や 提 究 つ ね つる rm AG 提案 セー ルート 
ー ド トー ゼ ペ ポート ぐ S 孝 じゅ ハニ ド ー 華 深 G や マー ト Ku 聞 
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マー ンダ カル 














teN ト で つの 臣 | 窟 Sneten ロ で で お? 

ルー ユ ハ キー Marisa 癌 帯 到 へ と ド や S 幸 や "トロ キリ 
ー ふ * ま KS 崩 私 へ AG 時 加 K で 時 で ヘー で 室 ぐ 人 
中 各 遇 も re お るり 了 K 二 人 る で 県 類 衝 補選 路 で S 要 トト 
さ ロ ー ホ キー (FR で AT K・ 和 トー ト )" っ トマ 
ロー ホキ ー 

ャ ル ユー 中 Marici ミー 王 革 ぐ 福 嘱 じ " 生 心 穫 キ ー ミ 
YS1 マ " 音 NN ト セー ぐ 投 全 で 半 ね の る Se 
や 素 評 和 1 ズ " 副 計 RA リキ くせ ドニ ー ホ ShP し Se 
つ 無 負 

ルー ユー 上 中 キ Marica いで ペーS 謀 宗田 トー トト 
S 忠 し ^ ペー 心 ペ ー ぐ 聖 店 つい 装 玉 る (トー ドー を 
+』 炎 療 堅 )" トー ドー キト 」 で 5 里芋 や で へ 9 モ 
トー っ で 内 眉 胡 定 に mー 和 トマ キー で 田 中 ホー ドロ 
忌 世 束 衝 記 人 の 到 代 TSP WS 選 " 必 A ペ ポー ぐ 携 HI 一 
や トト で 四 き きら 田 呈 起 T や ハ ー ル ペー ホーS 直 
傍ら 選 WIN 一 26 つ 香る 和泊 や 人 全 り 統 電 S 蛋 
せ 始 名 押 人 837 トー セト せり で 電 G 宮 各 弄 2 会 主 いじ 和 つ ね? 
選 S 四 *% で ヤー ニー ホキ 性 基 S 學 東 で つ せ SV” N 
ー ル 反 下 公開 員 軸 つ 人 お 名品 長 『 "DS 計 ホ ー ト トト 
せ ト ー ド ぐ 王 区 ハー ヘ ペー 吉井 る 措 *e のり 愉 つ レ ハ ー ト トト 
財 つ トー トル ぐ 骸 谷 ぐ 写 吾 公表 Y6@S や Ste ( 鶴 甘 土 )* 


硬 症 Gre ヘ シーNS 的 ・ 臣 虹 箇 で" 垂 ト Si 
還 是 や トー ローp 認 氷 菜 る "トート 居 回 じ せ ミー 赴 
毅 せ SA キミ く 計 S 宰 ト で ト で で Sweete"T ト トー ト ネ ・ 
トー ト 』( や |) せ SS 守 KK で SG 己 拘 S 下 S 還 
避 記 季 惹 公 S 還 玉 ぐ ミー 七 半 で ね つる" 

SA ロキ く 計 く 抱く 元 ト ト で ト で 是 ぐ 時 ら " 
細 11S 表 中 中 で せ で トマ 8 選 S 潮 の やき で お 私 。 是 マ 
S 神 嘱 し Se で A を 性 入 で ト で キ OS 泌 WSxe ON 
リキ ー ふ ふも キ DA を SANw 要 も で へ 華 ら 所 
明 つ し 刀 で 各 皮 つ いつ お" 吾 S 持 中 で 中 で 壮大 
准 つ KSRA TH エミ く ロ で ヘ と Ne 球 生 ね で Ro で 
で 店 革 ah 回 つう 杉 で 3 リ SS へ リキ く 計 7 
で 慰 で 穴 了 覆 G | 尺 司 呈 基 re 本 "woo つく 折 本 ES で 
で 87 抽 計 人 穫 a6n の 架 家 つね S せ くる 
半 の p 束 い 下 し Se で る る 公主 SS る 。 任 
OS し せる / 区 年 紹 GNP 和 記 で し Se でる に 
電信 oS 唱 時 やじ せ OS 2 SS 党 班 ら つる 更生 
@ 館 に PST ね "で ト で 求 四 上 ら で 字 選 や 明 
SS 一 書 せ や ヨロ で "MG 闘 で 婦 名 長 
Y で へ を 下 宝生 で で で 捉 避 幼 A 拉 PS で RS 末松 
nsvS で や 回 ポ 人 所 べつ ね る つの 王 つ 皇 る "SS で へ 
と NG 志 叙 し SQ つ 代 長 で 生生 で で SA 計 つる 











ャ ルー ユニ ロ ー Malinn や トミ ト SHN へ AT RINS 桂 G ト 
ト *K ( 了 K 惑 GSR 要 ) ぐ ON 壮 革 革 則 計 ミ や ぐ 閣 ツ 
や kN や ホキ 赴き St9 穫 店 避 枯 く ね (ドー ミ 
A ホ ー キ ・ ト ー ト 』 で く )* 

トー ミ R へ トー エキ Markandeya コー へ AG 草 由 
や も"「 セ トー ミ へ 計 ー キ ・ 和 トト ー ト 』 ぐ 革 押 の 作 ne 晶 所 
半 せ 閣 つ る 抱い 品 電 し 長 で で ホー ミミ ーHK (中 球 
で べそ) つの 守 せ Sr 

ルミ さ ^ ふ Marutta 
慈 ぐ HP 

人 サー ユキ ホ ト へ へ キ ( 呈 製 凌 ) GHSXO” 吾 き や トト 
へ リル トー で や 朋 約 SS 人 SWG 融 由 和 SS 球 電 
Ak Je 

トミ ンー 明 惑 Marutah [へ ・ や リー」 で 嘩 琶 葉 
示 ” 吾 ・ 坊 羽 ・ 起 守 寺 心 嘩 宣 愉 束 利 提 つや ね の で 
も” 畔 で く 闘 半 時 ” 六 窟 " 震 ポ 製 評 "軍民 PS" 
ヨ モ 粒 避 " 臣 ン 血 称 提 で 羽 選 6 せ 全 る 提 品 肖 で PSre* 
紋 考 ” 層 宇 妥 是 ミ テ 記せ トロ ョ ーSS る 宮 壮 
で る の る RStGS KS 玉音 人 る で 装 玉 る やっ の ” 層 古 か ト 
ーHS 財 革 ね Skoop さや 大 で 近 S | マル ミー や 
トト マーS 由 も Se Jo く SSxe WS 到 革 の や 1 や 
11 や の や っ の る RS に 製 じ Se や リー で 


て も や ト で も や に K や トド ふ ・ も KG 由 


ュ っ Js 


Sr 守 半 る 圧 つく 指 に ロ 連 レ で や る mo 間 て 
へ を 必 革 吾 KG 悪 忌 公 で WS 選定 くら 3 交 。 還 陳 で 劉 路 
PSe や トド A 選 じ 征 妥 で や 弄 記 季 譲る ね PS 下 
己 所 ぐ 球 色 対 % 久 AS 和 も お で も し) て A を 性 ドー・ さ 入 
( 圭 て )」 の つく る 7 や 到 定 や や 旧記 90 人 る Sm 
志 還 尺 G 古 々 玉 半 S で り ざ ずり で る 9 て へ を NNS「 ト ドー・ 
ミ 和 へ 」 の 四 る り の 名 で トル ミーツ Sa し 呈 せ Se 
に よく 3 が くだ ルコ 

ドル へ RI Mangala ぐ りつ や" 還 臣 ポー ミト で 
ホー キ へ 臣 | 宏 MySre" 理 せ へ か ト 臣 ざ 球 民 で 半年 GS 
3SS 中 つく で SS のり で り ざ ロト に AS 一 必 R 
ャ - トー トー トッ コーK ふ ( 素 翌 ぐ 中 ) つつ RSre 
理 せ 6 AS ト SS さ ル (へ 私 ト 王 で 庄 全 ぐ 半 記 る 軍 ) 
SS ペー ミ さ 民 ( 間 S で SO) ロー へ ( 拒 る 軍 ) 
や トー さ ゃ (RWS 羽 ep で 画 ) で の 年 委 Sre" 
ルー へ ふ や マ ー Mandavi ペー ホーS 妃 思 環 へ パ キ ー 
トキ ぐ 圭 や トール ぐ 要 氏 く IN へ S 交 (『 ト ー ド ー ャ よ 」)" 
ルー へ や ふさ Mandakarni ASG 窒 粗 お 研 
部” TINー ド トー キト 』 ロ SS 冶 せ 区 つつ SWG 要 避 現 いね) 
っ で セー へ ヘミ IS 功 つ 所 玉生 々 和 経 会 や 古 マ 
で 判 PSe で ヘー 性) 究 で 王 半 T 尺 66 し | 思 千 で 
代 っ や 四 つ 直ぐ くき る し 部 密 つ し く re 吾 所 昌和 も xo る 全 


314 


315 






































マン ダー キ 


一 ーーー 一 ーーーーーー 一 - 一 一 ーーーーーーー 


心 


の 2 


昌 還 Sh トト ま NNK ( 了 K 臣 SS 要 K) や 志 ぐ や ざら 融 
人 で" 古 マ で G 計 園 営 玉 つ いじ 回 共 で きじ 入選 玉 さ IS 地 つ 人 
ご " 宗 ぐ 世 YS@ 折 財 各 ぐ 多 せ 組 で 2 り で りつ 6 で サン 
要 き く へ ホキ ー ト MRNK の 相生 Set い US お" 

ル へ ペー 一 Mandakini 衣 村 各 埋 Sr@S へ 一 (や S 
AAK 忌 ) ぐ 選 し KS 三 ぐ りう "ホー 一 心 ホ ー ふ (ホー 
ペー ミホ ーー) い いじ 握 SS AAK 密 で | 羽 己 "< 
ー ミ ペー 心 ふ 」 FNー ド トー キト]】 悦 振 盲 SS" ホー 心 へ 
ー ふ ヨ S 県 弓 人 SS 大 選 ホー ルト ツリ ふ ハー ホー ぐ 可 
ャ 9 記 人 S で る ST 

ルー へ ペーー ィ ユ 。 Mandhatri ペー ニキ や に へ へ キ ( 古 
缶 操 ) 嘩 ve 田 環 ぐ 副 押 ( ト ー 和 キミ へ )" HH や トド ホー 
1 や に HG HH や トト ホー 1 私 ト 田 己 侍 嘱 る 人 SS 由 革 
S 守 SS や 媒 ぐ で 介 調 各 お で 中 半 寺 yo るる 
表 固 理 人 で お "WS 総 居 ぐ 王 家 本 ロ 史 る で る せつ 代 
加 和 買い 現 人 で ペソ 2 ざり OSS で 名 弄 王 
亜人 S 界 る や トト ホー へ 9 トト WS 貴 ぐ ※ ら 店 半 各 判 生 
ne 人 SS の せ 民 で 生 り S 称 某 で し つく WS 王宮 
1 く ぐ 駅 で 由 全 ぐ 所 絹 る で 装 S 皇 ” 球 半 SS で 由 其 軸 
握 い リン Ste ズ 各 拘 で レ Sho y り そ へ と 華 琶 で 
人 NS 由 革 せつ を 38 で や ve お 全 旧 四 旧 百人 中 ee 「 選 党 
宙 つ を 28rePASOT」 (セー へ ・ ト キ ヘ ー 和 ヘー キト で て ) 


ル ヘ ンド ーR Manduka 「 選 」S 揚 いじ い で 握る 
い 信 で 導 世 羽 下 型 つり 忠 で Se REAAH へ 
富久 茜 導 で ポ の ざ つい 博 知 計 笠 G 翌 生 了 で で い 
菩 約 つ ね "Av 宮 手 了 つ 人 る 彫 計 人 る で し 憶 税 豆 ね 人 
や Sn 「 つ へ や ロー で 選 で 画 (や ・1 
っ 思 所 JreoS PSeeuSre" 選 王 % お 更 洋 で 春 翌 
oO の で の つる SS り ぐ 半 旨 4 で いり" 想 療 避 天 シミ 
人 ポロ 6 で し 宴 SSGYO Sd 軸 人 る Se (『 っ や 
リーN」 1O・1 KK)* ペ S 玄 格 人 る で つね おら 本や ve で 買 
韻 で の SS 幸 で る ね つの や る く RSto (へ く ゃ へ < ト Nー 
トド 本 長 ・1 <11 

ルー ヘ ハシ で ホー キ Mandukeya 「ー へ ・ ト ロー 
ぐ 請 寺 S | " 壮 代 mmSSPSre て A を NNIN で ト で る 
で MS 才 冠 人 悪 玉 導 くねる で 

ル ヘ テー ペ ユ コー Mandodari 「 塁 < 惑 ぐ K」S 渦 や " 
ト KINS 聞 加 軍 て ぐ 操 つく 斉 " IN ペーS 抽 HH トー トト 
よる ぐ 秀 め 代 で し で ヘー ペー 和 敵 で" 

7I ト で 一 Mithila 忌 り わく 一 さ S や で ホー く 国 GS 字 絶 * 
独 電 で SN ャ ー 三 ロー ハー 三 JGS る 宮 Ste ト で さ 
ドーー の IN キロ 所 恨 紀 り Sxe り S 納 芳和 下田 
信 旬 人 キト SHS 押 紅 ぐ NA キト RNNSaaS” 翌 
S 評 舞 ぐ 人 か キト へ ふ ト ー ミ さ ざ つ い 計 So の る RSro" 





幅 で や" りや で 由 セー へ 私 ーー る 7nSUAURS で 計 
や Sn トー ハーーー せ ポン 則 商 揚 S や で ヘ と トト 
ホエー 史 押 ざ つつ い 還 〇 べく ぐ 圭 つべ で 吾 條 Apm 主 る " カ 
で ざさ で 因 〇 べく 層 ね 世代 半 層 2 名 串 末 や や く ー で 兆 り S で 
で (「 や トー ・ ト トー ト 』 還 ・11)* つま で く ニ 

ルト へ ふく ー 心 Mandapala 中 ま S る や る 副 帯 じ 「 セ 
くく 一心 へ 』 3 問 革 嘱 る 要 穴 固 E き る 所 
いで も る 球 ” 記 で キャ 年 ぐ ざ り ぐ ET 人 S "ツリ の 球 
全 宙 人 SW で SS 科 WS 凍 協 刺 征 ROJ 問 で キマ 
いで 訟 太 革 型 店 全う うつ の る 心 民 提 6 で や (て 策 中 、 AS 
で ヤキ トー 心 ざ る 心 牌 前 トー put “ バ 現 圧 、 ざ トー atra 
* 記 世 拉 宮中 店 つ " トー 心 史 下層 胡 人 で 朱 る 恒 生 郊 、 
コ 臣 つる つぐ )” 求 剖 可 つ きぐ Se の 地 生 で SS る "ツリ 
も 書き キー さ へ 年 ボ ー ツ る 愉 杏 燃 和 押 0。 つ 硬 ぐ 公 
キー ペー ロー で つ 信じ 回 SH 半 woon も ね ずる 7 

ルト へ ぶ ふ ゆー Manthara ふふふ キ 心 和 へ 田 で 閣 マト ー マ て 
ーS 起 八 し や もつ で 脱 業 ポ " へ と 必 へ で 忘 近 忌 や キー 
キー ぐ 由 中 ホーb 窓 型 表 中 村 じ で お WW NR で ホ ー マ で 
ーー で ぐ 公 つつ ピ ホ ー ト 4 | 国 叶 玉 型 所 *e@ り ざ 昌 凡 玉 つつ 
で り S り 明代 箇 ぐ ハ キ ー さ へ 本 全 問 K 知 忌 や 本 
柚 M 必 つつ 民 宝 臣 つ 要 急 G く 愉 へ せ バ で の 尿 S で (FN 
ー ト ー キ + ト 」 ト mー ホ マキ ー 相 )* 






イト Mitra へ ・ や コー で 扱 昌三 " トト 
ミト ココ や で 虹 村 で ヘー・ で へ 半 臣 吾 定 W じ 紀 全 
S 誤 の つや つり 「 菩 衣 」 和 括 送 つ ′ り で 了 且 6 し 揚 
で コ 
人 Pe 年 JTS AnKK ペ 一 議 G「 ト SH K ペ ー」 で 
園 近 生じ SNN・ KK 和 り 表 揚 eS 「ーN・ も 
リー S 区 志 征 や トミ ト し SteG 表 つ レ ーッ KN ら 表 
王 和 hG ネッ ー ト PSxe クー 愉 や トミ Je の ら 導 部 
やじ SreooS で "「 つ へ や リーN」 人 多 る し で 
や 剛 茹 層 醒 向 也 つじ く 穫 る" S り 表 つい "NAS 胡 
凍 呈 2 レ w KN 革 剛 藻 人 半身 op し 396  mー ロ トス 
しく KN 操 (ーNK 抽 ) で 神 生 SR 8" 
生得 介 る し の ーINS 私 トミ JAJ っ っ り Mitra- 
Varunau つ る や 必 材 評 補 人 和 WS クー で 計ら 療 和 や で で 
で 選 付 血 導 せ | 緩和 可 C や Se 
「( 陸 本 ぐ 〕 選 せ つ 机 n ツ ーー (「 駆 衣 ]) ダー ズ マ 和 つ 
いじ 回 2 呈 人 で 据 や つる "クー 必 半 也 や 層 JHT ウー 


EE 


た で mol 放 こき 99 が: で ぷり リク デコ 
私 療 写 3 (・ 国 玉 ・1) ウー 提 避 直々 し a 
問 届 らく せ 番 倒 つ SS ※ 失 細 る 斑 つ つい "に 
ー 了 ト で で ト (ツー 心 ) 6" 同局 里 各 避 ン oe 神 革 明 和 
で @ り ざき ン 謀 や < で ee り AS つ " 困 回 で 書 避 凌 
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ムレ ッ チ ャ 


民 り SS つ " 羽 ン 6ー の ” 押 ご 6 ご の (11)" 保 玲 8 て" 室 

お G 半 放せ 着 S0O” 尿 G 居 ぐ 芯 生息 詳 国 Swe 庄 

や つり 抄 選 トート で ホ で に ト G 更 軸 国 ン 下 eSS で 

皿 ン 8 ーッ ーNS 取 抽 り 料 や さり (HH) クー 改革 

太 Y つも ズ 想 GS るり 。 中 8 つ 和 所 ( 詩 店 ) 環 … 革 

指 各 生玉 (家村 ) り 持 各 朱 ご ズ ( 突 罰 ) で で 人 ( ド )"」 

( 提 環 国家 赴 7 

トー ト 般 や せ ッ ー 革 制 落 寺 誠 Ao で ウ 人 で 和 キン 
F ト ikYS111 く SHS 1 くし Se トミ さ 穫 昌 直 民 壮 守 
信 MAW 也 國 器 翼 SS (人 『 ル く ー く 一 心 ふ 』】 球 夫 鞭 ) ペー 
AN や に ト で 様 色 要 人 る ね の 0 さす うに さ 2A. 趣 
表 選 つい 克 心 人 り で へ と 是 上 せ Y や 科 で SS っ SS | 
べし 4 ぐ 叶 ( 臣 ′ 足 暖 ) 限り ロ せ ウー 生 で へ と NG 宗 @S 1 
ズ も St@ り へ ( 臣 ′ 架 電 陵 ) 昌和 SK や 必 へ の ま 中 で キキ へ 
私 り SmARS11 く SG ミー ミ ふ キテ ホ ( 押 ) KN 
キロ 柚 い お りり ( 評 ハ キ ニキ 杏 ) 守 殆 屋 約 で る reT 
つも トミ ネー トート で ト で キ 

ーー トー ふ ハ ー MinaksT 「 避 で mo で ポ 下 」] ぐ S 反 
も "本 て ヘー し 此 貴 *% で So 半 是 "つつ と 心 や で 和 只 で 
装 三 や ST お 色 / 幅 選 上 ぐ 9 ヘ シトー 蘭 王 き らく SS の 
へ や ト G 巧 宴 く ー ミ や トト マー や 臣 | 府 %9So tn 旧 S で 
に PE いよ コ う 2 まさ 2 た で エコ ささ うさ さと 


ポタ お玉 午 や HG を を 6 ウト や ト Ki ホー トト SS 
ゃ へ リト の KNNー セ 柚 導 つね 宝 全 やく 
一 b 呈 悪 宗 。 設 叶 る" 

さ 中 中 私 へ Mucukunda 古宇 迷 ぐ 幅 ドーハ ペ ーー 
ぐ 財 " 王 和 S ト KU 控 で で Mao 三 ざ 普 民 つ る お 吾 只 
ざ つ "一 和 SQ りり MGS る 中 この 和 昌 舞 reoS さ 
理 ぐ Sn | で きも 相 移 いて Sre の る で 詳 財 中 
で 補 | ヘー へ 1 本 り ぐり つ 宙 明 せ レー キ も トト 出 玉 
ー 心 や トト ぐ 屋 窓 如 さ へ ANS 上 思い いる ぃ 環 り 介 
に いこ いよ くだ で まき やく 半 いぶ 
も キ や トト 岬 仁和 議 つ ね Sm([ ト トー ョ トート)* 

3 ン RIN Mudgala 舞 や っ roO りつ の 長 で Sre 和 や 
リー よく 副 寺 " 起 NS 半 暴 知 つつ る 尺 勾 。 近 各 … 但 1 
OOO マ で S KNWA 宙 組 お の る 

さ 必 Mura ささ つの る で 還 CS 力 waoON で トマ キ 
も "や OOO< ぐ 到 hGS" ヘー へ 1 ト JS 臣 る で 癌 ら 剖 
柚 ト NR や | 可 せ T 民生 ヘーA 9 相 8MMSS ト AN 
PMS 瑞 店 人選 各 椅 つ る (「 モ トー トト ー ト 』 四 ・ 
118)* 

コー 中 ご へ R Malalinga 「 室 窒 さ AS」S 抽 し" 
ベー ドー 攻 引 ぐ 導 毅 (S ミ くく ) G せ 表 ら 翌 で S る 
に の そく 3 


や 圭吾 観 壮 導 記 ね ツー キー ふ ハ ー 形 氏 人 SS 現 所 
も な 名 一 田 束 旧 や ト 是 コッ ツー トニ ペー ぐ 提 補 GS 此 
に よい 

み へ 和民 。 Miika の AS 一 つの る る [さと 研 ぐ 
詞 中 ヨロ 近 で い 講 挟 世 刀 華 りお 症 " 半 で べき 條 半 で 
音 証 和 許 "moSB4T レー コンロ 右 叉 9SnGT 

コーR Muka で KKASS 吊 や ぐ ヘ ペー ト トト SaR* 
半 冗 右 ぐ 辻 ST トミ 赴 避 椅 交 ひつ で 多 。 ヤ 
ーー ふぐ 交 史 つる へ や 年 衣 紀 る" 

さ R ユ へ SR Mukhalinga 「 加 *onー へ AS」S 抽 し" 
へ お ト 是 SM06 話 和 補 1 OS くせ ツ で 十 
ぐ 避 吉 千 こ り で し Se へ SR で りつ ” 還 G 款 せ WSyS で 
ーASGS 己 で Se 款 記 や 可 全 1 0S 村 oonAS 革 
記 で ロ 親 じ で 11CG 村 の CS せ 由 で TS S 半 
回 団 ぐ 羽 ン ロコ IOS つ や S せ 上 OS 賢 woO 北 環 で 王 7 
CS つぐ せ 下 つて 司 緊 ぐ 普 銀 で 王国 CSS 革 出 で 
ゴロ 相 い で 選 各 震 各 可 箇 旧式 S で ST 

さ ふ へ ネー Mukunda て ハ 生 心 是 6 で や 総 令 % 記 
お 副 到 や トー ホキ ヘマ ーS 遂 "で へ を 心 革 癒 区 訟 身 
人 お 全 ささ ドー へ 和田 呈 次 電 雪 や 球 攻 きぐ 刷 ボ せ 
応 全 る ざる RSST 

ささ AHihYR Mustika トー ド FNーS 除 田 玉 ま 届 








さ ユ RAINK Mrgasiras 「 避 ぐ 略 ]S 据 し ′ 弄 G 
NNA キ ー く 中 で せ 押 届 S 雲 色 半 寺 ぐ 辺 き 守 で お 本 7 
羽 枯 還 に SS で つつ ね" の 選 各 長大 せな 器 必 つう 
吉井 つ 尺 交 トー ふ ト トミ ー 和 いて 忌 雪 つ "NNA キ ー ス 
ホ で 表 届 二名 衛 る お" の G 提 或 / NINA キ ー ス トマ 
樹 王 ロ 衣 ら 王 つ 「 吾 ぐ 医 ] つ 中 半 や ko 天 りや 選 ” 束 せ 
ロー コ ョ ー 再 早 和 の で る の る 條 (『A キ 和 ふく へ トー トド 
ト 』 1 ・ や )* 

さ ユ トト Y ロ Mrtyu 「 良 」G 援 じ " 良 避 古 揚 や つる の 
S” RG 王 エ ト ” トー ト し せ 選 で 古 せ 認 つ じ %06 和 06 
是 曽 全 中 で ペー"「 モ トー ・ 下 トート 』 (1 ・ や ) し 
せき" さ ー ト で SNNN ドー ロ 46 で し 講 記 Jso7 スキ ( 皿 
晶 ) ぐつ や” セー キー ( 応 ) で h の の る RS 吾 で Sh 
半 せ や マキ ー 和 で ( 机 双 ) 入選 一 ( 択 時 ) 一 ド ( 問 
つづ つき) テニ ヘ ョ ネー ( 補 和 )) へ や ロー ( 惨 ) し Se の 
ST 

ささ 私 中 キ Mleccha 「 式 回 く 」 Sre2「 困 橋 ぐ 
べ 」 ぐ 握 や "で て A を ・ ト ーー キ 舞 き 二 で く マ 更 つ "中 玉 
で べ ぐ 握っ 2 で Ste 較べ せき 攻 そ て ヘー・ ト ーー と 吾 人 下 
玉 民 幅 和 幼 つや ロー 選 G 下 握り や 2 の G し GS" 一 
軍 入 民生 や ロー ト ぐ 勅 交 の 矢 Jo 旧 午 叶 玉 びる 全 
Se ささ さよ キ で 習 夫 ささ ホー Mlecchi 前座 中 
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ムン ダ 


匠 ーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ーーーー- ーーーーーーーーーー= 


ヤク シャ 


Q べ ペー SQ っ 芋 懇 隷 料 娠 や rQ 電 で oo SS 

ざさ へ Munda 「 還 所 お ]G 札 し し に へ や ト S 下 
尺 テ ドミ ボーロ さい 股 お 除 括 SAO* 

ペーRIN Mekala トミ ルト 愉 一 嘱 公 己 や 玉 つい re 三 
SM で りつ せ 46 で ツ 忌 せ ペ 一 R 中 一 Jo ペー 
RI キー (ペーR 心 ヨ S 圭 ) つの 王 Se Se る ポ " 
り ぐ ヨ S 尿 直ぐ し うる WSe 澤 壮 SROT 

ペー ペー 上 ト ヾ 貞 で Medhatithi ロー ふぐ 廊 度 ぐ Ss" 
半 ぐ 振り で へ を 恒 到 習 社 S 辻 駒 つ いり 想 で で で りく で (『 ニ 
へ ・ や コー ご" Se2 せ "トニ キャ キ SAHS 1O 
ぐ 更 由 ぐ 1 くも 田 壮 弄 り NINN ヘ キー マー く mp 
六 還 te りつ 史 坦 つ お (『 ト ドーロ ・ ド 中 ー キ 』 ・1 7 

ペー トー Mena Se くせ ペー トド ー" = へ や 
リー」 し ゃ "や ニキ ト A TSES 窒 "トト ー ト や や" 
コト ー 心 キヨ S 攻 り リト トト ミー ぐ 表 し "トマ キー へ や 
ト 臣 S 押 や ドー′ SAAK で 年 ペー で 中" 

人 T や で AH モト ーッ ー 心 計 所 9 昌和 の お 但 了 K 公 で 
吾 % で る ね トト MK ( 了 K 四 SS 要 K) SG” 下 ー キ 
ロ せ で へ を NG 相生 ペー トーン で 廊 語 交 割 つ " 
で 人 S 字 だ し 悪人 る や 求人 や る や ン S 球 直る 府 で で Sr 

ご Sr@ 表 ペー トペ ポー ゼ や で AH や トー トト KJ る nA 
SS ふさ や トロ 6 で や 癌 胃 こ ^ KG 由 各 則 さ 控 さ ュ っ ゲ 









ャ 


キト ヘニー Yavakri Se っ と や ト ヘニー ゃ 「 ベ 
羽 じ 骨 人 で お つや S」 ぐ 握り く 中 テモ ドー 込 キ 琶 SF” 居 
や リーNG 呈 旨 いも る で り 功 つろ 地 に ES っ 
束 雪 り S 各 商 党 つ で で ヘー ト 年 人 る で 3058 昭 
最 各 民主 で SS ヤセ で 人 る こり m 宮 りき YP つ で る" 刀 く 副 
お や 和 W 画 に つ 。 wwS SS 民 く いで ロキ S 寺 く 選 ー ド 
ト KG 客 品 幅 る 斬る " 付 虹 つ ね くい ー ト ト KB 寺村 ぐ 
WE やる 。 覆 ぐ つう 上 暴 宮守 や 視 や SS で 竹 痢 レキ や 
ト ヘ ュー ゃ や 松 め 再 る くい と トト ー 和 て 二 半 前 つ まく 
で こり" 弄 中 操り セ * ら SG 革 志 語る SWS 衛 
ホー トト K 男 吉宏 や つ で 窟 全 主 る "WS 
お りく トー トト くさ る つつ 公 べ 写 糞 SN で や を 避 誠 
ヤ 揚 喉 の で で 8 ので 5 の つじ 恨 人 敗 て せき 選 で や キ 
GS つや n で 束 店 ト ミホ トー トト KS 四 宝 公 征 ざさ 宮 会 つづ" 
斗 本 回 悪 Ke りつ BS る ([ セ <ー ペ ー 選 へ) 

キャ や ト 村 Yavana 「 キ ニハ エマ] S 据 し 届 足 き 畔 
上 紐 表 拓 思 JJ ぐ く ヘ ーー トロ 相 粘 つい 栓 吾 ぐ 握 全 さ で へ テ 






半 K 革 思惑 蔽 いる" WS 味 ン し 館 選 つい っ 信 Kー ト 一 
キー ハ キ の らく 避 豆 剖 生 邊 人 S 宇 じ 棒 る KG キ せ IN トシ 
や ト 選 一 ADART モ で ささい 揚 察 つる お" 

S や で へ モト ーー 羽 棒 で せ じ 所 称 つ いる て 9 本 7 
ペー トー ゼ で へ ヘ テ を 心 是 で 相生 4 し 半 だ つい る 0 や で 
へ ミト ー ツ ー 心 班 選 や 回 稚 つじ 拓 過 中 守衛 
りり で りつ ロン 守 りお 3 導 中 公判 で やせ キ へ へ 
ゃ ふ 必 一 中 き で @ 押 交 の さて お (ペーー ヘ ペー キ で トト TA 
そ ふ へ へ ふ へ ホー』 せ 。 選 装 和 判 属 せつ ね つも Se)" 

SQ 間 や で AH トー クー 必殺 ASA 
字 だ つい SQ ペー キト ポー 殆 県 で るい 里 ざ 粉 
SO0 症 要 | 森 嫌 で つや りつ SS" 

メー ミ Meru リハ シド モー 補 S 世 細 守 りく ズ 玉 で 
当 お ふさ トー トマ ー ベ ( 相 各 弄 素 ) で る Gve ヨ " 
伺 で ヨコ や る 記憶 く 民国 OOOmー 和 キト ( 球 K や 
RIIOOOwp)" 現に 1RKOOOmー 穫 キ 直 ( 宮 111R 
' く OOO*a ) や WS 力 二 で ヘ と NRK 華 で で 粘着 
緊 玉 Se K ペ ー ミ "て ーー ドー テニ ( 振 電 で ヨ ) トー トキ ネー 
KK (MS 風 )′ で ミリ ドー ホキ 中 ( 抜 欄 ぐ ヨ ) に kNー テ 
"トー トト くさ や ト ふ や ( 王 G ヨ ) や Np RS" 








ぐ 図 翌 臣 や 収 軒 つ し らく る て K トマ (キー ヘ キ ス ) 揚 つ 
る "スー= 器 し 縮 公 や ト ニー キミ さ へ へ (に へ 上 一 球 田 ) 
ぐ 表 記し き mー キ Yona の うろ て RI に S 押 還 や St@ 
aw 慌 つ じ る Se" 人 ト ハー ト し 8 と トト ポー や さや ト K 
S 財 只 つ 衝 SSx@S WS 回 独 き い 尽 で へ シ 較 補 筐 奨 詩 
美 ざ 揚 ら いう 32xe 

キ ふ ハー YaksT と ふさ へ 1 一 つう m へ へ キ S 屋 
翌 誰 。 線 RKK” SQ くせ 細 で 医 ふ や リー 心 で 角 " 

キ ふ へ キ Yaksa 舞 ぐ 古 ふ や ローINS 六 聞き SG 華 
埋 " 欄 ハエ AN ささ 宙 攻 やめ 捕 や @ 要 埋 品 や 
起 坦 し さ 斐 し せ 線 区 ず 範 由 % St で ふも キ く 嘩 王 せ や 
リー 民 貴 和信 さ Se の る や 。 末 屯 押 / 細 で 吐 玉 





マン ゴー の 実 を 取る ヤク シャ 
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ーー ニニ ーーーー ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーー 


ヤ ド ゥ 























更 和 WS も て 直 帯 ・ さ 癌 り せ と へ へ キ せ 愉 S 邊 肝 
至 J 必 Sre" さ 把 りき ネ ー ヘ ホー で 玉 に ルト ー ド トト 


エー” ミー ミト ーー ぐ 位 家 性 巡 S で つづ つ " 迄 で 本 癌 し 
中国 て で トマ ー ミ や へ へ 羽 改 ( 諸 四 押 ) ySMySS 層 剖 S 
王 せ くく S で し Srke" と ふせ 搬 つ る 所 を 時 で 
地 約 6 守 弥 Mn 和 S。 き 癌 征 幅 振幅 年 皿 じ せ べ 冠 人 
に いさ まこ 19 に よさ 

キー 込 〒 Yaja 極 難 % じ 長 で Soe く NPAT く 中 
ー 心 G ぐ と ミ く HHS 穴 力 は 4 いや" 足す 10OO 思 緒 m 表 
突 己 ES で 公 握 隊 GS 諸 ペ S 王 人 る ざさ テー へ 
で 上 3 ホ の を 選 愉 く 計 マ ー 色 半 選 お の る Sr" 

征 入 中 則 キ Yajfa 「 薄 媒 」「 朱 己 」 ぐ 柚 し " 下 中 ー ト 
や もせ べ 揚 や 旨 記 じ ミ や ぐ 由 "へ ヘ トー (「 甚 票 」S 括 ) で 
求 Je" 回 革 村民 opY ウ く ツ ′ へ へ ぐる 此 因 で 
や 衝 ホ ャ マート く スー 羽 946 で し 届 和 で 2 [ く ー や に AA 
す 」 補綴 必 い ド 一 古 旧 で で いじ 選 棋 昌 中 ” さ 
SAINK (所 G 軒 ) の 本 Se 再 菩 で お る で 

キー 江口 中 そ や トミ させ Yajfavalkya で く て 中 A キ 
か とく 軸 凡 部 つり 長 < で St 彰 詩人 さか リー 

『 ふ キ ふ く ふ へ ・ ト ホー トト セト 』「 ト ドニ く テニ トー 心中 ヘ す 
キー 11 と や に さ ヤ ルキ 装束 1 ぐ で 選 翌 寺 G 近 地 "「 ハ キ や へ 
く ふ ・ ト トー トル セト 』 せき 。 刀 まや で ホー く 由 代 キ 


トー トト キー 昌一 玲 代 ベ キ ミッ へ ペー で S る 
ロー ミリ に ト K を と さり 1 トー ミツ る で で 了 由 っ の 
必 お る ね" Sn トー ミ 人 名 で トー ミ ・ や トド へ へ キ (トー 
さ で 了 堀 ) 公選 9%0" キキ ー ホ で 革 和 ホー トト キー ョ リー ので 
交 る 8 り の 1 そく 王 中 キー トコ ー ト さか に へ Tsn モ 
で mn キー トド 人 る で キー トド ・ も に へ へ キ (キシ で で 理 ) 
本 SR キー や に (キー トド GS 由貴 ) 公選 か 6re* 

と で り せ 名 べ で 和 呈 四 まく KN ホー" ヘ ロー ハリ ーー 
IN っ トド SS まく KNA ペー で 由 和 と へ 人 穫 ミー 
tl く S 叶 くく ー く ミキ" やせ ー く ルー イー く キ 代り 
ST て 一 くき て 一 く キ や に へ を ( く 一 く キ S 味 選 ) 
っ JstG 轄 で 中 入 ミ ドル ロ へ へ 中 で (GS くせ へ 中 ) の る 
作 玲 中 和 交 NA ホ で 半 ま 入 一 私 ネー ドー リャ セミ 
ーー くい ギー トド テト さ 入 ざる 必 暫 くく 條 東生 で" 
JST 生生 ポート 昌 入室 壮 SS へ 下 玉 ふ ニ 
ふ や マ ーー ユキ” ヘー ネー へ 中 ヘー ふも トミ KA ヘー へ 
で KK 公 代り JST で 申 中 で ふつ ふ や マ ーー キ 人 で 家 
ー ミ ふも マーニ キー さ 人 目下 倒 将 "時田 べく で 映 由 " 
人 キャ キー トト キー ベー ヤー トド ホー ヘス セード ン 
ドー ミト 和民 り DSGS セ と で で 中 コ つ いぶ ユ ハ 
Hi 生 計り おこ キ と ド で 胡 坦 まや へ 中 ・ 和 や も へ 
へ キ (や ーAT IIS 隊 場 ) つや re" ホー へ 1 旧 侍 国 べ で 


SS 舞 購 し つき つ せ 誠 % 応 下着 寺 G 古 編 じ ホン で 編 選 
電 握 で 人 る" 到 で SN・ ヘ キーN 底 キ つう maS く INWA 
マン ロ 悦 ぐ 無 党 や つい 控 民 PS でる キー へ il キ や 
トミ ヤキ せい こく 半 電 皿 党 つ し 守る や 信和 WS 更 束 ト 
で て NN ・ ヘ キー ニル で 押 半 次 さ 紀 WS 四半 畑 ズ り 
草 玉 痢 で ね ざる で 庄 旧 3 や マー ペー マー コツ ペ ポート マキ 
ーー キョーコ る m] く く 地 和 SS NN て ・ ホ トーi で il 
ー (下手 和 ve 半 粗 ) つる で Se トー ペー マー ロト ー 
ー ル AS 豆 へ 東宮 る 人 綴 人 で で り Sne(T ト ニー く テト ーー 





中 を NR・ 世 くく 相 キミ を 1 ・ 団 )* 

て 入口 中 キ ポ ゼー ゥ Yajnasena く A ホ キーN ぐ 出征 さ 
く NS 京 "| 

へ 上 一 ー Yasoda 誠 マ ト へ AN ぐ 売 し ふさ ー ふ 


ト ぐ 親 る 要 " 一 ふ ニ ハト 

キーKR Yaska や リーNS 開 千帆 ロ いる vS 湯 
胃 地 『!! さ へ へ 』 で 閣下 

キー ふせ ト Yadava 「 キ と SG 店 活 」S 振 や キー 
で ゃ 訪 e 湯 美 XY WS 田 肢 ” 田 回 "ふり 
G 再 和 ぐ 皇 ポ し *Sye" エー ト で 際 手 トー 大 6F 
よ ホキ ヘ を NT NN トミ ー 必 トト ーHKT トキ 
や 穴 w トト ふ キ ロト ー キ トマ コキ キー ト で る で 
ぐ 詩 SG で で "キキ ー ド で 28 中 1 くく 控 ま ミッ ペリ ペー 


貼る ST で 玉生 キー トド で 胡 握 STG 一 ミー る 
や 杜 *W SA 旧名 で まま 中 で を 愉 判 SS 中 で を 会 で 
まで キキ ま ホ で キヤ 人 で ネー ト で キヤ 半 で 
ロキ キー Ni トト ッ ーN トド ュ AT 17 ホーININAT 
や で シトー 躍 生生 ー 中 ドー キトー トマ ー 
STー 心 の 枝 *W 0 り で SA ローNAyG 近 ルーーー ハ キモ 
ー つ SS る や 私 FK ホー トト ミー ホー ドド ト AH 
SFK トー トト KAA キ キー ボー 一 中 一 N。 上 
キー ルト NR や トト ベト ー ド トト Ki トー トト 公 半球 お " 
り S や ト Ki トー トト へ まぐ S 理 療 じ GrWS 近 トー トト 
を を くだ たばこ いよ ささ この も きだ こい 放さ つの | 
よら トス トド トリ ささ SA も ホ ト A TIN の 札 る や 
キー や に で 孝 革 案 で xG く 心 へ 舞 ぐ 束 SS 時 
早 還 ロキ ー 選 や ト 押 共 筐 本 つる ? 

キモ ーー で Yatu SQ くせ キーー で 一 下 " 時 枚 "Sr 
くせ 暴 路 要 給 り ′ KK を くく や 国 SS 次 AT ソス 本 抑 
中 aetoJ る RS キーー で SN 一 へ へ キネ ( 課 宮 ) コ 
応 ぐ や ぐし SS” 騰 中 半 ト ハー トレ ぞ 人 下 1 ぐ 
や ぐ ざ つゆ 夫人 で ビ Se" 『 ト トー トート 』 や せ 11 
S キ ーー で ト 入 一 SS 生玉 リキ く 計 KN 一 條 
で 憶 玉 の WS 

キン で yadu 束 涯 所 (ホキ ハート や に AA キ ) で 田 
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平 室 


テー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー 


ヤ 字 


キー ト で Sh し 。 キー や ト 出 密 S 忘 震 琶 * ー キ ー 和 トト 
キト Yama 思 SHP さ 守 し 詞 羽 つく m。 キト 
S 陳 尋 き で へ を ・ で て 心 導 下 雪 記 り や 人 で ら トト 
HK ペー』 ぐ で ( 買 足 ぐ べ 臣 ” 語 類 堀 下 邊 ) 婦 拍 
hGP へ や ヨー 入り 9 る ヤー キト ルポ や で や KK や 
トト ー ( 憶 古 ) KJ つま 中 旧 キ ー 遇 つつ や 着地 
1O・1 還 1 や ・1) マ SRST や ト で て S ト K や トト 
へ (や で や ト K や トミー 中) 中 千 Sxo り pnSre* 
キト 帳 尽 で べ 要 ざ つ 忠 尽 り 康 ぐ 環 眼 東 つ (1・ 串 
7 限 只 で 田 つ ST い 皿 本 民 XSte 宗 衣 り 四 主 つ し SreG 
PS レー や コ ー』 り 人 8 くし 3 選民 串 二 
で で さく や べ て 記 や ro 臣 層 で 外 定 ESemo さ つう で 中庄 








せり ぐ 琶 つ 選 和束 補 *e のり SW 補 り 唱 3 モ *e り の ビ 
人 ら の Jo のり G の WS る の 基 つ ね ぐし Sro" 

キト せ 芽衣 吾 中 や キト セー ぐ 由 し Sne1 1 軸 S 表 公 中 
ポ J つ し を wm 報じ SreP wwS-G 表 る や 革 還 で S 選 の 
4 守 和 ぐ 回る 悪 別 つ ウ く レキ ト G 人 用 地 つつ し WS 
環 介 了 で 3Sxe (1 の ・| 還 )" り ぐ K せ 尽き 評 忠 weo 昌 
6 や 加 で 選べ 竹 季 王 つつ キル ぐ 判 忠 旧 玩 や る 
ンマ 3 RSre" 「 ト ふさ や に や りー] し 良き を せ で ぐ 
所 押し S で ( 国 ・11O)′ 幅 器 の エト S 固 人 る で ※*eoS つ る 
で Sr@ (| 球 ・ 国 玉 ) 

り S ぐ も いつ レト リー 入 表 定 り せ Y ぐ 困 せ KS 理 や 
環 く ざり ぐ 唱 GS 限 泊 キト G 陣 し 記 円 り S@ 
SG PStQS 味 震 導 ぐ 並 り SQ っ 還 避 講和 定 で 
孝 幼 で に 理 和 喘 抄 つじ W で 手記 x*@ 征 や つい く 刀 所 叶 
CmnBS で 人 る" | 買 各 つる 字 宗 つづ "時 で で 棋 
3 皿 ぬ いい モ " 田 軸 人 る 3 さや ポ 得 肖 こ 。 貴 革 開 の 胃 和 
曹 Oo 世古 ざ つ レズ 密 ぐ 壮 夫 yrn33 心 細 AJoo7 
恨 邊 ぐ 田 っ の 還 せ Se 

トー 下品 素 本 年 Kーー セ せ や で AH や トド 
ミト AS 窒 ま il キー 理 圭 つ レ "kw キル キ 
ター で 由 や aprm る "つる つ 。 K ペ ーー ニキ ぐ 晶 近 や 
旧 罰 尽 で や ン せ で おま AA Ti コキ ー37 王 K で 











せめ りり 叶 つる 5 ヨー 入所 密 表 判 守る ポス 
り S 現 寺 じ 品 陵 呈 で SS で ロキ ト G 剖 喉 り に や リセ 
加納 人 芯 の の っ つ 旧 志村 搬 で の 公民 黙 WS レ る お で 
PSre* 立 り や キャ ト 避 表 つ し 
「 た お "だ お" ポポ 析 S 舞 で TP RS で SH 折 記 時 
拉 選 季 つ ざり 心 で TK や トド 入 一 ( 給 て で 壮 加 ) 紀 時 つ 
や 性 田 選 守 革 東 で" キル つの 古 や トミ ト ュ Jaw" 記 選 の h 避 
キト っ (区 や)" 来 固 ・ 次 選 S〔( 貴 察 〕 さ (dm 立 
や J 晶 折 KK( ル G 計 計 ) せ 人 くじ" 太 四 控 じ レ "【( 革 
ぐ 〕 豆 時 ( 恨 軍 ぐ 判 甘 ) ロ 吉 * 求 連 手 P【( 近 人 お 
) 京 笠 つ 軸 和 や" (1 O・ | 国 ・ ヤ ー ド ベ " 装 環 回路 窟 )" 
や る 避 宜 肖 間 も で SeG PS JSTn で も 恨 剖 S 國 
で 更 ヒ ば ント く 記 計上 臣 栖 選 Sve 旦 芋 の ン ロ 坦 
振 や て WP:Sre" 
へ ・ ド ヨー」 り 人 る し キャ トモ 療 キツ ー や 財 
選 じ GS で WStGS 吾 で せ 臣 中 で | 雇 で 氷 吉 じ SN シ 
べ 転 革 党 で 人 る で 壮 で 王 お の me 避 (Roth) や” キ 
kW キッ ー 要 も で や ト K ホ トー 選 半 時 まい 
リキ ー 吉 店 や re 球 工 <oSe(M.Muiller)" 「 エ ルコ キッ ー 
や ぐ 表 中 」(『 つ N・ ド ヨー 1O・1O) やせ キッ ー 
せせり 半 KG 尿 き の xen で 税 人 茎 秦 吾 舞 ぐ 四半 じ 
札 美 ツマ 宜 各 租 りつ 守る 0 いつ 4n い me キル 


ホキ ー キ ー (「」 ぐ 舞 党 ) * 定 で させ つじ 押せ 拉 で 人 
可 で や" ペー ニキ せり で 唱 衣 所 信和 IL AT ホキ 7 
KK へ く ホ マー トキ ー キ ーS 人 で る ねり om 謀る" 
り 民 和 S ホキ ー キ ー る や 授 人 で 四 りり Am 要 全 補 登る お と ト 
宣 S ぐ で 幅 半 和 る や や や ぐも し キト KK ペー ニキ せ 半 寺 色 
明 元 持 概 りき きる りつ mm 民代 (TIRYA HK や 
ホー トキ 』・1)* 

キト 反 択 束 下 *@ 赴 Se で SS で ねり ざり 63 や 
せ ※ ぐ TS 球 宜 人 SO" SQ 革 や ドロー 心 和 NN トル 
一 是 り 表 や te 臣 ぐ 玉 くり 1 の OO 時 SS うお や で 公 
ゃ 字 記 AES で る? 舞 模 つる や ト 心 トー 芽生 ふ や ローNS 
旦 迷 串間 人 S や 塞 革 羽 束 和 和 @ 年 マ (で ヘミ ーー 中 S) 
S 1 くせ つい 才 つ くべ 性 う 五 る お" りや トド 中 トト 一下 せ 
党 ぐ 愛 ろ 応札: く で で ヘ と 改 届 家 S キト 民生 
ミト や 較 G" ふ や ロ ー 翌 S 世 才 古 の つる "キト G 所 きせ 
ま ヘ キッ 一 生玉 (「 で 下 へ 心 ・ ト ーー トド トー キ よ ま )* 

キャ ぐ 固 じ S@ キ トト ュー (GS 玄 ) 紅 1OOO 
m 一 浸 キ (| mー 和 ハモ 二 革 抹 ヤ ーー キロ ペ ーー ミ ) や "7 
回 居 避 マロ 人 記 や の て 政 共 藻 レ レレ Sv" ヤ 
トト ュー ロ せ 1 OOS 寺 SS で 装 冬 し 遇 で で 2ro" 
り S 記 S | 下心 へ ふぐ 六 SS WS 編 り せ | 箕 
ぐ べ マ SS WS く ざく 購 電 で 中 称 計 ご ズ 要 
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ユ ガ 


S 押 隙 ぐ 提 明 人 党 つ し る re" ホー 必 和 へ 人 ト ふ で 過 相 で 皇 
AEFINE AN で ( 椅 駅 で 直 申 ) SS で ら 将 悪 つ 
いで 人 @x@ 可 也 ぐ 寺下 径 Se ホー へ トド ふぐ 翌 謀 る で 1O 
mー 人 キト で ざり 民 キル S 無 SS” で 11OOmー 
キト で 革 め の 田 Omー ハ キト ぐ 理 や" 1 OOO を S 旭 
し 層 で SS レ Sxo で 迫 S | 束 旧 思 表 人 球 夫 枯 生 で 
りり カ 半 陣 刊 じ 聞 選 数 ぐね べく マ で 装 忠 じ ′ 愉 で きり りや 
環 則 配る 半 坦 称 了 xe で や Ste(TS さ へ 人 ト ハート 』 | 包 )" 
トト ー ト で 守 時 1 四 ぐ 下 事 ロリ ーー ロー ( 宮 輸 で 痢 
臣 ) つる で SO 判 昧 信人 で キト せり S 皇 球 で 収 軒 軍人 で 
te キャ 帳 控 ・ く 円 や ば 2keoS も St 会 で キト 
ふさ トル (F 上 KG 畠 と PS 帳 癌 ) つく で Sre" 守 せ く て マモ 
り ぐ ゴ 判 し た S で 多 陸 ぐだ 層 ぐ 表明 四則 提 つ "キト 
ふさ ル ロ さ で VS 葉 り 揚 つ 如 翌 祭 隊 で SeG し Se* 
T ト NII ・ 和 トート 』( 田 KK) 6 でき ママ 「 キ トー 
寺 で 。 栄 詞書 史 貴 ロ セ Ke の OS 問 玉 羽 ore の 
St 夫 せ 皇 記 秘 提 や 4" や で や に K ホ トー で 由奈 
せ 畜 坦 和 me*」 Sn ヘー 中 (四半 一 補 貴 で 幅 寺 ) 和 吾 
ヤキ ト 三 避 守 る つ 時 つ ね の る 

前 りく で キト | R し 意 可 記さ つ KKGS 
人 SS 舞田 理 で 了 KS 媒 選 お 評 申 ツ つ ツ 引 路 で 也 固 
隔 寺 し じい べ 下 ぐ 叶 理 G 地 六 SSeten BS で る" 





で でる" キキ ー ト で で 由 叶 せり くく G 叶 る ロミ さ リ 
ロード SEAH KKRSST WP 詳 で せ SiySG 鍛 
壮 訟 和 つ し 人心 和 へ 四 K 和 一 K 表 時 つじ 玩 捉 で や コ 
選 へ で Sh さと Ni トー トト 赴 WSte 「 キ キ ー ホ で ・ 相 
ャ ュー 心 』( キ キー ト で 内 喘 ) "キャー ト で ざき まさ の 
AT ペー | 判 座 で や 溢 で と 愉し Sver 

中 や トト ホー へ AH 選 ト Yuvanasva 土 装 SH セー 
A ヘ ーーーSS* 

NR Yuga リハ シド ー 詞 S 判 正 謀 じ う で 者 路 根 察 ぐ り 
や" S 半 球 半 窒 ・ 冠 愛 や ン 晃 や コレ” り S 評 各 
へ ・ RS ペー ペー・ 叶 SS と トー く N・ SN 
ニー・HSS 回 宗 品 や evSiySS SS 叶 幸 は いく し 
芋 抽 NG 守 民 人 で 「 ル 上 & 表 攻 ]( | ・K ド ー ヤ 還 ) 
で 玉 民 区 1 で ふ ニー ふ ・ SS 鷲 下 察 田 O 〇 時” 導 察 田 O 
OO 時 ” 福 亜 究 還 OO 叶 ツ し 還 OO 年 ” 総 1] ぐー ュー ふ 
ー・ 1S 全 半 下 隷 I1OO 和 時” 藤 察 IOOO 早 ” 狂 率 宮 IO 
O 時 KOO 半 。 披 GS と や トー く 必 ・ 本 S 革 下 つ も 
旧 つい 1 還 OO 叶 ” 此 還 ポー・ SS き 111OO 千 ざ 
SQ ふ ー ふ ・S 人 る で ポニ ・ 本 SS せく や se | RI1OOO 
中 せる 臣 SS の S 1 思 11OOO 時 人 私 是 SHRS 1 古 
避 夫 る 選 年 SHRS 100OS ト 愉 ト セ ーS | 品 旧 代 
re" 有り 宗 旧 お 2 つの" ト ハ ー ト 民 宜 や せ ^ 還 SG る 志 





や で 刀 下 昨 環 灯 ぐ SmS 粗 環 遇 の 穫 。 を 倒し 眉 時 
いた こい 2 コン 合せ 8 うじ 田 還 7 SH 十 
田 信 S 台 肛 や 翌 守 つじ 限 軍 各 ご 本や ぐ つく 統 四 で 玉田 の 


で で" 手 冶 し 選 呈 人 K く - ペ "所 必 失 珠 謀 ぐ リロ 
WS 鐘 問 和束 で つ " 手 者 KG 1 で 0 つつ いる ne" 

〔 宗 更 ) さ ー ホ で 本 ( 恨 )) ペー 躍 ( 癌 良 )) に A や 尿 ( 障 
ぐら S′ 記 )) ペー ペー へ ふ ( 来 で *@ 直 良 ) キル 
( 更 堂 % や @ 避 )) AA ホ マー| ASAIN ( 描 和 王 い 宛 )7 
ヤー ルト ふ キ ー キ 本 ( 政 忌 つっ 括 和 を ) スー ふ へ ( 遇 和正 で 軍 ))" 
や ーー く ト で ( 吾 輸 人 S 刊 )) トミ ュー ふ ・ ト ー 和 キ ( 良 意 で H)" 
へ 上 す N 一 私 ー ド ト ( 甘 写 で 刊 )) ミト トー 和 キ (円 癌 
ぐ SH) や ト に で も に K や トト ミー( も で さや に K ホ トミーS 中 )" 
トト テト さく (で たせ さく ING ロ 下 只 YSQ 折 7 

キッ ー Yami キト KS 療 "キト ー 思 ぐ ポ 是 "「ー へ ・ 
モリ ー」 し ポキ ルト GS 憶 羽 u れ SS 「 キ ルコ キッ ーG 表 
回 」(10・1O) し せ RG キ ト や 味 共 吾 直 轄 る 更 KaS 
トート シモ 半 憶 征 ペーー キ っ 日 世 是 や で AS トド 
SAS 幸代 本 中 キーSS る お 半 選び 穫 Ke" 

キキ ー 忠 ヾ Yayati 束 調 明 (ホキ A 生 NFEAA キ ) 
S 遇 HP へ ふ ふ キ GS" ホー トト キー リー まさ の AT 
ー ツ スパ 中 べく 閣 信 民 拓 御名 さ ル シト 所 卸 全 で ト 
さ S 半 vv キー や ト 据 きく で 心 私 ト 舞 で 翌 下 






RI1OOO 時 革 古 や SH や" 是 S で 1 時 せく 本 SIKO 
吐 Se る で の SNー ト で 編 上 や で 生 " へ 
ーー ふさ ュ ー ヘ ペー テト トー く IN で 更生 ズ 札 
寺 路 ぐ 半 款 喝 3 WSv | や IRISOOO 叶 1 
11SRRKOOO 叶 "KK 民団 OOO 千 ” 団 届 RI1OOO 邊 
や She りさ で で 寺 還 1 恨 時 科 1 く 一 SS つ 四球 
トト ドー ぐ 瑞 吾 せ SvS 1 OOO ト <ーHSJoSte 
や り 届 人 SS ズ 写 S 半 款 りう やつ 球 昌 還 の OO 時 | 
で さく ( 宗 ) やく で SS りり S 概 察し 判 味 せ 装 各 ・ 肝 裳 人 ン 
全 刺 や つる (IS で AT ・ ト 中 ー ト 』 1 1 

折 2 所 軸 じ きい ー ふ ・ 1 りう レ せ べ 配 ぐ 相 歪 団 
OO 呈し ニュ ー ネ ー・ 本 に SS 人 る レポ wSv 
で 還 ま SI1CO 飼 ば いる と WSxoS (Fw 状 竹 』 | < 
] 究 呈 せき トート お 身 避 やせ し" ヘー ヘ ・H SS 
で 塞ぐ 束 奄 せ 還 OOO 回 " ニー ュー ペー・ 1S や 1OOO 
礁 と トト ー く 心 ・ 可 SS や 311OOO 親 "ドー・HS し 3 
K 届 Ne の る RSre" 

や ヽ ー ふ ・HS 革 回 つく 状 G 王 や ′ 要因 昌 や " セ マ 
い ぐ 呈 刀 各 商 家 や りや S じ oee" 紙 11 で ーー ネー・ 征 
回 つ 所 名 回 本 1 や 二 モ る お 表 宅 と トト ー く 中 ・ 
HS 革 回 つる 天守 還 相 1K 証 で 韻 再 守 で ペニー・TH 多 宗 
玉 " 円 つう 玉 還 S 1 や モ つ 公 谷 る 師 る 下 補 し Sro* 
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守 革 


ユダ ー マ 


ーー) ーーーーーーーーーーー 一 一 


ユ デ ィ シ ュ テ ィ ラ 


症 ee 


時 坦 辛 り SnSRー・ 人 S 補 上 で の ズ 証 ぐ 誌 売 wor 
舞 紹 0 剖 きつ 6ー 際 歪 つき 玉 つ 中 次 ぐつ や て 
ペー ベー ャ キトー へ HINE (KNPA 舞 ぐ 装 現 重 工 ) さ 
3 と まこ 人 くに で る よがり 
つ 信 長 で S う 甘 害 JSSne? 野村 人 せら りこ” 玉 恒 ・ 玉 昼 や 
AS 宮 牧 公 軸 り スマ Ye 必 6 本 弄 物 So MS で 
いら て" さき 演 ぐ 水 捧ぐ 表 宮 要 箱 や SS で ー・ SR し GS 
り で 同定 り せ や で へ 年 で さき 所 の で ミキ つゆ 皇 想 
つべ マ 地表 換 Me つう で Sro* 

ペー ド 中 明 Yudamanyu く へ ホキ ーNS 出 銘 S 下 
世 じ ベー 心 ふ 響 帯 せ 人 3 くせ スー へ や ト 記 上 半 で S 
で 必 や に ぶ 宜 で 尺 原 十 窟 容 り 多く し せ ふ ニー ミホ トミ ル A^ 
を ドーmー 和 トド に AS トト ネネ ホー トド へ S 和 の 語 く ホー 
ギー トト 避 買 つね (人 [ルト く ー く 一 心 ふ 』 テロ ー 半 堅 ・ ポ ミト 
堅 )* 案 揚 G 定 吾 ベー へ ふ トト で 旦 者 思い し So の 
りり と ロ ー ト で 店 に AT や トミ ペー ルト へ 49VRS 懇 
入信 ( 二 豆 土 )* 

HihTAHIKYN Yudhisthira へ ヽ さ 拘 ぐ 中 ミー ペー 
F ぐ 田 HHS 曳 RR" トミ 江 。ー リ ー ル つの つり ふ へ 中 で 
一 角 で 装 で お” ふさ ふ ヘ リロ ーー 中 で 不 愛 吾 じ お ミー へ 
や ト ぐ 胃 量 さ つ い 拘る ” 旭 定 つね? 

『 ル <ー く 一 広 へ 」G 選 窟 り 6S せ ミー ヘ テ で 出 


2 


生地 は セン SSHiKYNTK YANHHG 竣 誠 
押 品 提 人 SP MS 叶 人 SG ト さ 江 トー ジャー トド SN 生 
く ト ー ト ト で 回 Hm つ 神 守る レキ ン で る 拉 つる" 
バー ハト で 包 客 て S@ り ざ ロ に 表 器 軍 つ ら ーNN 
ーーNG 路 中 を か や ユ mー 和 相生 G と トペ キー ネ 
ト ” 室 WG へ を や へ 中 の 吾 党 つ "Sre ロ 才 和 詳 モ レ ミー NN 
や ド 吉 トー トト ホー や トト へ 弄 つ * 衝 SNG 装 避 を も る 
玉生 四 で 上 AE で と リロ ミー へ AS ト 3uAHe ペ 
内 % 誤 つつ He3Sn 計 国 つ ね "つつ 公 つ で 時 志和 
で を NSHINYA TIKYING 最 さや ね GP スー ヘ AN や S ト 
せる On つり ぐ 坪 称 親 や お" 

つき で ン つ し に く へ ホキ ー 改 出さ く 和 玉吉 さ へ ニキ 
ー (ベー ホキ ー ュ ーー 必 で く ホ マー) で m 施 符 ( 弄 
SS だ 才 ) eS る 0 SE 姓 り HKTA TK で IND 
SQ ペー へ や ト る 財田 中 や 欠 長 つ " 吉 で 誠二 
で Sm や や 識 下 < で る 鐘 品 史生 人 ね で お に さ A 9 トピ 
TS nm つ いく スート で 拓く つね こり で レン 
て か で く ホ マー 本 さそ へ KN に で 田 H 人 hG 閉環 で 
に で FI の 

や ミ 半 ぐ 所 ロー へ 3 スー ヘー トド HH で まる 4QO 
庄 ぐ 税 宮中 areten と ーー リート ら g 知 リマ 
玉 宣 % く で し HK て AH で 性 ペーANSFNN 








ふ へ エー ジリ セー テニ ュー うく で 籠 生 交 で お 生 ヤキ へ 
や 計 人 で 宮 思 る (スー へ を せ 革 租 時 で 呈 り 
半 旭 各 引 入る ) で お 但 由 難 人 opn 生 *0 の 
呈し 穫 人 で る" つる つ へ ふ へ トマ エー せる で と で さや に 
ー キ KK 守る で" 由 痢 各 間 さ お る 語り や "Sto 王 知る つり つ 
し 土 <S 呈 光生 劉 六 や 全 で Se ヘー ( 詞 一 密 四 
S 幅 絡 ) 附 主 で や くる で や さも トー セト 臣 つり 
祭り し ヘー 渋 避 更 8" で 人 六 半 半 革 応 胃 " し 牙 中 
環 ぐ や DS 中 殆 半 SG 表 了 K 人 ノ ぐ 「 り S 由 きく NG 人 
し っ 忠 つや 回 癌 細 ぐ 問 く 束 敵 守田 SS ら HITA RY 
(飼う 唱 人 や くい 鮭 病人 に 球 宮 地 ) の 守 せ St@ 箇 の NT コ 
うっ 寂 明 公 也 べ 3” MG 下 請 質 で "HKTAH ホ で 
ST も で で る ( 足 選 )* ミト ホー トロ -tne 由 St 
や リ 愉 会 私 さも トー 中 (NN ミ YS 中 "「 帳 導 G 由 」 根 
ざ Ste) の 守 せ Se 

や ふさ 半 で 田 じ SS 田 ペー ヘー で 人 恨 で や で 本 人生 
で AT 中井 侍 お で で セ re スー へ 選ぶ ト で 田 田中 革 測 へ 
へ トマ ーA の は く KK トマ ホー ト 心 で テニ へ ト ー ハ リー 
HHS 末 謀 し 拓 じ ぐる" りり や を トニ m 一 選 香 の 公 
マキ ne 誤 HHT で ミネ トト へ や ト トペ ホール AS | 揚 
せ ” 田 田中 全く ^ テロ ー ト 記せ いる ゆい 邊 者 ・ 福 塞 
者 や" | 時 SS で テー へ トー へ ローN 田 。 帳 絢 避 戸 


や せ 疫 で ポ 下 で へ NNINKA ( 模 担 Gi ホ ニー 本 選 ) 
や 畠 器 つつ "HKTANK で て IN 田 半 電 回 前 吉 ES 
で きせ 首 二 や 串 マ 末 で る ( 玉 鞭 )" ト さ ネー コー トン 
く ホ ー ド トン へ 性 SN 叶 補 ・ 接 ・ 手 ・ 尊 財 w 
た 2 トト で 拓 諸 で He 詞 王 符 dwAP 
TS RE 必 や トニ ト ーmー ト 3 メー へ NN トト 部 
財 ぐ ou 束 守 久 富 人 苔 S く へ キ べ | 怠 縮 つ し " 
うり 本 坦 ぐ 4 吉 
つ 。 HihTA TRYN 
旬 記 うり 電 講和 和 門 
季 包 名雪 や 所 て oo 
SSSS FSS 衣 


* 勅 寺 し 呈 民生 こい の 
由記 園 つ る や "HitTAH 
立 トト で 改 せ り G 綴 程 家 
間 kukulk ま EE 1: 
辿 


EE が そり 
SS に で きれ まこ | 
E ュ スコ た よ す の コン 
S ト NN まく トート 
トト さす ホーロー 
し 間 で as 表 
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る (で り 迎 昌 還 記 人 っ の 
監 則 ぐ 控 写 改 む く 叶 マー や 
つの 可 い 箇 る " 春 揚 
セー トーmー ト せ 人 で 
AT で 選 W 要 部 つ " く 
AN や トロ 805S 望 路 
補 長 ね" つ 人 る つ ^ テー 
ーー リート S 舞 胃 唱 お 
て S さ ぐ 幸 衝 思 SS に 
電信 地 移 つ 多 更 で で お で 
もり S 選 田 斑 と ドーmー 
ホロ 田園 東 弄 占 つ いり 呈 全 で へ す 中 で 下 呈 区 Ke で 
福地 つ " りく 己 奏 回 弟 %% る" つ 人 る つぐ 選 記 や 品 マン 
と トーmー ふ 赴 革 疹 で G と トミ ヘ キ ー キ つっ つり 下る 表 連 
で WW 草 0 HK で AT で N 和 詞 る お" で 貼 お 。 表 辻 
避 衣 お る の S 二 | 千 皿 欄 ぐ 王 理 畠 紅 | 岬 時 思 せ べ 
ロ 屋 ぐ で やり 細 で つ " | 団 千 中臣 虐 勾 直 人 SYO の Sm の 
で し SS HK で へり ト で 躍 葵 り る 区 析 り の や 充 二 ウ ミー ヘ 
や ト お 列 無 判 直り く で 定 で 等 で 人 S 全 7 

と くく 人 マー ツリ ロール セト せ 人 人 か で Ai ト で 選 せ Rwiop で 
y 田 伺 回 著 ら り の 和 天 で 選 只 。 美 革 避 角 旧 碧 部 や 二 
8 で で る の 梓 W レ く "6 吾 吾 3 RS で 必 や トド で せ や 


ろ を 使っ た 賭博 


きい 








( 崩 居 骨 臣 )* 

ふさ 描 で 羽 時 ーー ふ ト ー ヘ リー | 装 で 嘱 科 つい 補 
RSSO る 笑 党 和民 下 yS つ で | 田 時 SS る や HK へ 
TKYINS 舞 市 や リ つる で 才 Gー ヘ ヘー ュー 表 
ミーA を とせ で 来い へ トマ ーー ま A 和 キキ” トマ と SN 
宮 の 款 失 は くら 志田 や ペー へ ホー ニー” へ へ トマ ー モ 
培 G ペ 雪 も 記さ くね (トー へ NT 四 )" 選択 回 HHS 培 へ 
A ホ エー ツ 時 ぐい S 和 S*@ ヘ Aa で | 青 (ヤー で 
ト 畠 ) せ 法 本 つる ( 障 天 店 査 )” て AH で 必 S り 
で で 常吉 和 ホー 心 和 名 で 記 て 由記 に D 化 (HH (トミ 
1 ト MK く を ーー 中 ) で 再 で く ニ ユー ふ ふ ハト ー ロ 守っ 
壮 党 時 もじ ヘー ミー ホキ ーー キ り 量 コ つい 選 東 9 
ゆり つの つり や に AA THIN AINNIN KN で 嗜 出 を つ 
いじ 田 に ぶ 忘 記 還 べき 根 舞 WS 箇 王 中 下 く 人 エー の っ 
呈 1 還 G 尿 各 埋 8 下 シ リャ ー 心 年 各 時 周 つ ね " 加 で 人 せ 
ユル トー 心 を ヨロ 敵 " 古 ざさ ヨコ ペー さら 鵜 つ る 和 S。 散ら 想 
9 伸 王 し 洋間 ぐ 地 NT く ト マー 久生 守 で くやま く 
ホー も トト へ N に さ A 1 下 和 再 寺 ロ ジー ドル 勾 世 や で 
MYG 並 で へ と 華人 KS 社 り 表せ や 球 表 る 生生 
TA KTN 半 無 記 | 避 じ S 下 で 時 了 K 中 くい ね ン で る 
や 販 rm で A と 心 半 幸 で せり 了 K 雪 疎く で や She 
3 で 昌 回せ 村 の 財 忌 る 公介 下 衝 で やる つ 判 党 


ドミ ト や 和 内 で くる" ミト 革 罰 表 唱 東 い 証 で る 
時 要 還 格下 せろ お 人 る で PSke dhYA MIKYS 
ミト ね る や ix 路 昌 る 各 釜 中 ざ つ レー で へ 生生 く 
PAS 丈 良信 で ミト ロ WMS 軒 要旨 家 生 思社 所 
nos で 抱く ね" INWAS 是 つ 皇 各 昌 KitO り つき PA 
で る で し ミト せ WS で 電 幸 り 四 WS 人 8 吾 つり 壮 財 
Sm や や 臣 つ や 思 部 宮 問 | 店 や 十 吾 医 じ re 無 wuh で て 
る "HAT の 本 ト で 改め きわ 人 S 生 ve ミ ーA ヘ NF ト 360 My 
で 慰 ル を 田 で ホー ふぐ 掴 衣 じ や りつ で お" 

ミー へ や トド 下 や ト 必 表門 で SS おい 評 計 所 人 
選 や で で お 丈 招 束 や 生 で る くり ミル ふ ヘ リロ ーー 中 ( 由 問 
で 寸 翌 ) つる RS や へ さや ヘリ ーー 心 や 下 拒 可 症 必 客 る 入 
選 WT "1 く 上 記せ で Sr 選 りり で 胞 くじ" 詳 RG ン S 
填 る 悪 毅 や し 良さ HKT AH で 中 半 忠 拉 で 
に も さ SYS の そま ミー キミ: 富合) 
で く で ミー へ へ も ト で 答 記 家 で で" HK で AT で 
心 配 脱 つ ね や て VS つ SS 人 SS 笑 剖 ES る ) の 
マン ぐ 呈 上 る お 秋 半 つぐ 電 柚 つね り W 避 3 くに コン NN 
ミト ロ で うつ し 3 選 腔 つき 葵 各 思 つね ざさ つい 臣 ぐ 据 覆 唱 
つ さ や" 選 せ や て ツ 和 潤し い 栓 < く で J つ 名 人 副 二 生 
エキ ー ネ 躍 居 具 だ ささ や | 設 で 臣 各 提 人 で @ り 本 本 
人 で” 半 の つり で ロ 層 で い 括 K 寿 幸 家 や で 回 得 人 名 





づつ 人 生 り で る 三 詳 人 で る うつ て へ と 80" 
て 素 玉 ミド i ホ ー ト トロ 紙 地 細 HIT へ TK で 
で 時 っ を こり 環 加 ぐ 握 SS つね ( 状 塞 )? 

り で ぐさ ロ つ いじ K 較 りく で る HK TA TTYIN 呈 貢 尽 
朴 ね や ぐせ 束 や や で 炊き や ン SR で N や トド SG 諾 障 侍 四 
ドーmー 和 直人 求 材 避 6 選 じ K で 寺 玉 つ レ So 巡 し 人 
てる" 喘 ら し | 放り で 信人 本 本 で へ 相 ト で 心 「 澤 諾 量 
と ドーmー 和 下る 導 旧 取る お る 3 果 で ペ る" 綴 ポ 財 
握 ” 壮 避 層 8 長槍 く 弄 半 つね" 回 衣 お 
や 区 疾 矢 装 @ 格 車 く 末 く 慌 で 。 環 和 ゆー トト く 計 ャ ー 
呈 守 人 N 震 思 球 SG 要 じ Sn 拓 や 回 財 上 長 < ね "着せ 回 
で 時 和 恥 や ン っ " 誠 革 球 和 SOS Sv で て ME お る " 
や ポ 明 じき で や "ホー 心 選 りり 家 つ " 也 吉 3 窒 さ っ 
圧 つ さつき ン ーー ポ つ アー ドーmー 和 で へ キー ニキ で 下 
信 ざ つ し 登 常 ぐせ 可 勅 符 英和 直 の つい 拒 所 
札 是 YS 忘 唱 評 で S で で ぐも Se 由 い や 宮 中 つ ね 勾 洋 中 
PS SS" HKTA TIKTNSS ン 8 セー 本 で 本 
さ ト ネー トマ キキ ーー 私 で トー へ ミネ ドー に さ 9 
ー 必 で く 陸 マー ぐ 2 の りや 班 選 季 る くき 判 潮 つ る で の" 
KGS 吾 環 革 回 Y で 球 SG 2 つり や て 弄 や した で お" 
億 は で じ S る ら せ 守 守ら” 掴 民 恨 再 亜 到 り 
や S 選べ て GWS 表 科 中 避 で 守る 限 療 や る っ | 固 る で 
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ユ デ ィ シ ュ テ ィ ラ 


革 る りや で 2 人 る" り S セ 0 つる 尿 監 の 貞 和 S お る 障 勤 
昌 ね 古人 硫 民 科 本 還 で 本 で 中 琶 記 交 岬 心 例 コ 明る 
AO 押 S 玩 撤 生 人 生 介 安 りお "MS 「 和 ミト ー 
7 悪 で や くし に めく 7 生 全 G 要 し じ つ くる 名 りり 
避 JA06 で ツレ に 紀 る ) 交 壮 詩 和 S り けり 昌代 で Se8 二 や” 党 
で 民間 で 人 S 臣 で 人 S る 宙 折 つま 人 る で 汗 S で 6 生 GS 守 人 
守り り 避 栄 Jo 舞 べ で 公 僚 恒 家 0 6 る 起 選 琶 閉 り 
人 S つ お ね" NAK マー で 人 宮 理生 りり 避 人 で Sn 要 
革 ′ 記 革 抑 つ 人 る で 細 持 人 % 記 しく 8 や "AM 会) りり 昌和 
の 6 選 に る "の 甘 ペ じ る 人 " 押さ で つ し | 笑 ロ S 
信和 か で AT で N 革 上 人 S 守 人 お 所 半 泊 人 ” 還 記 りり る 
YS 名"」 つ 昧 で” や AMQ「 選 ミト ヤヤ | Sr 舞 全 
暫 「 選 せり ー ト しゃ 」 つり 刀 ぐ 軍人 暫 「 送 に さ 
+ や ヤセ 」 の 絶 1S 提 穴 細 お" り … つ し 避 祭 韻 人 芯 全 愉 
杜 じ 折 つ くし SreS 志 長 る" 遇 こ の 准 つ きり | 話 S で 
し Hi で TA HIK で N 革 「 判 性 人 SQ 王 。 諾 際 ぐ 本 ドン つ 
お と トーm 一 邊 公民 | で 古く で せ じ 名 ぐ つじ Sne で 7 
宛 石 じ 回 境 宮 や へ トマ ー ぐ 由 基 人 や 人 Sm つじ りり や 抱 つ 
08 二 で SS で ね " 思 で 和 S り りや 拍 つ 民 叶 SS で 
2 で GS で 避 の くい や や りり S+e で "の 幅 さ KS 翌 
部 井 玄 コレ つが で る 7 

叶 で で 愉 衝 公 信 表 証 GS HKT で AH で NG 写せ で 


へ と 中 古 や を 紳 公 球 で で で" ヤ xQ で お ら | 還 称 介 人 
ヾ いり る で 宏 計 完 ペ ′ 吉 ぐ つる 翌 個 で 朱 下 や 抑 つ ね おく 
IN つ の 1 
必 避 人 せ 。 ズ 主 問 じ ゃ 着 型 抑 陸 ぐ 幸 Exe の GS 足 
幸 玉 田 書 品 り 史 2 つ S せ が 9 征 K ロ 選 さ いる つも し せ XSt 多 押 
寺 ぐ 家 肖 で くう" 現 革 は た さい 折 つ 東 間 弄 O 守 
せ 表 つい で 生息 つ 会 思 つ し 人 2 の SG 6 生 慰 人 
民芸 は だ TWS 忠生 要 る "VS 会 攻 填 し ※※ 失 G 家 題 
余生 ne で PS" 生生 で へ 旧 ト で 心 李 曽 の 全 で ツ テロ ー 
WS 細 お る お りつ SQ で” 6 叶 環 性 弄 で SW | 
SIIOS ぐ 1 ぐ 韻 要 や で WW ぐ で 押 つき 和 党 TSG し S・ 
壮 羽 押 お や や 違 し や "りり や 暑 更 儲 己 陽 杜 T 
S も Se "私 さも トー トト 「 立 王 奈 称 絡 つ る お" つ 旬 
つ " 奈 せ | べし 慰 回 くら っ の 要 環 召 や | 問 り て リ 
に で くも と で る 之 く て そく ENke】 
や を 現 奈 り せく や る? 下村 GS で We で へ と Nd46 で 
いら 所 で 選 じ 人 SQ) 雇 で や "書き 羽 唱 本 SS レ に ト 
さ 和 本” ポキ 。 ョ ロード へ まく 陸 ー ト トン を で 
いく トー で や 公 古 で 姜 所 くし SQS 己 人 ( 貴 民 曜 )" 

〔 応 S) トー キッ ー 和 (に ト 委 キッ ー 和 ぐ 財 北 ) スー 選 
ふ ( く NNS 由 器 )) スー へ キー ミド トー 中 ( く N ふ 
S 貢 ゴ さく) スー 心 ふ まや へ ル ( 臣 )) NN さき A キ くく (人 
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心 ふ 近 で 媒 せ )) スー 改称 AA く (KN ふ 表 SN て 表 へ )7 
コール トー ミ も や ト 込 キ ( ロ ー ド 選 弓 己 判 選 儲 各 )) ふさ ル 
人 キ (ミル 是 品 べら 判 記 お 舞 )) 私 ミセ ト へ 選 直 (ミト 
華 で 更 中 ) SN く や ト ( 避 ) ミト ーー ( 臣 )" 
ミル ーー ( 自 縮 ぐ HH)" や ミル ホー ハエ ( 屋 )′ 愉 A 
ホール ( ふ へ 中 エー 由 ) 下心 や トロ ペーA (へ 
さ 押 革 で 正雪 さく )^ 下心 や トト ー ふ (ふさ 表 碁 宮 ) 
や へ 中 マー ト A 邊 ( へ AN ホエー 中 ) ミーANS ト Ad 
ュー や へ ( ミ ー ヘ を SG 寺 浴 SS 監 ゴ で く )" ミー へ 
か トト AN (ミー ヘ を SS 中) ベー ヘー ト トー ( 足 )" 
ミー ミ ふ (トニ ペー ぐ 由 ) エー マー トー (キー や 
ト 描 ぐ 條 浴 ) SAM" 

各氏 Yuyutsu ふさ 舞田 テー ニー ヘ トーリ ロー の 守 
SS 選 3 や トド で へ SKUSS る 宮 財 8 店 し < で 
号 *@「 四 田 中 」 ぐ 革 呈 6S 補 くく 必 舞 で 愛 専 せく 
ーQ 和 や トド 時 呈 詩 で いじ 愛 や お (『 ル く 一 スー 心 ふ 』 コー 明 
し 堅 )" 回 お 砂 宜 し Ste8 人 る ニレ るー” 帳 一 じ っ 加 つ く 登 二 
PS” RIN や ト 加 G 広 虹 生 補 で ね るる *e わり 
介 全 ( を ロー ト 暇 )* 素 愛 S で SS HK で AH 
で て 必 S 斑 人 レシ ニー へ トー ヘリ ロー 愉 所 卓 さ や の 旧 察 で る 7 
ミー へ や ト で べ NS 田 坦 く ユ ー ふ ヘー ロタ で し 民 
選 G 押 り 馬 * ゆ の せり で G 団 Js で マス ユー ふ ふ へ 


ネー 由井 呈 S 

〔 計 S) テニ ふ ホ ー ヘ リー トー (と NN 一 ヘリー 
HG 中 )) や に で ベロ キー トー (や トマ で へ ロキ KG 貼 ) 
に だ 

本 一 羽 由 を トー Yoganidra 「mーSS 嘱 っ 」G 握 じ " 
や で へ K 是 GS 差 KSRSR GS" 年 ホ ー ト ャ ー で 
ルト く ー ド トーキー (ポポ 応 R) pm 

四 一 半 昌 一 YoginT で 穫 宮 旦 " 押 KG | 軸 " へ や ト 
古 ぐ 尺 ー ト ドミ ミー ぐ 層 誤 し と トミ 一 把 卓 や m 一 千 中 一 
や 守 せ で Ye 吾 表 せ 還 あの 尿 A や トロ 舟 雪 所 9 お 公 m 
一 上 一 名表 司 つ ねり 2 SS MG 款 せく Jp” KO 
K 団 KK 田 の の る RSro" 

本 一 日 Yoni 己 料 甘 ぐ り ざ し (vS 反 曽 じ St る 
せつ へ S ( 弄 阻 埋 隊 " コン ロ ハ や ト 華 で 千 可 ) や 握ら で る 
スキ へ ト で 甘 暫 和 mo てく マ りら 量 呈 ぐ 扱 税 St" 
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ラー クシ ャ サ 
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IN で や ト ふ Raivata ュー や ト ふ へ ふぐ 由 し ヘッ ヘ 
Jp 中 Ste" NAK ネー ニー や 夫 和 の: さ ト ー ト ー ミ ふ 国 
SHI"” ペー トト ふり せき ー も トト マー る で 絡 つ く 騰 玉 人 
ご ” 環 拓 所 究 S 加 中 人 玉 宮 人 る で で や" ト 必 セー 者 忠 
せ 選 NNN トル 一 王 り 聖 糸 つ ね "ざり SR 了 K 二 旧 味 ve 
コ 客 つ KG て 避 肖 で 上 人 要り WS 端 記 愉 で レタ 
en や 林 選 の 宮路 る 世 語 SR で や つ TS” RNNY 
ー 基 り 突 ぐ 提 究 案 中 上 い くい 想 半 "NNN セ 一 S「HS 
掘 さ くせ 半 信 ] つる で 本 る 縮 0 し 選 鐵 代 所 る 1 IS 
田 hS や SA の mn つう 指 情 で 箇 民 SOS も で 
いね" NN トル 一 是 せ りり SS 各 じ を へ へ ふ キ K 和 ニーロ 
直ぐ し SQ や で AT KGS 志 Se く NNー ド りー 
トト マーS 来 30 で つる つや 本人 SS や 。 ペー トト へ 
り 唱 直々 ^ ペー トト トマ ー モ NNーb ド で 無 和 ST お " 

性 Raibhya くい トート トー 和信 キ で べく 開 更 " 
吾 り は せ に さや トー 私 トス 中 ーー トト K の る で 1 く で 名 
ST お 和 SI トー トト K せ く 改 を トト ー ハ キ 守 ぐ く や 





0 トー トト トロ トー ド で 搬 ハ 一 ヘー ぐ 導 つ ゃ 誤 い し 選 
半 電 梨 rmaermnvy で 人生 つ 和 ね" 選 ぐ 幅 閣 り る 室 合 め やる 
ー や トモ 昌和 軸 TSNANSS 居 り 穴 肖 つ " ペー ヘー 
摘 VMINA ペ ー ロ 責 難い " 吾 き ハー ペー 押上 起 で や で 
つつ や の つや お S。 所 半 革 暇 近 や 吉 振 和 直っ 碧 つね " 球 
S 言 鶴 玉石 
る = じい へ ペー 
黄 家 つね 愉 一 
に こと そう 
で こも 3 
人 で” 甘 つ る 胡 る 
SS ぐせ 愉 ー ト ト 
ト JMS ] 押せ 
私 ー ト ルト 夫 wo 
人 " 居 吉 
せ * ヘ テー ふ ー 
1 
マン ぐー へ ふ キ 
ハー ( 嘩 寂 ) 
に を デ く よこ 
に 0 
て い 選 竹 で 
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べり 窒 表 擦り S る いく 本 SN で 会 つつ 
全球 忠 び 林 つ レ つ で お" トミ トト ー や トト K 革 押 で 具 
SS 守 介 ひつ つい 立 選 くさ 所 称 枝 証人 る 私 押 旧 眼 @ 
や 氏 せ % お り で 思 諸 人 思 お" りさ 私 トー トト 
K 革 革 る 拘ら くさ し 字 選 ES で お" 垂 マ せり 嘱 つつ 
電 量 人 WS 環 吉 環状 つね 代 WP AN て キキ 判 奄 馬 の 
つや 利 お ー キ トト ヘニー へ 

IN や ト Lava ホー ルコ ペー ペー で 人 で る 宮 装 玉 お 詳 
選 県 S 1 で" つ ふ ふ キ 

中 ー ト ト 相 Ravana トー ト ぐ 押 ハ ー ペ ーー 直る 
A ペ ーS 謀 評 SH”" や で AINSF KU 謀 京 K セ ーー へ で 
喜 中 ヘ キ ー で で る や 半 SS る 3" へ や リー 選 で 基 林 靖 * 
で で 全 xe 謀 喜美 で 中 の く RSreNINK ト で を 宝 S" 理 人 せ 
る つる 拍 刀 ト 必 トル 一 年 て ぐ 可 燥 は 4 手 で を 愉 
で 人 ら x 只 覆 表 つ し 求 つい 貞 S@ り SS る 3 画 で 本 
し くね 和 S ポ 翌 り 宮 の りつ 人 S で し 選評 4 で ロ 昧 い モ で 
で レ く で "SG で 名 @ 課 京 全 諾 隔 じ ST る 連 S せ モジ 
っ 想っ 諾 論じ ST で " き 1 OS 緒 J11OS 時 や 悪 紅 で 皿 
ぐ で や 野 ご 畠 電 年 WS 如き 男 全 ヨ S つ ひじ S で 
る ね "トー トト トロ ポロ ー ミ スト ペー ツジ る 必 明 窟 NN 
ー ル 只 型 状 民 じ 和 へ 和 SS 欄 粗く し る お 本 Nー ル 
つ る 多 黒 玩 で お りゃ 著 で しい へ ペー で RS や JBN 


S” 思 ぐ 虹 四 QS 王 む 臣 や 春 机 や で 8 で せ で へ を 
て し MG 加 全 ホー トト 1 に さぶ キ ーー ネー へ ANKT 全 一 
や トー へ へ トー ヘ へ RS に ホ で ペー キ SDGSRS 「N 
ー ル ー キ ト 』 呈 記入 る ke" っ ー ド 

必 や IN Raudra 「 ミ テト ぐ 由 」 ぐ 畠 じ ′ 統 逢 一 
ミト マト ホー ル ぐ 冥 NG" 

I 一 ドー Raka で AHNEE KS 如 課 宗 " SN 
や ヘ リー ミ く ネネ ペー ぐ 措 (FN トー トー キ +」)? 

一 や ト Raghava [SS 帳 」G 失 じ トー トル 
S 宮 * 

心 へ Raghu 呈 澤 半幅 や "人 ホ マ ュー で SH" トー トル 
S 記 (ペー ニー ヘー キネ FNN や トキ 1)* 肢 可 で 揚 HHN キ べ へ 
や ト さ 中 で へ ( 痢 一 晶 ) つく で Sr NNG 奈 己 ぐ 哲 
(ONS く で ) で 症 ah で SS ソレ く xo* 

ー ふ ふ キ お Raksasa 隔 * さ 衝 し お 誠 党 暫時 
忌 了 。 型 明 玩 玉 めき 所 セ " 昌 際 祥 地 志 " 球 吉 - 弐 Sveu 
圭 愛 つ "/ 求 ・ ふ ・ ト へ ふ ロ 選 ・S Sn ・ 中 避 ・ 求 ・ 角 
od6 和 DS8 設 AG り U 和 Saote の る RSte KS 
尺 9 宗 る 思 和 やつ 惑 吉 り 路 る 下 o で し くし" 事 穫 で 此 
時計 所 *e。 提 吉 S 世 を ぐせ 放さ ズ 下 WWnoS の 
介 m コン 8 舞 壮 思 ロ の で し 監理 部 皇 坦 の WSte" ト 
私 ー ト く 選 宮 は 6S37 必 ー へ キネ INKI ト で を 計る 
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ラー クシ ャ シー 


還 mーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 





で 章 守 の の [トド 心 ト 一 是 ぐ 朴 人 で 装 で op 7 
SA リキ く 計 の S ふ キー の SS る や 上 判 伴 の る RSrGT 
トー ルー キト ホ 』 も 下 トド 一 古 公 時 各 末 Y 6 選 旧 
WWG 上 押 つい ー ふ へ と まま 表 玩 る さく る ( り 
SS ホー へ へ キキ 「 衝 統 e」 和 帳 党 や 9 斉 宇 か いふ 
1 raks り 旬 ※ ヤ 区 攻 つ S つ く ) WS 田 き 心 へ 一宮 
引い ー ト トト P3SeO OneT 

【 応 NR トー へ ふ ャ キネ WG 直 拍 へ 記 雷 る で 狐 性 ポン 
G 忘 AQ や 赴 呈 レ SS 刊 だ ので Sne の で で 
や で SS ト に KA を に AN く K 一 キー( る 2 呈 守 
つや 「 晒 ご ン 範 」G 手 )) で て へ トマ く よ キ ( 芸 時 員 類 め 性) 
へ トマ キー く N( 末 で せ Rwo で 舞 ) 7 や へ ふ キミ ー ふ ” 
よ ふ ゃ へ A 中 キ IN ホー テー ホキ 羽 ヘル ルー を 和 、( 補 
王 呈 民 を tQ 季 ))Kー 穫 キ 和 S k 一 中 そ ふ ヘ キ ( ズ 画 票 )" 
NN 中 一 ASA キ へ NE マキ ーー ( 密 思 
組 G 福 )) KK に サー ヘス 玉 モ トミ キー 選 一 羽 
く 。 NN へ く ( 是 共 銘 押 )) トー ト さ 玉 ( 躍 2 時 ぐ 宮 ) や 
っ ホー トト 

I 愉 ー ふ へ ヘ キ ハ ー RaksasT トー ふ ハ キキ S" 衣 写 " 
心 へ Ak ホ Laksmana て に mー ト マキ ーS 由 ふう 
FRAnMG 舞 KK ッ ウー ト ー で 中 "へ と 中 へ 田 吐 作 べ で 
次 ST る 嘱 る 人 S る 宙 可 中 人 S 宮 人 る TQ で も ト へ TS 


症 Se" トー ドー キト 」』( る 中 圭 )G 芋 回 で 
ざ の ト K 必 る や に 選 で 給 に ト さ ー ふ 次 で し 叶 S 代 補 
会 叩 6 代 つる Ao 直上 拠 で 和 各 時 で 公 郡 つう 半 是 IN へ 
リー 和 人 で RS で つる で "68 選 く 華 軸 SS K 
媒 宮 末 ぐ uo  JS 下 せ 製 ぐ 記 S ゴ ロ 肖 や 引 で じろう や 
ざる Sm" り S 本 半年 忠 ロ 6 し 時 K「 補 で 表 で 吉 」 
世 叶 や シャ ー(「 時 製 志 」 hS で で セキ く テート で ポ 粒 潤 ) 
op 客 先 Se 「 や で へ すす K・ 人 トー ト 」 (| ・ 尺 ) や 7 
心 NAT メーM ト へ で 右 め 騰 *% 選 K 守 で 差 人 る で 培 つ 
る 拘 各 除 で セコ お he で へ 1 作 華 共 暫 ぐ 郊 せつ 
つつ で MSm や で AH 古人 S ト へ 舞 で く NAT 一 





幸運 と 美 の 女神 ラク シュ ミー 


トメ ネー ふ 、 (強震 肖 ) や ES る 所 孔 で や キー ニャー 人 で 
や で へ 放 研 G 購 宮 下 YSke ト ー ド S マト ホー マー 
る で きく 和 NSK の ーー る で 僅 NNNA トト の ペ キ ー 
さ 和 へ 生前 人 お" NNA そ へ 由 革 也 由 で トー ド 田所 症 江 
剖 選 失 全 や ド で ホー マー 上 二 計 せ で で | 回 時 S 志 る 
や 弄 涯 で る" 羽 ホ ー ト 届 絡 ON へ AH ド 相 王 選 唱 で 
る し 舞 衣 各 " 状 G せ も 梨 明 6 いや 搬 で つ 。 AN ペー 
S 机 由 ホ ー ト トト で 克 く り 介 る うつ の トード 奈 五 お? 

ふ ミ 美 で ロー ドーmー 選 SH" スー 心 ふ 福 王 代 る 
ヤミ ー へ や ト 計 ぐに ト p ト il 生 家 ばい 衣 和 めで 人 (『 ト く ー 
く ー 心 ふ や 』 テロ ー 寺 堅 )" 

心 へ へ ロメ ー Laksmi や で へ 1x 是 で 聞 じ し" 韻 早 の 
棚 G 古 "所 社 KK"『 ニ へ ・ モ リー] (10O・ や 1 ) せ 
介し SN ロッ ー「 帯 量 ]G 柚 演じ 臣 く で 「 ト 
ふさ や ト や リー】 し 理 ・ に 吾 称 収 軒 *@ 胡 年 ざ WS 
『 ト トー キー で ・ ま へ ヘコ ペ ー] で や る し 紹 胃 欠 せ 
で 8 コニー の の つの せ トート で 中 で キ 華 で 山守" 
TA そ ふ く へ ・ ト ホー トト トト 』」 も きせ ヘ リー ニー 人 ト 改 代 キー 
く ホ で で 圭 め つ Sxe り で や 宮下 財 の 次 球 で ポ 華 いふ 
ペリ カー や で AT KG 是 良 WSnt6 で ST SG 有 
二 間 で 王 り で で 『「 ト く ー く 一 心 や 』 や 選べ リ メー 革 
や で へ ニー ホ ーー キト で 龍 SS ベリ ニー る 臣 1 で 


ャ つり 翌 Se” 詳 表 お ヘ 一 必中 一 の ST や 畔 門 る 
で AS ヘー ベリ キツ つい く 容 陣 人 で の や ぐ 癌 さ 
7 で りか で AT 放 年 SS AAUU 
3 1O′ SQ@ 211OSS 款 ( ト か ト ゃ 
一 心 ) 吉本 セス NN へ カー で 表 坦 つ 人 る 竣 つ 人 
で い 避 害 nS や Se" 

必 NA リ カー ぐ 閉 凍 拝 副 染 く 曽 格 で 宮 S ゴ ロ 所 い 国 柏 
S 旦 wo い 牌 きつ し 擬人 0SxGT NNA リッ ー で 壁 り 3 
OS 丈 Se0SQS WS 王 や っ も ン mRNSS 革 
SA キ NN さ ロッ ー つ 富 筐 SopS も し (1 | 還 SS 私 ( 千 ) 
SR 選 る ぐ で 揚 拉 で 寺 旧 装い る xQ 研 で 臣 二 は ※ 才 うじ 
<no" 年 双 慰 江田 竹 S 選 和 wo Sv 束 失 掛 に 恨 GS 
直 ※ ト コー ふぐ 守 や さや ト S 中臣 人 斑 ドウ SGop 








ラク シュ ミー 女神 と 


その 夫 ヴ ィ シ ュ ヌ 
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ラク タ ヴ ィ ー ジ ャ 


呈 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ラー トリ ー 





S′ 11 栓 S 旦 や も weo OoSS で See" 

語 胃 ぐ せつ こる 守 で 詞 る 羽 へ ヘリ メー 折半 表地 
苦 吾 回 K コ つじ 柏 ン 人 で 時 記 じ くつ 根 で Sv" 
「 ネ 器 1]( 四 や ) や せ 宮 時 了 K 公 る づつ 攻 響い つり 困 記 

宣 きぐ やさし 佑 に つね 困 迫り いる 短く "「『 忌 庄 】 
信 更 IKE し せり で 陸生 人 る つ 間 吾 加 忌 守 旭 三 回 
論 号 青く 天上 対 ミ hey 軍記 ES で 応 揚 衰 つ つ ピ 
票 坦 S つ m 選 還 可 Ayae2oS ST SS で 
で で 上 仙 求 現 強 】 や 梶 区 加 さ ・IKK 半 妊 ヤセ 肢 
うこ SS で SQ つの 引 公 Sre" vS 垢 陣 き R で 型 公記 民 
や も / 米 求 りく レポ リューー ド il トー トキ さく も や は ト (所 符 本 
回 炎 半 長栄 ) つじ 狂 き ko の る Sn" 

〔 宗 電 ) コ ーー で へ 生 で ー 迄 キ NK で TA エキ 一 ( 愛 
で 装 叶 ね 2S)" ホキ へ ヘ ホ キト ー ( 谷 民 KoS) ロー 
セー ペー ( 判 臣 で 時 ) NT 

IN ふふふ かー 込 〒 Raktavija ホー ドミ エー( へ や ト で 
是 ) た へ 私 で ペー (GSx@ くせ ホキ ー さ へ 私 一 ) * 愛 
S 四 SKKINSNR 理加 る で つる や っ 控 Y や ve 時 や v で 
介 呈 に KNS 學 S ホキ ー さ ヘー 是 半 
下 叶 づつ) で うり N 和 やや や モ ャ ー 込 そ 電 守 つる (『 ト 一 トマール 
J) 

ARaji トーrK ぐ 叶い し 田 O 〇 べ ぐ 誌 宮 ぐい ぐ 





で に 層 反 理性 TP っ re* 

IN 一 込 キ さ へ Rajarsi トー ハエ ( 田 ) コ ニ ( 副 更 ) 
や 援 つ 誤 し "へ ふ キー ニキ (中 押下 ) で 恒 電 ぐり っ " 
SA や トー クー 層 トミ ーNSF KS で m ワ 7 選 雪 レ 
握 光 や 判 下 末 T で で さそ ヘーK 味 でる の 2 SS 
ふ ペ キー ニキ mw 選 や 、 

心 ーー Radha や ーー トト ト ぐ 半 后 くう トキ モト 
ー ふ キャ S 郡 *” 陣 つ っ 王 K( ロ ーー)" ヘリ ロト 共 ドー で 
ーS 中 上 R へ まぐ つや ざ 痢 じ " 悦 べ や へ N ぐ つの 乱 
いで で 光 員 eo の 誠 で で 舞 を 加 お で の 多 束 知 つ て) 














クリ シュ ナ と 恋 女 ラー ダー 























SS 華 ざ ざり ト KG 中 う 富 く で 人 で くね やり) NNN ド トー 
講 填 民 長 で で 応 午 る 甘 で や 下 査 つね" 選 せ ト KN 公 で 
で 普 選 SQ りつ WS で 詞 る 公 ) 古 YS 吾 り 半 で に 
KK 心 上 宮 つき ぐさ ロマ ヘー トロ で で いい 古 YS 出 の で 
で で ヘー 昔 心 ぐ 壮 柱 生き MG に り 半 ば くる 生 7 
選 ぐ 応 き 補 で 財 半 る で や 弄 持 つい NG 板 塵 理 や 回 悪 つ 


で つう で SeT 

下 一 込 そ ふく Rajagrha し S ふ 固 S 舞 紅 " 隔 り く 
ー ミ SNー ハ さも "さき 回 下 ぐ 副 弄 ぐ 1 0" ミー= 上 し 
か ー キ や S く 控 号 さ 引 じ せ 由 旬 鶴 や 窟 衝 SW りり 維 


や 型 つる りさ や キー 改 田 革 人 下り 忘 宅 つ ′ 箇 て き 六 和貴 
圭 つ で りつ は らき 宮 朗 ES 迷 人 S 生 2 Po トト 


S 吉 所 で 夫 ST で ヘー テー 心 ヘ ー ふ ( 輪 袋 ヨ ) トキ ー ふ 
キー ミ 出 ( 妥 主 志田 ) 生 や さり ネーN 垂 つ ね の る 
や 千 G 軍 ” 写 HH 画 じい KKー ト ー く S 生 パン 長 で ビレ 
Sr@ 6 絶 中 回 本 SG ミ 季 拓 居る や SS る ぐつ りく 現 
も SouRe で Sr" 

心 一 入 キ ベー キャ Rajasuya 「HWWS き 圧計 1S 握 し" 
や リー り 補 人 る SQ 介 ェ ヘ ー ぐ HIS 訪 講 肖 ぐ りり で 
厨 講 析 ロ お 圭 桂 宗 に さや で 直ぐ る ロマ 中 で 所 や 鶴 長 
つづ” 宮 ぐ 角 じ 人 SS でる 田 で や テ ド さ KING 
EE: だ お で うさ る も CE: だ だ い ペ ン ンコ 





ぐ せ や | 昌 ぐ 代 匠 せく ーS ト ーー も GS で る の Sn" 11 
境 形 で く へ AS さ ぐ 間 べ "私 キ キトー も トト る 六 革 中 『 キ ー ヘ 
ー・ ロ ー や で へ へ 』 せ さす トコ トー 一 で 六 恵 導 
時 や つや っ で SGS トー ヘー や 羽 へ ヘッ ー 民 G 忌 球 
し SQ つつ る で SxGS へ ヘー 心 ロ 6S8 トー 一 G 甘 中 
S 吾 ささ へ ロト S 療 幼 下 淫 や eoS し で ー。 料 せ 條 
ー ヘ ー ぐ 攻 肥 co 弄 特 全 ふ ハリ ト ぐ 導 細 oN レス 
や り シ へ ヘー リー 一 で 交 環 性 赴 吾 将 
ロコ 6 PS 慰 長 で SOS や S こ で 6 い 軍団 如 で 拭 
和書 せ 補 ぐ SH じき 較 和 SG の 福 人 Se 

N ト T Rati 「 責 や 油 べ や te 年 じ " 束 ぐ 基 ポー ト 
ぐ 近 "トト INK (中 で 表 で 要 K) で 索 つ " 幅 品 や で 
べり SS で SR や" 選 へ へ キ ぐ 款 "いよ で さき ー ト トー 
ドー ツ トニー で (= で り けら) ドー ドス ー ョ リー( ペ ポー セト 
ぐ S 地 )) ペー トド トト ニキ ー (ボール ぐ 王 QR) 改 一 ド 心 へ 
ーー ( 政 ぐ Cx@ 掛 )) ルー キー や ト マ ー (結球 野 )′ ホー ニ 
せ ホ ー( 先 家 親 ) ロミ ー へ キー ( 也 る 選 符 wco で ボ 
理 ) で oo6 各 富 滞 ke 
Ratrf 「ー へ ・ や リー 入 』 で 補 ぐ ポ 恒 " 
畔 己 ぐ ポ 古 やむ や ふ KS 王 ざ つい 選 基 や ④ 予 無 で SQ さり 
や 列 3( 1 ・1 還 日 1 SS)" や AA キ KU 避 ら ュ rmD「 了 K 
ぐ 記 」 つ 守 S キ く で や で 陣 弄 各 中 0K 征 の 記 


INーー テ ユー 
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優 写 補 


「 是 ーー ュー お 応 や aoO ぐ 遍 ( 弄 ) つじ くる 
QuDOrnt 妥 人 局 Q 【 装 是 き )S で 人 xe 哲 入間 せい 
で (1O・1 1 や ・17* に GS 半年 お 革 革 She ( 尋 
守り ) 揚 や 衛 選 "選好 きり っ 社寺 Js" ( 半 是 き ) 
求 了 せ 6 らい 窒 吉 陣 時 (1)" 半生 3 選 hwOO′ 送 
SO か へ を K つ 悦 弧 や 婁 隊 如 つが お 類 衝 人 る で つる 
で (HDP」( 羽 珈 回 貴 突 )" 

ー ト Rahu 「 無 re く ]S 柚 や ロ 四 ・ 束 作 コ 宮 
ゃ puWSrte 具 柚 * 昧 雷 話 愉 ハー ト で 王 中 人 2 し お 7 
ハー ト せ 込 一 や ト Sm/ 下 ぶ 到 記 連理 苦 つ し に で 
組 ト さ ー へ 中 玉 く 46 ひつ つ お 問 ” 選 直観 壮 つ い 古 で 
で 下 守 くら 誠 く し に さ ー ふ 称 款 で や "MS 表 。 表 陳 是 K 
ーー キ つ 丈 基 ペー 忌 較 で 円 療 環 近 選 年 や せ 末 中 ね ね 人 7 
や で 史華 共 ホ ーー ト で 福井 慌 司 近 の つね "SG 舞 革 半 枯 
昌志 で 記 板 で 人 で くる "JSTs い つい 也 型 
介 や Ke トー トド ぐ 林 ざり 半 琴 ・ 下 で 政信 く 公記 6 で お" Nー 
トト 公 革 本 を 称 無 叔 避 居る 半 識 ・ 下 芋 求 各 求 で 
し Sm りく 据 光 や 宰 ま に NN や キー 下 キ ( 民 天 で 議 村 ) 
や の 臣 せ の" 加 革 や で 人 中 下 和 トド で の へ へり ポーS 店 
0 まで に 4 くそ す よさ 
揚 ら で お で で くい 思 G 伽 半 K で 皇 困 で R 球 Se 寺 





つる " GS 表 NAS 一 画 ぐ 必 ー ふ キネ ( 護 愛 ) で HH 
ー や ト 相 殆 男 つく 軍記 過 SNINN セ 一 是 己 守秘 
じい 富 KSRWO 古 し 無 喉 つ 祥 " 是 マ 義直 0 く で 
いる 信 " 利和 S や で へ 放 華 り 芝 る 各 和 人 Se り で 所 
べ 想 ぐ 次 や ヨ 際 つい 謙 京 各 繋 や りつ 妥 本 つ る "NN キ NN 
へ 田 信 半 胡 内 WS で <xe 朱 ペ で 王 る で や で Ax 
是 仏 中 虹 ご 寺 坦 の つい し 限 愉 で 田 征 書 ぐ で 旨 避 朋 つ " 
田 尺 旧 夫 6 や ee を い は の る で し 辻井 全 つる" 財 是 和 で 
斗 四 短 1 で 近 ポ で ホコ キー ロ 朱 の の 選 K 人 る で 三共 
環 ぐ 斗 中 Wo で 8 選 一 ド 丈 講 。 是 四 ぐ 回 S | 各 舞 11S 
剛 で ホー マー ロ 四 の 下 で 将 幼 で 還 お ぐ 1 oo で る く 
私 移 圭 S。 欠 T 信 古 遇 紙 四 曽 ツー トー 中 AU 
SSKNS 1 TOG 華 で 六 四 woT NN セト 
ふさ キ ー ミ 邊 宙 半 SS お "挟ま に m 一 トマ キー や | 拓 板 
で 和 SI トー トル 8 か YA トー カー 選 計ら 護 家 る で 
S 志 骨 補 翌 必 SS 習 守 知 つり 作 で" 下 二 弄 ご で ご レ 
や で ホー く 出 色相 NG 舞 衣 り トー トド せき w や し 誠 
つ 記 と り ざ で し SS 人 る で お家 呈 を や 和 を やつ 応 季 WS 二 
早 和 1 で 0 せ 圭 で つつ で お 9 の で ひつ P い ー ド トキ 
HHS 避 し 尉 拓 ぐ ふ ー ネ ー 吉 押 つ つべ 束ね 
ペー ホー で ず 誠二 半 る や 和 科 ツ セ Ke りつ は SS で る "トー 
トル 馬 由 刀 問 渦 環 恨 人 で 記 ね 生 ポト ホー マー やせ 岳 届 S 問 


で 詩 忠 久 選 311S 午 較 (ホーー で ) し 選 光 属 / 左 
で で 密 * く 7 田 S 尽 AS 王 喝 やつ 綴 格 Sre" 
( 宗 SW) ヤセ く ー 邊 く ( 問 無 懲 李 )) まで ヘコ トー キ 








( ふ ヘ コー ぐ 幅 革 )) く IN 一 ト く 選 中 一 再 全 で 装 選 
で)" させ 評 SrnG 斉 占 弄 や りや ワ r 
ー ド Rama Se くせ ホー セル ホ よ キ AINS ロー ネト 
固 ぐに mー 選 マキ ー 悦 軒 *eNA キ 心 和 へ 四 S 昌 由 ペー 
ペーS ぐ HK" トー セー キト IS 和 べ "へ キ N 和 へ 田 田 
記 史 較 由 私 宮 人 る SG し に へ 私 トド ネー (虫害 上 ) 
本 S る / 是 マ 計ら woo 所 る "で 避 中 ” 半 で 可 く せ 
認 W く で 華 せ 弄 還 くべ で 重 由 生計 S ベ りつ 本 所 








で 弄 店 届 田 習 B い 主 いひ の つ P 田 呈 胃 く "トー ルツ ペー 
や へ | 国 叶 で G 交 る や お 舞 議 公 で 型 肖 中 杖 じ 潤 で で や ロン 

ペー ネーS 心 へ ポー ぐ 謀 宗田 トー トトロ 搬 SS の る 
中 碧 公 財 りー 束 振 候 トー トー キト 」G 束 陣 苫 忠 wo 
S も Sre" っ ーー トー キト 

トー トレ せ 。 か ホー トド か で へ Mx 華 で 畠 晶 mS 球 
( ト や ト ネ ー 躍 ) つつ 年 拍 和 WSxe" トート で ヘ ユ ヘ 
『 相 時 宮 呈 人 モード くく NN 一 トド ふ 年 潮 キー や 
トト 近 ぐ や ト Ki トー トト WS 拉 ホー トト ャ ーJSS SG 
敬 や や コ つ し 半 お の SRSrG セー トト ー6 講 田 玉 
か に Ki ホー トト っ トー トト キャー 玉 揚 究 和 ee WS 振 
葉 昌 還 店 避 繋 So 中 幅 移 豆 しく る お る 人 で "11 で 人 で る 
で 半 Se 苦 各 寮 で 可 つつく で る 例外 や や さく 
ー ル 半 S 王 定時 選 宮 で も トド Ki トー トト Sp | 
べ ぐ 聞 ロ ーー リ リーS 選 所 條 衝 記 い 吾 廿 で 3" meG 選 

さこ か も ます IF: で で そそ いさ で コ 
へ ーー 羽 一紀 り し で で で" 器 環 起 ホ 一 トー キキ で トー トド ト 
つ 。 か ポーS 愉 HH トー トト や 瑞 更 *e で りや で へ す 
愉 是 SS 現 雪 珠 避 村 で つね の 邊 rG 宇 3 弄 人 GS" 
ー ル ぐ SS"「 和 ホー トー さ 」 ざ つじ ゃ で Ax 更 曰 呈 
ャ ne くべ YS 記 ご で 幅 導 やつ や 判 各 要 王 " で ヘ テ 運 半 で ペコ 
で で で Se セ く ーー トー・ ネ ポー へ Ai ト マー で 帳 慰 で 由 灯 公 
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「 く 一 ・ 愉 ー3] ( 穫 33 トー セル 5) ST おり きせ も て 屋 
に ここ たい 

心 一 ドル ゼ ーー で Ramasetu [トー トル S 眉 | S 汽 や 
トト て K・ ト っ ー ト AG りー ヤーー で く へ 

I 必 一 ドー ヤキ Ramayana [ーー ト 幅 己 球 己 」S 瑞 党 
S 折 で へ を で 國 昭 如 司 震 起 "「 ル く ー く 一 ふま の の つの ロ 
中 1 ポ 忌 大 能 NSRSke*" ま へ KN ユミ トー 塵 と 縮 る で H や 
臣民 回 ぐ 直 下 (AT ローS) お 選 宜 で し Sre" 征 玉 
せ 「 晶 足 ぐ 措 で ] (トー ト で で も ト で ) の 還 き xo ト トー ミ 
ツー キレ AT ローR の びら 愉 有 吉羽 志 入 の 吾 G 眼 記し Se 
JR で Se 提 定 そ へ を ぐ 都 准 ーー ド ぐ 思 宿 和 1 で ロ 才 
や NT 公 の OS で SG 時 訳 旦 宗 午 記さ ぐり PSS WS 
WCG 理 紀 人 S に SS で で 了 地 e 志 AR で 2 ぐ 因 中 
11 拓 思 ぐ り Q る 恨 紀 玉 し Sxo* 

ご る 中 暇 " ト mーi ト マテ ー 軟 や セロ ー ネ 忠 較 HHNA 
す 必 へ り 選 間宮 入る で SS し HG 翌 詩 各 尾 さい 中 
因 潤 ( ト A や トペ メー ) ES で RY SQ 了 K 雪 で 
太 Y ぐ 判 陸 お トー ふ ヘ キネ っ 呈 せ re 界 器 ぐ 出 ホ ー ド トト 
S 環 除 選 9 や る お ぐし 華 マ 色 下 次 つ 人 お 舞 衣 で 
の 邊 華人 SA FNAHS 出 中 つり 半 トー トト 
明 本 のり で 3” 和 を 和 じす 心 へ SI て で 福 還 ズ 
S 財 剖 包 寺社" RS や ネー キー 到 で せ 和 ー ド 到 ) ド エマ ペ トー 


控 Q 和 SS 吉 感 PIN ポーロ 問 だ つつ 選 で ホー トト ネト 
や 欄 癌 つ ウ ハー ホー 骨 く 記 で や トー ドロ 束 宇 つこ my 
ご 8 NASG 様 唱 率 水 つ 民 愉 トト ト お 鑑 に ummS 
要 六 で 始 AS で や Nー ト JNN 下 下 公 り や 名 球 で レ 

Sm や ペー ペーwon で 29 くる 凌 で エキ ペ ーH KK 
ペー ヘー ぐ 剖 密 % 也 くし る で モ お 反 トー トト トロ 療 在 
瑞 %9MK で や で SS ペー ホー で く BINA ポ ー ロ 弄る 
富 | トー トト ヘー ホーm 電 で や で りつ > を no 
全般 つて 昧 層 紀 装 加 つい | 叶 ペ 所 り で 振ら 誠 で きる 
宮 で 四 て つの 介 和 人 生 つ ね 民代 富 り 調 つ レ つ W 
Y 人 "トート 曲 郡 ハ ーー ヘーS 羽 へ ポーロ 弄 忌 凍 さ で で おり 
や 維 恨 G 代 キ ペ ホー K 公 < で 記 く る " 

ぎ キ へ HrA 入 一 藝 " ハー ペー ゃ や 尻 王 や ro 営 下る い ー 
ルト せく さく 一 概 ぐ 叶 ざこ し 半 HHKN ユ ー ト ト 和 RG や 
トド ーー へ 較 の 都電 香る neS 届 T 臣民 和 握ら も" 
キヤ 入り へ 愉 一 G や トー へ や 人 る 軍 叶 つね" KN ユー や 
ト 田 翌 り 玩 府 衝 予報 人 お 園 記 り ペー ペー 得 瓶 
い ン や り っ 昌 接 つ 人 お" 悪 敵 名 回 で 豆 二 < セー へ KN 
ーー トト で 皿 り 4 で レー ド 豆 主 レ ハー ヘー ぐ 記 理科 
た また ナコ を FTO だ < くう 

に 1 と そよ さま で びれ の 
で 選 ふ ポーロ 決 @ り つ 芋 略 療 PS で 人 ね" つ 全 つ ′ 恒 征 で 店 


ee Re 





で ー 信 で せく 必 和 へ 和み ー ド 一 会 < で NNA TA 
キー ミ NS 団 判 羽 各 半 で で" 還 く で HH ぐさ る し つい ー 
ャ S 計 准 恒 橋 ロ で る で レセ ヤン” や で ホー く 還 HH 穫 キ S 
ぐ S 較 ハー ホー ぐ 朗 用 る SN (K や トキ ハト 心 ) 皇 召 つ 
ポン ぐ 舞 事 聞 唱 久 表 や 答 Q ペー ペー 杭 つ 人 

S ト mー ト マキ ー 堅 " NNA キ へ 出 玉 羽 邊 で で 3 で じ 
国 で 皿 禄 垢 く トー トド 由 羽 竣 渦 池 きつ" 記 糧 穫 G 法 加 
や つね) つつ "WS 記 選 室 G 捉 倍 " 王 K ロ GS 人 る 紀 
で で ホーマー 亡 革 中 ー ド | 回 叶 正 拓 で 王 型 療 つ ” 押 
S ぐ 講 く や 再 由 く Nm 田 選 固 渦 泊り セト GT で 田 己 事 で 
で 田 全 や で y 装 1OS 計 く る で ペレ を we 有 表 つ 
い S で で し り G つ 王 避 隊 で oe 村 人 る 人 る お "HG 
ポ マ ホー マー ぐ ぐ 避 棚 向 尿 せ し" ホー トル せ 把 電 人 る で 押 中 へ 
セツ 無 ハ ー ヘ ホー の の や やり に mー 和 トマ キー 称 馬 る" 
へ キ 選 和 へ 田 人 前 つき で 不 者 称 下 で く 愉 へ 攻 ボー ドロ 田 
局 ロ いて で m 槍 皇 尽く じ 穴 加 つ ね ハー トド せ 也 or く S 
ST ぐし" HIS 由 培 トート で 回 翼 つ レ 還 電 Nー 
ト ぐ 補 村 や つい 較 選 所 ue りり S で お" 

SS 類 半 密 ” 型 江 で る か ー ル る で SN ASS 窒 直さ 
も る Je 様 ぐ 中 宮 お やる で 肝 区 和 や し 障 舞い 一 へ ふ キ 
直言 つ ね?" 宅 田 S 粗 ロー ミ く ネネ ペー ホール トロ 幅 る 
控 で 時 KoS Mo で BMN へ NAT や 直人 名 で 革 悪 間 尽 





や つい S 翌 Ro で く K セ トー へ 用 京 枯 王 避 窟 く し 必 A 到 
ー 避 狗 で ホー や トド ト で 軍 沿 や 各 謀 て GS 和 も) ペー へ 
ー ロ トー 勾 表 覧 肖 ne 器 和 選 る の 地 生 し 臣 で る 
台 愛 宣 訣 ” 還 ぐ や や る いい 無 G 空 言 ロ 4 い し 居 モ で 
玉吉 束 愛 で レ トー ト せ 改 へ ペー ロ 療 で 愉 トー トト 
時 や SS くね 菜 つく 窒 記 に やや で る 
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挿 風 トー ド ト ト 愛 m ト ー ド 


く 上 トー へ 二 で SS 計 で ハー ホー つつ 束 re 


に 3 
ホー ドコ ハー ホー 避 肖 ネン 
素 前 かく k ト ドー へ 























ー ト せ で くせ Nー ト トト 避 衣 つつ し ふ ー ネ ホーy 懇 五 つね 
人 NG 占 志 和 寄 人 で ね ヘー ペー ゼミ で 手 り 束 各 補 ね" 
づつ 信 つ ′ 華 ト 1 せ 較 で 県 間 克 し Se り JA 固 下 つ 
いじ 培 る 二 つ ね "で パロ リー Nー* ペー ホー 時 で 
いじ ト mー ト マキ ーG 軟 惑 机 つ * 田 午 ロ い <" 

記 抄 虫 ” 田 和 ロ いく 信 い ー ト で 拍 時 で 中 6 記 提 て 
て 較 介 坦 人 信和” 囲 本 SS く や り ねー ヘ ペー で 県 ぐ 紫 台 
更 上 で 李 GSG りつ 宙 明 で 要 SINN AT トトロ 己 表 笠 
ぐせ 探り 衛 お ” 漠 失 り ロン ね ヘー ヘー せ 擦 で モウ 
人 や トー ミッ ー ヤ 守 ぐ 畠 恩 じ いふ キ JINS ト で G 攻 計 上 
選 間 さく R ホ トー ミッ ー キ ャ 守 還 祭 和 ハー ホー や 冠 早 じ 芋 中 
PJSre り Jul トー ドロ 購 慌 つる SNー ド き 也 3 ぐつ 
し SS 人 る 人” ペー ペー せ 間 大 更 各局 語 つ レ ン で yet で 翌 
持 是 技 r@ 遇 Sno 下 年 和 SS で 橋 雪 つつ "円 千 ロ 選 で 
66 ハ 一 私 一 下 0 現 寺 況 人 2" 認 な トー トル 
や A キ いや トロ 田 岩 生 人生 で じ 也 寺 ロ 革 でる" 了 K 雪 じ 研 
やら や US や で AT ix 三 りら oD で お? 

り ぐ ポ 司 娠 話 G 民 付 はい くい 層 各 移り 年 講 ONー 
で へ HK 是 G 選 NaSveyxe 絶 や 案 来 臣 ぐ 1 | 杏 さ " 
計る 葉 名 舞 包 つ 公 避 りら 写 長 So ぐふ 染 恨 で し Sr 
り ぐ 尽 振 訪 ロ 4YM も で へ dxG 選 NPGro 帳 閣 G 田 中 
ホー トル ゼ 較 昭 刀 神 状 さ つい 奈 駐 生理 xen で 
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交 ふ ーー 写 察 ぐ 親 いつ し トート で 舞 NNA トト る 
宗室 ぐ 皇 や つい 宗 G 誤 垣 く ドーハ 品 遇 で 保 りつ 
導 理 衝 記 tn ロ S で 2" hN 一 ドー シト 』 せ つり ドン ネ 
半 吐 ば 葉 右 ポン 王 や つり へ 了 ホ マー 選 着 ぐ ー ト ドミ ペー 
9 1 ) ぐ STINー ミ = ホキ ユー テー 
ト 」 Ramr-carit-manas (トー トル S 直 た S 完 ) # 志 AaPS 
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トト 幼 団 6Mo6 守 責 選 0 で SSv で で 国 ネ 
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へ RSi 請 剖 同 寺 " 羽 肖 や リー ぐ 困 凌 到 部 放 
で 相 く で りく | 突 喧 り せ 半 選 ぐ 提 明 ” 柴 泉 ロ 
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賢 で 陣 ぐ 醒 *Y 握 〔 瑞 六 ) ロバ らい 更生 つね vo 時 で 





| 年) せ MG 訟 RG 人 @S ロ 突 天 【 多 長 xo 
) 8 窟 村 や 選 (1 ・11O・11)” 吾 で やき トー ネト で ト 詳 
奄 ( ト 1 や で へ 攻守) で ね ぐ ロ "(所 皿 や ] 屋 だ vo 漠 


守 re 早 や 更生 坦 で り 科 爆 で つる ro 記 
現 生 や (1)* WS 一 際 ぐ 呈 赤 りつ し る 回 悟 Yro 
ー ト お" 購 ポ ロ で ご 居 杏 抱 弄 で や る おら ( 国 )" 6 る 
圧 で せ 。 人 る GAG 埋 %・ や や に ペロ ーー 是 公 畠 る や り 征 こ 
うろ や つ Sne 放 回 時 り 年 る お (K)"」 

「 表 で せ 替 禄 ロ で こ 下 刀 圭二 くねら "家人 で 
侍 択 人 ご 十 〔 察 〕 史 提 てき つね おら" KNASFAS 由 
で | 履 可 こり] 医 G 明 各 現 征 や 選 ” 待避 手 
3 や RnQS 表 で 世 是 ぶり 県 いや (1 ・1 KK1 や)"」 
( 球 福 団 息 叶 )" 

中 ーR Rcika トーSS 財 失 ぐ 副 列 "モー さや に ト 
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リト ゥ パル ナ 


馬 一 ーーーーーーーーーーーーー 一 一 


ルク ミ 


生ま ホ で キモ トト ャ ーSK や 人 キ SiSST 
「* く ーー 必 や 」 を や ド で AT NNー ト 1 り S 和 せ 
ホー 愉 欠 ポ 一 リキ や トキ S 由 ポート で で 師 トマ ヤセ 
トト マー ロ 所 桂 生 つく る や も 叶 う レ 
ペー ト で 田 葵 加 電 で 圭 各 りり 所 くせ 下 eee り コ 苦 で で 
MG 表 赴 や つい 貴 る 革 称 章 い 10OO 皿 吉本 藻 拉 
つね "トード せ や ト さ 下品 吉 つ し りや で く 札 甘 抽 
つま トマ キト トト マー 選 の he りつ SS TINーb 
ー ル ト 』 ロ 0S 午 壮 葵 本 四 へ 本 く ヘリ ロース 避 要 幸せ 
% 生 eoS ざ つい 福 T 信 の る で SN 

ユー ト く ミホ Rtuparna 品 縮 ぐふ へ ホ トー へ 
で 衣 坦 和志 ン や ミホ トペ ポーk Sh や ト mー ホ マキ ー ぐ 財 
『Y く ー く 一心 ふ 】 で 己貴 は 4 で や 8 0 を NN ぐ 財 下 心 共 
ルキ ハト エー で つつ 和 識 や じ 公 で 刀 る 谷 ぐ モレ トー 
( 鐘 ) で ぐ R ミ ロー ゃ ふ ポロ 人 さい 名 S 人 "回 ぐ 団 呈 応 S 坦 
で 人 SW 宮上 宮 でる" 信 さ ロー や へ 民 WS 和 寄 さ 眼 
で 巡り ov@ り の 和 So 填補 利幸 り 下 <S” 不 軸 革 
ミロ ー ふ S ぐ 玖 邊 6 さ ツ ” ト mー 計 マキ ー で ニー ドミ 
ぐ 衣 り GWS 野地 りや で 8 時 せき り し 還 S 号 
若井 K ロ ーー を も し 忠 旧 記 人 で 青土 DK ペー つ ” HIS 唱 
吉 S 串 入る ( 夫 基 霞 ) 

へ AR Linga 「 つ @ つ 」 ぐ S 抽 や " 恥 選 ぐつ @ つ "や 


っ で 





AR 一 写 人 る や し Cxw 馬 じ So 半 環 で 択 ロ Sre 融 ro 宮 
SF トー ドル SK ユ ーー ぐ 抽 四 IN 一 トト 本宮 
す 社 掲 つ る の せ 閣 RA で Se" マコ マートル ・ ペ キ A 
RI 一 へ リー ロ YSee" 全て AH 一 ANHSEN 
(民団 ぐ 判 ) mm 一 中 で さ ・ ニ へ Sop く RS トト ー 
か ー ト ハー は Se Thー ト トマ ーG 玉 り Geー ニ キス 
SR SQ る ポー ニキ へ ふ キ (IOGmaeoOaoS)* 人 TS で 
や ペー ふ キ (SS 判 )" 名 トー トー ペー ペキン トー 
ー ト ホー や AIN トー へ 系 G コ トー 中 キヨ で 
ホー ヘー ミホ ーー ロ 4Sno* 

へ NG 二 維 り 赴 喘ぐ 医 只 和 聞 千 つ ね の SW ・ ニ 
S ( 糞 o0 ユ AS) つく < MG 時 党 め お 下 評 紀 給 
SoS′ 1 国 田 軒 SoS つ SSxe* 

ミッ ロー Rukminf ペ ニ AT よ く 近 NNN コッ ー 
ポ 古 で 忌 応 や SreuwSte" る OMINN ヘ ロッ ー 半 是 " 
トド = へ WS 地 キ ー ト で の GS る や やり 半 天 り 利く 
ト KN 人 S 球 下 つ い 輸 交 ト さこ ゃ 導 人 る し 記 で 異 各 他 で 
つつ 7 記 加 ぐ 革 や 半 S も で へ す 京 年 生 ト ーー で 
て キ ざ つい 装 Se 必 NAT メー な 拍 弧 で 王 人 る で 半 玉 や ト 
て 年 K 征 SINA TANー ル GSheANN メー 是 き 
ポ 民 ぐ ポ 古 で る "や で Ak 下 和 ドー ドロ SG の 天 半 
き ふ ー ペ ー-JSe へ 可 noa で 近 さ へ の ロー 











ーー 





SR 「 球 記 ] WS で で つ 。 コン ロ 弄 訟 の つつい 避 悪 Se 
つや ト 華 串 で” て ヘー ぐ 十 所 宮 駅 革 時 や や ト 研 で 
皿 き S 押 る いく で でき 『 ド くく ー く 一心 や 人 2 ピ PSne 
や る RSro" 拒 欠 
GS 王 加 で で レタ る 
QA へ SS 誤 壁 3 
党 家 ・ 医 親 ロ 4 
に 2 べつ 沿い コ 
へ 良二 SS で 
vV111SK= へ AS 
や うっ で SrG の OS 
So" エネ ーb・ 
ネー ふ (一)) 私 AFINーー 懲 % ヘ ペー コト ーー・ く ミト 
AA BST SOS し SKI 一 で さく コー テロ や 表 時 
紀 ね の る で "人 T ミ ー ペ ー ミ 1 本 "Se る せ 人 ベリ ーー 
へ キ て IN や ロト ー 忌 S 味 て せ Sre ヨ S ゴロ ベ re" 
な を で AS く 一 ドー 心 ” 4SO くせ ベー ドー ユー ハ 
SFN" 富 ホ ー さ ペー や さ 込 キ と で ADST お の る で 
Se 紀 ト トル ュー ふ や に ( 工 王 ぐ 古 )" や や AFSAT 
て AS さ S ト ミト 唱 SW に で トマ キル ・ キ ホー ふ ( 昭 六 
ぐ SH)* SNー ペ ーA SFSTSO 3 ホー ペー ふ キ (NN 
ー ド ぐ H)? ヘッ ー ミ キト テ で 系 で と FN で ぐ 接 皇 KK ユー 


リン が か 


ーー つの 上 顔 を も つ ム カ ・ 


っ Js 


『k 
穫 


(や で て ATK・ ト Nー ト 』 1 7" 

ーー 心 ふ 』S 舞 弄 ぐ 「 く = ホトエ 』 ロ も で 
ー ゼ も や で さく 田 ロ リー へ TRS 幸 きつい 半 
さや 昌一 玉 や ーA1 直 宙 塊 on ひら 田 
せり で や 時 信人 る RG さ ヘ ペッ ハ せ 酸 人 る いき ポ 生 ド 
ー ト で 回 G へ へ 9 ミー 心 田 の 本 衝 お ” 提 宮 羽 G 閉 志 
加 く "KA SS ド 一 トー トー ドキ トト へ 
SN SN ロー ネネ ホー さも トト mーINT ペー 
SS 奨 園 ぐ 田 六 到 応 押 つじ Sno 酸 夫 ロ へ へ d 相 玉 
トー ルコ つや つり 計画 避雷 局部 くつ 志 朋 さや 一 吉 綿 
TS" RG さ ヘ み へ を 剖 吾 和 型 半 つる 和 SNー トロ 客 弄 


クハ た 


0 








カ ダ ム バ の 樹 の 下 で 寄り そう 


クリ シュ ナ と ルク ミ 
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ルク 


較 較 ーーーーーーーーーー ーーー ーーー ーー ニーーーーー 


ルド ラ 


入 さ や ト 究 の ろう ぐ )" ヘ ニコ ざさ ヘッ リーS 遂 宏 シー 
トト ー 心 ペー し SS で や "尽く やり NNIN で 中 ト " 
ホキ ー ミ トー へ Ki 一 人 ホキ ー ミ 計 ー く < 
ホキ ー ミ 。 スシ 必中 キー ミホ キー ミホ キ ヘ へー キー 
ミ さく を ホキ ー ミ ぐ 1 の べ ぐ 午 由 忌 委 SS お" 嘱 店 下心 中 
で マト せ で ささ ヘ み へ で 膨 や 揚 守 つね ざる m” 求 ふ 
AT 相 S 限 問 ミホ ツー ゼ ふさ ニ へ 引く 型 舞 キマ や 
キー ポー ヘー ニ ー" く で 【 も トト マー キー さく や 
トト マー っ の 唱 e※S モ ロ 球 補 補 や る (<ー く ー 
1 この も と 

ミ き ふ ヽ ツ へ Rukmin や で さく 固 ぐ モー 和民 へ 翌 所 
SH" や で ふさ < く ロー も RGS 由 や や ニ A ト S 剖 
で ね さや の リーS 思 "ロー ハト 玉田 侍 杏 や SG さや 
の リー AT スー 選 田 究 連 W や 8 得 表 守 鶴 公 選 *% 
AO つる 8AJa0 へー へ 1 本 和 S く NN 一 っ っ 2 つり 
り ロ を で の 来 さ ふみ リー や ン し 角 で 8 ミッ ヘ へ 
に で ます に EN2E ペ つの EE - うく よ そこ 3 
ぐい らき つ し る で の し 電 忘 で SS(「 く っ や トキ 1)7 
に いた ドー ネス ここ お N に さ 7 か も: よ ペー も を ドー 1 
や いざ つね の りり 選 各 長 び お く ー ヘ シド 吉 半 下 
せ S 舞 胃 放 る で” 団 き く ー ヘ ハー で ぐ S 田 HES 1 べ に トミ 
Ad 赴 全 吾 王 科 で や で 半 党 選 つ し つ ぱ うっ J 才 お や 








彰 和 手 Je 時 革 聞 極 章 角 軍 。 々 ぐ 半 忠 つ つや 
ユズ 写 G 判 路 ぐ 悦 固 季 さ く で で て eoS GS る 運 R 
旦 郵 羽音 所 時 G 上 中居 の つの 書店 So" 孔 恒 屋 
是 甘 ミー ぐつ SS さと 必 で 局 こ 前 護 史 つ レ ママ 
SS の ロ 昭 人 SS くる 会 生 W ン S 無 導 さ さる り 癖 
午 衝 祥 レ Sr9" つ 人 つり SS せ ミ と Sop で | 四 じ SS 
WS 式 固 じ せ 醤 で つい 国 擦 G ド せ く マ ロン で 旦 さ aha 
軍 計 し 幼 好人 年 の つい 無 <Q で や Sre" 一 へ ・ ド リー] 
せ 多 2 し せ で で や り S 是 ぐ 世 差 や や で Q へ や ト (Hf 福 き ) 
や 3 で 腸 押 時 湯 地 居 や つい | 回 限 で So ね も も SS 
壌 G 提 むく jl ヘ キミ を し せ や につき く な 謗 字 宏 eo で 
で ミン と S つ 和 せつ せ 楽 吐 で 表 隊 の 豆 る xe(TA WS ロー 
ペー へ や に AN・ で やく キミ テテ ・ 還 一 Ki・1 
17 国 ・1 回 So)* 

トト ー ト 選 換 やせ さ NSNNN ト トー 更生 で 装 玉 お や 
SNS NNー ト ぐ 是 幼 せ 4 NANA キー トマ で 
寺下 吾 規 下り "NNN トー 臣下 AN トー ネト S 玉 
ホー ゃ + ト " キトー ヘル トー 心 ぐ 回 華 和 宮下 つ し くるる" つる つづ 
りり で で ぐ 回 王 判 定 品 計 り ざ 人 で 朗 つる 第 半球 吾 
や 財 率 格 和 を ひのき つ 記 人 で 人 る "で 員 明 や 完 末 大 
改 ト トー S 半 団 幸村 つじ つ Je で 会 つ 時: 守 ) 肘 
装 じ や "りり ぐ 囚人 必 トド 一 是 ぐ 製 喝 ぐ ペリ パレ 


トミ リト 品 二 き 2 で る へい 生 て 8GP" 下 到 ロ 産 ぐー 
ゃ ーーmー ふ ト ぐ 環 戴 司 選 で し 居所 や りつ 旨 つ く 守 る お" 
つる つ " ミ ヘ ASmS 宮 向 長 T じ 2 民生 mー 
や 芋 yr る 計 人 る で 人 (トド く ー く ー 心 ふ ] 吾 剖 
吉 )* 

ミ 中 Ruci 「 羽 ]「 村 で 揚 や " 
く で ( 更 票 刊 ) で 1 で 

ミン IN Rudra 「 っ へ ・ や リー で 忠恒 基 ” 嘩 硬 了 
足 甚 【 ミ ーSS" へ や ト 華 S 吾 人 "で ヘー で 届 基 り 6 て 97 
ミー 3 雷 記 窒 宮 rud ( 寺 ン oko ) 表 つ 「 更 
守 ヤ Q つ S」] で 握 党 じ SW 弄 村 加水 手 村 尽 
時 状 球 特 賞 や や PA KAS 玉 各 症 十 や つる やつ で 
She 6 お さと ト ぐ 製 時 で ヘー で 虹 証 是 き S 提 税 
人 Se 宮 つ ST 「ー へ や リー へ 」 せ 代 2 レセ ミー ポ 選 
装 環 部 山本 WS 公 唱 | 鑑 中 玉 ペ ー ド ロ 状 で て や の で 
] 叶 ヘー ト っ 交 征 eo で | 堅 称 斑 介 吐 入団 つい や 
田 回 ぐ 選 S 選 めで SS 壮 十 で 年 十 じ せ S る" 
ミー ゆい 宣 超 宮守 苦 weon 碧 裕 弄 じ 埋 品 時 く し SG 
畠 欠 ぐ 環 叶い 王 ” 拉 材 ツ つ 中 求 玉 TS (1・ 由 
1 や ・ 還 K)* る 堆 呈 や ト A HINo 還 但 で 打 で の 
記 る る で で Sx 選 り AsoGStG" に ふさ も や トト リ コー 尽 | もせ 
で 思 下 (| 1 11)" 緊 る 回 で 葉 る 宮 王 の 販 る 押 ぶ 括 


1O く ぐ ト A キ ー 


早 呈 やる) り S 喘 で =SRS で SNIN ト ルー ぐ 皿 ぐ 
やう や る で 時 中 ぐ ポ 層 ぐつ で ロロ 3 合 ン 東 Y@ 索 側 つ る っ っ 
で SS 半 や" yS ネ ミー トン ST る" 想 還 ひさ ミーINS 欠 
占 や 京 共 ぐ 寺 半球 筆 じ で こ SS 半 本 き 表 己 や ST" 
NNN ャ 一 華人 9G 京 苦 中 重 や 6] つく で し 學 
全 ン つ お "ミート や と せ 四 務 京 各 恥 の K で 垢 モ お" 
吾 せ で ロ 天 音 嘉悦 | ] 避 皿 研 つ 2" の SS 11S 
ミー っ 3 全 eoS や "Sre ト トー ト し もせ il kw7 
ャ コー ト ま "セト く ーA AA や トー ニー トン トト 込 キ 心 和 
か さ ー ふ KK や トン ペー トド" トト ー ト トー トト バテ ー へ 
SN へ NSRS 和 る 選 で ハー トト キー ロー 
ミー トミ さ ト を リキ ーー や トロ ーー さく 7 
A キ を さ ト ーー ニキ さ く S トミ トー 迄 W。 エー. キー キバ 
ーー トモ ミ トト S | 1 SE しく ne" NN セト 一 是 せ | 1S 
ミ そ 心 つ 毅 田 い ぐ 包 培 應 打 田中 選 暴 李 G 志 | 1 
で つぐ 補 二 着 "ミン 心 押 癌 半音 現 ポ ペ 下 

韻 閉 較 RG いや 固 害 つる "で り 粗 G 丈 公 で せ | 
1 S ポ 翌 ぐ 炊 員 つや ミー トー 一 公判 玉 玉 " 吾 表 補 や せ 付 で 
ーー も や ー ド トマ や キネ ホー モト ドー ij H ヘ ペー まさ 抽 
KK で トード に さり ペー ドー で ホー トト マー KK 思 一 " 生 
エー ふ ふ キ ー も SS SS 十 | で ミト で 懲り 6 で る 
や Sm (FR で ATK・ 條 ホー ト 』 1 ・ や )* 
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ルド ラー クシ ャ 


有一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー 


レー ヴァ ティ ー 


68 民 で ぐ ざ りや ぐせ で も で SRSro" 球 ( で さく ) 
で 評 S ぐ SW ト IN ト トド 一 征 せ 回 りき る 中 き 和幸 る る コ 
事 い し 所 に SS で る びり 問 ぐ る 和 人 二 紀 く 澤 嘆 
つ 壮 尺 際 人 で 下 り ぐ 中 素 負 じき る 人 S で 代り 
や 更 6RTSS し NNN セ 一 到 「 人 Sv 半 時 選 寺 ぐし 
SQ で 公徳 太 Ko 補 せ 「 党 せ 所 写る 補 つ うっ MSWv 
で ツリ シ 。 素 区 じき ぐし くる ね り び は 46 で レミ ン と ( 言 和 
地 ) Sn 中 WS" させ 作 で りや 回 きぐ や ぐも や 
0 SGS 地 0 で SS SS つ せく や トー へ キ さや 
トー エー エート AT KK で ロール” 尺 NN ドス 
ーー トート ト し Se り m つ レミ テト NOJS で 2” TNINN も 
一 年 せ 弄 で で WM で My で り 選 圭 め 直 の 中 半生 0 お” 半 書 ・ 
・・ 司 ・ ペ ・ 講 ・ く IN や A・ 下 千丈 Sv 守り 吉 ⑤ じ で 
KK や に ミホ キ ーー キー。 や で ホー ふ ペー” へ や に 
ー" K や トー スー" 往 エ ー ベ キー 候 エ ー ふ ヘ キ ー” ロー 
コリ 一 SSySS 範 ので ツ 突 で S 由 頻 ち り ぐ 判 験 せ 
S で SUST8JS (TI や で A 本 Kー ト 』 1 ・ く )* 

トー ト 民 航 し 3" さ と いせ AS ト 是 品 案 弄 つ し 時 で で 
て くせ へ や トド 華 加 記 幅 や つ レ 「 介 人 6 くく 一 選 S 
守 京 し Se ミー 多 開 ぐ JW り せ 表 公 薄 yyn モ ea マ 
4 も St@」(FA や ト ・ ト ホー ト 』 由 ・1O・1 
上 功 で SottnU ミーINUA や ト 王 到 臣 | 窟 *o Seaen 












リッ メー 公 で SQBnQ 根 寺 ぐ 癌 時 褒 証 で や ke の る な 
S 抽 店 せき 111S 固 ep OoG っ opYSQ つ る で 生 | 甘 せ せ 
国 固 ぐ p ぐ SW ン 110S 抽 中 到 10 で BOSS で し Sp 
SS トド ネ ー・ へ す へ RS 心理 生 記 スー さや トト マー 
へ トト 古 S で SR セツ Sm [AS に トト ー ト 」 ロ や 
ミ さと トー ふも SS 入国 (て へ や さ S せ 表 汰 の 半 弄 
穫 り 2x6) 寺 る 本 へ や ト 是 で SR 匠 せく OS つき 
で Sn 合 @ 時 各 導 て RSSee し Se る で (1 ] 還 ・ 
ドー1O)* ミ テー ふる 抽 中 | 10O 還 品 加 8 で 下 S 
8 MG くせ さと 中 (ふも や ト ) GSS 丈 "で 
太 最 1 0O 叶 る る っ 析 吉 訪 SS で る へ の SRSxe( 臣 ^ 
日 国 1 還 一 1 困 )% や つつ 1 10O 還 ぐ 巡 各 間 で モ @ り コジ 
し WS る 守り や 訳 SWPS 家 ゴロ | 悪 察 S 雪 
O 置 ′ 押 ぐ 臣 選 田 O 騙 ” 居 昌 せ | や 還 い "中 舞 ら 11 
思 ' 台 ぐ 湊 中 り 田 OO 還 ” 副 SQ※ り 1 OK 時 で も り 
ざ せ 6 WS くせ さ を の 臣 つり 要 回 ap Oo で で らく 
ャ MS 征 YpwS べ さと を 心 の 区 の で m 品 時 生 xe で 
EEE(e 9 生 :d 
〇 還 ′ 十 練 は K 還 や C” 尽 
選 け | KK 団 い で” 二 貴史 1 Se くせ 1 1 国 還 いい AO 古 
つ ぐせ 吉 K や へ や ト 四 可 の 避 S40Ste" | 還 YSye < 
幸二 ぐ ミ ーー ふ ふ へ キ で 孝和 宮 はい も じ く や お 下 や っ 




















Se し SQ っ へ や ト 

ミン トー ふ ハ キ Rudraksa 年 ミニ (AS ト ) S 詞 
ぐ 携 演じ "へ や ト 財 也 っ 同 宮 ve 理 球 科 ロ に ふ ヘ キ Ak 
sa や や うこ 謀 Se Elaeocarpus sphaericue′ 足 tw へ 
を TKN ヤ "Se 2 人 SA TK て AT き 訟 や せ モ へ 


の 実 か ら 数 珠 が 作 


ルド ラー クシ ャ 村 
られ る 。 


で AS 者 りや 到 演 生 畔 振 G ぐ つ で WSnQS。 陣 座 せ 
せ で ヘー モ N で AG 記 中 じ せ 壮 前 せ 征 で 征吾 肖 各 年 re 
ぐせ 自 つ ン と せ ミ シトー ふ ふ キ (で AA を HK へ キキ) で 製 由 
Se 掴 典 1 ・ 因 一 11・ 〇 や AS 常 請 ぐ 孝 や” 培 固 
Se 本 ny で 5 ポ 宙 くじ や で 8 細 四 人 や 量 つじ 守 毅 り セ 
ne” ミー テー へ ふ ヘ キ S 主 中 せく つつ]111S3 尽 ( 結 ) 
や 守 呈 で @ 固 SS WS 王 し 1 で で 回 や も mo で 製 由 篤 
買っ や 出 臣 し "りや 計 半 や *e つ S 上 時 の 地 ぐ K 古 必 や へ 


代 束 吉 和 人 や つる で SG (TA や S に ・ 下 ー ト 』 1 ・1 田 ・ 
1 ドー1i 玉 )" | 罰 S ミー トー へ へ キキ で 社 由 せ へ や ト 是 で 
や ぐし で ら 1 因 ぐ つぐ マー ふ ハ キ ー" 国 眉 せ NNN セー 
王 ′ 出 大 せ さ シー 華 ′ K 必 ペー ミト トマ トー キ ” や 眉 せ 
トト へ SS 央 せ や ト K さ スー ミト で いく て IN や ト / 尺 固 せ 
く で て 心 や ト 7 1 O 恒 エト ホー ミ 和 ふ 生 "1] | 振 人 さと 1 
11 恒 きせ ト ー ト で 中 マキ | 岬 屋 や や で AT ロー トー トト バン 
1 還 居 せ 忠 写生 ふ や ト xaS で で セ " SS ミー トー へ 
すぐ 者 東宮 せい も MSAMS で 情事 6 レー AS や ト < 
マー キー で ヘー ( 虹 幅 ) Ak 月 の り ュ 6 で 





い 音 K 記 人吉 S 半 SQ の つのる RSee ( 屋 - 1 1 国 ・ 表 
還 一 1 7 
ミン ルー ロー Rudrani ミー 心 ぐ 二 トート セト キシ 


8 球 K せ 将 ぐ 吾 る で 皇 際 つじ 遇 也 ・ 旦 ・ 朗 巡る 字 製 
セ 論 組 征 の つじ 色色 り くる te" 所 所 で 羽 鶴 お” 半 
ポ せ へ や ト で 是 現 トミ ペー) 写 | 窓 Sto" 

ユー や トー Reva や ミト S 洛 SAG Gre< 較 で 巧 
ポー ド ぐ 区 人 NTS 京 民 

さ ー 選 ト ふ Revata INN トー トド S 近 ペ ー ト トト マー 
SS" トー トト AS し ヘ キ ニ キー ホ ト で HG 器 % 害 re" 

さ ー 選 トト ャ ー Revati て Km ホー トド S 近 "へ A キ KK 
ペニー 思 ぐ 選 居 宮 さ ペー トト へ で 装 鼓 " NNN ト ー 臣 ぐ 最 人 
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レー ヴァ ンタ 


ーー ーーーーーーーーーーーーー 


ロー ヒ タ 


や く JNNー ト 所 究 つね (「 く ミー や ト ゃ トート 1 O)" 

攻 紙 田 ぐ ト K 宗 G 記 定 GHIN で や トド ふぐ 時 "トー さ S ヘ 
ホー キル ・ ト 必 ー ト 」 で 選 回 唱 6 で 守 ペー トト トマ ー 面 で 
り 一 押 一 ふか トー へ ヘリ | く で 恥 で 店 丈 判 人 " つ 全 づつ 7 
り ぐ 人 る 時 馬上 り 串 り 諾 十 計 有 所 や SR つく で る ポー 
ミキ キル 寺 信 で 人 時 生 ペ ー ト トト マー 画 G 王 対人 ね りつ せ 
やや 語 是 ぐね るり JAW 要 る るー ふ ト トー ふ へ やき 
ー ト トマ ー 画 電 較 苦 *6 以 選 近 つね "YS 玩 S 末 ゴロ 控 
人 で ざ り 民 半 可 さ の My り 公社 つ くる へ 球 着 お” 副 
押せ り ぐ 杏 員 環 選 講じ 観 札 つ " や で へ 必 セ ペー 田 で 色 
店 と で ミ さ RPG 秀 四 お "ペー トト マー で 癌 但 操 
ヤ 近 守屋 せ ふ ー も トト マー 瑞 で 一 民代 で ね" 一 末 き り 
く 補 人 る で 財 Ske 由 基 せ 守田 tePS で の る 宗 
団 中 2 り て 3 いじ 半 装 人 る NT て や へ 田 玉 半 S り 
こく 

U 二 や 再 S10* 

ユー か ト へ ふ Revanta 翌年 K ペ ーー キュ nvS 都 へ 
谷中 キーMSS る お G 瑞 四 " ま A 和 AH 中 キー8w を 
ャ キッ ー ぐ Il 由 各 美 和 S。 求 Kーー キ で 羽 色 移 6 こせ 
や 8 全 つ 生地 SS し 尿 G や AS 呈 記し 拓く 所 
つり 3 で? 如 KS 起 放 G ぐ キー キー (「 人 」 で 握 ) 到 吾 まぐ 
尋 い J 人 SKー ニ キ JSS る ね ふ キト で へ ホキ 


計 S 書 K の 瞳 や の 夫人 る "つる つた S 還 くき 上 
ヤコポ 遇 和 JR の 幅 ツン 。 馬 SS 時 杏 和 や 栖 や りり 
S で 人 お" つ 人 S つ 。 KNA IN 一 トド せ WS 坦 補い や 時 く 哲 
避 屋 近 の つる "人 エド Ni 奄 生 ロ 剖 3 る 団 べ で 王 店 
せ @ 粒 くく で じゃ 拉 坦 わ も で の 思 る 人 
で で "つる つ 。 SG 相 和 まり せく 持 各 胃 つ ね く 選 AN 
ー\ 革 補 つ 東上 ロン 財 球 つる "時 SS 生 が 0 帳 駅 
や MT SS く KA ホー トド SG ゴロ で や 定 じ ゃ 愛 
NOS まだ っ に いこ ささ 
で や きつ うつ 幅 /nT A キ KN 革 来 くり +6Q りら" 
ューK ドー ぐ 半 埋 Aa6 計 SR で る "(FNN トー へ AN・ 
トート 』 KO)* 

ローR く ーー Lokapala 「 圭 共 や 年 ro 王 」S 振 と 
編 判 年" 「 ト ふさ や ト ・ や コー」 や) や せ ト や 11 
( 譲 )) で へ を ( 才 )′ ふ ト ミト ( 較 ー* ( 避 ) さや 
GS 和 トー く と トー 玉 ・ で て 人 A キ ネト を 
ポ ・ 1) し せく ー ニ キ ( 補 ) キト (本)" トト ミト ( 固 )" 
ュー【 (7 ト NNiI ( ゴ ) ぐ 更 束 居 つじ So" Fx 装 到 』 
を 「 ト く ー く 一 心 や せき やや リー 中 ( 翌 ))/ や トミ (回) 
で パ 選 ( 拉 )) キト ( 握 )) トト ー』 Se くせ ミー( 品 
還 )) ペー トド "Se くせ マー キー ( 翌 民 )) ミー トミ 中 
SS っ せ ーー キ (所 回 )/ に へ Nil (所 裳 ) ぐ 祥 世 緒 年 














ルト K ふく ホ マ ー ぐ 1 店 opn 本 る "KK 一 ニキ や 圭 号 で 弥 
つや S 司 挫 で ら くい 習 明 ぐ 始 総評 つ し Sx0 ま へ 代 T 員 
キー っ ao 鐘 < で つ PMS 王 "に へ 本 で へ 医 征 の ペー トト 
へ や 恵 判る 條 (人 [ や で Ak- 下 ホ ー ネ ト 』 1)" ペー ミト 
ト へ ふぐ 皿 守 せ Y ささ 翌 所 り 弄 胡 o い UmR で S29F" 
構 ざ 器 や 朗 頻 刺 SO の る RS SG っ つ Kーー キ ” ま 
AA キー 

ユー 愉 ボ ー Renuka ト 心 や ヤー トミーHGS 喜 や 7 人 
と ャ NIIS 境 " く A TINー ト S 吾 " 下 和 ハート で 選 器 
で せく AIN 一 篤 | 団 疫 で 尺 4oS り 2 
キル NII 写 居り で 折半 澤村 和 刻 つり T て Sn で る 
や ロペ ーー | スレ トミ トー 忌避 諾 避 り で 
で ” 密 己 混 ン ツー リウ ペー さ ふ や マー ミキ ー さ 2 り 相 コ 
SEE エミ くだ まこ よこ くさ 0 こ よさ ご 1 
し 思 放 せつ き で ン 二 で し 和 る で 家 称 完 の 必 つつ 人 る 条 )y り で 
せ 畔 で で る や 公 察 ドウ くる" りや” る つ 表 GR は ン 
マー や リ シ ゃ キー ミト ト H 田 SG ホ ー 改 へ 只 地 り ね で る で ソ 
うっ で" 較 で ぐ 巡 や 才 こ させ 絡 つる る で ュー ペー ゼ つ 
に だ つく と ドコ そま そる こ で そり こさ の 
くく CU うた そく そま ス ささ : 
で や 庄 計 は うっ で る で つ S 和 S で 直し る くね" 恩 六 人 で 豆 て 
信男 地 W 入選 Ni1 半 器 こ る 悦 療 つい 重 店 壮 


YS た や St0" 「 ト く ー く ー 心 へ ふ 」 (リート 芋 「 テロ ー 
革 宣 ) 6S33 SvSG 攻 考 征 せ " 臣 つ ン ロー ミー 
富江 SG 状 癌 り 菜 い レ Sxe" て AI と IN で 補 せ に で トー 
や ト へ GS る トト セー ふ へ SN 生き で ト NIISW 
で せ ト ヘーー ド ′ キト GWS せ ホ トー トト Kー ニ キ で 
守 き いさ か トド ミト で WS せ ト N 穫 キト トト ーd で 
でき NAT KA へ へ ローNSS ポ ネー さや トス 
で や ペー ドル SM き KNINI ト で 一 の る TRG し See の る 
Tn き 轄 じき テー ふい ー ハ ロー( 甘 固 K)) トマ ミー 
玉 ( 春 嘱 K) や で ミー く ヽ へ ふ キ ( 民 m 了 K) トト SA TAN 
や トト ( 届 亡 了 K) ぐ 回 了 K 田 SS 補選 十 所 加 7 
oo いい 

ロー ネム ハー RodasT ホロ ーG 下 " ミーING 売 きつ 
い ぐ 報 羽 古 症 己 つや つぐ "回せ に 応じ で トミー 阜 
直 ぐ 測 や SS (「 一 ・ や ロー」 ] ・ 1 K や )" 

ロー ミー コシ ゆー Lopamudra ホローG 開 池 ト や S 
で を S 控 ([ 三 N・ 和 9 一 私 」 1 ・] や で)"『 ト く ー ミ 
一 選 へ 』 で 測 窒 4 で きき" に SKI トマ 守 せ W 和 も 58 慢 
G 孝 つっ 湯 各 補 で ソロ ー ベ ミー さ テ トー ポン 4S 和 も 7 
韻 全 名 中 * ら の 還 S で 近 の つや る m" 

ロー コ ふ Rohita 「 医 ] ぐ 据 じ "表層 G 皿 ペ S 上 
「 ト ふさ トト ・ ト ロー] し モネ 本 "Se くせ G 丈 吉 革 
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


補遺 


挫 つ や の ST し く ーA ホキ A 生 IN 田 S 到 中 やつ ロー 
へ ne る 3 ロー リ ふ ・ に AH や ト ( 玉 mS 政 ) や 臣 き 
Sr 

ロー リロ リー Rohinf エキ エート 所 で ドルー で ホー 人 
AG ポ や トド Ki トー トト で 控 で 1 て" や FKi ト 一 トト モ せ 
や 避 べく 吉 ホー も トキ ー の で 人 で くね けり ママ では 壮 hor 
で SS トート キー で 癌 S 1 くり 繋 SSQ の る 愉 由 四 
AT 本 ピス く 計 SA 主軸 ロマ し 電 皿 め 拘 や 中 くく 中 ト 
ー ト 3 装 宗 で 害 ホー や トキ ー ぐ 避 写 で ロー コリー で 所 
選 旧 和 つ 人 る で し 華 大 購 つ せ 。 ロー コーポ 入 一 で 
ざ SnNRGS 宮 人 る で キー や トト 所 で ママ ミネ シト トー 選 S 
ー や 剤 代 つ ね ざく 必 長 で 予 避 要 和 トト Ki トー トト ン ホー 
や トド キー つ つっ の せ 癌 つき で っ ゴ 判 東 下る の る で (ミー 
や ト ふ ・hNー ト 』 1 1)* っ SAN 一 セト 

全 寺 で 押さ で 時 " NNA キ ー ス 中 で ・ 玉 ルス 革 和 へ 
へ キ く 総 虹 上 で 鶴 K 届 理 宮 つじ 1 く S 喜 ロー リリ ー 
ざ S 入 ミホ マーAepn モ る" で で や B ロ ー リ リー 名 で 仁和 
信人 せ 全 半 S RNN さや モ マ ー 人 る で せ 堅 到 装 記 王 る (FN トート 
ー キ ト 』 挫 半 虫 )* ロー コー 人 る で せく で 喜 や で トー 
トト 羽 一 装束 り S11 く で 寝る で 拉 撫 生 圭 ざさ つや る で 
Sr@ (TK ト く ーー ゆ へ 」 天 棒 )* 
世古 ホキ ANG 深 で 1" 





電 斑 


AIh 一 Uttara ネエ HH や で トー ふぐ 喜 も スー 
へ を で で 提 HH トミ 9 で 錠 和 つき で ツー ニー へ へ 
て や 半 ぐ " つ ト さ 和 本 ミー ニー ふふふ ネ ミー 

トー Satf へ ヽ へ キ ぐ 志 じ Se りや 名 で 私 一 へ 
ベ キ ーー キョー) 呈 当 や re" や トド 下 で 監 祥 ぐ " へ へ キ 
人 SA や ト 曹 員 圭 閣 科 閑 判 幸 @ 壮 圧 家 りや ト 王 
叉 宮 人 る りつ 0 殆 民 国 や "中 マー セ 革 圧 ぐ ペ ロ 宮 
各 脱 つじ 計 - さ S" へ や ト 華 で 租 む や ャ セー" ミー さや トト マー 
せ 弓 KG 半生 こし So eSte" トー ト ャ ーー や ミ 
トロ 3 製 杉 トマ ー で 限り 4 で し 壮 つ で 中 
避 六 べ SS や て SS で お へ や トド 古 "者 で 嗣 半 呈 天 くじ 半 只 
芋 各 畑 つ ね "で くり 古 マ せ 再 8 で 8 で けり 壮年 リ 
に たっ の も そっ めそ 記 | ま さ 32 に 4 
で こり ペ シ し 3< で 6 で りつ ね Sn" NA 一 躍 羽 客 己 で 和 7 
りり SW 本 中 マー 鯖 乱 S | 彼 和 See 近 < で で る ざり で 公 
リー ふ ・K ペ ーー68S で noK 華 ぐ 研 慌 き WS 抽 せ 
還 い の の 田 1 つ op1 の Ko SSSxe っ AS トド SN 





ふ キ 

ペー 愉 トト エー Silavatf で NNATINSRKG 辻 
も トト ー ト ネジ 宜 り 時 や K 粗 で し " 軸 や 求 り ro 
室 吉 Ao で る 表 和 の る Sre" っ トーー 

へ キ ふ へ ふ 中 一 Sakuntala や で AS トー ツー 
K 材 GS 要 K に トト ネ 選 KS ペ ー ホ トー で る や 唱 装 応 お 
鼓 や "下記 粗 S と FAT へ へ (を FAT を へ へ ) で 析 " 
や で へ トー クー 必 和 リセ ー 躍 キヨ エ で ドー 一 紀 で 
将 還 や 拍 選 東 つろ る 0 て へ を 壮 避 で R 色 軍人 
ぷり うり 門 や じ ” 絡 つ る ト トキ INKS ネ ペー トー 所 で 諾 
槍 史 所 ym つる 5 回 導 で ヘー ト 相 の で S お 人 8 
か て AH トー クー 選 避 総 稚 つ ae 志和)op で お" 
生じ 1 て で KG 忠生 半生 坦 K き で 由 選 ドー 
一 臣 S 工 評 党 レツ 了 K 喉 て 夫 じ つる " 節 良 避 棚 し 
まい: 作者 の こぶ や る ま び いさ: や 9: 
い 居 悪 恥 6 り 避 副 二 や トド 失 昭和 会” 四 で 
府下 型 選 府 で 福 じ る "の で 表 団 革 葉 る 芯 勾 固 昧 人 y じ 
る る ね ざる や ざ りり 会 で キ へ へ へ 羽 一 AA や 下 で 肪 人 " 窒 
嘱 つ る ね ふ キ ふ へ へ トー 下記 否 で と で AH を A へ (と で や A 
『 キ へ ヘ ふ や) 田 S 導 き やっ く 心 入 押 で A キ へ へ へ 小 
ー ツ を FAT LA へ HGS 吾 皿 ぐ GS で や やつ せ ドド く ー く ーー 
ふ 」 し 堅 で SreoS ツ | ペド ーー 一 まで 「 ト 各色 生 
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FE 
嘱 
き 


補遺 


1 キー ト ・ ふ と へ へ へ Nー| コロ 表 守 凶 Srxe" 

K や トキ さ h や ト Svayambhuva 四 つ ン と せ K や ト 
ー キ さか や もの る 2 [K や トキ トー (N 心 トル セー 古 ) 全 
で 財 吾 つぐ 」 ぐ 栖 党 や " トート 民 鶴 じき べ 評 ぐ 青 コ 
Se@ | 還 く SPKGEG 昔 四 SYKSn SOnK や 
トト や ト ・bK の SRSre っ bK 

KR キー Sukanya 年 殖 く ね ホ キト ト ト 計 ぐ 都 " 器 
計 ま ユキ ー ふ ぐ 穴 (『 ふ そく ふ ・ ト ホー トド ルト 」) 7 
ペ ャ ニキ ー 中 で 田 S 右 (『 ル くく ミー 心 ふ ] 甘 堅 ) つつ る 
RS っ ト に AH で へ 層 是 ホキ や トト 

KA Danu & ふ へ そ で 零 し NNA キ ー く ト で ( 翌 
票 居 ) ぐ 柱 時 や ロキ く で 和 MS で 私 で 下 下 下さ 中 で 
ふた 3KIN 下さ ホ ドロー A トペ ロー トド AH ロー 


よ キ IN IIN く SO 1 OO 〇 く SNー ト ミト (幸生) や 
次 ぐ S (「 ル く ー ス 一心 へ 足 臣 )* 
I ト TI ト T Dii NNATS 1 岬 く S 喜 ぐも" 揚 迷 


SAs2UNINA キ ー く 必 で ( 球 刊 ) 舞 嘱 で ぶ ロキ 
く 計 ぐ 売 の 代 ら JNI 生 RA ト JNI キー へ ヘル 
リー トス を トル 0 AA く や ト ヘー ネー 心 ペ ーKIN  mー 
さ R トキ ーー へ へ コ ペ ー 和 SN で て ト で キ ( 製 是 ) 
ト KNS で Ap で ね 刀 <G 王 し 繋 つ 二 RS で せり Ni を 
RAN DI キー へ ふ キ 4Ste て トマ キモ 計 で 中 で 


S 由 ぐ 携 半 ぐ 撃 計 * 

トル ュー 下 。 Marici ャ ニー 品 芋 球 く で 近 呈 うお S 人 ト 
心 入 キ ー ス 中 で ( 尊 票 判 ) R さ 私 で 圭 SN ホー SS る や 
ロト NNA キ ー ス 中 で 王 ぐ 福 嘱 りく で St の RA リキ くっ ト 
ー ミ リト へ 公判 応 G 押 ホ ー ミ ホー で SS 補 せ 3KK マ 
で 答 由 和装 丈 る "回 で せき NN トル 一 華 で 密 る 9 で や 祥 
全 革 私 で トマ キ で の N 邊 SNS 店 つつ ゆい 装 SS 
中 一 用 天 へ まで 不明 か ド Kー ト ト っ JMS 押 ホ ーー トト 
キーS 各 中 つや 半 SS*O で 旧 下 人 ぐる" 敬 や 中 く ININ 
ー ド ′ 押 く 中 へ 直下 玲 装 S@ 捉 り ” 陣 田 玉 へ ま せい 
いじ で マ 衣 衝 宮 お で 3 トニー ホ コー ミホ ーSS る 人 
避 計 で K ズ で 至 由 で 半 玉 人 る で で や で で ね の る で Se" 
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間 田 路 名 軍 「 や く ( ベ キ ミン 』( 付 刻 持 電 1 選 や 年 ) 

田 丘 放 本 党 『 で へ を 中 中村 』( や へ 1 や 年 ) 

臣 「 で ヘー 避 中 案 』( 下 | や ご 年 ) 

田 殆 柚 活 器 『 吉 棒 や 十 細 』 (時 思 幸 1 SKK 時 

田 ・ 起 写 『 く へ ホキ ヘー 選 』( 素 上 手 業 固 1 <O 
叶 ) 

款 則 回 忠 軸 「 つ へ ・ や リー 尺 蜜 】( 屯 民 胃 

臣 「 ト ふさ や ト ・ や ヨー 改 上 』 (所 澤 

下 「 く SR 和 トト を ・ キ ー ヘ ー」( 炎 給 幸 1 尽く O 生 ) 

下 『A キ へ へ へ 必 ー』( 環 静 所 畠 1 SR や や 年 ) 

剤 環 団 彼 暇 「 や サート 和 や 9 Kー] (握力 揚 到 六 震 電 補 
の 爾 碑 限 | ポ K や 呈 ) 

電 ・ 振 田 ・ 田 下 尋 上 で ヘー 宗 』 (者 共 所 赴 素 際 マ 
1 時 田邊) 

田 良 糸 由 庫 『Kx ぐ 所 和 】( 舞 胃 旦 


1 < 


1 や C 早 ) 
1 や で 年 ) 


所 権 也 


] 民国 遇 時 ) 


甘 宮 手 蘭 呈 『* 授 到 ] ( 捧 忠 ヨネ 圭 1 玉田 | 時) 

時 弄 避 べく 難く Np へ 帯 球 ・ 基 天 さ 香 】( 王 表 無 寺 
KK 守 ) 

前 宮守 所 朱 由宇 「 ト 財 門 』( 信 る く で は 1 
) 


1 





年 完 求 『 ま へ KN ニ ミ ー 義 己 - で ヘン 弄 束 虫 」( 守 忌 迫 
1 KK 羊 ) 

Goldman, R.P: The Ramayana of Valmiki. Princeton 
University Press. vol. 1. 1984, vol. 2. 1986. 

Hawley,. ].S.: At Play with Krishna. Princeton Univer- 
sity Press. 1985. 

に SE. だ さ う - 盾 に に か おそ コマ 2 
] S 回 早 ) 

Stutley, M.: The Illustrated Dictionary of Hindu Icono- 
graphy. London, 1985. 

Kinslay, D.: Hindu Goddesses, London, 1986. 

Hawley, ].S. を Wulff, D.M. ed.: The Divine Consert. 
Delhi, 1984. 

Coburn. T.B.: Devi-Mahatmya, Delhi, 1984. 





( 境 牙 副 款 正 W 
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ャ へ と 6 州 落 S 選 弄 


1′ や ロー ふ Veda 


団 選 定 | 田 OO 時 り ぐ で へ を ぐ 回 翌 葉 く へ か キー トト 層 所 
く 惑 くつ ね で ヘ を トー ニキ で 浦 問 ・ く 愉 P へ 届く 緊 捉 
惑 ” 羽 宜 刀 ロ せき ヘリ ネーSamhita (攻守 ヘー 中" 
生 S 人 や 押 画 ・ 家 恩 ・ 天 状 攻 ぐ 舞 部 めき ン お 換 性 束 筐 ) 
トート Brahmana ( 披 権 ヘリ ネー ロ 宇 時 つい 泉 
思 ぐ 避 臣 導 基 Pte 醤 六 で 逢 上 ) トート Aranyaka 
( 欄 療 析 ' 様 基 ぐ 信 公民 取 や て 泌 閣 ・ 腔 莉 器 第 や )* 
よく キミ トー Upanisad ( 叶 次 祥 " 寺 皿 ト ーー ルド ヘー 
NL AS | 眼 旧 で で AUeSaeatn セ te 捉 着 吾 洪 呈 ) 
S 回 第 皿 SSke* 

華 ま ヘリ ホー 此 己 つぐ 寂 氷 も 還 軒 り 婁 Se* 

ご 「ー へ リー」 Rgveda (年 ぶ 具 款 叶 半 づ 

押 器 や ke モーーー hotr 内 吉本 キ eoS や 10 

融 1O1 や S 家 部 ロ 振 再 半 | 1 局長 QP 志 1 O11S 

S 幼 器 パ 選管:e)* 


mana (貴也 入 さ ミ ・ や せ ー 記 嘩 ) 

名 ト ー 選 上 キ SR トド ホ ー ト セト の トス 0 ヘ キ ミーS 芋 
村 媒 地 担 り ′ 除 物 つの つり 加 填 品 定 季 me で や っ roT 

人 IT ト て で ふさ ー キ ・ ト ー い | 第 S』 Aitareya-aranyaka 
T ヘ キー ペー シト ・ ト ー 躍 中 】Sankhayana-aran 
yaka (ー 和 へ ・ や リー ふ 忘 嘆 )? 
ぐ き 「 ふ で ミト ニー ャ トー 上 」 Taittiriya-ara 
nyaka ( 貴 エ NH ミ ・ や リー ふ 忘 亭 )" 

語 よ く IA キト 李 せ くく 中 A キ ト を 舞 で て 中 キミ 
テロ 斉 MoS 位 で く 中 AA キ トミ と 大 宛 ・ 演 入会 で | 再 せ 
川 宗 唱 譲 WWSrQ" 畠 む く 中 キミ シン 所 字 寺 る で 上 状 
田 結べ や で Sre (に S 時 電王 還 自選 つ や 
くく 1A キ 公 和 を り ュ ne )* 

(で く 1 A キ ミ 和 と) 
で 拍 胃 層 で く 1A キ トシテ 

づつ 「 ト ュ く テト ーー IL やく (キミ テ | Brhada 
ranyaka-upanisad ( ロ と ロミ ・ や ロート 忘 陣 )* 

人 き 「 ホ キー ヘニー やく ヘミ ンー Chandogya- 
up. (キー ルト ・ や 1ー ふ 志貴 ) 

人 き TRS で ペー ヘ へ ヤキ ・ か お く 上 ( ヘ キ ト シン | Kanusitakiup. 

(= ふ ・ ぶ リー ふ 記 嘩 )* 

全 「 ト で ふさ ー キ で くさ キ ミ シ 1 Aitareya-up. ( 


SS「 キ キール ・ や リー Samaveda ( 楽 物 G ぐ SS や やり 
や で Se 浮 閉 和 や 尽 *@ ト ーーー 全 udgatr 水 地 上 セ Go の 
S)* 

全て さや リー Yajurveda ( 玄 鶴 で 頻 次 団 
親 や *@ ト シト トー adhvaryu 率 辻 陳 や reoS 7 

全 「 ト ふさ や トー や リー」Atharvaveda (将来 宮 
表 り OSVSS PST る S。 選 字 人 型 長 で 内 
羽 境 等 補 惨 調 や yeh 必 トト へ 記 栖 り 隙 や eooS 0 で お)? 
台 ト ハー トル 将 栄 軍 ぐ 避 球 上 史 ツ ヤキ eo で も 

舞 戸 ・ 朱 思 で 握 准 ′ 頻 屋 で 堂 視 " 民 授 宮 包 好 の ne 
コンロ 足 で ぐ 1 | 権 せ 蛋 ・ 軸 窒 *Ww ン で し ST 

三 TA キ へ く ゃ トト ー ト トト 』Satapatha-brahman 
a ( 如 キ A ロ ミ ・ や リー 記 嘩 )? 

S き 「『 キ ャ リー キト トー トド トキ 』Jaiminiya-brah 
mana (ポー ト ・ や コー ふ 記 中 

人 「 ト で や ュー キ ・ ト 必 ー ト トト 」Aitareya-brahma 
na (へ ・ や リー ふ 起 陣 )* 

守 「S せ ペー ふ ャ トト ー ト ルキ 』Kausitaki-brahma 
na ( こ ふ ・ や リー ふ 二 嘩 ) 

飽く ホキ や で へ へ キト で 人 ト ー ト セト 』 Pancavi 
msati-brahmana (ホール や リー ふ 記 嘩 )* 

で 「 ふ で ミト ホ ャ ニート トー トル 』Taittiriya-brah 


や ・ ド リー 選 錬 )* 

誤 「 ふ で トト で ニー キ ・ で く iA ベ キ ミー』 Taitt 
up. (中 を 中 ミ ・ や ヨー へ 記 謀 ) 

人 @『 ト ホー ト ・ で くく 中 ヘ キ ミ シテ | Kena-up. (キー ル ・ や 
リー 志貴 )* 
四宮 私 や く IUA キ トー 

全 [エー ふ キ ー・ で く (A キ ミン] TSa-up. ( ロ セ NT 
ミ ・ や リー ふ 記 環 )* 

@ [SR や (SQ る 侍 ー へ ベ ) やく 中 キミ シテ ] Kat 
ha(Kathaka) -up. ( 惑 を 江 . 中 ミ ・ や リー ふ 記 路 )* 

ご AH ロー ネー へ 私 に AIN・ で やく 1 ベ キト と 
Svetasvatara-up. ( 蘭 江 リ ミ ・ や コー 忘 政 )* 

登 「 さ AN や ・ で くい 中 A キ トミ と Mundaka-up. (に ト 和 や 
さむ や ト ・ ホ リー ふ 記 路 )* 

全く ーー トー トー キキ やく 中 ベ キ ミー Mahanara 
yana-up. ( 喉 江 中 ミ ・ ド リー ふ 記 中 
〇 ′ 上 壌 毅 選 むく IA キ ミー 

借 ININA で くさ キト テ Prasnarup. ( ト ふ さ 
や ト ・ や リー ふ 忘 嘆 )* 

代 「 ト ー ハ ニード ミー キ を ・ で や く (AA キ ミー] Mandnkya- 
up. (に ト ふ さや に ト ・ や ロー ふ 記 環 )* 

全 「 ル ャ ーー・ で や く 1 ベ キ ミー Maitrirup. ( 貴 江 上 
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さ ・ や リー 寺下 )* 
"11O ゴ 誠 下 きい 医 才 G 党 SS" 
号 「 ホ キー ヘー キ ・ 邊 く i( ヘ キ トー] Chagaleya-up. 
(エミ ・ や ロー 志貴 )" 
如く ーA RIN ヘーN・ や く 中 キト を | Bas 
karamantra-up. (一 へ ・ ぶ リー 志貴 ) 
全 「 ト ー ミ ふ リ ー キ ・ で やく 1 キミ トシ Arseya-up. (に 
ふさ も や ト ・ や 1 ロー ふ 忘 弄 )* 





日 R ミ く ・Kーー 中 Kalpa-satra ( 朱 租 噂 * 朱 和 
圭 葉 地 ) 


て INN・K 一 中 Srauta-satra ( 選 聞 強 ” 1 悪 S 
時 ミ oo Sro か ロー 家相 G 雲 隊 縮 )* 

TA エー ヘー キキ 』 Sankhayana"「 ト ー ハ トー 
エト 」 Asvalayana′ [へ と 」Masaka7 トー トマ キー 
ャ キト 』Latyayana′「 必 ー リ キー キト 」Drahyayana 「 
キャ ッ 1Jaimini* ペー トマ キー シキ 』 Katyayana′「 ト 
ー K ふ さく 」 Apastamba′「N il キ ホ ペー へ へ 』 Hiran 
yakesin"「 く ーー エキ 』 Baudhayana"「 く 一 トー ミト ー 
人 A キ 』Bharadvaja_「 ト ー ト モト 」Manava′ [や トマ ホー 
+』」Vaitana" 

生 和 や キリ キ ・Kーー Grhya-sutra ( 欠 湿 雇 * | 加 で 柴 ミ 


人 S「 キ ー 和 ふ 」 Narada* 

き 「 ト ー く K く で 」 Brhaspati* 

還 トミ ふ ・ ヘ キー ベー 中 ArthaSastra ( 弄 定 無 ) 
4 ら る を 嘆 ぐ 冶 填 記 


日 閑 ・ 中 笑 ・ 営 坦 宮 DS 部 突 半 則り 認 氷 や:@ 半 室 層 千 や 
諾 閉 つ い 才 記 祝い 3 2^ コン ロ 泌 揚 和 軸 宣 ho つり 人 で 
サート で ・ ヘ キー 一 NNitisastra ( 差 奨 )) トー 
ー ホ で Rajaniti( 得 入営 得 幼 ) つ や 2m 858 定 党 で モ つ 
や つい で 走 葉 半 ぐ た 守る で りつ 全 で へ 上 一 中 で Dan 
daniti ( 志 曽 逸 ) の 5 で T 

己 「S で トー を 避 定 六 ] Kautihhya Arthasastra* 
ャ トー ャ 由 宮 ホキ ヘー ト NN へ HSK 団 で で や 中 マ ニシ 
(St@ く お ホキ ー キ セキ Canakya) ぐ 考 * 

SS リート で キー 心 』Niti-sara ( 局 宮 要 惑 )) ペー セル 

へ Kamandaki 控 * 

全 リー トド ト で や トー キャ ー さ ー ふ | Nitivakyamrta 
(前 名 外宮 ぐ モ 替 )" ヘ ハー トト ー や トペ ベー ニ Somadevasnri 
* 

全 FNS・ に さく へ 1 一 中 で ま 一 心 』 Laghu-arhanniti 
sara( ハ と て 本 鞭 皿 G る 人 る くそ 己 湯 要 牙 )" (一 ト キ ヘ AN 
心 Hemacandra (| | 1 者 罰 ) 軍 * 














no So 角 晶 品 全 *o 家 物 ぐ 圭 陣 )* 
T ヘ キー ペー キト 「 ヘ キー 語 く や マキ 1 Sambavya" 
『 ト ー ふ トー キネ トド 『 ロ ー ゃ Gobhila′ ペー 
て 選 』Khadira『A キ ャ 1 ミー 必 KSN」Paraskara 
『 ト ー く K ふ さく [BI キ ペ ホー ATT く で 私 ー キ トコ 
「 く ーー や トー スキ ドド ー ト トト ゴト トマ ポー トキ 
Vaikhanasa′『S や へ 尿 ] Kausika 
革 ふ ミル ・ ペ ーー 中 Dharma-sutra ( 趣 半 紅 ” 還 い S 王 幸 
S 末 定 ・ 結 次 ・ 半 更 遂 各 究 羽 や xe 圭 芝 次 )" 
『 ト ー く K ふ さく 『BNI エキ ホ ー ふ AA 『 く 友和 ヘー 
よ 』『S で へ 1Gautama′「 ト トー AT へ 1 Vasistha" 
宇品 ミ トト ・ ベ ーー 中 Sulva-satra ( 朱 剛 中 * 頻 吉 ・ 上 
村 ・ 朱 ペ 騰 陣 ヤ ko 突 Q で 宮上 環 けい くし で 桂 冊 析 )" 
「 く で ヘー キネ 「 ト ー く KAA く ポ 


岬 ミル ・ ヘ キー に ベー Dharma-sastra ( 湊 巧 ) 


や 1ー ぬ ぐ 午 球 震 ぐ 震 状 嘆 軍装 衛 る の G" 状 算 避 
りつ 人 S で 選 杉 吾 京 く ” SYSG 要 所 ぐ く ざ 色 了 ye て 
の いさ に 


ご 「 ド ー ト や トド ・ 和 NN ミセ トペ キー 一心 」 Manava-dhar- 


masastra ( じ x 送 勅 )* 
SS『 キ ー 光 本人 1 キ や トミ ヤキ 』 Yimavalkya* 


登 「<ー ミ くく トマ (一 ト で ーー 中 一 Barhas 
pati-nitisntrani (トー く KK 中 で S 曽 提 部 編 )* 

全 「 く KK で トー ロミ ・ や リー」 Hasty-ayurveda 

( 加 國 填 )” 春 り 下 や Ne | 訪 で 長 組 ぐ 慰 名" 

人 で 『 ト ー ト ・ ネ ー 躍 』」 Manasara" ふさ く ・K 一 ー 選 
Silpasntra ぐ 1 いや 桂 ・ 光 吾 ぐ 着 束 " 古 塵 ぐ 折 案 
ET 

ぐ @「『 ト ーー キャ ・by AA TA ュー・ さ ー 心 長 さ ミミ 
Aryamamjusrimalakalpa** く 一 リート S 規 避 神 * 

ご 『 く < キ ペ ー ミ ふ キ ー く AN ホキ ーー 中 」Hayasirs 
a-pamcaratra" や で へ 上 持 束 ” 獲 壁 疾 開 員 京 m* 

全 「 ト く Nー ハ や ふ ・ ト ニー ミホ キー] Aparajita-prccha 
十 S 半 守 家 や < や トモ トト ホー モト Bhuvanadeva( | 
11′ 1 境 望 ) ぐ 趣 暴 首 次 ? 

三 「 ま ルー ハト ・ ペ ーー 必 和 一心 』Samaramgan 
a-sutradhara" ネー ハエ トー や に ぐ 媒 半周 記 拉 部 
束 棒 " 

代 「 キ キー ふ ・ ト ーー で 選 」 Sangita-ratnakara* 
キキ ー ゃ ふ ・ ふ キー ベー SangitaSastra ( 況 沙 久 ) 嘩 
や eS も IF へ を AS キー ミ へ SS ト ホー や ト NiS5a 
aka SarngadevaS き * 

登 「 キ キー ふ ・ ヘ ホー ツー 中 』Sangita-damodara" 
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AT KARIN Subhankara 邊 ぐ 所 守 ・ 守 宮 舞 * 
倒 「 ト で トー く ふく 』」Aumapatam" 提 察 ・ 圧 押 * 
号 「 生 へ キ ーーー く 1 キー ネー ロー ミ 入 一応 』」San 
gitopanisatsaroddhara” 拓 誠 ・ 賑 書 幼 * 
号 TK 一 トマ エキ ・ ま へ へ 心 く 』Nrtya-samgraha* 還 窒 


国 ドー ル ・ ヘ キー に Ki Kama-sastra ( 朗 嘩 守 ) 


ペー トド ト ・ ヘ キー ベー 中 革 y 選 ロ 46 で レズ く マ や 記 嘩 臣 
で :| 
SIIOS 還 台 G1C* 

ご 「『 ポ ー ト ・ ペ ーー 収 ]】 Kama-satra" IN トーS・ 
や トー ヘ キ ー ャ エネ Mallanaga Vatsyayana ぐ き * 

SS『 稚 キキ トル へ 居 中 一 』 Jayamamgala* キ ヘ mーIN・ 
で へ を ひく ーー Yasodhara Indrapada ( | 者 連 ) ら ュ 
ぷ 「 ペ ー ル ・Kーー 改 』" 

SS INK で N く K』 Ratirahasya ( 空 ぐ 受 窟 )” n 
ー ト RS Kokkaka S を * 

ざき 「 ト ト へ SIN へ RS」Anangaranga ( 表 邊 で 載 名 )* 
玉 エ キー トル ミト Kalyanamalla ( | 球 判 ) で モ * 


「NNN セ ・ ベ ーー』Brahma-sutra* 宗 刀 『 和 やす 
ーー へ ふ ・ ペ ーー 心 』 Vedanta-sutra ( 還 〇 〇 叶 一 更 
O 早 り 民 切 設 党 村 7 

SS で ベー Gaudapada (KK 回 〇 一 KO 〇 まり) 

T ャ トー ヘー トー キキ 臣 ・ ペ ーー ペー] Mandnkya-karika 

代 ^ キ へ RIN Sankara (判明 ) TNINNY・ ベ ーー 
坦 Brahma-satra-bhasya* 

きく ーKRiN Bhaskara (ご 判 記 )「NINNt・ ペ ーー 
心 所 』 Brahma-sntra-bhasya* 

記 くく 一 必中 マー トマ ー ミ ふ Bharatitirtha" セー に 
Madhava( | 岬 田 〇 直り Q)F く よそ 入 ヘ ー』Pamcadasi* 

写 ま タート へ Sadananda ( ] 田 境 詞 表 )「 や ロー 
ー へ ふ ・ ネ ーー 躍 」 Vedanta-sara* 

蘭 ホ ー ハ ヤキ を と 由 辿 ( 構 記 で D Kapila )* 

ご ャ ー ふ リト 心 やつ へ ISvarakrsna [ネー ハヤ 
キ ・ ド ーー ペー』 Samkhya-karika (回 握 評 )* 

人 S「 埋 や 十 編 』 返 梁 (KK 判 架 宮寺 )? 

師 SS 下 ベー Gaudapada (KO 〇 一 や O 〇 〇 時 り 必 ) 

「 キ ホー ハヤ キシ ・ ペ ーー ペー 詞 ]Bhasya* 

ざき ト トー ゃ KK く トマ Vacaspati ( 〇 〇 一 や O 〇 時 
JQ)『 キ ー ヘ ヤキ ・ や トー トト S で る 計 エ ー」 Samkhya- 
tattyakaumudi* 





K 庁 邊 衣 ・NN- ト 
て <ー ミ ー ふ JFNー ド ー キ トド 
人 TNNー ト "で く ト トート (ろう 和 やせ っ 手提 民 )* 


ヤ " 目 坦 上 G 軸 穫 吾 拉 器 (KK 過 思 着 S 了 誠 球 ry 
S 媒 ) 


エッ ー ト ドー ハネ キ ー 直 貯 ( 蛋 雇 :\ キ で Jaimini)* 

ご 「 ツ ーー ハネ ー・ ペ ーー 心 』Mimamsa-sntra ( 味 
眼 弓 11OO 革 一 1 OO 千 り Q)? 

SA キ く KNK ホ トー へ Sabarasvamin (財田 O 時 り 
や )『 ッ ツー ド セー ヘ ネ ー・ ペ ーー 心 泊 】 Bhasya* 

人 きい ト ー= ゆ Kumarila (KK 田 O つ 一 や OO り ) 『 
ー ル ー ハ ネー・ へ AT ロー や トー ミミ に で SR」Mimamsa- 
slokavarttika* 

き ト 心 く ー 必 Prabhakara (や OO 〇 叶 り )「 ト ュ く 
中 エー』 Brhati* 

登 上 へ ヘ ト ッ AN Mandanamisra (や 〇 一 や 11O 
半 り 届 ) [や で も で や で や リー Vidhiviveka* 
せり ー 入 一 入 へ 癌 睦 ( 緊 望 く 一 INー キ ト Badaraya 

na)* 





号 ぶ pi Kapila (| 団 ′ 田 判 望 ) 「 ホ ー ヘ キキ ・K 一 
一 心 』 Samkhya-sutra* 

時 m 一 S 才 財 ( 算 叶 く ふ へ キー Pataali)" 

ご 『「m 一 SR・ ベ ーー 心 』 Yoga-sutra ( 国 O 〇 一 団 田 〇 時 
けり 

SS や で キー ネ Vyasa ( 田 OO 叶 り 心 )『 引 】 Bhasya* 

人 る や トー ホキ KK ホ で Vacaspati( 田 〇 時 りや )『 や 
ミー トト や トキ ー 選 直 エー TattvavaiSaradi* 

きゃ で AI キー ト や へ へ Viaanabhiksu ( | 表 判 
思 )「m 一 ポト トー ミト ホホ で ド 】 Yogavarttika" 

全 j\ー ド ー ト へ A 選 ・ ま IN KS トト マー Ramananda 
Sarasvati ( | 表 ヨ 寺 思 ) il ト 必 ミー Maniprabha* 
旨 や トド で ヘリ ー ふ 尿 導 異 ( 華 記 トー Kanada)" 

ご 『 や トマ で ヘリー ふ へ S・ ベ ーー 渋 』 Vaisesika-sntra ( 田 
0 一 | 田 O 早 り 心 裳 提 )7 

SN へ キ K ふ ミー Prasastapada( 還 田 O 〇 一 田 OO 
千 り 民 )『 舞 芝 民 ぐ 王 康 ぐ 圭 鶴 』 Padarthadharmasam 
graha* 

登 よ キトー ト へ Candrananda (や 判 )「 超 
Vrtt* 

全 ふ と ARSNA IN Sankaramisra ( | 田 拓 器 )「 ト 
ト で ヘリー へ S・ ベ ーー やく KS 一 I ト VaiSesika-sntra- 
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イン ド の 主要 な 古典 


upaskara" 

豆 ト ヘ ホ へ ハ ・ く ミト へ Annam Bhatta ( | K 者 室 守 寺 ) 
『 ふ ミ S・ ま へ へ 心 く 』Tarka-samgraha 
中 キ ー キ 交 辿 ( 華 叶 や ふ へ Gautama 

己 「 キ ー キ ・ ベ ーー 心 』 Nyaya-sutra 
O デ 

S や トー ホキ ー キ 本 Vatsyayana ( 国 OO すり ) Ti 
キー キシ ・ ペ ーー 心 衣 】Nyaya-bhasya* 

人 @ ゃ 信和 で mー ふ SN Uddyotakara (や 握 記 ) il 
ー キ ・ や トー ミミ で] Nyaya-varttika* 

SS ホー ふ キ Gangesa( ] 山幸 記 ) 「 ホ ミート トト ヘ 
ペーb i(』 Tattvacintamani* 











豆 ホ ー ハ キト ト ・A HiN KeSava Misra ( | 1 天 記 ) 
『 ふ ミ S・ く ミー リキ 】Tarka-bhasya* 
軸 杏 落 * 


ご く ー く を Haribhadra ( 玉 判 記 )「K 辿 天 須玉 
Saddarsanasamuccaya" 
「43 四 填 突 圭 葉 』 Sarvamatasamgraha* 
4H 更 窟 加 落 ] Sarvasiddhantasamgraha* 

ルー ふむ ド に Madhava (| 回 境 記 ) 「49 思 冶 雲 家 」 
Sarvadarsanasamgraha" 

豆 ト を F K 一 本 ・ ま 必 K や トト マー Madhusndana 


(⑬ ⑫ 


mhita* 

生息 (: 
ご く 一 | さや トー ト ・ ふ ヘーNJMahanirvana-tantra* 
SNIN く A ホ キキ ネー へ ヘーINPrapancasara-tantra" 
僅 『「 ヘ ヘー トト ーー キ ・ ふ ヘー 改 」Tantraraja-tantra" 
ミ 「 ド ーー ニー や で トー キ ・ ふ ハート Kalivilasa-tantra" 
豆 『 和 Al キー ホー ミト や ト ・ 入 ヘー 躍 】 本 anarnava- 

tantra* 
人 『A キ ーiNNIKTNS・ ふ ヘーNISaradatilaka-tantra 

(| 1 天 思 "NNA Tb トト ー ハ SLaksmanadesika 者 )? 


RWG 媒 6 守 帆 


工 遇 寺 (トー ロミ ・ や リーS Ayurrveda )* 

師 トキ NR・ ま ヘコ ペー』 Caraka-samhita* 所 て 
へ を 国 才 SI 表 伯 四 S | ベー キキ NS 品 46no 因 冶 棒 

SS「KA HH さ ふ へ ・ ま ヘコ ペー』 Susruta-samhita* 系 
提 財 SG 1 マー KAH さ へ ふり -6n0 國 赴 秩 " 

隻 「 ト AH ペー へ AS・ ま へ 和 へ 心 く 」Astanga-samgraha 
( 國 着 選 枝 陣 )『 ト ふり ペー へ AS・ ト ーー キキ ・ ま へ へ 
心 く 」Astanga-hrdaya-samgraha ( 因 震 羽野 記 涯 )* 
1 析 固く 総和 や ト ー く へ Vagbhata で"* 
せ K 門 図 守 * 

















Sarasvati (| 因 OO 叶 り 心 ) 『 回 ぶ 記 正 Prasthanab- 
heda* へ 


て へ ヘー 収 窟 


ま へ コネ ー Samhita (や で へ 生計 寄 融和 勅 )) トー ヘル 
Agama (ふも や ト 頻 S 副 束 ) へ ヘ ー ゆ Tantra (キー へ 
頻 ぐ 副 至 ) 英 半 つ し ヘーN の Sm 志村 ヘ ーN( ま 
へ ヘー” トード) 革 ” 工 天 (N 1 キー トト 質 ana′ 事 赴 
召 )′ Tm 一 玉 ( 迷 年 宗 )" ( ふ ュ キー kriya′ 獲 
惨 で 束 年 ′ 形相 ぐ 圭 衣 *% や も) 守 中 吾 (ホキ ニキ ー caryar 
回 窟 " 室 家 " 財 $ 吾 尊 次 到 ) で 団 い で 匿 遇 和 mp で ツウ っ no" 

トート (や トト 柴 ) 

ふせ ト 頻 半 紀要 吾 り 11 く S ト ーS ト * 

と くい 

まま ヘコ ネー (や で へ すり 放 党 ) 

ご 「 ト コミ トト シキ ・ ま さり ペ ー』 Ahirbudhnya-sa 
mhita (名 判 望 で ロッ ー ミ )" 

全く へ ホキ トーー 躍 ・ ま ヘコ ペー』 Pamcaratra-sam 
hita ( 田 一 玉 者 望 " 尋 て と )" 

人 き 「 ャ ー ふ AS トド まき ペ ヘー』 TSvara-samhita (所 

に の と つう 

き 「 ト ー く テト 必 ト セ ・ ま ヘー』 Brhadbrahma-sa 





1 の OS で K・ ト 


ご 『 ポ ー ミ キー・ ま へ ネー』 Gargisamhita* KK 選 填 
S や ミ S Garga ぐ モ * 

SS「 や ーー ト ・S さ SS・ ま ヘコ ペ ーー』 Vrddhagarga-sa 
mhita ( 二 弄 塞 ” 了 K 選 多 )* 

代 「Kーー キ ・A 全 入 一 へ 】 Saryasiddhanta" トー 
や Lata sre 了 K 填 閑 * 

全 人 く へ よ キミ ヘー へ トマ ペー」Panca-siddhantika* 
K 選 半 軍 家 吾 買 置 囚 や に トー く < IN Varahamihira で 
呈 * 

宮 『 ト ーー エ く トマ ー キ 』Aryabhatiya" トー ニキ く 
ふ Aryabhata で 了 K 羽 ・ 宗 冶 析 * 

ご 「 へ ミネ ホー へ や ふ ・ ヘ ロー トド ト Siddhanta-Siromani* 
く <ーK ベ SI Bhaskara ( | 11 ゴ 判 吾 ) ぐ K 赴 柳 * 

『 ト ニー く ー・ ま ヘコ ペ ー」 Brhat-samhita" や トト 一 
くみ UNS 地 弄 突 秩 * 

@「 ト ー く と ・ や で モト ー<・ く ゃ Brhad-vivaha-pa 
tala『K や に さく ・ や で や トー く ・ く ゃ NHSvalpa-vivaha-pa 

tala* や ト 只 ー く の コ 必 で 捉 紀 己 下 セ *G 各 咽 塞 稼 * 

ご 『Amー ト で キー ロー ミド 和 一 中 yotisaroddhara* 
くさ A キ ャ ー さ 躍 で ・ ペ ーー Harsakirti Sari ぐ 権 く 
キマ トト 夫 SK 填 字 * 

革 六 表 震 (や キー 表 躍 下 vyakarana)" 秋 季 " 
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イン ド の 主要 な 古典 


ご 『 ト ふ ペ ネー トマ キー マー』 Astadhyayi (ご 提 桂 )* 
『 ふ + ト ペー ハモ キ ー ネ 』Sabdanusasana つっ くく 
ミー Panini で 柏 竹 へ K ヘ ーー ミー セ 巧 * 

SS『 ル <ー ミ ー ふ リキ 』 Mahabhasya ( 詞 攻 棒 )* < 
ふ へ キー Patajali で き * 

人 き 「 ペ ドー ハー・ や ーー トト で 」 Kasika-vrtt* 2A キ キー 
で トマ キ Jayaditya コト トー ル 寺 Vamana SQ 証 * 

全球 一 へ や ・S で や さ 計 マー」 Siddhanta-kaumu 
dd スミ ーー・ 証 マー ふふふ Bhattoji Diksita (1 や 
判 望 ) を * 

『 ト KN ロー ふ キ 」Amarakosa" と ペ つ ン トー 
ャ ーー へ ネーK ヘ キー キキ 』 NamalimganuSasana ふく 
27 ト PINAA く Amarasimha ぐ 走 * 1 慣 さ コ 贅 re 区 装 





EE 
[所 ) く 信和 へ へ ペーIN KK トー へ Bhatta Ksirasvamin 
S 認 (| 1 判 鹿 ) トー く KK ト で ・ ホ ー キ さや へ へ 中 


Brhaspati Rayamukutamani ぐ 謀 ( | 田 圭 記 )* 
人 S「 ト ーー ミ さ ふ ・ ま すさ ミホ キキ 1 Anekartha- 
samuccaya" ペ キ ー へ や に ふ Sasvata (K 判 曲 ) ぐ 束 導 


Et 
で 「 や トド で キキ ヘ ホ マー」 Vaijayant* エー ト 
NR 一 ハ キ Yadavaprakasa (| | 天 ) モ S 舌 球 * 


人 き 『 ト コート ホ ヘ ネー トド il・ ホ トート ・ セ 一 心 一 』 
Abhidhanacintamani-nama-mala( 析 應 忘 炉 se で も 本 
幸 )) て 一 ド ホキ ヘー Hemacandra 直ぐ 臣 門 藻 到 * 





十 ′ 選 填 ( 揚 息 ま へ KN ユミ トー 民 首 ) 


や リー 1 玉 有 振 更 和 避 じ 得 苔 へ KN トー 所 者 玉 
家 村 を" 人 湊 逢 宮 ロペ ー ト マキ Kavya っ 中 Se 撤 
和 きぐ 所 赴 半 忠生 て 析 人 でる" 感 訟 交 ” 人 班 ' 窒 題 客 
前 居 李 る 碧 " 意 幼 佑 乱 圭 祥 の SS" 

エエ く ー ネ Bhasa ( 符 秋 ′ 1 者 望 り や)* 

『 ト や トー 心 S』 Avimaraka (半鐘 )" 

SS「 ト で 浸 生 中 キー キ や で SNー キ Prati 
mayaugandharayana( 還 据 )" や トト へ 田 トコ や ト 
ー ま や か ヘー 所 王 生 * 

STK や トト トト トー やや ト 入 トー Svap- 
navasavadatta* FX や に トキ ・ ト ー ふ 』( 麗 S 堆 ) つの 
こう 2 ベー キ で 登 王 で 茎 を" 

ぎ 「『 ホ キー ミ 和 へ] Carudatta ( 印 操 来 # 
生 ヘ ロ ー テ Sadraka* 

ご 『 さ ニー ミホ キ S 中 で ドー Mrcchakatika ( 寺 で る 
拉 )* K 刊 くき で 志 丈 の で ウト トド ト ま へ ふ ヤ ー ネ ホー」 


く 
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イン ド の 主要 な 古典 


Vasantasena Jo 中 せ や ne" 
せ ポー ニー 私 一 Kalidasa (名 判 完 必 公 で 田 判 応 足 還 )* 

己 「 ふ トー ま さくや ト 」 Kumarasambhava ( 叶 是 ふ 
トーG 織 判 )) に 置 4 選 営 te 折 六 感 表 引 * 

ST や ドキ] Raghuvamsa ( 心 和 へ 近 ぐ 出 己 )* 
捧 か ハー トル ぐ 電 舞 求 店 中 ロ い くい 穴 m* 

SS『 ペ ーー トー ふ 」』 Meghadata ( 男 ぐ 吾 軍 )* 有 厩 志 
下 ぐ 柴 十 いる SSro* 

き 『 ニ ユー ドキ ヘス 一 羽 Rtusamhara ( 音 垣 ぐ で シュ )* 
お へ KN ユミ ー 選 直ぐ 愉 製 e 1 時 GSK 四 ( 交 ・ 茹 ・ 切 
直 ・ 軍 ・W・ 弱 圭 ) 和 球 了 | 田 岬 臨 ぐ 直り 必 で QoS” 

記 『 ト や D 江 中 エ ー キ ・ キ へ ふ へ や へ 一 Abhijmana-Sa- 
kuntala( 訪 @ ぐ 品 4 いり 呈 る 二 紀 ね べそ へ へ へー)* 
JneA ぐ RMT ツ | 撃 避 『 ヘ キ へ へ へ 中 ー】 中 
SeP で へ を 折衝 六 冶 G 遇 ポ G 茎 年 る で Ste や 涯 ぐ 
補 

@「 む で や ヽ へ 愉 リー ミ さや トペ ー キ JVikramorvasiya ( 浪 
選 ロ 6 し 材 で ね や ミホ トド ト ペー)" 人 INK で へ ネー 
SH トミ ー 改 や F KO トト まま NKK ( 了 K 電 SS 妄 K) で 
ミ さや トペ ー ぐ 舞 遇 球 密 和 訟 田 ぐ 付 二 * 

記 「 ド トート や で ペー (| ッ ー』 Malavikagnimitra* 
トート Hp 刊 くき の や ne 田 媒 夫 " 





冨 く ミー ニス Bhartrhari" 

三 TA リー ペー 改 ・ す へ SS』Srngara-sataka ( 移 
宙 回 票 )” 祝 表 奉 壮 和 判 量 つ つ 人 で 忌 圧 旧 * 

Si 一 で ・ ふ キ ふ SINiti-sataka( 選 拓 四 時) 「 人 や 
ト で トー キャ ・ へ キ ふ 玉 ] Vairagya-Sataka ( 如 ぷ 加 叶 )" 
思 填 ・ 臣 選 ぐ 掴 和 や 経て 閲 計 衣 " 

号 ト ルミ Amaru (Se くに さ RS Amaruka)* 

ご 「 ト ルミ ・ ふ キ ふ S」Amaru-sataka (トド トミ 回 軌 )" 
移 陽 理 決 MS うる 応 要 眉 * 
表 p ミ さく Bilhana ( | | 痢 時 )" 

ご 『 よ トキ で 必 く 中 キー へ ベー』 CaurapancaSika 

( 室 人 re 税 S 田 〇 時 )* 箕 球 必要 族 * 

SS「 や で ヽ へ トー へ ホー トト ホキ エー Vikraman 
kadevacarita" ホキ ー ミ キキ 出 宮 G や で NN ドー 和 ト で 
KK 境 ぐ 青 剖 和 響 < パ 公 肢 弄 娠 層 朱 施 * 

代 で ミト KA ヘーー」 Karunasundari" で ミト ホー 
や に HS 控 究 刊 虹 コ セー 
きか キキ ホー モト Jayadeva ( 11 境 記 )" 

ご 「 キ ー ヘ ペー ヤー や で へ 和 」Gitagovinda (守屋 く で 
濁 )" や で へ 1 年 S 記 齋 つ つじ S 立 缶 い へ へ 守 半 
(ロー ョ コー) で 民 ざ で 移 遇 判 還 つつ お 騰 正 意 染 じ " や で 
へ 邊 拉 冶 で 王 で * 
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豆 似 癌 吾 哨 圧 門 ・ 拍 幅 * 

ご 「Kーー キ ・ ふ へ キ ふ SN] Sarya-Sataka (豊年 K 一 
ー ャ 還 器 )* ロー Mayura (や ゴ 時 ) ぐま * 

SS「 ホ キ へ 了 マ エー・ へ と へ 全 』 Candi-Sataka" ペー ト 
間 " や ト で 藤 宴 ホキ へ トマ ー 員 綴字 つ る 飛 問 吾 記 究 門 * 

人 @「 ホ キー トキ キャ ・ へ て ふ S』 Canakya-Sataka (中 キ 
ー ト ヤキ 吉野 )* ドル トー キ 財 回 ホキ ヘー トト へ 田 S 玉 中 
ホ ャ ー ト ヤキ GS 赴 りく RSG 提 四 訪 " 

居 扶 錠 ( ト A ヘ ロー)* 

ご 「K ミ ー ふ ふ ・ ト ーー キ ロー ふと 」 Subhasita-ratnako 
Sa ( 坦 選 で 司 婁 )" や で トマ キー 人 S 心 慎 * 

S「 キ ホー で へ ト で ・ で ミホ トー さ ニ へ ふ JSadukti-karunam 
rta ( 半 忌 り *6nG 革 てく ぐ 捉 継 )) ロー ニー 羽入 一 
Sridharadasa (11 出 持 時) で き * 

人 『K く ベー ペー や トー] Subhasitavali ( 遂 豆 地 守 )* 
RA ロッ ー さ ぐ 起 ご や ト SN く ホ ー や トト Vallabhadeva( 1 
田 境 時 ) きま" 

下 旦 壇上 * 

ご 「r 愉 ー ネ ー さ 上 一 キ 」Kiratarjuniya" 一 
せ ヾ Bharavi ( 田 一 革 境 望 ) で 壮 "『 ル く ー く ー 心 へ] 補 
國 到 さ つ 公 1 棚 で 忌 姓 趣 * 

SN トー トト 私 ト Ravanavadha (トー トト ネト で 


TI トー ホー トト ュー」 Ratnavali* 区 ら 刊 事 で 印 湊 宮 * 

[トー ポー ト へ ふ 」 Nagananda (時 財 S 神 る )* 田 細 ぐ 
ざさ 沈 宮 * 

人 きく トト ー ホ で Bhavabhati (ご 者 喝 )* 

『 ト ー 愉 トー ルー 私 ト 」 Malatimadhava* く S ト 
トー ト ヾ ぐ 帳 志 圧 征 の る RSro 1 O 姓 で 付 時 " 

T ル ベー マー 性 キー ふ 』 Mahaviracarita ( 苦 K 
客 導 ぐ 聞 典 )" トー ドー キト 』」 ロ つ ざ や る し "INー 由 
ぐ 装 肢 旭 や 税 唱 喜 居 つる と" 

『 で ININ 一 ドキ ー ふ 』Uttararamacarita (トー 
HHS 選 操 球 座 )” IN トー トー キト 』 ぐ 無難 下着 ve 
を Nb 

きく ふ ・ ホ ーー キネ Bhatta Narayana ( く 寺 団 
Dj 

「 や リー ョ リー キネ ヘ く ー 躍 』 Venisamhara ( 吾 衰 )"「b 
く ー く 一心 ふ 」G 疲 整 G 補 居り ぐ く ー ヘ と トド ぐ 田 HHhS 
郊 と いで く 寺 マー や 相 是 コ ャ venIN ト “ 

呈 W ぐ 刀 ぐ 悦 家 頒 ら つい や て 克 王 * 

「 ト トミ SN 必 一 私 Anargharaghava ( 田 佐 ぐー 
で や トド)* さ ト ーー Murari ( 玉 判 形 ) GT トー ドー キキ 』 
ロ ュ snenN" 

「 く <ーjNiNー ト ドー キ エト 』 Balaramayana (る 言い 一 ャ ー 


壁 器 )) く ト トマ Bhatti 半 "トート で 慢 半 人 る で トー トト 
1 だ 人 こさ PIN 
中 で ・ ド ポー トキ 』 Bhattikavya の や 2 Sr" 

合 上 AA リス ー 心 や ト 和 1SiSupalavadha” トー Ma 
gha (や 判 晃 り 心 ) ぐ 赴 *『 ル く ー ベ 一心 へ 」 せ ざい ン 
再 趣 * 

さ 「 和 キー キャー く < 沢 二 』 Janakiharana (キー ト ヤ 
ー ヤセ SS や ペー ペーS ぐ 回 回 )" ヘ ルー トー キネ Kumaradasa 
SS" 

全 トー ハ キ wNA 守 il 一 ] Rataramgin ( 振 HHS 糧 
)) ポリ ロッ ー ミ SS さく 直 Kalhana 昌 )* 
リッ ー ミ 出 己 S 周 東向 必 肥 間 訪 * 

EE 

ご や で ヘ キ ーS 和 る ゃ ViSakhadatta* 

『 さ テー トー トー ふ ふ キ Mudraraksasa (トー ふ ふ キ キ 
へ 喜 写 )* KK 織 G 普 宮 " 

SS くさ ふ キ Harsa (SQ くせ リュー・ く さき ヘ キス 
ミキ ホー トト くさ ぶす 私 ト さ 入 o 直 符 Se 
境 思 ペー キト キ < 王 表 鶴 > 和 違 央 つ 人 HI" さき 径 
し 答 田 )* 

「 ト ュー ミ ヘー』 Priyadarsika* や トト 国 田 人 
キト ぐ 疾 王 直 和束 誠 時 つや 付 王 " 









キト)* トー 迄 キ ペ ロー 中 RiaSekhara( | 〇 手 喝 ) 邊 * 

<ー く ー 心 ふ 」Balabharata( る 時 ル く ー く ー 必 ふ )* 
屋 "「 ト く ー ミ 一心 や >swo を NE レト 下 下 AN 
ー へ ふも や に 」Pracandapandava ( 刀 xe く 一 へ ふも や ト ) 
マッ 中 きせ Se" 

TS ミト ー 必 へ キュ ー』 Karparamamjari" 品 品 ズ 
球 や セキ て レ トー ヘー ミー ( 邊 記 ) ao く しく ro 十 " 

『 ト 改 一 私 トキ へ テロ ー 和 を 』Prabodha-candrodaya 

(悪さ ぐ 束 で 王 )" ニコ ト AT Krsnamisra ( | 
1 震 時 ) を S や で へ 1 京 央 で 某 控 和 器 て 静 濃 委 " 
FUE に GE 

ご へ ふ へ ホ で へ Dandin* 

TN ヘ キ さ トー 心 下 キー ふ 』DaSakumaracarita ( 十 田 
由 避 )”′ 革 極 そ 器 で 豆 生 * 

「 ペ ポー トマ キー ふさ へ キ 」Kavyadarsa ( 電 征 で 持 )* 
電信 盆 * 

SK く へ シド Subandhu (や 判 品 りや)* 

「 や トー ネ や ト 入 ペーIVasavadatta" よさ A キ Si 
ー ぐ HK や トー ネト トペ 一 JRN さく トーー ト 田 
由 つ G 間 記せ さや る 括 軸 球 忠 " 

人 8 く ー ト Bana (くさ へ + キ HG 舞曲 坦 べ )" 

< く ミ ふ キ ホキ へ 』Harsacarita( く ミ さ ふ キ 田 | 写 刻 )* 


378 


379 





















































イン ド の 主要 な 古典 


『 ペ ーー くく ュー』」 Kadambari* 玉 宮 嘘 枯 『 ト ユニ く < ミー 
S ヘ ー| 公 で 時 J で る 衣 胃 吾 遇 極 そ 窒 " 
穫 如 骨 れ 赴 * 

ご 「 く へ A ホ キ ふ ヘー』Pamcatantra ( 田 難 ぐ 密 )* 
ト kINA キ へ 中 で で 青 軌 は 6 で や KNWPAS や で AT 
KK キミ ヤル へ 篤 川 くく 田中 纏 想 ぐ 演 し 選 刊 塞 選 下 " 
舞 財 SM 紀和 衝 で 器 寄 * G 朗 KS ぐ 閣 ”@ 室 
S 寺 宣 RINKNJN へ NB で GS 剖 る 3 G 寺 る や つや S 和 や 表 で 
り へ 9 明 宜 ぐ さく に 理 田 時 人 で 祝 *e* 

SS『 リ ーー く ホ ー ふ キ 」 Hitopadesa ( 捉 壮 忌 言 )” ト 
ーー キキ NarayanadG で レ 「 く へ ホキ ヘー 羽 】 田 
EE ポト テマ こい 

登 「 ト ー く ミー・R ネ ー」 Brhat-katha ( ポ 翌 器 宗 )* 
ホー トキ Gunadhya ロ る せく て ヘ キ ー ホ ーー 誤 さ く 
心 年 忠 り 秩 人 SS 1 O 忌 皿 ぐ 革 唱 の や く で Sr や 眉 抽 せ 
時 地 つる? 選 判 " 守 紀 で 涯 年 手 いて で お" 

トー ヘー ポー ド NA キ ニー」Brhat-katha-mamiari 

(トミ く ト ンド ヘー 宮家 )" 玉 ロメ ター ミミ ぐふ リー ペ 
ー へ を Ksemendra( | | 思 ) り *tro 玉 避 忠 補 ぐ 当 を * 

豆 「『S ヘ ペー キー トー モーS 心 」 Kathasaritsagara ( 玩 
能 ぐ 坦 S や r く me 農 )* や ヘリ ッ ー ミ ぐー ドル ホー セト Somadeva 
(| 1 判 雇 ) 避 tre 補 央 前 年 "| 広 有 1 則 


ご ご覧 ^ 川 則 O 副 ぐ 球 軍 4 

全 「S ト Ki トー トト リ へ 全て Vasudevahindi (や ト 
Ki トー ドド ト で 暑 )) か と で て 士 或 畔 ま ヘ ー ネ IA 
Sanghadasaganim ぐ 涯 を * 

王 「 ト ヨー ネー 心 ・ く 中 キ も で へ へ キト で ドー」 
Vetala-pancavimsatika( 思 突 球 | | 十 田 引 )* 恨 孔 球 ド ロー 
ペー 人 誤 *e1 | 田宮 忠 * 

TA く ー キ ネネ テト トー テー ヘー]Simhasana- 
dvatrmmsika ( 旦 店 習 田 和紀 )) や で へ や ホキ ー ゃ 」 
Vikramacarita (や で へ も 田 思 守 喘 ) の 富 せ Sho" 

ご ふま や ふ ホ で 』Suka-saptati( で さや 〇 加 )" 
着 王 や 福 ズ ル N ヤ ー ト ぐ 棚 陣 る ド で る 和 ネ 窓 *@Q や OS 
補 選 * 

環 恋人 舞 ′ 況 各 無 " 

ご 「 ペ ポー ミエ キー 心 へ ペー 中 」 Kavyalamkara” く ー 
ャ < Bhamaha (や 判 雇 ) ぐ 意 刀 競 江 穫 暫 * 

SS『 ペ ポー マキ ー 心 へ ペー トペ ーーNIKavyalamkar- 
asutra" や トー セト Vamana ( | 〇 判 望 ) ぐ 羽 竹 束 者 ツ 
つる 間 舞 * 

全 『 ト や キト や トー スー 選 ト マー』 Abhinava-bharati* 
トコロ キ や トト Abhinavagupta( | | 判 )G 心 ま ( 和 
夫 ′ 8 お 3 奉 課 ) 書 倫 で 李 * 
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了 一 ーーーーー ーー ーーーーーーー 


イン ド の 主要 な 古典 


きき 「 ペ ポー モドキ ト 必 ドーハ と 」Kavyaprakasa" トト 
ふ ゃ Mammata ( | | 判 思 ) re 地 辿 で 舞 ぐ 棄 中 線 * 

記 『 と トト トキ ー ロ ー 尿 】 Dhyanyaloka" トー ト ヘ 
私 や ト さよ Anandavardhana ( 判 詞 ) ro と ド や 
ト j[ ( 間 te 醤 華 ) で 本 編 ぐ 権 " 

人 「 ホ トー トキ ・ ヘ キー ベー 必 』Natya-sastra” く 
ふ 計 ぐ 半 WSt 静 松 編 ” 一団 刊 詩 ぐ 近 半 いで て 
江 杖 ロ 守 vo 中 抽 で 書 幼 ( 折 守 ・ 温 回 ・ 環 野 容 ・ 革 
悪 ・ 可 好守) 吉 宮 (| 
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ヒン ドッ ゥ ー 教 の 主要 な 宗派 


ヘー ドー 無 S 判 刻 能 県 


1′ や YAHK 上 Vaisnava 


私 で ATx 芋 避 臣 志 古 ツ セ ne 棚 

工 スー や ト ふ 辿 Bhagavata 

や で AT 入信 和 S や トミ ー Bhagavat ( 刊 ) つい 地 団 
セ tQ 秀 eo Se や で AT 愛 

全 トー ネー Maratha ぐ く 一 や に ふ 愛 

し トー ペー 層 選 GS や で AT 計 頻 帯 較 " 

ネー トー セト Namdeva ( | 田 判 記 捉 若 )) ロー や キー 
ーEknath (一 | KO ミ ) ドド ーー Tukaram (| 
KO ペー 1 KK 国 旧 )? 

S トシ と モト 寄 Madhva 


ャ テト ト (1 1 モー] 11 や ) 玉吉 吉 研ぐ ハー や 坦 
" 


合 や で AWKK や トー の へ 典 Visnusyamin 
で AHKK や トー の へ で 震 補 " トー トー ぐ 蒸 斬 * 
全 (さく ー ミ 尿 迫 Nimbarka 


> 一 - 


ヒン ドッ ゥ ー 当 の 主要 な 宗派 





へ ふ ・ ホ ー ふ SVedanta Desika UE EE こう 
SS ホー ペー 上 l 寄 Satani 
トマ ヘー ミホ メー る 中 さ 選 R" 
人 S ルト へ く で 辿 Manbhau 

ホキ ふ 心 Cakradhar ( | 者 里 ) で 誠人 * 

ぎ ト 心 ふ へ く 財 Narasimha 

で AKG 選 思 つ つ レ で AA く ( ズ 墨 店 ) 頻 駐 
me 橋 * 

号 ハ ー ル 典 Rama 

で AKG 選曲 つつ し SN 一 トロ くさ 慰 て bhakti ( 皿 
王 )AosoExe り JA 編 て | 守 " ト ー ド ー ト へ Ramananda 
( | 財 境 記 ) ドミ ペー・ 和 一 w ulsi Das ( | 田中 一 
トー トド ト ホ キ ュ ュ ネー ニャ ドー K」』 Ramacaritmanas 


日 AE 吾 Saiva 
工 トーS ト Agama 入 融 で ye 析 貯 

ご ASF へ 入 一 へ ふ 央 Saivasiddhanta 

「 ト ドー ト 」 や 陸 導 可 束 で セ ve 作 骨 " ペロ ュ ユー ペー へ ヘ ゃ ・ 
やや ト ・ ト ー ホ トキ ーー キャ Srikantha Sivacarya( | 田 〇 OH 
りり Q)「 ハ キャ や ト ・ ベ ー ふ d キ 』Saiva-bhasya 

SS ペッ ツー ミ GA や トド ANINS 

合 宗 マ ホ ー キ ホー ミ Nayanar 8 ぐ 証 (や 7 判 








ee 


中 3 ミー さ S (1OK11 一 1 1 11) S 再 表 " ヽ =A1 
よっ nvS 菩 一 ヘー で 亜 き * 

全 や トミ トス 過 Vallabha 

ゃ トミ 選 く (1 団 や ドー1 RI 出 1) 再選 "や ATMKK 
トト ー ツ へ 愛 計 (| や 境 応 )” 還 玉 舞 由 "ペー ミ ・ ヘ ペー 
Sar Das さこ ふ 9 ト ・ 和 ヘーK Krsna Das。 く IN セト ハデ ・ 
ペー Paramanand Das' や さく へ ネー Kumbhan Das* 

登 ホキ で へ を Caitanya 

て AS に SKIN・2 AN Visvambhara Misra (| 
還 ご ロー 1 叶 Il]) S 詩 幸 ” トー ヘー・ や ふつ ふ 1 Radha- 
Krsna で 美 生還 補 や て へ ハミ 民 避 代 っ うじ 加 押 全う" 

せく ー ヘ ホキ ーー 中 水 PaNcaratra 

1 ミー キト ーー 中 ・ ま ヘコ ペー] 想 問 血 キ 

活 辿 " や で へ TK 家 じ せ で eS ベ す へ 中 で 辿 で 壁 周 和 回 
or 





つぶ ロ ュ ー ト や ト で 1 トキ や ト 過 Srivaisnava 

ペロ ーー AS Srirangam や 和 ヨ マッ ヤ re" 合 章 揚 
トー ミト ー ミ Alvar ぐ 更 陸 (ヤー1 〇 者 選 )" ホー ふさ 
びー ! | 半 望 ) トー ルー AT Ramanuja* 
PE よこ も そま 
IN で ・ ロ ー ポ ー ホ キー 





Nathamuni( 
選民 早 ト AS で Temgalai 





罰 )) トミ ・ マ ミー トー ミ Tiru Mamlar (SOO 早 り 選 ) 『 ト 
で ミル ハー 心 さ 』 Tirumantram′ トー RS トー ホキ ネト 
ミ Manikkavacakar (ROO 叶 りや) 忠 奏 家 『 ト で ミホ 
トー ホキ くさ 』Tiruvacakam ペー て SAN 一 トト Meyka 
nda Deva | 購 記 ) 「A や FAT 1 キ ー ネ ネ ーー 
Sivajmanabodha 

全 RA オッ ー さ で へ やま ト 帳 

「 へ や ト ・ ベ ーーN1 Siva-sntra oN や くし た KK 

ト ふ Vasugupta ( 還 O 千 り 必 ) 全 吾 要 " ヘー トート 
3omananda( 〇 OO きり Q) AS トー ュ ベ HK で 」Sivad 
Ts" ベー 上 KR Bhaskara( | | 手品 ) 『AS ト KN 
や トー ミト ホホ で 到 』Sivarsatra-varttika 

ママ ホー 必 A ト 過 Virasaiva 

ハー キト ーLingayat スト っ くく / 本 記せ く ネ も ト Basava 
や や ロー ドー へ ふ へ Ekanta の る RSnos 

革 ミー ふく へ 加 計 珍 貯 

ご ニー ベー ふく ふ 楽 Pasupata 

へ や に 和 m く へ 本 て 中 Pasupati ( 圧 S 判 や つゆ 革 凡 や 
Ye 選 睦 "折半 トー バー へ AS ト 寄 Mahesvara* 
ポー ミー 尺 頻 Kapalika 
ーー ハ Kapalin ( 肖 潜 政和 革 で ズ ) つや 2 RSnos 
ロー 心 や ふ キ ホー ふ Goraksanatha 





S 
ペ 
人 き 
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ヒン ドゥー 教 の 主要 な 宗派 


me ーーーーーーーーーー ーー ーーーー- ーーーーーーーーーー 


ヒン ドッ ゥ ー 教 の 主要 な 宗派 


ヤー 心 へ ふ キ ホー ふ ( | 撃 せ せき ロー 中 ト ーー の う N 守 
] 岬 振 記 り ) 移 葵 雇 や つ " 居 で ヘー” ミー さや 湯 " 
り S 辿 で ぐ 提 人 ポ ー さ く ゃ ふ mー* キ へ Kamphatayogin つ る 
3 民 で ヘー ベー さや 揚 * 


則 AT へ N ト て 所 Sakta 


へ や ト S 表 社 ト ーー ぐ 薄 上 つつ や ン ハ キ や へ 中 で ( 百 
) 四 呈 AW 王 つけ” 手 華 曲 Se 中 剖 で 炎 守 * 
りく 党 ぐ 副 束 ふ ヘー Tantra* 

ご 装 畑 ふと へ ト で 辿 Vamacara-Sakta 

て AS ミト トミ まさ 現 選 や 混 選 "くさ で 玉 へ ぐ ペ ポー ニー 
ーー 葉 幼 きり G 党 ぐつ " 

SS 把握 ふと ふ へ 中 で Daksinacara-Sakta 

羽 環 か キ NhTG 党 社 連 ” 臣 思 ぐ 吉 せい や へ ヘ ロッ ー 和 
IN や で 計 マ キー ホー ふ Laksmidhara Vidyanatha ( | 
吉 可 避 寺 7 


団 K セ ルー ミ ふ 所 Smarta′ we 媒 





己 、K ル トー ミ ふ 辿 
K さ =ー ト で (一 虹 )) コン せ 『 多 司 器 】 (や リキ ・K 一 
て ) 避 提 人 で 詞 お 及 科 圧 x に Sm 履 愛 " や トー を 


富 ホー ミ ・ 愉 ーー 上 此 Lal Dasi 

中 一 ミ ・ 私 一 上 ( | 所 記 ) ぐ 吉 吾 つ や 此 " 

語 ホー ホー ツ 一 辿 Satnami 

「 返 操 GX」 ぐ 握り" り ぐ 党 ぐ 四 沖 や リー さく 度肝 
必 り 1 で 子 電 (キト ー) 用 球 セ yo" 

SWS 型 ぐ や リー ミ ぐ 低 陳 に ロ 営 島 つ や 人 愛 * コ く ー 
く ー・ 一 ミ 過 Baba Lali ネー シー 辿 Sadh 人 @ よ そい 
A・ 入 一 選 CaranDasi そ ふ や に ト ・ ト ーー キト 辿 Siva 
Narayani 豆 ホ ユー ト ・ 和 ーー ベ 頻 Garib Dasi で ー マ ・ 
を ー コ リー Ram Sanehi 

琶 トー ニキ ・ キ ルー Arya Samaj 

私 キー ト へ 選 ・ ま 選 K や トト マー Dayananda Sarasvati 
人 S 1 く や 田邊 放 ヘ て で て ロ 器 村 " 

愛 ホ トー も ト ・ ネ トー Deva Samai 

まで キー ホ ヘ ハー Satyanand 篤 | くく や 年 せ 埋 衣 " 

NNNL・ ネ トー Brahma Samaj 

羽 ー さ 3・ ツ リー く へ ・ ロ ー で Ram Mohan Roy | 
に 

全 トー ド ヽ へ トト AT A Ramakrishna Mission 

や ヾ や リー ペド ー ト へ Vivekananda( | < ドリ ロー 1 OO 
中 ) 守恒 トー ル ヘ =A9 ト (| 1 くく K) GS で で 
や 和束 りや ロー 一 へ へ 癌 闘 和 剖 会 人 人 上 器 半 * 








ー キ + Vatsyayana ( 恒 吊 田 〇 一 還 OO)′ 下心 A キ K ふ く 
ー ふ Prasastapada ( 団 田 〇 一 四 ⑨ 〇 り ぐ や) 下條 全 で mー 
ゃ ふ RS Uddyotakara ( 田 固 OKOO)^ ATARI へ 
ャ ーー 中” 下 く スーRIN トト ー ホ キ KK ト TTY の AHINT 

トート 。 ネー キト SA* 


ポ 書 和 監 宣 下 有 ・ 由 祝 年 やつ い 革 革 や 9 抄 胃 " まや IN・ 
ま へ ペー』 Saura-samhita" 
人 @ ポート ミト で キ 愛 Ganapatya 
を 一 キー4S0 る 革 S く ト で 人 悪 罰 9 履 " TK 


ー ふ キ ・ 和 トー ト 」 Ganesa-purana* 


国 ′ 弟 提 枯 


工 ペー ミ 頻 Kabirpanthi 

コテ ドー 捉 G 普 社 G | マ ド ロ ー ミ (1 
国 1 く ) 各 思 の セ ne 1 県 " 

T ペ ー ゃ 忌 Sikh 

ホー ト ふ Nanak ( | 還 K ド ー | 国 車 尺 ) 地表 思 つ " 抽 
ヨ セ ト コニー キミ さり Sm 一 ミト AA トミ ( 舞 旬 聞 下 ) 
昌 正 「 ト ー ト で へ 心 ペー] 

名 ホー テニ ミー 有 Dadapanthi 

ペー テ ャ ミー (1 田 国 国 一 1 KO 





0 一 1 





) 明 加 の セ ve 1 過 " 
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ヘン ドー 閣 @ 導 芯 攻 下 


へ) 


愉 へ ぶす ウー・ ネ ー 一 キト 表 昌 

咽 甘 りさ 必 一 性 環 " | 1 由 く 邊 や ミ 一 青 四 公 赦 半 " ト 
ーー キト (や YK) MMS 華 尽 N ふ ヘリ メー 和志 ve 
攻 トード 中 ー Mathura (や へ 必 Ni トー ヘ 1 到 
ぶ や ーー ト ト へ Vrindavan( ャ ー ド ーS 虹 1O キ を ロ " 
ふさ へ リト 半 畔 ぐ 媒 ) ぐ 起 庄 

GA TS ミ ・A テ 一 ミ 挫 包 (| 1 昧 

ロー や で ハシ ・ 誠 一 表 世 詞 ( 1 K 琲 更 ) 

⑯ く ーー ホー・ や く ー=ー 並 衣 

トー ヘー・ や トド ト RNN 壮 


還 相 る 固着 hr の いく へ ホキ ー と ふ 寺 Pacayatana っ 
ろ 寂 府 窒 G 攻 引 " 
@S へ 私 ユエ ー・ ル く ー ホ トー セト 皿 
RA ヘー モー 軸 K ぐ 聞 引 し" ト さ NNy へ く ardhama 
ndapa ( 排 判 )) ル へ ふく mandapa (モー ミ ) セト く 一 
ャ へ ふく Mahamandapa (ネモ ー ミ )′ SS ミ く ヘー く 
garbhagrha ( 将 胃 ) 択 構 * 
@ 和 トー トマ ー・ 氏 S 和 さく ー 下 
つや ざか で へ K 工 公 還 で きじ く 公選 ポー ニー 
各 選 *@ 6 で nH で お の る で Sn" 
や トー く 形 外 
で へ KG 選 志 や Sto か トー< ( 冗 更 ) で 公選 
ee 
@ や で へ や トト ーー 形 四 
古 散 上 ふか や トド で AS 避 因 * の 1 の O11 一 昌 千 NA 
S 田 移 や トト 年 で 信人 り 畠 装 
@ ト へ 記 マ ー 帯 包 
へ や ト 華 で 肖 昧 で 書 す も へ 中 で AS 壁 和 居 *@" で 
1 や トト ーー 普 記 つ 臣 租 ぐ 失 財 " 
@ よ ー 必 や 下 ふ 下 
@ く ー ミ や トド ト ホ マ ー 形 鹿 
いふ リッ メー 拉 想 


世 モト ー 羽 一 トペ ーVaranas 幸 て ふさ K で さ ふ トト 
必中 ーA 到 ) 


〇 や で へ ミト ネーー 普 型 
吐 送 ” 改 詩 下 Golden Temple ふ や ト 征 ゃ 還 re" 
ドミ ネー 普 尋 

墨 送 ゆ ヘ キ ー・ よ へ トミ Monkey Temple ふ や ト で S 
是 記 ドミ ミー や 思 eT 
@ く 一 心 ー・ ト ー ゃ ー 普 門 

「 で ヘー で 書く ぐ 握 党 や ” 半 富 り 玉 必 8 で ヘー 装 療 
民 図 ST 


曲 AI トー モー Khajuraho (や トマ エト 中 ホー ヘ T 


素 ) 


よ キ へ 一 下田 宮 撃 碧 来 (民国 O 一 1 OO) S ぐ 1O 
〇 早計 走り で やく O ま で ぐ リ ハニ ドー 間 St 
に に は 
つ ャ ー ふ ペー ふ TS ト 必 共謀 
講 坦 の 四 軍 公介 器 や Q 手 門 
SS の 生き 5 


SS 補 鈴 門 青 
〇 ミト ー セ + 刺 詞 
で AS 部 や つじ ぐ ト トー セル ( 到 べ ) で 誤 和 
に 
@ ぬ キト トー= 下 
還 CS 昧 oO や で Ak 選 各 恩 ve" 
@h ト トー 政 
名 居 ぐ 居 史 志 還 で ぐし トト セー 表 間 の 6 父 レ 
ドー: の てき くだ や も さ の YE の 
人 雪絵 表 弓 
〇 ホキ ー ド さ ト SA キ 並 下 
同性 G 旦 wo で 回 水 や で へ TKG 下 壁 人 S 居 ざ で やじ る 
隔 
で ミ く ー や ト 引 
つの へ や トド 古 で 届 品 己 ど レ く や お や 7 
S 電 畔 te で で BS る の る RStG" 


選 ら や ト で っ AA 


号 キャ トー ミ Jaipur (NA キ KK ペー へ 玉 ) 


ペー トー ホー や マー 表 引 
に ト さ マー 仁王 で ペー ニー 年 吉 居 xQ" 
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丈 で 私 で トー ミ Udaipur (NA キ KK ペー へ 玉 ) 


込 を 和 NIK で へ T 癌 氏 
1 KK 田 1 叶 桂 さや で で トー ミ 撃 K ぐ 形 詞 


ホトミ ーー 選 さき Chittaugarh (人 NAK ペー へ 主 ) 
ツー 選 一 スー マー 形 
及ぶ ュ ユート SSrinagar(A キ 3・R ヘ ロッ ー ミ 主 ) 


〇 づく へ を ュー ふ 臣 

1 1| 境 思 戴 装 ぐ ぷ や トド 普請 " 
@ ト や トド へ 中 で 下る 普 請 

ト や ト へ 中 で や トミ さ ル へ 田 表 定 ( 玉 判 更 ) G 趣 半 " や 
て AHw 折 良 " 
@ ャ ー ミ ふ ハ と 形 斉 

ペー ト で トマ キ 田 表 宅 (ロー ご 吉 ) で 坦 対 " K 
ーー キャ ( ポ 器 ) 到 良 " 


穫 く ミ テト ー ミ Hardwar (で AN 中 計 一 へ 相 主 ) 


ー′ 公 と S 和 スミ ーー ツー キー ヽ ふ ペー ぐ 避 避 思 ら 球 
加 せ や で へ Tk 普 下 ドー ヘー・ ふ ーー へ ロト ド ペー や 
ー・ ホ ーー NN ・ ト で ステ ーー ネー 
ーS 避 避 思 =” や 下 き へ ふ や に 表 謀 へ 選 一 迄 を で 
ャ ー・ ト < 一 AT S 避 翌 QT 
@mー 心 へ キキ ー ふ 普 謀 

ヤー 心 へ ふ キ ホー ふ り 失 定 で る 了 " 
@S へ へ 心 並 下 

く NA キ ー ト で 心 て へ の 枯 和 め 補 る ト く スー トー 込 キ ・ 
選 A AS ロロ SAAK ぐ 去 蘭 杏 装 
紀 お 水 妥 思 S 聞 "で KN さ 宜 翌 で 飼 郵 We 全 和 る で で" 
@ キ ト ふ =ー ふ ・ ト ー ム AN セ 

選手 で 田 ロ 翌 Sne 佑 叶 握 夫 " 
人 @ く セー ミ ふ ・ ト ー ふ TiN セ 

1 尽 境 刻 は K や トー ツー・ KS トー ドー ト ヘ テロ 8 で 
し SR AAK 選 で 区 己 挿 じ で で で 佑 に 握 容 ? 








つく ーー 普 思 
私 ー も S 時 く 一 改 ー 和 ヘー りり や 仁 記 つ お ねり る で Se* 
ーー ベネ ホー 1 臣 和 S 販 


G+ トキ ネー・ ホ ー ホ マー 臣 

へ トー へ ぐ 出 で 直 B で mb 時 ネー 古 避 居 * で 
@+ す へ マー・ ホ ー モ マー 普 紅 
@ ト ー キ ー・ ホ ー ミ マー 形 蝶 

へ や ト で 下記 塞 *@* り ぐ 赤 民 せ 田 くじ 下 S ぐ AG トー 
キー トニ ー Mayapuri の つう で 
ト A 和 キュ ホー ホエー 下 
ふと ミト へ ふ ・ ホ ーー 氏 

くく トマ ホ ーー ツ つい で へ や ト 征 AG 旧 球 へ 
生 で へ 反 置 で で る mo" 
@ く ーー・ ル セー ネー 普 包 

や ヤ 宣 昭 じい ぐ 至 つ く 形 上 じ SNSG 午 年 ぶる で 購 
型 娠 計 旦 聞 ・ 客 凌ぐ 愉 り 団 で や 居 *@* | 本 せく 
ーー・ ル セー ネー ( 書 Ge で へ 和 を) 蛋 ら "11 本 
トト く 一 ドー 中) ミホ ネー キ や ふ 。 ドロー ミ 7 
ー ト トミ ふ ペー 入 一 KA キ ARNG 壁 避 因 1 部 りき 
選 名 叶 ぐ 回 否 宮 人 く 一 ー ト ー・ 人 下心 ふ トー ベト トー 
ペー 私 ミ ・ ヤ ロー で を AA ホキ AN・ AH 
ーRIN・ ト ネ と " く トー ドー・ ホ ー ャ まき さ ・ く 
ミー・ へ AS 壁 居 らい" 還 有 パ トマ ー 普 痕 yAa 
や も で で ハー ネー・ ま や ーー ニー” トペ リッ ー・ 
く マ エー 田 年 せ ふ キ へ ト で 普 じ ト や ト ・ と トド さ 和 S 








で で ホー キ ・ 中 トー ふ へ へ 並 四 
@ キ トキ ・ ホ ーー キ 寺 攻 謀 
SA や ト ・ー ふ ・ ト ドー へ 9N セ 
ぐ 副 計 で へ や トド 鬼 直 齋 と へ AAIN 一 op 角 揚 つ 
お りつ 人 S さ る 必 枯 記せ 規 じ で て る 館 掴 吉 


@ べ トー ツー・ ふ や トー ト A 愉 ・ ト ー ふ IN 
KK トー ツ ー・ へ や トー ト へ 選 4 で 1 KK 時 趣 
いで や 佑 だ 索 * 

キー ネー 臣 


形 補 ロ くく SR や トト ンー・ キ ー ネ ペー ぐ 剤 疫 公 秩 % 天 
いた つこ か うい 


bu 上 3) 


州 


づく テー ュー ネーー 平 加 
SAAK 密 GS | 民 所 に 必 選 下 ヘ 一 三 二 坦 S 副 理 く シー 
ニー ネーー ロ SxG へ や ト 王 居 *@ 素 思 

③ よ ドー ペー ミネ ーー 秋 蝶 
S へ KS 局 己 ヤリ ョ ー 三 ぐ 二 選 S ぐ ホー ヘー ミト 
ーー ロコ SA や トー へ SS 寝 形 下 " 

@③S ヘ ヤーー=ー 帯 虹 
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SAAKS 里 握 く キー トマ ー 三 G 玉 冥 氷 て 癌 弄 や 
へ ロ ーー ニーBGSe AE ト 形 包 
@ キ さ ヘ ーー=ー 並 外 
キ コ ネー 戻 二 完 ぐ 醒 民 エキ さ ヘー テーー ロ Se エ さ ネー 
忌 G 王 や 居 x 形 包 " 


逢 トコ ュー キ さ Amritsar( く AA キー ト 玉 7 
トー トト さくや) 


キレ せ 


くさ ・bL Ak で ミ Har Mandir (へ や ト 是 で 並 下 ) SG 
くせ ミミ ー ミ ・ ネ ー っ トト Darbar Sahib 

ペー や 窒 ぐ 抽 三 ” 上 固 " 振 夫 形 選 (Golden Temple)* 

1 や K | 時 ロト NR へ GS ト ー ト ドー・ ふ キー ロー で の 堂 才 
各 SS。 | ヤ K 還 時 時 替 ” | CO 時 INAAーー・A 
や 塞 虫 幸 主 人 ST 人 る 人 打 夫 了 理 SO の で 


せ S で お" 
〔( 棚 で) 
工 玉 さ SCalcutta ( 図 て へ SS さ 主 


〇 ペー ニー ポーー 王 詞 


NNA・ ツ ー く へ 表 記 
@ ト ューA TS ト 斑 外 
DA TK トー さや 癌 1 で へ や トド 北 包 " 


芯 キー Gaya (や く 一 ミ 玉 ) 


GS ヘー ふさ 誤 
@ や で へ TK スシ 帯 拒 
恒 形 包 の の や で AH ox 古 和 誠 QT 


昌 ト く <※ー ふ 愉 さ Bhubaneshwar (ホー ミネ 玉 ” 印 
玉 下 17 ふも ト ぐ 串 民 ) 


GAS・ 選 一 込 そ 形 壮 

| 1 拓 ぐ 押 半 や "ーー トト トペ ー ハ 私 ト 中 Trib- 

huvanesvara( 生 杜 ぐ 刊 ) つ つい S へ や トド 下 避 宇 ke" ト 

く ※ーA TI さ 忠 K 折 銀 * 
ささ ホー ハト 尼 斉 

や 田邊 り 民 千 閉 ぐ へ や ト 拉 引 " 
ホー と 選 ー リ ー 下 

11OO 時 り S 赤 付 " 

く て トペ ネート 中 攻 部 


ペー ニー ぶ ポ 古 思ふ キ へ ト で 農 で 玉藻 や 韻 更 "る 
で いふ G 攻 組 征吾 和 揚 "  A 

@ ふ ヽ ふ ふ ペ ー へ モト 必 下 
1 く 司 や 叶 超 付 で 字 課 舌 や "へ や ト 華 w 恩 *e 北 四条 17 
ポー ニー 下 和 守 更 理生 士 1 で ke トー ドル ヘーA9 
"か で や リー ペー ト へ へ 量 寺 や 壮 い で や ざり 
や つ し EsG* 

て ミー ミ ・ セ トー 平 師 
や で や ロー ドー ト へ へ トペ ーRS11K 皿 ぐ 控 購 し 1 
て で で 堂 放 詩 つ お 理 環 * ホー トペ ニハ リネ ・ の Am 
へ S 六 中 * 


pk トー ミ Bishnupur( 因 て AS さ 宇 「「S で へ 
TiwS 写 」 ぐ 剖 ) 

GNーw・t へ ャ 吾 外 

ホー ヘー・ や = は 直 G 墓 翌 e 形 斉 や "1 KOO 


和貴 り ぐ ロ ー ミ ・ く さや ロー ミ ぐ 圭 半 の る Sve" 
ハ キ ー さ ・ ロ ー ぐ で 珍 四 

1 や 寺 望 り 替 対 " 男 枝 り 田 い ぐ そ 総 っ で 屯 " 
@ 江 mー ミ ・ く ー へ AN 渋 一 芝 昌 

1 や 憶 記 層 若 り 夫 半 " 


や トド で ふさ ホー トト 形 昌 


語 トー ュー Pamri ( ネ ュ ミト キネ 宇 "回 素 琴 G1" や で へ 
ww ぐ 癌 慌 ) 


を 和 S ヘ ホーー 形 外 

11OO 叶 り 民 ぐ 寺 計 "私 ホーー ( 社 垣 S 枚 ) や 
つい ぐも や で へ A 相 丈 ・ や AA1 相 電 誠 en ロホ ー 心 NGK 一 
を 表 恋 和 望 座 の つる る で 家 つい "りく 門 所 り Syn" 
ボート 折 記 せ で 再 KGoS” 軒 叶 KK 世 に 尽 は 3" N へ ・ 
キー 中 ( 雪 特 家 ) や SSre* 


ロホ ー ゆ ふ Konarak (ネー ミネ) 


ペー ニキ 帯 記 

1 軸 境 望 ぐ せ DQ 相羽 AA く ・ 了 ホー トト | 天 Narasim 
ha Deva 1 公 幸 壮 つ や ポ 層 征 ペー ニキ 必 思 で 信 手 相 " で 形 
普 電 衝 S 民 可 届 会 xeK ペ ーー で 上 早 で 提 つく” 宮 
せ 貴 / 拉 宮 全 則 玉 畠 枚 公 半 ざ ぐ で Sn" 普 銀 G 率 秋 
| 居 ロ SA HIN 一 モーS で の ー ト 相 壁 (駅 装 択 壁 ) 
9 トコ マル さい 
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 S で せく ー ト マーGauhati (に トミ まさ 玉 " 
吾 田 玉 融 層 S | ) 


ポー ドー ヤキ ー 后 詞 

ふ や ト 是 せ 控 で ーーー 限 で や JaW 鐵 衝 到 つく し 了 で 
に さこ 重い とく は *: コ ニキ さ くだ 
り Q 避 韻 じ で で ねり SmT 


【 賠 で ペン) 


1 


ABombay (ルト く ーー ふ リー 中 玉 ) 


G さ A く ミー トー モエ ー 普 謀 
さ ヘ く ミード 是 己 で る 隊 し て で の こく 層 志 や つり 
で 年 ぐせ 0 の る で St" 

@ ル く < 一 愉 ふ リッ ー 並 氏 
必 NA リ メー 疲 是 や 己 Ke 形 環 " 


トー ト Poona (Sre くせ ト ペー Pune・ トド く ーー 
ぷー) 


ミー ミ や トト マー 家 起 


EE) 


ドー ミミ ポー トーー 形 (ー ミ トー 必 で キー ふ ) 
や 1 相 基 入居 he 形 詞 * 


〔 居 ゃ ヘ と ) 


工 ト テ を NKK Madras (ネッ ー ミ キー ミ 玉 ) 


GR ミネ ュー ハト 心 王 氏 

地 S ロ ー ト 3 記 総 eo で 所 で て へ ヘ と 胡 入 で へ や ト 府 
記 " 

く ー ミ ふ ネ ー 中 で 挫 氏 

や へ 1 相手 避 居 *@ や で ATx 家 で 普 " 


上 ポー ヘ ホ ー ト ゆく Kanchipuram( ヘ ッ ー ミ トート " 
や ヤ ポ 訓 ぐ 1 で ) 


GS で トー キネ ホー ふ 起 

で トー キ で 痢 の つじ で へ も や ト 臣 人 写 xe* 
や トド で ふふふ て ミト ー ミ 尋 

トト Ah で や トミ SD へ AH (や | ロー や や 8) 穫 G く ミ 


1 < 判 望 ベー ハ AINー | 者 畠 半 つ ね く ー ミ ネト 中 で 
一 利和 草間 


革 < 一 <ー ュ ー ふ 1 さ Mahabaleshwar( く 一 中 
ー ふ ヨー 宝 ) 


ヽ ー ふ ミー マー 表 氏 
ゃ ヽ ー ふ 1 下 三 S 頻 己 画 いで やる 普 相 " 


言 H ロ ー 心 Ellora (ヤル く ー ハ ホー ハリー 心 末 "ネート A 
S く ー テ ぐ 翌 回 人 1O ヤ ロ S a 環 継 革 ) 


つぶ で トー ネ ・ ネ ー や 吾 虹 
措 ] KK 環 や で トー キヨ S 判 つつ ゆ ぐ へ や トド 是 居 い 
で 回 玉 半 導 環 "トー ベリー 心 ホー ふ 宮 で ヘー へ 9 1 
者 ぐせ は で や 田 氷 千 拓 日 1 OO 時 ペー 人 る モビ 
所 党 つ ね やり る で Sn" 

@Nー ふ リー へ トド さ 並 門 
尽 舞 人 る で | ・ 還 キロ 沈め で ざり BS へ や トド 拒 環 " 


号 トー ミ ミー Dwarka (テト トー ペー 和 N 欠 IN 
ーー まま" ペー トマ キー ド トー ミ 韻 部 較 枯 SG リハ テト ドー 


改 や ト 窒 尽 察 で 門 " 
ロー ドー ヘミ ュー や ト 平 弄 
ポー ト kn ロー トマ で コー ふ 普 皿 
@ や ト 必 トー キ KS トー ツー 帯 想 


立 ルト <ー ミ = ト 心 さ Mahabalipuram( ヘ ッ ー ミ ネート 


玉 ) 


ご 由 CS 判 Five Ratha 

まく ホー や ト ・ 選 へ と 必 で く 計 マー・ 必 AT に さ 人 昌 
二 ・ 心 や ロー セル ・ 選 ふ さき ト トー ボキ ・N へ の 
で weHCG 所 等 ー 判 で 夷 給 表 G ロ ー ト ・N へ 
で る が 筐 り 午 で 囲 密 ま ローN ト IN 3G 選 本 つく Sre( や 
圭 応 可 局 )? 

@ 岩 難 毒 Shore temple 
信者 理生 革 り 心 桂 詩 ぐ へ や ト 普 所 " 

@ ト 中 で て トート よ キ へ 和 並 斉 

いさ kNー 和 そ 夷 下 

⑬ く へ ホキ ミー へ や トド 並 起 

@ い ー ト ドー へ そ 並 皿 


量 よさ < 中 Chidambaram (ヘッ ー ミ トー ド 主 " 
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ヒン ドゥ ー 教 の 主要 な 寺院 


居 ぐ ヘー ぐ 悦 召 副 現 ) 


へ トー 人 色 と 表 旬 

1 の O 境 墨 導 詩 ぐふ トー 和 ハ キ ( 業 約 ぐ 刊 ) つつ ぐふ 
や ト 古 恨 で 形 銀 "ホー マー トド ・ ト ローS 
へ や ト 是 公 虹 得 や 才 々 ー ミ トト トマ ー ツ 四 で SneG 可 
PRS・ キ ミー Kanaka-sabha ( 振 婦 年 衣 ) 施 い 7 
の EEC に で だ ぶよ こく 


評 AA キー ミー ミ Thanjavur( や AN ハー Tanjore- 
ペッ ツー ミト と ドミ 王 ) 


G ト = く ト マー や トド 心 形 錯 
ホロ mー 選 用 和 一 欠い 一 迄 | 盾 生 1O1O 叶 ら 赤 財 
つや へ や ト 地 環 " | 突 旧 共和 ーー(GSG る せめ へ) 
躍 へ ト さ Great (Big) Temple つい 硬 で Sre* よ m 
一 田宮 ぐ 田 画 半 つ お 子 氏 ぐ 王 軸 KS つぐ * 
@KhNNY TH 一 AT や ト 中 形 鹿 
1 尺 判 記 秋 半 さや で 1 字 幼 " 


多 中 で ミ さよ いく ミニ Tiruchirapal (ヘッ ー ミ トミ 
) 


\ を FN で で 拉 怪 "KK ユー 必 A ポ ーG 羽 表せ 豆 で VO 
届 つ お 装 理 で 虫 林 G 悪 り Sre 閣 環 " へ や ト 是 ぐつ へ や S 避 居 
te” 必 て へ を ぐり ヘニー 議 因 りら で し せ 。 時 で ヘー 一 
選 ホ トー トー 心 ハ ー ィ 選 で し 副 Sv@ 史 SAAKG 半 避 諾 で 
WS 共和 才 芯 府 い "し ホー ペーAdSFIN SA や トーー ヘ 
うそ さこ まさ ペコ に よさ に 6 バ さき ささ を 


SS ーー トト ヘ を Trivandram (NN 主 ) 


く テ ルト ホ ー< K や トー 一 下 

テル ホー (も で 1 年) お り G 玄 史 柱 軟 つ つる ねー 
必 や トド ヘ ロ ー さ 則 侯 G 世 衝 征 や ′ | 判 下 さ ふ へ へ ・ 
や ト さ YA 田 は 6 で 本 半 めで" 


リロ ューNAS く スー トマ Srirangapatnam (ミト 
ーー へ R 末 "で ヘ ー ミ ぐ 翌 ドー や リー ユー 三 GE 
素 ぐ 記 ) 


ペリ ュー 心 へ SS ホ ー ふ 北門 
ロニ ー 必 AS トー や へ (や で AT x 華 ) 和 % 恩 e* 


守 イミ ー ミ Belur (ぶさ ホー ふ S 主 で キト 出 窒 S 


G 必 や トー ふ K や トー 一 北 師 き 

ドー リー ニー 三 G モ 徐 王 事 り Se や で AT 折 直 し 
上 差 や ハロ ーー へ SS Srirangam 形 鯉 "ロー 
出 窟 客 空 ( 11 者 表 )) ホー トーw 和 キ 失 親 担 つ お ずり 
の つい 長 で SxQ" 限 坦 で 直球 | や 拓 記 GoS" 
@A キ くさ トー トト 中共 良 

記 S ト で ミト ー ト で ドー や トミ 普 起 の くる 7 
古 己 Q* 


ふか ト 


ウッー キー ふ ふ ハー 芯 下 

ウッー ホー ヘ ふ ハー (所 で mo で 下 ) 居 t@ 環 や 
ー キ 田宮 で で ミル で ・ ホ ー キ SN 田 (1 KK1 1 一 国 尽 ) 
S 韻 超 村 "りり S ぐ 北上 王 つり や ト 是 ツリ ッ ツー ホー ふ 
ペー 古く 間宮 ぐ 頻 人 S 代 りり S 代 St ( 団 一 田中 )" 





ママ ホー ネー ふり S ト IN Ramesyaram (ヘッ ー さ トー 
ゃ 季 ) 


避 ー ド キー ふ K や トー ツー 形 四 


福 や で で 匹 


ご づ + リ ー ヘ ネト ・ ミ トー ハミ は 普 下 
1 時 まで 本 羽田 生 で AH K・ ホ に さ 和 直人 趣 装 
つづ つ お ね や で へ す 形 謀 
マキ ュー ふ ハリ トト 心 反 皿 
まで ま 中 田鶴 ぐ 拍 軟 ぐ 1 いく ヘー ロー シロ Se ベト 
北 良 " モ マ キュ ペー ハト INaJa636 Ste A ホ トー へ 
S 加 固 ve" で まい 須 物 で 孔 K 政 ざる RS ( 限 理 
瑞 拘 )* 





基く AD Hampi (や で キキ トミ Vijayanagar" 
玉 ミ ホー へ ふ 尺 玉 ) 


G 〇 や で wNK や トー ツー 並 錯 

や で キキ S さ 披 物 で 鶴丸 北 記 " 
や ヾ ミー くさ へ ふ + 普 拒 
@nー へ 選 ー 平 謀 


告 ベーーw Badami (ミホ トー ふ 民主 "ホキ ー ミ ヤ 
と 出 鶴 ぐ 拒 ) 
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G 〇 ルー ュー キト で ・ ふ トー 心 を 弄 
く ー ペ ーッ a 環 所 で 章吾 ぐ 則 4Sre* 
や ヾ ミー く ふ へ を 普 理 
@⑯ ル トー ポー ミ 邊 直 表 刀 
スミ トー ふ 表 昌 
(ゴーー の 居る くさ 和民 さ ロ St 
トー ヘー ペー へ ハ 下 
@- ド ミネ ポー 普 皿 
(ペコ ト ャ モー ュ は St) 


辻 トー へ AS ミ Warangal( ト ヘー ホ ト 中 ホー ハリ 宝 " 
表 一 中 マ ー キ 宮 ぐ 維 


選 ー ト ミト く 擬 銀 
表 一 ボマー キ 田 突 ぐ 本 く 慎 で 田 (1 1 ドー111K 
11) ぐ 堆 壮 じ "りく 王 S 了 SR へ 愛 密 ぐ 局 召 聞 思 " 


層 中 で ミ く 中 で Tirupati (トー トト 中 ホー 1 反 " 
を モー 拉 S 画 落 交 吾 ぐ | ) 


G セ ヨー へ AR トー ふも ト 必 表 
り ぐ 層 せ を 必 や で 中 半 で ヨ 中 亜 守 ツ 所 S や いく し "ギー 


者 望 り 心 公 融 民 穫 1 K 判 雇 G や で 人 キャ 
で さ HG 晋 定 B つ で っ 球 べ 本 

@ ド ポー 心 く K ホ トー へ や トト 帯 下 
中 で さく ト で 人 る で 還 O 〇 キロ 振り SkeA や トド 拒 角 " 
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() * く ミー ミ (ドー ドル ヘー で 仙 玲 ) 6 ハデ で ー 閣 机 
理 


ペー ルト ヘ ハー ド Kathmandu 

G ヽ ャ ー テ =ー 並 下 (判る 26 基 ふい ヤー ニー ぐ 販 る 形 
刀 ) 

トー ホー キ 和 + 普 記 ( | KK 下 楼 付 さ で D く ーー トト 
= キー トー キト 古 や 居 *e 形 斉 ) 

@ や ふ ふ 和 1 形 (| 玉 持 昌 さ 田 容 革 り 抽 装 め 記 お 
ミー ミ 由 疫 琴 う ) 

ふも トド 葵 語 (1 玉 1 時 ドー ミュ ー ヘ を 改 ・ さ 邊 
HG 溝口 で や 趣 持 % マ せ へ や ト 記 ") 

@ や で ふせ x 普 環 ( 陳 丁 じ S や で へ 計 普 牌 ) 

ひも ト ・ ミ ー ミ や トト マー 記 (トート ・ く く ベー テモ 
ミ ・ ふ キー 人 ネ ] 判 時 り 超 半 つ せ や く ) 

@ ヽ = ふ 『 二 型 (| K 還 玉 時 持 計 で や で へ TK 頻 下 ) 
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@ 穫 ヘー ふ 拒 包 ( | や 判 思 ロホ 一 キー・ 躍 へ 
ー く ・ ル さ 必 BT や 趣 村 お へ や ト 普 揚 ” の 至 凍 
の い 1 いた コマ) 

@ ゎ ー ト ヤー 形 起 

⑧【 <ー ポ ー 躍 形 起 

や ヤーーー・ ル ホリ ロー ヘー ホーー 萌 Seto Machen- 
dranath( 1 や ローw・ ル ヘマ ロー ヘー 必 ネー ふ Sveta 
Matsyendranatha′ ハエ キト ・ く く ー ミ Jana Bahal" 
ロー ホー ハ AFN Lokesvara ot6 せ Sky 前 
性 郷 り ハニ ドー 癌 報 ハ や トト 年 ざ つ ツ さき 到 娠 
回 反り つじ 柴 貴 や xe* ) 

⑧ ト へ トト ー ミ トー 形 詞 ( ト ヘ ホネ トー ミト ー ぶ 是 避 畔 で" ) 

@ く ふく トマ で ・ ホ ーー (ポー ルト へ と で や 把 で 拉 田 を ロロ 
SA や ト 形 包 " SAAK 忌 S 層 坦 く N トー ミ S 
加 の 人 @ ら "6 く ー ミ 忠 六 GO ヘー ド ー 製 門 S 当 で 
下 " 三 G 往 りお 共 光吉 の ペ 味 夫人 各 SG 召 守 りさ 
11OOO ミ SA ホ ト ーー へ 尿 勾 選 で や レ く ne" ) 


全く ふ A Patan (トコ ー ト ー ミ Lalitpur) 


GS っ ふ 4 下 良 (1 や 1 時 m 一 トミ ー ヘ を N・ 
ルミ さ HGS 窒 m 一 和 SR マー ロ で し 赤村 9 記 ね ホ で 


の も さと) 
くつ ・ へ も へ 下 韻 環 (A や トド ・ や で AT x 必 基 密 
表記 ) 

@ ト 必 ふ へ く 形 記 (| 田 RO 叶 BNNANIN・ AA へ 
さい 銀 半 紀和 記 ) 

= ふ リト ・ ト ー ペ ー 毒 (ヘー く 一 恒 裕 旧 で re 
ー ミ 東 KG 下 10" ペー ルド ハ シト 朝 民 じ 虫 や 是 朋 
境 義 SG10" | や 判 誠一 包 キ ー・ 人 記さ ・ ル 
に に に り ) 

SS ヘ ホ ーー キト 並 旬 ( | 還 避 ホ キミ ・ ネ ホー 
ー キ ト つ 6 守 応 1 国 玉 KK 時 NANAN・ AA く ・ ル 
SN 田 46 拓 財 ) 

@ や で へ や ト ネ ー ふ 培 鍵 (| KK11 や 時 トー キー・ 
へ 也 で ・ 下 選 AA く 由 斑 で し 押 財 ) 

ーー・ ホ リー ヘ テ 改 ホーン 北 意 (N ペ ーー・ ド で 
ロー ヘ を 中 ホー ふ Rakto Matsyendranatha′ ペー く 

・ く く ー ミ Taha Bahal' ト や トロ ー キ ホー へ 1 や 
トト Avalokitesvara へ ots3SSre" | 還 〇 に 叶 ぐ 趣 
尻 や リハ シド ー 盾 思 人 る で つき 癌 四 人 る で っ の 某 駐 %WSte" ) 

@ ヽ バー ふ 1 や ト 表記 (人 ミー ミ し 帳 や 山 了 記 
S10" Km 入 拓 和 ぐ 田山 で wo で 考 。 へ や トド 是 記 
や e* 1 所 握 上 S 喜 ) 
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mn ーー ーー ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ヒン ドゥー 教 の 主要 な 祭礼 


くく と SA Bhadgaon ( く ヽ ふ ト ー ミ Bhaktapur) 


G!! キ ー ふ モー 心地 謀 ( 田 加 毅 い ぐ 世 斉 ぐ 握 じ 田山 ぐ 
控 ぐ 隆 ” | に 判 応 ル テ 渋 宰 共 宮 さく と SS 本 へ 田 ト ー 
く ホ マー ヘ へ を 必 ・ ル 人 鯉 閉 ) 

@ く で 心 や トト ーー 珍 包 (ふか や ト G 選 束 く て 必 や ト る 選 
ゃ 地 や "1 主 n 判 思 ぐ 規 雪 ) 

@N ペー ュー ャ 了 謀 (| 還 1 や 時 へ ヘ キ トル さ 中田 
で 赤 半 で お や ぐし や で へ 入 年 和 思 *G) 


ハシ ドー 茎 G 作 刻 信 弥 





工 RIN ま へ へ ー ヘ 中 で Makarasankranti 

ド 醍 臣 ぐ IR 加 ” ポ 醒 公民 心血 り ベー^ 福 握 雪 じ 年 る で 
翌 *e ロ つい で へ と 電 村 し 606SS 放 つるや で 
SO コン せ 選 て ヘ を レ せ 衝 和 へ S さ の SSre 話 色 拓 
移り SNS" 


二 や ト ま へ へ ・ く ホキ ッ ー Vasanta Pamcami 

「S ト へ へ 中 で 失 田 品 」G 敵 党 や "トド 一 S 束 (| 一 1| 束 ) 
で 田口 ロ に SRSke ま INK や トト マー 年 で 表 つ "へー 
ー く ホキ メー Sripancami つつ ご ro 


世 < 一 ふ や ト ーー ニー Mahasivaratri 
「 ふ や ト 環 内 ]G 握 や" 末 唱 A や トド Nーー ニ ーー. つる な 
ミー ミ ふ 和束 (1 1 丈 ) SS さり ヘー トー 家人 で 判 






痩 朋 格 つい A や に ぐ 泉 回 し Se つ へ Sseve" 


語 モー=ー Hohi 突 

ミー ミ や ふ 下 素 (1 一 川 束 ) SRSte" リハ テト ー 議 
S「 玉 ぐ 素 至 」 し 表 束 で ロ G 十 品 捉 人 る で 畠 こ ” 舞 束 G 交 
ロコ ※*o つつ 型 半生 愛 る で 所 6 で 介 氷 や し SG っ " で 
へ て 王 つ けり" で ヘン で ズ ャ 到 狼 長 xo 玉 穴 " 





呈 ひ ー ル ・ 上 や トッ メー Rama Navami 

中 キマ ー 躍 札 (1 一 団 世 ) で 尽 加 公 で 十 | ロロ 人 る や し 
半 で Se トー セト 半 較 ハー ルト ぐ 購 民 媒 つく で Se 音 で へ 
と し せ コ ン ロ 客 べり で で ママ トード ー キ で 選 
召 記 本 中 ロー 三 し 半生 Syn 


宙 人 キ AA セル ・ に へ A す ヘ メー Janma Astami 

へ トー トト 本 束 (ロー< 下 ) SRSro や で AH K 
是 ぐ 民間 ふつ へ 下着 較 具 "ロー へ 愉 ・ に ペッ ツー 
Gokula Astami やつ へ 本 ・ 込 キキ ヘ ト マ ー Krsna Jayanti 
や の SSe ヘー へ G 講 剛 現 の る RS セー で トー 
や 呈 つ せ 補 で ハツ 招 ポ り 宗 民 Sro" 家 記 ふつ へ 上 衝 
憶 で お さい Se で SG 吾 手 は 選 SRS。 継 つ 宮 皿 六 で 
やじ 軍 所 や re" 


る 
加 


き 


に 3 
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it 


王 トー キー・ ト ー ミ ョ セー Rakhi Parnima Se 2 る 
ホー 訳 ユ ー・ ト ー ミ il ドーNarali Parnima (mn ロト ミー 胡 
下 擬 ) 

AI トー トト 中 (ロー ベ 下 ) SS 代 Ste 古 や トミ 
ト ぐ 内 ” ポ 還 し 世 入 臣 公 S。 ズ タ せ 下 り 天 や xenn ト ミト 
一 銘 共 所 ヤ * 

SS 一 ふと ・ ホ キー トド さ ト マー Ganesa Caturthi 

ミー テト く 和 (一 忌 束 ) で 還 呈 SS で SeN ペ 一 
ふく 購 識 具 "ベタ や 填 や 癌 で 医 如 つ ね SSー へ キ 全 めい 
ン ご で” SQ る せ 所 医 や 昌 し SroS ペ ー ハ を 翌 各 朗 さい ※ 
し 包 員 回想 量 いい 記 で 称 其 所 る 選 り 表 福 人 Sr 





且 と ドミー トー ハハ キー Durgapqja キー Dussera 

トー ふ 1 や で へ 中 (ドー 十 ) 選 RS へ や に ト ぐ 是 呈 
トミ ドー で 柴 記 "リハ テ ドー 缶 S 共 GS 1 0" 表せ 
十 ロ 語 いで で S せつ で ぐ 尺 辻 和 下 や トト ーーーー Navar- 
atri( 民 吾 )N2 2 り ぐ 写 折 信和 洪 還 ぐ 圭 つ や に さ で Sro* 
よび 、 た (た ご こ 生 い ツ SEN 
さじ 理 多 で し 講 己 選 家 0K ぐ コンロ へ 羽 さ 下 選 
や し 個 ぐ けり 選 SRS 下 宗 家 で G く ロコ ー ト ドミ ミー ネト 除 せっ 
ペ キ ・ に KNBS 杯 選 夫 上 で 十 上 人 制 宏 49 Se" 現 


ーー キト 』 で ぐ 型 由 ぐせ し か ホール 信吾 下る 束 で 客 状 く K 
ー へ AG 此 " ト く 一 トー ヘリ ロー 中 玉 し さく Sre* 


思ふ や トー ホー・ 和 キキ 中 で Shivaji Jayanti 
田上 や ロト 選 ー ふ ぐ 客 凌 ぶ や トー ヘー (| Ki ブ O 一 | 
KKO) ぐ 聞 贈 和 宮上 夫 "トス ー ハ ー ふ リー 選 玉 " 


認 ホー Tegi 

トー キー 選 (KK 下 一 や 忠 ) 昌一 入 キ ーK ペ ー へ 
し た や SS 具 " へ や ト 臣 で 芽 宴 く ー ミ トト トマ ー で 表 
ご しく ャ りり ぐ ポ 王 届 難 の や つる で 水 で や うく 記 ン 堆 さ つ 
し 計 r い 公定 思 * 


補 キーS・ く へ ホキ ッ ー Naga Pamcami 

へ 一 トト 束 (ヤー 束 ) ロ 宰 さ つい 年 で テー 
ャ く ー ト ー ハ ロー 渋 末 ′ て へ SS さき 選民 じき で Se ホ トー ネ 
(所 ぐ 財 "| 


ドー トキ さ Onam 

ペー とく 和束 (一 玉 束 ) NN 玉 も や で Sne 家 
で リハ シド ー 硬 四 ぐ 陣 携 ル しく 一 <ー 選 具 *@ りり S 現 民 P 
人 や で へ TK 揚 り 6 で し 現 雷 弄 お 鶴 年 部 せり 





民 ロ 6T し 3 せ 。 吐 人 で il 上 ロロ を で ミネ ポー 大 ′ CeSlm 
ロミ で AT ix 古 S 是 尺 愉 へ ロッ ー 堅 避 SBNNN ル 


一 是 S 巧 中 ホ INKS ト トマ ー 吉 下 の りつ 4GrG" 


王 ホエー トー ニー Diwari 

ペー ミミ トト で RS 下 (キー 填 | 束 ) 選 守 SSNeN へ の 
ツー 古 各 思 * で 衣 や " 帳 つ ン せ 弘 エ ー ベ ー ホ ト ュ ー Dipavali 
や うっ 剤 園 宮 宮代 SO つ ヘ テ ド ー 福 SI 素 表 GS1C" 


も る = です さこ 


日 現品 叶 慈 〒 


工 玉 へ SS ミ Pongal 

ド 圭 話 ぐ 選 で 宏 く や 定 そ ヘーS ペ ツー ミホ トード トー 
へ を Ni トー へ し せ 衝 へ 和 S さ つる SnSGG 肌 内 の つじ 宗 
) 

芽 ミー ドー・ や ph Bhogali Bihu 

トト まさ 現し | 束 ロ だ SS で SG 史 妥 家 


芯 
よ キ ャ ー 躍 中 ( 


くく セー ヘ ・ 江 キキ へ 中 で Hanuman Jayanti 
還 県 ) で 環 で ロロ SS 





に EN2 こ い こり だ よさ 
いと そう うさ ジー 


出 時 に 2 お 本 に さこ いび 、 コ 


・ キ ーー Ratha Jatra ( 雪 縛 で 庫 ) 

トー ュー (ホー ミネ 玉 ) ぐー ヘ ハネ ホ ーー 所 門 牙 氷 
で 楽 で " 軸 叶 K 下 に 豆 せ に SS | KS 母 衝 の 回 
回 9 ヘー へ JRG く NNー ド ト ′ 拉 GK く と 
ハー ぐ 上 草 肌 各 巣 やじ" 1 キロ 疾 で さり 選 品 SO へ 
で ホキ ー く の SSx 骨 紅 し 記 る し た ン だ 畠 王 つの 
づつ で 此 な * 





生 や ャ ーー< Vithoba 北門 で 率 

ャ く ー ド トーリ ー ま S く AN ささ ロ Se トマ ーー ベ 
青 ぐ 具 ら ” り G 現 民 じ き トマ ーー くも で へ 9 で 
写 癌 や 皿 の で 記し 人 8” 志和 還 や" 十 | 束 せ モ ャ ーー く 
で 骨 や SR Se 


蘭 NNN ト リーー キ や ト Brahmotsava 
トー ヘ テ を 選 邊 ホ ーー へ で 中 で ミト で BSYe ホ ロー へ 
ポト ホー に 了 斑 良 で 内 記 ” 軒 時 玉 世 り ホリー ヘ AS へ 
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ヒン ドッ ゥ ー 教 の 主要 な 祭礼 


(で ) ぐ し Se や で AH (Se くせ さ ー 和 へ) 
S 衣 つや に SS で Sn 


朗 ツー トー ヽ ふ ふ ハ ー 形 詞 ぐ 内 

ペッ ツー ミト テト 玉 SG セ と NGSxe ッ ツー トー ヘ ペー 
赤 き 「 選 Go で 年] 固い や 2xo" り で 症 せ つつ 
や ざー 選 で 降下 所 征 で TS 表敬 へ や ト 年 で 
四 且 や 揚 和 つい ふか ト ぐ 古 尻 く ーー ミ や トト マー 区 | 宮 
Se も で り で り G 可 S。 恨 巡 や に で ヘ キ ーー で 
下 (同一 国 束 ) ロー や トド 年 コッ ツー トー ふ ハ ペー ド 年 S 室 
S 了 区 さ つじ 守り Sre* 





号 や に で ふ へ ふ ・ ロ ー ド ー 和 ハー Vaikuntha Ekadasi 
ヘッ ツー ミト を で 末 中 で さや いく ミロ GSreNN ネ ホー ゃ 
や トー ツー 表 妃 ( 束 ふ リュー 必 AS さ 表裏) S 素 " ス 
や A キ 応 ( 填 一 | 選 ) や で AKG 素 家 呈 選 SRSre" 





多 トー 躍 Pooram 
よ 必 心 玉 甘 凶 G ぐ ーー ホリ さも 加 千 田 束 ロ SRSee 具 * 
村 G く ペー シド 屋 < ぐ Sr 


守家 


きき ペー ミ S よ で 民 東 で ペー トー 

ペッ ー ミ ネト テト 玉 G ト ミト ー ホ て 中 Arumacara ( ト で ミ 
ミト ハネ ーー Tiruvannamalai) し ペー ミト ト で 下 
(1 一 征 1) 中 RS へ や ト ・ へ SG 上 天 "所 
で ヘレ せ トミ トー 中 そ 心 ぐ 由 導 ぐ つ で 人 や YA や ト ・ 
も いさ く T ナコ マル さい 


豆 へ 中 ・ ペ ポー・ ペ ーー Kansa-ka Mela 

ふさ ふく 壮 剛 で 現 き る で Se トー ド 選 ー ジ ペー ミ 
中 で 天下 (圭一 填 1 世 ) り SSeG 衣 で " ふさ へ す 本 
や KN 一 GS 思 無人 陣 田 玉生 史 筐 つる りき 記 | 

SS SA 一 一 求 羽 ・ ペ ーー Gangasagara Mela 

SAAK 恨 G 選 口 尿 ン GSQ 虹 信吾 一 ドミ 亜 や” 中 
時 トーS 下 (一 11) SS で Se 衣 * 





ーー キー ペー へ ハ 主 に ペー ミ 下 りり SkeN AS 中 
宗 牌 や ′ 章 時 ペー ミト 中 で R 束 ( 十 一 十 | 束 ) SRS 


*@N 必 トル 一 古 で 内 ご * 


還 ペー ゆー Mela 


EE に ささ の っ くま まで 
家 ペ ーー ツタ る 中 中 に So の で へ 電 恨 で 早 り 選 
宗 で の で つや SGSY@” 加 導 G 可 り 親 世 到 放 人 る で 
選 ン で べく 倒 痢 Dene* 

ご ふさ く ・ ペ ネー バー Kumbha Mela 

111 身 室 旧 | 申 ( | )/ く ミ テ トー ミト トキ へ 邊 選 
キーS( ト 必 ー く ー ミ ー テ )/ ホ トー へ へ 回 是 じ に SS 
ら で へ を 臣 K 宇 突 ") で で で 回 いで 現 せ 年 や に KN 人 
で 全 宮 加東 時 つ い 記 ヨ つね に 羽 G 朝 表 ト さ つ ふ 和 細 る 
ST き 委細 補 で り 旨 でる 簡 記 し S@ つ 四 の で Sn" 





間 時 ヤーS 世 (| 一世) ロト トキ ー し SRSro" 
り ぐ つ 和 副 S い 戻し 甘 定 や で 半 臣 の 吾 里 人 SO の 加 の で 記 


る xe* 


信 へ さ ふ ヘリ ーー で 上 ロ 超 ・ 臣 直下 で 定 衣 
T『* く ー く ー 心 ふ 』 ぐ 折 葉 ふさ ふ ふ リ ーー 心 ( ホ ユー で 
翌 周 齋 1 il ヤキ ロ ロ Se) し 口外 ・ 札 超過 SNS 


〔) K く ー ミ (Rー ド ハン で ト 全 朱 ) GJ ヘ テー ドー 幼 
に に ココ 
て ル 一 S 相 (1 一 昌 束 ) 


SN・ ま へ へー へ 中 で Makara Samkranti 
ャ ーS・ ま へ や トー へ 上 ホ で Magha Samkranti (ドー 
下 S 足 ロ S 室 楽 ) つの Sm 





全 ミー ミト 下 ( 束 ) 

や トキ や ・ く へ ホキ ッ ー Vasanta PancamiSe くせ 
ョ ュー く へ ホキ ッ ー Sripamcami 

へ や トト ーーーー Sivaratri (ハト ト 古 更衣 ) 





世 ホキ で ー 心 束 (一 回 世 ) 

モー ニー・ ト ホー キー Holi Pa ( 漁 ぐ 過失 天 王 突 ) 

mー 羽 ・ キ ーー Ghora Jatra ( 際 束 弄 問 GSSS 投 
すさ っ 

ー ド ト ・ よ や トッ ー Rama Navami (ーー ト 斗 誠 泉 ) 


旨 や ト で へ キー 札 ( 国 一 田 束 ) 
も や ト ・ や ト さ へ キ Nava Varsa SQ く ポ ロー へ ・ く 
で キー ふ Ek Baisakh ( 振 叶 貝 可 G 密 る ) 
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・ 文化 史 年 表 


イン ド 守 部 


改 ーー・ ル ホコ ヨー ヘ を キー テ ・ 和 エキ ーー Rato Machen- 
dranath Jatra (区 ロー ヘー トト ーー 帯 角 ぐ 三 言 守 "ドー 
ャ へ と で 朝 翌 昌 K ぐ 家中 ) 

KNAT・ ヘ ペー ゆー Balaju Mela ( り ぐ ぐ 畠 で 上 ロロ 
SSSre く NAT G 講 選 ) 





評 1 一 AH 中 ( 田 一 K 束 ) 
ふ や ャ トー ミ ・ ハ と へ で KumarSasthi ( り S 景 K 
品 り に で @ 対 基 ふ ャ トー さ ぐ 装 首 補 ) 


トー ふ キ ー 和 束 (セー や ) 

ホーS く へ ホキ ッ ー Nagapancami ( 望 ぐ 穴 ー) 

SA ふ ・ ペ ミト Ghanta Karna (キマ VS 諾 耳 や つく や 
せ で だ 捧 ) 


王 ステ 改 想 (スー 中 ) 

S マ で ・ 侵 エキ ーー 中 Gai Jatra ( 寺 央 ) 

ふさ ハト ・ 代 キキ へ 渋 で Krsna Jayanti (ニハ 
装 贈 此 ) 

トマ エー Teej (K 料 で 誤 選 ) 


に 3 


トー ふ AT 私 で へ 忠 (ドー 十 丈 ) 


) 
ココ 


さま こつ 0 人 


ヘー キー Indra Jatra( そ ヘ ハート 是 で 皿 固 衣 こ ) 
ふま で へ Dasain SG くせ と で 全 ー・ ト ー ハ キー Durga 
Pagja (と ドミ ペー 古家 評 ) 
に 4 


ドー ミミ 中 で 札 ( 二 一 土 | ) 

ホ で トー ニー Diwahi Se2 せ 人 マー ベー トト ュー・ 
トー キー Dipavali Pa ( 友 玩 で 朱 っ ) 

く ニ ネー トマ 中 ー・ ロ リー ドー ペー 本 aribodhini Ekadasi 
(も や で へ 古宮 穫 ぐ 定 家 ) 


王 せ ーS 束 ( 十 ] 一 十 11 束 ) 

へ リー へ トト ユー・ 和 キー 中 Gujesvari Jatra (へ 
や ト ぐ 古 尽 中 マー で 玄 ) 

ペー ペー・ コ くく ・ く へ ホキ ッ ー Sita Bibaha Pamcami 
(ペー ヘ ーー ル で 表 究 上 宮寺 ) 

中 キ ・ ト ー ミ トーDhanya Parnima (まぐ 秋 具 ) 


陸 で A+ 躍 (圭一 ] 下 ) 

ヤーーー・ ル ホリ サー ヘー トト ーー・K 直 へ Seto Machen- 
dranath Snan (n ホ リー ヘー ホーー 地 鹿 で 率 マ ) 

ャ ー さ ヤー さ ・ ト ー ぷ キー Bhimsem Pa (ロート ヤー 
ト ぐ 示 ) 





回 還 で へ を 人 能 瑞 弄 要 活 


S。 交 科 1 


内 羽 想 水 





征 MDOO 


= ふ ・ や リー ふ 』 司 桂 (111OO 一 1 OOO) 

T ト ホー トド +』 半 

時 察 Ga せく N キ ミン 守 

や = へ ふ 9 トーキー モト 所 S 正 | 

呈 ) 

ま 写 導く 難 ( 抽 印加 せ 加 ドー 
キマ 和己 医 中 『 く ー モ ーー (名 豆 加 一 






坊 奉 補選 ご (法寺 品 











モト ーー や ト で 部 守 ロ 


っ 


こじ 記 セ 


で で トマ ュ ヤ "へ や ト 革 毅 む いこ 本 
NKK ネー AS トー へ 1 寺下 呈 り で と ぱ 器 を 
や で ペッ ー ト ドー S さ N・ テ トト SA ト や 措 re 








で ANK セ 本 (HIOOO 一 11IOOO り ぐ ) 
トー テー キマ AN キー ト 下 選 唱 く 





トー ニキ マズ” や ANN 三 湯 連 り 選 皇 





ト ュ キキ ハー ロペ 玉 由 そい と 了 く 
よ キ ヘー ャ モー エ 由 窟 計 幸 ( 
で で トー ニキ 『 避 定 押 
よー ミー ゃ = トー 避 左 揚 (1OO り ) 
や N キ ドキ ネー 必 用 (1 中 一 1K) 

トペ ピー 中宮 
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イン ド 宗 教 ・ 文 化 史 年 表 








固 団 


ャ AA テ 


作 癌 束 杏 水 


ママ ふ を 1 


峡 wR 下 朱 











KO 
員 


山 吊 


100 


ドコ 3 


100 


山 


MOO 








まき に Am 一 き 連 ロ 率 話 で ヘー 電 層 届 記 時 末 


『 朱 博 雇 」 富村 
打 七 ネー ハヤ キキ 韻 過 裳 計 
タート セー へ キー 填 実 還 刀 入 キ ャ wi (11OO 一 1 OO の) 


* ト オモ ッ ーN「 き 胃 避 串 


き へ 本 ヘ テ を BK (の ー ヘ へ ) 田 き 補 る 朽 き 

ま 誤 | 尽 年 氏 薄 叶 

全 ホ トー (や トド で ロー へ 尿 赤 財 証 宗田 〇 一 国 O り ぐ ) 
「 く ミト ミシン ・ キ ポー ペー』 中 中 営 人 

く ふ へ ハ キ ー「 太 坦 秩 | 補 考 つや ト ・KRAN へ 
や トー ベーS や ト ふ ぐ 四 守 りや < し 眼 

き 虹 時 中 議 吾 案 *e 

ミート ー キ ト ( や リー トー へ や 不 容 守 雇 " 1 OO 一 | り ) 


ま 宣 提 凌 宮 語 営 枝 ” 閑 遇 さき 宮家 列 


『 く NAS トート マキ ・ ヘ キー 一 中] 


や ド や へ (1 キー キ 寺 時 主 宮 " 固 O 一 | 田 O り ぐ ) 
TS トド で ベリー ふ S・ ベ ーー 中 』 否 侍 ( 何 O 一 | 田 O り ) 


「 ッ ツー ャ ー ヘ ネー・ ペ ーー 中 谷村 (1 OO り ) 

ま 「 半 手中 」『 終 必中 】 守 N で 足 家 諾 正宮 圭 ( | 一 昌 拉 時 
りさ ) 

*RILNH HH き 宮 ロ 宰 

ま 「 写 環 商 宙 田 始 公 編 】 客人 

* ト へ TS トロ ー ヘ キ 『 さ 志和 可 ] 

まき に や トー トト トマ ー ド (| 林 O 一 (の) 

き ト た で へ 大 北 基 対 

* ォ ホー ミー ミ 1 相 ( 村 編 | 田 O 〇 一 上 田 O) 『 生 無 』『 寺 1 
記 幼 』「 窓 記 滞 

まい ー ト 心 く テ ( モ 奉 内” 11OO 一 OO) 

TK 抄 球 】 常 桂 ( 古 11OO 一 11OO) 

ま 王 宗 ポ 半球 時 (11O 〇 一軸 OO 〇 り ) 

「T く ー ミ ー 躍 AT トー ドー キキ 』 ( 古 !1OO 一 !IOO り で 
に (99 た さき. こう 

* ド マー ユー キ ( 誤 1 や O り べ ) 「 個 時 叶 末 級 』「K 藤 下 
疾 放 紀 」 

マー へ 1 や ト 必 ふつ (回 境 記 ) 『 キ ー ヘ キキ ・ ド ーー 











ト ハ mー で SH で ニ AS 四 詞 (1 1 ) 
ホ マ トシ ンーK” く ヘ ーー ニキ 出国 3vre 
トミ キネ ホー トミ キネ ホー ベ 出 審理 査 ( 
て さ ふ キ " へ 客 半 (111]K) 

く ペ ーー テキ 拘 到 トー ペー テニ ネ 評 選 ( | で で ので) て A 
テ 加 く 

ト ふ リキッド や ー キ 出 守 や 実 桂 つ レ へ 1 AS 出 窟 誠 
(1SOg ぐ ) 

FN て ホー く ヘ ーー ニキ 避 欄 で (1 や 田 軸 ) 
ツー ホーK 還 (1 や 1 一 1 1) 

トモ ロニ ーKHI 剛 拒 で ヘー 局 因 (1 ネー1 KID) 

ペ ト ハ テロ K 出 所 現 (1 国 還 一 111O り や) 


由 O) 
還 く り ) 








まで 類 " く ヘ ーー キャ 政 < く (1 較 〇 り ) 


下 拒 SG や ローKH SA 一 性 ロ 蘭 く ( 玉 〇 一 く 〇 の) 
ふせ へ S 田 用 党 ]" ペー ハ や ト 田 守 穫 り *@ (や 還 り ぐ ) 

や て SN 畔 県 翌 Wee (円 く Se 半田 や ) 
ト や ヤーK | 者 "ドー トミ 部 中 羽 民 思 謀 ( 財 ) 
(1Og) 

ふさ RS” 王 て ハー ロペ キ ー ふ や トー く 直 田 下 和 人 






りり 王 有 圭吾 や で @) 

で ハー・ く ミト で キ Hh ヘニー トト ューK ( ] ポー 印 国 ) 

や ふ ふ キ ー+ 壮 ぐふ ハ リー 心 玉 を トマ エギ ヤー ヘーー ト 揚 17 
で ハ テ ・ ド へ 一 中 民 悪く く ( | 判 形 守 半 ) 

トト 必 モ ポー ホー へ ふふふ キ へ 忠一 板 恒 ( 
で ロー ト ・ ド シト マギ ヤー で へ を ぐふ ハ キ ー 柏 吾 沖 村 " 
ペ キ 人 で 記 幸 Ye (や ごく ) 

土 欠 じ "ホー ホリー ベー へ 生 で キ 回 谷 ve( 
OO り 9 必 ) 












で AH 下田 担 選 10 一 1 財 〇 り ぐ ) 

や ツー ド トー 心 ・ ふ キー ふ 民 さ 中 田 「 へ キキ く 心 一 へ 愉 
理 (11OgQ) 

セト ー ふ へ SHS 理 因 (| 団 一 | 還 表 ) 


ト や で ASHS 電 誠 (1 田 ー1 の で) 

キキ ホー や トト ベー ミ で ぐー ミホ キ や で 田鶴 宙 桂 (中 判 
党 ) 

や ペ キ ー キ 由 鶴 人 Sueeee ( 
モト ーKi ホ トー トト H で 堤 訪 


OOg ゃ ) 
oo 一 






K り ) 


ミト ー ふ や ・ ふ = 財 圭 
同一 中 則 O り ) 
ホキ ー ペ ペー 中 HH で へ 1 や ト ー ゃ 田鶴 知 可 ( 吊 接 時 ) 
ト で 玉出 訟 ” 男 蝶 で へ と 現 軒 ( 刊 振 記 ) 

下 キ へ と 心 和 や ふ | 幸 宮 選 " へ トド ゃ 窒 束 Yete (1 1O) 


( ヘ キ ー ふ トト ー< 直 出 容 
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固 墨 ヾ ^ へ と を 胡 吉 也 要 朱 ャ ヘー テ ]1 難 A 選 要 氷 
ー』 キー トト ふ へ 由 笠 折 一 上 や まり @) 
セト ー ミ キー キト 「 ペ ー ト ・ ペ ーー 
ヘリー と 心 で コート ホキ 中 で ドー ド 

ト ま AS ( 華 相 1O 一 上 田 玉 O) 「 宗 表 胃 ] 9 
0 へ と か 生 和 1 才 や で へ 和英 り 吾 つ " mm- で く 必 や ・ | ホキ N と ホ N ト や 1 | 者 坦 一 還 1 国 り ⑤) 
く ーNS ト AN 本 も キトー 必 ・ ふ ふ キ ー 和 キ 天 ぐ 疫 回 (i 記 の 一 団 KO り ) 
ドー ニー ヘー キネ 更衣 - Ao 
OO | * や FKK ヘ テ で ( 所 要 " 田 〇 〇 一 還 ぐ 〇 ) 「 全 災 和 | 二 舞 ]「 闘 | トーNT ふ 田 暗 ( 還 | 田 一 回 田 周り ) 


MO 


KOO 





1 十 時 」『 率 表 細 ] 

TNI や ・ 一 中 』 舞 守 ( 団 OO 一 暫 田 〇 ) 

Tm 一 科 ・Kーー 躍 ] 辿 桂 ( 還 OO 一 還 田 〇 ) 

き 慌 盛 ぐ で ハン 唐 定 (O 還 一 還 11) 

ホー 心 A 入 一 天 革 

FYAHK 還 守っ Sre 

量 れ DA や ト ・ ニ へ やり で くい 6 看守 人 で で で Se ( 還 ] 玉 ) 
で キャー 加 竹 ( 田 寺 受 ) 

太守 ー ト ーー. や FN IN トー シテ ・ で モー へ 系 で 世 斉 幸 選 

や へ へ AN (N キ て 圭 較 本 閣 守 ” 還 一 練 志 呈 ) 

ト 息 AF ミー (や も で ペー へ 下 寺 圧 "回 田 〇 一 還 〇 
O) 「 く ヘー ミ ふ ・ ふ さ ト ま へ NN く 1 

やく や トミ さ ふ キ (ウー ドー ヘ キネ ー 款 守 " 国 国 O 一 電 OO) 
く ミ ー ニ スー ( 慌 羽 半 頻 ′ 田 震 更 補 菩 ) 

か ミミー ニ へ ( 江 手 " 還 や 〇 一 田 田 〇 ) 『 王 無 刀 ] 








や で ヘ キ ー で へ 『 さ ニー ホー ふ ふ キ キ 』 

まき 了 ト で ホー (回 選 〇 一 田 軸 〇 ) 「 肛 寺 愛 舞 に 

ま K ト で を 中 で ( 表 座 - 還 OO 一 財 国 〇 ) 『 壮 軒 l 十 時 お 
や マキ ー キ (m 一 玉 半 財田 O 〇 りゃ ) Tm 一 ・ ベ ーー 必 詩 】 
まく ペー トト や で ホリー で (美人 " 国 OO 一 還 や 〇 ) 

電 S「NNー ト 』 訟 vuSaere (時 OO り S) 

トド ト AF へ や 一 紙 1K・1 や ・1 環 ( 軍 OO り ) 

きま ペ 一心 く 計 心 ( 符 窒 K 団 同 り ) 

まき に K や に ベー や ト ( 貢 組 " 田 相 O り や) 

ま 和 ぐさ ミル ミー 心 ( 守 表 ” 還 吊 O 一 上 表 | ) 『 選 半 必 

ミー ふ 下 "トモ ーー で テト ミネ ヘー 閣 ( 記 ) 

ふ キ KINKS ト (財団 O り ) 『「 ッ ツー トー ネー ペーー 
下 凌 】 

で 下 了 ト て mー ふ RIN( キ ー キ 圭 睦 表 痢 避 半 ) キー キ 
トー ミト トマ 

まき ホキ ヘー キー さて ( 下 甘 KOO 一 表 四 O) FNN ま A 
ト ・ く Nー』 

まさ ヤー ミホ で ( 指 因 KOO 一 KK 区 〇 ) キー キリ 
らき 

ミー ト 「 く さ ふ キ よ ホキ ー へ 』『 人 一 く ュ ニー』 

まき 所 燥 で ホー へ 一 棚 包 尊 提 (KK 山田 一 加川) 
NAK で へ 『NA キ へ ルー 心 ホ キー へ 

K く と ドド トー ネ ミ トト ヘー」 

トキ へ ヘ 一 総 | ・1 1 箇所 近 (や 者 更 補 寺 ) 

『 ト ドー ト 」 宇 壮 (ゼー ご 寺 宮 ) 














SNNN や や へ 時 柏 訪 (印加 田 一 ド や) 
く ニ ヘリ ロート (や トー ドー ふ 下 田 鶴 ” 還 や 田 一 還 1O) 
く ペ ー ミ で ” 民 で ヘテロ ャ ーー 田 窟 吾 ( 印 ご 〇 ) 
で ヘー や ト さ AN" 接 S 丈 容 避 リキ (回 マー) 
で へ 翌 語 ロモ トー ペー ふ で 出 鶴 半 <Xre ( 還 所 豆 き オー 所 





畔 計り や) 
HNN ミ ロロ ーー か トート" 王 K で へ と 吉 展 (天守 ) 
NNN 過料 ( 周 1O) 


キー ミト ー 出 キ ふ き キー ミト へ 倒 芝 (トー ト ) や 境 e ( 田 
IO) 

下 中 ホー ふ へ 1 所 "人 SA 帳 欠 ロ ホキ ー さ キル 出 正 (ミー 
ー ツ ) 科 代 り キ (時 避 ) 

で ー ふ ツキ ー ト や ト さ ミト (二天 の 一 や K り Q) SNP" ト 
で 王宮 (や) 趣 震 

や く ヤ ー ト 昌 ( 電 KO り Q) S つ セー トマ エー 天宮 (な ト 
か コ ー) 詩 客 

や きく や で へ す 六 用 ( 則 や 還 一 KOO り Q) Su く ト 
心 や ト 窒 寄 可 





くさ ふ キ や トド さ 和 直 田 揚 玩 (KOK 一 思 や ) 
イー ハ と トト ト ミト KA (SNSF 出 下 " KOO 表 国 ]| 
りや ) 

や TA K や ト さ 本 " 近 ホ キ ー さ ヤキ 宮 各 人 S り (1 回) 
AA く や も むさ PA1 志 (KIIO 一 KKS) Sr 








トー ト で トマ キ ギ ー ネ 宮 察 へ 人 ト ふ 要 や 弄 拉 り さら ン (K 
や の ) 
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で A を 必 帯 弄 要 人 


マハ A と 1 軸 也 
回 











300 


00 








トー ミト ー ミ で ぐ く や ふ へ 中 で 還 春 ( 則 OOー く 田 〇 り ) 

(で で ャ ・ ト ー ミ トー ミト ー ふ や ヘー ミー マー キト ー ミ ” 
中 で さ ャ ーー ふ キ ャ ・ ト ー ミ トー ミホ さ ト ー さ トー ミ ” トシ 
H 必 や で ・ ト ー ミ トー ミ や へ 心 上 一 R 心 ・ ト ー ミ トー ミミ” 
て = トー ミト ー ミ "トーAN ミ ーーANNN で 等 中 さ ・ ト 
ー ミ トー ミ " 中 で ミミ ミー へ ・ ト ー ミ トー ミホ で さき DA 
で ・ ト ー ミ トー ミ ) 

ホー キネ ホー ミ G 現 査 " に トミ さ (KOO 一 KS1)" トミ 
キー ト ま へ く へ 私 さ (KO 加 一 KO)′ KA ペー ミト で 
(や 10 一 や 昌 田 の Q)) トー! トト ー ホ キミ ( 玉 K 
ー ド 1) 

ぶさ トーー 必 (ツー ドー ハネ ー 半 明 ” KO 〇 一 や OO) 

\ ペ キー へ 中 で ホー トト (回 ひ ー せ OO 〇 ) 『 秩 弄 憶 ] 

を 絡 放 で ハシ ロ 括 埋 (KK 一 国 ) 

まき ペ キ ー へ AN へ へ へ (KO 〇 一 や 還 〇 ) 『 旦 可 牙 」 
Sh ト へ へ 罰 舞 (や 者 記 避 韻 ) 

ふ キ へ RIN( や OO 一 や 田 O) 「 で SA キミ テ 』 FNNNT・ 
ーー 中 』 キー ホー』 乾 凌 放つ "に 11 1 上手 等 vs 
ドー ヘ ホ ー で で 羽 ー ま ホー ふ 形 掴 計 (や O 〇 り ) 

* く ー ミ = ト 心 < 更 革 了 恋 拓 選 

トミ ーRN( ッ ー ド セー ハ キー 款 睦 ふさ 財 ぐ 雇 や OO り ) 
トル ミ 「 ト トミ ヘ キ ふ 」 

まで や 心 ペ ー 必 (PO 〇 〇 一 や 還 〇 ) 『 彼 醒 桂 穴 旬 








ミーKRIN (や ロー 一 へ 直実 や 〇 ー<OO 〇 ) 
きく テト ドキ AN く や に ト (や KO り ) 
ロー 選 SR で て 愉 ー キ トー ふ 芝 角 装 (ご 者 計 ) 


『 ヘー 中 』 北 胃 営 議 ( く OO 時 補 ) 

中 で ミ さ ー 息 き 『 ト で ミト へ で <] (OO りゃ ) 
ペリ ウッ ー さ ぐふ へ や ト 寒 S り te ( 玉 判 守 祥 ) 

や ト KNNS(RA リ ター さ で へ や ト 想 ) TA や ト ・ ベ ーー 中 
人 秩 ( で 日 還 ) 

きく ニ く と 本 妥 天 招 療 幼 握 】( 呈 者 

ロー 避 禁 普 斉 ぐ 畠 除外 忠 過 堂 (者 補 ) 


ペー ドー ト ふ (で ヘッ ー ミ で へ や ト ) [AX ホ ト テ ニー さ 1 中 
ヾ 』 (OOJ ぐ ) 

で ーKIN(R ペ ロタ ー ミ へ や ト 頻 ) NNK で に や ネー 
キネ ・ ベ ーー (RIO) 

「 ミ ベー や ト ふ ・ 和 トート 』 愉 詩 (1O 者 形 ) 

トコ トト NN へ (ヘリ メー さ G へ や S ト 守 ) 『 く INKー ミ へ 
キー 中 」TNN ト で に や 江 中 i1 キ ー ト ・ ド さ ふ へ (KO り 


ぶ ) 











よ 心 AA く や に させ へ 1 憶 (K 田 一 や 1 


で も で キャ 要 で ぐさ く ヘ トー・ や A・ ド ー ふ 3 で 骸 毅 ANK 
足 選 党 親和 we (や 1 11) 

へ リー ニー トミ ふ ハ キ ( 賠 S へ AS 突 "や 1| 還 一 くり 心 ) 
キー く ペ ネー 下心 エ く 一 下村 宮代 呈 ( や 中 O 一 団 K り 
ぶ ) 
トー 必 や トミ ャ へ ・ 
や HOー ド 記 ) 








TAA く 1 (ベー ハト で キ 突 " 


や で や 中 トー で 中 マ | 遼 (キー ミキ キ 宮 ) く SN や ト 
登 ぐ 福 還 や ホー ハネ ホー ロ 共 く O り 必 ) 

ヤー スー 中田 窟 38 り や (や 田 O) 

へ トマ で さ S・ ホキ ー さ キキ 審 華 つ " トー 1ーNS 
ー ふ 鶴 民 りり キ ( 国 中 ) 

ミミ ャ ミー 心 (ミー 心 訟 や や O 〇 ー ド < ] 〇 ) 
ヤー で へ 利 振 (や ーー に 1 の) 

ホー ド ト ミ ー 躍 (< 1 の 一 則 O) ミ ーー 中 出 宮 で 和 玉 慰 玉 

ト ポ ーS や ト さ へ 所 (ホー ハロ ーー ふ 可 ” 1 回 一 
く 〇 }) 

や で ホキ キー キン よー 息 容 尋 臣 (< 団 セー や | りや) 

や ト SR・ や で キキ ー ホ で マキ | 境 ( 家 ホキ ー さ キル 窟 
還 ー モ 「 
さ リ ュー・ ト 必 さ コキ さく 愛 "(くく O) く FNS ト 宮 ・ ト m 
一 中 究 ・S へ S 容 で 王族 ベー へ トマ キ 宮 生 e 

トド トート で トマ キ 1 者 ( ト mー 容 ) く ト NE ト 宮 陳 や (に 











寺 (トー リー 心 ペ ー ふ 突 | 国 一 | やり) 


マーWI ト 一 込 キ (ホキ ー さ キル 用 6 る 3 ヘー ヘ キ ー* 
玉名 1 一 パ や ) 

トミ トペ キー へ ′ SKI 一 し NSK 一 相生 3 り セ (K 
) 

や ふ 邊 本則 者 (トー ヘリー 心 ペ ー ふ 槍 ) 翌 そ と 了 悪く ( モ 


NUDES) 











還 
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キー さ ト トー ホキ ー ユ キヤ ( さ ロ ーー も て へ や ト 完 G 呈 | ANN ロード さ (中 下す 王宮 1 回 〇 一 
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の キネ で で ト テ を ・ さ く N ト ES く ト マー 玩 如 ( 
の リー ド ・ 人 キャ ーーー「 請 層 寂 思 』 
トー ト ふ (| 還 K ミ ー | 還 田 六 ) ペー ふ 愛 呈 王 Se 

や ト SN く (1 還 や 中 一 | 田 M 1 ) 腔 華 1 旧 舞 『 ト KK スー 
リキ ゴイ や で ホキ ー ト さく 大 編 @ じ 葵 写 " や トミ か く 密 詳 
党 





四 1) 












よ す で Nil キ (| 国 罰 田 一 | 田 和 MI) で く や へ ト で 玩 硬 "ホキ 
で や ! キ 頻 記 宮 
表現 考 マッ ーN・ ミ ー で ( 1 国 ポ ー | 還 






ペー へ ふ 事 堪 出 写 w さ ・ ト や さ ペ 一 上 ( | 財 O ミ ー 財 氏 ) 

ー で ミ ペ ー・ 和 ホーK (| 国 中 一 1 1 胡 葉 ホー 
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穫 キ くく AN キー ミ て K 必 さ 幸 器 可 穫 キ く へ キー ミ 担 料 (1 KO 昌一 日 や ) 
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く て 一 K よ で へ AN 呈 定 く へ で ミ 帯 還 (| や 
p っ 応 故 寺 (1 や や | 
玉 1 ※ 中 一 ふ 敬吾 (1 や や 田 一 |) 
掴ま て ヘー ミ 芝 字 (| や <O 一 回) 
人 で 9 さ K= て へ SS さ 肛 次 (| や ポ ) 
私 ーー・AAN 

無 |※ 一 へ 褒 吾 











へ や さ 骨 軍 (1 で 中 ミー 





て へ ホ で へ へ” 買 足 S で ハシ 騰 半 (1 
ャ ロー ュー ぐ 宜 可 極 (| | 国 ) 














416 


417 





イン ド 宗 教 ・ 文 化 史 年 表 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


イン ド 宗 教 ・ 文 化 史 年 表 

















YA を 必 麗 取 要 記 


に 

















1 に 3 


IKWR 
IX 
KS1 

lk 
IX 


KR 


IKI 
IX 
に K 間 
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IXRR 


1aUK 


IRO 
IE 
1R 旧 
RIK 











よー ふ キ トー トキ へ と ヤー へ 認 Sxe (一 | 
へ HLK ペ 一 王 下 所 下 理 語 

「 ふ 3K・k ト ・ で Ai ト で ト 」 正 

中 で 改選 守 @ (一 | 11O) 

玉 さ へ 玉 基 ・ を て で 大 ・ ド と INK 表 半 守 

や で ヾ や リー ポー ト へ 和装 SO (一 1SO11) 

ドー トト ・ キ トー で 講 

トー ミキ ー・ ま ヤー 所 

ポー ハト マー 唱 Sne (一 | 球団 

ドー ロ や を 半 記 re (一 | 時田 O 

キー ト へ AN トー ニキ ・ キ トー 和光 

NN トミ キー ポポ マッ ネー ミロ ミー ネ 選 " 理 計 弄 $%… 再 本 
Ye 

K さ ペー ふと 必 ホーー・ 
理 衣 昌 

I ト TA" 等 下 沈 「 ト ホー ネ ニ ー」 人 や 中 
ト ュ ー さ ・ よ キ ヘ テ 層 xo (一 | 
や で ヾ ミリー ペー ト へ へ トー トド ヘ へ で 

ャ と NK や ネー 一 心 下 ・ 和 へ さゆ 捉 宮 (1 SOR トリ ー ホ 
て FN・ の SA AG を ) 

ヘ キ ー ト へ ふ ・ に AN ロ ・ や ロー かさ で ミ へ 震 対 震 寺 

ホー ミト ・ キ セー ハ 遂 党 

ミー 羽 Sxe (一 1 ポ K 還 ) 


区 回) 











く を ミー ささ ふ ロマ ヘー テス 紀 





ま 閑 好 隊 器 侍 

トー テキ ・ キ トー や さや 愛せ く ーー 突 東 
トト て テト さ 4HSre (一 | 球 田 

や で トリ ーー ト へ へ” へ STG 痢 英作 薄 杜 回 

や で や リロード ボート AN 中 リーmー ヘ ロト ョ ーー へ ふ 叶 者 
に 5 

愉 ー ド ふ ニ ふせ Am へ 詳 且 

や で や リー ドー ト へ AA 時 模 明 ※※- ま ANNAAKRB や 1 
ーー へ ふ ゃ 環 器 村 

の 4 で ヘー さ K ニ 東吾 提 客 

< く AN トー・ ル 一心 ふさ 】 宗 正 
テト ー・b く ー ネ ミ ー 有 付 

ふ ロ ー ミ "ヘーY さも 粘 困 nx 

ドー ロ p ヘ テ "「 ト ーー 避 珍 下 

で ハー 番 二 避 田 器 装 

国 中 4% 覆 叶 さ Kー さ へ S 理 1 忠吉 来 尻 

や トー ホー ト ふ ハー ロリ ヘー で ネ 赴 「 トー トロ 表 由 素 培 問 財 








ふ ー ふ 楠 吾 弟 党 

ペー ホエー ロ ve ま ト エマ キー 入選 く 講 量 王 つ Yere 
ミー へ マー"「 較 ぐま 装 」 

トド ュー マ ・ 中 キハ ヘー 「 難 末 』 

の 〇 さ Kー マ 環 虹 て キ K ふ へ 装 天 


の W て ヘー・ さ ベー 末 吾 「 坦 宮 替 呈 」 下さ で さや へ り 只 雷 








総 1 ト ト S へ 故 束 (1 応 川 球 一団 1 |) 
ふさ ー ふ 谷 間 ( | ご 置 還 一団 ) 
や ヤ モ マ で ぐ 区 語 ( | て 田 や ー 還 く ) 


さや る さ 坦 国 党 村 (1 還 ご ) 


国 風 基 中 ※( 1 ヤ ロ K) 
(マコ や ) 
環 中 表 ト ト S 和 へ 本 吾 (| マヤ ミー ご 〇 ) 


で キーK ベ HH" で へ と 下 相 称 拓 x 





境 で へ テ 画 中 人 檜 眼 可 ( 1 <) 
拘 | 回 で ハー 末 忠 響 話 書 ( | < 由 ) 





コテ で K ヘ ペー ハ ・ コ く ー ミ 
ネー や ヤ ) 


・ く AA キー トロ 訪 栓 (| < 


玉 長 性 (| ご ドド ー | OO) 

ドー へ へ 宮守 や me ( | ご 玉 ) 

て へ AS さ 重 表 宮村 (1 O 国 )) で ヘ と ぐ 忠 凌 時 晶 人 径 YY" 
国 臣 容 ネロ ミー・K ト トーホー ペー ロ 組 区 ( 1 RO 由 ) 


神 綴 や ささ へ な ホー ニー ロ 懇 e (1 ] 1) 
細 | 玉 壮 系 素 愛 つつ Weee ( 1 名) 











本 で 改 N で ヘー 名 下 寺 吾 営 (11) 
鍛 四 数 ト ト や へ 配 吾 (1) 
ロー 中 ミー 静 (1 玉 1 球 ) 


ドー へ ホ エー” くさ ふさ 史 揚 (| 1) 

ト さ ニート トト ー 吾 苦 振 寺 (11) 

主 中 美 内 トー ふ 遇 量 求 下 (1O 
人 K 詩 尋 器 量 (| リ 」 

で へ キテ 揚 更 水 (1 重則) 

3 に と そく 

回 蜂 キー ベ ぐ 春 弄 や 表 問 (| で 還 11 
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(34) 委 引 

ラク シ Laksmi 11,167. 171. 240.256、| リン が ・ プ ラー ナ LiNgarpur 和 ha 289 
336、351 リン ガ ・ ラ ー ジ ャ ー 寺 院 Ligafaja 282 
ラク シ パテ ィ Laksmipati 84 閑 和 礼 拓 171 

ラク タ ヴ ィ ー ジ ャ Raktavija 338 る 

ラク タダ ン テ ィ カ ー Raktadantika 240 


ラク タバ Raktapa 336 

ラク タバ クシ ャ Raktapaksa 119 
ラク タビ ー ジ ャ Raktabija 115, 116 
ラサ ー ヤ ナ Rasayana 119 
維 章 335 

ジ Raji 338 

ャ ス Rajas 235 

ラジ ャ タデ ィ ュ ティ Rajatadyuti 
ラ タ ヴ ツィー ティ Rathaviti 183 
ラ タ ・ ジ ャ ー ト ラ Ratha Jatra 295 
ラテ ィ Rati 1 112, 183, 268, 339 
ラテ ィ デ ー ヴ ツィ ー Ratidevi 162 

ラ ト ナ サー ヌメ Ratnasanu 320 
ラフ ー が ナ Rahagapa 149 

み Ramyaka 220 








258 





ラミ ヤ カ 国 178 
ラム ペー Rambha 17、31、97、346 
ラン カー Lanka 67、168。257, 334.343.347 


ラン カー・ ダ ー ヒ ン Lankardahin 258 
ラン ティ デー ツァ Rantideva 347 


り 


リク シャ RkWa 139 

リク シャ ラー ジャ Rksarja 132 

リ シ ri 170.347 

リ シ ケ ーシュ Rikes 124。347 

リ シ ャ パ RSabha 214。347 

リ シ ュ ヤ シュ リン が Resyasringa 182,201.312, 
348 

リタ ヴァ ー ク Havak 356 

リ チ ー カ Rika 10.98,153, 176, 349 
リッ チャ ウィ Licchavi 55 
リト ッ ド ヴ ツァ ジャ Rudhvaja 353 
リト ッ パ ルナ Ruparna 71。350 

リバ ヴァ Rbhava 349 

リプ Ripu 323 

リプ Rbhu 138、349 

リプ クシ ャ ン bhuksan 349 

侍 山 338 

リン が Limga 147, 161。 171, 198, 318。 346、 
350 


421 








ルー パー スト ラ Rapastra 112 

ルク マシ ュ ク ラ Rukmasukra 77 

ルク マラ タ Rukmaratha 239 

ルク ミー Rukmi 162 

ルク Rukminl 76, 106, 142, 166, 186, 
263 286, 337, 351 

ルク ミン Rukmin 352 

ル チ Ruci 6, 314。 322,352 

ルド ラ Rudra 10,31。45、47. 77、91. 159. 
196, 218, 254。291。 314, 352. 353 

ルド ラー クシ ャ Rudraksa 354 

ルド ラー ニー Rudrami 164、353, 355 

ルド ラサ ー ヴ ァ ル ナ Rudrasavarna 306 

ルド ラプ ラ ヤ ー が か Rudraprayaga 295 

ル マ ヌ ヴァ ッ ト Rumanvat 60 

ルル Ruru 251. 320 


れ 


レー ヴァ ー Reva 111。339。355 

レー ヴァ タ Revata 55,159,334。 355 
レー ヴァ ティ ー Revati 175. 242, 334。355 
レー ヴァ ンタ Revanta 193.356 

レー メカ ー Remuka 60, 83, 176, 356 
間 華 271 








ろ 


ロー カー ヤ タ Lokayata 175.210 
ロー カチ ャ クシ ュ ス Lokacakwus 194 
ロー カ パ ー ラ Lokapala 73.135, 357 
セー カバ ンド ゥ Lokabandhu 194 
ロー カマ ー タ ー Lokamata 338 

ロー ケー シャ Lokesa 293 

ロー ダシ ー Rodasi 357 

ロー バーム ド ラー Lopamudra 5, 357 
ロー ヒ タ Rohita 58、315, 357 

ロー ヒー ニー Rohimi 141,241, 261, 319、341. 
354,。 358 

ロー マ バ ー ダ Lomapada 182.348 
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素 選 油 藻 汰 二 マ 


- 圭 洒 涯 寺 . 等 際 の か なー ミー さ 
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Na 


ト さ | ) 臣 要 さき 


良 軸 ご | ) 刀 呆 当 - . 下 一 さえ ・ 
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) 昌 冠 回 者 洲 ーー 
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(O 妹 さ | ) 対 玉 引 華 


(と 大き 
ご 1) 党 杏 や vw キ 


款 1 


素 選 油 款 


人 I 軸 |) 吾 仁 き 泡 き 記さ ヘ ・ 半 
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( 上田!) 褒 沙 計 湯 装 評 き 次 当 層 証 


(中 | 























(32) 素 


引 


素 


引 (3) 








ミ テ ィ ラ ー Mithila 85.195.248. 317 
トラ Mitra 20、22.35.43、47。 56、57. 
人 191、305、317 

トラ ・ ヴ ァ ル ナ Mitra-Varuma 4、57 
砂 音 天 157 

上 策 208 

ジ カ Mimika 318 

シカ ー Mim)ika 318 

Minnath 149 










メー カ Maka 318 

Mala 241 

ムー ラリ ン が Malalimga 319 
ムカ Mukha 354 

ムカ リン グ NMukhalinga 318、351 
ムク タケ テー シー Mnuktakei 226 
ムク ティ ナー ト Muktinath 1 
ムク テー シュ ヴァ ラ 寺 院 Muktevara 282 
ムタ シダ Mukunda 84 

ムク シダー Mukund 318 

ム サ リ ー Muali 261.262 
ムシ ュ チ ィ カ Mustika 318 
ムチ ュ ク シダ Mucukunda 319 
ム ド か ガラ Mudgala 319 

ー Mudra 171、301 
Muni 20.170 

ム ニ ス ウラ ター Munisuvrata 214 
ラ Muhira 112 

Mura 135.319 

ムラ ー リ Murari 84 

ムリ ガー ンカ Mrganka 198 

ムリ ガシラ ス Mrgasiras 159。241、319 
ムリ タカ ンダ Mrkawda 314 

ムリ ダー ニー Mrdani 164 

ムリ ティ ュ Mrtyu 319.326 
ムル Muru 319 

ムル ガン Murugan 186、190 
ムレ ッ チ ー Miecchi 319 

ムレ ッ チ ャ NMleccha 319 

ムン ダグ Munda 183. 210.320 
ムン タダ マー ラー Mumdamala 160 


め 


メー が ヴァ ー ハ ナ Meghavhana 52 
メー タナ ー タ Meghanada 52 
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メー カラ Mekala 320 

メー カラ カニ ャ ー Mekalakanya 320 
メー ダー ティ ティ Medhatithi 40、78.320 
メー ディ ニー Medini 102 

メー ナー Mena 29.95.320 

メー ナカ ー Menaka 31. 79320 

メー ナカ ー ト マジ ャ ー Menakatmaja 164 
メー ル Meru 178、320. 347 

メガ ステ ネー ス Megasthenes 255 


も 


モー クシ ャ ダル マ Moksadharma 311 
モー タキ ー Modaki 106 
モー ヒ ニ ー Mohint 266 


ゃ 


ジャ Yaja 237。322 
ュ ニ ャ ヴァ ルキ ヤ yajNavalkya 49.93. 
175、300, 322 
ュ ニ ャ セー=ー YajNasen 227 
ヤー スカ Yaska 322 
ヤー タ ヴ ァ Yadava 10,61、95. 139. 146. 
211、220. 256。322, 323、326 
ヤー タダ ヴィ ー プ トラ Yadaviputra 393 
ヤー トゥ Yatu 323 
ヤー トゥ カル ナ Yatukarna 118 
ヤー トッ ダー ナ Yatudhana 323 
ヤー トゥ ター ニー Yatudhani 24 
ャ ヴァ クリ ー Yavakri 321 
ャ ウ ァ クリ ー タ Yavakrlta 260.321 
ャ ヴァ ナ Yavana 114。321 
ャ ヴァ ナ ・ ロ ー カ Yavanarloka 114 
ヤ ウ デ ィ シ ュ テ チ ィ リ Yaudhisthiri 285 
キク シー Yaksi 135.183, 321 
- Yaksimi 321 
キク シャ Yaksa 192.321 
ヤク シャ ラー ジャ Yaksaraja 136 
ヤジ ュ ニ ャ Yajaa 6、322 
ャ セー ナ Yajmasena 236,237、322 
ャ セー ナー スタ YajNasenasuta 232 
ャ バー フ Yajmabahu 77 
ヤジ ュ ネ ー シ ャ Yajmesa 84 
ヤジ ュ ル ・ ヴ ェ ー タ Yajurveda 55 
ヤシ ョ ー ヴ ァ テ ィ ー Yaeovati 39.164 
ャ ショ ー ヴ ァ チ ィ ー 曰 Yasovati 179 
ヤシ ョ ー ヴ ァ ル マン yasovarman 108 














キシ ョ ー ダ ー Yasoda 141.204.247.261.263, 
322 

ャ ドッ ーYadu 27. 211、217、220、323. 326 

ヤ ド ッ ・ ヴ ァ ン シャ Yaduvam5a 323 

キヤ ドッ ー タ マ Yadattama 154 

エマ Yama 55.75、77。78. 114。 148。 157. 
158、193、218、243, 324、325 

ヤマ ダル マ Yamadharma 326 

夜 魔 天 326 

ヤマ プ ト ラ Yamaputra 155 

ヤマ プリ ー Yamapuri 325 

ヤミ ー Yami 55.75 77. 157, 158、 193, 218。 
324、325、326 

ヤム ナー Yamuna 122,326 

ヤム ナー ビッ ド Yamunabhid 261 

キヤ ヤー ティ Yayati 27,92、209。211。 216。 
322. 323. 326 

キャー ティ ・ チ ャ リト ラ Yayaticaritra 327 


ゆ 


ユ ヴ ァ ナー シュ ヴァ Yuvan8Sva 131.316.327 

ュ ガ Yuga 290.327 

ユタ ダー ジ ッ ト Yudhajit 393 

ユタ ー マ ニ ュ Yudhamanyu 328 

ユア ィ シ ュ テ ィ ラ Yudhisthira 10、36,67 
86. 129, 145146, 182, 206, 229、232, 234. 
239。271。 273、309、328 

ユ ュ ター ナ Yuyudhana 153 

ュ ュ ッ Yuyutsu 26,333 





よ 
ョ ヨー か が ニ ドラ ー Yoganidra 333 
ョ ヨー ギニー Yogini 333 


ヨー ゲー シュ ヴァ ラ Yogesvara 165 
ョ ー ナ Yona 321 
ョ ー ニ = Yoni 333 





ら 


ラー ヴァ ナ Ravana 26.52,53.83、84。 87. 
113、114, 168、 185、 201, 219 248, 314、 334. 
336, 341.342。346 

ラー カー Raka 170,335 

ラー カー Raga 42 

ー タ ヴァ Raghava 335 

ラー ガラ ター Ragalata 339 

ラー クシ ェ ー シ ュ ヴ テラ RakseSvara 108 








ラー クシ ャ サ Raksasa 5. 48. 56,62.335 
ー ク シャ サー ディ ンチ ィ Raksasadhipati 108 
ラー クシ ャ サザ プン ガ ヴ ァ Raksasapumgava 108 
ラー クシ ャ シー Raksasi 180,335 

ラー クシ ャ セー ンド ラ Raksasendra 136 

ー ジ ギル Rajgir 398 

ジャ ー・ ダ が ー ト RaHa ghaf 69 

ジャ グリ ハ Rajagrha 338 

ジャ スー ヤ Rajasya 197.338 

ャ スー ヤ 無 190 

ジャ ラー ジャ Rajar)a 136 

ー ジ ャ ル シ Rajarwi 339、347 

ラー ター Radha 18,23. 121、142、 263。 339 
ー タ ダー メタ Radhasuta 122 

ラー テー ャ Radheya 122 

ラー トリ ー Ratri 92.339 

ラー トリ チ ャ ラ Ratricara 336 

ー フ 240. 340 

ラー マ Rama 5.9.10, 20. 29.83. 89. 101、 
103。 110、136 167。185.202. 3M。340 
ラー マー シュ ヴァ メー ダ Ramaevamedha 346 
ラー マー メジ ャ Ramanuja 288 

ラー マー ヤナ Ramayana 342 

ラー マー ヤナ ・ カ ー カ ー ウ ィ ン Ramayan 
を kakawin 345 

ラー マ ・ ヴ ツァ ッ トゥ Ramavatthu 345 

ラー マキ エン Ramakien 345 

ラー マネー トゥ Ramasetu 342 

ラー マチ ャ ンド ラ Ramacandra 199。340 
ラー ム = チ ャ リト = マーナ ス Ramrcaritmanas 
345 

ラー メー シャ Ramesa 350 

ラー メー シュ ヴァ ラム Ramesvaram 346.350 
ラー ン ガ リン Langalin 261、262 

ライ ヴァ タ Raivata 306、334.356 

ライ ビ ヤ Raibhya 321、334 

ラウ ヴァ Lava 136, 169、334。345 聞 

ラウ チャ Raucya 306 

ラウ ドラ Raudra 335 

ラウ ドラ ーシュ ヴァ Raudrasva 143 

ラウ リヤ ー・ ナ ンダ タ ガルフ LauriyarNandagarh 
194 

ラグ Raghu 10、34。 214、335 

ラク シャ ナー Laksan 176 

ラク シュ マナ Laksmana 9.20,29.30.53 
9 101、185, 202,336、342 
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(30) 索 


引 


索 


引 (31) 





マー ヤー ツァ ティー Mayavati 263.339 

半 ー ザ - ヴィ ー Mayadevi 313 

マー ヤー デー ヴィ ー ぎ 院 Mayadevi 269 

マー ラ Mara 112 

マー リー シャ ー Marisa 323 

マー リー チャ Marica 314 

マー リ シ ャ ー Marisa 61、314 

Malin 314 

マー リヤ ヴァ ー ン Malyavan 56 

マー リヤ シ マイ Mariyammai 170 

マー ル か シー ル シ ャ Margasirsa 192 

マー ルカ ン デ ー ヤ Markandeya 30.165,314 

マー ルカ ン デ ー ヤ ・ プ ラー ナ Markandeyarpura 
ma 288 

マー ルター トマ ジャ Marutatmaja 281 
マー ル タ ン ダ Martanda 194 

マー ル テ ィ Marui 258.281 

マー ルト Marut 67 

マー ン ・ ア ヤン ・ ダ ー ス ヤ テ ィ Mam ayan 
dhawyati 316 

サ Mamsa 171. 301 

マー シダー トリ Mandhatr 34131151 297, 
316 

マー ンダ ヴィ ー Mandavi 137。315 

ンタ ウ ャ Mandawya 24 

ダ カ ル = Mandakarni 315 

マー ンド ゥ ケー ヤ Mawdukeya 317 

マイ トッ ナ Maithuna 171。301 

マイ トラ ー ヴ ツァ ル ナ Maitravaruma 60 

マイ トラ ー ヴ ァ ル = MA 1 

マイ トラ ー ク シャ ジョ ー テ ィ カ Maitraks 
gyotika 299 

マイ トレ ー イ ー Maitreyi 29、300 

マイ トレ ー ヤ Maitreya 300 

マイ ナー カ Mainaka 300.320 

マウ ネー ヤ Mauneya 190、300 

マウ リヤ Maurya 300 

マカ Makha 301 

マ が ー Magha 241 

マカ ー ラ ー Makara 301 

マカウ ヴァーン Maghavan 52 

マガ Magadha 180.181。338 

マダ ダー ディ バ Magadhadhipa 181 

マタ ハン Makhahan 301 

摩 珠 沙 研 271 

摩 虹 華 271 
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マカ ラ Makara 301 

マダ Mada 209,301 

マダ ター ム バ ラ madambara 3 

マク ヴ ァ ー Madhava 301 

マダ ヤン ティ ー Madayanti 302 

マタ ン ガ Matanga 302 

マツ エー ンド ラナ ー ト Matsyendranath 149 
マツ ャ Matsya 81, 88, 152。 171、301、302 
マツ ヤ ガ ンチ ィ ー Matsyagandhi 152 

マツ ヤバ ティ Matsyapati 89 
マツ ヤ ・ プ ラー ナ Matsyarpurana 289 

マツ ヤラ ー ジ ャ Matsyaraja 89 

マツ ヤラ ー ト Matsyarat 89 

マッ リ Mali 214 

マッ リカ ー ル ジュ ナ Mallikarjuna 302. 350 
マディ ヤ Madya 171. 301 

マ ド ッ Madhu 301。302, 323 

マ ド ッ カ Madhuka 291 

マ ド ッ カシ ャ ー Madhukasa 303 

マ ド ッ ゥ スー ダナ Madhusndana 84,101、303 
マ ド ッ チャ ンダ ス Madhucandas 303 

マ ド ッ ゥ ディ ー バ Madhudipa 112 
マト ゥ ラー Mathura 194.303 

マ ド ッ ラー Madhura 53 

マイ ドラ Madra 273.303 

マドラー ディ パチ ィ Madr&dhipati 182 

マ ド ラ ジ ャ ナー ア ィ バ Madrajanadhipa 182 
マ ド ラ ラ ー ト MadrarAt 182 

マナ サー Manasa 241。 303 

マナ サー テー ヴィ ー Manasmdevi 19、303 
マナ サー・ デ チー ヴ ィ ー 寺 院 Manasadevi 269 
マナ サロ ワラ 湖 102 

マニ Mami 304 

マニ カル ニカ ー Manikarnika 304 

マニ タル ニカ ー・ が ダート Manikarnika gat 69 
マニ クリー ヴ ァ Manigriva 304 
マニ ド ヴ ィ ー バ Manidvipa 166,304 

マニ バド ラ Maibhadra 304 

マニ ビー ッ テ ィ Manibhitti 166 

マニ プシ ュ バ カ Manipuspaka 304 

マニ プラ Manipura 37.208.258.304 
マニ プル Manipur 304 

マニ マン ダバ Manimandapa 166.305 
マニ ュ Manyu 305.353 

マヌ manu 23.34、45, 54、6477. 81。 150、 
153、157、158、174。193, 305, 325, 353 








マヌ ヴァ ンタ ラ Manvantara 306 

マヌ ・ ス ヴァ ヤム プ ウ ヴァ ManurSvayambhuva 
70 

マメ と 大 洪水 の 物語 305 

マヌ メ ・ ラ ウチ ヤ Manu Raucya 314 

イマ ノー ヴァ チ ィ ー Manovati 32 

マ ノ ー ジ ャ ヴァ ー Manojava 115 
マハ ー ヴ ァ ス トッ Mahavastu 312. 349 
マハ ー ヴ ィ ー ラ Mahavira 55,77 
マハ ー ヴ ィ デ ィ ヤ ー Mahavidya 157 
マハ ー タ カーラ Mahakala 306,350 

ー タ カー リー Mahakah 306 

マハ ー カ ー レ ーシュ ヴァ ラ Mahakalesyara 350 
マハ ー カ ル バ パーMahakalpa 305、312 
マハ ー グ ラ ハ Mahagraha 340 

シッ ダ Mahasiddha 170 

シャ クチ ティ Mahaakti 172 
マハ ー セ ー ナ Mahasena 120,186, 306 
マハ ー タ バス Mahatapas 161。306 
マハ ー タ ラ Mahatala 253 

テー ヴァ Mahadewa 91,160.271.306, 











マハ 
364 

イマ ハー チー ヴィ ー Mahadevi 95.218、306 
マハ ー ナ ー が か Mahanaga 241 
マハ ー バ パー ラ タ Mahabharata 55,140,262. 
307 

マハ ー パ ド マ Mahapadma 194,307 

マハ ー バ ドラ Mahabhadra 304 
マハ ー バ ヤ Mahabhaya 323 

マハ ー バ リ Mahabali 9, 21, 26, 262 

イマ ハー ビシ ェ ー カ Mahabhiseka 274 
マハ ー プ ラー ナ Mahapurama 290 
マハ ー プ ララ ャ Mahapralaya 305、312 
イマ ハー マー ヤー Mahamaya 313 
マハ ー ュ ガ Mahayuga 327 

マハ ー ヨ ー ギ ン Mahayogin 165、312 
マハ ー シ Mahan 251,353 

マハ ター Mahata 92 

マハ リ シ ・ マ ヘー シュ ・ ヨ ー ギ ー Maharsi Mahesa 
Yogi 347 

マハ ル Mahar 178 

マヒ ー Mahi 45 

マヒ ー ス タ Mahisuta 315 

マヒ ー ナ サ Mahinasa 353 

マヒ シャ Mahisa 210,226, 312 

マヒ シャ ー ス ラ Mahisasura 312 








マヒ シャ ー ス ラマ ルディ ニー Mahisasurama 
rdini 226,312 

マヒ シャ グ ナ Mahisaghna 165 

マヒ シャ マル ディ ニー Mahisamardini 226, 
313 

マヒ マン Mahiman 252 

マ ヘ ーシュ ヴィラ Mahesvara 165,290,313 
マ ヘ ーシュ ヴァ リー Mahesvari 155,313 
マ ヘ ー ン ドラ Mahendra 52, 139, 313 
マ ホ ー ダ ヤ Mahodaya 33,164. 313 
マ ホ ー タ ヤ 城 Mahodaya 179 

マ ホ ー ダ ヤ プ ラ Mahodayapura 60 

イマ ホー ラ が Mahoraga 313 

ママ ター Mamata 260、313 

マヤ Maya 53. 313 

マヤ ー ヴ ツァ ティ ー Mayavati 286,313 

マ ュ ラ ャ Mayuraja 136 

マラ アデ ィ ア ・ ラ ワナ Maradia Lawana 346 
マラ ャ Malaya 139 

マリ ー チ Marici 20,23, 41, 43, 47, 284。 
290, 291、314。347, 360 

マリ ー チ ャ Marlca 205 

マリ ナム ヵ Malinamukha 336 

マル ッ タ Marutta 314 

マル ト Marut 352 

マル ト ヴ ァ ー ン Marutvan 52 

マル ト 神 誠 Marutah 4 10, 268. 314 
マル ト プ ト ラ Marutputra 258 

マン カラ Mankara 162 

マン ダラ Mangala 315 

呈 沙 上 271 

マン ダ Manda 175 

マン ダー キ ニ ー Mandakini 125.316 
マン ダー ラ Mandara 271 

マン ダバ ー ラ Mandapala 127,182.316 
マン ダラ Mandara 61 








マン タラ ー Manthara 316 テ 
重 陀 開 華 265、271 
マン ダラ 山 82 


マン ドゥ ー カ Mandaka 317 
マン ドー ダリ ー Mandodari 53,313, 317. 335 


み 


ナー クシ ー Minaksi 318 
ミス ラ Mithra 317 
窒 Madhu 302 
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(28) 索 


引 





プ ナ ル ヴ ァ ス Punarvasu 241 

舞 語 の 王 243 

プラ ー チ ー ナ ・ チ ィ ー ル タ Pracina Tirtha 65 
プラ ー ナ Purana 252.287 

プラ ー プ ティ Prapti 180 

プラ ー フ マ Brahma 245 

プラ ー フ マナ Brahmana 71、298 
プラ ー フ マニ ー Brahmant 157 

ー Brahmi 157 

プラ ヴァ ー Prava 20.105 

プラ ヴァ ー バ ハナ ジャイ ヴァリ Pravahana Jaibali 
93 

プラ クシ ャ Plaksa 130.219 

プラ クシ ャ ドウ ヴィー パ Plaksadvipa 320 
プラ クシ ャ ド ヴ ィ ー パ 洲 178 

プラ ジャ ー パ ティ Prajapati 31,41.105.219. 
278。 281、284、293。296 

プラ ジャ ー パ ティ カル ダマ Prajapati Kardama 
40 

プラ ジャ ー パ チ ティ ・ プ ラス チ ティ ヤ Prajapati 
Pulastya 84 

プラ ジュ ニャ ー チ ャ クシ ュ ス PrajNacaksus 234 
プラ メー ティ Prasati 185.200.284 

プラ スティ ヤ Pulastya 23. 41, 43. 45. 284. 
291。 394、335。 347 

プラ ネー ナ Prasena 285 

プラ セー ナジ ッ ト Prasenajit 148 

プラ タル ダナ Pratardana 211、285 

プラ チェ ー タ ス Pracetas 41。71 284 

プラ ティ ー バ Pratipa 125、182、274。285 
プラ ティ ウィン ディ ヤ Prativindhya 227.285 
プラ ティ シュ ター ナ Pratisthana 285 

プラ ティ ジュ ニャ ー ヤ ウガンダ ラー ヤナ 
Pratijaayaugandharayana 92 

プラ ティ マー ル が か カ Pratimargaka 151 
プラ ティ ュー シャ Pratysa 60 

プラ ディ ュ ム ナ Pradyumna 26,30.60.96, 
177。 263, 286、313。323 

プラ ハバ Pulaha 23. 41,43. 119, 284、290. 
291。 347 

プラ バー Prabha 34 

プラ バー ヴァ ティ ー Prabhavati 60.263.290 
プラ バー カラ Prabhakara 194 

プラ バー サ Prabhasa 60,77 

プラ バン ジャ ナ Prabhamjana 162 

プラ ブ Prabhu 252 
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プラ フィ マー Brahma 4,8, 10, 39, 70、126, 
185、246、284、290, 334 

プラ フ マ ー ス トラ Brahmastra 293 
ブラフマー ニー Brahmani 155.240 
プラ フ マ ー プ ラ Brahmapura 294 

プラ フ マ ー ン タダ Brahmanda 294 

プラ ファ マー ン ダ ・ プ ラー ナ Brahmandarpurana 
290 

プラ フ マ ヴ ウ ヴァー ティ ニ Brahmavadini 300 
プラ フ マ ヴ ァ イ ヴ ァ ル タ ・ プ ラー ナ 
Brahmavaivartarpurana 289 

プラ フ マ カ イヴ ァ ル タ ・ プ ラー ナ 
Brahmakaivartarpurana 289 

プラ フ マ サ ー ヴ ァ ル ナ Brahmasavarna 306 
プラ フ マ サ ラ Brahmawara 293 

プラ フ マ ャ シレ ラー メス トラ Brahmasirastra 13 
プラ フ マ ダ ッ タ Brahmadatta 293.348 
プラ フ マ ナ スパ ティ Brahmanaspati 108.293 
プラ フ マ ニ ヤ Brahmamya 186 

プラ ファ ・ プ ラー ナ Brahmarpuraa 287 
プラ フマル シ Brahmarsi 59、347 
プラ フ マ レ ー カ Brahmarekha 294 

プラ フッ マシ Brahman 290 

プラ フラ ー タ Prahiada 44。247。248、 281。 
294 

プラ マ ド ヴ ツァ ラー Pramadvara 320 

プラ ムロ ー チ ャ ー Pramloc 132.314 
プラ ヤー が Prayaga 230.260.294 

プラ ヤー か ・ ガ ー ト Prayaga ghat 69 
プラ ラム バ Pralamba 295 

プラ ンジ ャ ヤ Puramjaya 295 

プラ ンダ ラ Purandara 52 

プラ ン デ ィ Purandhi 295 
プラ ン ロ ー チ ャ ー Pramloca 295 

プリ ー Puri 295 

プリ ー テ ィ Pr 399 

ブリ ク Bhrgu 3 9 57, 72. 162, 208. 245, 
284、291、296、347 

プリ シャ タ Prsata 236 

プリ シャ ター トマ ジャ Prsatatmaja 237 
プリ シャ ドラ Prwadra 296 

プリ シュ Premi 323 

プリ シュ Prwi 314 

プリ ター Prha 55.96.120。 145. 272. 296 
プリ ティ ー PFrthi 296 

フリ ティー カ Hrdika 323 


























引 (29) 





プリ ティ ヴィ ー Prhivi 212 

フリ ティカ Hrdika 173 

プリ トッ Prthu 3. 26. 213. 262、296 
プリ トッ ゥ ラー クシ ャ サ Pthulgksasa 209 
プリ ハス パテ ィ Brhaspati 42.106,197. 204, 
260, 296, 349 

プリ ハス パテ ィ ・ ス ムリ ティ Brhaspx 
297 

プリ ハト キー ル テ ィ Brhatkirti 42 
プリ ハト クシ ャ トラ Brhatksatra 293 

プリ ハト ジョ ー テ ィ Brhatjyoti 42 
プリ ハ ド バ ー サ Brhadbhasa 42 

プリ ハト バラ Brhatbala 30 

プリ ハ ド プ ラフ ャ ー Brhadbrahma 42 
プリ ハ ド マ ナス Brhadmanas 42 
プリ ハ ド マ ント ラ Brhadmantra 42 

プリ ハ ド ラ タ Brhadratha 180,300 

プリ ハシ ナー ラチ ィ ー ヤ ・ プ ラー ナ Brhan 
naradiyarDurana 288 

プリ ハシ ナラー Brhannala 37.89 
プリ ヤ ヴ ラ タ Priyavrata 40、77. 297. 320 
プリ ヤメ ー ダ Priyamedha 89 

プリ ンダ Pulinda 29 

プル Puru 158。211。 217, 297. 326 
プル ー ラ ヴァ ス Purdravas 31,33. 45. 7 
98. 284。 298, 322 

プル クツ ァ Purukutsa 131,229。297 
プル シャ Puruwa 191.297 
プル シャ スー クタ PurusasQkta 71 

プル シャ プラ Puruwapura 128 
プル ショ ーッ タマ Purusottama 84、298 
プレ ー タ Preta 299 

プレ ー タ ・ ラ ー ジ ャ Pretaraja 326 
プロ ー ダ ー シ ャ Puroda 283 

プロ ー チ ス Purocis 57 

プロ ー チ ャ ナ Purocana 299 

プロ ー ヒ タ Purohita 296、299 
プロ ー マ ー Puloma 54 

プロ ー マ ン Puloman 99,299 

プン ダリ ー カ Pundarika 357 

プン グリー カーク シャ Pumdarikaksa 299 
プン ドラ Pumra 214 








ベア ズ 河 Bears.Byas 57 
ペー バイ スト ス Hephaestos 218 





ヘー ハヤ Hehaya 323 

ベー マー ドリ Hemadri 320 
ヘー マク ー タ Hemakata 34.299 
ペール bel 240 

弁天 157 

発 天 157 


ほ 


ポー ガー ヴァ ティ ー Bhogavati 299 
ポー ジャ Bhoja 61.299、323 
ポー ジャ カタ Bhojakata 352 
ポー ディ ドル マ Bodhidruma 299 
ポー ド が ヤ Bodhgaya 113 

ホー リー Holi 268 

時 24 

北林 時 235 

ポン 教 102. 304 

革 天 290 


ま 


マー ケ が Magha 193 

マー ガ ダ Magadha 181 

マー カン ディ ー Makandi 30 

マー タダ ヴァ Madhava 84。153.301 
マー ダヴ ァ シ ン ハ Madhavasinha 153 
マー ダヴ ィ ー Madhavi 301 

マー ダヴ ィ ー・ ア デー ヴィー Madhavidevi 301 
マー タリ Matali 52 

マー タリ シュ ヴァ ン Matarisvan 302 

マー タン ギー MataNgi 302 

マー ドラ ヴァ ス Madravas 78 

マー ドラ ヴァ ティ ー Madravati 264 

マー ドラ カ Madraka 182 

マー ドリ ー Madri 145, 154, 182, 242. 273. 
303 

マー ドリ ー プ トラ Madrputra 155 

マー ドレ ー ヤ Madreya 155 テ 
マー ナ Mana 240 

マー ナウ ァ Manava 290 

マー ナ サ Manasa 304 

マー ナ サ サ ロー ヴァ ラ Manasasarovara 304 
マー ナ サ プ トラ manasaputra 23 

マー ヒシ ュ マ ッ ト Mahismat 323 

マー ヘー ンド リー Mahendri 155 

マー マテ チー ヤ Mamateya 214 

マー ヤー Maya 313. 319 
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(26) 索 


引 





ベ フ ルー バ Bahurapa 165 

バ ヤ Bhaya 319 

ハヤ グリ ー ツ ァ Hayagriva 258 

へ ヤシ ー ル シャ Hayasirea 102,258 

ハヤ シラ ス Hayasiras 258 

ハラ Hara 160.353 

バラ Bala 63. 73, 261 

パラ ー ヴ ァ ス Paravasu 321、334 

ャ ラ Paraara 49,87.152,258.285, 








パラ ー タ Palada 336 

ハラ ー ュ タ Halayudha 260,261。262 

ェ ー カ ラー Harawekhara 125 

パラ シュ ラー マ Parasurama 10,30.60,82. 
110、138, 176, 238, 259。356 

バラ タ Bharata 101, 199. 202. 259 307. 315 
347 

バラ ター チャ ー リ ヤ Bharatacarya 239 
バラ タ サ ッ タ マ Bharatasattama 234、277 
バラ クタ 寺院 Bharat mandir 347 

バラ タ シ ャ ー ル ドゥ ー ラ Bharatasardgla 294 
バラ タル シャ パ Bharatarwabha 234.274.277. 
332 

パラ デー ツ 7 Baladeva 205、260.261 
バラ ド ヴ ァ ー ジ ャ Bharadvaja 74.237. 260. 
313。321。 347 

ハラ ド ヴ ァ ー ラ Haradvara 269 

バラ Bharanl 241 

バラ ニー プー BharanibhQ 340 

パラ バド ラ Balabhadra 261 

パラ バラ ン Phaarphalan 345 

ハラ ブリット Halabhrt 262 

パラ メー シュ ティ ジャ Paramesthija 245 

パラ メー シュ ティ プ ト ラ Paramesthiputra 245 

パラ メー シュ ティ ン Paramesthin 292 

バラ ラ Palala 396 

バラ ラー マ Balarama 10.61, 96, 126, 141、 
175, 216, 260, 279, 341。 355, 358 

パラ ンカ シャ Palankasa 336 

パラ ンジ ャ Paramja 52 

ペラ ンダ ラー Balandhara 280 

ハリ Hari 262 

バリ Bali 64。82. 90。262 

パリ ー ク シッ ト Pariksit 14。18.34, 38, 63 
91. 263. 311、 331 

パリ ー ク シャ ー Pariksa 264 
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ハリ ヴァ ル シ ャ Harivarsa 220 
ハリ ヴァ ル シ ャ 国 178 

ハリ ヴァ ン シ ャ Harivamsa 141、262. 311 
ハリ ヴァ ン シ ャ ・ プ ラー ナ Harivamsa-purana 
262 

ハリ シュ チャ ンド ラ Hariecandra 34.58.188 
266. 288 

ハリ シュ チャ ンド ラ ・ ガ ー ト Hariecandra gha 
69 

ハリ タ Harita 266 

ハリ チャ ンド ラ Haricandra 271 

ハリ ド ヴ ァ ー ラ Haridvara 269 

ハリ ドラ ー Haridra 240 

ハリ ハラ Harihara 266 

ハリ ヤシ ュ ヴ ァ Haryasva 266 

パル ヴァ タ Parvata 49。 217 

ハル シャ ヴァル ダナ Harsavardhana 194 

パル ジャ ニヤ Paranya 268 

ハル ド ワ ー ル Hardyar,Haridvar。 Haridvara 
124。 125, 269 

バル バラ Barbara 29 

バル ヒシ ュ マ ティ ー Barhismati 7 

バン が Bamga 214 

パン グ Pamgu 175 

ハン サ Hamsa 269 

ハン サー ディ ルー ダー Hamsadhirodha 270 

ハン シ サ ヴァー ハナ Hamsavahana 293 

バ パンチャー ヴァ ティ ー PaWcavati 270 

パン チャ ー ナ ナ Pacmnana 161、271 

パン チャ ー プ サラ ス PaNcapearas 316 

パン チャ ー ュ タダ Pancayudha 84 

パン チャ ー ラ Pancmla 271, 285 

パン チャ ヴ リ クシ ャ PaNcavrkea 271 

パン チャ ジャ ナ Pacajana 271 

パン チャ マカ ー ラ Pamcamakara 301 

パン チャ ミー Pamcami 229 

パン チャ ・ ラ クシ ャ ナ Pancarlaksana 287 

パン ナガ Pannaga 61 

パン ナガ ー シ ャ ナ Pannagasana 119 

パン ナラ ー ト Pannarat 61 

バン ヤン Banyan 67、105、249 


ひ 


ーシュ マ  Bhisma 30, 38,85、86, 125. 128 
153。 166,207, 238, 273。274。276, 285 














ビー シュ マカ Bhismaka 142,351,352 


引 (27) 





ピー ター プティ Pitmbdhi 4 

ビー ター ム バ ラ Pitambara 84。277 

ビー マ Bhima 95, 107。121, 133. 145, 146、 
172,187, 234。238。251、271, 278、 328, 354 

ビー マー ヌ ジ ャ Bhimanuja 38 

ビー マ ・ サ ー ト ヴァ タ Bhima Satvata 95 

ビー マシ ャ ー サ ナ  Bhimasasana 326 

ピー マ ・ シ ャ ンカ ラ Bhima Sankara 351 

ビー マス タ Bhimasuta 108 

ピー マセ ー ナ Bhimasena 76, 264、273,278 

ピー マセ ー ナ メタ Bhimasenasuta 108 

ビー マダ ヌ ヴ ァ ン  Bhimadhanvan 281 

ビー マ プ ー ル ヴァ ジ ャ BNimapGrvaja 393 
モー マラ タ Bhimaratha 21 

トー ラー Hira 338 

美音 天 157 

ビシ ャ ー チ ャ PiWaca 274 

昌江 門 天 135 

ビター マハ Pitamaha 277, 293 

ピッ パラ Pippala 277 

モッ パラ 側 1 

モア ディ ム バ Hikimba 277. 279 

トディ ムペ パー Hidimba 107.277. 279 

モデ ィ ラ Bhidira 60 

ビ ト リ Pitr 195.278 

ビ ト リヴ ァ ル ッ テ ィ Pitvartti 293 

ビ ト リバ ティ Pitrpati 278. 396 

ビ ト リロ ー カ Pitrloka 278,326 

ビ ナ ー カ パー ニ = Pinakapani 164 

マー チャ ラ Himacala 281 

マー ドリ Himadri 281 

上 マ ヴ ァ ッ ト iavat 29、.95124. 133, 281. 
320 

ビ ム ビ ピサ ー ラ Bimbisara 10、338 

ヤー カット ・ モ リラ ー マ Hiyakat Seri Rama 
346 

ビ ピラ サー Bhilasa 194 

ヒラ ニヤ ー ク シャ Hiranyaksa 43.69.70.177. 
244。281、315 

モラ ニヤ ー ン シダ Hiranyanda 281 

ヒラ ニヤ カシ プ Hiranyakasipu 65、70,82, 
96、114、230、244、281、294、315 

ヒラ ニヤ が ガルバ Hiranyagarbha 281.284.293 
ヒラ ヌメ マエ Hiranmaya 220 

ビン ガラ Pigala 281 

















ビン ドゥ サー ラ Bindusara 300 


ネト 
ブツ ァ ス bhuvas 178 
プ ヴ ァ ネ ーシュ ヴァ ラ Bhuvanesvara 282 
プ ヴ ァ ル bhuvar 88 
プー シャ パー サー POsabhasa 32 
プー シャ ン Pusan 10,20, 22, 43, 47, 196, 
282 
フー タ Bhata 284 
フー タ ヴ ァ ッ ト Bhatavat 319 
プー タナ ー Putana 284 
プー タバ ティ Bhatapati 160、284 
プー テー シャ Bhatesa 284 
プー テー シュ ヴァ ラ Bhatesvara 160.284 
プー ト ヵ ー リ ー Patkari 157、299 
Bhomi 244 
・ タ カーン ダ Bhomikanda 287 
ャ ー Bhamija 169 
プ ト ラ Bhamiputra 315 
プー リ シ ュ ラ ヴァ ス Bhrisravas 296 
プ ブール Paru 27. 323 
ブール bhar 86.178 
プー ルウ ヴァ ー シ ャ ー タ ー Parvasadha 241 
プー ルウ ヴァ ヴ ウィ デー ハ Parvavideha 220 
プー ルツ ァ バ パル グ ニ ー Parvaphalgtml 241 
プー ル ヴ ァ ブ ロー シュ タバ パグ Parvaprosthapada 
242 
プー ル ・ ヴ ツァ ン シ ャ Paruvamea 323 
プシ ュ カ ラ Puskara 78.219.283 
プシ ュ カ ラー ヴァ ティ ー Puskaravati 128.283 
プシ ュ カ ラド ツィ ー バ Puskaradvipa 283 
プシ ュ カ ラド ヴィ ー バ 洲 Puskaradvipa 178 
プシ ュ バ カ Puspaka 135.283 
プシ ュ バ シャ ラ Puwpa6ara 112 
プシ ュ バ ダメ ヌス Puspadhanus 112 
プレ ュ バ ダン タ Puspadhanta 214。283、357 
プシ ュ パ プラ Puspapura 255 > 
プシ ュ ポ ボー トカ ター Puspotkata 284 
プシ ュ ヤ Pusya 241 
プシ ュ ヤ ミト ラ Puwyamitra 300 
プ タ Budha 21, 45、198, 205、284, 297, 322 
プ タ ダニ ルカ ンタ Budha Nil Kantha 181 
ブッ タ Buddha 83.284 
ブッダ か ヤー Buddhagaya 113 
似 陀 の 前 生物 語 165 
ププ トリ カー Putrika 208 
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ニシ ャ タダ Nisada 248 

ニシ ュ ム スバ Nisumbha 115, 226 

ュ ム パス ー ダ ニー Nisumbhasndani 226 
ニタ ヤ ウ ヴ ァ ニ ー Nitayauvani 229 

ニタ ラ Nitala 255 

日 種族 Saryavamsa 188、195 

ニテ ィ Nidhi 248 

ティ キー Nitya 304 

ドラ ー Nidra 126,141、248 

Nimi 44。57。174。195、248 

ニャ グロ ー ダ Nyagrodha 32,67,105, 130. 
249 

ニュ ター Niyuta 353 

ニラ ミト ラ Niramitra 242 

ニル クタ Nirukta 322 

ニル リティ Nirrti 98、249 


ぬ 














メリ ガ Nrga 55 

ャ クダ Nrjagdha 336 

シャ ド Nrsad 108 

ヌメ リシン へ Nrsimha 82、250。281、294 
メリ チャ クシ ャ Nrcaksa 336 


ね 








Nemi 214 
は 


パー ヴァ カ Pavaka 9 30 

ペー カヴァ タ Bhagavata 252 

パー カヴァ タ 派 288 

パー ガウ ヴァ タ ・ プ ラー ナ Bhagavatarpurana 
141 288 

パー カシ ャ ー サ ナ Pakasasana 52、254 
パー ギー ラテ ィ ー Bhagirathi 125 
ラテ ィ ー プ トラ Bhagirathiputra 277 
Bhasi 31 

パー シャ ンダ Pasawa 254 

パー シャ ン デ ィ ン Pasandin 83 

パー シュ カラ Baskala 118 

ン Pasin 326 





バー キ ギ 





バー 





バー スカ ラ Bhaskara 194。290 


パー ター ラ Patala 165,241。255,262.294 
パー ター ラ ・ カ ー ン シダ Patala-kanda 287 
パータリプトラ Pataliputra 255 

ペー タリ 村 Pataligrama 255 
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バー ドラ バダ Bhadrapada 192 

バー ナ Bana 26, 148, 162235,256 
バー ナ ・ ア メラ Banasura 26.162 
バー ヌ マ テ ィ ー Bhamumati 42.256 

ラ Hala 262 

ペー ラ カ ー ビ ヤ Palakapiya 258 

バー ラ タ Bharata 38,220, 224. 234, 259. 
274。 277, 332 

ラ タ ー グ リヤ Bharatagrya 224 

ラ タ ー チ ャ ー リ ヤ Bharatacarya 12 

ラ タ ヴ ァ ル シャ Bharatavarsa 259、260 
バー ラ タ 国 178 

ラ タ サ ッ タ マ Bharatasattama 332 

- ラ タ シ ャ ー ル ドゥ ー ラ Bharatasardala 
224。 332 

パー ラ タ シ ュ レ ーシュ タ Bharatasrestha 224、 
265 

パーラ タ シ ン へ Bharatasimha 333 

バー ラテ ィ ー Bharati 157 


















ド ヴ ツァー ジャ Bharadvaja 239。260 
バー リ Ba 41 
バー リー Bah 266 
ハー リー タ Harita 266 
パー リ ジ ャ ー タ Parijata 154。265 





ハー リタ アン ギラ ス Harita Angiras 266 

パー トラ Paripatra 139 

バー リン Balin 132。266 
パー ル ヴ ツァ テ ィ ー Parvati 26, 44. 53,95, 
109. 115, 133, 161, 163, 170, 171, 224。 267. 
286, 318 

バー ル が ヴァ Bhargava 3.296 
パー ル グ ナ Phalguma 193,268 

ペー ル グ = Phalguni 30 

パー ル グ ニ ー・ パ ウル ナマ ー シ ー Phalgunfpaur 
namasi 268 

パー ル シ ャ タ Parsata 237 

パー ル シ ャ ダ Parsada 318 
パー ル シ ャ ティ ー Parsati 299 

ペー ル シ ュ ヴァ Parsya 214 

バール シ ュ ヤ Parusya 52 

ペール タ Partha 38, 269,281。 333 

ペー ル テ ィ ヴ ィ ー Parthivi 169 

ル ハ ドラ タ Barhadratha 181 

ペー ル ヒ ー カ Balhika 182.296 
パール ヒ ー カ プン ガ ヴ ァ Balhikapumgava 182 

















パー レン ディ Parendi 295 


パー シシ ェ ラ Pansula 107 

パー ンダ ヴァ Pandava 38.54. 104, 217. 228。 
231、270.307 

パー ンダ ヴァ シュ レー シュ タ PamdavaSrestha 
333 

パー ンダ ヴァ ナン ダ Pandavananda 333 

パー ンチ ャ ー ラ Pancala 232, 237 

ペー ンチ ャ ー ラ ブ ト ラ Pamcalaputra 232 

パー ンチ ャ ャ Pancalaraja 232.237 

パー ンチ ャ ー リ ー Pamcahi 54.227. 237, 271, 
329 

バー シナ チャー リ ヤ PaWcalya 232.237 

チャ ジャ ニヤ Pancajanya 84.271 

ア ィ ヤ Pawya 49 

ン デ ー ヤ Pandeya 38 

アー ヤ ・ ガ ー ト PAmieya 忠和 69 

パー ンド ッ Pawu 23.33.35. 48, 85. 86. 
88。 128。134。 145, 153, 154。 232, 270。271、 
276, 303. 307。328 

パー ンド ッ ゥ プ ト ラ Pawuputra 333 

ハイ ア ィ ム バ ニーHakdimba 108 

ハイ へ ヤーHaihaya 85, 119。251 

ハイ マウ ヴァ テ ィ ー Haimavati 163、251、352 

バイ マセ ー ニ = Bhaimaseni 108 

パイ ラヴ ァ Bhairava 160,251,271 

バイ ラヴ ィ ー Bhairayi 164 

ハイ ラ = ヤ が ガルバ Hairanyagarbha 60 

バウ ァ Bhava 91。160, 251、353, 354 

パウ ヴァ ー ニ ー Bhavani 164 

バ ヴ ァ ナ Pavana 252、257 

パウ ヴァ ナー トマ ジャ Pavanatmaja 281 
バウ ヴァ マ ー ナ Pavamana 9、30 

ハヴ ウィ シュ マテ ィ ー Havismati 42 

バウ ヴィ シュ ヤ ・ プ ラー ナ Bhavisyarpurana 289 
バウ ティ ヤ Bhautya 306 

バウ マ Bhauma 318 

バウ ラヴ ァ Paurava 211、244。326 

パウ ラス ティ ヤ Paulastya 136 

パウ ロー ミー Paulomi 54 

バハ オマ haoma 195 

バカ Baka 252.279 

バ ガ Bhaga 20.22、43.47. 252. 283 
バカ ー メ ラ Bakasura 35 

パ ガ ヴ ァ ッ ト  Bhagavat 80, 140.252 

バ ガ ヴ ァ ッ ド ・ ギ ー タ ー Bhagavadrgita 140、 
252。253 















バー 





バ ガ ヴ ァ ッ ド ・ ナ ー ラ ー ヤ ナ  Bhagavad-naraya 
ma 79 

ベガ が ヴァ ティ ー Bhagavati 227.254 

バ ガ ル プル Bhagalpur 41 

バギー ラ タ Bhagratha 123, 126, 151。 162 
254 

パ ギ ー ラ ティ ー Bhagirathi 254 

バク ティ bhakti 140 

ペダ ゲー ラカン ダ Baghelakhada 194 

バ パサー リフ Basarh 194 

バシ ュ Pasu 254 

パシ ュ パ ティ Pasupati 91,160、251,254, 
354 
バジ ュ リ ヤ Pajriya 104 

ハス タ Hasta 241 

ハス ティ ナー プラ Hastinapura 10, 23, 144. 
255、309 

ハス ネス チ ティン Hastin 255 

ハタ ョ ー が Hatha yoga 149 
バダ ラ バチ ャ ナ Badarapacana 41 

バダ リー Badari 255 

バド マ Padma 256 

パ ド マ ー Padma 256、337 

パ ド マ ー ヴ ァ テ ィ ー Padmavati 256,304 
バド マ ナー バ Padmanabha 84。194 
バド マ ・ プ ラー ナ Padmarpurana 287 

バド マブ プ ラブ Padmaprabhu 214 

バド ラー Bhadra 34, 135, 210 

バド ラー シュ ヴァ Bhadrasva 220 

バド ラー シュ ヴ ア 国 178 

バド ラ カ ル パ ・ ア ヴァ ダー ナ 
Bhadrakalpaavadana 312 

バド ラ ャ ー ナ  Bhadrasena 323 
バド ラ ソ ー マ Bhadrasoma 125 

バド ラチ ャ ー ル Bhadracaru 352 

バド リー ナー ト Badrinath 124。255 

パニ Pam 68.256 





ハメ ヌー シャ Handsa 336 * 
ハメ マー ン Hanuman 53.109. 114, 128, 168。 
185, 256 


ハメ マー シ ・ ガ ー ト Hanuman ghat 69 

ハヌマーン ・ ジ ャ ヤン チ ティ Hanuman Jayanti 
258 

バフ ター ラ Bahudara 60 

バフ ラー Bahula 40 

パプ ルー ヴァ ー バ ハナ Babhravahana 258 
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(2) 素 
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ドッ ー ル ジャ チ ィ Dharjati 227 

ドッ クダ Dugdha 220 

本 子 205 

ドッ シュ マン タ Dusmanta 220 

ドッ シュ ヤン タ Dusyanta 220.259 

ドッ ッ シ ャ ー サ ナ Dussasana 30.220.222. 
229 

ドッ ゥ ッ シ ャ ラー Dussala 234 

ドッ フシ ャ ー サ ナ Duhsasana 220 

ドッ フシ ャ ラー Duhsala 179 

動物 の 主 254 

トゥ ッ ム ブル Tumburu 221 

トゥ ラシー Tulasi 221 

ドッ ゥ リョー ダナ Duryodhana 13.23.86.107, 
121, 128、 172, 190, 210, 221, 234。 236 238. 
309 

ドッ ゥ ル ヴ ァ Dhruva 165 

ドッ ゥ ッ ル ヴァ ー サ サ Durvasasa 290 

ドッ ゥ ッ ル ヴァ ー サ ス Durvamas 8.23. 24, 25, 
120, 145、202, 224。245, 256、272 

トッ ル ヴ ァ シ ャ Turvasa 225 

トッ ル ヴ ァ シ ュ Turvasu 27. 217、 225. 323, 
327 

ドゥ ル ガ ー Durga 29,103, 108115, 116, 
137, 147。 148, 164, 171, 183, 210, 225 240 
312 

ドゥ ル ガ ー 寺 院 Durga Mandir 69 

ドゥ ル ガ カー プー ジャ ー Durg&pQja 116,210 
トゥ ルシーダ ー ス Tulsi Das 345 

ドゥ ル ジ ャ ナ Durjana 99 

ドッ ル ダ マ Durdama 323 

ドゥ ル バ ー が Durbhaga 42 

トッ ンダ Tuma 227 

ドッ ンド ッ Dhundhu 61、65, 134227 
ドッ ンド ゥ マー ラ Dhundhumara 134。227 
トー サラ カ Tosalaka 227 

トラ イガ ル タ Traigarta 187 

ドラ ウナ ー ヤ ナ Drauayana 12 

ドラ ウパ バダ Draupada 232 

ドラ ウパ ディ ー Draupadi 36,54.76, 133, 
179, 223、 227. 228, 236, 237, 271. 309, 329 
トラ サダ メ ュ Trasadasyu 229、297 
トラ ン ガ Tramga 151 

トリ ヴィ クラ マ Trivikrama 230 

トリ ヴェ Triven 230.294 

トリ カルタ Trigarta 133、174,230 
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トリ クー タ Trikata 61,230 

トリ クー タバ ル ヴ ァ タ Triktaparvata 67 
トリ ジャ ー タ ー Triata 230 

トリ シャ ンク Trisanku 58.266 

ドリ シュ タ Dhewta 55 

ドリ シュ タケ ー ト ゥ Dhrwtaketu 230 

ドリ シュ タデ ィ ュ ム ナ Dhrstadyumna 9.12. 
121、231, 237 

トリ シュ ナー Trwa 111, 319 

トリ シラ ス Trisiras 56,97。157、218、 232 
トリ タ Trita 232 

リタ ヴ ラ タ Dhravrata 353 

ドリ タラ ーシュ トラ Dhrtarastra 23.33.76, 
85, 86, 88 128,135, 153222, 232. 271, 
276, 307 
ドリ タラ ー 
ドリ タラ 
333 
トリ ダン トゥ Tridantu 24 

トリ ッ ス Trteus 56 

ドリ ティ Dht 78 

トリ ナー ヴァ ル タ Trinavartha 235 

トリ ナビ ンド ゥ Trnabindu 45 

トリ ネー トラ Trinetra 164 

トリ ポータ Tripada 235 

トリ プ ヴ ァ ナ Tribhuvana 353 

トリ プ バ ネー シュ ヴァ ラ Tribhuvanesvara 282 
トリ プラ Tripura 235 

トリ ムー ル テ ィ Trimarti 24。235 

トリ ヤク シャ Tryakwm 351 

トリ ヤム バカ Tryambaka 235.351、353 
トリ ロー チャ ナ Trilocana 161、235 

ドル ヴァ Dhruva 60.93. 235 

ドル バダ Drupada 76.227、 231, 236 238. 
271, 329 

ドル ペダ ー Drupada 40 

ドル ヒナ Druhima 293 

ドル ヒュ Druhyu 27、237.323. 327 

トレ ー タ ー・ ユ が Tretayuga 64.237.327 
ドロ ー ナ Droma 12. 121、 227, 231。 236, 237 
ドロ ー ナ ハン トリ Dronahantr 232 
ドロ ー ナ プ ト ラ Dronaputra 12 











ュ ト ラジ ャ Dhrtarastraja 224 
シュ トラ プ ト ラ Dhrtarastraputra 





な 


ナー が Naga 47.95. 105,116、130。131 
194、240 


ナー カーラ Nagalaya 47 

ナー カー シタ カ Nagantaka 119。241 
ナー が クン ダラ Nagakumdala 160,164 
ナー が ド ヴ ィ ー バ Nagadvipa 220 

ナー タバ ー シ ャ Nagapata 241 

ナー が プラ ー デ ィ バ Nagapuradhipa 274 
ナー が マッ ラ nagamalla 8 
ナー か ラー ジャ Nagaraja 61、241 
ナー が ラー ト Nagarat 61 
ナー が ロー カ Nagaloka 241 

ナー クリ Nakuli 173 

ナー アー ンド ラ Nagendra 61 

ナー サテ ィ ヤ Nasatya 14。158、242 
ナー シク Nasik 242 

ナー ディ ー ジ ャ ン ガ Nadijamgha 51 
ナー ア ィ アー ハ Nadideha 247 

ナー ビ Nabhi 347 

ナー ビジ ャ ヌメ マー Nabhijanma 293 

ナー ラー ヤナ Narayana 79、84.217。224. 








246 

ナー ラダ Narada 27、42.49.57. 61.、67. 
217, 245.284。290 

ナー ル シ ャ ド Narsad 108 

ナイ ミシャ Naimisa 240 

ナイ ルリ タ Nairtta 305 

ナ ヴ ァ ー ル チ Navrei 315 

ナ ヴ ァ グラ ハ Navagraha 240 

ナ ヴ ァ バト リカ ー Navapatrika 240 

ナウ ヴァラ トナ Navaratna 240 

ナガ ラ Nagara 241 

ナク シャ トラ Naksatra 241 

ナク シャ トラ ナー タ Naksatranatha 198 

ナク シャ トラ ・ ョ ー ガ Naksatra yoga 241 

ナク タン チャ ラ NaktaNcara 336 






ナク ラ Nakula 76.146, 173. 182、236. 298. 


242.271、273, 303 

ナク ラー ヌメ ジ ャ Nakulgnuja 158 
ナク ラプ トラ Nakulaputra 173 
ナタ ラー ジャ Natar8ja 161.162. 242 
ナチ ケー タス Naciketas 243 
ナディ ー ジ ャ Nadija 277 

ナ テ ー シ ャ Natesa 162 

ナ テ ーシュ ヴァ ラ Natesvara 162 
七 つ の 河 155 

つの 下界 255 

ナ バ シ ュ チ ャ ラ Nabhascara 85 














ナ フ シ ャ Nahusa 5, 33. 43.211、227, 243. 


ナミ Nami 214 

ナム チ Namuci 51、99, 244 

ナナ モー が ネー シャ ー ヤ namo gamesaya 110 
ナラ Nala 54, 71、77, 203、217、323 

ナラ ヵ Naraka 219, 244、319 

ナラ カー スラ Narakasura 21、50、244 
ナラ ク ヴ ウェー ラ Nalakuvera 304 

ナラ シン ハ Narasimha 290 

ナラ シン ハア デーヴァ Narasnmhadeva 195 
ナラ ・ ナ ー ラ ー ャ ナ NararNarayana 8、246、 
255 

ナラ ・ ナ イシ ャ タ Nala Naiwadha 245 

ナラ ラー ジャ Nararja 136 

ナリ シュ ヤン タ Nariwyanta 55、63 

ナリ ニカ ー・ ジ ャ ー タ カ Nalinikarjataka 312. 
348 

ナル マダ ター Namada 131.297 

ナン Nanda 42. 117、141。247. 262 
ナン タカ Nandaka 84 

ナン ダナ Nandana 52、97 

ナン ダナ ヴァ ナ Nandanavana 122 

ナン ディ ー シ ャ Nandi6a 247 

ナン ディ ヴ ツァ クト ラ Nandivaktra 271 

ナン ア ィ ケー シュ ヴァ ラ Nandikesvara 290 
ナン ディ ニー Nandini 78 

ナン ディ ン Nandin 164。247 


6 


ニー ティ ゴー シャ Nitighosa 297 
ー ム Nim 249 

ニー ラ Nila 9 249 

ー ラ カン タ Nilakantha 161、249 
ニー ラロ ー ヒ タ Nilalohita 292 

ヴ ツァー タク カ ヴァ チャ Nivatakavaca 247 
ニカ シャ ー Nikasa 84。248 

ク ナ Nighna 154 

ニク ム バ Nikumbha 99、248 

クム ビラ ー NikumbhilA 53。248 
ニ グ ロータ Nigrodha 249 

ゴー タ Nigodha 249 

ニシ ー タ mimida 91 

シャ ー カ ラ Niskara 198 

ャ ー ダ Nisada 91、213,248 
ニシ ャ タク Nisatha 262 
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ー Dharmama 230 
dharmasila 113 

ダル マ 7 Dharmadeva 87, 328 
ダル マナ ンダ ナ Dharmanandana 333 
ダル マ プ ト ラ Dharmaputra 206、328, 333 
タル マ プ ラ バウ ヴァ Dharmaprabhava 333 
ダル マラ ー ジ ャ Dharmaraja 206,326, 333 
ダル マラ ー ト Dharmarat 333 

タダ ンダ Danda 44。206 

タダ タンダ ヴァ タク トラ Dandavaktra 206 

タン ダ カ Danlaka 206,342 

ダン ダダ ラ Dandadhara 206.326 

ダン ディ ー Dai 326 

タン ドッ Tamu 206 

タン トリ ポーラ Tantripala 155 


ち 


チェ ー キ ター ナ Cekitana 206 

チェー ティ Cedi 166, 207, 242 

チェ ー テ ィ ジ ャ Cedia 230 

チェ ー デ ィ バ パテ ィ Cedipati 230 

チェ ー テ ィ プン が ヴァ Cedipungava 230 

ナ ェ ー ア ティラ ー ト Cedirat 230 

チ ダ タカ Chidaka 60 

チト ラー Citra 241 

チト ラー ン ガ タダ Citragada 85.88.152 153. 














182.。 207.、233、272 276 
チト ラー ング ダー Citragada 37、77、207 
304 


チト ラヴ ァ ー ハ バナ Citravahana 207 
チト ラク ー タ Citrakata 25.207 

す チト ラク グプタ Citragupta 325 
チト ラ ケ ー ト ゥ Citraketu 42、87 
チト ラ セ ー ナ Citrasena 91、122。 207 
チト ラバ ー メ Citrabhanu 194 

チト ララ タ Citraratha 323. 356 

チト ラレー カー Citralekha 27 
チャ ー ク シュ シャ Caksusa 306 
チャ ー ム ンダ ー Camund 155, 210. 240.338 
チャ ー ム シディ ー Camudi 210 

チャ ー ヤ ー Chaya 193,210, 325. 356 
チャ ー ル Caru 352 

ルウ ヴァ ー カ Caryaka 210 

ル ヴ ツィ ル マン Caruvarman 63 
チャ ー ル ヴィ ー Carvi 135.210 
チャ ー ル シャ ニー Carwani 72 
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チャ ー ル チャ ンド ラ Carcandra 352 
チャ ー ル チー シュ ナ Carudesna 76、352 
チャ ー ル アーム ハ Carudeha 352 

チャ ー ル バド ラ Carubhadra 352 
チャ ー ル マテ チ ィ ー Carumati 210 

チャ イデ ィ ヤ Caidya 230 

チャ イト ラ Caitra 192 

チャ イト ララ タ Caitraratha 208 

チャ イラ ー シ ャ カ Cailasaka 299 

チャ ヴァナ Cyavana 3 15、48、208, 301 
チャ クシ ャ ス Cakems 297 

チャ クシ ュ ス Caksus 34 

チャ Cakra 187 

チャ クラ ー ュ ユダ Cakrayudha 8 

チャ クラ ヴァ ル テ ィ ン Cakravartin 209.335 
チャ クラ ブー ジャ ー CakrapQja 171 

チャ トゥ ラー ナナ Caturanana 293 

チャ トゥ ル ヴ ェ ー ダ Caturweda 55 

チャ トッ ゥ ルプ ジャ Caturbhuja 84 
チャ ム パ Campa 209 

チャ ム パ ー Campa 41.209 

チャ ム パ ー ヴ ァ チ ティ ー Campavati 209 












チャ ム パ バー プーリ ー Campapari 209 
チャ ム パ バカ Campaka 209 
チャ ム パ マー リ ニ ー Campamalin 209 





チャ ル チ カ ー Carcika 164 

チャ ング Camda 183. 210 

チャ ンダ ー Canma 210、312 

チャ ンダ ー ラ Candla 302 

チャ ンダ カウ シカ Caodakausika 180 

チャ ンチ ャ ラー Camcal 338 
チャ ン デ ィ ー Caudi 210,288 

チャ シン ディ ー・ デ ー ヴ ツィ ー 寺 院 Candideyi 269 
チャ ン デ ィ カ ー Canika 164。210, 338 
チャ ンド ラ Candra 25,64, 198,210, 224, 
322,358 

チャ ンド ラヴ ァ ン シャ Candravamsa 195,198。 
210、243。 251。263, 272、297 

チャ ンド ラ カ ー ン タ Candrakanta 195.211 
チャ ンド ラグ プ タ Candragupta 255、300 
チャ ンド ラ ケ ー ト ゥ Candraketu 211 

チャ ンド ラダ メス Candradhanus 127 
チャ ンド ラチ = Candracnda 251 
チャ ンド ラバ ー が ー Candrabhaga 39 
チャ ンド ラブ ラバ Candraprabha 201、214 
チャ ンド ラム Candramukha 211 








引 (21) 





チュ ー リ Cali 293 
チン ター マニ Cintamami 304 
チン ナマ スタ カー Cinnamastaka 211、226 


6 


ディー Dhi 353 

ディ ー ク シャ ー Diksa 353,354 

デア ディー シャ ー Di6a 354 

ディー ティ ヴィス Didivis 297 

ディーバ カ Dipaka 112 

ティ ー ル Tyr Tir 212 

ディ ー ル が ガー ュ ユ ス Dirghayus 314 
ディ ー ル ガタ マス Dirghatamas 49,92, 214 
ティ ー ル タ Tirtha 214 

ティ ー ル タン カラ Tirthankara 214. 322 
チア ィ ヴ ツァ スパ チ ィ Divaspati 52 

ア ィ ヴォ ー ダ ー サ Divodasa 85.211 

ア ィ オス クロ イ Dioskroi 15 

ティ ク カ ジャ Diggaja 21 

アイ コ の 花 271 

アティ シャ ナ Dhiwana 297 

ア ィ シュ タ Diwta 55 

ティ ・ セ Thee 102 

ティ タ Titha 112 

ティ ッ テ ィ リ Tittiri 97 

アディ ティ Diti 20.21. 43. 70.98. 105. 199. 
315. 360 

ア ィ ティ ジャ Ditja 98 

ア ィ ナカ ラ Dinakara 194 

ア ィ バカ Dibhaka 293 

シテ ィ ミ ン ギ ラ Timin,Timingila 211 
ティ ム バ パカ Dimbaka 270 

ア ィ ヤー ヴァ ー プ リティ ヴィ ー Dyavaprthivi 
21. 214 

ディ ヤ ウ Dyau 274 

ディ ヤ ウ ス Dyaus 191。213 

ア ィ ヤ ウ ス ・ ピ ター Dyaus-Pitm 214 

ア ィ ユマ ー ン Dyuman 57 

ディ ユマ ッ ト セ ー ナ Dyumatsena 150 

ティ リー バ Dilipa 214。 335 

ティ ロー ッ タ マー Tilottama 215 

デー ヴァ Deva 19.215. 217 

ー ヴ ァ ー ビ Devapi 182 

アー ヴァ ツラ タ Devavrata 274。275 

ー ツ ァ カ Devaka 10.215 

アー ヴァ キー Devaki 22.61.126. 139。 189. 














215, 262,323 

デー ヴァ シュ ラヴ テス Devasravas 323 
テー ウ ヴァ キー ナー Devasena 41.180 

ー ヴ ァ バ ー が Devabhaga 323 
テー ヴァ テバ パティ Devapati 52 

デー ヴァ バル ヴァ タ Devaparvata 320 
テー ツァ フー ティ Devahati 40 

ヴァ プー ティ Devabhati 125 

テー ヴァ ブラ Devapura 32 

ー ヴ ァ ・ プ ラファ ー Devabrahma 245 
アー ヴァ ブラ ヤー が Devaprayaga 295 
チー ヴァ ヤー ナ Devayana 34 
テー ヴァ ヤー ニー Devayani 27.106,216225、 
323 

アー ヴァ ラ Dewals 17。27 

アー ヴァ ラー タ Devarata 217 

アー ヴァ ル シ Devarsi 59、217.245 

アー ヴィ ー Dewi 15. 171、 217、225. 290。 
93 
アー ウィー 

















ジャ クダン バー 寺院 268 

ツィー バー が ヴァ タ Devibhagavata 290 
アー ツィ ー・ マ ー ハ ー ト ミヤ Devimahatmya 
288 

アー ヴィ カー ジャ ラ Devikjala 65 

テー ジャ ス Tejas 94 

テー ジョ ー ヴ ァ テ ィ ー Tejovati 9 32 

テー ジョ ー ヴ ァ テ ィ ー 地 Tejovatl 179 

アー メカ Dhenuka 218 

テオ ォ ス Theos 25 

収 科 曹 王 94.209 








と 


ト ヴ ァ ーシュ トラ Tvaetra 98 

ド ヴ ァ ー ダ シャ ー ク シャ Dvadasaksa 120 
ドウ ヴァ ー ダ シャ カラ Dvadasakara 120 
ド ヴ ツァ ー バ パラ ・ ュ が Dv&para:Yuga 327 
トド ヴ ツァー ラヴ ァ テ ィ ー Dwaravati 

ド ヴ ァ ー ラ カー Dvaraka 51.142,219 
ド ヴ ァ イ バ パー ヤナ Dvaipayana 88 

ト ヴ ァ シュ トリ Tvastr 20.22.43. 47. 77 
97, 158、218。 232。349。 353 

ド ヴ ツィ ー バ Dyipa 219 

ド ツ ィ ヴ ィ ダ Divida 219 

ド ヴ ィ ムー ル ダ ー Dimardha 177 
ドッ ー シ ャ ナ Dewana 56.220 
ドゥー マ ヴァ ルナ Dhamavarna 220 
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(18) 索 


引 


引 (19) 





ス デ テー シャ ナー Sudesana 188 

ス デ ーシュ ナ Sudesna 352 

ス デ ーシュ ナー Sudesna 89, 133 

ス ド ゥ ー ム ラヴ ァ ル ナ Sudhamravarma 115 
スト ゥ ッ ナー Sthuma 188 
スト ッ ゥ ナー カル ナ Sthumakarma 188 
スナ ー マ ン Sunaman 189 

スナ ハシ ェ ー バ Sunahsepha 188 
スナ ンダ ー Sunanda 182 

スニ ー テ ィ Suniti 93。235 

スバ ー フ Subahu 189 

スパ ー ル シュ ヴァ Suparsva 190 
スパ ドラ ー Subhadra 30,37、189。260 
スバ ラ Subala 128, 189 

スパ ラー トマ ジャ ー Subalatmaja 129 
スパ ラー プ ト リ ー Subalaputri 129 
スパ ラジャ Subalaja 172 

スパ ペラ ジャー Subalaja 129 

スバ ラプ トラ Subalaputra 172 
すばる 119 

スパ ル シ ャ Spara 67 
スパ ル シ ュ ヴァ Suparsva 214 

スパ ルナ Suparna 48.119 

スバ パン ドゥ Subandhu 104 

ス え フ マ Suhma 214 

スプ ラチ ィ ー カ Supratika 357 

スプ ラバ ー Suprabha 17 

スプ ラフ マニ ヤ Subrahmanya 9.162.164 
186、190、318 

スプ リン ギニー Sphulmgini 115 

ス ホ ー ト ラ Suhotra 155 

スマ ティ Sumati 151. 214 

スマ ナー Sumana 63 

スマ ラ Smara 112 

スミ トラ ー Sumitra 101、190、202. 396 
スム リティ Smti 41 

スネ メー ル Sumeru 320 

スキ マン タカ Syamantaka 177 

ス ョ ー タ ナ Suyodhana 190、224 

スラ ー Sura 73.190.219 

スラ ー 酒 98 

スラ ー デ ィ バ Suradhipa 52 
スラ ー ア ー ウ ヴィー Suradevi 190 

スラ ー リ Surari 98 

スラ サー Surasa 95 

スラ ジェ ーシュ タ Surajyestha 292 
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スラ タ Suratha 230 

スラ ター Suratha 88 

スラ ビ Surabhi 50, 52.190, 214。 218. 247。 
358 

スリ ー マ ハ ー 革 提 樹 Sri Maha Bodhitree 11 
スリ ー ラ ンカ ー Sri Lanka 347 

スリ シュ ティ カー ンダ Srsti-kanda 287 

スリ シュ トリ Srstr 298 

スリ ンジ ャ ヤ SrWaya 323 

スル ー パ ー Surpa 77 

スル チ Suruchi 93.235 

スレ ー ヤ ー ム サ Sreyamusa 214 

ラジ シット Surendrajit 119 

スロ ー ヒ ター Sulohita 115 


せ 











ゼウス Zeus 212 

モー トゥ パンダ Setubandha 195 
セー ナー パテ ィ Senapati 120 
戦闘 編 Yuddharkada 343 





そ 
増上 内 135 
増長 天 89 
ソー マ Soma 60.61,143. 195,202、204. 
210、340 


ソーマ ダー Somada 293 

ソー マナ ー タ Somanatha 198.350 

ソ ツー マ パ バー Somapa 55 

ツー ム ナ ー ト ・ パ ッ タ ン Somnath Pattan 350 
祖 電 299 








た 


ター ツィー シ ー Tavisi 180 

ダー クシ ナム Daksinam 9 

ダー クシ ャ ー ヤ ニー Daksayami 161、164.201 
ター サ Dasa 201 

ダー ター Data 291 

ター ディ マ dadima 240 

ダー トリ Dhatr 20、22.43. 47、203. 293 
ダー ナ ヴ ァ Danava 19。68. 98.105.199. 
203 

ダー ナ ヴ ェ ー シ ド ラ Danavendra 98 

2 Dhanya 240 

ダー ヌ Danu 105 

ター マサ Tamasa 306 





ター ムラ ヴァ ルナ Tamravarna 220 

ター ムラ チュ ー ダ ー Tamracnda 251 
ダー モー ダラ Damodara 142。204 

ター ラ Tara 267 

ター ラー Tara 41。64. 137. 197, 204 226, 
267 

ター ラー の た め の 聞 い 197 

ター ラ カ Taraka 161.205 

ター ラ カ ー Taraka 205 

ター ラ カ ジ ッ ト Tarakajit 120 
ター ラ ケ ター トゥ Talaketu 205 

ター ラジ ャ ン ガ Talajamgha 206 

ター ラド ヴァ ジャ Taladhvaja 262 

ダー ラニ ー Dharani 337 

ター ルク シュ ヤ Tarkwya 119。206 

ター ンダ ツァ Tandava 243 

ター シグ ヴァ ター リカ Tandavatalika 247 
ター ン テ ィ Tanti 214 

第 三 回 の 仏典 結集 256 

大 型 失 剖 天 110 

タイ ッ テ ィ リー ヤ ・ サ ン ヒ ター Taittiriyarsam 
hitA 55, 282 

ダイ ティ エー ンド ラ Daityendra 98 

ダイ ティ ヤ Daitya 19. 98.105. 197. 199. 
247 

ダイ ティ ヤ パ ティ Daityapsti 98 

大 者 表 157 

太陽 拝 194 

タキ シー ラ Taxila 200 

ダク シナ ー daksina 6, 199。322 

ダク シナ ー グ = Daksinmgni 199 

ダク シナ ー バ ティ Daksinapati 199 

ダク シナ ー ム ー ル ティ Dakeinamarti 199 
ダク シナ ・ チ ャ ー ラ Daksinarcara 171 
タク シャ Takwa 199 

ダク シャ Daksa 20.22. 41, 43. 57, 78. 108。 
114。 184。199。284。 347 

ダク シャ ー ヤ Daksaya 119 

タク シャ カ Takeaka 8.18, 126、264 
ダク シャ サー ヴ テ ルナ Daksasavarna 306 
タク シャ シラ ー Taksasia 175.200 

ダシ ャ ーシュ ヴァ メー ダ ・ ガ ー ト 
Dasasvamedha-ghat 69 

ダシ ャ ー ル ナ Dasarna 63 
ダシ ャ プ ジ ャ ー Dasabhuja 226 
ダシ ャ ラ タ Dasaratha 10,26, 34. 83. 101. 

















103. 182, 190, 201、259.340 
ダス ュ Dasyu 68. 201、202 
ダス ユ ス Dasyus 177 
ダス ラ Dasra 158 
ダッ タ Datta 202 
ダッ ター トレ ー ヤ Dattatreya 24.25. 202. 
224 
タデ ア ィ Dadhi 220 
ダディ ー チ ャ Dadhica 48。202 
ダディ クラ ー Dadhikra 60,202 
ダディ クラ ー ヴ ァ ン Dadhikravan 202 
ダディ ヤン チュ Dadhyanc 202 
タ ト プ ブル シャ Tatpuruwa 271 
ダナ ー ュ ス Danayus 20.105 
ダナ カ Dhanaka 323 
タダ ナダ 。Dhanada 203 
タナ パテ ィ Dhanapati 195.136.203 
ダナ ンジ ャ ヤ Dhanamjaya 203 
ダニ シュ ター Dhanistha 242 re0 
ダメ Danu 20、65.87, 96、99. 105. 203. 
ダメ ヴァ ンタ リ Dhanvantari 203. 214 
タメ ヌー ナパ ー ト TanQnapat 203 
ダネ ーシュ ヴァ ラ Dhanesvara 203 
ダネ ーシュ ヴァ リー Dhanesvari 157 
タバ ス Tapas 178. 203 
タバ ティ ー Tapati 76, 159, 193。210.325 
タマ Dama 63. 314 
ダマ ゴー シャ Damaghosa 166 
タマ サー Tamasa 73 
タマ ス tamas 235 
ダマ ヤン ティ ー Damayanti 54, 71, 203. 245 
ダム ポー ド バ ヴ ァ Dambhodbhava 204 
多 開 天 135 
ダラ Dhara 60.63 
タラ シュ ヴィ ン Taraswin 119 
ダラ ニス ター Dharaniut 169 
多 旨 散 205 テ 
タラ ンタ Taranta 183 
ダル バ darbha 137 
ダル バカ Darpaka 112 
ダル マ Dharma 214。 246。323 
ダル マー ラテ ニャ Dharmaranya 60.206 
ダル マヴィ ヤー ダ Dharmavyadha 103 
ダル マク シェ ー ト ラ Dharmakeetra 310.330 
ダル マサ ー ヴ ァ ル ナ Dhanmasavarna 306 
ダル マジ ャ Dharmaja 333 
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(16) 索 


引 





ジャ ムペ ペー ディ ン Jambhabhedin 177 
シャ ム バ ラ Sambara 99.177. 286.313 
シャ ム パ ラ ・ ア スラ Sambarasura 44 
シャ ム プ Sambhu 353 

ジャ ム プ Jambu 219 

シャ ム プ ー カ Sambnka 177 
ジャ ム プ ド ヴ ィ ー バ パ Jambudvipa 178,220. 
320 

ジャ ヤ Jaya 69,323 

ジャ ヤツ セー ナ Jayatsena 30 
ジャ ヤ ド ウ ヴァ ジャ Jayadhvaja 323 

ジャ ヤ ド ラ タ Jayadratha 179,234 
ジャ ヤニ Jayani 180 

ジャ ヤメ ー ジ ャ ヤ Jayamejaya 264 
ジャ ヤン ティ ー Jayanti 180,240 
シャ ラ Samla 63 

ジャ ラー Jara 180.39 

ジャ ラー サン ダ Jarasandha 162. 180 
ジャ ラー ティ バ パ Jaladhipa 73 

ジャ ラー プ ト ラ Jaraputra 181 

ジャ ラシャ ー イ ン Jalasayin 84。181 
ジャ ラディ ジャ ー Jaladhia 338 

シャ ラド ヴァ ッ ト Saradvat 144。154。238 
ジャ ラ ト カ ー ル Jaratkaru 18,61、303 
シャ ラバ Sarabha 181 

シャ ラバ ン ガ Sarabhanga 181 

ジャ ラル ー バ Jalardpa 301 

ジャ ラン ダラ Jalammdhara 162 

ジャ リタ ー Jarita 127. 181。316 

シャ リヤ Salya 30.182 

シャ リヤ ー テ ィ Saryati 55、208 
シャ ル ヴ ァ Sarva 91。160。251, 354 
シャ ル ヴ ツァー ニー Sarvanl 164 

ジャ レー シュ ヴァ ラ Jalesvara 73 

シャ ンカ Sankha 89 

シャ ンカ ラ Sankara 161,182. 184 
シャ ンク Sanku 177 

シャ ン シ ュ ン Sarsun 102、304 

シュ ヴァ ーシュ ヴァ Svava 251 

シュ ヴァ バル カ Svaphalka 10 

シュ ヴェ ー タ Sveta 88 

シュ ヴェ ー タ ヴァ ー ジ ン Svetavajin 198 
シュ ヴェ ー タ キン Svetakin 7。126. 162 
シュ ヴェ ー タ ケー トゥ Svetaketu 16.49.182 
シェ ヴェ ー タ ケー トゥ ・ ア ー ル ネー ヤ Svetaketu 
Arumeya 93 
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シュ ヴェ ー タ ・ ロ ー ヒ タ Svetarohita 119 

Sadra 71, 298 

リン が ガ 147 

終末 編 Uttara-kanda 345 

シュ ー ラ Sara 61、183, 323 
シュ ー ラ セー ナ Sarasena 272、323 

シュ ー ラ セー ナ 国 Sarasena 42 
シュ ー ラ パー ニ SalapNi 165 

シュ ー ル パナ カー Snrpanakha 84, 113. 185 
334。342 


シュ エー 











ー Syem 159 

シュ クチ ィ マ ッ ト Suktimat 139 

シュ クラ Sukra 3.64。65、72. 106, 216 
シュ シュ カレ ー ヴ ァ テ ィ ー SuskarRevati 43 
シュ シュ ナ Suswna 137, 183 
ジュ ズ ポ ボダイジュ 354 

シュ チ Suci 3.9.30 

シュ ッ ド ー タ ダナ Suddhodana 83 

シュ ナカ Sunaka 144。170 

シュ ナハ シェ ー バ Sunahsepha 59。217, 350 
シュ ナ ホ ー ト ラ Sunahotra 143 

シュ バー Subha 41 

シュ ペー シギ ー Subhamgt 183, 339 

ター Jupiter 212 

希 交 山 Sumeru 90.135 

シュ ム バ Sumbha 115、226 

シュ ムペ ニシ ュ ム パーSumbha, Nieumbha 183 
シュ キー ヴァ ーシュ ヴァ SyavSva 183 
シュ ヤー マー Syama 183 

シュ ヤー マカ Syamaka 323 

シュ ヤー ラ Syala 183 

シュ ラー ツァ スチ ィ ー Sravasti 148.184 
シュ ラー ヴァ ナ Sravana 192 

シュ ラー ッ ダ アー ヴァ Sraddhadeva 184.326 
シュ ラウ ヴァナ Sravana 242 

シュ ラヴ ツィ シュ ター Sravistha 242 

シュ ラッ ダー Sraddha 41.54。184 

シュ ラッ ダー ヴァ ティ ー Sraddhavati 33 
シュ リー Sri 110. 184。 336 

シュ リー ヴァ ッ サ Srivatsa 84 

シュ リー シャ イラ Srisaila 350 

シュ リー マニ ラ ト ナ サム バウ ヴァ Sriman 
iratnasambhava 338 

シュ リー ラー マー ヴァ ター ラチ ャ リタ 
Sriramavataracarita 346 

シュ リン ガー ドリ Srmgadri 184 








素 


引 (17) 





シュ リン が ガー ラ ョ ー ニ = Srngarayoni 112 
シュ リン ガ ギ リ Srigagiri 184 

シェ リン ギン Srigin 18 

シュ リン ダー リ Srigeri 184 

シェ ルター ヴァ ティ ー Srutavati 260 

シュ ル タ カ ルマン Srutakarman 184 

シュ ル タ キ ー ル ティ Srutakirti 184.227 
シュ ル タ セ ー ナ Srutasena 155,184. 227. 264 
シュ ル タ ソ ー マ Srutasoma 76 

シュ ル タ デ ー ヴ ァ ー Srutadeva 166 

シュ ロー カ 調 Sloka 74 

ショ ー カ Soka 319 

ショ ー カ ラ ヒ タ ー Sokarahita 240 
ジョ ー チ ティ シュ トー マ Jyotistoma 40 

ジョ ー テ ィ ル ・ リ ン が ム JyotirliNgam 351 
型 天 10 

ショ ー ナ ーシュ ヴァ Sonasva 239 
ショ ー ナ プ ニ ャ Sonapumya 51 

少年 幼 Balarkanda 342 

自 い 島 80 

シン ドッ Sindhu 185 

シン ドッ パテ チ ィ Sindhupati 180 

シン ドッ ラー ジャ Sindhuraja 180 

シン ハヴ ァ ー ヒ ニー Simhavahini 185.226 
シン ハヴ ァ ク トラ Simhavaktra 162 

シン トカ ー Simihika 20.62. 105, 185, 340 
森林 柱 Aranyarkanda 342 


す 


ス ヴ ツァ ー テ ィ ー Svatf 241 

ス ヴ ツァー ハー Svaha 30、354 

ス ヴ ァ ー ハ ー デ ー ヴ ィ ー Svahadeyi 9 

スウ ヴァ ー ロ ー チ シャ Svarocisa 306 

ス ヴ ァ ダー Svadha 185 

ス ヴ ァ ブナ ・ ヴ ツァー サヴァ ダッ ター 
Svapnavasavadatta 92 

ス ヴ ァ ヤム プー Svayambh 185, 293 

ス ヴ ツァ ヤム ブツ ァ Svayambhuva 157,306,360 
メス ヴァ ヤム プ ヴ ァ ・ マ ヌ Svayambhuva Manu 
6 70. 213 291 297 

ス ヴ ァ ヤム プ ナ ー ト 寺院 Svayambhunath 185 
ス ヴ ァ ル Svar 88.178 

ス ヴ ァ ル が Svarga 52,186 

ス ヴ ァ ル か ガ ・ カ ー ン ダ Svargarkanda 287 
ス ヴ ァ ル ガ パ ティ Svargapati 52 

ス ヴ ツァ ルチャ ラー Suwarcala 354 





ス ヴ ァ ルナ カー ヤ Suvarmakaya 119 

ス ヴ ァ ル バ ー ナ ヴィ ー Svarbhanavi 33 

ス ヴ ァ ンド ゥ Subandhu 56 
スー タ サ ム ヒ ター Santasamhita 290 

スー タス タ Satasuta 122 

スー ラ Sara 190 

ス ヴ ラ タ Suvrata 318 

ス ヴ ラ ター Suvrata 252 

スー リヤ Sarya 47、55, 60, 75. 90, 92, 120 
145, 150, 158、 191, 282, 290, 325, 326, 340. 
356 

スー リヤ ー Sarya 15,282 

スー リヤ ヴァ ルマン Saryavarman 345 
スー リヤ ヴァ ン シ ャ Saryavamea 44.174195 
201、316 

スー リヤ カー ンタ Saryakanta 195 

スー リヤ 寺院 295 

スー リヤ ジャ Saryaja 122 

スー リヤ バー ヌ Saryabhanu 195 

スカ ニヤ ー Sukanya 15, 48,208,360 
スカ ム バ Skambha 186 

スカ ンダ Skanda 9.137, 138, 162, 186, 268 
スタ ンダ プ ト ラ Skandaputra 186 

スカ ンダ ・ プ ラー ナ Skandarpurana 289 
スグ リー ヴァ Sugriva 41, 71. 110, 132 186, 
343 

スシ ェ ー ナ Susena 60.72, 122.186 
スジ ャ ー タ ー Suj&tm 16 

スシ ャ ルマン Susarman 133.187。230 
スシ ョ ー バ ナー Susobhana 33、63 

ス ダ ー Sudha 353 

ス ダ ー サ Sudasa 122 

ス ダ ー ス Sudas 56,78. 187 

スタ ー ヌ Sthanu 41,187 

ス ダ ター パー ニ Sudhapani 203 

スネ ダー ハラ Sudhahara 119 

ス ダ ク シナ Sudaksina 162 * 

ス ダ ク シナ ー Sudakesina 214 

スタ ソー マ Sutasoma 187.227、280 

スタ ナー Sutana 10 

スタ ラ Sutala 255 

ス ダ ル シャ ナ Sudarsana 42187 

ス ダ ル マー Sudharma 187 

スチ ャ ー ル Sucaru 188。 352 

ステ ィ ー ク シャ ナ Sutiksana 188 

ス デ ィ ュ ユ ム ナ Sudyumna 45、55、188 


438 











(14) 索 


引 


中 G5) 





サル ヴァ ヨー ゲー シュ ヴァ ラ Sarvayogesvara 
165 

サル パー ラー ティ Sarparati 119 
サル パサ ッ ト リ ン Sarpasattrin 175 
サル バ パサ トラ Sarpasatra 18 

サル パラ ー ジ ャ Sarparaja 61 

サル ビス Sarpis 219、363 

サル ミシュ ター Sarmista 27. 158. 216, 237. 
322. 326 

ッ タ ー Samghamitta 11 

サン ガム Samgam 294 

サン カル シャ ナ Samkarwana 96.262.286 
サン クラ ンダ ナ Samkrandana 63 

サン サー ラグ ル Samsaraguru 112 

サン ジャ ヤ Samjaya 158 

サン ジュ ニャ ー Samjma 75.77,158,193.325 
326、356 

サン シュ ラ ヤ Sameraya 41 

ー 体 235 

サン タテ ィ Santati 68 

サン ディ ヤー Sandhya 899.159 

サン ディ ヤー バラ Sandhyabala 336 

サン ペー ティ Sampati 159 

サン ハー ラ Samhara 251. 312 

















サン ヤマ ニー Samyamani 33 
一 城 Samyamani 179 
サン ヤミ ニー Samyamini 325 
し 


ジー ヴァ Jiva 297 

シー ター SIt& 25, 34。 41。 53. 87. 99. 136. 
137。167, 206, 242。 335,340 

シー タマ リー チ Sitamarici 198 

シー タラ ー Sitala 169 

シー ラヴ ァ テ ィ ー Silavati 24。224, 359 

シー ラド ヴァ ジャ Siradhvaja 175,185 

シ ウ ヴァ Siva 10.12, 45, 53, 102. 109. 111. 
115. 124, 125, 133 147, 149。 159。 185 199 
215、 224、225、 255, 267, 283、290, 353 

シヴァ ー Siva 164. 240, 354 

シヴァ ー ナ ンダ ・ ア ーシュ ラマ 
Sivananda-asrama 347 

ジ ヴ ァ ー ラ ー ム キー Jvalamukhi 165 

シヴァ ガル マジ ャ Sivagharmaja 315 

シヴァ シェ ー カ ラ Sivasekhara 198 


シヴァ プラ ー ナ Sivarpurana 288 

ジ ヴ ァ ラ マン ディ ラ Jvaramandira 326 
シヴァ リー ラー Sivahila 163 

シ ウ ヴィ Sivi 24。 165 

ャ Sesa 41. 108, 165 246, 305. 305 
ャ ナー が Sesanaga 165 

ジェ ーシュ ター Jyestha 73.241 

ュ タ 月 Jyestha 192 

ジェ ミニ Gemini 15 

シェ ン ・ ラ ブ Gshenrab 102 

シカ リー Sikhari 106 

シカ ン デ ィ ー Sikhandi 166 


シェ ー 








シカ ン デ ィ ニ ー Sikhandint 166.188 
シカ ン デ ィ ン Sikhawdin 38。76. 166 
持 国 天 135 


ジ シ ュ ヌ Jimmu 52 

シシ ュー ラ Siupala 166,230, 351 
シシ ュ パ バー ラー トマ ジャ Sisupalatmaja 230 
四角 地 269 

シタ ー ナ ナ Sitanana 119 

シタ ー ラ Sitala 214 

シタ ー シ シ ュ Sitaneu 198 

七天 取 仙 176 

七 大 陽 都 93, 112 

も 母 神 155 

シッ ダ Siddha 170 

シッ ティ Siddhi 170. 252 

シト ー ダ Sitoda 304 

シナ Sin 117 

Sini 17。153, 323 

ー ヴ ツァ ー リ ー Sinivall 42.170 

バウ トラ Sinipautra 153 

シ ピ モモ Sibi 50 

シャ ー カ Saka 219 

シャ ー カ ド ヴ ィ ー パ 洲 Sakadvipa 178 
シャ ー カ リャ Sakalya 170 

シャ ー ク タ Sakta 171 

り Jaiali 172 

ジャ ー ク ヴェ ー ダ Jataveda 173 

ャ ー バ ー リ Jabali 175 

ジャ ー フ ナヴィ ー プ トラ Jahnaviputra 277 
シャ ー ム バ Samba 176261, 290 

ジャ ー ム ヴァ ッ ト Jambavat 142.177. 292 
ー ム バウ ァ テ ィ ー Jambavati 142.176, 
352 






















シヴァ ダル マ Sivadharma 290 
441 


シャ ー ラ Sala 180 


ャ ー ラ ダー Sarada 157 

ャ ー ル ヴァ Salva 276 

シャ ー ル マリ Salmali 219 

シャ ー ル マリ ド ヴ ィ ー パ 洲 Salmalidyipa 178 
シャ ー ル マリ ン Salmalin 119 
シャ ー ル ン か Sarnga 84 

シャ ー ル ン ギ カー Sarngika 181、316 

ャ ー ル ン ギ パー ニ Sarngipani 84 
シャ ー ル ン ギ ン Sarngin 84 

シャ ー ン ター Santa 182, 348 
シャ ー ン タ ヌ Santanu 38,85, 88、125, 152 
153, 182, 207, 232, 259, 272, 274, 275, 285 
シャ ー ン タメ スタ Santanusuta 277 

シャ ー ン タメ プ ト ラ Santanuputra 277 
シャ ー ン ティ Santi 20 

シャ イシ ュ パ ー リ Saisupli 230 

シャ イナ Saina 117 

シャ イネ ー ヤ Saineya 153 

シャ イネ ー ヤ ナン ダナ Saineyanandana 153 
シャ イ ピ ヤ Saibya 170 

シャ イ ビ ヤ ー Saibya 173.352 

シャ ヴァ ラー Savala 191 

シャ ウナ カ Saunaka 170 

シャ ウラ Saura 175 

シャ カ Saka 30 

ジャ ガケ ダム バー Jagadamba 70 

ャ ガッ ドガ ウリ ー Jagadgauri 170.226.304 
ジャ ガッ ド ダ ー タ ー Jagaddhata 170 

ジャ ガッ ド ダ ー リ ー Jagaddhari 170 

ジャ ガッ ド マ ー ト リー Jagaddhatrt 32.226 
ジャ ガン ナー タ Jagannatha 170.298 

ャ ガン ナー ト 圭 院 295 

ャ ガン マー トリ Jaganmatr 171 

ャ クティ Sakti 115、171,218。 225, 306, 
333 

シャ クティ ダラ Saktidhara 120 

シャ クティ ビー タ Saktipitha 251 

ャ クト リ Saktri 56, 122. 172 

シャ クニ Sakuni 128, 172, 177, 190, 222. 
309 

シャ クラ Sakra 43.52.172 

シャ クラ Skranr 172 

シャ クラ ジャ Sakraja 38 

シャ クラ スー メ Sakrasanu 38 

シャ クラ ダメ ス Sakradhanus 52 

シャ クラ ナン ダナ Sakranandana 38 










































シャ クン タラ ー Sakuntala 109.220.259.320, 


シャ シー Sasi 172 59 
シャ シー ヤシ ー Sasiyasi 183 
地 謀 伝 説 311 


シャ シャ ー タ Sasada 76 

シャ シン Sasin 172.198 

ジャ ター スラ Jatasura 173 

シャ ター ニー カ Satanika 227,242 

ジャ ター ユ ス Jatayus 159。174 

シャ タク ラ ト ッ Satakratu 52 
シャ クタ ジット Satajit 323 

シャ タダ ヌ Satadhanu 173 

シャ タダ ヌメ ヴァ ン Satadhanvan 173 

シャ タダ メス Satadhanus 173 

シャ タ ・ ド ル Satadru 57 

シャ タニ ー カ Satanika 173 

シャ クビ シャ ク Satabhisak 242 

シャ タル ー バ パー Satarnpa 6,64.93,150,157. 
174。 292. 297 

シャ チー Sacl 54。137, 265 

シャ チー アー ヴィ ー Sacfdevi 49 
シャ ト プ ブラ Satpura 248 

シャ トル グ ナ Satrughna 99.101, 197. 174. 
189, 202 

ジャ ナー ル ダ ナ Janardana 84。175 

シャ ナイ シュ チャ ラ Sanaiscara 158.175193 
ジャ ナカ Janaka 44. 99.111、 117。 137. 167, 
174 185、322 

ジャ ナカ プラ Janakapura 317 

ジャ ナク ブー ル Janakpoor 317 

ジャ ナス Janas 178 

ジャ ナメ ー ジ ャ ヤ Janamejaya 18、55,175 
シャ ニ Sani 76. 175. 240 

シャ ニシ ュ チ ャ ラ SaniWcara 325 
シャ ニ プ ラ スー Saniprasn 210 

ジャ ハー ナカ Jahanaka 312 

シャ パラ Sabara 29,175 

ャ フナ ヴィ ー Jahunavi 176 

ジャ フ ヌ Jahnu 124 175 

シャ マー ンタ カ Samantaka 112 

ジャ マダ グ ニ = Jamadagni 10,60.98,176, 
296, 347。 356 

シャ マナ Samana 326 

シャ マニ ー シ ャ ダ Samanisada 336 

シャ ミー カ Samika 18 

ジャ ム バ Jambha 177.197 
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(12) 索 


引 





クル プリ タナ ー パ ティ Kuruprtanapati 122 
クル ムキ ヤ Kurumukhya 277 

クル ョ ー ダ Kuruyodha 122 

クル ラー ジャ Kururaja 224。234。265 
クロ ーシュ トリ Krostr 323 

クロ ー ダ Kroda 175、251、319 

タク ロー ダー Krodha 20、144。274。284 
クロ ー ダ ヴァ サー Krodhavasa 144 

クロ ー ダ ヴァ シャ ー Krodhava5a 95 

クン ジャ ラ KumWara 5 

クン ティ Kunti 323 

クン ティ ー Kunti 23.35、48, 55, 120, 145 
234。272 296, 328 

クン チ ティース メタ Kuntisuta 122 

クン チ ティー ナン ダナ Kuntinandana 333 

クン ディ ナブ ラ Kuwinapura 85 

クン チ ティ ポー ジャ Kuntibhoja 145.145, 272 
タン トゥ Kunthu 214 


け 


ケー カヤ Kekaya 121。133 

ケー シー Kesi 147 

ケー シ ニ ー Kesinf 138.147.151 

ケー シャ Kesa 147 

ケー シャ ウ ヴァ Kesava 84。142. 147 

ケー シン Kesin 147 

ケー ダー ラナ ー タ Kedaranatha 147.316.351 
ター ダー ル ・ ガ ー ト Kedar ghat 69 
ター ダー ルナ ー ト Kedarmath 147, 351 
ケー ター レー シャ Kedaresa 147, 351 
ター チャ ラ Khecara 85 

ケー トゥ Ketu 99。240。340 

ター トゥ マー ラ Ketumala 220 
ケー トゥ マー ラー Ketumala 220 

ケー トゥ マー タラ 国 178 

ター リキ ラー Kelikila 339 

月 種 妖 Candravama 210.232. 233.272.285、 
326 

健 達 佑 131 

間隔 次 129、131 








全 


質 水 伝説 81,311. 

広 目 天 90.135 

五 M 171 

ゴー ヴァ ル ダ ナ Govardana 142、147 
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ゴー ヴァ ル タ ナ 山 95 

ゴー ヴァ ル ダ ナ ダラ Govardanadhara 142.148 
ゴー ヴィ ンダ Govinda 84.148 

ゴー ヴィ ンダ プル Govindapur 195 
ゴー タル ナ Gokarna 148 

コー サラ Kosala 148 

ゴー ター ヴァ リー Godavari 270 
コー タ ヴ ィ ー Kotavi 148 

ゴー タマ Gotama 149。347 

ゴー タマ ・ ブ ッ ダ Botama Buddha 2 
コー ナ Kona 175 

コー ナー ガマ ナ Konagamana 94 

ゴー バー Gopa 42 

ゴー パーラ Gopala 84、149 

ゴー パテ ィ Gopati "73 

ゴー パテ ィ リ シャ パ Gopatiabha 149 
ゴー ビー Gopi 149。339 

ゴー マン タ Gomanta 149 

ゴー ムカ Gomukha 125 

ゴー ラ Ghora 251 

ゴー ラ ・ ア ー ン ギラ サ Chora Agirasa 139 
ゴー ラ カ ナ ー タ Gorakhanatha 149 
ゴー ラク シャ ナー タ Goraksanatha 149 
ゴー ラク シャ ナー タ 侍 院 Gorakwanatha 269 
ゴー ラク ナー ティ ン Gorakhnathin 149 
ゴー リカ ー Golika 291 

九 つの 植物 240 

つの 室 240 

鐘 選 神 135.357 

五大 華 265. 271 

コナ ー ル か Kanarka 195 

権化 80 





き 


サー ヴィ ルナ Savarna 150、306 
サー ヴァ ル ニ = Savarmi 49,150。210 
サー ヴィ トリ ー Savitri 40.150、157, 174 
31 

サー が ラ Sagara 123 

サー ガラ が ガー スタ Sagaragasuta 277 
サー ケタ Saketa 148 

サー ディ ヤ Sadhya 151 

サー ディ ヤー Sadhya 151 

サー ティ ヤキ Satiyaki 153 
サー ト ヴ ァ タ Satvata 12 

サー ム バ Samba 96,176,286 











引 (3) 





サー ヤナ Sayana 156 

サー ヤナ ー チ ャ ー リ ヤ Sayanacarya 156 

サー ラ Sala 180 

サー ラス ヴァ タ Sarasvata 155 

サー ラメ ー ヤ Sarameya 158 

サー ル ヴ ァ Salva 162, 293 

サー ル ヴ ァ ニ Sarvani 76 

サー ル ヴ ァ バ ウマ Sarvabhauma 357 

最初 の 詩人 73 

サイ リン ドリ ー Sairindhri 229 

サイ ンダ ヴァ Saindhava 180 

サイ ンダ ヴァ カ Saindhavaka 180 

サイ ン ヒ ケー ヤ Saimhikeya 340 

サヴァ ナ Savana 3.78 

サヴァ ルナ ー Savarna 150 

サヴィ トリ Savitr 20.22.43.47. 60. 113. 
150, 194,349 

サウ ダー サ Saudasa 56,302 

サウ ティ Sauti 240 

サウ バ Saubha 151 

サウ バド ラ Saubhadra 30 

サウ バラ Saubala 172 

サウ バラ カ Saubalaka 172 

サウ バリ Saubhari 151。316 

サウ ベリー Saubali 129 

サウ ベレー イー Saubaleyi 129 

サウ バレ ー ヤ Saubaleya 172 

サウ ミヤ saumya 91. 220 

サガ ラ Sagara 34,123, 151、162, 254 
サダ ー シ ヴ ァ SadWiva 271 

サダ ター ジット Sadit 323 
サダ ー ダ ー ナ sadadana 3 

サッ ト Sat 9 

サッ ト ヴ ァ Sattva 235 

サテ ィ ー Sati 161, 165, 200, 359 
サテ ィ ヤ Satya 78 

サチ ィ ヤ ヴァ ッ ト Satyavat 150,151 
サテ ィ ヤ ヴァ ティ ー Satyavati 10,25, 33 
85, 87.103、152, 176, 182、207, 232, 259、 
272, 275, 350 

サチ ィ ヤ ヴ ラ タ Satyavrata 153, 306 
サテ ィ ヤ ヴ ラ タ トリ シャ ンク Satyavrata TriWa 
Mu 153 

サテ ィ ヤ カ Satyaka 323 

サテ チ ィ ヤキ Satyaki 323 
サテ ィ ヤ サン ダ Satyasandha 277,318 











サテ ィ ヤ セー ナ Satyasena 122 

サテ ィ ヤ ドリ ティ Satyadhti 154 

サテ チ ィ ヤ ・ ナ ラ ヤ ン 寺 院 Satya Narayan 347 

サテ ィ ヤ バー マー Satyabhama 50.142。 154。 
265 

サテ ィ ヤ ム Satyam 178 

サテ チ ィ ヤ ・ ユ ガ Satyaryuga 154 
サディ ヨー ジャ ー タ Sadyojata 271 

サト ラー ジ タ Satrjita 142、154。285 
サト ラー ジッ ト Satrajit 154,285 

サト レジ 河 Sullej 57 

サナ ー タ ナ Sanatana 138、353 

サナ カ Sanaka 69。138。292.353 

サナ ツジ ャ ー タ Sanatsujata 154 

サナ トク マー ラ Sanatkumara 138,186.290、 
292, 353 

サナ ンダ Sananda 198。292 

サナ ンダ ナ Sanandana 353 

サハ スラ ー ク シャ Sahasraksa 154 

サハ スラ キラ ナ Sahasrakirana 194 

サハ スラ ジッ ト Sahasrajit 323 

サハ デー ヴァ Sahadeva 76,146, 154, 172。 
182。 238, 271。 273, 303、 304 

サ E ヤ Sahya 139 

サ プ タ ーシュ ヴァ SaptaW 
サ プ タ ヴァ ドリ Saptavadhi 
サ プ タ シン ダヴ ァ 
サ プ タ マー ト リカ ー 
サ プ タ ル シ Saptarsi 156,347 

サ プ タ ル チ ー Saptarci 175 

サ ヘ ー ト ・ マ ヘー ト Sahet Mahet 184 
サム ドラ ー ル Samudraru 195 

サム ドラ ・ チ ュ ル カ Samudra-culuka 4 
サム バウ ヴァ Sambhaya 214 
サラ ス ヴ ァ ティ ー Sarasvati 40,45.62.156。 














170, 292 
サラ ス ヴ ァ ティ ー 河 59,122 を 
サラ ニャ ー Saramya 324 


ー SaranyQ 157.218 

サラ マー Sarama 158 

サリ ヤー タ Saryata 15 

サリ ララ ー ジ ャ Salilaraja 73 

サリ レー シャ Salilesa 73 

サル ヴァ が Sarvaga 281 

サル ヴァ カー マ Sarvakama 350 

サル ヴァ マン ガラ ー Sarvamagala 164 
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GO) 索引 索引 (1) 
ガル が Garga 115, 117 139 クシ ティ Ksiti 312 303, 309, 341, 351、 352 
ガル が か ・ ス ムリ ティ Garga-smrti 17 カン ドゥ Kandu 71。132。295, 314 クシ ャ Kusa 60, 103, 136, 169, 219, 345 クリ シュ ナー Krsna 227, 228,237, 329 


カル キ Kalki 84。 117, 290 

カル コー タカ Karkotaka 350 

ガル ダダ Garuda 3.39、47、68、84, 87.104. 
116, 118. 159、241 

ガル ダ ・ プ ラー ナ Garudarpurana 290 
タル ダマ Kardama 20.41. 119 

ガル トマ ー ン Garutman 119 

カル ナ Karna 23.55, 85, 120, 145, 222. 236 
カル ナ モ ー テ ィ ー Karnamoti 164 

カル ニカ ー チ ャ ラ Karnikacara 320 

カル パーKalpa 305, 327 

カル パ ヴ リ クシ ャ Kalpavrksa 122.271 
カル パタ ル Kalpataru 122 

カル パドル マ Kalpadruma 122 

ガル ババ ティ Garbhapati 218 

カル マー シャ Kalmasa 302 

カル マー シャ パー ダ Kalmasapada 56.122, 
258 

カル マサ ー ク シー Karmasaksi 194 
カル マ ・ ョ ヨー が Karmaryoga 254 
カレ ー メ マティー Karenumati 230,242 
ガン ガー Gaea 122.152, 163, 175, 182, 232, 
254。 274。285、320 

ガン ガー ジャ GaNe&ja 120 

ガン ガー 女神 Gaga Devi 24,25,207 

ガン ガー スタ Gangasuta 277 

ガン ガー ダラ GaNgadhara 125161 

ガン ガー デー ヴィ ー Gangadevi 274 

ガン カード ヴァ ー ラ Gangadvara 125 

ダン ガー プ ト ラ Gagaputra 120 

ガン ゴー トリ ー Gamgotri 124、125 

カン サ Kamsa 6, 10。22, 61,91、114, 126, 
135. 141。180,189、215 

ガン ダー ラ Gandhara 128 

ガン ダヴ ァ テ ィ ー Gandhavati 33 

ガン ダヴ ァ ハ Gandhavaha 68 

カン タカ Kantaka 301 

カン ダサ ー ラ Kandasara 52 

ガン ダマ ー タ ナ Gandhamadana 68. 128 

ガン ダル ヴァ Gandharva 31. 105、129. 192. 
207. 245 

カン ダル バ Kandarupa 112, 291 

カン ダル バケ ー ト ゥ Kandarpaketu 56 


き 


ギー シュ パテ ィ Gispati 297 
ギー ター 守 院 Gita Bhavan 347 
キー チャ カ Kicaka 133 

キー チャ カ国 99 

キー ラー ラバ Kilalapa 336 
キシ ュ キ ンダ ー Kiskindha 132、186、266 
キシ ュ キ ンダ ー 編 Kiskindharkanda 343 
キタ ヴァ Kitava 172 

吉祥 功 簡 天 338 

才 祥 天 157 

埋 梓 天女 184。396, 338 

青 祥 摩 尼 宝 生 如 来 338 

キム プル シャ Kimpurusa 133.220 
キャ ー テ ィ Khyati 351 

曲 女 城 108 

ギリ ー シ ャ Girisa 133.165 
ギリ ヴ ラ ジ ャ Girivraja 60 

ギリ ジャ ー Girja 133.164 

キル ミー ラ Kirmira 133 

キン ダマ Kindama 134。145. 273 
キン ナラ Kimnara 134.220 

困 著 約 134 

累 学 稀 134 

キン ブル シャ 国 178 








く 


ク ヴ ァ ラ ーシュ ヴァ Kuvalasva 134 
クウ ヴァ ラ ヤ ーシュ ヴァ KuvalayaSva 134.227 
ク ヴ ァ ラ ヤー ビー ダ Kuvalayapida 135 

ク ヴ ェ ー ラ Kuwera 45, 55. 102. 135, 183 
325, 334 

ター ル マ Karma 81、144 

クー ル マ ・ プ ラー ナ Karmarpurama 289 
苦行 203 

工 巧 守 218 

ラウ ァ Kusilava 136 

クシ ェ ー ト ラー ナー ム " パ ティ Ksetranamrpati 
196 

クシ ェ ー ト ラス ヤン パテ ィ Ksetrasyarpati 136 
クシ ェ ー ト ラ ・ パ ティ Keetrarpati 136 
クシ ェ ー マ カ Kesemaka 136 











ガン ダレ ワ ・ ケ レ サ ニ Gandarewa Keresani 
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クシ カ Kusika 136 


Kuja 137 

ツァ ティ ー Kusavati 137 
クシ ャ ー ム バ Kusamba 60。103.107 
クシ ャ スタ リー Kuasthali 137.219.334 
クシ ャ ドウ ヴァ ジ ャ Kusadhvaja 90。137.315 
クシ ャ トリ ヤ KRsatriya 71 298,339 
クシ ャ ナー バ Kusanabha 60,103.108 143 
293 

クシ ャ ナダ ー チ ャ ラ Ksanadacara 137 
クシ ャ パー タ Keapata 336 

クジ ャ ム バ パーKujambha 197 

クジ ャ ムペ バー Kujambha 137 

クス マー ユダ Kusumayudha 112.137 
クス マ プ ラ Kusumapura 255 

グ ダ ター ケー シャ Gudakesa 38、137 

クタ メ Kutanu 136 

クッ ツァ Kutsa 137 

抱 贅 人 仏 94 

クニ Kumi 323 

ダグ ハ Guha 120。137、186 

ク フ ー Kuhn 170 

クベ ー ラ Kubera 135 

クマ ー ラ Kumara 138, 162 

クマ ー ラ カー Kumaraka 220 

クマ ー ラ サム バツ ァ Kumarasambhava 100 
クム ダ Kumuda 357 

クム ダ パ ティ Kumudapati 198 

クム ド ヴ ァ ティ ー Kumudvati 138 

クム パカ ルナ Kumbhakarma 84。138 
クム パサ ム バ ヴァ Kumbhasambhawa 4 
クラ ヴィ ヤー ド Kravyad 396 

クラ ウシ ュ ト ゥ キ Kraustuki 288 

クラ ウン チャ Kraumca 138, 219 

クラ トッ Kratu 23.41, 43. 57. 68. 78, 138, 
284、291。347 

グラ ハ Graha 186 

グラ ハー ダー ラ Grahadhara 236 

グラ ハラ ー ジ ャ Graharaja 194 

クラ バル ヴァ タ Kulaparvata 139 

クリ シャ ー ヌ KrSanu 139 

クリ シュ ナ Krwa 8.11. 18. 21. 30. 37. 50, 
60、61、80、83、86、95、96.106.126.139. 
141. 145、 147. 147. 148。 167。 170. 176. 177. 
181、189、 204。 247、 252. 252. 253, 262. 283. 








クリ シュ ナー ンジ ャ ナー Krsnanjana 33.179 
クリ シュ ナ 信 仰 80 

タリ シュ ナ 伝 説 141 

クリ シュ ナド ヴァ イ バ パー ヤナ Krsmadyaipayana 
87, 152 

クリ シュ ナ ・ パ バー が ヴァ タ KmaBhagavata 
140 

クリ シュ ナ ・ バ パー か ヴァ タ 信仰 80 

グリ タ ghrta 143 

クリ ター グ クニ = Krtagni 323 

グリ ター チー Ghrtaci 78,143,260 

クリ ター ンタ Krtanta 326 

クリ タ ヴ ァ ル マン Krtavarman 143.323 
クリ タ ヴ ィ ー リ ヤ Krtavirya 119,143.323 
クリ タウ ジャ ス Krtaujas 323 

クリ タデ ィ ユ ティ ー Krtadyuti 42 

グリ タプ リ シ ュ タ Ghrtaprstha 78 

クリ タ ・ ュ ガ Krtayuga 143.327 

グリ ッ ツ 7 Grtsa 112 

ダグ リッツ ァ ッ マグ Grtsamada 85.143. 170 
クリ ッ チ ティ ・ ヴ ァ ー サ ス Krttivasas 160 
タク リッチ ティカ ー Krittika 120.241 

グリ ドッ Grdhu 112 

グリ ドラ クー タ Grdhrakata 338 

クリ バ Krpa 12.18. 144, 144 

クリ バー Krpa 12. 144 

クリ ビー Krpi 144 

クリ ミ Kmi 60 











クリ ヤー・ ヨ ー ガ ・ サ ー ラ Kriyayogasara 287 
クル Kuru 23, 49。78, 259 

クル ヴァ ル ダ ナ Kuruvardhana 265 

クル ーッ タマ Kurattama 224 

クル ー ド ヴァ ハ Kurdvaha 122 


クル ー ラ ドリ シュ Kraradt 175 

クル ー ラ ロー チャ ナ Kraralocana 175 

クル クシ ェ ー ト ラ Kuruksetra 49. 6. 144. 
231、253, 307. 330 

クル クラ シュ レー シュ タ Kurukulasrestha 277 

クル クラ ダー マ Kurukuladhama 224 

クル シュ レー シュ タ Kurusrestha 265 

クル シン ハ Kuruspmha 224 

クル ナン ダナ Kurunandana 234、265,277 

クル バ パティ Kurupati 274 

グル プ ト ラ Guruputra 12 
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(8 ) 素 


引 





カー マ ド ゥ フ Kamaduh 191 

カー マ パ トニ ー Kamapatni 339 
カー マ プ リ ヤー Kamapriya 339 
カー マル ー ビ ン Kamarnpin 85 

Kami 339 
ヤー Kamya 297 
キャ カ Kamyaka 112 

カー ム パ ター ヨー ギン Kamphata yogin 149 
カー ム ビ リ ヤ Kampilya 112 

カー ム ポ ボー ジャ Kamboja 112 
ガー ヤ ト リー Gayatri 40。113. 150.156 
ラ Kala 78.114. 160251。 326 
ー ラ ー Kala 20 

ラッ ー Kalaka 114 

ー ラ カン ジャ Kalakanja 114 
カー ラ ケ ー ヤ Kalakeya 48.114 
カー ラ ネ ー ミ Kalanemi 114 
カー ラ ヤ ヴァ ナ Kalayavana 114. 142, 183. 
319 

カー リー K 向 90115, 152. 163, 205. 206, 
226 

カー リー ガー ト Kalighat 116 

カー リカ ー Kalika 240.290 

ター リヤ Kaliya 116 

カー リン ディ ー Kalindi 42 

カー リン ディ ー カ ル シ ャ ナ Kalindikarwana 261 
ガー ルギー Gargi 117 

ガー ル ギ ヤ Gargya 117 

ガー ル ギ ヤ ・ パ ー ラ ー キ Gargya BalAki 10, 
18 

カー ル シ ュ ニ Karwi 30 

カー ル タ ヴ ィ ー リ ヤ Kartavirya 83.119.143. 
302 

カー ルク タ ヴィー リヤ ー ル ジュ ナ Kartaviryarjuna 
323 

カー ルッ ティ カ Karttika 192 

カー ルッ ティ キー Karttiki 240 

カー ルッ ティ ケー ヤ Karttikeya 63.119.138. 
190, 193 315 

ガー ル ハ パチ ィ ヤ Garhapatya 55 
ガー ル ハ パテ ィ ヤ ム Garhapatyam 9 
カー ン ヴ ツァ ・ リ シ ・ ア ーシュ ラマ Kanvarrs 
iasrama 347 
ダー ンダ ー ヤ Gamgeya 277 
ガー ンダ ー ラ バテ ィ Gandharapati 172 
ガー ンダ ー ラ ラー ジャ Gandhararaja 172 
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ガー ンダ ー ラ ラー ジャ スタ Gandhararajasuta 
172 

ガー ンダ ー ラ ャ ドゥ 上 ター 
Gandhararajaduhita 129 

ガー ンダ ー ラ ラー ジャ プ ト ラ Gandhararajaputra 
172 

ー ン ダー リー Gandhari 76.128, 162. 172、 
189、221、 233,352 

ガー ンダ ー リ ー プ トラ Gandhariputra 224 
カー ンダ ヴァ Khandava 8,126.131, 252 318 
カー ンダ ヴァ プラ メタ Khandavaprastha 54. 
223、329 

ダル ヴァ Gandharva 220 

チー Kanci 131 

チー プラ Kamcipura 131 

ディ ー ヴ ァ Gandiva 8、37。127, 131 
チア ィ ー ヴ ァ ダ ー リ ー Gandivadhari 38 
ディ ー ヴ ァ ダ ヌメ ヴァン Gawlivadhanvan 














チ ディー ヴィ ー Gamivi 38 
ガー ン デ ィ ニ ー Gandinf 10.125,132 
カイ カシ ー Kaikasi 84 

カイ ケー イー Kaikeyl 101 167, 202, 259 
342 

カイ ケー ヤ Kaikeya 101 

カイ タバ Kaitabha 101 

カイ タバ ー Kaitabha 102 

カイ タバ ジッ ト Kaitabhajit 101 

カイ ラー サ Kailasa 8。 48、53。102 

カウ ヴィ Kayi 78. 92 

ガ ヴ ィ ジ ャ ー タ Gavijata 264 

カウ ヴェ ー リ ー Kauveri 135 

カ ヴ ー カ Kavnka 323 

カウ サリ ヤー Kausalya 101、103,202.341 
カウ シー カ Kauika 103 

カウ シー タキ ー Kausitaki 5 

カウ シカ Kausika 298 

カウ シキ ー Kausiki 103 

カウ シャ ー ム ビー KauSambi 60, 92,103 
カウ スト ゥ パ Kaustubha 84 

ガウ ダ Gauda 355 

ガウ タマ Gautama 29、51、103 














ガウ タミー Gautami 103 

ガウ タミー マー ハー トミ ヤ Gautamimahatmya 
287 

ガウ タメ ー シ ャ Gautamea 351 


中 (⑲) 





カウ ティ リヤ Kautilya 300 

カウ ナパ Kaunapa 336 

ダウ パー ヤナ Gaupayana 104 

カウ マー リー Kaumari 155 

カウ モー ダキ ー Kaumodaki 84。104 

カウ ラウ ヴァ Kaurava 104.217.221、244 274 
277, 309 

カウ ラヴ ァ シ ュ レ ーシュ タ KauravaSrestha 
333 

カウ ラヴ ァ ナ ー タ Kauravanatha 333 

カウ ラヴ ァ ナ ンダ ナ Kauravanandana 274 

カウ フラ ヴァラー ジャ Kauravarja 234 

カウ ラウ ツィ ヤ Kauravya 99.277 

カウ ラヴ ェ ー ン ドラ Kauravendra 224,234 

ガウ リー Gauri 72. 163 

ガウ リー・ シ ャ ンカ ラ Gauri.Sankara 355 
カウ ンチ ィ ニ ヤ Kaundinya 104 

カウ ンチ テー ヤ Kaunteya 38.281.333 

が ネー シュ ヴァ ラ Gaganesvara 119 

が ダ ノー ルム カ Gaganolmuka 315 

カク シー ヴァ ー ン Kaksiv8n 180 

カク シー ヴァ ッ ト Kaksivat 104.214 

カク トス メタ Kakutstha 295 

カク ドミ ン Kakudmin 334 

カゲ ーシュ ヴァ ラ Khagesvara 119 

カサ ー Khasa 104 

カシ ェ ー ル マッ ト Kaserumat 220 

ガ ジ ェ ー ン ドラ Gajendra 104 

華子 城 255 

姜 氏 域 255 

ガ ジ ャ クー ル マ ー シ ン Gajakarmasin 104 
カシ ュ ヤ パーKasyapa 20.21, 22. 39. 41. 43. 
47、60.64、68, 70, 91。 96, 105, 114、116、 
130, 144。 185, 191。 315、347, 348, 358 
歌 神 134 

カス トゥー リ ー が ガン ディ ー Kastarigandhi 152 
ガタ Gada 105 

ガ ダ ー Gada 106 

ダダ ー デ ー ヴ ィ ー Gadadevi 106 

ダダ イト ヌメ Gadayitmu 112 

カタ ヴァ ー ン ガ ダ ー リ ン KhatavaNgadharin 
165 

カタ ブー タナ Katapdtana 299 

タカ ダム バ Kadamba 106 

カチ ヴィ ー Kacvi (arum colocaria) 240 
カチ ャ Kaca 106,216 











月 光 王 本 生 話 201 

ガ テ ィ バー サ Gatibhasa 65 

カト ヴァ ー ン が ガ KhatvaNga 107.164 
ガト ーッ ド バ ヴ ァ Ghatodbhava 4 

ガト ー ト カチ ャ Ghatotkaca 35.76,107.121. 
278. 279 

カド ルー Kadrn 20。39,47、95, 105, 108 
116, 166、203, 240 

カナ ー ダ Kanmda 99 

カナ ウジ Kanaui 108 

ガ ナ ア デーヴァ ター Ganadevata 108 

ガ ナ パ ティ Ganapati 108、109。164 

カニ ヤー クマ ー リ ー Kanyakumari 108 
カヌ ヴァ Kamva 108 

ガネーシャ Ganesa 99.108,109. 164. 268. 





289 
カノ ギュ ザ Kanogyza 108 
カバー リ ニ テー Kapalinf 110 


カバ パー リン Kapalin 110 

ダバ スチ ティ マッ ト Gabhastimat 194.220.255 
カバ タ Kapata 99 

カバ ルディ ン Kapardin 164 

カバ ンダ Kabandha 110 

カビ ヴァ ラド ヴァ ジャ Kapivaradhvaja 38 
カビ ケー タナ Kapiketana 111 
カビ ド ヴ ァ ジャ Kapidhvaja 111 

華美 編 Sundararkaxla 343 

カビ ピラ Kapila 20.290 

カプ ラ Khapura 151 

カ ホ ー ダ Kahoda 16, 111 

カマ ナ Kamana 112 

カマ ラー サナ Kamalasana 298 

神 の ユ ガ DevarYuga 327 

カム バラ ー マ ー ヤ ナ Kambaramayana 846 
が ヤー Gaya 112 

ガヤ ー ス ラ Gayasura 112 
カラ Kala 55 

カラ Khara 113 

カラ ー ケ ー リ Kalakeli 112 
ー リ ー Karahi 115 

カラ シス タ Kalasisuta 4 

カラ ビン ガ KalapiNga 97 
カラ ビン ジャ ラ Kalapimjala 97 
カリ ・ ユ ガ Kaliyuga 117, 327 
カリ ン ガ Kaliga 214 











カル Kharu 112 
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(6 ) 索 
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引 (7 ) 








ウィ シュ ラヴ ァ ス Viravas 56.84 

ヴィ シュ ル タ Visruta 99 

ツィ ダー ター Vidhata 291 

ツィ ダー トリ Vidhatr 85,293 

ヴィ ダグ ダ ・ シ ャ ー カ リヤ Vidagdha Sakalya 
322 

ウィ タラ Vitala 255 

ヴィ ダル バ Vidarbha 5,85 351 

ツィ チ トラ ヴィ ー リ ヤ Vicitravirya 38.85. 
88、 152, 153, 182、207, 233, 272,276 
ツィ ア ィ Vidhi 293 

ツィ ディ ヤー ダラ Vidyadhara 42.85 

ウィ ディ ュ ッ ジ フ ヴ ァ Vidyujhva 56 

ツィ アー ハ Videha 85,174 

ツィ ドッ ー ラ タ Vidnratha 323 

ウィ ドッ ラ Vidura 33.86,232, 233, 272. 
276 

ヴィ トッ ン ダグ Vitma 227 

ツィ ナー ヤ カ Vinayaka 119 

ウィ ナタ ー Vinata 20.39. 47. 68. 87. 105, 
116, 118 

ツィ バー ンダ カ Vibhamlaka 87 

ツィ バレ ュ チッ ト VipaWcit 288 

ツィ ビー シャ ナ Vibhiwana 53, 84. 87. 158 

ヴィ ブ Vibhu 252 

ヴ ツィ ブ ヴ ァ ン Vibhvan 349 

ヴィ プラ チッ チ ィ Vipracitti 62.87.99, 185, 
244。313、 340 

ヴィ マラ Vimala 214 

ツィ ヤー サ Vyasa 25.33, 55,86, 87. 118, 
128, 152, 222, 232、258。272, 307 

ツィ ヤー ティ Vyadhi 319 

ツィ ヤー フリ ティ Vyahtti 88 

ツィ ラー タ Virata 37, 88,133。 174。 310 

ツィ ラー ク Viradha 89,221 

ツィ ラー ト Virt 157 

ウツ ィ ラ チャ Viraca 57 

ヴ ツィ ラン チ Viranci 293 

ヴィ ルー ダ み Virodhaka 89、135 

ヴィ ルー パ Virnpa 89 

ヴィ ルー パー クシ ャ Virmpaksa 51.90.99. 
135 

ツィ ロー チャ ナ Virocana 9 90. 114, 262 

ヴ ツィン ディ ヤ Vindhya 90.139 

ヴィ ン デ ィ ヤ ー ヴ ァ リ ー Vindhyavali 90.262 

ヴ ツィン ア ィ ヤ ヴ ァ Vindhyavasin 90. 
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225 

ヴィ ン デ ィ ヤ クー タ Vindhyakta 4 
ヴィ ンド ッ ゥ ッ マ ティー Vindumati 316 
ウー シャ ー Usa 91.256 

ウー ル Oru 246 

ウー ル ヴ ァ Orva 3.98、349 

ウー ル ジ ャ ー Dra 57 

ウー ル ジ ャ ス ヴァ ティ ー Drjasyati 78 
ウー ルッ ジ タ Orjita 323 

ウー ルミ ラー Ormilm 99 
ウェ ー ガ ヴァッ ト Vegavat 90 

ツェ ー タ ヴァ ティ ー Vedavati 90 

ヴェ ー ダ ・ ヴ ィ ヤ ー サ Vedavyasa 87 
ツェ ー ダ マー トリ Vedamatr 90 
ウェー ナ Vena 91212。319 
ウェー メ ハヤ Venuhaya 323 

ウ グ ラ Ugra 91. 160。、251、354 
ウ グ ラ ジッ ト Ugrajit 91 

ウ グ ラ シュ ラヴ ァ ス Ugrasravas 24。224 
ウ グ ラ セー ナ Ugrasena 91。 141 189, 264 
ウ グ ラ ダメ ヴァ ン Ugradhanvan 52 

ウ グ ラ ム パ シュ ヤー Ugrampasya 91 

ウ グ ラ レー タメ  Ugraretas 353 

ウシ カ Usika 10 

ウシ ャ ー Us 26,354 

ウシ ャ ス Usas 38.64.92 

ウシ ャ ナー Uana 353 

ウシ ャ ナス Usanas 197、290 

ウシ ャ ナス ・ カ ー ヴ ィ ヤ Usanas Kavya 92. 
102 

ウシ ャ ナス ・ シ ュ ク ラ Usanas Sukra 92 
ウ ダ ー イ ン Udmyin 255 

ウ グ カ パテ ィ DUdakapati 7 

ウタ ティ ヤ Utathya 92 

ウ ダ ヤ ナ Udayana 92 

ウチ ャ ティ ヤ Uathya 92 

ウッ ジャ イニ ー Ujjayini 77、92,93, 194 
ウッ ター ナパ ー ダ Uttanapada 93.235 
ウッ ダー ラ カ Uddalaka 16, 49,111 
ウッ ダー ラ カ ・ ア ー ル ニ 。Uddalaka Ar 93 
ウッ ダウ ヴァ Uddhava 93 

ウッ タマ Uttama 37.235 

ウッ タマ ー Uttama 30 

ウッ タマ ウジ ャ ス Uttamavjas 93 

ウッ タラ DUttara 89, 93 

ウッ タラ ー  Uttara 14,37, 38、89, 263. 359 





ウッ クタ ラー シャー ダー Utarasadha 242 
ウッ タラ ・ カ ー ン ダ Utarakanda 287 

ウッ タラ クル Utarakuru 94。220 

ウッ タラ クル 国 179 

ウッ タラ バル グ ニ ー Utaraphalguml 241 
ウッ タラ ブロ ー シ ェ タバ ダ DUttaraprosthapada 
242 

ウッ チャ イヒ シュ ラヴ ァ Ucchaihsrava 47.52. 
9 

ウド ッ ム パラ Udumbara 32.94、130、338 
ウパ スン ダ Upasunda 94、318 

ウパ デー ヴァ カ Upadevaka 10 

ウパ プラ ー ナ Upapurana 290 

ウ バ ヤー ジャ Upayaja 237 

ウパ リ チ ャ ラ ヴァ ス Uparicaravasu 152 
ウ ペ ー シ ド ラ Upendra 95.142 

ウマ ー Uma 29, 95, 102.171、267, 353 
ウィー ヴァ ク トラ Umavaktra 271 
ウマ ー パ ティ Umapati 95.165 

ウラ が Uraga 95 

ウラ ナ Urana 95 

ヴ リ カー スラ Vrkasura 162 

ヴ リ クシ ャ Vrksa 190 

ツリ コー ダラ Vrkodara 95.281 

ヴ リ シャ ー ダ ルビ Viwadarbhi 24 

ヴ ツリ シャ ナシ ュ ウ ヴァ Virsanasva 320 

ヴ リ シャ パ Vrwabha 323 

ツリ シャ パル ヴァ ン Virwaparvan 99、158 
ヴ リ シュ ニ Vrwmi 10,95、143。206, 323 
ヴ ツリ シュ ニ ・ ヴ ァ ン シャ VrsnivamSa 323 
ヴ リ シュ ニク ロー ド ヴ ァ ハ 。Vrswikulodvaha 154 
ウリ シュ ニ 族 139 

ヴ リ ッ ダ シャ ル マ Viddhasarma 206 
ツリ ッ チ ィ Vet 353 

ツリ トラ Vrtra 29、39.96 

ツリ トラ ・ ア スラ Vitrarasura 43。 48 
ウリ トラ ハン Virtrahan 52.98 

ヴ ツリ ハ ド ガ ル バ Virhadgarbha 165 

ウリ ハン Virhan 290 

ヴ ツリ ンダ ー ヴ ァ ナ Vmdavana 339 

ウル ヴィ シー Urvasi 4.31.56,98, 144, 246, 
298、299. 348 

ウル ー カ UIaka 52,98 

ウル ー ビ ピー UIapi 37.99、241、258 

ウル カー ムカ UIkamukha 299 

ウル バナ DUlbama 57 














ウル ムカ UImuka 262 
ウン チャ ヴ リ ッ チ ィ Umchavrtti 194 


え 


エー タカ ーシュ タカ ー Ekastaka 99 

エー カシ ュ ェ リ ン が ガ BkaSrMga 55349 

エー カシ ュ リ ン ガ ・ ア ヴァ ダー ナ Ekasm 
garavadana 349 

エー カ ダ ン シュ トラ Ekadamstra 99 

エー カチ ャ クラ Ekacakra 99 

エー カチ ャ クラ ー Bkacakra 99,252. 279 
エー カペー ダ Ekapada 99.353 
エー カバ パー タラ ー Ekapatala 29,95.99 
エー カバ パー ト Ekapat 99、218 
エー カバ パル ナー Ekaparna 29。95.99 
エー カラ ヴィ ヤ Ekalavya 99 

ェ ー タ シャ Etasa 100 

ェ ー ム ー シ ャ Emasa 100 

則 光 提 州 178, 320 

間 訂 天 324 


殴 金 の 胎児 281 
王 独 尋 38 
ォ ー シ ャ ディ プラ スタ Osadhiprastha 100 
ォ ー ド Oudh 184 
ォ オー ムカ ー ラ Onmkara 350 
オク サス Oxus 44 
か 
カー ヴィ ヤ ・ ウ シャ ナス Kavya USanas 102 
ー カ Kakanika 323 
シー KaWi 68.104 
ー ナ ー タ Kainatha 104 
ガー ティ Gadhi 10,107, 153, 350 
カー ティ ヤー ヤニ ー Katyayani 163 
カー ドラ ヴェー ヤ Kadraveya 240 。 
ター ニヤ ク プ ジャ Kanyakubja 60.78,108 
194 
カー パ ガ ー Khapaga 125 
カー マ Kama 10。26.78. 111、353 
カー マー ユ ス Kamayus 119 
カー マダ Kamada 24 
カー マチ ャ ー リ ン Kamacarin 119 
カー マデ ー ツ ァ Kamadeva 111.161.267.286 
カー マチ ー メ Kamadhenu 50、58、157, 191 
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(4 ) 素 


引 





イシ ャ ー ナ ISana 252 

イシ ュ テ ィ パ チャ IStipaca 336 

イダ ー Id 45.54 

イダ ー ヴ ィ ダ ー Idayida 45,84 

一 角 仙 の 物語 312 

一 切 物 の 創造 者 77 

イッ チャ ー ヴ テス Icchavasu 136 

互 つの を 持つ 者 271 

イド マジ フウ ヴァ Idhmaiihva 77 

ィ イマ Yima 324 

イラ ー Ia 45. 188,353 

イラ ー ヴ ァ テ ィ ー 1Havati 353 

イラ ー ヴ ツィ ラー 1lavila 45 

イラ ー ヴ リタ Havra 178. 220 

イル ヴァ ラ IIvala 5, 62 

イン ディ ラー Indira 338 

イン ド ・ イ ラン 共同 時代 195317。324 

イン ドゥ Indu 198 

イン ドジ ュ ズ ノ キ 354 

イン ドラ Indra 8.10、20.21. 39, 45. 66, 
95. 96, 110,126, 172。 197, 209。244。 313. 
315, 325 

イン ドラ ー ト マジ ャ Indratmaja 38 

イン ドラ ー ニ ー Indranl 54。172 

イン ドラ ジッ ト Indrajit 41、52, 128, 162. 
257, 317, 335 

イン ドラ スタ Indrasuta 38 

イン ドラ セー ナ Indrasena 54。71 

イン ドラ ネーナ ー Indadrasena 71 

イン ドラ ディ ユ ム ナ Indradyumna 104 

イン ドラ ド ヴ ィ ー バ Indradvipa 220 

イン ドラ バッ ト Indrapat 54 

イン ドラ プラ スタ Tndraprastha 36,49,54. 
309. 329 

イン ドラ プラ マテ ィ Indrapramati 317 

イン ドレ ー ジ ャ Indrejya 297 


うぅ 


ヴァ ー カ ー Vaka 56 
ツァー ギ ーシュ ヴァ リー Vagisvari 157 
ヴァ ー サ ヴァ ダッ ター Vasavadatta 56,92 
ヴ ツァー ジャ Vaja 349 

ヴァ ス Vasravas 243 
60 

ヴァ ー ス キ Vasuki 18,60.67、82. 108, 255、 
279 


451 











ツァー ス デ ー ヴ 7 Vasudeva 61, 79、140. 
247 

ヴァ ー ス トー シュ ・ パ チ ティ Vastospati 61 

ヴァ ー タ Vata 66 

ヴァ ー タ ー ビ Vatapi 5、62 

ヴァ ー チ ャ ク ナ ヴ ィ ー Vacaknavi 117,318 
ウ ァ ー チ ュ Vac 62, 156 

ヴァ ー ツ ヤー ヤナ Vatsyayana 62 
ヴァ ー ハ ナ Vahana 62 

ヴァ ー マ ー チ ャ ー ラ Vamacara 171 
ヴァ ー マ デ ー ヴ ァ Vamadeva 63。271, 353 
ヴ ツァー マナ Vamana 20,21. 64 82, 262. 357 
ツァ ー マ ナ ・ プ ラー ナ Vamanarpurana 289 
ウツ ァ ー ヤ Vaya 290 

ツァ ー ヤ ヴァ Vayava 288 

ヴァ ー ュ Vayu 61、66, 109。268, 314 
ツァ ー ユ スタ Vayusuta 281 
ツァ ー ユ プ ト ラ Vayuputra 278。281 

ヴ ツァー ユ プ ラー ナ Vayurpuraoa 288 
ツァ ー ラ ー ナ シー Varanasi 68.104 
ツァ ー ラ ー ヒ ー Varahi 155 
ツァ ー ラ キリ ヤ Valakhilya 68, 105, 138 
ヴァ ー リ バ Varipa 73 

ツァ ー リ ン Valin 71。343 

ヴァ ー ル クシ ー Varkei 71 

ヴァ ー ル シュ ネー ヤ Varweya 71。84. 153 
ヴ ツァ ー ル ナ Varum 220 

ヴァ ー ル = Varuni 60 

ヴァ ー ル =ー Varum 72.190 

ヴァ ー ル ミー キ Valmiki 20.73. 169 207. 
342. 345 

ヴァ ー ン ディ ー ナ Vandina 16,111 

ヴァ イヴ ァ ス ヴァ タ Vaivasvata 54.153.306. 
324 

ヴァ イヴ ァ ス ヴァ タ ・ マ ヌ VaivasvatarManu 
44。 45, 54。 75, 188, 306 

ヴ ツァイ ヴァ ス ヴ ァ ッ ト Vaivasyat 326 
ツァ イカ ルッ タナ Vaikarttana 55 

ヴァ イク ンタ Vaikumtha 84 

ツァ イク ンタ ナー タ Vaikumthanatha 84 
ヴァイ シャ ー カ VaiWakha 192 
ヴァ イシ ャ ー リ ー Vaiali 55 

ツァ イシ ャ ム パ ー ヤ ナ VaiWampayana 55 
ャ ヤン タ Vaiiayanta 52 

ャ ラ Vaiala 55 

ヴァ イシ ュ ヴ ツァ ー ナ ラ Vaisyanara 55 

















引 (5 ) 





ヴ ツァイ シュナ ー ヴ ィ ー Vaisnavi 155 

ヴァ イシ ュ ヤ Vaisya 71. 298 

ヴァ イシ ュ ヤ ー プ トラ Vaisyaputra 333 
ヴァ イシ ュ ラ ヴァ ス Vaisravas 135 

ヴァ イシ ェ ラ ヴァ ナ Vaisravana 55.72,135 
ウ ヴァイ タラ ニー Vaitarani 34 

ヴァ イダ ルビ ー Vaidarbhi 60 

ヴァ イデ ィ ヤ ナー タ Vaidyanatha 55, 350 
ヴァ イナ テー ヤ Vainateya 55.119 

ヴァ イラ ー ジ ャ Vairaja 55 

ヴァ サン タ Vasanta 111 

ヴァ シシ ュ タ Vasistha 4、39。40,48.56. 
72. 122, 248。258, 284。 317,347 

ヴァ シシ ュ タ ー パ ツァ ー ハ Vasisthapavaha 59 
ヴァ ジュ ラ Vara 27, 46, 60。 323 

ヴァ ジュ ラ カ ー マ ー Vajrakama 313 

ヴァ ジュ ラシー ル シ ャ Vajrasirsa 3 

ヴァ ジュ ラナ ー バ Vajranabha 60.84。 263. 
290 

ヴァ ジュ ラバ ー ニ Vajrapani 52 

ヴァ ス Vasu 60.78, 103, 124。323 

ヴァ スシ ェ ー ナ Vasusena 121 

ヴァ スス タリ ー Vasusthali 34 

ウツ ァ ス ダ ー Vasudha 41 

ヴァ ス ダ ー ラ ー Vasudhara 34 
ヴァ ス ア ー ヴ ァ Vasudeva 61。91、96. 126, 
139。 145, 189, 215, 260, 261, 262, 323, 358 
ウツ ァ ス プー ジャ Vasupajya 214 

ヴァ スプ リ デ ィ ヤ ー ナ Vasubhrdyana 57 
ヴァ ダヴ ァ ー・ ム カ Vadavamukha 4 

ウツ ァ ッ 7 Vatsa 92.323 

ヴァ ツァ ラー ジャ ・ チ ャ リタ Vatsarajacarita 
92 

ヴァ ッ ジ Vaj 296 

ヴァ プシ ュ マ ッ ト Vapusmat 63.314 

ヴァ ラ Vala 68.96 

ツァ ラー ハ Varaha 69。82. 281、289 

ヴァ ラー ハ ・ プ ラー ナ Varaharpurana 289 

ヴァ ラー ロー ハー Vararoha 252 

ヴァ ラス トリ ー Varastri 77 

ヴァ ラブ ラダ ー Varaprada 5 

ヴァ ル ダ マ ー ナ Vardhamana 215 

ヴァ ルナ Varuna 20,22.35.43, 46,47, 56。 
65. 71. 73. 188。 191。290、305, 317, 325 

ヴァ ルナ Varma 71 

ヴァ ルナ ー ニ ー Varumani 72 











ヴァ ルミ ー カ Valmika 73 

ツァ レー ニャ Varewa 3 

ヴァ ンク シュ Vamksu 44 

ヴァ ン シ ャ Vam5a 262 

ヴ ツァン デ ィ ン Vandin 72 

ヴィ ー ジ ャ ガル バ VHjagarbha 157 

ヴィ ー タ ハヴ ィ ヤ Vitahavya 85 

ヴィ ー テ ィ ホ ー ト ラ Vitihotra 78 

ヴィ ー ラ バド ラ Virabhadra 89 

ヴィ ヴァ ス ヴ ァ ッ ト Vivasyat 20.22,41,43. 
47. 75,、 157。、194, 218, 324 

ヴィ ヴァ フ ヴ ァ ン ト Vivahvant 75 

ヴィ ヴィ ンダ ャ ヤ Vivindhaya 76 

ツィ カル ッ タ ナ Vikarttana 194 

ヴィ カル ナ Vikarma 76 

ヴィ ク ク シ Vikuksi 44。76、195,295 

ツィ クラ マー ティティ ヤ Vikram 
93 

ヴィ クリ ー タ Vikrita 41 

ヴィ ケー シー Vikesi 354 

ヴィ シ カー Visakha 241 

ウィ シャ ウ ァ イチ ィ ヤ Visavaidya 265 

ヴィ シャ ハラ ー Viwahara 304 

ヴィ ジャ ヤ Vijaya 69,78 

ウィ シュ ヴァ ー ヴ ァ ス ViWvavasu 60 

ヴィ シュ ヴァ ー ト マン Visvatman 98 

ウィ シュ ヴァ ー ミ トラ Visvamitra 9.20.56, 
78、 117。 122。 153, 320,347 

ツィ シュ ヴァ ー ル ー バ Vivarpa 79 

ツィ シュ ヴァ カル マン Visyakarman 75.77, 
105. 198, 218, 219 395 

ヴィ シュ ヴァ ジッ ト ViWvajit 241 

ヴィ シュ ヴァ スリ ッ ト Vivasrt 293 

ツィ シュ ヴァ デー ツァ Visvadeva 78 

ヴィ シュ ヴァ ナー ト 寺 院 Visvanath Mandir 69 

ヴィ シュ ヴァ ルー バ Visvarapa 97,218, 232 

ヴィ シュ ヴァ ・ ル ー パ ペー Visyarapa 9%9 

ツィ シュ ヴァ ルー ビー ViWvarap 115 

ツィ シュ ヴェ ーシュ ヴァ ラ Visyesyara .79.351 

ヴィ シュ ヌメ vimu 9.20. 22. 43. 47. 70. 79 
101。 112. 118, 139, 162, 165, 170. 175、 181. 
185, 230、290、341 

ツィ シュ メグ ブタ Vismugupta 104 

ヴィ シュ ヌメ ・ プ ラー ナ Visnu-purama 287 

ヴィ シュ ヌ ラ タ Vimnuratha 119 

ヴィ シュ ラヴ ァ Visrava 45 
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(2) 索 


引 





アジ ャ Aia 10、111、165, 218, 353 

アジ ャ ー タ シャ トル Ajatasatru 10.55, 255. 
338 

アジ ャ イカ パー ト Aiaikapat 77,218 

アジ ャ ガラ Ajagara 5 

困 義 世 王 255 

アシ ャ ニ Asani 91 

アシ ャ ラ Asara 336 

アシ ュ ウ ァ グ リー ヴァ Asvagriva 99 

アシ ュ ウ ァ シ ラス ASvaSiras 99 

アシ ュ ウ ヴァ ッ タ Asvattha 11.32.130 

アシ ュ ウ ヴァ ッ タ ー マ ン Asvatthaman 12, 38. 
166, 236, 263 

アシ ュ ヴ ァ バ パー ダ Asvapada 11 

アシ ュ ヴ ァ ム カ Asvamukha 134 

アシ ュ ヴ ァ ノ メー ダ ASvamedha 38,83, 174. 
259, 311、336,340 

シュ ヴァ ラー ヤナ Asvalayana 170 

ュ ヴ ィ ASvini 192, 241 








アシ ュ ウ ヴィ ニー クマ ー ラ Asvinlkumara 55 
アシ ュ ヴ ウィニー スタ Asvinisuta 155 
アシ ュ ウ ヴィ ニー デー ヴァ Asvinideva 48 





アシ ュ ヴ ィ ン Asvin 14。23。 159, 209, 208 
アシ ュ ヴ ィ ン 双 神 ASvinau 14 

アシ ュ タ ー ヴ ァ ク ラ Astavakra 16,111 
アシ ュ リ ク バ Asrikpa 386 

アシ ョ ー カ Asoka 18,240 

アシ ョ ー カ 王 200. 256, 300 

了 アスール タラ ジャ ス Asnrtarajas 60、103 
アス ティ As 180 

アス ラ Asura 9.19.21. 24, 68. 71 76, 97, 
98. 177. 199 

アス ラ シ ュ レ ーシュ タ Asurasrestha 98 
アス ラバ Asrapa 336 

アス レー ンド ラ Asurendra 98 
アダ ム ス ・ プ リッ ジ Adams Bridge 195 
アタ ラ Atala 255 

アタ ル ヴ ァ ・ ア ン ギ ラス Atharvaragiras 43 
アタ ルヴァン Atharvan 19。202 

アダ タル マ Adharma 249 

アチャ ラ Acala 190 

ア チ ュ タ Acyuta 20.84 

アア ィ テ ィ Aditi 20.35, 43. 47. 63. 64 72. 
105, 191、201、219、252、315,318 

アア ィ テ ィ プ トラ Aditputra 73 

アデ ティラ タ Adhiratha 23120 
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アテ ィ ラ ティ ン Atirethin 242 
アド ッ ヴ ァ リ ュ Adhvaryu 23 

アト リ Ati 23. 28. 41 43. 224 284 29、 
322, 347 

アト リー シュ ヴァ ラ Atrevara 25 

アド リカ ー Adrika 25.152, 259 

アド リ シ ュ ヤ ンティー AdrSyanti 258 
アナ スー ヤー Anasnya 24.25,202, 224 288 
アナ ミト ラ Anamitra 323 

アナ ラ Anala 60 

アナ ラニ ヤ Anaramya 26 

アナ ン が Ananga 26, 112 

アナ シタ Ananta 84。 165, 166, 214 

アナ ンタ シャ ヤナ Anantasayana 84 
シャ ー チ ャ ー リ ヤ Animisacarya 297 
Amila 60.67 

ー ト マジ ャ Anilatmaja 281 

アニ ルッ ダク Aniruddha 26.96, 111. 256, 286, 
323 

アヌ Amu 27.327 

アメ シャ ラ Anu8ara 336 

アメ ドル ヒュ Anudruhyu 27, 323 

アミ パー リカ ー Anupalika 56 

アメ フラ ー タ Anuhlada 230 

アメ マテ ィ Anumati 170 

アメ ラー ダー Anuradha 241 

アバ パー ム ・ ナ パー ト Apam napat 28 

アパ バーム パテ ィ ApAmpati 73 

アバ ー ラ ー ApAl 28 

アバ ラー ジ タ Apargjita 353 

アハ リャ ー Ahalya 29.103 

アバ ルナ ー Aparma 29、95.99.164 

テア E Ahi 29 

アビ ー ラ Abhira 30 

ア ヒ ク シェ ー ト ラ Ahiksetra 30 

ア ヒ チ ャ トラ Ahicatra 30 

アビ ナン ダナ Abhinandana 214 














アビ マー ニー Abhimani 30 
アビ マニ ュ Abhimanyu 18。 30.37, 76,89. 
189, 263 


アビ マニ ュ ス タ Abhimanyusuta 265 

アビ ルー バ Abhirmpa 112 

アヒル プッ ドニ ャ Ahirbudhnya 218 

アヒル プ ド ニヤ Ahirbudhnya 31、77, 218。 
353 

ア ヒ ン サー Ahimsa 246 


夫 


引 (3 ) 





アプ サラ ス Apsaras 31、105,130.192 
アプ ジャ ョ ー ニ = Abjayoni 293 

アプ ス Apsu 28 

アフ ラ Ahura 215 

アプ ラビ シャ ー チ ャ Abhrapisaca 340 
アプ ラマ ー タ ン ガ abhramataga 3。357 
アフ ラ ・ マ ズ ダ Ahura-Mazda 317 

アプ ロー ッ タ Abhrottha 60 

ティ ラ Amala 32 

アマ ラー ツァ ティ ー Amaravati 32.52.179 
アマ ラー ドリ Amaradri 320 
アマ ル シ ャ タカ Amarusataka 377 

アマ レー シュ ヴァ ラ Amaresvara 350 

アム バー Amba 33、162、166。276 

アム ペー リカ ー Amblika 33.85、153, 233, 


276 
アム ビ カ ー Ambika 33. 85, 153, 164、183. 
233、276, 353 


アム ビ カ ー ス タ Ambikasuta 234 
アム ビ ピカ ー パ ティ Ambikapati 165 
アム アプ ヴィ ー シ ャ Ambyi き a 73 

アム プ バ Ambupa 73 

アム プ パ ティ Ambupati 73 

アム プラ ー ト Amburat 73 

アム リタ Amrta 19,47.82, 118, 166, 177. 
196,203, 337、340。 351 

アム リタ ー ハ ラナ Amrtaharana 119 
アム リタ サラ ス Amrtasaras 48 

ア ャ シラ ス Ayairas 99 

アヤ ナ ゴ ー シ ャ Ayanaghosa 339 

ア ョ ー デ ィ ヤ ー Ayodhya 26,34, 148, 195, 
201 

ア ョ ー デ ィ ヤ ー 細 Ayodhyakamda 342 

ア ョ ー ニ = ジャー Ayonia 167 

アラ Ara 214 

アラ ー ハ ー バ ー ド Allahabad 124.294 
アラ ー ュ タダ Alayudha 35 

アラ カー Alaka 34 

アラ カナ ンダ ー Alakananda 34 

が み Aranyani 34 
アラ ム プ シャ Alambusa 35 
アラ ム プ シャ ー Alambusa 45 

アリ シュ ター Arista 20,130 

アリ シュ タネ ー ミ Aristanemi 41 
アリ ャ マン Aryaman 20。 22、35。43。47 
アル ヴァ ー ヴ ァ ス Arvavasu 334 











アル カ Arka 35 

アル カ ソ ー グ ラ arkarsodara 3 

アル カプ トラ Arkaputra 122 

アル ジュ ナ Arjuna 8, 12, 13, 30、35, 48. 
121、 131、145, 146, 172. 184、189, 203、 236、 
237, 238, 252。253, 271、273。318, 328 
アル ジュ ナー グラ ジャ Arjunagraja 281 
アル ジュ ナー トマ ジャ Arjunatmaja 30 
アル ジュ ナブ ー ル ヴァ ジャ Arjunaparvaja 281 
アル ナシ ュ マ ティ ー Arcismati 42 

アル チ ス Areis 296 

アル チャ ナー ナメ Arcananas 183 

アル ナ Amuma 38。47、93. 159。174 

アル ノー タダ Arumoda 304 

アル ハバ パチ ィ Arhapati 194 

アルプ ダ Arbuda 39 

アル ンダ ティ ー Arundhati 39、57 

アル ンダ ティ ー テ ィ ー ル タ Arundhatitirtha 40 
アル シダ ティ ー パ ティ Arundhatipati 59 
アン が Aa 23.41、91, 214 

アン ガー ラ カ Agaraka 315 

アン ガタ Agada 41。267 

アン ガ カラー ジャ Agar 和 ja 122 

アン ギラ ス ANeiras 8, 19. 23. 41. 43.284, 
291 297。347 

アン ダー シュ ヴァ ラ Age6vara 122 

アン シャ Ama 20.22. 43 

アン ジャ ナ Aana 857 

アン ジャ ナー Amjana 257 

アン ジャ ニー デー ツィー 寺院 Ananidevi 269 
アン シュ マッ ト Am&umat 129. 214 

アン タカ Antaka 326 

アン グ カ Andhaka 43. 162 

アン ダ ジ ャ Agja 293 

アン ナ anna 94 















ヶ 
イー シャ Ta 45 

シャ ー ナ 1ana 45. 91、160、353.354 
ャ サキ Tsasakhi 136 

ィ イー シュ ウ ァ リー lsvari 163 

イク シュ Ikwu 219 

イク シュ ヴァ ー ク 1ksyaku 26、34、44. 55. 
57, 76, 195、201、262 

イシ シン ガ Isisimga 348 

イシ ャ Ha 297 
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あ 


アー クー ティ Akati 6 

アー ク ネ ー ヤ Agneya 9 

アー シー ス Asis 252 

ャ ー タ Asadha 192 

アー ジャ ミー ダグ Ajamidha 224。332 

ュ ヴ ィ ネ ー ヤ Asvineya 155 

アー シュ チャ リヤ Ascarya 290 

ュ ラ マ arama 20 

ュ レ ー シ ャ ー ASlesa 241 

アー ステ ィ ー カ Astika 18 

アー タル ヴァ ン Atharvan 19 

アー チャ ー リ ヤ サ ッ タマ Acaryasattama 12 
アー チャ ー リ ヤス タ Acaryasuta 12 

アー チャ ー リ ヤナ ンダ タナ Acaryanandana 12 
アー チャ ー リ ヤ プ トラ Acaryaputra 12 
アー チャ ー リ ヤム キャ Acaryamukhya 239 
アー ティ カ ヴ ツィ adikai 20.342 

アー ディ ッ チ ャ パン ドゥ Adiccabandhu 22 
アー ディ ティ ヤ Aditya 20,22, 35、43,47, 
73. 75, 105, 154。184。 192,199,203, 252 
アー ディ ティ ヤ タ ナヤ Adityatanaya 122 
アー ディ ティ ヤナ ンダ ナ Adityanandana 122 
アー ティ ・ プ ラー ナ Adipurana 287 

アー ディ ラテ ィ Adhirathi 122 

アー トマ プー AtmabhQ 23。111,292 

アー ドラ ー Adra 241 

アー ナカ Anaka 323 

アー ナカ ドゥ ッ ン ドゥ ピ Anakadundubhi 61 












アーバ Apa 60 
アー パウ ヴァ Apava 59 
アー ハヴ ァ ニ ー ヤ ー グ ニ = Ahavaniyagmi 24 








アー ハヴ ァ ニ ー ヤ ム Ahavaniyam 9 
アー バ ガ ー ス タ Apagasuta 277 
アー パ ゲ ー ヤ Apageya 277 

アー バス Apas 27.94 
アー パネ メタ ム バ Apastamba 28 
アー ビー ラ Abhira 30 

アー フカ Ahuka 10 

アー マラ カ Amalaka 82 
アー ム ビ ピケ ー ヤ Ambikeya 234 
アー ヤ テ ィ Ayati 322 

アー ュ ス Ayus 33, 243. 322. 338 
アー ラ Ara 175 

アー リャ Arya 177 





アー リヤ ー Arya 164 

アー ル ジ ュ ニ Ariuni 30 

アー ン ギ ラサ Agirasa 297 

アー ンジ ャ ネー ヤ Amjaneya 258 

アイ ダウ ィ ダ Aidavida 136 

アイ ラー ヴァ タ Airavata 3, 47、52。 357 
アイ ラー ヴァ ナ Airavana 3 

アイ リヤ マン Airyaman 35 

アイ ンド リ Aindri 38 

アイ ンド リー Aindri 54 

アウ ツァ ター ラ Avatara 80,341 

アウ ツァ ラ ゴ ー ダ ター ニー ヤ Avaragodaniya 220 
アウ ツァ ンティー Avantt 3 

アヴァ ン テ ィ カ ー Avantika 3 

アウ シャ ナ サ Ausanasa 290 

アウ チャ チ ィ ヤ Aucathya 214 

アウ ッ タ ー ナ パー ディ AuttanapAdi 236 
アウ ッ タ ミ Auttami 306 

アウ ドッ ム バ ラ Audumbara 326 
アウ ル ヴ ァ Aurva 3 

アウ ロー ラ aur6ra 92 

アー スラ Aghasura 5 

アガ ステ ィ Agaeti 4 

アガ スチ ティ ヤ Agastya 4 10.43. 57.62. 90. 
104. 357 

アガ ステ ィ ヤ ・ マ ライ Agastya Malai 5 
アク シャ AkWa 6 

アク シャ マー ラー Akesamala 57 

アク ナー イー Agnayi 9 

アグ = Agni 6, 9, 10. 23. 30.55. 126. 131、 
168. 173 

アグ ニー ドラ Agnidhra 77 

アグ =・ ヴ ツァ イシ ュ ヴ テー ナラ Agnivaieynara 
7 

アグニ シュヴァ ーッ タ Agmisatta 55 
アグ = アー Agnibhn 120 

アグ クニ ・ プ ラー ナ Agmipurana 2895。 
アク = ロー チャ ナ Agnilocana 164 

アク バー ル Akbar 195.294 

テク ルー ラ Akrra 10 

アプ ー ラ Aghora 10,271 

アジ ー ガ ル タ Ajigarta 188 

アシ タ Asita 17. 175 

アジ タ Ajita 214 

アシ ター ン か Asitaga 251 

アシ タダ ン シ ュ ト ラ Asitadanstra 301 
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プレ シャ プラ 
(で シャ ウー) 


アフ ガニ スタ ン 


キーラ タ 肖 


アラ タナ ンダ ー 林 | 


デリー 


人 いい 
イン ドラ プラ スタ 00 











ダァ ネ ーシュ ワル 


「 プラ ヤー ガ 【(〔 ア ラー ハーバ パー ド 】 
ニラ ニカ アニ 
サー ルナ ー ト 
カウ シャ ー ン ピー 
プッ タダ ガ ヤー (ボー ドガ ヤー)〕 
ラー ジャ グリ ハ [ラー ジ ギ ル ] 
@ ナ ー ラ シダー 
⑧ チ ャ ン バ ー 
⑧ パ ー タ リプ トラ (パト ナー〕 …… 基 子 拓 
⑯⑩ ヴ ツァ イシ ャ ー リ ー 
ゴー ラク プル 
⑫ ク シナ ガラ (カシ アァ 〕 
ティ キチ タラ バッ リ ⑬ ミ ティ ラー 
EE ⑯⑬ ア ラテ ィ シ ュ ター ナ (9) 
⑬⑮7 ョ ー デ ア ィ ヤー 
⑯ シ ュ ラ ー ツ ァ ス ティ ー〔 サ ヘー ト ・ マ ペー 
ト ) …- 合 衛 域 
カー ニヤ ク プ ジャ 【 カ ナウ ジ } 
⑬ ヵ ー ン ビリ キャ 
⑲ ハ ステ ィ ナ ー プ ラ 
ハル ド ワ ウール 
⑳ リ シタ ーシュ 
イン ド 洋 = デー ヴァ プラ ヤー が 
@⑬ バ タリ ー 
ビ プ ラ ワ ー 


アン ドラ 国 アマ ター ツァ ティ ー 








鹿野 爺 








し に に 1 


(を 避 域 の 所 在 地 ) 
* 古代 の 都市 ([…)} 内 は 現代 の 都市 ) 
ロ 現代 の 都市 

要 地 史跡 











曲 女 城 








